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大
阪
府
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ン
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院
長　

吉
岡
敏
治

こ
の
た
び
、
大
阪
府
立
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
府
民
の
皆
さ
ま
に
当

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
最
新
の
治
療
を
ご
紹
介
す
る
本
を
出
版
い
た
し
ま
し
た
。

直
接
診
療
に
携
わ
る
医
師
に
、
で
き
る
か
ぎ
り
分
か
り
や
す
く
、
簡
潔
に
、
し
か
も
必

要
な
情
報
は
き
ち
ん
と
把
握
で
き
る
よ
う
に
執
筆
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

開
設
以
来
、
１
５
０
年
に
達
し
よ
う
と
い
う
当
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
の
な
か
で
、
府
民

を
対
象
に
し
た
本
が
書
店
に
並
ぶ
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

本
書
は
、
い
わ
ゆ
る
医
学
書
や
診
療
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
な
と

き
か
ら
ご
家
族
が
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
ま
で
、
府
民
が
よ
り
よ
い
治
療
を
選
択
す
る

た
め
に
身
に
付
け
て
ほ
し
い
健
康
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

本
書
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
最
新
治
療
と
そ
の
背
景
を
、
１
２
９
項
目
に
わ
た
り
解
説

す
る
と
と
も
に
、
当
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
て
い
る
主
な
広
域
医
療
機
能
を
紹
介
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
き
た
府
民
公
開
講
座
や
、
す
こ
や
か
セ
ミ

刊行にあたって
よりよい治療に出合うために
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ナ
ー
、
各
種
患
者
教
室
な
ど
の
直
接
講
義
、
あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
る

病
気
、
薬
の
豆
知
識
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
を
通
じ
て
の
情
報
提
供
と
は
別
の
独
自

の
も
の
で
す
。

本
書
の
病
気
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
各
診
療
科
の
現
場
医
師
の
意
見
を
尊
重
し
、

専
門
的
な
治
療
を
必
要
と
す
る
疾
病
の
ほ
と
ん
ど
を
網
羅
し
ま
し
た
。
本
文
を
読
ま
れ

る
前
に
、
じ
っ
く
り
と
目
次
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
内
容
を
把
握
し
て
く
だ
さ
い
。

医
学
や
医
療
の
進
歩
、
専
門
化
は
、
現
在
も
急
速
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ら
最
新
の
医
療
・
技
術
を
積
極
的
に
導
入
し
て
き
ま
し
た
。
特
定

の
疾
患
を
詳
細
に
知
り
、
理
解
す
る
に
は
、
診
療
時
に
お
け
る
医
師
と
患
者
さ
ん
相
互

の
対
話
が
重
要
で
す
。

病
気
を
理
解
し
、
よ
り
よ
い
治
療
を
選
択
す
る
た
め
の
案
内
書
と
し
て
、
受
診
の
前

後
に
繰
り
返
し
読
ん
で
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
症
例
数
や
手
術
件
数
、
死
亡
率
な
ど

の
医
療
情
報
、
ス
タ
ッ
フ
数
や
医
療
設
備
な
ど
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.gh.opho.jp/

）
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
参
照
の
ほ
ど
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

２
０
１
5
年
９
月



刊
行
に
あ
た
っ
て
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り
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い
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う
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め
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敏
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救
急
医
療
の
最
前
線
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世
界
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高
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命
救
急
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ン
タ
ー
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急
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主
任
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長　
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聡

こ
こ
ま
で
治
せ
る
！　

急
性
心
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あ
な
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の
命
を
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う
Ｃ
Ｃ
Ｕ
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心
臓
内
科
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長　

森
田 

孝

脳
卒
中
治
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の
い
ま
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Ｓ
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と
脳
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中
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神
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内
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任
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長　

狭
間
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憲
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に
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産
婦
人
科
主
任
部
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竹
村
昌
彦

小
児
科
主
任
部
長　

田
尻 

仁　
精
神
科
主
任
部
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松
永
秀
典

あ
な
た
の
そ
の
手
が
大
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ま
す
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代
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よ
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っ
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救
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急
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け
ど
の
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あ
っ
、
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
！　

慌
て
な
い
た
め
の
中
毒
対
応
Ａ
Ｂ
Ｃ
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い
ざ
と
い
う
と
き
本
領
発
揮
！　

災
害
医
療
を
担
う

49

大
阪
府
の
災
害
医
療
の
拠
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急
診
療
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療
主
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松
田
宏
樹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
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化
器
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宮
﨑 

進
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て
得
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管
と
難
病
の
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の
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療
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の
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動
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の
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の
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医
務
局
長　

消
化
器
内
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井
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敦
雄
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進
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す
る
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療
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脳
の
病
気

113
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ザ
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意
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と
身
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な
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染
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の
お
話
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熱
の
出
る
病
気
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と
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の
原
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子
ど
も
の
感
染
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―
予
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と
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小
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主
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の
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と
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代

大阪府立急性期・総合医療センターの
最新治療がわかる本

も
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こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！　

感
染
症
の
予
防
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
196

感
染
制
御
室
副
看
護
師
長　

感
染
管
理
認
定
看
護
師　

扇
田
千
代

救
急
病
棟
副
看
護
師
長　

感
染
管
理
認
定
看
護
師　

川
波
美
由
紀

第
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肺
の
病
気
の
お
話

199

肺
が
大
き
く
な
る
病
気
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
と
は
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
200

呼
吸
器
内
科
主
任
部
長　

上
野
清
伸

肺
が
小
さ
く
な
る
病
気
、
間
質
性
肺
炎
と
は
？　
副
院
長　

総
合
内
科
主
任
部
長　

谷
尾
吉
郎
・・・・・・　
202

肺
が
パ
ン
ク
、
自
然
気
胸
―
―
症
状
と
治
療　
呼
吸
器
外
科
主
任
部
長　

大
森
謙
一
・・・・・・・・・・・・・・・・　
204

喘
息
治
療
の
ポ
イ
ン
ト　
免
疫
リ
ウ
マ
チ
科
主
任
部
長　

藤
原
弘
士
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
206

第
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章

　

肝
腎
か
な
め
―
―
意
外
と
知
ら
な
い
肝
臓
・
腎
臓
の
お
話

209

怖
い
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
―
―
肥
満
に
要
注
意
！　
消
化
器
内
科
副
部
長　

春
名
能
通
 ・・・　
210

急
性
閉
塞
性
化
膿
性
胆
管
炎
―
―
あ
な
ど
る
な
か
れ
胆
石
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
214

消
化
器
内
科
副
部
長　

石
井
修
二

放
置
は
い
け
ま
せ
ん
！　

お
な
か
の
中
に
で
き
る
石　
消
化
器
外
科
主
任
部
長　

藤
谷
和
正
・・・・・　
218



慢
性
腎
臓
病
で
透
析
を
避
け
る
に
は
…
…　
腎
臓
・
高
血
圧
内
科
主
任
部
長　

林 

晃
正
 ・・・・・・・・・・・・・・　
220

透
析
と
腎
移
植
、
ど
う
選
択
す
る
の
？　
腎
臓
・
高
血
圧
内
科
主
任
部
長　

林 

晃
正
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・　
224

第
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章

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
お
話
―
―
骨
・
関
節
の
病
気

229

腰
の
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
ら
、
ど
う
し
ま
す
か
？　
整
形
外
科
主
任
部
長　

藤
原
桂
樹
 ・・・・・・・・・・・　
230

痛
み
を
取
っ
て
元
気
に
！　

人
工
膝
・
股
関
節
の
利
点　
関
節
外
科
部
長　

原
口
圭
司
 ・・・・・・・・　
234

放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？　

朝
の
手
の
し
び
れ　
整
形
外
科
副
部
長　

藤
原
達
司
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・　
240

リ
ウ
マ
チ
が
治
る
っ
て
本
当
？　
免
疫
リ
ウ
マ
チ
科
主
任
部
長　

藤
原
弘
士
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
244

第
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章

　

目
、耳
、鼻
、顔
、歯
の
お
話
―
―
日
常
生
活
に
困
ら
な
い
た
め
に

247

白
内
障
と
眼
内
レ
ン
ズ
の
分
か
り
や
す
い
お
話　
眼
科
主
任
部
長　

内
堀
恭
孝
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
248

緑
内
障
は
ど
ん
な
病
気
？　

ど
う
治
す
？　
眼
科
主
任
部
長　

内
堀
恭
孝
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
252

失
明
を
防
ご
う
！　

糖
尿
病
網
膜
症
―
―
日
頃
の
心
得　
眼
科
副
部
長　

御
手
洗
慶
一
 ・・・・・・・・　
256

良
い
め
ま
い
？　

悪
い
め
ま
い
？　
耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
主
任
部
長　

宇
野
敦
彦
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
260

難
聴
は
こ
う
治
す
！　
耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
主
任
部
長　

宇
野
敦
彦
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
264

長
く
続
く
鼻
風
邪
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
で
は
？　
耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
主
任
部
長　

宇
野
敦
彦
 ・・・　
266

大阪府立急性期・総合医療センターの
最新治療がわかる本
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あ
る
日
突
然
、
顔
が
動
か
な
い
!?
―
―
顔
面
神
経
麻
痺
の
お
話
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
268

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
主
任
部
長　

宇
野
敦
彦

知
っ
て
ほ
し
い
！　

障
が
い
者
歯
科
の
役
割　
障
が
い
者
歯
科
主
任
部
長　

樂
木
正
実
 ・・・・・・・・・・・・・　
270

円
形
脱
毛
症
の
最
新
治
療
法　
皮
膚
科
部
長　

中
島
武
之
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
274

第
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章

　

健
康
長
寿
を
め
ざ
し
て
―
―
加
齢
と
付
き
合
う
「
こ
つ
」

277

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
―
―
老
い
を
生
き
る
秘
訣　
精
神
科
主
任
部
長　

松
永
秀
典
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
278

認
知
症
、
上
手
に
付
き
合
え
ば
怖
く
な
い
！　
神
経
内
科
主
任
部
長　

狭
間
敬
憲
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
282

転
ば
な
い
で
！
―
―
増
え
て
い
ま
す
、
高
齢
者
の
脊
髄
損
傷
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
286

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
副
部
長　

土
岐
明
子

加
齢
性
眼
瞼
下
垂
症
と
は
？
―
―
手
術
と
効
果　
形
成
外
科
診
療
主
任　

門
脇
未
来
 ・・・・・・・・・・・・・・　
288

食
の
楽
し
み
を
全
て
の
人
に
―
―
嚥
下
機
能
の
検
査
と
改
善
術
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
290

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
主
任
部
長　

宇
野
敦
彦

食
べ
る
楽
し
み
、
支
え
ま
す
！
―
―
摂
食
・
嚥
下
障
害
の
克
服
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
294

摂
食
・
嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師　

西 

依
見
子
、
山
本
陽
子 

、
井
上
文
子

き
れ
い
な
お
口
で
歯
ッ
ピ
ィ
ラ
イ
フ　
障
が
い
者
歯
科
歯
科
衛
生
士　

角
谷
久
美
代
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
298
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知
っ
て
お
き
た
い
、
が
ん
の
お
話

301

楽
に
な
っ
て
き
た
！　

が
ん
の
薬
物
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
302

副
院
長　

総
合
内
科
主
任
部
長　

谷
尾
吉
郎　
外
来
化
学
療
法
室
看
護
師　

が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師　

福
井
亜
希
子

切
ら
ず
に
治
す
放
射
線
治
療　
放
射
線
治
療
科
主
任
部
長　

島
本
茂
利
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
308

病
理
診
断
な
し
に
、
が
ん
の
治
療
は
で
き
ま
せ
ん　
病
理
科
主
任
部
長　

伏
見
博
彰
 ・・・・・・・・・・・・・　
312

Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
小
さ
な
が
ん
が
見
つ
か
る
っ
て
本
当
？　
画
像
診
断
科
主
任
部
長　

川
本
誠
一
 ・・・・・・・・　
316

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
と
き
か
ら
緩
和
ケ
ア
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
320

緩
和
ケ
ア
科
主
任
部
長　

吉
田 

洋　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師　

門
田
昭
子

 

肺
が
ん 

日
本
人
の
が
ん
の
死
因
で
最
多
、
肺
が
ん
の
詳
し
い
お
話　
呼
吸
器
内
科
主
任
部
長　

上
野
清
伸
 ・・・　
324

傷
が
小
さ
く
回
復
が
早
い
！　

胸
腔
鏡
手
術　
呼
吸
器
外
科
副
部
長　

船
越
康
信
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
330

遺
伝
子
を
知
ら
ず
し
て
肺
が
ん
を
語
れ
ず　
副
院
長　

総
合
内
科
主
任
部
長　

谷
尾
吉
郎
 ・・・・・・・・・・・・　
332

 

消
化
器
が
ん 

い
ろ
い
ろ
な
腹
腔
鏡
下
手
術　
副
院
長　

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

岩
瀬
和
裕
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
336

ラ
ス
ト
侍
〜
ハ
ラ
キ
リ
な
ら
ぬ
胸
切
り
手
術
は
過
去
の
も
の
へ
〜
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
340

消
化
器
外
科
主
任
部
長　

藤
谷
和
正

大阪府立急性期・総合医療センターの
最新治療がわかる本
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胃
が
ん
を
め
ぐ
る
最
新
の
話
題　
消
化
器
外
科
主
任
部
長　

藤
谷
和
正
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
344

み
ん
な
で
学
ぼ
う
大
腸
が
ん　
消
化
器
外
科
副
部
長　

團
野
克
樹
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
348

よ
り
精
密
な
治
療
を
！　

ロ
ボ
ッ
ト
直
腸
が
ん
手
術　
消
化
器
外
科
副
部
長　

松
田 

宙
 ・・・・・・・・・　
352

内
視
鏡
で
治
せ
る
が
ん
と
は
？　
医
務
局
長　

消
化
器
内
科
主
任
部
長　

井
上
敦
雄
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
354

肝
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に　
医
務
局
長　

消
化
器
内
科
主
任
部
長　

井
上
敦
雄
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
356

肝
が
ん
を
早
く
見
つ
け
て
楽
に
治
療　
医
務
局
長　

消
化
器
内
科
主
任
部
長　

井
上
敦
雄
 ・・・・・・・・・・・・・・　
360

膵
臓
が
ん
の
手
術
は
難
し
い
の
？　
消
化
器
外
科
副
部
長　

久
保
田 

勝
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
364

 
泌
尿
器
科
が
ん 

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
で
治
す
前
立
腺
が
ん　
診
療
局
長　

山
口
誓
司
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
366

腎
臓
が
ん
の
治
療
―
―
手
術
か
ら
薬
ま
で　
泌
尿
器
科
医
長　

谷
川 

剛
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
370

精
巣
腫
瘍
（
睾
丸
の
が
ん
）
の
お
話　
泌
尿
器
科
主
任
部
長　

高
尾
徹
也
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
374

膀
胱
が
ん
の
治
療　
泌
尿
器
科
医
長　

蔦
原
宏
一
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
376

 

顎
・
口
腔
・
顔
面
の
が
ん 

発
が
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
頭
頸
部
が
ん
が
急
増
中
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
380

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
主
任
部
長　

宇
野
敦
彦

甲
状
腺
が
ん
と
ヨ
ウ
素
１
３
１
の
密
接
な
関
係　
耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
主
任
部
長　

宇
野
敦
彦
 ・・　
384



口
腔
が
ん
治
療
の
最
前
線
―
―
放
っ
て
お
け
な
い
口
腔
粘
膜
病
変
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
388

歯
科
口
腔
外
科
主
任
部
長　

石
原 

修
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移
植
医
療
を
め
ぐ
る
最
新
の
お
話

393

移
植
医
療
を
多
方
面
か
ら
支
え
ま
す
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
394

診
療
局
長　

山
口
誓
司　
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長　

救
急
診
療
科
主
任
部
長　

藤
見 

聡

臓
器
提
供
に
つ
い
て
―
―
す
る
？　

し
な
い
？　

ど
ち
ら
も
権
利
で
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
398

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長　

救
急
診
療
科
主
任
部
長　

藤
見 

聡

腎
移
植
、
こ
こ
ま
で
進
歩　
泌
尿
器
科
主
任
部
長　

高
尾
徹
也
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
400
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な
る
ほ
ど
！　

医
療
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

405

災
害
棟
と
は
？　
救
急
診
療
科
副
部
長　

久
保
範
明
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
406

臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
、
何
を
す
る
と
こ
ろ
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
408

臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

武
田
伸
一

医
薬
品
情
報
室
は
、
こ
う
し
て
お
役
に
立
っ
て
い
ま
す　
副
薬
局
長　

藤
田
敬
子
 ・・・・・・・・・・・・・　
409

24 

時
間
体
制
の
集
中
治
療
部
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）　
集
中
治
療
部
長　

平
尾 

収
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
410

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
室
と
は
？　
麻
酔
科
主
任
部
長　

西
村
信
哉
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
412
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ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
は
？　
診
療
局
長　

山
口
誓
司
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
413

患
者
さ
ん
本
位
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室　
心
臓
血
管
外
科
主
任
部
長　

白
川
幸
俊
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・　
414
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放
射
線
科
医
っ
て
、
何
を
す
る
人
？　
画
像
診
断
科
主
任
部
長　

川
本
誠
一
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
416

画
像
診
断
の
〝
今
〞　
医
療
技
術
部
長　

船
橋
正
夫　
放
射
線
部
門
技
師
長　

安
部
勝
人
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
418

微
生
物
検
査
室
の
仕
事
―
―
年
中
無
休
の
食
中
毒　
臨
床
検
査
科
主
任　

藤
原 

守
 ・・・・・・・・・・・・・・・　
420

持
参
薬
の
管
理
と
服
薬
指
導　
薬
局
長　

室
井
政
子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
424

一
丸
と
な
っ
て
守
る
、
手
術
の
安
全
―
―
周
術
期
管
理
チ
ー
ム
の
仕
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
428

麻
酔
科
主
任
部
長　

西
村
信
哉　
集
中
治
療
部
長　

平
尾 

収

あ
な
た
の
リ
ハ
ビ
リ
、
支
え
ま
す
！
―
―
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
仕
事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
432

セ
ラ
ピ
ス
ト
部
門
技
師
長　

大
谷
直
寛

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！　
「
在
宅
準
備
は
お
済
み
で
す
か
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
438

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長　

春
岡
登
志
子　
９
階
東
病
棟
看
護
師
長　

玉
森
道
子

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
総
括
主
査　

岡
本
み
ど
り

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
支
え
る
現
代
の
医
療　
医
療
情
報
部
長　

森 

隆
比
古
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
444
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449

大
阪
府
立
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
ん
な
病
院
で
す　
院
長　

吉
岡
敏
治
 ・・・・　
450

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長　

救
急
診
療
科
主
任
部
長　

藤
見 

聡
 ・・・・・・・・・・・・・　
452

大
阪
府
が
ん
診
療
拠
点
病
院　
副
院
長　

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

岩
瀬
和
裕
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
453

大
阪
府
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー　
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長　

救
急
診
療
科
主
任
部
長　

藤
見 

聡
 ・・　
454

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー　
産
婦
人
科
主
任
部
長　

竹
村
昌
彦
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
455

基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー　
救
急
診
療
科
診
療
主
任　

松
田
宏
樹
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
456

災
害
医
療
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
救
急
診
療
科
副
部
長　

久
保
範
明
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
457

地
域
医
療
支
援
病
院　
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長　

春
岡
登
志
子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
458

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
定
移
植
検
査
セ
ン
タ
ー
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
459

臨
床
検
査
科
主
任
部
長　

岡
田
倫
之

大
阪
難
病
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー　
神
経
内
科
主
任
部
長　

狭
間
敬
憲
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
460

障
が
い
者
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
主
任
部
長　

渡
邉 

学
 ・・・　
461

卒
後
臨
床
研
修
評
価
機
構
認
定
病
院　
副
院
長　

総
合
内
科
主
任
部
長　

谷
尾
吉
郎
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
462

大
阪
府
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
463

大
阪
府
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長　

腎
臓
・
高
血
圧
内
科
部
長　

勝
二
達
也

当
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
464

索
引
（
巻
末
）

大阪府立急性期・総合医療センターの
最新治療がわかる本

も
く
じ※所属名、役職は 2015年 9月現在のものです。
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病
院
を
挙
げ
て
救
急
医
療
推
進
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０
３
年
に
大
阪
府
立
病
院
か
ら
現
在
の
大
阪
府
立
急
性
期
・
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
と
名
称
を
変
え
、
組
織
も
改
め
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
急
性
期
部
門
と
し
て
五
つ
の
診

療
科
（
救
急
診
療
科
、
神
経
内
科
、
脳
神
経
外
科
、
心
臓
内
科
、
心
臓
血
管
外
科
）
を
掲
げ
、
救

急
医
療
の
中
心
に
据
え
ま
し
た
。

07
年
に
は
組
織
を
再
編
成
し
、
急
性
期
医
療
部
門
と
し
て
の
セ
ン
タ
ー
化
を
図
り
ま
し
た
。
救

急
診
療
科
が
救
命
救
急
部
門
と
称
す
る
Ｔ
Ｃ
Ｕ
18
床
を
、
神
経
内
科
と
脳
神
経
外
科
が
Ｓ
Ｃ
Ｕ

（
30
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
し
て
６
床
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
さ
ら
に
心
臓
内
科
と
心
臓
血
管
外
科
が
Ｃ

Ｃ
Ｕ
（
25
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
６
床
に
増
床
し
、ト
ー
タ
ル
30
床
を
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
科
は
一
般
病
棟
に
後
方
ベ
ッ
ド
を
所
有
し
、
ま
た
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
院
内
空
床
情
報
に
よ
り
、
重
症
を
脱
し
た
患
者
さ
ん
は
早
期
に
一
般
病
棟
へ
移
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
病
院
全
体
で
救
急
医
療
の
推
進
を
さ
ら
に
進
め
、
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
、
あ
る
い
は
各
診
療
科
に
よ
る
疾
病
救
急
に
下
支
え
さ
れ
た
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

高
度
認
定
獲
得
へ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

そ
う
し
た
な
か
08
年
３
月
の
大
阪
府
保
健
医
療
計
画
で
大
阪
府
南
部
地
域
に
高
度
救
命
救
急
機

能
を
も
っ
た
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
が
高
度
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
な
る
資
質
は
十
分
に
あ
り
ま
し
た
。

ここがすごい !　高度救命救急センター
――世界唯一が二つも

高度救命救急センター長　救急診療科主任部長　藤
ふじ

見
み

 聡
さとし
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し
か
し
、
10
年
当
時
、
高
度
認
定
を
受
け
て
い
る
病
院
は
ほ
と
ん
ど
が
大
学
病
院
の
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
で
、
大
学
病
院
が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
も
た
な
い
都
道
府
県
の
一
般
病
院
が
、
ご
く

一
部
あ
っ
た
の
み
で
し
た
。
２
か
所
の
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
の
は
東
京
と
大
阪
だ
け

で
、
二
つ
の
大
学
病
院
が
す
で
に
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
大
阪
府
で
、
一
般
病
院
の
当

セ
ン
タ
ー
が
３
か
所
目
の
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
認
定
を
得
る
こ
と
は
、
容
易
で
な
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
当
セ
ン
タ
ー
は
大
阪
市
二
次
医
療
圏
最
南
部
に
あ
っ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
以
南
の
泉
州
・

堺
市
・
南
河
内
二
次
医
療
圏
を
統
括
す
る
要
と
成
り
得
る
こ
と
か
ら
、
府
の
医
療
計
画
に
合
致
す

る
最
も
ふ
さ
わ
し
い
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
施
設
候
補
と
考
え
、
10
年
４
月
か
ら
高
度
認
定

の
獲
得
に
積
極
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

認
定
に
ふ
さ
わ
し
い
実
績
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
認
定
に
必
要
な
実
績
に
関
し
て
、
私
た
ち
は
次
の
６
点
を
重
視
し
て

い
ま
し
た
。

一
つ
目
は
厚
生
労
働
省
に
よ
る
新
し
い
充
実
段
階
評
価
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
当
然
Ａ
区
分
で
、

重
症
患
者
の
診
療
に
直
接
か
か
わ
る
機
能
に
つ
い
て
の
項
目
は
ほ
と
ん
ど
が
最
高
水
準
で
し
た
。

是
正
を
要
す
る
項
目
は
皆
無
で
、
全
体
と
し
て
充
実
し
た
施
設
が
多
い
府
内
14
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
中
で
も
最
高
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
不
可
欠
な
機
能
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
高
度
か
つ
専

門
的
な
診
療
機
能
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
広
範
囲
熱
傷
、
指し

し肢
切
断
、
急
性
中
毒
の
重
症
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患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
で
す
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
部
門
に
症
例
経
験
豊
富
な

複
数
の
専
任
医
師
が
配
置
さ
れ
、
必
要
な
機
器
設
備
を
備
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
併
設
型
で
あ

る
利
点
を
生
か
し
て
病
院
内
の
施
設
・
設
備
・
人
員
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
診
療

機
能
を
提
供
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
し
た
。

三
つ
目
は
指
肢
切
断
の
再
接
着
術
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。
大
阪
府
で
は
一
部
の
二
次
告
示
救
急

医
療
機
関
が
こ
れ
を
得
意
と
し
て
積
極
的
に
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
夜
間
休
日
な
ど

に
は
搬
送
先
確
保
に
難
渋
す
る
場
合
も
あ
り
、
救
命
救
急
医
療
と
と
も
に
再
接
着
な
ど
の
診
療
を

提
供
で
き
る
当
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

四
つ
目
は
急
性
中
毒
へ
の
対
応
で
す
。
薬
物
大
量
服
用
な
ど
の
救
急
搬
送
患
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
核
兵
器
・
生
物
兵
器
・
化
学
兵
器
）
テ
ロ
な
ど
特
異
な
事
件
・
災
害

の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る
近
年
、多
様
な
原
因
物
質
に
対
応
で
き
る
抗
毒
素
血
清
、解
毒
剤
を
常
備
し
、

専
門
知
識
に
優
れ
た
人
員
を
配
置
し
て
い
て
、
平
時
は
も
と
よ
り
緊
急
時
の
危
機
管
理
の
観
点
か

ら
も
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

五
つ
目
は
受
け
入
れ
先
の
確
保
に
難
渋
す
る
救
急
搬
送
事
案
の
搬
送
先
選
定
に
協
力
し
て
い
た

点
で
す
。
大
阪
府
が
実
施
す
る
救
急
搬
送
に
か
か
る
三
次
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
に
参
画
し
、
1

か
月
あ
た
り
二
十
数
例
の
搬
送
先
選
定
困
難
事
案
（
救
急
隊
が
５
〜
10
病
院
に
対
し
搬
送
連
絡
を

行
う
か
、
ま
た
は
現
場
滞
在
時
間
が
30
分
〜
1
時
間
以
上
に
及
ん
で
い
る
重
症
度
の
高
い
傷
病
者

が
対
象
）
を
直
接
受
け
入
れ
て
い
る
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
の
多
く
は
、薬
物
大
量
服
薬
、

自
殺
企
図
、
精
神
科
疾
患
合
併
で
し
た
。

六
つ
目
は
最
重
症
・
重
篤
患
者
以
外
の
二
次
救
急
患
者
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
で
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す
。
消
化
器
内
科
、
小
児
科
な
ど
６
診
療
科
が
二
次
救
急
医
療
機
関
と
し
て
知
事
告
示
を
受
け
て

い
て
、
幅
広
い
疾
病
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
府
内
の
医
療
資
源

が
限
ら
れ
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
が
密
接
な
連
携
に
よ
る
診
療
科
横
断
的
な
高
度
専
門
医
療
を
恒

常
的
に
提
供
で
き
る
こ
と
か
ら
、
特
殊
な
病
態
の
傷
病
者
受
け
入
れ
体
制
の
要
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
精
神
科
合
併
症
救
急
や
最
重
症
合
併
症
妊
産
婦
の
受
け
入
れ
医
療
機
関
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
大
阪
府
の
救
急
医
療
体
制
の
課
題
解
消
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
に
高
度
認
定
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

以
上
の
６
点
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
が
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
大

阪
府
の
高
度
救
命
救
急
機
能
を
中
心
と
す
る
三
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
・
充
実
に
不
可
欠
で
あ

り
、
当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
位
置
づ
け
に
極
め
て
ふ
さ
わ
し
い
機
能
を
有
す
る
医
療
機
関
で
あ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
10
年
７
月
22
日
に
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
特
殊
疾
患
患
者
は
も
と
よ
り
救
急
医
療
体
制
全
体
の
根
幹
を
支
え
、
眼
前
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
規
模
を
も
っ
た
「
総
合
的
に
、
よ
り
高
度
な
機
能
を

有
す
る
基
幹
的
な
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
」
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
30
診
療
科
の
総
力

を
挙
げ
、
大
阪
府
南
部
の
三
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
・
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
の
「
高
度
」
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と
世
界
に
一
つ
だ
け

し
か
な
い
も
の
が
二
つ
も
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
別
項
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

写真　IVR－ CT室
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心
筋
梗
塞
と
は
、
ど
う
い
う
病
気
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

心
筋
梗
塞
と
い
う
病
名
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
徳
光
和
夫
さ
ん
が
２
０
０
１
年
に
心
筋
梗
塞
で
倒
れ
ま
し
た
が
、
現

在
は
社
会
復
帰
し
て
い
ま
す
。
彼
は
08
年
に
は
製
薬
会
社
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
出
演
し
、「
血
中
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
な
い
と
痛
い
目
に
あ
い
ま
す
よ
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。

タ
レ
ン
ト
の
松
村
邦
洋
さ
ん
は
09
年
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
最
中
に
心
筋
梗
塞
を
発
症
し
、
一
時

的
に
心し

ん
ぱ
い
て
い

肺
停
止し

状
態
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い
伴
走
し
て
い
た
救
護
班
に
よ
っ
て
Ａエ

ー

Ｅイ
ー

Ｄデ
ィ
ー

（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
の
救
命
治
療
が
奏
功
し
て
社
会
復
帰
を
遂
げ
、
現
在
も

テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
活
躍
中
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
し
た
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
あ
っ
た
松
田
直
樹
さ
ん
（
享
年
34
）

や
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
小
林
繁
さ
ん
（
享
年
57
）
の
よ
う
に
、
残
念
な
が
ら
若
く
し
て
心
筋
梗

塞
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
も
多
数
い
ま
す
。

心し
ん
き
ん
こ
う
そ
く

筋
梗
塞
は
、
心
臓
の
血
管
が
突
然
詰
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

心
臓
は
筋
肉
の
塊
で
、
生
ま
れ
る
前
か
ら
死
ぬ
ま
で
休
む
こ
と
な
く
動
き
続
け
ま
す
。
収
縮
数

は
一
日
約
10
万
回
、
一
生
で
は
約
20
〜
40
億
回
程
度
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
休
ま
ず
に
全
身
に

血
液
を
送
り
続
け
る
こ
の
大
切
な
ポ
ン
プ
を
働
か
せ
る
た
め
に
、
心
臓
の
筋
肉
自
身
に
血
液
を
送

る
大
切
な
血
管
、
そ
れ
を
冠か

ん
ど
う動

脈み
ゃ
く

と
言
い
ま
す
。

こ
の
冠
動
脈
は
、
心
臓
か
ら
出
た
大
動
脈
か
ら
、
す
ぐ
に
枝
の
血
管
と
な
っ
て
分
か
れ
ま
す
。

入
り
口
が
右
と
左
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
右
冠
動
脈
、
左
冠
動
脈
と
呼
び
ま
す
。
血
管
の
太
さ
は
内

ここまで治せる！　急性心筋梗塞
――あなたの命を救うCCU

心臓内科部長　森
もり

田
た

 孝
たかし



第
１
章

救
急
医
療
の
最
前
線

23

径
（
血
管
の
内
側
の
直
径
）
で
３
〜
４
㎜
程
度
で
す
が
、
こ
の
血
管
が
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
、
あ

る
日
あ
る
時
、
突
然
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
て
心
筋
梗
塞
を
発
症
し
ま
す
（
図
１
）。

命
に
か
か
わ
る
病
気
な
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

心
筋
梗
塞
は
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
病
気
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
適
切
な
治
療
を
速
や
か
に
行

え
ば
、
そ
れ
ほ
ど
怖
が
り
過
ぎ
る
必
要
が
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
心
筋
梗
塞
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
理
由
は
主
に
次
の
二
つ
で
す
。

一
つ
は
発
症
し
て
す
ぐ
の
時
期
に
悪
い
不
整
脈
（
心し

ん
し
つ
さ
い
ど
う

室
細
動
）
を
起
こ
し
て
心
肺
停
止
と
な
っ

て
し
ま
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
病
院
外
で
起
こ
る
も
の
が
大
半
で
、
家
庭
内
や
屋
外
な
ど
で
突
然

倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
病
院
に
た
ど
り
着
く
前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
以
前
は
多
か
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
近
年
、
急
速
に
普
及
し
て
き
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
っ
て
救
命
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
心
筋
梗
塞
に
伴
っ
て
起
こ
る
不
整
脈
に
対
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
劇
的
な
効
果
が
あ
る
の
で

す
。心

室
細
動
と
い
っ
た
不
整
脈
を
起
こ
さ
ず
に
病
院
に
運
ば
れ
た
方
は
、
そ
の
多
く
が
救
命
さ
れ

ま
す
。
30
年
以
上
前
ま
で
は
、
病
院
に
運
ば
れ
て
適
切
な
治
療
を
受
け
て
も
３
人
に
１
人
程
度
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
９
割
以
上
の
方
は
救
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
る
も
う
一
つ
の
原
因
は
心し

ん

不ふ

全ぜ
ん

で
す
。
心
不
全
と
は
心
臓
が
十
分
、
全
身

に
血
液
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
態
で
す
。
心
臓
は
筋
肉
の
塊
で
休
ま
ず
に
収

右冠動脈
みぎかんどうみゃく

ひだりかんどうみゃくしゅかんぶ

かんどうみゃくかいせんし

かんどうみゃくぜんかこうし

左冠動脈前下行枝

左冠動脈回旋枝

左冠動脈主幹部

図１　冠動脈の構造
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縮
し
て
い
ま
す
が
、
心
筋
梗
塞
で
冠
動
脈
が
詰
ま
っ
て
し
ま
う
と
そ
の
部
分
の
筋
肉
（
心
筋
）
が

死
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
死
ん
で
し
ま
っ
た
部
分
の
心
筋
は
収
縮
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
心
不
全
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
治
療
が
で
き
る
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

心
筋
梗
塞
は
冠
動
脈
が
詰
ま
っ
て
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
前
述
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
最

も
良
い
改
善
法
は
詰
ま
っ
て
い
る
血
管
を
血
液
が
再
び
流
れ
る
状
態
に
戻
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

心
臓
の
血
管
に
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
管
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
細
く
て
長
い
管
、
細
長
い
ス
ト

ロ
ー
の
よ
う
な
も
の
）
を
腕
や
脚
の
動
脈
か
ら
入
れ
て
心
臓
ま
で
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

こ
か
ら
造ぞ

う
え
い
ざ
い

影
剤
と
い
う
Ｘ
線
に
写
る
薬
を
注
入
し
て
、
血
管
の
状
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
こ
れ
を
血け

っ
か
ん
ぞ
う
え
い

管
造
影
と
い
い
ま
す
。
ま
た
心
臓
の
冠
動
脈
の
血
管
造
影
に
つ
い
て
は
、
と
く
に

冠か
ん
ど
う動

脈み
ゃ
く

造ぞ
う
え
い影

と
呼
び
ま
す
（
図
２
、
写
真
）。

冠
動
脈
造
影
で
、
心
筋
梗
塞
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
部
位
が
分
か
れ
ば
、
そ
の
部
位
に
ワ
イ
ヤ
ー

（
細
く
て
軟
ら
か
い
針
金
の
よ
う
な
も
の
）
を
通
し
て
、
さ
ら
に
バ
ル
ー
ン
（
風
船
の
よ
う
な
も
の
）

で
詰
ま
っ
て
い
る
血
管
を
広
げ
ま
す
。

血
栓
（
血
の
塊
）
で
詰
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
血
栓
吸
引
と
い
う
方
法
も
用
い
ま
す
。
バ
ル
ー

ン
で
十
分
に
血
管
を
広
げ
た
後
、
ス
テ
ン
ト
と
い
う
金
属
の
筒
状
の
網
を
血
管
の
内
側
に
張
り
付

く
よ
う
に
留り

ゅ
う

置ち

し
ま
す
。
こ
の
一
連
の
流
れ
の
よ
う
に
、
詰
ま
っ
て
い
る
血
管
が
再
び
血
液
が
流

れ
る
よ
う
に
す
る
治
療
法
を
冠
動
脈
再さ

い
か
ん灌

流り
ゅ
う

療
法
と
言
い
ま
す
。

図２　冠動脈造影（心臓カテーテル検査）
写真　緊急冠動脈造影
　（心臓カテーテル検査）

左冠動脈前下行枝＃７
完全閉塞

症例１ 症例２

左冠動脈前下行枝＃６
99%遅延像
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こ
の
冠
動
脈
再
灌
流
療
法
に
よ
っ
て
、
心
筋
梗
塞
に
よ
る
心
臓
の
筋
肉
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
幅

に
低
下
し
、
ま
た
、
死
亡
率
も
大
幅
に
低
下
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
た
め
、
現
在
、
日
本
で
も

海
外
で
も
標
準
的
な
治
療
法
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

冠
動
脈
再
灌
流
療
法
さ
え
成
功
す
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詰
ま
っ

て
し
ま
っ
た
血
管
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
詰
ま
っ
て
い
る
間
の
心
筋
は
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
て
、
一
部
の
心
筋
は
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

残
り
の
心
筋
が
頑
張
っ
て
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
不
十
分
な
場
合
は
点
滴
の
薬
な
ど
で

助
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
一
時
的
に
機
械
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
っ
て
何
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｃ
Ｃ
Ｕ
と
い
う
言
葉
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
な
ら
何
と
な
く

聞
き
覚
え
が
あ
る
で
し
ょ
う
？　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
と
は
心
臓
専
門
の
集
中
治
療
室
の
こ
と
で
す
。

も
と
も
と
は
欧
米
で
心
筋
梗
塞
の
初
期
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
患
者
さ
ん
を
、
最
初
の
数
日
間
、

十
分
に
注
意
し
な
が
ら
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
救
命
で
き
る
よ
う
に
、
と
始
ま
っ
た

も
の
で
す
。

心
筋
梗
塞
の
よ
う
な
冠
動
脈
の
病
気
に
特
化
し
た
も
の
で
す
の
で
、
Ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｎ
ａ
ｒ
ｙ　

Ｃ

ａ
ｒ
ｅ　

Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
（
冠
動
脈
疾
患
集
中
治
療
室
）
の
頭
文
字
を
取
っ
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
と
呼
び
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
も
１
９
８
７
年
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
を
設
置
し
て
、
心
筋
梗
塞
の
多
く
の
患
者
さ
ん
を
治

療
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
か
ら
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
ベ
ッ
ド
数
を
４
床
か
ら
６
床
に
増
や
し
、
さ

治療前 治療後ステントを血管内に留置

図3　ステント留置術　
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ら
に
多
く
の
患
者
さ
ん
を
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
を
は
じ
め
と
し
て
大
阪
府
内
を
中
心
に
20
以

上
の
主
だ
っ
た
病
院
と
共
同
し
て
、
急
性
心
筋
梗
塞
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
の
登
録
調
査
を
10
年

以
上
前
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
１
万
人
以
上
の
患
者
さ
ん
を
登
録
し
、
心
筋
梗
塞
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
、

解
析
結
果
を
発
表
し
て
い
て
、
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

心
肺
停
止
か
ら
社
会
復
帰
―
―
あ
る
患
者
さ
ん
の
場
合
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

あ
る
70
歳
代
の
男
性
患
者
さ
ん
の
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

患
者
さ
ん
は
あ
る
日
の
朝
突
然
、
家
庭
で
倒
れ
、
家
族
が
救
急
車
を
要
請
し
ま
し
た
。
救
急
車

の
中
で
心
肺
停
止
（
心
室
細
動
）
を
き
た
し
ま
し
た
が
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
心
室
細
動
か

ら
回
復
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
到
着
時
に
は
自
分
の
心
拍
が
再
開
し
て
お
り
、
心
電
図
検
査
で

心
筋
梗
塞
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

直
ち
に
緊
急
冠
動
脈
造
影
が
行
わ
れ
、
詰
ま
っ
て
い
た
血
管
（
左
冠
動
脈
前
下
行
枝
）
を
確
認

し
て
、
そ
の
部
位
に
対
し
て
冠
動
脈
再
灌
流
療
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
で
の

集
中
治
療
の
後
、
５
日
目
に
は
一
般
病
棟
へ
移
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
半
月
程
度
で
自
分
の
足
で
歩
い
て
退
院
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
肺
停
止
状
態
か
ら
見
事
に
社
会
復
帰
を
果
た
し
た
一
例
で
す
。
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心
筋
梗
塞
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

心
筋
梗
塞
の
治
療
法
は
大
き
く
進
歩
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
多
く
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
、
そ

も
そ
も
心
筋
梗
塞
に
な
ら
な
い
ほ
う
が
良
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

心
筋
梗
塞
は
あ
る
日
突
然
、
血
管
が
詰
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
事
前
に
予

測
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
血
管
の
病
気
で
す
の
で
動
脈

硬
化
を
防
ぐ
こ
と
で
心
筋
梗
塞
を
予
防
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
、
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な
る
幾
つ
か
の
病
気
（
危き

険け
ん
い
ん因

子し

）
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
喫
煙
が
主
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
危
険
因
子
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
心
筋
梗
塞
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
方
は
十
分
注
意
し
て
、
し
っ
か
り
と
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
（
図
４
）。

Risk Factors in Hypertension: William B. Kannel et al, Journal of Cardiovascular Pharmacology, 13(Suppl. 1)S4-S10より改変

高脂血症 － + + +
糖尿病 － － + +
喫煙 － － － +

90

300

200

100

収縮期血圧
180mmHg

収縮期血圧
150mmHg

収縮期血圧
105mmHg

33
61

冠
動
脈
疾
患
の
発
症
率

（
８
年
間
・
10

0
0

人
当
た
り
）

104104

181181

253253

図 4　冠動脈疾患（心筋梗塞）の発症リスク
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脳
卒
中
で
最
も
多
い
脳
梗
塞
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳
卒
中
（
脳
血
管
障
害
）
は
日
本
に
非
常
に
多
い
疾
患
で
、
心
血
管
障
害
が
欧
米
で
多
い
の
と

対
照
的
で
す
。

脳
卒
中
は
脳の

う
こ
う
そ
く

梗
塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
の
三
つ
の
型
が
あ
り
、
以
前
は
脳
出
血
の
頻
度

が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
高
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
、
食
事
の
欧
米
化
な
ど
に
よ
り
、
最
近
で

は
脳
梗
塞
が
多
数
を
占
め
ま
す
。

私
た
ち
の
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
に
過
去
５
年
間
に
入
室
し
た
全
患
者
数
１
１
６
９
人
中
、
脳
梗
塞

の
患
者
さ
ん
は
６
８
２
人
、
58
・
３
％
で
し
た
。
デ
ー
タ
は
２
０
０
２
年
と
少
し
古
い
の
で
す
が
、

大
阪
府
内
で
発
症
し
た
全
脳
梗
塞
を
私
た
ち
が
調
べ
た
と
き
の
発
生
率
は
１
・
３
人
／
１
０
０
０
人

／
年
で
し
た
。
最
近
も
発
生
率
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
推
測
で
き
ま
す
が
、
治
療
法
や
予
防
法

の
進
歩
に
よ
る
寿
命
の
延
長
で
有
病
率
は
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

脳
梗
塞
の
型
も
主
に
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
高
血
圧
の
関
与
が
大
き
い「
小
梗
塞（
ラ

ク
ナ
梗
塞
）」
の
頻
度
が
減
少
し
、主
幹
動
脈
の
動
脈
硬
化
に
よ
る
「
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
」、

心
房
細
動
に
よ
り
心
臓
内
に
で
き
た
血
栓
が
頭
蓋
内
血
管
に
飛
ん
で
閉
塞
さ
せ
る
「
心し

ん
げ
ん
せ
い
の
う
そ
く
せ
ん

原
性
脳
塞
栓

症
」
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
脳
卒
中
で
最
も
多
い
疾
患
、
脳
梗
塞
の
診
療
を
中
心
に
説
明
し
ま
す
。

進
む
脳
梗
塞
診
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳
梗
塞
診
療
の
進
歩
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
以
下
に
主
要
な
も
の
を
示
し
ま
す
。

脳卒中治療のいま
――ＳＣＵと脳卒中リハ

神経内科主任部長　狭
はざ

間
ま

 敬
たか

憲
のり



第
１
章

救
急
医
療
の
最
前
線

29

①
05
年
10
月
にrecom

binant　

tissue　

plasm
inogenactivator

（
ｒ
ｔ

－

Ｐ
Ａ
）
静じ

ょ
う
ち
ゅ
う注

療
法

が
保
険
診
療
上
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
す
（
当
初
は
発
症
３
時
間
以
内
の
使
用
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
12
年
９
月
か
ら
発
症
４
時
間
半
以
内
の
症
例
に
使
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
）。
こ
の
方
法
は

血
の
か
た
ま
り
を
薬
で
溶
か
し
て
再
開
通
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

無
効
例
や
ｒ
ｔ

－

Ｐ
Ａ
が
適
さ
な
い
例
に
は
、
Ｐ
ｅ
ｎ
ｕ
ｍ
ｂ
ｒ
ａ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
用
い
て

機
械
的
に
血
栓
を
除
去
す
る
血
栓
回
収
療
法
な
ど
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

②
07
年
４
月
に
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
（Stroke Care U

nit

、
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
脳
卒
中
専
門
医
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
医
が
24
時
間
体
制
で
診
療
し
、
救
急

隊
か
ら
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
携
帯
し
て
、
超
急
性
期
脳
梗
塞
診
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
診
療

を
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。　

「
図
１
」
の
七
つ
の
Ｄ
に
あ
る
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
自
身
の
認
識
か
ら
、
救
急
隊
に
よ
る
プ
レ
ホ

ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
（
病
院
に
到
着
す
る
前
の
対
応
）、
病
院
搬
送
後
の
医
療
ま
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

な
か
で
も「
図
２
」の
よ
う
な
症
状
に
患
者
さ
ん
自
身
が
気
づ
く
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
れ
ば
す
ぐ
１
１
９
番
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

③
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
頸
動
脈
エ
コ
ー
な
ど
の
医
療
技
術
、
医
療
機
器
の
進
歩
で
す
。

以
上
の
３
点
が
脳
梗
塞
診
療
の
さ
ま
ざ
ま
な
進
歩
の
中
で
大
き
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｃ
Ｕ
に
つ
い
て
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｓ
Ｃ
Ｕ
の
開
設
以
降
、
超
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま
で
一
貫
し
た
治
療
を
提
供
で
き
る
大
阪
市
南

一般市民

プレホスピタル・ケア

救急隊

脳卒中センター
担当医

(Hazinski MF Curr Emerg Cardiac Care 7:8,1996)

1.Detection 発見　脳卒中を思わせる症状の発見、救急要請

2.Dispatch 出動　救急車の出動
3.Delivery 搬送　医療機関への搬送　ホットライン

4.Door 来院　救急外来への到着
5.Data 情報　神経学的評価、検査・画像など情報収集
6.Decision 方針決定　rt-PA療法の適応決定 説明と同意
7.Drug 薬剤投与　　

図1　脳卒中からの生還と回復のための七つの "D"
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部
地
域
の
脳
卒
中
診
療
中
核
病
院
と
し
て
、
専
門
性
の
高
い
包
括
的
脳
卒
中
診
療
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
。

10
年
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
格
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｕ
は
そ

の
脳
卒
中
部
門
を
担
い
、
二
次
救
急
も
標ひ

ょ
う

榜ぼ
う

し
て
い
ま
す
。

神
経
内
科
・
脳
神
経
外
科
・
救
急
診
療
科
・
心
臓
内
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・
画
像
診
断
科
・

耳
鼻
咽
喉
・
頭と

う
け
い頸

部ぶ

外
科
な
ど
の
各
診
療
科
や
部
門
が
連
携
し
、
超
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま
で
包

括
的
に
脳
卒
中
治
療
を
行
い
ま
す
。　

　
　

急
性
期
に
は
、
脳
神
経
系
専
門
医
が
24
時
間
待
機
し
て
、
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
や
専
門
的
治

療
に
あ
た
り
、脳
卒
中
集
中
治
療
室
（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
６
床
、13
年
５
月
か
ら
一
般
病
棟
に
も
Ｓ
Ｃ
Ｕ
６
床
）

で
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
治
療
・
看
護
・
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
は
全
国
で
も
ま
れ
な
こ
と
で
す
が
、
急
性
期
病
院
に
障
が
い
者
医
療
・
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
て
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
の

早
期
か
ら
、
嚥え

ん

下げ

障
害
や
失
語
な
ど
に
介
入
し
て
集
中
的
な
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

脳
梗
塞
で
は
、
そ
の
適
応
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
経
静
脈
的
血
栓
溶
解
療
法
（
ｒ
ｔ

－

Ｐ
Ａ
療

法
）
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
11
年
１
月
〜
12
月
に
Ｓ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
し
た
脳
梗
塞
患
者
さ
ん
は

１
５
６
人
で
、
そ
の
う
ち
ｒ
ｔ

－

Ｐ
Ａ
実
施
患
者
数
は
16
人
で
し
た
。
脳
出
血
・
く
も
膜
下
出
血

で
は
、
24
時
間
緊
急
手
術
が
可
能
な
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
血
管
内
治
療
専
門
医
が
常
勤
し
て
い
て
、
例
え
ば
脳の

う
ど
う動

脈み
ゃ
く
り
ゅ
う瘤

の
治
療
法
と
し
て
、
開
頭

手
術
に
よ
る
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
と
血
管
内
治
療
に
よ
る
コ
イ
ル
塞
栓
術
の
ど
ち
ら
か
を
患
者
さ
ん

共同偏視
両目が同じ方向を向く

共同偏視
両目が同じ方向を向く

運動障害
片側の手足の脱力

運動障害
片側の手足の脱力

構音障害・失語症
呂律が回らない、言葉が出ない
構音障害・失語症
呂律が回らない、言葉が出ない

同名半盲
半側が見えない
同名半盲

半側が見えない

感覚障害
片側のしびれや鈍さ

感覚障害
片側のしびれや鈍さ

意識障害意識障害

図2　症状の再確認：遠慮せずに119
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と
ご
相
談
の
う
え
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｓ
Ｃ
Ｕ
退
室
後
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｓ
Ｃ
Ｕ
を
退
室
し
た
後
は
脳
神
経
系
専
門
病
棟
で
治
療
を
継
続
し
ま
す
。

さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
患
者
さ
ん
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で

退
院
・
在
宅
復
帰
を
目
標
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
退
院
に
向
け
て
の
自
宅
環
境
整
備
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
準
備
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
市
の
脳
卒
中
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
て
お
り
、
患
者
さ
ん
が
望
む
地

域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
へ
の
紹
介
も
可
能
で
す
。

検
査
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｔ
Ａ
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
、
脳
血
管
撮
影
頸

動
脈
エ
コ
ー
、
経け

い

頭ず

蓋が
い

超
音
波
（
Ｔ
Ｃ
Ｄ
）、
経
食
道
心
エ
コ
ー
、
脳
波
、
誘
発
筋
電
図
、
視
覚
誘

発
電
位
、
聴
覚
誘
発
電
位
な
ど
も
施
行
可
能
で
す
。　

脳
梗
塞
の
再
発
予
防
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳
梗
塞
は
心
疾
患
に
比
べ
て
再
発
率
が
約
５
％
と
非
常
に
高
く
、
寝
た
き
り
の
患
者
さ
ん
も
多

い
の
で
す
。
こ
の
た
め
後
遺
症
の
な
い
治
療
を
急
性
期
治
療
の
充
実
で
推
進
す
る
と
同
時
に
、
予

防
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

神
経
内
科
医
が
提
供
で
き
る
予
防
は
、
再
発
予
防
、
す
な
わ
ち
二
次
予
防
で
す
。
危
険
因
子
の

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
心
疾
患
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
中
心
に
行
い
ま
す
（
図
３
）。

増
加
す
る
心
原
性
脳
塞
栓
症
の
原
因
で
あ
る
心
房
細
動
を
抱
え
た
患
者
さ
ん
で
は
再
発
予
防
は
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と
く
に
大
事
で
、
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
阻
害
作
用
）
®
や
プ
ラ
ザ
キ
サ
（
抗
ト
ロ
ン
ビ

ン
作
用
）
®
、
イ
グ
ザ
レ
ル
ト
（
抗
Ｘ
ａ
作
用
）
®
、
エ
リ
キ
ュ
ー
ス
（
抗
Ｘ
ａ
作
用
）
®
な
ど

の
新
規
抗
凝
固
剤
（
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｃ
）
を
用
い
て
、
全
身
の
出
血
と
い
う
副
作
用
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

厳
格
な
抗こ

う

凝ぎ
ょ
う

固こ

療り
ょ
う

法ほ
う

を
実
施
し
ま
す
。

ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
は
納
豆
を
控
え
る
な
ど
食
事
へ
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｃ
は
高

価
で
す
が
食
事
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
テ
ロ
ー
マ
血
栓
性
脳
梗
塞
の
予
防
は
、
動
脈
硬
化
部
に
血
小
板
が
凝
集
し
血
栓
形
成
を
促
進

す
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の
抗こ

う
け
っ血

小し
ょ
う

板ば
ん

凝ぎ
ょ
う
し
ゅ
う集

抑よ
く
せ
い
ざ
い

制
剤
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
バ
イ
ア
ス
ピ
リ
ン

®
、
プ
レ
タ
ー
ル
®
、
プ
ラ
ビ
ッ
ク
ス
®
な
ど
を
症
例
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
ま
す
。

ラ
ク
ナ
梗
塞
の
場
合
は
、
抗
血
小
板
凝
集
抑
制
剤
の
中
で
は
プ
レ
タ
ー
ル
®
が
有
効
と
の
報
告

は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
機
序
と
し
て
関
与
が
最
大
で
あ
る
高
血
圧
の
管
理
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
抗
血
小
板
剤
や
抗
凝
固
剤
を
服
用
す
る
と
き
の
注
意
点
で
す
が
、
抜
歯
な
ど
の
小
手

術
を
受
け
る
場
合
で
も
術
後
に
出
血
が
止
ま
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
手
術
の
場
合

は
前
も
っ
て
中
止
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
服
用
薬
ノ
ー
ト
を
携
帯
し
、
必
要
な
と
き
に
は

い
つ
で
も
呈
示
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

脳
卒
中
の
後
遺
症
対
策
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳
卒
中
後
の
疼と

う
つ
う痛

は
、
脳
卒
中
後
中
枢
性
疼
痛
と
呼
ば
れ
、
視
床
が
障
害
さ
れ
た
と
き
に
多
く

現
れ
ま
す
。
多
く
は
発
症
の
数
か
月
後
に
出
現
し
ま
す
が
、
神
経
障
害
性
疼
痛
に
有
効
で
あ
る
リ

リ
カ
®
や
ア
ス
ピ
リ
ン
®
な
ど
の
非
ス
テ
ロ
イ
ド
系
消
炎
鎮
痛
剤（
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）で
対
応
し
ま
す
。

高血圧のコントロール

糖尿病のコントロール

脂質異常症のコントロール

心疾患のコントロール

脳梗塞の再発予防

図３　脳梗塞の再発予防
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し
か
し
、
難
治
性
の
こ
と
も
多
く
、
脳
深
部
刺
激
療
法
（
ｄ
ｅ
ｅ
ｐ　

ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ　
ｓ
ｔ
ｉ

ｍ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
：
Ｄ
Ｂ
Ｓ
）
を
機
能
神
経
外
科
に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脳
卒
中
後
の
て
ん
か
ん
発
作
に
は
、
卒
中
後
２
週
間
以
内
の
早
期
け
い
れ
ん
発
作
と
、
そ
れ
以

降
の
遅
発
性
け
い
れ
ん
発
作
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
約
30
％
が
て
ん
か
ん
に
移
行
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
脳
卒
中
の
病
巣
を
焦
点
と
す
る
局
在
関
連
て
ん
か
ん
で
、
時
に
二
次
性
に
全
般
化
し
、

意
識
減
損
を
伴
う
全
身
け
い
れ
ん
と
な
り
ま
す
。

テ
グ
レ
ト
ー
ル
®
に
よ
る
治
療
が
有
効
で
す
が
、
高
齢
で
副
作
用
の
た
め
使
用
で
き
な
い
と
き

は
デ
パ
ケ
ン
Ｒ
®
や
エ
ク
セ
グ
ラ
ン
®
を
使
用
し
ま
す
。
新
規
抗
て
ん
か
ん
薬
の
ラ
ミ
ク
タ
ー
ル

®
や
イ
ー
ケ
プ
ラ
®
も
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

脳
梗
塞
後
の
認
知
症
は
日
常
生
活
動
作
を
減
少
さ
せ
、
本
人
や
家
族
に
与
え
る
影
響
は
大
で
す
。

あ
る
種
の
視
床
梗
塞
な
ど
、
そ
れ
自
体
で
認
知
障
害
を
起
こ
し
ま
す
が
、
普
通
は
発
症
後
１
年
以

内
に
何
と
な
く
発
動
性
が
低
下
し
て
く
る
こ
と
で
気
づ
か
れ
ま
す
。

前
頭
葉
の
血
流
低
下
に
よ
る
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
時
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
合

併
も
あ
り
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
を
合
併
し
た
場
合
は
、
近き

ん

時じ

記
憶
障
害
（
今
言
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
忘
れ
る
）

と
構
成
失し

っ
こ
う行

（
時
計
の
絵
が
描
け
な
い
）
が
と
く
に
障
害
さ
れ
ま
す
の
で
、
す
ぐ
分
か
り
ま
す
し
、

そ
の
場
合
は
治
療
薬
（
認
知
症
の
項
で
記
載
）
の
使
用
が
保
険
診
療
上
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
脳
循
環
改
善
剤
や
脳
代
謝
改
善
剤
な
ど
多
く
の
薬
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
シ
ン
メ
ト
レ
ル
®
し
か
使
え
ま
せ
ん
。
外
来
診
療
で
、
耳
を
澄
ま
せ
な
が
ら
患
者
さ
ん
の
意
欲

低
下
に
対
処
し
て
い
ま
す
。
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ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
迅
速
対
応
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

二
次
救
急
医
療
と
は
入
院
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
対
す
る
医
療
で
、
診
察
と
投
薬
だ
け
で
帰
宅

で
き
る
患
者
さ
ん
を
対
象
と
す
る
一
次
救
急
医
療
と
は
異
な
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
二
次
救
急
医
療
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
日
中
の
救
急
隊
か
ら
の
連
絡
を
直

接
電
話
対
応
で
き
る
よ
う
２
０
１
２
年
４
月
に
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
新
設
し
ま
し
た
。
救
急
隊
が
、

入
院
が
必
要
と
判
断
し
た
二
次
救
急
患
者
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
通
じ
で
搬
送
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
、
一
般
外
来
で
は
な
く
全
て
救
急
外

来
に
運
ば
れ
ま
す
。
そ
こ
で
担
当
医
の
初
期
診
察
を
受
け
、
院
内
30
診
療
科
の
全
て
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
医
と
連
絡
で
き
る
体
制
の
も
と
、
必
要
な
診
療
科
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
充
実
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
と
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
は
い
ち
早
く
そ
の
専
門
診
療

科
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
と
く
に
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
は
当
セ
ン
タ
ー
の
最
も
得
意
と
す
る
二
次

救
急
医
療
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
消
化
器
内
科
、
手
足
の
骨
折
を
主
と
し
た
整
形
外
科
対
応
も
得
意

で
す
。

多
く
の
診
療
科
に
ま
た
が
る
よ
う
な
病
気
の
場
合
も
複
数
科
が
協
働
し
て
治
療
に
あ
た
る
「
共

観
制
度
」
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
病
態
が
複
雑
あ
る
い
は
重
篤
な
場
合
は
救
命
セ
ン
タ
ー
に
入
院

す
る
体
制
も
確
立
し
て
い
ま
す
（
藤
見
聡
）。　

　
　

産
婦
人
科
の
二
次
救
急
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

産
婦
人
科
の
二
次
、
三
次
救
急
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
、
25
年
前
か

総合力をフルに発揮！
二次救急医療

高度救命救急センター長　救急診療科主任部長　藤
ふじ

見
み

 聡
さとし

　産婦人科主任部長　竹
たけむら

村 昌
まさひこ

彦

小児科主任部長　田
た

尻
じり

 仁
ひとし

　　精神科主任部長　松
まつなが

永 秀
ひでのり

典
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ら
Ｏ
Ｇ
Ｃ
Ｓ
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
一
般
開

業
医
の
診
察
を
受
け
た
方
が
、
よ
り
高
次
の
医
療
施
設
で
の
緊
急
対
応
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
搬
送
を
実
現
す
る
た
め
の
調
整
を
行
う
も
の
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
発
足
時
か
ら
の
準
基
幹
施
設
と
し
て
、
産
科
、
婦
人
科
両

方
の
症
例
に
つ
い
て
救
急
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
に
は
、
産
科
79
件
、
婦
人

科
27
件
の
救
急
症
例
を
ほ
か
の
産
婦
人
科
医
療
施
設
か
ら
受
け
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
大
阪
府
内

で
も
有
数
の
件
数
で
す
（
表
１
）。
こ
の
ほ
か
、
産
婦
人
科
以
外
の
救
急
病
院
な
ど
か
ら
直
接
二
次
、

三
次
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

婦
人
科
の
緊
急
症
例
で
は
、
05
年
か
ら
他
施
設
に
先
駆
け
て
夜
間
や
休
日
で
あ
っ
て
も
、
腹ふ

く
く
う腔

鏡き
ょ
う

手
術
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
、
24
時
間
体
制
で
体
の
負
担
の
少
な
い
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

出
産
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
っ
た
ん
予
想
外
の
緊
急
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、

一
分
を
争
う
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
緊
急
対
応
の
準
備
を
整

え
る
こ
と
で
、
府
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
な
お
産
を
支
え
て
い
ま
す
（
竹
村
昌
彦
）。

小
児
科
救
急
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

小
児
科
は
小
児
科
救
急
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
日
中
は
小
児
科
部
長
が
、
夜
間
は
小
児
科
救
急
当
直

医
が
携
帯
し
、
近
隣
の
診
療
所
か
ら
の
入
院
・
診
察
依
頼
、
お
よ
び
救
急
隊
か
ら
の
二
次
搬
送
を

３
６
５
日
24
時
間
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

12
年
度
の
小
児
科
一
般
入
院
２
１
２
７
人
の
う
ち
、
近
隣
か
ら
の
紹
介
入
院
は
６
０
３
人
（
28
％
）

で
し
た
。救
急
搬
送
は
12
年
以
降
増
加
し
、12
年
３
月
で
約
１
４
０
例
／
月
受
け
入
れ
ま
し
た（
表
２
）。

産科 79件

婦人科 27件

表1　 産婦人科医療施設からの救
急受け入れ件数（2012年）

約１４０件／月

表2　 小児科の救急受け入れ件数
（2012年３月）
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ま
た
、13
年
12
月
か
ら
、休
日
・
夜
間
診
療
連
携
カ
ー
ド
（
図
）
の
運
用
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
診
療
を
受
け
た
小
児
患
者
が
、
そ
の
と
き
は
当
セ
ン
タ
ー
を
受
診
す
る
ほ
ど
重
症

で
な
く
て
も
、
そ
の
後
の
急
変
に
対
し
て
、
こ
の
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
直
接
当
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入

れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

連
携
で
き
る
各
科
が
そ
ろ
っ
て
い
る
総
合
病
院
の
強
味
を
生
か
し
て
、
小
児
の
外
傷
の
受
け
入

れ
や
、
救
急
診
療
科
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
小
児
内
科
的
疾
患
の
重
症
例
の
受
け
入
れ
も
行
う
な
ど
、

今
後
も
救
急
受
け
入
れ
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
（
田
尻
仁
）。

精
神
・
身
体
の
疾
患
を
合
併
し
た
患
者
さ
ん
に
も
対
応
可
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

身
体
疾
患
の
た
め
に
入
院
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
精
神
症
状
も

あ
る
場
合
に
は
、
精
神
科
治
療
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
多

く
の
二
次
救
急
病
院
や
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
は
精
神
科
が
な
く
、

あ
っ
て
も
精
神
科
で
の
入
院
対
応
が
で
き
な
い
医
療
機
関
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
精
神
科
病
棟
を
も
つ
大
阪
で
も
数
少
な
い
総
合
病

院
の
一
つ
で
あ
り
、
精
神
科
治
療
が
必
要
な
救
急
患
者
さ
ん
へ
の
対

応
が
可
能
で
す
。
実
際
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
は
自
殺
を
企
図
し

た
人
や
、
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
精
神
症
状
を
も
ち
な
が
ら
重
篤
な
身
体
疾

患
を
併
発
し
た
人
が
多
く
入
院
さ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
精
神
科

大阪府立急性期・総合医療センター
小児科　休日・夜間診療連携カード

様

診断名：
病状・検査所見など：

登録医療機関名

平成　　 年　　 月　　 日生

有効期限  平成　　 年　　 月　　 日から5日間

上記患者様は当院かかりつけの方です。
貴院を受診された際には、紹介患者として対応下さるよう、お願いいた
します。尚、その旨を当院にご返事いただければ、診療に関する情報を
相互に提供することについて、患者様から許可をいただいております。

図　休日・夜間診療連携カード
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に
よ
る
診
察
・
治
療
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
精
神
科
病
棟
で
治
療
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

一
方
、
救
急
隊
か
ら
で
は
な
く
、
精
神
科
病
院
や
一
般
病
院
か
ら
、
精
神
・
身
体
両
疾
患
が
あ

る
た
め
対
応
が
困
難
と
の
こ
と
で
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
転
院
を
依
頼
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
も
、
該
当
す
る
身
体
科
の
医
師
と
精
神
科
医
師
が
相
談
し
な
が
ら
、
治
療
が
必

要
な
人
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
（
表
３
）。
精
神
科
病
棟
で
は
、
入
院
患
者
さ
ん
の
８
〜

９
割
が
身
体
合
併
症
の
治
療
の
た
め
に
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
合
併
症
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
精
神
疾
患
だ
け
で
入
院
が
必
要
な
方

は
、
ほ
か
の
精
神
科
医
療
機
関
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
精
神
科
病
棟
で
は
常
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
科
の
医
師
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
専
門

治
療
チ
ー
ム
が
入
院
患
者
さ
ん
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
総
合
力
を
生
か
し
て
、
精

神
疾
患
を
も
つ
患
者
さ
ん
に
良
質
の
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
（
松
永
秀
典
）。

表3　 精神科病院からの身体合併症患者の
転院件数（2012年度）

102件／年
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市
民
に
よ
る
心
肺
蘇
生
の
効
果
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人
間
は
、
心
停
止
し
て
か
ら
３
分
、
呼
吸
停
止
で
は
10
分
放
置
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
胸き

ょ
う

骨こ
つ
あ
っ
ぱ
く

圧
迫

な
ど
の
心し

ん
ぱ
い肺

蘇そ

生せ
い
ほ
う法

を
実
施
し
て
も
、
2
人
に
1
人
し
か
助
か
り
ま
せ
ん
（
図
１
）。
救
急
車
が
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
の
所
要
時
間
は
、
全
国
平
均
で
８
・
２
分
で
す
。

こ
ん
な
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
誰
か
が
見
て
い
る
目
の
前
で
心
臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
患
者

さ
ん
の
う
ち
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
直
ち
に
心
肺
蘇
生
を
行
っ
た
場
合
は
、
救
急
車
が
来

る
ま
で
な
に
も
し
な
か
っ
た
場
合
と
比
べ
て
、生
存
す
る
可
能
性
が
約
２
倍
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

現
場
に
い
る
人
が
Ａエ

ー

Ｅイ
ー

Ｄデ
ィ
ー（

自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
用
し
た
場
合
の
生
存
率
は
、使
わ
な
か
っ

た
場
合
に
比
べ
て
生
存
す
る
可
能
性
が
４
・
４
倍
高
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
約
８
分
の
間
に
、
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
（
バ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー
）
が
な
に
が
で
き
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
倒
れ
た
人
の
生
存
率
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
ず
、
な
に
を
す
べ
き
か
―
―
呼
吸
確
認
と
胸
部
圧
迫
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

交
通
事
故
の
場
合
な
ど
は
、
二
次
災
害
の
防
止
の
た
め
、
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
て
傷
病
者
に

近
づ
き
「
大
丈
夫
で
す
か
」「
分
か
り
ま
す
か
」
な
ど
と
大
声
で
呼
び
か
け
ま
す
。
そ
の
際
、返
答
や
、

何
ら
か
の
仕し

草ぐ
さ

が
な
い
場
合
は
、
反
応
（
意
識
）
が
な
い
と
判
断
し
、
周
囲
に
「
誰
か
来
て
く
だ

さ
い
！
」
と
応
援
を
求
め
、
緊
急
通
報
（
１
１
９
番
）
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
隊
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
呼
吸
の
確
認
と
胸
骨
圧
迫
を
行
い
ま
す
。
呼
吸
は
、
傷
病
者

あなたのその手が
大切な命を救います

副看護部長　救急看護認定看護師　丸
まる

尾
お

 明
あき

代
よ
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の
口
と
鼻
に
顔
を
近
づ
け
、呼
吸
を
耳
で
聞
き
、頬
に
呼
吸
を
感
じ
、目
で
胸
の
動
き
を
確
認
す
る
方
法
で
、

呼
吸
の
有
無
を
10
秒
以
内
に
確
認
し
ま
す
。
呼
吸
確
認
に
時
間
を
か
け
な
い
よ
う
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

普
段
ど
お
り
の
呼
吸
が
な
け
れ
ば
心し

ん
て
い停

止し

と
判
断
し
、
直
ち
に
胸
骨
圧
迫
を
開
始
し
ま
す
。「
図

２
」
の
場
所
に
手
の
ひ
ら
を
置
い
て
両
手
を
重
ね
、
肘
を
伸
ば
し
て
、
１
分
間
に
１
０
０
回
以
上

の
速
さ
で
力
強
く
押
し
て
く
だ
さ
い
。
効
果
的
な
胸
骨
圧
迫
を
、
継
続
的
に
中
断
し
な
い
よ
う
行

う
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
疲
れ
た
ら
早
め
に
交
代
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

脳
へ
血
液
を
送
る
こ
と
が
一
番
重
要
で
す
。
口
対
口
の
経
験
が
な
け
れ
ば
人
工
呼
吸
は
難
し
く
、

人
工
呼
吸
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
る
と
、
脳
へ
の
血
液
循
環
が
保
て
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
口
対

口
の
人
工
呼
吸
実
施
に
抵
抗
が
あ
る
場
合
は
、
胸
骨
圧
迫
の
み
の
心
肺
蘇
生
で
も
良
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
人
工
呼
吸
を
行
う
場
合
は
、
鼻
を
押
さ
え
、
胸
部
が
膨
ら
む
よ
う
、
呼
気
を
１
秒
間
吹

き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
人
工
呼
吸
を
行
う
間
隔
は
、
胸
骨
圧
迫
30
回
に
対
し
て
２
回
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
届
い
た
ら
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
到
着
し
た
と
き
、
体
が
濡ぬ

れ
て
い
た

ら
拭ふ

き
取
り
、
そ
の
あ
と
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
し
た
が
っ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
電
気

シ
ョ
ッ
ク
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
き
は
、
必
ず
傷
病
者
の
体
に
誰
も
触
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。Ａ
Ｅ
Ｄ
を
安
全
に
行
う
た
め
に
は
訓
練
が
必
要
で
す
。Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
に
関
し
て
、

消
防
機
関
な
ど
で
講
習
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
そ
の
手
で
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
、

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
、
新
し
く
正
し
い
知
識
・
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

100
75
50
25
0

（％）

① ② ③

①心臓停止後約３分で50％死亡
②呼吸停止後約１０分で50％死亡　③多量出血後約３０分で50％死亡

30秒１分

心
臓
停
止

呼
吸
停
止

多
量
出
血

2 3 5 10 15 30 １時間
（時間経過）

図 1　カーラーの救命曲線
　　　【資料】M.Cara:1981.「カラーの曲線」一部改変

図２　胸骨圧迫部位
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命
に
か
か
わ
る
危
険
な
サ
イ
ン
と
ト
リ
ア
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
（
疾
病
）、
大
け
が
を
し
た
と
き
（
外
傷
）、
そ
れ
が
ど
の
く
ら

い
危
険
な
状
態
（
命
に
か
か
わ
る
状
態
）
か
を
見
極
め
る
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
救
急
隊
は
そ
の

サ
イ
ン
に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
を
搬
送
す
る
病
院
を
決
め
、
病
院
の
救
急
外
来
で
は
患
者
さ
ん
を
診

察
す
る
順
番
を
決
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と
い
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
救
急
患

者
さ
ん
に
対
応
す
る
場
合
に
、
命
に
か
か
わ
る
危
険
な
状
態
の
患
者
さ
ん
を
優
先
し
て
搬
送
し
、

診
察
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
も
と
も
と
は
災
害
現
場
で
導
入
さ
れ
た
考
え
方
で
す
が
、
現
在
は
改

良
を
加
え
な
が
ら
、
多
く
の
病
院
の
救
急
外
来
で
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ト
リ
ア
ー

ジ
の
基
本
に
な
る
「
命
に
か
か
わ
る
危
険
な
サ
イ
ン
」
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
間
が
生
命
を
維
持
す
る
に
は
、
意
識
・
呼
吸
・
循
環
が
正
常
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要

で
す
が
、
原
因
が
疾
病
で
も
外
傷
で
も
命
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
共
通
の
危
険
な
サ

イ
ン
が
現
れ
ま
す
。
先
に
紹
介
し
た
ト
リ
ア
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
で
は
、
命
に
か
か
わ
る
危
険
が
高
い

サ
イ
ン
を
「
赤
」、
す
ぐ
に
命
に
は
か
か
わ
ら
な
い
が
早
め
に
対
応
し
た
ほ
う
が
よ
い
サ
イ
ン
を

「
黄
」、命
に
か
か
わ
る
危
険
は
少
な
く
、緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
サ
イ
ン
を
「
緑
」
と
し
て
、

赤
の
サ
イ
ン
を
発
す
る
患
者
さ
ん
を
最
優
先
し
て
搬
送
・
診
察
し
ま
す
。

１
．
意
識
に
つ
い
て

赤
↓
大
き
な
声
で
呼
び
か
け
た
り
、
強
く
肩
を
た
た
い
た
り
し
て
も
目
を
開
け
な
い
、
ま
た
は

よ
う
や
く
目
を
開
け
る
状
態
。
言
葉
は
発
し
な
い
か
、
発
し
て
も
、
う
な
り
声
の
よ
う
で
会
話
に

な
ら
な
い
状
態
。

知っててよかった！
救命救急の基礎知識

救急診療科副部長　松
まつしま

嶋 麻
あさ

子
こ
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黄
↓
呼
び
か
け
で
目
を
開
け
る
が
、
も
う
ろ
う
と
し
て
、
す
ぐ
に
目
を
閉
じ
て
し
ま
う
。
簡
単

な
言
葉
で
応
答
す
る
が
会
話
が
続
か
な
い
。

緑
↓
目
を
開
け
て
い
る
、
ま
た
は
呼
び
か
け
る
と
す
ぐ
に
目
を
開
け
て
、
普
段
ど
お
り
に
会
話

が
で
き
る
。

２
．
呼
吸
に
つ
い
て

赤
↓
呼
吸
し
て
い
な
い
。
呼
吸
し
よ
う
と
し
て
も
空
気
が
入
っ
て
い
な
い
（
窒ち

っ
そ
く息

）
状
態
。
呼

吸
し
て
い
る
人
を
仰
向
け
の
状
態
で
横
か
ら
見
る
と
、
胸
が
規
則
的
に
上
下
に
動
く
の
が
分
か
り

ま
す
。
こ
の
胸
の
動
き
が
見
ら
れ
な
い
と
き
は
呼
吸
を
し
て
い
な
い
と
判
断
し
ま
す
。
呼
吸
し
て

い
て
も
１
分
間
に
30
回
以
上
の
速
い
呼
吸
、
１
分
間
に
６
回
程
度
の
遅
い
呼
吸
、
速
く
な
っ
た
り

遅
く
な
っ
た
り
の
不
規
則
な
呼
吸
、
さ
ら
に
顔
面
や
唇
、
爪
の
色
が
青
紫
色
に
見
え
る
状
態
（
チ

ア
ノ
ー
ゼ
）
も
危
険
な
サ
イ
ン
で
す
。

黄
↓
赤
の
よ
う
な
呼
吸
の
異
常
は
な
い
が
、
緑
で
も
な
い
異
常
な
呼
吸
状
態
。

緑
↓
正
常
な
呼
吸
は
１
分
間
に
10
〜
15
回（
成
人
）で
、時
々
深
呼
吸
や
あ
く
び
を
は
さ
み
な
が
ら
、

規
則
正
し
い
リ
ズ
ム
で
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
顔
面
、
唇
、
爪
の
色
は
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
肌
色
で
す
。

３
．
循
環
に
つ
い
て

赤
↓
脈
が
触
れ
な
い
。
脈
が
触
れ
て
も
弱
く
速
い
。
冷
や
汗
を
か
い
て
手
足
が
冷
た
く
な
っ
て

い
る
状
態
。
手
の
ひ
ら
側
で
親
指
の
付
け
根
を
手
首
に
向
か
っ
て
た
ど
る
と
、
ト
ク
ン
ト
ク
ン
と

拍
動
が
触
れ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
橈と

う
こ
つ骨

動
脈
で
す
。
正
常
な
循
環
が
保
た
れ
て
い
る
と

き
は
心
臓
の
拍
動
に
合
わ
せ
て
こ
の
橈
骨
動
脈
も
拍
動
も
よ
く
触
れ
ま
す
が
、
拍
動
が
触
れ
な
い

と
き
、
触
れ
て
も
か
す
か
で
速
く
、
冷
や
汗
で
冷
た
く
感
じ
る
場
合
は
命
が
危
険
な
サ
イ
ン
で
す
。

橈骨動脈
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脈
が
触
れ
ず
、「
１
．」
で
述
べ
た
意
識
が
赤
の
状
態
は
、
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
る
か
止
ま
り
か
け
て

い
る
最
も
危
険
な
状
態
で
す
。

黄
↓
赤
の
よ
う
な
循
環
の
異
常
は
な
い
が
、
緑
で
も
な
い
異
常
な
循
環
状
態
。

緑
↓
循
環
が
正
常
で
安
定
し
て
い
る
と
き
は
１
分
間
に
60
〜
80
回
程
度
の
脈
を
規
則
正
し
く
触
れ
ま
す
。

普
段
か
ら
高
血
圧
、
心
疾
患
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
で
は
脈
が
遅
い
（
50
回
／
分
程
度
）
場

合
や
不
規
則
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
症
状
が
な
く
、
手
足
が
温
か
く
（
体
温
と
ほ
ぼ
同
じ
）、
意
識

が
清
明
（
緑
の
状
態
）
で
あ
れ
ば
、
循
環
状
態
は
安
定
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ほ
か
に
も
危
険
な
サ
イ
ン
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、少
な
く
と
も
こ
こ
で
述
べ
た
意
識
、呼
吸
、

循
環
に
赤
ま
た
は
黄
色
の
サ
イ
ン
が
あ
る
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
要
請
し
、
速
や
か

に
病
院
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
緑
の
場
合
は
必
ず
し
も
救
急
車
を
要
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
迷
っ
た
と
き
に
は
♯
７
１
１
９
へ
電
話
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
救
急
隊
が
「
赤
」
と
判
断
し
た
患
者
さ
ん
や
、
歩
い
て
受
診
し
救
急
外
来

で
「
赤
」
と
判
断
さ
れ
た
患
者
さ
ん
を
優
先
し
て
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
治
療
し
ま
す
。「
黄
」

「
緑
」
と
判
断
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
一
次
、
二
次
の
救
急
外
来
で
受
け
入
れ
ま
す
が
、
診
療
中
の
急

変
時
に
は
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
常
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

危
険
な
サ
イ
ン
と
現
場
対
応
、
応
急
処
置
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

意
識
、
呼
吸
、
循
環
の
い
ず
れ
か
に
赤
ま
た
は
黄
の
サ
イ
ン
を
認
め
た
場
合
は
、
疾
病
、
外
傷

に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
ず
１
１
９
番
で
救
急
車
を
要
請
し
ま
す
。
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
行
う

の
は
、
①
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
②
具
合
が
悪
く
な
っ
た
人
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
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と
③
救
急
隊
が
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
案
内
、
誘
導
す
る
こ
と
で
す
。

と
く
に
交
通
事
故
な
ど
の
場
合
は
、
応
急
処
置
に
心
を
奪
わ
れ
、
自
分
や
周
り
の
人
が
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
（
二
次
災
害
）
が
な
い
よ
う
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
外
傷
に
よ
り
大

量
の
出
血
が
あ
る
場
合
は
、
血
液
に
直
接
接
触
す
る
こ
と
を
避
け
、
具
合
が
悪
い
人
を
安
全
な
場

所
へ
移
動
す
る
か
、
事
故
現
場
で
は
発
炎
筒
な
ど
で
周
囲
に
安
全
な
場
所
を
確
保
し
ま
す
。

ま
た
、
建
物
の
中
で
あ
れ
ば
、
救
急
隊
が
速
や
か
に
具
合
の
悪
い
人
に
接
触
で
き
る
よ
う
、
外

へ
出
て
救
急
車
を
誘
導
す
る
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
止
め
る
、
物
を
動
か
し
て
通
り
道
を
確
保
す
る

な
ど
の
配
慮
が
大
切
で
す
。
犬
や
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
場
合
は
、
救
急
隊
の
活
動
を
邪

魔
し
な
い
よ
う
に
ペ
ッ
ト
を
安
全
な
場
所
に
引
き
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

救
急
隊
が
速
や
か
に
活
動
で
き
る
こ
と
が
救
命
に
は
と
て
も
重
要
で
す
。
事
故
に
あ
っ
た
、
急

に
人
が
倒
れ
た
、
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
救
急
場
面
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
も
周
り
の

人
は
冷
静
に
①
〜
③
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
う
え
で
次
の
応
急
処
置
で
す
。

応
急
処
置
の
代
表
は
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
状
態
（
心
肺
停
止
）
の
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生

で
す
。
心
肺
停
止
、
心
肺
蘇
生
に
つ
い
て
は
別
の
項
で
詳
し
く
述
べ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
応
急
処
置
と
し
て
、
け
が
で
出
血
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
圧
迫
す
る
、
口

腔
内
に
詰
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
掻
き
出
す
な
ど
の
応
急
処
置
も
あ
り
ま
す
。

救
急
車
を
要
請
し
た
と
き
に
は
、
救
急
隊
が
電
話
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
落
ち
着
い
て
状
況
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
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や
け
ど
の
重
症
度
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

や
け
ど
の
重
症
度
は
、
深
さ
（
深
度
）
と
広
さ
（
面
積
）
で
決
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
や
け
ど
の
深

さ
は
次
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
（
図
）。
Ⅰ
度
（
日
焼
け
の
よ
う
に
赤
く
な
り
ま
す
が
、
水
ぶ
く
れ
や

皮
膚
が
め
く
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）、Ⅱ
度
（
水
ぶ
く
れ
が
で
き
た
り
皮
膚
が
め
く
れ
た
り
し
ま
す
。

強
い
痛
み
が
あ
り
ま
す
）、Ⅲ
度
（
皮
膚
が
白
っ
ぽ
く
硬
く
な
り
、痛
み
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ま
せ
ん
）
で
す
。

Ⅰ
度
の
や
け
ど
は
日
焼
け
と
同
じ
よ
う
に
２
、３
日
で
自
然
に
治
り
ま
す
が
、
Ⅱ
度
で
は
１
〜
2

週
間
で
自
然
に
治
る
も
の
か
ら
植し

ょ
く

皮ひ

手
術
が
必
要
に
な
る
や
け
ど
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
が
あ

り
ま
す
。
Ⅲ
度
の
や
け
ど
で
は
皮
膚
の
組
織
が
全
て
障
害
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
然
に
治
る
こ
と

は
な
く
植
皮
手
術
が
必
要
で
す
。

Ⅱ
度
＋
Ⅲ
度
の
や
け
ど
の
面
積
が
体
表
の
30
％
以
上
、
ま
た
は
Ⅲ
度
の
や
け
ど
が
10
％
以
上
あ

る
場
合
は
命
に
か
か
わ
る
重
症
の
や
け
ど
で
す
。
ま
た
、
顔
や
手
、
会
陰
部
に
Ⅱ
度
、
Ⅲ
度
の
や

け
ど
が
あ
る
場
合
は
後
遺
障
害
が
残
り
や
す
い
た
め
、
専
門
的
な
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
重
症
の
や
け
ど
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
救
急
診
療
科
と
形
成
外
科
で
専
門
的
な

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

や
け
ど
の
原
因
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

や
け
ど
の
患
者
さ
ん
は
10
歳
以
下
の
子
ど
も
が
最
も
多
く
、
次
い
て
20
〜
50
歳
代
、
70
歳
以
上

の
順
で
す
。

10
歳
以
下
の
子
ど
も
の
場
合
は
家
庭
内
で
熱
い
湯
の
入
っ
た
コ
ッ
プ
や
鍋
を
ひ
っ
く
り
返
し
て

やけどの治療
――軽症から重症まで

救急診療科副部長　松
まつしま

嶋 麻
あさ

子
こ
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中
の
高
温
液
体
を
か
ぶ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
頭
、
顔
、
胸
、
手
に
や
け
ど
す
る
こ
と
が
多
く
、

や
け
ど
の
痕
が
残
る
場
合
も
あ
る
の
で
、予
防
が
最
も
大
事
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
や
け
ど
を
負
っ

た
子
ど
も
の
保
護
者
と
相
談
し
た
う
え
で
、
地
域
の
保
健
師
さ
ん
た
ち
に
よ
る
家
庭
訪
問
を
勧
め
て
い

ま
す
。
家
庭
内
で
子
ど
も
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
な
に
が
あ
る
の
か
、
危
険
は
な
い
か
、
子
ど
も
の
目

線
で
家
の
中
を
見
て
、
家
庭
内
の
事
故
を
防
ぐ
取
り
組
み
で
す
。

20
〜
50
歳
代
で
は
労
働
災
害
に
よ
る
重
症
の
や
け
ど
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
危
険
物
を
扱
う
工
場

で
火
災
や
爆
発
事
故
が
起
き
て
、
重
症
の
や
け
ど
と
大
け
が
を
負
っ
た
患
者
さ
ん
が
一
度
に
多
数
発
生

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
重
症
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
と
同
時
に
、
事
故
の
現

場
へ
直
接
出
向
い
て
、
工
場
関
係
者
や
消
防
の
方
々
と
共
に
患
者
さ
ん
の
救
命
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

70
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
、
調
理
中
の
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
火
や
仏
壇
の
ろ
う
そ
く
の
火
が
衣
服
に

燃
え
移
っ
て
重
症
の
や
け
ど
を
負
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
少
し
ず
つ
体
の
機

能
が
弱
り
、
そ
れ
ま
で
普
通
に
手
が
届
い
て
い
た
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
周
辺
や
仏
壇
の
奥
の
方
に
手
が

届
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
最
近
手
が
届
き
に
く
く
な
っ
て
き
た
な
、
と
思
っ
た
ら
早
め
に
電
気
調

理
器
や
ろ
う
そ
く
型
電
球
へ
の
変
更
を
お
勧
め
し
ま
す
。

や
け
ど
の
応
急
処
置
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

や
け
ど
を
し
た
ら
、
原
因
（
熱
い
湯
、
炎
な
ど
）
が
皮
膚
に
付
着
し
て
い
る
間
、
や
け
ど
は
進
行
し
ま

す
の
で
、
一
刻
も
早
く
原
因
を
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
冷
却
枕
や
氷
で
冷
や
し
続
け
る
よ
り
、
や

け
ど
し
た
部
分
を
水
道
水
で
洗
い
流
す
ほ
う
が
効
果
的
で
す
。
小
さ
な
子
ど
も
で
は
全
身
に
水
を
か
け
て

体
温
が
下
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
救
急
車
や
自
家
用
車
で
速
や
か
に
病
院
へ
向
か
い
ま
し
ょ
う
。

表皮

第
Ⅰ
度

第
Ⅱ
度

第
Ⅲ
度

真皮

皮下組織

図　やけどの深さ
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急き
ゅ
う

性せ
い

中ち
ゅ
う

毒ど
く

と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

本
来
、
口
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
も
の
を
の
み
込
ん
で
し
ま
っ
た

―
。
そ
の
よ
う
に
外
部

か
ら
体
内
に
有
害
物
質
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
起
こ
る
の
が
急
性
中
毒
で
す
。
例
え
ば
、
コ
ッ
プ
に

た
ま
た
ま
入
っ
て
い
た
義
歯
洗
浄
剤
や
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
入
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
し
ま
っ

た
場
合
で
す
。
そ
の
際
に
起
き
う
る
こ
と
や
対
処
方
法
の
基
礎
知
識
を
あ
ら
か
じ
め
蓄
え
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。

要
注
意
！　

た
ば
こ
の
誤
飲
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

子
ど
も
の
事
故
の
中
で
最
も
多
い
の
が
、
た
ば
こ
の
誤
飲
で
す
。
致
死
量
は
、
乳
幼
児
で
は
た

ば
こ
１
本
、
成
人
で
は
２
本
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
量
を
誤
っ
て
食
べ
て
し
ま
う
こ

と
は
少
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
た
ば
こ
が
浸つ

か
っ
て
い
た
液
体
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
に
は

吸
収
も
早
く
注
意
が
必
要
で
す
。
も
し
見
つ
け
た
場
合
に
は
、す
ぐ
に
吐
か
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
際
に
は
水
分
は
取
ら
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
胃
内
で
た
ば
こ
が
溶
け

出
し
吸
収
を
促
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

食
べ
た
量
が
明
ら
か
に
少
な
い
（
２
㎝
以
下
）
場
合
や
、
大
部
分
を
吐
き
出
し
た
こ
と
が
確
認

で
き
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
慎
重
に
経
過
を
み
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
食
べ
た
量
が
分
か
ら
な

い
場
合
や
、
た
ば
こ
が
浸
か
っ
た
液
体
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
、
明
ら
か
に
様
子
が
お
か
し
い

場
合
は
、
必
ず
救
急
外
来
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

あっ、飲んじゃった！
慌てないための中毒対応ＡＢＣ

救急診療科診療主任　吉
よしかわ

川 吉
よしあき

曉
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一
般
的
な
中
毒
の
応
急
手
当
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

体
内
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
有
害
物
質
は
、
一
刻
も
早
く
体
外
に
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
の
み

込
ん
だ
物
質
が
何
か
は
っ
き
り
分
か
っ
て
い
る
場
合
や
、
意
識
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
場
合
に
は
、

吐
き
出
す
こ
と
が
有
効
で
す
。

た
だ
し
、意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
き
、石
油
製
材
（
灯
油
、シ
ン
ナ
ー
、ベ
ン
ジ
ン
、ガ
ソ
リ
ン
）

や
強
い
酸
・
ア
ル
カ
リ
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
に
は
絶
対
に
吐
き
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
意

識
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
に
は
、
嘔お

う

吐と

し
た
も
の
が
気
管
に
入
っ
て
窒
息
し
た
り
、
誤ご

嚥え
ん

性
肺

炎
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

石
油
製
剤
は
、
誤
嚥
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
重
篤
な
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
た
め
、
た
と
え
意

識
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
も
嘔
吐
を
誘
発
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

強
い
酸
・
ア
ル
カ
リ
の
場
合
は
、
喉
や
食
道
へ
の
障
害
が
強
い
た
め
、
嘔
吐
す
る
こ
と
に
よ
り
、

も
う
一
度
障
害
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
酸
や
ア
ル
カ
リ
の
場
合
に
は
、
牛
乳
ま
た
は
水
を
飲

ん
で
薄
め
る
こ
と
が
、
粘
膜
へ
の
刺
激
を
や
わ
ら
げ
、
有
効
で
す
。
間
違
っ
て
も
、
中
和
し
よ
う

と
し
て
ア
ル
カ
リ
や
酸
を
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

当
セ
ン
タ
ー
で
の
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

治
療
の
基
本
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
、
体
内
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
有
害
物
質
を
一
刻
も
早
く
体

外
に
出
す
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
嘔
吐
を
誘
発
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
鼻
か
ら

胃
ま
で
管
を
入
れ
て
胃
内
を
洗
い
流
す
胃い

洗せ
ん

浄じ
ょ
う

を
行
っ
た
り
、
中
毒
物
質
を
吸
着
す
る
効
果
の
あ
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る
活
性
炭
を
胃
内
に
投
与
し
、
中
毒
物
質
が
消
化
管
か
ら
吸
収
さ
れ
る
の
を
防
い
だ
り
し
ま
す
。

ま
た
、
体
内
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
中
毒
物
質
が
致
死
量
近
く
に
達
し
て
い
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
血け

つ
え
き液

浄じ
ょ
う

化か

法ほ
う

を
行
い
ま
す
。
透と

う
せ
き析

を
使
っ
て
中
毒
物
質
の
除
去
を
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
治
療
は
24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
当
セ
ン
タ
ー
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、

青
酸
カ
リ
や
農
薬
（
有
機
リ
ン
）
に
対
す
る
解
毒
剤
を
常
備
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
高
度
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
で
す
。

と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
危
険
な
も
の
が
口
に
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
環
境
こ
そ
改
善
す
べ
き
で

す
。
急
性
中
毒
は
確
実
に
予
防
が
で
き
る
の
で
す
。
家
庭
内
の
危
険
物
を
容
易
に
手
の
届
く
所
に

置
い
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
今
一
度
、
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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災
害
医
療
の
中
心
的
役
割
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
は
大
阪
府
内
に
18
か
所
あ
る
災
害
拠
点
病
院
の
中
心
で
あ
り
、
府
内
唯
一
の
基
幹

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
行
政
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
の
他
機
関
と
連
携
し
て
、
有
機

的
な
医
療
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
府
内
医
療
機
関
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
災
害
医
療
に
つ
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
画
期
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

災
害
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

災
害
の
定
義
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、W

illiam
 Gunn

は
「
人
と
環
境
と
の
生
態
学
的
な
関
係
に

お
け
る
広
範
な
破
壊
の
結
果
、
被
災
社
会
が
そ
れ
に
対
応
す
る
の
に
非
常
な
努
力
を
要
し
、
非
被
災
地
域

か
ら
の
援
助
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
生
じ
た
深
刻
か
つ
急
激
な
出
来
事
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

災
害
と
い
っ
て
も
、
地
震
や
津
波
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
、
鉄
道
・
航
空
機
の
事
故
や
火
災

に
代
表
さ
れ
る
人
為
災
害
な
ど
数
多
く
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
を
医
療
の
側
面
か
ら
み
る
と
、「
増
大
し
た
医
療
需
要
（
多
数
の
傷
病
者
）
に
対

し
て
、
平
時
の
医
療
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
た
め
の
医
療
資
源
（
医
療
従
事
者
、
医
薬
品
、
医
療
資

機
材
な
ど
）
の
供
給
が
不
足
し
、
被
災
地
外
か
ら
の
支
援
を
要
す
る
状
態
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

災
害
医
療
と
救
急
医
療
の
違
い
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

災
害
医
療
と
救
急
医
療
は
似
て
非
な
る
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。
双
方
と
も
に
生
命
を
第
一
優
先

大阪府の災害医療の拠点
救急診療科診療主任　松

まつ

田
だ

 宏
ひろ

樹
き
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と
し
て
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
類
似
し
た
点
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

大
き
く
異
な
る
の
は
、
救
急
医
療
で
は
十
分
な
医
療
資
源
を
投
入
し
て
「
ひ
と
り
」
の
患
者
さ

ん
と
相
対
し
ま
す
が
、
一
方
の
災
害
医
療
は
限
ら
れ
た
医
療
資
源
で
「
多
数
」
の
患
者
さ
ん
と
向

き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
１
）。
し
た
が
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
に
最
善
の
医
療
を

提
供
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
平
時
に
お
い
て
は
心
肺
停
止
状
態
の
患
者
さ
ん
に
全
力
で
蘇
生
処
置
を
試
み
る
の
に

対
し
、
災
害
時
で
は
蘇
生
を
行
わ
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
多
く
の

傷
病
者
に
対
し
最
良
の
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
救
命
困
難
な
傷
病
者
に
対
し
て
は
、
医
療
資

源
を
投
入
す
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
災
害
医
療
の
原
則
に
の
っ
と
っ
た
考
え
方
で
す
。

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
「
防
ぎ
え
た
災
害
死
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地
震
に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
な
災
害
が
起
こ
る
と
、
建
物
の
損
壊
や
、
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
と
い
っ

た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
破
綻
は
免
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
情
報
通

信
網
も
極
め
て
不
安
定
な
状
況
に
陥
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
津
波
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
沿
岸
部
で
は
、
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
不
通
と

な
り
、
衛
星
通
信
の
み
使
用
が
可
能
で
し
た
。
病
院
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
手
術
、
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画
像

検
査
、
血
液
検
査
な
ど
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
診
療
を
維
持
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
被
災
地
で
は
情
報
が
混
乱
、
錯さ

く
そ
う綜

し
て
い
る
た
め
、
正
確
な
情
報
を
取
得
す
る
こ
と

も
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
の
地
震
災
害
に
お
い
て
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
病
院
に
多
数
の
患
者
さ

ん
が
殺
到
す
る
と
い
っ
た
不
均
衡
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
適
切
な
医
療
活

災害医療 限られた医療資源で
 多数の患者さんに
 向き合うこと

救急医療 十分な医療資源を
 投入してひとりの
 患者さんと相対すること

図1　災害医療と救急医療の相違点
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動
を
行
う
こ
と
が
、
は
な
は
だ
難
し
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
平
時
で
あ
れ
ば
救
え
た
は
ず
の
命
が
救
え
な
い
こ
と
」
―
こ
れ
が
「
防
ぎ
え
た
災
害
死
」
な
の

で
す
。「
防
ぎ
え
た
災
害
死
」
を
い
か
に
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
か
、
言
い
換
え
る
と
「
い
か
に
平
時
に

近
い
医
療
を
提
供
す
る
か
」
が
災
害
医
療
の
最
終
目
標
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

二
つ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

防
ぎ
え
た
災
害
死
を
減
ら
す
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
は
二
つ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
（
図
２
）。

一
つ
は
情
報
管
理
の
電
子
化
で
す
。
災
害
時
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
破
綻
に
よ
り
情
報
の
混
乱
、
錯
綜

が
生
じ
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
情
報
通
信
網
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性
に
対
し
、
人
為
的
介
入
で
補
完

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
災
害
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
イ
ン

フ
ラ
に
依
存
せ
ず
、
患
者
情
報
を
よ
り
迅
速
に
正
確
に
発
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
医
療
搬
送
拠
点
の
整
備
で
す
。
災
害
時
に
被
災
地
内
病
院
だ
け
で
医
療
を
完
結
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
医
療
資
源
と
患
者
さ
ん
の
数
と
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
、
被
災
地
内
に
医
療
資
源
を
投
入
す
る
こ
と
、
ま
た
は
被
災
地
外
へ
患
者
さ
ん
を
搬
送
す
る

こ
と
で
す
。
現
在
、
患
者
さ
ん
を
航
空
機
で
被
災
地
外
へ
搬
送
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
大
阪
府
と
全
国
初
の
常
設
型
医
療
搬
送
拠
点
の
整
備
に
参
画
し
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
こ
の
２
点
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

災
害
対
応
無
線
患
者
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
〜
情
報
を
制
す
る
者
は
災
害
を
制
す
〜

先進的な取り組み

情報管理の電子化

医療搬送拠点の整備

図2　防ぎえた災害死を減らすための先進的な取り組み
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多
数
の
傷
病
者
が
発
生
す
る
災
害
現
場
で
は
搬
送
の
優
先
順
位
を
決
め
る
た
め
に
紙
の
ト
リ
ア
ー

ジ
タ
グ
が
利
用
さ
れ
、
患
者
が
多
数
搬
送
さ
れ
た
病
院
の
災
害
対
策
本
部
は
、
タ
グ
に
記
入
さ
れ
た

病
院
前
患
者
情
報
と
入
院
後
経
過
情
報
を
集
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
情
報
集
約
の
目
的
は
自
病

院
に
搬
送
さ
れ
た
患
者
の
中
か
ら
被
災
地
外
病
院
に
広
域
搬
送
す
る
患
者
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。

従
来
使
っ
て
き
た
、
無
線
、
電
話
、
紙
や
伝
令
に
よ
る
情
報
集
約
は
、
情
報
伝
達
の
方
向
や
使

用
人
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
伝
達
内
容
が
不
正
確
に
伝
わ
り
情
報
の
混
乱
を

引
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。
電
子
的
に
情
報
を
収
集
し
伝
達
す
れ
ば
、
正
確
か
つ
多
人
数
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
情
報
共
有
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

大
阪
府
と
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
Ｉ
Ｃ
タ
グ
専
用
ア
プ
リ
を
使
っ
た
患
者

情
報
集
約
ツ
ー
ル
と
し
て
、3SPiders

（
ス
リ
ー
ス
パ
イ
ダ
ー
ズ
）
を
共
同
開
発
し
、
現
在
商
品

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
院
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
構
築
し
て
、
電
子
ト
リ
ア
ー
ジ
支
援
サ
ー
バ
ー
を
設

置
し
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
患
者
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
れ
は
今

ま
で
の
複
数
回
に
当
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
大
量
患
者
受
け
入
れ
訓
練
で
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
述
す
る
八
尾
Ｓ
Ｃ
Ｕ
に
も
サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
、
災
害
時
に
基
幹
災
害
拠
点
病
院
の
当

セ
ン
タ
ー
と
航
空
搬
送
拠
点
臨
時
医
療
施
設
が
情
報
を
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

全
国
初
、
常
設
型
広
域
医
療
搬
送
拠
点
の
整
備
（
八
尾
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）・・・・・・・・・・・・・・・

厚
生
労
働
省
が
行
っ
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
隊
員
養
成
研
修
の
中
で
は
、

「
防
ぎ
え
た
災
害
死
」
を
な
く
す
た
め
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

写真　八尾SCU
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専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
が
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
被
災
地
域
に
入
っ
て
、
現
地

の
医
療
需
要
を
把
握
し
、
被
災
地
に
お
け
る
急
性
期
の
医
療
体
制
を
確
立
し
ま
す
。
そ
し
て
、
緊

急
治
療
や
病
院
支
援
を
行
い
つ
つ
、
被
災
地
域
で
発
生
し
た
多
く
の
傷
病
者
を
被
災
地
域
外
の
適

切
な
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
な
し
え
な
か
っ
た
傷
病
者
の
被
災
地
外
へ
の
搬
送
（
広
域
医

療
搬
送
）
を
災
害
発
生
後
、
早
期
に
行
う
た
め
で
す
。

そ
の
際
に
重
要
な
の
がStaging Care U

nit

（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）
で
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｕ
と
は
日
本
語
で
は
「
航

空
搬
送
拠
点
臨
時
医
療
施
設
」
と
呼
ば
れ
、航
空
機
搬
送
に
際
し
て
患
者
の
症
状
の
安
定
化
を
図
り
、

搬
送
を
実
施
す
る
た
め
の
救
護
所
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
被
災
地
域
お
よ
び
被
災
地
域
外
の
航

空
搬
送
拠
点
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

大
阪
府
は
、
八
尾
空
港
近
く
の
大
阪
府
中
部
広
域
防
災
拠
点
内
に
非
常
用
発
電
機
設
備
や
衛
星

通
信
設
備
を
確
保
し
、
必
要
な
医
療
機
器
な
ど
を
備
え
た
建
屋
を
２
０
１
１
年
度
末
に
整
備
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
全
国
初
の
常
設
型
の
航
空
搬
送
拠
点
臨
時
医
療
施
設
で
す
（
写
真
）。
こ
の
整
備
に

は
当
セ
ン
タ
ー
も
参
画
し
、
現
在
、
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

災
害
教
育
・
研
修
、
訓
練
へ
の
参
画
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

災
害
時
に
活
動
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
に
、災
害
教
育
・
研
修
、訓
練
に
数
多
く
参
画
し
て
い
ま
す
。

大
阪
府
内
の
厚
生
労
働
省
認
定
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
は
２
４
２
人
（
12
年
12
月
時
点
）
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
時
に
全
て
の
隊
員
が
出
動
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
大
阪

府
は
人
口
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
人
も
要
し
ま
す
。

表１　訓練実績（2012年度）
2012年度 　　　　　　訓練 日時 場所
大阪府広域医療搬送拠点（八尾SCU）オープニングセレモニー 6/19 八尾 SCU
政府広域医療搬送訓練 9/1 徳島県
急性期・総合医療センター 災害訓練 9/4 当センター、八尾SCU、大東市消防学校
NBC災害・テロ対策研修 10/11～ 13 当センター
近畿2府7県合同防災訓練 10/28 神戸空港
大阪国際空港事故対策総合訓練 11/22 大阪国際空港
和歌山県・大阪府自衛隊合同訓練 11/23～ 25 和歌山県、大阪府
JR列車事故訓練 11/29 JR宮原操車場（大阪府）
大阪市消防出初式 1/6 南港 ATC（大阪府）
急性期・総合医療センター 災害訓練 1/19 当センター
DMAT近畿地方ブロック訓練 1/27 京都府
大阪DMAT研修 1/31、2/1 大阪赤十字会館
大阪市震災実動訓練及大阪府広域応援実動訓練 3/19 舞洲（大阪府）
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そ
こ
で
大
阪
府
は
、府
内
と
近
隣
府
県
で
活
動
す
る
医
療
チ
ー
ム
「
大
阪
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
を
結
成
し
、

こ
れ
ま
で
に
２
７
９
人
の
隊
員
を
養
成
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
養
成
研
修
の
計
画
、
立
案
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

同
様
に
日
本
中
毒
学
会
、
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー
主
催
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
・
テ
ロ
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
当

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｂ
Ｃ
と
はN

uclear

（
核
）、Biological

（
生
物
）、Chem

ical

（
化

学
）
の
頭
文
字
で
、
原
発
事
故
な
ど
特
殊
災
害
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

13
年
12
月
現
在
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
は
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
28
人
、
大
阪
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
4
人
を

擁
し
て
お
り
、
こ
の
数
は
全
国
で
も
有
数
で
す
。
過
去
２
年
間
に
当
セ
ン
タ
ー
が
参
画
、
参
加
し

た
訓
練
を
「
表
１
、２
」
に
示
し
ま
す
。

す
べ
て
は
被
災
者
の
た
め
に
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

私
た
ち
の
災
害
医
療
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
災
害
時
に
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
で
す
。

生
命
に
か
か
わ
る
ほ
ど
の
け
が
を
し
た
方
々
、
も
と
も
と
病
気
で
通
院
し
て
い
る
方
々
、
災
害

で
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々
、
そ
の
よ
う
な
医
療
機
関
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
た

ち
に
対
し
て
平
時
と
同
等
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
災
害
医
療
の
か
じ
取
り
役
を

担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
活
動
に
よ
り
少
し
で
も
被
災
地
の
悲
し

み
を
軽
減
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

2013年度 　　　　　　訓練 日時 場所
飯舘村多数傷病者事故対応訓練 5/31 福島県飯舘村
政府広域医療搬送訓練 /急性期総合医療センター災害訓練 8/31 当センター、八尾SCUほか
DMAT技能維持研修 9/28、29 当センター
大阪市総合防災訓練実働訓練 10/19 大阪市舞洲訓練会場
DMAT近畿地方ブロック訓練 10/26、27 滋賀県大津市
京都府緊急災害医療チーム訓練 11/11 京都府立丹波自然運動公園
NBC災害・テロ対策研修 10/31～ 11/2 当センター
NBCテロ対策訓練 11/30 大阪教育大学柏原キャンパス
大阪府・市町村合同地震・津波災害対策訓練 / 1/17 院内、八尾SCU、大阪府庁ほか
急性期総合医療センター災害訓練
大阪DMAT研修 2/14、15 当センター

表２　訓練実績（2013年度）
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ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ト
リ
ア
ー
ジ
の
語
源
は
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
や
ブ
ド
ウ
の
果
実
を
選
別
す
る
際
に
使
用
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス

語
で
す
。
災
害
が
起
き
る
と
、
負
傷
者
が
多
数
発
生
し
ま
す
。
こ
の
負
傷
し
た
方
々
を
、
緊
急
性
や
重

症
度
に
応
じ
て
、
治
療
や
搬
送
の
優
先
順
位
を
決
定
し
、
分
類
す
る
こ
と
を
ト
リ
ア
ー
ジ
と
い
い
ま
す
。

な
ぜ
ト
リ
ア
ー
ジ
が
必
要
な
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

災
害
時
に
は
、
多
数
の
傷
病
者
が
同
時
に
発
生
し
ま
す
。
そ
の
と
き
、
病
院
な
ど
は
、
通
常
通

り
の
機
能
の
維
持
は
難
し
く
、
救
急
医
療
体
制
の
対
応
能
力
を
は
る
か
に
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
従
事
者
自
身
が
被
災
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
マ
ン
パ
ワ
ー
や
、
薬
剤
・
資
材
・
機
材
な

ど
の
医
療
資
源
は
限
ら
れ
て
き
ま
す
。
限
ら
れ
た
も
の
を
、
で
き
る
限
り
多
く
の
傷
病
者
を
救
命

す
る
た
め
に
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
傷
病
者
全
体
の
中
で
、
命
に
危
険
が
あ
る
重
症
者
の
治
療

を
最
優
先
で
開
始
し
、
最
も
効
果
的
な
治
療
方
針
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
ト
リ
ア
ー
ジ
は
多
数
の
傷
病
者
が
一
度
に
発
生
す
る
特
殊
な
状
況
下
で
行
わ
れ
る
も

の
な
の
で
す
。
現
存
す
る
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
助
か
る
可
能
性
の
あ
る
傷
病

者
か
ら
救
命
治
療
を
開
始
し
て
最
大
多
数
に
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

最
終
の
目
的
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
傷
病
者
の
社
会
復
帰
に
あ
り
ま
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
は
四
つ
に
分
か
れ
ま
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

より多くの傷病者に最善を！
――災害医療・看護について

救急看護認定看護師　山
やました

下 直
なお

美
み
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日
常
で
は
緊
急
で
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
る
症
状
で
も
、
災
害
時
の
ト
リ
ア
ー

ジ
で
は
、
応
急
処
置
の
み
で
、
待
機
可
能
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

災
害
時
の
ト
リ
ア
ー
ジ
の
目
安
は
、
意
識
状
態
や
血
圧
・
脈
拍
数
・
呼
吸
数
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
、傷
の
状
態
や
出
血
の
程
度
、骨
折
部
位
や
骨
折
数
、骨
が
外
に
出
て
い
る
か
否
か
、な
ど
で
す
。

そ
し
て
、
負
傷
者
の
緊
急
性
・
重
症
度
に
応
じ
ト
リ
ア
ー
ジ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
色
を
決
定
し
ま
す
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
大
き
く
四
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
）。

１
．
最
優
先
治
療
群　

赤
色
（
Ⅰ
）

生
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
状
態
で
直
ち
に
治
療
や
処
置
を
行
え
ば
、
救
命
が
可
能
な
方
々
で
す
。

例
え
ば
、気
道
閉へ

い
そ
く塞

や
呼
吸
困
難
、シ
ョ
ッ
ク
、意
識
障
害
、身
体
の
30
％
以
上
の
広
範
囲
な
熱
傷
（
や

け
ど
）
な
ど
で
す
。

２
．
非
緊
急
治
療
群　

黄
色
（
Ⅱ
）

多
少
治
療
の
時
間
を
待
っ
て
い
た
だ
い
て
も
生
命
へ
の
危
険
が
少
な
く
、
基
本
的
に
は
、
バ
イ

タ
ル
サ
イ
ン
が
安
定
し
て
い
る
方
々
で
す
。
四し

し肢
な
ど
が
麻ま

ひ痺
し
て
い
る
頸け

い
ず
い髄

損
傷
や
中
等
度
の

熱
傷
、四
肢
骨
折
で
も
骨
が
外
に
飛
び
出
し
た
り
、歩
行
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
た
骨
折
な
ど
で
す
。

３
．
軽
処
置
群　

緑
色
（
Ⅲ
）

応
急
処
置
は
必
要
で
す
が
、
当
面
治
療
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
と
判
断
で
き
る
方
々
で
す
。
例

え
ば
、
脱
臼
、
打
撲
、
捻ね

ん

挫ざ

、
過か

換か
ん

気き

症
候
群
、
骨
が
外
に
出
て
い
な
い
骨
折
や
、
大
き
な
切
り

傷
で
も
歩
行
が
可
能
な
状
況
で
あ
れ
ば
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

後
で
治
療
を
受
け
る
ま
で
に
状
態
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
、
あ
る
い
は
け
が
の
痛
み
な
ど
が
楽

に
な
る
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。

トリアージ

最優先治療群 赤色（Ⅰ）

非緊急治療群 黄色（Ⅱ）

軽処置群 緑色（Ⅲ）

不搬送群 黒　（0）

図　トリアージの種類
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４
．
不
搬
送
群　

黒
（
０
）

呼
吸
停
止
や
瞳
孔
散さ

ん
だ
い大

な
ど
す
で
に
死
亡
と
判
断
で
き
る
徴
候
が
そ
ろ
っ
て
い
る
場
合
、
あ
る

い
は
頭
部
や
胸
腹
部
に
高
度
な
損
傷
が
あ
り
救
命
が
難
し
い
と
判
断
で
き
る
よ
う
な
外
傷
な
ど
、

多
少
の
生
命
兆
候
は
あ
っ
て
も
生
命
を
救
え
る
見
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
蘇
生
を
断
念
す

る
絶
対
予
後
不
良
の
方
々
で
す
。

緊
急
度
が
高
く
、
救
命
の
可
能
性
が
あ
る
方
々
に
対
し
て
、
限
ら
れ
た
貴
重
な
人
的
・
物
的
医

療
資
源
を
優
先
す
る
た
め
の
苦
し
い
選
択
で
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
の
後
、
容
態
が
悪
化
し
た
ら
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

医
療
関
係
者
が
常
に
状
態
の
変
化
な
ど
を
観
察
し
な
が
ら
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
容
態
が
変

化
し
た
場
合
、直
ち
に
判
定
を
見
直
し
、優
先
順
位
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、心
配
い
り
ま
せ
ん
。

ト
リ
ア
ー
ジ
は
い
つ
行
わ
れ
る
の
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
災
害
救
出
現
場
、
災
害
現
場
の
救
護
所
、
救
護
所
搬
出
時
に
行
わ
れ
ま
す
が
、

病
院
な
ど
に
搬
送
さ
れ
た
と
き
、
ま
た
、
病
院
の
中
で
も
行
う
な
ど
、
１
回
だ
け
で
な
く
、
複
数

回
行
わ
れ
ま
す
。

常
に
容
態
を
観
察
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
判
定
の
見
直
し
を
行
い
、
容
態
の
変
化
に
適
宜
対
応
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
に
ト
リ
ア
ー
ジ
の
知
識
は
必
要
な
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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災
害
時
に
は
、「
突
然
」「
同
時
」「
多
数
」
の
傷
病
者
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
重
症
・
軽
傷
の
傷

病
者
が
一
斉
に
病
院
に
駆
け
込
ん
だ
ら
、
病
院
は
機
能
し
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
命
が
危

な
い
重
症
の
傷
病
者
を
、
最
優
先
に
治
療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
の
が
、

傷
病
者
を
選
別
す
る
方
法
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
で
す
。

こ
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
、
医
療
従
事
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
方
々
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
災
害
時
に
パ
ニ
ッ
ク
を
防
ぎ
、
効
果
的
に
治
療
を
行
う
に
は
極
め
て
重
要
で
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
は
災
害
の
と
き
だ
け
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
必
ず
し
も
災
害
時
な
ど
に
限
ら
ず
、
日
常
の
医
療
現
場
で
も
実
践
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
一
般
外
来
で
多
く
の
患
者
さ
ん
が
待
っ
て
い
る
場
合
、
長
時
間
待
て
る
状
態
で
な
い
重
症
患
者
さ

ん
を
優
先
し
て
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。
こ
う
し
た
判
断
も
ト
リ
ア
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

災
害
に
備
え
た
当
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地
震
な
ど
広
域
に
及
ぶ
災
害
時
に
は
、
医
師
が
著
し
く
不
足
し
ま
す
。
災
害
時
に
、
よ
り
多
く

の
傷
病
者
を
助
け
る
た
め
に
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
の
訓
練
を
受
け
た
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
が
、

ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
検
査
技
師
、
そ
の
ほ
か
全
職
員
で
、
ト
リ
ア
ー

ジ
訓
練
を
含
め
、
多
数
の
傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
災
害
時
に
即
時
対
応
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
写
真
１
、２
）。

写真２　トリアージの訓練（机上） 写真１　トリアージの訓練（実動）
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生
活
習
慣
病
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
関
係
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
生
活
習
慣
病
と
は
毎
日
の
よ
く
な
い
生
活
習
慣
の
つ
み

か
さ
ね
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
名
と
し
て
は「
高
血
圧
、

肥
満
、
糖
尿
病
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
脂
質
異
常
症
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
中
で
も
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
（
耐
糖
能
異
常
）、
脂
質
異
常
症
は
重
複
し
や

す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
動
脈
硬
化
を
進
展
さ
せ
、
や
が
て
虚
血
性

心
疾
患
（
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
）、
脳
梗
塞
な
ど
生
命
に
か
か
わ
る
疾
患
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
（
耐
糖
能
異
常
）、
脂
質
異
常
症
が
重
複
し
た
状
態
を
と

く
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
呼
ん
で
い
ま
す
（
図
）。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
は
心
血
管
病
、
脳
梗
塞
が
著
し
く
増
加
し
、
そ
の
結
果
、
死

亡
率
が
約
３
倍
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
起
こ
る
の
か
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
発
症
の
鍵
と
な
る
の
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
人
間
は
過
剰
に
摂
取
し
た
栄
養
を
脂
肪
に
変
え
て
蓄
積
し
ま
す
。

脂
肪
の
蓄
積
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
一
つ
は
皮
膚
の
下
に
脂
肪
が
た
ま
る
皮

下
脂
肪
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、も
う
一
つ
が
腸
管
な
ど
の
周
り
に
脂
肪
が
た
ま
る
内
臓
脂
肪
で
す
。

こ
の
内
臓
脂
肪
が
た
ま
る
タ
イ
プ
の
肥
満
が
腹
部
型
肥
満
や
リ
ン
ゴ
型
肥
満
と
い
わ
れ
て
お
り
、

女
性
に
多
い
お
し
り
周
り
に
皮
下
脂
肪
が
た
ま
る
の
と
は
異
な
り
、
ち
ょ
う
ど
ベ
ル
ト
を
す
る
お

生活習慣病と
メタボリックシンドローム

糖尿病内分泌内科主任部長　馬
うま

屋
や

原
はら

 豊
ゆたか



第
３
章

気
に
な
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
治
療

63

へ
そ
の
部
位
が
最
も
太
っ
て
い
る
タ
イ
プ
の
肥
満
で
す
。

脂
肪
を
蓄
え
る
細
胞
で
あ
る
脂
肪
細
胞
は
、
最
近
に
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
理
活
性
物
質
（
ア

デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ
ン
）
を
分
泌
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
と
い
わ
れ
る
も
の
が
重
要
で
、
こ
の
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
は
イ

ン
ス
リ
ン
の
効
き
を
よ
く
し
た
り
、
動
脈
硬
化
を
防
い
だ
り
す
る
良
い
働
き
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
と
く
に
肥
満
し
た
内
臓
脂
肪
の
脂
肪
細
胞
で
は
こ
の
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
の
分
泌

が
低
下
し
て
、
逆
に
Ｔ
Ｎ
Ｆ

－

α
や
Ｐ
Ａ
Ｉ

－

１
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
惹じ

ゃ
っ
き起

す
る

生
理
活
性
物
質
を
た
く
さ
ん
分
泌
す
る
た
め
に
、
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
す
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
、
血
糖
値
が
上
昇
し
て
く
る
（
耐
糖
能
異
常
）
の

は
も
ち
ろ
ん
、
脂
質
代
謝
異
常
や
高
血
圧
が
生
じ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
抵

抗
性
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
糖
尿
病
（
耐
糖
能
異
常
）、
脂
質
異
常
、
高
血
圧
が
相
ま
っ
て
動

脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

動
脈
硬
化
を
起
こ
し
た
動
脈
に
は
、
そ
の
内
側
に
変
性
し
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
を
含
む
隆

起
（
プ
ラ
ー
ク
）
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ー
ク
は
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
血
流
を
障
害
し
（
狭き

ょ
う

窄さ
く

）、や
が
て
突
然
こ
の
プ
ラ
ー

ク
が
破
れ
る
と
そ
こ
に
血
栓
が
で
き
て
動
脈
の
内
腔
が
完
全
に
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
梗
塞
）。

こ
れ
が
脳
の
血
管
で
生
じ
れ
ば
脳
梗
塞
、
心
臓
の
血
管
で
起
こ
れ
ば
心
筋
梗
塞
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
生
命
の
危
機
と
な
り
ま
す
。

肥満

高血圧 脂質異常症糖尿病
（耐糖能異常）

動脈硬化

虚血性心疾患
（狭心症、心筋梗塞）

脳梗塞 閉塞性動脈硬化症

図　メタボリックシンドローム
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治
療
の
継
続
で
合
併
症
を
防
ぐ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
日
本
全
体
で
は
推
計
１
千
万
人
を
超
え
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
っ
と
問
題
に
す
べ
き
点
は
継
続
的
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る

患
者
さ
ん
が
全
体
の
半
分
程
度
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
（
表
１
）。

糖
尿
病
は
よ
ほ
ど
状
態
が
悪
く
な
い
限
り
全
く
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
自
分
が
糖
尿
病

で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
治
療
を
中
断
し
た
り
し
て
し
ま
う
患
者
さ
ん
が
非
常
に

多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
症
状
が
な
く
て
も
糖
尿
病
は
治
療
の
継
続
が
必
要
で
す
。
そ

の
理
由
は
、
血
糖
値
が
高
い
ま
ま
経
過
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
が
現
れ
る
か
ら
で
す
。
現
在
、

中
途
失
明
の
原
因
の
第
２
位
が
糖
尿
病
、
透
析
導
入
の
原
因
の
第
１
位
が
糖
尿
病
で
す
。
ま
た
、

糖
尿
病
患
者
さ
ん
で
は
心
筋
梗
塞
に
な
っ
た
り
脳
梗
塞
に
な
っ
た
り
す
る
リ
ス
ク
が
数
倍
に
上
昇

し
ま
す
。

不
幸
に
し
て
糖
尿
病
が
も
と
で
失
明
し
て
し
ま
っ
た
り
、
透
析
導
入
さ
れ
た
り
、
足
を
切
断
し

た
り
す
る
ケ
ー
ス
を
た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く
が
、
ど
こ
か
の
時
点
で
長
期
間
に
わ

た
っ
て
糖
尿
病
を
放
置
し
て
い
た
患
者
さ
ん
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
経
験
的
に
知
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
な
ん
と
か
継
続
的
に
治
療
を
続
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

糖
尿
病
は
血
糖
値
（
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
濃
度
）
が
高
く
な
る
病
気
で
す
。
体
内
で
血
糖
値

を
下
げ
る
働
き
を
し
て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
不
足
し
て
い
た
り
、
作
用

放っておくと怖い糖尿病
――合併症を防ぐ！

糖尿病内分泌内科主任部長　馬
うま

屋
や

原
はら
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が
不
十
分
だ
っ
た
り
す
る
と
、
血
糖
値
が
上
昇
し
ま
す
。
単
に
血
糖
値
が
高
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

高
血
糖
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
は
、
実
は
非
常
に
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
車
に
例
え
る
と
ガ
ソ
リ
ン

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
の
ブ
ド
ウ
糖
を
全
身
の
細
胞
が
取
り
込
む
た
め
に
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き

が
必
要
に
な
り
ま
す（
た
だ
し
脳
は
例
外
）。
つ
ま
り
全
身
の
筋
肉
の
細
胞
が
ブ
ド
ウ
糖
を
使
う
と
き
、

脂
肪
細
胞
や
肝
臓
の
細
胞
が
ブ
ド
ウ
糖
を
蓄
え
る
と
き
イ
ン
ス
リ
ン
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ず
っ
と
昔
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
ま
っ
た
く
出
せ
な
く
な
る
１
型
糖
尿
病
は
、
や
が
て
や
せ
衰
え
て

死
ん
で
し
ま
う
不
治
の
病
で
し
た
。
１
９
２
２
年
に
イ
ン
ス
リ
ン
が
発
見
さ
れ
治
療
に
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
１
型
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
を
救
命
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
翌
年
そ
の
発
見
者

に
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ス
リ
ン
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
切
な
ホ
ル
モ
ン
な
の
で
す
。

１
型
糖
尿
病
と
２
型
糖
尿
病
の
違
い
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

糖
尿
病
は
１
型
糖
尿
病
と
２
型
糖
尿
病
の
二
つ
に
大
き
く
分
類
さ
れ
ま
す
。

１
型
糖
尿
病
は
免
疫
的
機
序
な
ど
で
膵す

い
ぞ
う臓

の
β
細
胞
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
ほ
と
ん
ど
イ
ン

ス
リ
ン
を
出
せ
な
く
な
る
た
め
に
発
症
し
ま
す
。
若
年
発
症
の
場
合
が
多
く
、
一
生
イ
ン
ス
リ
ン

注
射
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
２
〜
３
％
が
１
型
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
型
糖
尿
病
は
主
に
環
境
因
子
に
よ
り
生
じ
る
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
と
、
主
に
遺
伝
因
子
に
よ

り
生
じ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
不
全
の
双
方
が
相
ま
っ
て
発
症
す
る
も
の
で
す
。
通
常
、
成
人
後
に

発
症
し
、
現
在
増
加
し
て
い
る
の
は
こ
の
タ
イ
プ
の
糖
尿
病
で
す
。
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
と
し

て
の
糖
尿
病
で
、
日
本
で
は
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
95
％
以
上
は
２
型
で
す
。

表1放っておくと怖い糖尿病

・日本の糖尿病患者数は１千万人を超えるといわ
れています。

・糖尿病患者さんの約半分が、治療せずに放置し
ている可能性があります。

・糖尿病を長期間放置していると、さまざまな合
併症が現れ、生命を脅かすことにもなります。
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こ
う
し
て
発
症
す
る
２
型
糖
尿
病
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

過
食
、
運
動
不
足
な
ど
環
境
因
子
に
よ
り
体
重
が
増
加
す
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
が
効
き
に
く
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
と
い
い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
が
強
く
な
る
と
、
正

常
な
血
糖
値
を
保
つ
た
め
に
よ
り
多
く
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
イ
ン
ス
リ
ン
需
要

量
の
増
加
）。
い
く
ら
で
も
イ
ン
ス
リ
ン
を
出
せ
る
な
ら
糖
尿
病
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
ど
れ
く
ら

い
イ
ン
ス
リ
ン
を
出
せ
る
か
は
遺
伝
因
子
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
（
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
）。

イ
ン
ス
リ
ン
需
要
量
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
を
上
回
る
と
、
相
対
的
に
イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足

し
、そ
う
な
る
と
血
糖
値
が
上
昇
し
て
き
ま
す
。
ひ
と
た
び
血
糖
値
が
上
昇
す
る
と
、糖
毒
性
と
い
っ

て
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
が
さ
ら
に
低
下
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
が
強
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ど

ん
ど
ん
血
糖
値
が
上
昇
し
て
糖
尿
病
を
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

診
断
の
方
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

正
常
な
人
の
血
糖
値
は
食
事
を
取
る
前
に
は
だ
い
た
い
１
０
０
㎎
／
dl
以
下
で
す
。
ま
た
、
ど

れ
だ
け
食
べ
て
も
食
後
に
１
４
０
㎎
／
dl
を
上
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
、
基
本
的
に
随
時
血
糖
値
（
時
間
を
決
め
ず
に
測
定
し
た
血
糖
値
）
が
２
０
０

㎎
／
dl
以
上
だ
と
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
実
際
の
診
断
基
準
は
、「
図
２
」の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

後
で
述
べ
る
Ｈエ

イ
チ
・
ビ
ー
・
エ
ー
・
ワ
ン
・
シ
ー

ｂ
Ａ
１
ｃ
が
診
断
基
準
に
最
近
取
り
入
れ
ら
れ
、
最
短
１
回
の
採
血
で
糖
尿
病
が

診
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

遺伝因子 環境因子
肥満/過食
運動不足
ストレス+

インスリン作用不足

高血糖

糖毒性

分泌
不全 抵抗性

図1　遺伝因子と環境因子
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三
大
合
併
症
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

未
治
療
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
な
ど
で
血
糖
値
が
非
常
に
高
い
と
き
に
は
、
糖
尿
病

の
典
型
的
な
症
状
が
出
ま
す
。
口
渇
（
の
ど
が
渇
く
）、
多
飲
（
た
く
さ
ん
飲
む
）、

多
尿
（
お
し
っ
こ
が
た
く
さ
ん
出
る
）、体
重
減
少
（
体
重
が
減
る
）、全
身
倦
怠
感
（
疲

れ
や
す
い
）で
す
。
し
か
し
、ほ
と
ん
ど
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
糖
尿
病
の
治
療
を
行
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、
最
初
に
も
書
い
た
と
お

り
、
合
併
症
の
進
展
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

糖
尿
病
の
慢
性
合
併
症
は
、
眼
、
腎
臓
、
神
経
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
身
の
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
生
じ
ま
す
。
こ
れ
を
少
し
系
統
的
に
示
す
と
「
表
２
」
の
よ
う
に
、

細
小
血
管
障
害
（
い
わ
ゆ
る
糖
尿
病
の
三
大
合
併
症
）
と
大
血
管
障
害
に
分
か
れ
ま

す
。
ど
ち
ら
に
も
血
管
と
い
う
文
字
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
、
糖
尿
病
と
い
う
病
気

は
長
期
間
高
血
糖
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
身
の
血
管
が
傷
ん
で
く
る
病
気

だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

細
小
血
管
障
害
は
、
糖
尿
病
に
特
有
の
合
併
症
で
す
。
一
方
、
大
血
管
障
害
は
動

脈
硬
化
を
起
こ
す
こ
と
で
生
じ
る
合
併
症
で
す
。
動
脈
硬
化
に
は
高
血
圧
、
脂
質
異

常
、
喫
煙
、
加
齢
、
男
性
で
あ
る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
因
子
が
あ
り
ま
す
が
、

糖
尿
病
は
そ
の
中
の
大
き
な
因
子
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
主
な
合
併
症
を
取
り
上
げ
て
、
よ
り
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

初回検査

糖尿病型

糖尿病

糖尿病 糖尿病糖尿病の疑い 糖尿病の疑い

3～6か月以内に血糖値・HbA1cを再検査

血糖値とHbA1c
ともに糖尿病型

HbA1cのみ
糖尿病型

いずれも
糖尿病型でない

血糖値のみ
糖尿病型

血糖値とHbA1c
ともに糖尿病型

HbA1cのみ
糖尿病型

いずれも
糖尿病型でない

血糖値のみ
糖尿病型

再検査
あり なし

日本糖尿病学会編『糖尿病治療ガイド』(2010)より作成

なるべく１か月
以内に

血糖値とHbA1c
ともに糖尿病型

・糖尿病の典型的症状
・確実な糖尿病網膜症のいずれか

●血糖値（空腹時血糖値126mg/dl以上、OGTT2時間値200mg/dl以上、随時血糖値200mg/dl以上のいずれか）
●HbA1c(NGSP)≧6.5％

血糖値のみ
糖尿病型

HbA1cのみ
糖尿病型

再検査
（血糖検査は必須）

糖尿病の臨床診断のフローチャートで
す。糖尿病の診断までの流れを示した
もので、糖代謝異常の判定基準で紹介
した通り、血糖値と HbA1c の値により
「糖尿病型」と診断されます。
別の日に行った検査で、糖尿病型が再
確認できれば「糖尿病」と診断できます。
ただし、初回検査と再検査の少なくとも一
方で、必ず血糖値の基準を満たしているこ
とが必要で、HbA1cのみの反復検査では「糖
尿病」と診断できません。

図2　糖尿病の診断基準　　　　
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１
．
糖
尿
病
神
経
障
害

全
身
の
神
経
の
働
き
が
鈍
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。
主
な
症
状
は
、
足
先
や
手
先

が
し
び
れ
る
、
麻ま

ひ痺
し
た
感
じ
が
す
る
、
痛
い
、
足
が
冷
た
い
・
ほ
て
る
、
便
秘
・
下
痢
に
な
り

や
す
い
、
た
ち
く
ら
み
が
す
る
、
額
や
顔
に
汗
を
か
き
や
す
い
、
な
ど
で
す
。

２
．
糖
尿
病
網
膜
症

成
人
後
の
失
明
の
主
要
原
因
の
一
つ
で
、
年
間
約
３
千
人
が
糖
尿
病
に
よ
っ
て
失
明
し
て
い
ま

す
。
症
状
は
、
視
力
が
落
ち
る
、
目
の
前
に
線
や
点
が
見
え
る
、
視
野
が
欠
け
る
、
な
ど
で
す
が
、

高
度
の
視
覚
障
害
に
至
る
直
前
ま
で
症
状
が
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

３
．
糖
尿
病
腎
症

腎
臓
は
お
し
っ
こ
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
お
し
っ
こ
は
単
な
る
水
で
は
な
く
、
人
間
が
活
動
し

て
い
る
と
出
て
く
る
（
た
ま
る
と
毒
に
な
る
）
老
廃
物
を
お
し
っ
こ
に
溶
か
し
出
し
て
捨
て
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
腎
臓
に
は
血
液
の
濾ろ

か過
装
置
と
し
て
の
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、
糖
尿
病
で
血
糖

値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
そ
の
働
き
が
落
ち
て
き
ま
す
。

腎
臓
の
働
き
が
低
下
し
て
く
る
と
、
足
が
む
く
む
、
疲
れ
や
す
く
な
る
、
息
苦
し
い
、
な
ど
の

症
状
が
現
れ
ま
す
。
も
っ
と
ひ
ど
く
な
る
と
人
工
透
析
を
受
け
な
い
と
生
命
を
維
持
で
き
な
い
状

態
に
な
り
ま
す
。
年
間
１
万
人
以
上
が
、糖
尿
病
に
よ
る
腎
症
が
原
因
で
人
工
透
析
を
始
め
て
お
り
、

人
工
透
析
が
必
要
に
な
る
原
因
の
第
１
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

４
．
糖
尿
病
大
血
管
障
害

糖
尿
病
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
良
で
あ
る
と
全
身
の
太
い
血
管
に
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
虚
血
性
心
疾
患
や
、
脳
梗
塞
な
ど
の
脳
血
管
障
害
を
招
き
ま
す
。

年間3500人

年間3千人

年間1万4千人

①細小血管障害（いわゆる三大合併症）
・糖尿病神経障害 → 著しくQOL を下げる
・糖尿病網膜症 → 失明の原因　第 2位　　
・糖尿病腎症 → 透析導入の原因　第 1位
　　これらは、糖尿病に特有の合併症です。

②大血管障害
・閉塞性動脈硬化症（足壊疽）→ 下肢切断
・脳血管障害（脳 塞）　　　→ 生命を脅かす
・虚血性心疾患（狭心症、心筋 塞）　↑
　　糖尿病は大きなリスクファクターです。

表２　糖尿病の（慢性）合併症
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ま
た
、
糖
尿
病
神
経
障
害
に
よ
る
末ま

っ

梢し
ょ
う

の
知
覚
障
害
と
相
ま
っ
て
足
壊え

そ疽
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
で
は
心
筋
梗
塞
に
な
る
可
能
性
が
３
倍
に
増
加
し
、
脳
梗
塞
の
患
者
さ
ん

の
過
半
数
の
方
が
よ
く
調
べ
る
と
糖
尿
病
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は
命
に

か
か
わ
る
も
の
で
す
か
ら
、
動
脈
硬
化
の
進
行
を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
が
糖
尿
病
治
療
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
指
標
に
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

糖
尿
病
の
検
査
で
、
一
般
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
況
を
最
も
客
観
的
に
表
す
も
の
は
、
Ｈ
ｂ
Ａ

１
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン　

エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
と
い
う
値
で
す
。

血
糖
値
は
そ
の
と
き
の
状
態
、
例
え
ば
食
前
か
食
後
か
、
前
の
日
に
ど
れ
く
ら
い
食
べ
た
か
、

に
よ
り
上
昇
し
た
り
低
下
し
た
り
す
る
た
め
、
月
に
１
回
程
度
測
定
す
る
場
合
に
は
あ
ま
り
よ
い

指
標
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
は
食
前
で
も
食
後
で
も
一
定
の
値
を
示
し
、

過
去
１
か
月
か
ら
２
か
月
の
平
均
の
血
糖
値
を
表
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
、
ま
ず
自
分
の
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の
値
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

個
々
の
患
者
さ
ん
に
応
じ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
標
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２
０
１
３
年
５
月
に
熊
本
で
開
か
れ
た
糖
尿
病
学
会
で「
熊
本
宣
言
」（
図
３
）が
出
さ
れ
ま
し
た
。

慢
性
合
併
症
を
防
ぐ
た
め
に
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の
値
を
７
％
未
満
に
し
よ
う
、
と
い
う
内
容
で
す
。

熊
本
宣
言
に
は
も
う
一
つ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。「
個
々
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
治
療
目
標
と
な
る
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
低
血

熊本宣言 2013

熊本宣言 2013

第56回
日本糖尿病学会
年次学術集会

あなたとあなたの大切な人のために

図３　日本糖尿病学会の熊本宣言
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糖
な
ど
の
た
め
に
治
療
が
難
し
い
方
に
対
し
て
は
８
％
未
満
、
逆
に
も
っ
と
若
く
て
正
常
を
目
指

せ
る
方
に
は
６
％
未
満
、
と
い
う
よ
う
に
、
症
例
に
よ
っ
て
目
標
を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

方
で
す
。

こ
れ
は
世
界
的
な
流
れ
に
し
た
が
っ
て
、
治
療
目
標
の
決
定
や
治
療
法
の
選
択
に
患
者
さ
ん
個
々

の
嗜
好
や
価
値
観
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
一
方
的
な
治
療
の
強
化
が
必
ず
し
も
全
て

の
患
者
さ
ん
の
利
益
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
、
大
規
模
な
臨
床
ス
タ
デ
ィ
ー
で
分
か
っ
て
き
た

結
果
で
あ
る
と
い
え
ま
す
（
表
３
）。

一
般
的
に
細
小
血
管
合
併
症
の
抑
制
を
目
指
す
目
標
は
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
７
％
未
満
で
す
が
、
個
々

の
患
者
さ
ん
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
標
は
主
治
医
と
相
談
し
て
決
め
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

大
事
な
こ
と
、
そ
れ
は
高
血
糖
の
状
態
を
続
け
な
い
こ
と

　

ー
早
期
の
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
に
よ
り
膵
β
細
胞
を
守
る
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２
型
糖
尿
病
を
発
症
し
た
時
点
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
す
る
膵
臓
の
β
細
胞
の
機
能
は
、
正

常
の
約
50
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
年
々
低
下
し
て
い
く
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
β
細
胞
に
は
イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
す
る
非
常
に
大
き
な
負

荷
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
膵
β
細
胞
の
疲
弊
を
招
き
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
の
低
下
を

早
め
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
血
糖
値
が
非
常
に
高
い
状
態
が
続
く
と
、
糖と

う
ど
く
せ
い

毒
性
と
呼
ば
れ
る
状
態
に
な
り
、
基
本
的

に
内
服
薬
が
効
か
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
長
く
続
け
て
い
る
と
、
そ
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な

●糖尿病患者さんの死因として重要な心筋梗塞、狭心症などの虚血性心疾患の発症・進展を抑
制するためには、糖尿病発症早期から厳格な血糖コントロールを行うべきである。早期から
良好な血糖コントロールを行うことが、その後10年以上にわたって虚血性心疾患の発症・
進展を抑えることが分かっており、遺産効果と呼ばれている。

●一方で、罹病期間（特にコントロールが悪かった期間）が長く合併症が進行している患者さん
で急激に厳格な血糖コントロールを行うと、かえって心筋梗塞などを引き起こす危険性が増
えてしまうので、そのような患者さんでは緩やかな血糖コントロールを行うべきである。

●極力低血糖は起こさない治療を行うべきである。

表３　最近の大規模臨床スタディーから分かってきたこと
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合
併
症
が
進
行
し
た
り
、
膵
β
細
胞
の
疲
弊
が
進
ん
で
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
が
枯

渇
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
血
糖
状
態
か
ら
は
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
抜
け
出
さ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
が
、
糖
毒
性
と
い
う
状
態
で
は
内
服
薬
を
増
や
し
て
も
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
を
行
い
血
糖
値
を
正
常
に
近
づ
け

る
（
糖
毒
性
を
解
除
す
る
）
治
療
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
お
、
こ
の
場

合
で
も
合
併
症
の
進
行
具
合
な
ど
に
よ
っ
て
血
糖
値
を
下
げ
る
ス
ピ
ー
ド
を
速

く
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
血
糖
値
が
高
い
状
態
を
続
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
必
要
で
あ
れ
ば
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
を
行
っ
て
、
膵
臓
を
休
ま
せ
る
こ
と

が
重
要
で
す
（
表
４
）。

24
時
間
連
続
し
て
血
糖
値
を
測
定
で
き
る
Ｃ
Ｇ
Ｍ
と
い
う
装
置
の
導
入
や
イ

ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
な
ど
新
規
薬
剤
の
採
用
に
よ
り
、
よ
り
血
糖
変
動
の
少
な

い
（
い
わ
ゆ
る
質
の
良
い
）
糖
尿
病
治
療
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
最
新
の
糖
尿
病
治
療
を
皆
さ
ん
に
提
供

す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ インスリン治療をするということは、状態がすごく悪いということ？
血糖コントロールが良好であれば、インスリン治療をしていても合併症の進行を抑えられ
ます。逆にインスリン治療をしていなくても血糖コントロールが不十分だと合併症が発症
し、進行してしまいます。合併症が進行すると、失明したり命にかかわる状況が生じてき
たりしますので、状態が悪いことになります。つまり、インスリン治療が必要かどうかは、
状態の良い悪いとは直接関係がありません。

Ｑ インスリン治療を始めたら、やめられない？
血糖値が高いと糖毒性の状態になって内服薬が効かなくなります。インスリン治療によっ
て糖毒性が解除されると、多くの場合で内服薬が効くようになってきますから、インスリ
ン治療をやめられることも多いのです。また、インスリンはもともと生体から出ているホ
ルモンと同じものですから、麻薬のような習慣性は絶対にありません。

Ｑ インスリンを注射すると、膵臓がインスリンを出さなくなる？
これはまったく逆です。インスリン治療によって外からインスリンを補い、血糖値を良く
することによって、それまで高血糖によって酷使されていた膵臓を休ませることになり、
インスリン分泌力が回復することがよくあります。

表４　インスリン治療にまつわる誤解Ｑ＆Ａ
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血
圧
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

血
圧
と
は
血
管
の
中
を
流
れ
る
血
液
の
勢
い
で
あ
り
、
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
血
液
の
量
と
血
液
が

流
れ
る
血
管
の
硬
さ
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
例
え
ば
、
水
道
の
蛇
口
に
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
、
栓
を
大

き
く
開
け
ば
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
勢
い
は
強
く
な
り
、
ホ
ー
ス
を
指
で
圧
迫
し
て
も
勢
い
は
強
く
な
り
ま

す
。
大
切
な
こ
と
は
、
心
臓
の
収
縮
と
拡
張
に
合
わ
せ
て
二
つ
の
血
圧
値
が
あ
り
（
収
縮
期
血
圧
と
拡
張

期
血
圧
）、心
臓
の
拍
動
と
血
管
の
緊
張
の
度
合
い
で
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
（
図
１
）。

な
ぜ
血
圧
が
高
く
な
る
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高
血
圧
の
患
者
さ
ん
の
約
９
割
は
本ほ

ん
た
い
せ
い

態
性
高
血
圧
と
い
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
検
査
を
し
て
も
原

因
が
は
っ
き
り
と
し
ま
せ
ん
。
一
方
、
遺
伝
的
因
子
が
関
係
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
、
例
え
ば

両
親
が
そ
ろ
っ
て
高
血
圧
の
場
合
、
子
ど
も
が
高
血
圧
に
な
る
確
率
は
約
50
％
と
い
う
デ
ー
タ
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
確
率
が
50
％
と
い
う
こ
と
は
、
遺
伝
以
外
の
因
子
、
例
え
ば
環
境
因
子
（
生

活
習
慣
な
ど
）
も
高
血
圧
の
発
症
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
高
血
圧
の

患
者
さ
ん
の
約
１
割
は
二
次
性
高
血
圧
と
い
っ
て
、
甲
状
腺
や
副
腎
あ
る
い
は
腎
臓
か
ら
血
圧
を

上
げ
る
ホ
ル
モ
ン
が
過
剰
に
分
泌
さ
れ
る
こ
と
が
原
因
で
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
と
く
に
若
年
の

患
者
さ
ん
で
は
専
門
の
医
療
機
関
で
二
次
性
高
血
圧
の
鑑
別
診
断
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
血
圧
が
高
い
と
い
け
な
い
の
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

血
圧
が
高
い
状
態
が
長
く
続
く
と
血
管
の
壁
が
傷
み
、
動
脈
硬
化
と
い
っ
て
血
管
の
弾
力
性
が

なぜ高血圧は怖いの？
腎臓・高血圧内科主任部長　林

はやし

 晃
てるまさ

正
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な
く
な
っ
て
も
ろ
く
な
っ
た
り
、血
管
の
内
腔
が
狭
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
脳
や
心
臓
、

さ
ら
に
は
腎
臓
と
い
っ
た
大
切
な
臓
器
に
血
流
が
十
分
供
給
さ
れ
な
く
な
り
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
、
腎
不
全
な
ど
を
発
症
し
ま
す
（
図
２
）。

日
常
で
の
血
圧
チ
ェ
ッ
ク
、
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高
血
圧
の
怖
い
と
こ
ろ
は
自
覚
症
状
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
高
血
圧
を
早
め
に
発
見
し
、

血
圧
を
良
好
に
管
理
す
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
家
庭
血
圧
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
血

圧
を
正
し
く
測
る
た
め
に
、
次
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
座
っ
て
測
定

血
圧
は
、「
心
臓
の
高
さ
に
あ
る
上
腕
の
血
圧
を
座
っ
て
計
測
し
た
値
」
が
基
準
で
す
。
必
ず
座
っ

て
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
信
頼
で
き
る
血
圧
計
を
選
択

上
腕
部
に
カ
フ
を
巻
く
タ
イ
プ
の
も
の
が
お
勧
め
で
す
。
手
首
や
指
先
で
測
る
血
圧
計
で
は
正

確
な
測
定
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３
．
同
じ
時
間
に
測
定

朝
の
起
床
後
１
時
間
以
内
・
排
尿
後
と
就
寝
前
の
測
定
を
お
勧
め
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
座
位
１

〜
２
分
の
安
静
後
に
測
定
し
ま
す
。

４
．
記
録
す
る

収
縮
期
血
圧
と
拡
張
期
血
圧
を
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
つ
な
い
で
ゆ
く
と
、

変
化
を
分
か
り
や
す
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

血圧には収縮期血圧と拡張期血圧があって、
それぞれに刻一刻と変化している
mmHg

収縮期血圧

拡張期血圧

160

140

120

図 1　血圧の変動
危険度

『高血圧治療ガイドライン2009』（ライフサイエンス出版）より改変

収縮期(mmHg) <120       120-129   130-139   140-159   160-179   　180≦
　　　　　　　　かつ　　　　または　　　または　　　または　　　または　　　または
拡張期(mmHg)   <80          80-84        85-89        90-99     100-109  　110≦

10

8

6

4

2

0

図 2　血圧値別にみた脳卒中発症危険度
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す
こ
や
か
な
体
は
日
頃
の
食
事
か
ら
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

私
た
ち
は
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
あ
い
さ
つ
と
と
も
に
毎
日
食
事
を
摂と

っ
て

い
ま
す
。
豊
か
で
便
利
な
飽
食
の
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
食
べ
物
を
大
切
に
思
う
心
」「
健
康
に
よ

い
食
事
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
も
の
で
す
。

で
は
、
食
生
活
の
中
で
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？　

生
活
習
慣

病
と
い
わ
れ
る
病
気
は
、い
ず
れ
も
食
生
活
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、
誰
も
が
心
が
け
た
い
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

腹
八
分
目
で
肥
満
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

肥
満
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
悪
く
し
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
な
ど
生
活
習
慣
病
の
も
と

と
な
り
ま
す
。
早
食
い
・
な
が
ら
食
い
・
ま
と
め
食
い
は
食
べ
過
ぎ
に
な
り
、肥
満
に
つ
な
が
り
ま
す
。

食
事
は
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
味
わ
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
標
準
体
重
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
標
準
体
重
と
は
、
病
気
に
な
る
確
率
が
有
意
に

低
く
、
最
も
健
康
的
に
生
活
が
で
き
る
理
想
的
な
体
重
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◆
標
準
体
重
（
㎏
）
＝
身
長
（
ｍ
）
×
身
長
（
ｍ
）
×
22　
（
図
１
）

次
に
、
１
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
＝
標
準
体
重
に
25
〜
35
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
を
か
け
た
数
（
図
２
）

例
え
ば
、
身
長
１
６
５
㎝
の
人
の
場
合
は
、

標
準
体
重
＝
１
・
65
（
ｍ
）
×
１
・
65
（
ｍ
）
×
22
＝
60
（
㎏
）
と
な
り
ま
す
。

今日から始める！
食生活で防ぐ生活習慣病

栄養管理室長　山
やま

根
ね

 泰
やす

子
こ
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普
通
の
労
作
の
場
合
は
、

適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
＝
60
（
㎏
）
×
30
（
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
／
㎏
）
＝
１
８
０
０
（
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
）
と

な
り
ま
す
。

肥
満
は
多
く
の
生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
に
気
を
つ
け
、
普
段

か
ら
自
分
の
体
重
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
日
３
食
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
日
２
食
で
は
、
食
事
と
食
事
の
間
隔
が
空
く
の
で
1
回
に
食
べ
る
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

間
食
が
増
え
て
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

健
康
に
暮
ら
す
た
め
の
食
事
と
し
て
最
も
基
本
的
な
こ
と
は
、
必
要
な
栄
養
素
を
過
不
足
な
く

摂
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
」
を
そ
ろ
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ご
は
ん
・
パ
ン
・
麺
類
な
ど
は
糖
質
を
多
く
含
み
、
体
や
脳
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
と
な

り
ま
す
。
魚
・
肉
・
卵
・
大
豆
製
品
な
ど
は
タ
ン
パ
ク
質
を
多
く
含
み
、
体
の
組
織
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
し
て
、
油
な
ど
は
脂
質
の
供
給
源
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
３
大
栄
養
素
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
野
菜
や
果
物
、
海
藻
類
は
不
足
す
る
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
な
ど
を
補
う

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
含
め
て
６
大
栄
養
素
と
い
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
選
ぶ
こ
と
で
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

野
菜
や
海
藻
を
た
っ
ぷ
り
と
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

野
菜
や
海
藻
な
ど
に
は
、
食
物
繊
維
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
食
物
繊
維
に
は
糖
質
や

まず、あなたの標準体重を知りましょう
病気になる確率が有意に低く、最も健康的に生活ができる
理想的な体重のこと

標準体重（kg）＝身長（m）×身長（m）×22

× × =
kg

（例）  身長１６５㎝の標準体重は？

1.65 1.65 22 60
m m

図1　標準体重　
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脂
肪
の
吸
収
を
遅
ら
せ
て
、
満
腹
感
を
持
続
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
腸
内
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
吸
着
し
て
便
と
と
も
に
排
出
し
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
働
き

も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
野
菜
や
海
藻
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
は
、
が
ん
や
動

脈
硬
化
を
防
ぎ
ま
す
。
日
頃
か
ら
た
っ
ぷ
り
摂
り
ま
し
ょ
う
。

脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
は
控
え
ま
し
ょ
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
動
脈
硬
化
を
進
め
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま

す
。
油
を
使
っ
た
料
理
は
な
る
べ
く
控
え
、
脂
肪
の
と
り
過
ぎ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

脂
肪
に
は
、
肉
に
多
い
飽
和
脂
肪
酸
と
、
魚
に
多
い
不
飽
和
脂
肪
酸
が
あ
り
ま
す
。
飽
和
脂
肪

酸
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
、
不
飽
和
脂
肪
酸
を
多
く
含
む
食
品
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減

ら
し
ま
す
。
肉
料
理
よ
り
魚
料
理
が
お
勧
め
で
す
。

塩
分
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日
本
人
の
１
日
の
塩
分
摂
取
量
は
、
男
性
が
8
ｇ
未
満
、
女
性
は
７
ｇ
未
満
が
目
標
で
す
（
厚

生
労
働
省
策
定
『
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
２
０
１
5
年
版
』）。
ま
た
、
高
血
圧
の
人
は
、
１
日

6
ｇ
未
満
が
望
ま
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

塩
分
は
、
全
て
「
塩
」
か
ら
摂
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
み
そ
・
し
ょ
う
ゆ
・
ソ
ー
ス
と
い
っ

た
調
味
料
や
漬
物
・
佃
煮
類
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
汁
物
は
１
日
１
杯
、
漬
物
は
１
日
１

回
に
し
ま
し
ょ
う
。

レ
モ
ン
・
ス
ダ
チ
な
ど
の
柑
橘
類
や
、
わ
さ
び
・
唐
辛
子
・
生
姜
な
ど
を
使
う
と
、
お
い
し
く

適正エネルギーを求めましょう

●軽労作（デスクワーク）25～30kcal/kg
●普通労作（立ち仕事が多い職業）30～35kcal/kg
●重い労作（力仕事の多い職業）35kcal/kg以上

標準体重（kg）×身体活動量（kcal/kg）＝適正エネルギー（kcal）

× =
（例）  
身長１６５㎝だと？ 60

      kg
 30
 kcal/kg

1800
      kcal

図２　適正エネルギー
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減
塩
で
き
ま
す
。昆
布
や
か
つ
お
節
な
ど
を
使
っ
た
だ
し
汁
も
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。洋
食
は
、

和
食
よ
り
塩
分
が
低
め
な
の
で
、
脂
肪
を
と
り
過
ぎ
な
い
程
度
に
取
り
入
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
減
塩
は
徐
々
に
進
め
て
い
く
の
が
コ
ツ
で
す
。
少
し
ず
つ
薄
味
に
慣
ら
し
て
い
く
よ
う
に

す
れ
ば
、
我
慢
し
な
く
て
も
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。

週
に
２
日
は
休
肝
日
を
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お
酒
の
飲
み
過
ぎ
は
肝
臓
の
働
き
を
悪
く
す
る
ほ
か
、
中
性
脂
肪
を
増
や
し
、
動
脈
硬
化
を
助

長
し
ま
す
。
週
に
２
日
の
休
肝
日
を
つ
く
り
、
適
度
な
量
（
１
日
に
日
本
酒
1
合
、
ま
た
は
ビ
ー

ル
中
ビ
ン
１
本
程
度
）
を
刺
し
身
や
豆
腐
な
ど
の
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
を
つ
ま
み
に
し
て
楽
し
く

飲
み
ま
し
ょ
う
。

今
日
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
ま
す
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

食
生
活
を
振
り
返
り
、
食
事
改
善
の
目
標
を
見
つ
け
る
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
今
日
す
ぐ
に

で
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
各
種
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
治
医
か

ら
の
指
示
で
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
食
事
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
お
い
し
く
、
楽
し
く
、
健

康
に
よ
い
食
事
」
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

参
考
文
献
／
『
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
２
０
１
5
年
版
』（
厚
生
労
働
省
）、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.m

hlw
.go.jp

、『
健
康
増
進
の
し
お
り
』（
公
益
社
団
法
人 

日
本
栄
養
士
会
）
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肛
門
の
病
気
の
総
称
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
痔
」
は
日
本
人
の
２
〜
３
人
に
１
人
が
か
か
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
も
は
や
国
民
病
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
痔
と
い
う
の
は
一
つ
の
病
気
で
は
な
く
、
肛
門
の
病
気
の
総
称
で

正
確
な
病
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肛
門
は
消
化
管
の
出
口
で
す
。
こ
の
部
位
に
ど
う
し
て
多
く
の

人
が
罹り

患か
ん

し
て
い
る
痔
が
発
病
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

肛
門
は
妊
娠
約
８
〜
９
週
目
ま
で
の
胎
児
に
お
い
て
外
側
に
向
か
う
原
始
の
腸
と
内
側
に
向
か

う
皮
膚
の
く
ぼ
み
が
互
い
に
つ
な
が
り
開
通
し
て
出
来
上
が
り
ま
す
。
つ
ま
り
肛
門
は
構
造
だ
け

で
は
な
く
、
伸
縮
性
な
ど
の
機
能
も
異
な
る
二
つ
の
組
織
が
同
居
し
た
複
雑
な
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
体
に
と
っ
て
小
さ
な
部
位
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
疾
患
が
生
じ
る
の
で
す
。

肛
門
に
で
き
る
疾
患
に
は
痔じ

核か
く

、
裂
肛
、
痔じ

瘻ろ
う

な
ど
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
こ
の
三
大
疾
患
が
大

多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
あ
る
報
告
で
は
肛
門
疾
患
の
約
65
％
が
内
外
痔
核
で
、
裂
肛
（
約
25
％
）、

痔
瘻
（
約
５
％
）
と
続
き
ま
す
。

主
な
症
状
は
出
血
と
疼と

う
つ
う痛

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

多
く
の
日
本
人
が
痔
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
痔
の
受
診
率
は
40
％
程
度
し
か
な
い
よ
う
で
す
。

痔
は
メ
ジ
ャ
ー
な
病
気
で
す
が
、あ
ま
り
病
院
に
行
か
な
い
病
気
な
の
で
す
。
さ
ら
に
治
療
も
せ
ず
、

誰
に
も
相
談
も
し
な
い
人
が
約
40
％
も
い
ま
す
。

で
は
治
療
も
な
に
も
せ
ず
、
放
置
し
て
い
る
痔
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
知
ら
な
い
う
ち
に
改
善
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

放置していいの？
「痔」がよく分かるお話

消化器外科医長　宮﨑 進
すすむ
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痔
は
良
性
疾
患
で
す
。
だ
か
ら
症
状
さ
え
我
慢
で
き
れ
ば
放
置
で
き
る
病
気
で
す
。
代
表
的
な
症

状
は
排
便
に
関
連
す
る
出
血
と
疼
痛
で
す
。

痔
核
と
生
活
習
慣
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

肛
門
に
で
き
る
疾
患
に
よ
っ
て
成
因
は
多
少
異
な
り
ま
す
が
、
一
番
多
い
痔
核
に
は
生
活
習
慣

が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
長
時
間
の
立
位
や
座
位
、
便
秘
、
下
痢
、
長
い
排
便
時
間
、

暴
飲
暴
食
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
香
辛
料
の
過
量
摂
取
、
食
物
繊
維
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
体
の
冷
え
な

ど
が
肛
門
、
と
く
に
痔
核
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

痔
に
対
す
る
治
療
の
第
一
選
択
は
手
術
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
保
存
的
に
治
療
を
行

い
ま
す
。
保
存
的
治
療
と
は
ま
ず
生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
と
、
注
入
軟な

ん
こ
う膏

や
坐
剤
な
ど
を
用
い

た
薬
物
療
法
を
行
う
こ
と
で
す
。
保
存
的
治
療
を
行
っ
て
も
改
善
が
な
い
場
合
は
外
科
治
療
が
行

わ
れ
ま
す
。

こ
の
外
科
治
療
が
必
要
と
な
る
割
合
は
疾
患
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
痔
瘻
の
手
術
率
は
約

70
％
と
高
く
、
一
方
で
痔
核
や
裂
肛
は
５
〜
15
％
と
低
く
な
り
ま
す
。
手
術
療
法
も
技
術
が
進
歩

し
て
長
期
の
入
院
は
不
要
と
な
り
、
日
帰
り
手
術
を
行
っ
て
い
る
施
設
も
多
数
あ
り
ま
す
。

こ
の
痔
と
い
う
病
気
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
番
厄
介
な
が
ん
が
隠
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
腸
が
ん
の
初
発
症
状
に
血
便
や
便
潜
血
反
応
陽
性
が
あ
り

ま
す
が
、
痔
が
あ
っ
て
も
同
じ
で
す
。
痔
と
い
う
こ
と
で
放
置
し
て
い
る
と
…
…
。
痔
瘻
に
は
痔
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瘻
が
ん
の
発
生
が
約
０
・
１
％
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

痔
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
定
期
的
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

直腸

静脈叢：直腸粘膜下の静脈が網状に集まったところ

肛門小窩：痔瘻のときのばい菌侵入口となるくぼみ

歯状線：直腸粘膜と皮膚の境目

肛門管上皮

内括約筋：無意識のうちに肛門を閉めている筋肉

外括約筋：意識的に肛門を閉めたときに働く筋肉

図 1　正常な肛門

歯状線：直腸粘膜と皮膚の境目
内痔核：歯状線より上で静脈叢の中にうっ血が起き膨

らんだもの。
この部分には痛覚の神経がないため、痛みは
感じない。
排便時に出血や脱出を認めることがある。大
きいものは手術が必要となる。

外痔核：歯状線より下にできる痔核で出血は少なく、
手術になることも少ない。内痔核・脱出内痔核・脱出

図 2　痔核

歯状線：直腸粘膜と皮膚の境目

切れ痔（裂肛）：肛門管上皮常のきず。強い痛みと少量
の出血が特徴。硬い便や下痢で起こる。

内括約筋：無意識のうちに肛門を閉めている筋肉
外括約筋：意識的に肛門を閉めたときに働く筋肉

図 3　裂肛（切れ痔）

痔瘻：肛門小窩よりばい菌が入って、化膿を起こし、
　　　それが外側に破れ、図のような管ができたも　
　　　の。手術をしないと治らない。
肛門小窩：痔瘻のときのばい菌侵入口となるくぼみ
歯状線：直腸粘膜と皮膚の境目

肛門・直腸周囲膿瘍：肛門の周囲のおできのこと。
　　　　　痔瘻の急性期の状態である場合が多い。
内括約筋：無意識のうちに肛門を閉めている筋肉
外括約筋：意識的に肛門を閉めたときに働く筋肉

図 4 肛門の膿瘍

「医療法人恵仁会 松島病院ホームページ」より作成



第
４
章　

知
っ
て
得
す
る
、
心
臓
・
血
管
と
難
病
の
お
話



第
４
章

知
っ
て
得
す
る
、心
臓
・
血
管
と
難
病
の
お
話

82

心
臓
が
刻
む
リ
ズ
ム
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

全
身
に
血
液
を
送
り
出
す
心
臓
は
、
生
命
の
維
持
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
臓
器
で
す
。
大
き
く

「
心
房
」
と
「
心
室
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
心
房
は
血
液
を
た
め
て
お
く
場
所
、
心
室
が
全
身
に
血

液
を
送
り
出
す
ポ
ン
プ
と
し
て
働
き
ま
す
。
全
身
か
ら
戻
っ
て
き
た
血
液
は
右
心
房
か
ら
右
心
室

そ
し
て
肺
動
脈
を
通
っ
て
肺
に
血
液
が
送
ら
れ
ま
す
。
肺
で
は
血
液
中
の
酸
素
と
二
酸
化
炭
素
が

交
換
さ
れ
、
肺
静
脈
を
通
っ
て
左
心
房
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
左
心
室
へ
流
れ
、
左
心
室

の
収
縮
に
よ
り
全
身
へ
血
液
が
行
き
渡
る
の
で
す
。
こ
う
し
て
血
液
は
全
身
を
循
環
し
て
い
ま
す
。

そ
の
循
環
の
た
め
の
ポ
ン
プ
が
心
臓
な
の
で
す
（
図
１
）。

心
臓
は
心
房
の
収
縮⇒

心
室
の
収
縮
と
規
則
正
し
く
動
い
て
い
ま
す
。
私
は
中
学
生
の
と
き
授

業
で
の
カ
エ
ル
の
解
剖
で
、
心
臓
を
取
り
出
し
て
も
心
臓
は
勝
手
に
動
い
て
い
る
の
を
見
て
驚
き

ま
し
た
。心
臓
は
体
外
に
取
り
出
し
て
も
勝
手
に
動
き
ま
す
。こ
れ
を
自
動
能
と
言
い
ま
す（
図
１
）。

洞ど
う
け
っ
せ
つ

結
節
と
い
う
自
動
能
を
も
つ
部
分
が
あ
り
、
規
則
正
し
く
電
気
を
作
り
出
す
の
で
す
。
洞
結
節

で
で
き
た
電
気
は
心
房
に
伝
わ
り
、
心
房
か
ら
心
室
へ
は
唯
一
の
通
り
道
で
あ
る
房
室
結
節
を
通

り
、
心
室
へ
電
気
が
流
れ
る
の
で
す
。
電
気
が
心
房
か
ら
心
室
へ
伝
わ
る
こ
と
を
「
伝
導
」
す
る

と
い
い
、
細
胞
に
電
気
が
流
れ
て
く
る
と
細
胞
は
「
興
奮
」
し
ま
す
。
細
胞
が
興
奮
す
る
と
心
筋

は
収
縮
し
ま
す
。
興
奮
し
た
細
胞
は
し
ば
ら
く
す
る
と
興
奮
か
ら
回
復
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
心

筋
は
拡
張
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
正
常
の
心
臓
は
一
定
の
リ
ズ
ム
で
動
き
続
け
ま
す
。

心
電
図
と
い
う
の
は
こ
う
し
た
電
気
現
象
を
見
え
る
よ
う
に
図
に
し
た
も
の
で
す
。「
図
１
」
は

正
常
の
洞ど

う

調ち
ょ
う

律り
つ

の
心
電
図
で
す
。
Ｐ
波
、
Ｑ
Ｒ
Ｓ
波
、
Ｔ
波
が
１
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ

不整脈の治療――心臓のリズム
不整脈科部長　古

ふるかわ

川 善
よし

郎
お
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波
が
心
房
の
興
奮
を
表
し
、
Ｑ
Ｒ
Ｓ
波
が
心
室
の
興
奮
を
表
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
波
は
心
室
が
興
奮

か
ら
回
復
し
て
い
る
と
き
の
波
で
す
。

不
整
脈
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

洞
結
節
が
作
り
出
す
リ
ズ
ム
を
洞
調
律
と
い
い
ま
す
。
自
律
神
経
の
影
響
で
運
動
し
た
り
緊
張
し

た
り
す
る
と
脈
は
速
く
な
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
り
、
眠
っ
た
り
す
る
と
脈
は
遅
く
な
り
ま
す
。

不
整
脈
は
正
常
洞
調
律
以
外
の
リ
ズ
ム
の
総
称
で
す
。
正
常
洞
調
律
は
１
分
間
に
60
〜
１
０
０
回
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
範
囲
外
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
病
気
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

心
拍
が
遅
く
な
る
不
整
脈
の
症
状
と
し
て
倦け

ん
た
い
か
ん

怠
感
、
め
ま
い
、
眼が

ん
ぜ
ん
あ
ん
こ
く
か
ん

前
暗
黒
感
、
失
神
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
原
因
は
主
と
し
て
洞
結
節
の
異
常
（
洞ど

う

不ふ

全ぜ
ん

症し
ょ
う

候こ
う
ぐ
ん群

）
と
房
室
結
節
で
伝
導
が
遮
断
さ

れ
る
も
の
（
房ぼ

う
し
つ室

ブ
ロ
ッ
ク
）
が
あ
り
ま
す
。

心
拍
が
速
く
な
る
不
整
脈
の
症
状
は
動ど

う

悸き

、
息
切
れ
、
失
神
な
ど
で
す
。
自
分
の
心
臓
が
う
つ

心
拍
を
不
快
に
感
じ
る
こ
と
が
動
悸
で
す
。
失
神
は
一
過
性
に
気
を
失
い
、
短
時
間
で
回
復
す
る

も
の
で
す
。
１
拍
だ
け
速
い
脈
が
で
る
「
期
外
収
縮
」、
１
分
間
に
１
０
０
〜
２
０
０
ぐ
ら
い
の

「
頻ひ

ん
ぱ
く拍

」、
２
０
０
〜
３
５
０
ぐ
ら
い
の
「
粗
動
」、
３
５
０
以
上
の
「
細
動
」
が
あ
り
ま
す
。
不
整

脈
の
起
こ
る
場
所
に
よ
り
「
心
房
性
」
や
「
心
室
性
」
と
組
み
合
わ
せ
て
呼
び
ま
す
。

不
整
脈
の
原
因
は
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓
自
体
の
病
気
の
た
め
に
起
こ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
心

臓
自
体
に
は
ま
っ
た
く
異
常
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
、
た
ば
こ
、
疲
労
、
睡
眠
不

足
の
ほ
か
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
睡
眠
時
無
呼
吸
、
甲
状
腺
機
能
亢こ

う
し
ん進

症
な
ど
も
不
整
脈
を
起
こ
し
や
す
く
し
ま
す
。
診
断
は
不
整
脈
が
起
こ
っ
て
い
る
と
き
に
心
電
図

右心房
右心房

右心室

主肺動脈

肺静脈

左心室

大動脈弁

左心房

トーアエイヨー社作成の心臓・血管病アトラスにもとづき作成

洞結節

房室結節

ヒス束

右脚

左脚

P波 T波QRS波

プルキンエ線維

上行大動脈

上行大動脈

図１　 心臓と電気の通り道と心電図
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を
撮
れ
ば
即
座
に
で
き
ま
す
。
逆
に
不
整
脈
が
出
て
い
な
い
と
き
の
心
電
図
は
正
常
の
こ
と
が
多

く
、
正
確
な
診
断
は
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
病
院
を
受
診
し
た
の
に
今
日
の
心
電
図
は

正
常
で
す
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
正
確
な
診
断
の
た
め
に
は
症
状
が
出
た
と
き

に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
心
電
図
を
撮
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

不
整
脈
が
起
こ
っ
た
ら
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

た
ま
に
一
拍
だ
け
脈
が
飛
ぶ
程
度
で
自
覚
症
状
も
軽
け
れ
ば
問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

期
外
収
縮
の
症
状
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
数
が
あ
ま
り
に
も
多
く
心
機
能
が
低
下
し
た
り
、

症
状
が
非
常
に
強
く
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
た
り
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
治
療
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

逆
に
す
ぐ
に
で
も
病
院
を
受
診
し
た
ほ
う
が
い
い
不
整
脈
も
あ
り
ま
す
。
不
整
脈
の
た
め
脳
に

循
環
す
る
血
液
量
が
低
下
す
る
場
合
で
す
。
急
に
気
を
失
っ
た
り
、
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
症
状
の
全
て
が
不
整
脈
が
原
因
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
不
整
脈
が
原
因
の
場
合
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

突
然
始
ま
り
突
然
停
止
す
る
動
悸
で
は
１
分
間
の
脈
が
規
則
正
し
い
も
の
の
１
分
間
に
１
５
０

〜
２
０
０
回
ぐ
ら
い
ま
で
速
く
な
る
発ほ

っ

作さ

性せ
い

上じ
ょ
う

室し
つ
せ
い
ひ
ん
ぱ
く

性
頻
拍
症
が
あ
り
ま
す
。
命
の
心
配
ま
で
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
症
状
が
強
い
の
で
治
療
が
必
要
の
こ
と
が
多
い
で
す
。

不
整
脈
の
治
療

―
体
内
に
植
え
込
む
器
械
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

極
端
に
心
拍
数
が
少
な
く
な
り
、
め
ま
い
や
眼
前
暗
黒
感
、
失
神
な
ど
の
症
状
が
出
る
場
合
は
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ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
い
う
器
械
を
前
胸
部
に
植
え
込
み
ま
す
。
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
は
遅
く
な
っ
た

脈
を
補
う
も
の
で
す
。
設
定
し
た
脈
拍
よ
り
遅
く
な
れ
ば
心
房
や
心
室
を
刺
激
し
脈
拍
を
増
や
し

ま
す
。
速
く
な
る
脈
を
整
え
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
写
真
１
）。

一
方
、
速
い
脈
で
こ
う
し
た
症
状
が
出
る
場
合
は
心
室
細
動
や
心
室
頻
拍
と
い
う
突
然
死
を
起

こ
す
不
整
脈
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
不
整
脈
が
起
こ
っ
て
も
命
を
守
れ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
患
者
さ
ん
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
い
る
シ
ー
ン
を

見
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
電
気
シ
ョ
ッ
ク
は
心
臓
に
強
い
電
流
を
流
し
て
不
整
脈
を
停
止
さ

せ
ま
す
。
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
よ
り
一
回
り
大
き
い
植う

え
込こ

み
型が

た
じ
ょ
さ
い
ど
う

除
細
動
器き

（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）
と
い
う
器

械
を
植
え
込
み
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
が
不
整
脈
を
感
知
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
こ
う
す
る

こ
と
で
多
く
の
突
然
死
が
防
げ
る
の
で
す
（
写
真
１
）。

頻
脈
の
治
療
―
―
抗
不
整
脈
薬
と
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
 ・・・・・・・・・・・・・

速
い
脈
の
治
療
は
抗こ

う

不ふ

整せ
い

脈み
ゃ
く

薬や
く（

不
整
脈
を
出
に
く
く
す
る
薬
剤
）が
あ
り
ま
す
。
簡
便
で
す
が
、

根
治
的
な
も
の
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
抗
不
整
脈
薬
を
内
服
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

根
治
を
め
ざ
す
治
療
と
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
首
や
足
の
付
け
根
の

静
脈
・
動
脈
か
ら
電
極
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
細
い
管
を
心
臓
ま
で
入
れ
ま
す
。
多
く
の
不
整
脈
に

は
維
持
さ
れ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
回
路
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
頻
脈
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
部

分
を
見
つ
け
出
し
、
カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端
か
ら
高
周
波
通
電
を
す
る
こ
と
で
心
臓
の
筋
肉
を
少
し

だ
け
焼
き
、
不
整
脈
を
根
治
す
る
方
法
で
す
（
図
２
）。
不
整
脈
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、
発
作

性
上
室
性
頻
拍
、
心
房
粗
動
な
ど
は
95
％
ぐ
ら
い
の
高
い
成
功
率
で
根
治
が
可
能
で
、
合
併
症
も

写真１　 ＩＣＤとペースメーカー（メドトロニック社提供）
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少
な
く
第
一
選
択
と
な
り
え
ま
す
。

心し
ん
ぼ
う
さ
い
ど
う

房
細
動
の
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

心
房
細
動
は
心
房
の
心
拍
数
が
１
分
間
に
３
５
０
回
以
上
に
な
り
ま
す
。
そ
の
全
部
が
心
室
に

伝
わ
る
の
で
は
な
く
適
当
に
心
室
に
伝
わ
る
の
で
脈
は
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
に
な
り
ま
す
。
絶
対

性
不
整
脈
と
い
い
、
心
電
図
が
発
明
さ
れ
る
前
か
ら
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
非
常
に

多
い
不
整
脈
で
日
本
人
で
は
健
康
診
断
な
ど
で
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
１
０
０
万
人
以
上
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
心
房
細
動
と
い
う
持
続
性
（
慢
性
）
心
房
細
動
の
方
は
診
断
も
し
や
す
い

の
で
す
が
、
い
つ
も
は
正
常
だ
け
ど
時
々
心
房
細
動
と
い
う
発
作
性
心
房
細
動
の
場
合
は
な
か
な

か
診
断
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
方
を
含
め
る
と
、
も
っ
と
多
い
こ
と
が
予
想

で
き
ま
す
。

症
状
は
千
差
万
別
で
す
。
ま
っ
た
く
無
症
状
と
い
う
人
か
ら
動
悸
、
息
切
れ
、
呼
吸
困
難
な
ど

非
常
に
強
い
症
状
を
訴
え
る
人
ま
で
い
ま
す
。
症
状
の
強
さ
と
心
房
細
動
の
重
症
度
と
は
関
連
が

あ
り
ま
せ
ん
。
心
房
細
動
自
体
は
命
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
房
細
動
に
な
る

と
心
房
の
中
に
血
栓
と
い
う
血
の
塊
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
血
液
の
流
れ
と
と
も
に

飛
ん
で
い
き
、
脳
梗
塞
を
は
じ
め
と
す
る
血
栓
塞そ

く
せ
ん栓

症
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
心
房

細
動
に
な
る
と
脳
梗
塞
は
５
倍
起
こ
り
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
脳
梗
塞
の
予
防
の
た
め
に
は
血
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
抗こ

う

凝ぎ
ょ
う

固こ

薬や
く

を
飲
み
ま
す
。
現
在
は
研

究
が
進
み
、
ど
の
よ
う
な
人
が
脳
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
い
か
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。「
図
３
」
の

よ
う
に
危
険
因
子
の
点
数
を
合
計
し
た
ス
コ
ア
（
危
険
因
子
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｃチ

ャ

ズ

ツ

ー

Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｓ
２

通電用対極板

高周波発生装置

高周波通電

アブレーション
カテーテル

熱伝導

ジュール熱の発生ジュール熱の発生

「SJM社HP」より作成

図２　カテーテルアブレーションの原理写真２　 不整脈の治療
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ス
コ
ア
と
呼
び
ま
す
）
が
高
い
ほ
ど
脳
梗
塞
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
す
。
最
近
は
新
し
い
抗

凝
固
薬
も
発
売
さ
れ
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

治
療
法
は
心
拍
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
治
療
と
心
房
細
動
自
体
を
治
す
治
療
が
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
の
治
療
も
死
亡
率
、
脳
梗
塞
発
生
と
い
う
観
点
で
は
大
き
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

心
拍
数
だ
け
少
な
く
す
る
治
療
で
は
脈
が
ば
ら
ば
ら
な
ま
ま
な
の
で　

症
状
は
多
少
ま
し
に

な
る
程
度
で
す
が
、
薬
の
副
作
用
は
割
と
少
な
い
で
す
。

一
方
、
心
房
細
動
自
体
を
治
す
方
法
は
抗
不
整
脈
薬
に
よ
る
治
療
と
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
治
療
が
あ
り
ま
す
。
抗
不
整
脈
薬
は
重
篤
な
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。
少

量
の
抗
不
整
脈
薬
で
効
果
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
効
果
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
多
く
使

用
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。治
療
の
目
標
は
発
作
の
頻
度
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
心
房
細
動
の
90
％
以
上
は
肺
静
脈
か
ら
の
期
外
収
縮
が
き
っ
か
け
と
な
り
始
ま
り
ま

す
。
肺
静
脈
の
付
け
根
を
通
電
し
、
期
外
収
縮
が
心
房
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
肺は

い

静じ
ょ
う
み
ゃ
く脈

隔か
く

離り

術
）
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
成
功
率
は
非
常
に
高
い
の
で

す
が
、
再
発
率
が
高
い
の
が
弱
点
で
す
。

発
作
性
心
房
細
動
の
場
合
、
１
回
の
治
療
で
ま
っ
た
く
心
房
細
動
が
起
こ
ら
な
く
な
る
の
が
70

〜
80
％
で
す
。
２
回
す
れ
ば
80
〜
90
％
の
人
は
心
房
細
動
が
起
こ
ら
な
く
な
る
と
い
う
効
果
が
望

め
ま
す
。
一
方
、
持
続
性
（
慢
性
）
心
房
細
動
は
そ
こ
ま
で
の
高
い
効
果
は
望
め
ま
せ
ん
。
比
較

的
重
篤
な
合
併
症
と
し
て
は
心
タ
ン
ポ
ナ
ー
デ
１
％
、
脳
梗
塞
０
・
３
％
な
ど
で
す
。
現
在
で
は
心

臓
の
複
雑
な
解
剖
を
把
握
す
る
た
め
に
心
臓
Ｃ
Ｔ
や
３
次
元
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
合
併
症
を

防
ぐ
た
め
の
医
療
機
器
な
ど
が
発
展
し
て
お
り
安
全
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

20

15

10

5

0 0点

C:うっ血性心不全(Congestive Heart Failure) 1点
H:高血圧(Hypertenstion) 1点
A:高齢(Age < >75yo >) 1点
D:糖尿病(Diabetes Mellitus) 1点
S:脳梗塞の既往(Stroke) 2点

1点 2点 3点 4点 5点
(「JAMA2001:285;2864-70」から）

6点

(%)

1.9 2.8 4.0
5.9

8.5
12.5

18.2

図３　心房細動の脳塞栓発症リスクスコア
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心
不
全
の
原
因
と
症
状
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

心
臓
は
、
酸
素
と
栄
養
を
含
ん
だ
血
液
を
全
身
に
行
き
わ
た
ら
せ
る
ポ
ン
プ
の
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
何
ら
か
の
原
因
で
こ
の
ポ
ン
プ
機
能
が
弱
り
、
全
身
が
必
要
と
す
る
だ
け
の
血
液
を
送
り
出
せ

な
く
な
っ
た
状
態
の
こ
と
を
心
不
全
と
呼
び
ま
す
。
心
不
全
の
原
因
は
、
心
臓
の
血
管
が
狭
く
な
っ

て
心
臓
の
動
き
が
悪
く
な
る
「
虚き

ょ
け
つ
せ
い
し
ん
し
っ
か
ん

血
性
心
疾
患
」、
心
臓
の
弁
の
機
能
不
全
に
よ
る
「
心し

ん
ぞ
う
べ
ん
ま
く

臓
弁
膜
症し

ょ
う

」、

高
血
圧
に
よ
り
心
臓
に
障
害
が
生
じ
る「
高
血
圧
性
心
疾
患
」、心
筋
自
体
の
病
気
で
あ
る「
心し

ん
き
ん筋

症し
ょ
う

」、

心
拍
数
が
極
端
に
速
く
な
っ
た
り
遅
く
な
っ
た
り
す
る
「
不
整
脈
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

心
臓
は
、肺
で
酸
素
化
さ
れ
た
血
液
を
受
け
取
り
、そ
の
血
液
を
全
身
に
送
り
出
し
、全
身
を
巡
っ

た
後
の
二
酸
化
炭
素
を
多
く
含
ん
だ
血
液
を
受
け
取
り
、
そ
の
血
液
を
肺
に
送
る
と
い
う
よ
う
に
、

全
身
と
肺
の
間
で
グ
ル
グ
ル
と
血
液
を
循
環
さ
せ
て
い
ま
す
。
心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
が
低
下
す
る

と
、
心
臓
が
血
液
を
受
け
取
れ
ず
血
液
が
渋
滞
す
る
こ
と
に
よ
る
症
状
（
う
っ
血
症
状
）
と
、
全

身
に
血
液
が
届
か
な
い
こ
と
に
よ
る
症
状
（
心
拍
出
量
低
下
症
状
）
が
生
じ
ま
す
。

う
っ
血
症
状
に
は
、
肺
が
う
っ
血
し
、
肺
で
の
酸
素
・
二
酸
化
炭
素
の
ガ
ス
交
換
が
妨
げ
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
息
切
れ
・
呼
吸
困
難
・
起き

ざ

こ
坐
呼
吸き

ゅ
う

（
横
に
な
る
と
息
苦
し
く
な
り
、
座
る

と
楽
に
な
る
状
態
）
や
、
体
静
脈
が
う
っ
血
す
る
こ
と
に
よ
る
足
の
む
く
み
・
腹
部
膨
満
感
・
食

欲
低
下
な
ど
が
あ
り
、
心
拍
出
量
低
下
症
状
に
は
全
身
倦
怠
感
・
動
悸
な
ど
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

こ
の
よ
う
に
、
心
不
全
で
は
非
常
に
多
彩
な
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
が
心
不
全
の
原
因
に
な
り
得
ま
す
。
そ
こ
で
、
正
し
い
診
断
と
適
切
な
治
療
の
た

め
に
は
、
幅
広
い
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

心不全とは？――診断と治療法
心臓内科医長　玉

たま

置
き

 俊
しゅん

介
すけ
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検
査
と
治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
．
心
電
図
検
査

不
整
脈
や
虚
血
性
心
疾
患
の
有
無
を
判
定
し
ま
す
。

２
．
Ｘ
線
検
査

心
臓
の
拡
大
・
肺
う
っ
血
の
有
無
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

３
．
採
血
検
査

心
臓
や
自
律
神
経
か
ら
分
泌
さ
れ
る
物
質
の
血
中
濃
度
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
心
不
全
の
重
症
度
を

判
定
し
ま
す
。
例
え
ば「
Ｂビ

ー

Ｎエ
ヌ

Ｐピ
ー（Brain Natriuretic　

Peptide 

、脳
性
ナ
ト
リ
ウ
ム
利
尿
ペ
プ
チ
ド
）」

は
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
も
よ
く
測
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
血
中
濃
度
が
「
１
０
０
pg
／
mL
」
で
あ
れ
ば

心
不
全
の
可
能
性
が
あ
り
、
精
査
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
．
超
音
波
検
査

心
臓
弁
膜
症
の
有
無
や
、
心
臓
の
筋
肉
の
動
き
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

５
．
心
臓
Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
）・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
画
像
）
検
査

心
臓
Ｃ
Ｔ
で
は
心
臓
の
血
管
に
詰
ま
り
や
狭き

ょ
う

窄さ
く

が
な
い
か
調
べ
ま
す
。
心
臓
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
心
臓

の
動
き
の
総
合
的
な
評
価
や
、
心
筋
の
傷
み
具
合
の
評
価
な
ど
を
行
い
ま
す
。

６
．
核
医
学
検
査

心
臓
の
血
流
の
評
価
、
つ
ま
り
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
が
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。
心
不
全
で
は
交

感
神
経
の
活
動
が
高
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動
度
を
評
価
し
て
心
不
全
の
治
療
に

役
立
て
る
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

右心室

肺

全身臓器

＜うっ血症状＞
・息切れ・呼吸困難・起坐呼吸

＜うっ血症状＞
・足のむくみ・腹部膨満感・食欲低下

＜心拍出量低下症状＞
・全身倦怠感・動悸

右心房

左心房

左心室
心臓

図1　心不全の症状
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７
．
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

１
〜
６
の
検
査
で
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
行
い
ま
す
。
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
疑
い
が
あ

れ
ば
血
管
造
影
検
査
、
心
臓
の
筋
肉
の
病
気
が
疑
わ
れ
れ
ば
心
筋
生
検
、
弁
膜
症
で
あ
れ
ば
逆
流

量
や
狭
窄
度
の
評
価
を
し
ま
す
。

次
に
治
療
法
を
お
話
し
し
ま
す
。
一
昔
前
は
、
心
不
全
は
非
常
に
予
後
の
悪
い
病
気
で
し
た
が
、

内
服
治
療
・
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
・
外
科
的
治
療
の
進
歩
、
最
近
の
新
た
な
治
療
器
具
の
登
場
な
ど

に
よ
り
、
現
在
で
は
「
治
療
可
能
な
病
気
」
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

１
．
内
服
薬

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
変
換
酵
素
阻
害
薬
、
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
受
容
体
拮
抗
薬
、
β
遮
断

薬
な
ど
が
主
に
治
療
に
使
わ
れ
ま
す
。
β
遮
断
薬
は
と
く
に
治
療
効
果
が
大
き
い
の
で
す
が
、
治

療
は
循
環
器
専
門
の
医
師
が
行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

心
不
全
の
原
因
が
虚
血
性
心
疾
患
で
あ
る
場
合
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
血
行
再
建
術
（
バ
ル
ー

ン
拡
張
・
ス
テ
ン
ト
留り

ゅ
う

置ち

）
を
行
い
ま
す
。

３
．
不
整
脈
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療

心
不
全
の
原
因
が
心
房
細
動
な
ど
の
不
整
脈
で
あ
る
場
合
、
不
整
脈
の
回
路
を
加
熱
に
よ
り

焼し
ょ
う
し
ゃ
く灼

す
る
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
に
よ
っ
て
不
整
脈
を
止
め
、
心
不
全
を
改
善
し
ま
す
。

４
．
デ
バ
イ
ス
治
療
（
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
、
植
え
込
み
型
除
細
動
器
）

心
拍
数
が
極
端
に
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
心
不
全
が
生
じ
て
い
る
場
合
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
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療
の
適
応
と
な
り
ま
す
。
心
臓
が
大
き
く
な
る
と
、
左
心
室
の
動
き
が
そ
ろ
わ
な
く
な
る
こ
と
で

さ
ら
に
心
不
全
が
悪
く
な
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
場
合
に
は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
左
心
室

の
動
き
を
一
致
さ
せ
る
治
療
（
両
心
室
ペ
ー
シ
ン
グ
）
を
行
い
ま
す
（
図
２
）。
危
険
な
不
整
脈
が

起
こ
る
場
合
、
除
細
動
器
を
植
え
込
み
ま
す
。

５
．
外
科
的
治
療

重
度
の
虚
血
性
心
疾
患
や
弁
膜
症
に
つ
い
て
は
、
心
臓
血
管
外
科
で
バ
イ
パ
ス
術
や
弁
形
成
・

弁
置
換
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

６
．
補
助
人
工
心
臓
、
心
移
植

「
１
．」
〜
「
５
．」
に
よ
る
治
療
で
も
治
療
効
果
が
得
ら
れ
な
い
患
者
さ
ん
に
は
、
大
学
附
属
病

院
と
連
携
し
て
補
助
人
工
心
臓
、
心
移
植
に
よ
る
治
療
を
検
討
し
ま
す
。

当
科
で
検
査
・
治
療
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

心
不
全
の
治
療
で
は
、
心
臓
と
心
臓
以
外
の
問
題
点
を
、
検
査
を
駆
使
し
て
正
確
に
判
断
し
、

必
要
な
治
療
を
迅
速
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
総
合
病
院
で
あ
り
、
必
要
な

検
査
は
ほ
ぼ
全
て
行
う
こ
と
が
可
能
で
、
心
臓
以
外
の
問
題
点
が
見
つ
か
れ
ば
、
他
科
と
連
携
し

て
治
療
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
外
科
的
治
療
が
必
要
な
場
合
で
も
、
心
臓
血
管
外
科
と
連

携
し
て
迅
速
に
治
療
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
他
病
院
と
比
べ
て
よ
り
質
の
高
い
心
不
全

治
療
が
可
能
な
施
設
で
す
。
ま
た
当
科
で
は
、日
本
で
先
駆
け
て
β
遮
断
薬
に
よ
る
治
療
を
導
入
し
、

心
不
全
診
断
・
治
療
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
心
不
全
に
関
す
る
知
見
の
蓄
積
が
あ
り
、
日
々

の
治
療
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

ペースメーカー右心房
リード

右心室リード

左心室リード

通
常
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

両
心
室
ペ
ー
シ
ン
グ

ペースメーカー

図 2　心臓再同期療法（比較）
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心
臓
の
働
き
と
心
臓
弁
膜
症
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

心
臓
は
筋
肉
で
で
き
て
い
て
、
縮
ん
だ
り
膨
ら
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
血
液
を
肺
や
体
に

送
る
ポ
ン
プ
の
役
目
を
し
て
い
ま
す
。
心
臓
の
内
部
に
は
四
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
血
液
は
全
身
↓

右
心
房
↓
右
心
室
↓
肺
↓
左
心
房
↓
左
心
室
↓
全
身
へ
と
流
れ
ま
す
（
図
１
）。

心
臓
の
単
純
な
動
き
で
血
液
の
流
れ
を
こ
の
よ
う
な
一
方
向
に
維
持
す
る
た
め
に
、
心
臓
の
中

に
は
弁
が
四
つ
（
三
尖
弁
、
肺
動
脈
弁
、
僧
帽
弁
、
大
動
脈
弁
）
あ
っ
て
血
液
の
逆
流
を
防
止
し

て
い
ま
す
（
図
２
）。
こ
れ
ら
の
弁
が
何
ら
か
の
原
因
で
硬
く
な
っ
た
り
破
損
し
た
り
す
る
と
、
弁

の
機
能
が
障
害
さ
れ
て
血
液
の
通
過
障
害
や
逆
流
が
起
き
ま
す
。
こ
れ
が
心
臓
弁
膜
症
で
す
。

弁
膜
症
に
は
、
弁
の
開
き
が
悪
く
な
り
血
液
の
通
り
道
が
狭
く
な
っ
て
流
れ
が
妨
げ
ら
れ
る

「
狭き

ょ
う

窄さ
く

症
」、
弁
の
閉
じ
方
が
不
完
全
な
た
め
血
液
が
逆
流
し
て
し
ま
う
「
閉
鎖
不
全
症
」、
そ
の
ど

ち
ら
も
あ
る
「
狭
窄
兼
閉
鎖
不
全
症
」
が
あ
り
ま
す
。
大
動
脈
弁
の
開
き
が
悪
く
な
る
と
「
大
動

脈
弁
狭
窄
症
」、
僧
帽
弁
が
逆
流
す
る
と
「
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
」
と
い
う
ふ
う
に
呼
び
ま
す
。

な
ぜ
弁
膜
症
に
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

弁
膜
症
の
原
因
に
は
、
先
天
性
（
生
ま
れ
な
が
ら
の
奇
形
な
ど
）
と
後
天
性
（
生
ま
れ
た
後
に

生
じ
る
疾
病
）
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
後
天
性
の
弁
膜
症
の
ほ
と
ん
ど
は
リ
ウ
マ
チ
熱

の
後
遺
症
に
よ
る
も
の
で
し
た
が
、
最
近
で
は
、
代
わ
っ
て
①
体
質
的
に
弁
膜
の
構
築
が
弱
く
弁

の
一
部
が
切
れ
た
り
す
る
（
僧
帽
弁
に
多
い
）
②
動
脈
硬
化
や
加
齢
に
伴
い
弁
の
硬
化
が
起
こ
っ

て
弁
が
開
か
な
く
な
る
（
大
動
脈
弁
に
多
い
）
③
虫
歯
や
け
が
な
ど
で
血
液
中
に
混
入
し
た
細
菌

心
し ん ぞ う べ ん ま く

臓弁膜症
しょう

の最新治療
心臓血管外科主任部長　白

しら

川
かわ

 幸
ゆき

俊
とし
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が
取
り
付
い
て
弁
を
破
壊
す
る
（
感
染
性
心
内
膜
炎
）
④
心
筋
梗
塞
や
ほ
か
の
弁
膜
症
に
よ
っ
て

心
臓
が
大
き
く
な
り
、
弁
を
支
え
て
い
る
筋
肉
や
組
織
が
変
化
す
る
（
僧
帽
弁
、
三
尖
弁
に
み
ら

れ
る
）

―
な
ど
が
原
因
と
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

症
状
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

心
臓
弁
膜
症
の
最
も
多
い
症
状
は
呼
吸
困
難
で
す
。
こ
れ
は
僧
帽
弁
や
大
動
脈
弁
が
悪
く
な
る

と
、
左
心
房
ひ
い
て
は
肺
に
血
液
が
う
っ
滞
す
る
（
う
っ
血
）
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

動
い
た
と
き
に
息
切
れ
が
す
る
（
労ろ

う

作さ

じ

こ
時
呼
吸き

ゅ
う

困こ
ん
な
ん難

）
症
状
や
、
夜
寝
て
い
る
と
き
に
突
然
呼

吸
が
苦
し
く
な
っ
た
り
（
夜
間
発
作
性
呼
吸
困
難
）、
横
に
な
る
と
呼
吸
が
苦
し
く
な
っ
た
り
す
る

（
起き

ざ

こ
座
呼
吸き

ゅ
う

）
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
上
流
（
右
心
室
、
右
心
房
）
に
う
っ
血
が
進
む
と
顔
面
や
足
の
む
く
み
（
浮ふ

腫し
ゅ

）
が
生

じ
て
腫
れ
ぼ
っ
た
く
感
じ
た
り
、
腹
部
膨ぼ

う
ま
ん満

感
が
現
れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
心
臓
に
過
度
の
負
荷

が
か
か
る
こ
と
で
不
整
脈
が
生
じ
、
動ど

う

悸き

や
胸
部
不
快
感
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
急
速
に
増
加
し
て
い
る
大
動
脈
弁
狭
窄
症
で
は
、
心
臓
自
体
や
脳
に
血
液
が
不
足
す
る
こ
と
に

よ
り
、
胸
痛
や
胸
部
圧
迫
感
、
ふ
ら
つ
き
や
失
神
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
弁
膜
症
が

じ
わ
じ
わ
と
進
行
す
る
と
体
の
ほ
う
が
そ
れ
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
症
状
に
気
づ
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
高
齢
者
で
は
、
症
状
を
「
年
の
せ
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

治
療
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

薬
に
よ
る
治
療
と
手
術
に
よ
る
治
療
が
あ
り
ま
す
。

右心房
左心房

三尖弁

右心室

左心室

僧帽弁

肺動脈弁
大動脈弁

脳

肺 肺

左心室右心室

右心房 左心房

全身

図2　心臓弁の構造 図1　血液の循環
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薬
物
治
療
で
は
強
心
剤
（
弁
の
多
少
の
逆
流
や
狭
窄
が
あ
っ
て
も
そ
れ
に
抗
し
て
心
臓
が
働
け

る
よ
う
心
筋
の
収
縮
力
を
増
強
さ
せ
る
）、
利
尿
剤
（
循
環
血
液
量
を
減
ら
す
こ
と
で
心
臓
や
肺
の

負
担
を
と
る
）、
血
管
拡
張
剤
（
末
梢
の
血
管
抵
抗
を
下
げ
て
心
臓
の
駆く

出し
ゅ
つ

を
楽
に
す
る
）
な
ど
が

使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
薬
物
治
療
に
は
限
界
が
あ
り
、
弁
膜
症
が
進
行
し
た
場
合
に
は
手
術
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

手
術
に
は
、
自
分
の
弁
を
修
復
す
る
弁べ

ん
け
い
せ
い

形
成
術じ

ゅ
つ

と
、
自
分
の
弁
は
切
除
し
て
人
工
の
弁
に
取
り

換
え
る
弁べ

ん

置ち

換か
ん

術じ
ゅ
つ

が
あ
り
ま
す
。

弁
の
変
化
が
ひ
ど
く
な
け
れ
ば
、
余
分
な
弁
組
織
を
切
り
取
っ
て
縫
い
合
わ
せ
た
り
、
弁
を
支

え
る
組
織
（
腱け

ん
さ
く索

）
を
立
て
直
し
た
り
、
緩
ん
だ
弁
の
根
元
（
弁べ

ん
り
ん輪

）
を
縫
い
縮
め
た
り
し
て
弁

の
形
を
整
え
る
と
い
っ
た
弁
形
成
術
を
行
う
こ
と
で
正
常
に
近
い
弁
機
能
の
回
復
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
弁
の
変
化
や
破
壊
が
強
く
、
修
復
が
難
し
い
場
合
は
弁
置
換
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

人
工
弁
に
は
、
特
殊
な
炭
素
樹
脂
や
チ
タ
ン
な
ど
で
で
き
て
い
る
機
械
弁
と
、
牛
や
豚
の
組
織

か
ら
で
き
て
い
る
生
体
弁
が
あ
り
ま
す
（
写
真
）。

機
械
弁
は
耐
久
性
が
よ
く
30
年
以
上
（
半
永
久
的
）
も
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
栓
が
で
き

や
す
く
、
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
と
い
う
血
液
を
固
ま
り
に
く
く
す
る
薬
を
飲
ま
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

逆
に
生
体
弁
は
10
年
か
ら
20
年
く
ら
い
と
い
う
寿
命
が
あ
り
、
弁
が
傷
ん
だ
場
合
に
は
再
手
術
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
血
栓
が
で
き
に
く
く
、
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
を
飲
ま
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
長

所
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
種
類
の
弁
を
用
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
患
者
さ
ん
の
年
齢
、
状
態
、

希
望
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
で
決
定
し
ま
す
。

通
常
の
心
臓
手
術
は
、
胸
を
切
開
し
て
心
臓
に
到
達
し
、
人
工
心
肺
装
置
と
い
う
機
械
を
装
着

写真　人工弁

機械弁 生体弁
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し
て
行
い
ま
す
。
弁
の
処
置
が
済
め
ば
、人
工
心
肺
を
外
し
て
、胸
を
閉
じ
て
手
術
が
終
了
し
ま
す
。

手
術
に
は
危
険
を
伴
い
ま
す
が
、
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
昔
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら

い
安
全
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

最
新
の
弁
膜
症
手
術
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

最
近
で
は
、
胸
を
大
き
く
切
開
せ
ず
に
、
カ
テ
ー
テ
ル
で
人
工
弁
を
植
え
込
む
手
術
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
可
能
で
、
経
カ
テ
ー
テ

ル
的
大
動
脈
弁
置
換
術
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

こ
の
方
法
は
、
足
の
付
け
根
の
動
脈
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
大
動
脈
弁
に
通
し
、
圧
縮
し
た
人
工

弁
を
風
船
で
広
げ
て
固
定
す
る
方
法
で
す
。
足
の
付
け
根
の
動
脈
か
ら
の
挿
入
が
難
し
い
場
合
は
、

左
胸
を
小
さ
く
切
っ
て
、
心
臓
の
先
端
か
ら
入
れ
る
方
法
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
手
術
は
２
０
０
９
年
に
日
本
で
初
め
て
行
わ
れ
、
13
年
10
月
に
保
険
医
療
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
体
に
か
か
る
負
担
が
少
な
い
た
め
、
今
ま
で
は
手
術
が
不
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た

高
齢
の
患
者
さ
ん
や
、
合
併
症
を
多
く
抱
え
た
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
さ
ん
に
も
外
科
治
療
が
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
手
術
は
手
術
と
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
両
方
が
で
き
る
特
殊
な
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
（
４
１
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

人
工
弁
の
耐
久
性
な
ど
未
解
決
の
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
僧
帽
弁
や
傷
ん
だ
生
体
弁
の
中
に
人

工
弁
を
植
え
込
む
こ
と
も
可
能
に
な
る
予
定
で
、
今
ま
で
は
諦
め
て
い
た
患
者
さ
ん
を
救
う
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

経大腿動脈挿入法 経心尖部挿入法

図 3　経カテーテル的大動脈弁置換術（TAVR）
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狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

心
臓
は
１
日
に
約
10
万
回
も
収
縮
・
拡
張
を
繰
り
返
し
、
全
身
に
血
液
を
送
り
出
す
ポ
ン
プ
の

役
割
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
収
縮
・
拡
張
す
る
心
臓
の
筋
肉
に
、
酸
素
や
栄
養
を
含
む
血
液
を
送

り
込
ん
で
い
る
の
が
、
心
臓
の
ま
わ
り
を
通
っ
て
い
る
冠
動
脈
（
図
１
）
と
い
う
血
管
で
す
。

こ
の
冠
動
脈
が
、
動
脈
硬
化
な
ど
が
原
因
で
狭
く
な
る
と
、
心
筋
に
送
り
込
ま
れ
る
血
液
が
不

足
し
て
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
狭
心
症
で
す
。
さ
ら
に
動
脈
硬
化
が
進
ん
だ
り
、
何
か
の

原
因
で
、冠
動
脈
が
完
全
に
詰
ま
っ
て
心
筋
に
血
液
が
行
か
な
く
な
っ
た
状
態
を
心
筋
梗
塞
（
写
真
）

と
呼
び
ま
す
。

心
筋
に
血
液
が
行
か
な
い
と
、
そ
の
部
分
が
壊え

し死
し
て
し
ま
い
、
壊
死
の
部
分
が
大
き
く
な
る

と
心
臓
の
収
縮
・
拡
張
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
命
に
か
か
わ
る
危
険
な
状
態
と
な
り
、
緊
急
の

治
療
が
必
要
で
す
。

狭
心
症
も
心
筋
梗
塞
も
、
冠
動
脈
の
狭き

ょ
う

窄さ
く

や
閉
塞
に
よ
り
心
筋
に
血
液
が
行
か
な
い
こ
と
が
原

因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
虚き

ょ
け
つ
せ
い
し
ん
し
っ
か
ん

血
性
心
疾
患
あ
る
い
は
虚
血
性
心
臓
病
と
呼
ば
れ
ま
す
。

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
と
強
い
関
係
を
も
つ
も
の
と
し
て
①
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
②
Ｈ
Ｄ
Ｌ

（
い
わ
ゆ
る
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
血
中
レ
ベ
ル
が
低
い
③
高
血
圧
④
男
性
⑤
糖
尿
病
⑥
家
族
歴

（
若
年
の
冠
動
脈
疾
患
）
が
、
中
等
度
に
関
係
の
あ
る
因
子
と
し
て
①
喫
煙
②
閉
経
後
③
運
動
不
足

④
肥
満
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

後
に
お
話
し
す
る
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
も
重
要
で
す
が
、
手
術
を
受
け
た
後
も
、
薬
や
生
活
習

慣
で
改
善
す
る
こ
と
も
、
バ
イ
パ
ス
の
効
果
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
重
要
で
す
。

心
し ん き ん こ う そ く

筋梗塞、狭
きょう

心
し ん

症
しょう

の外科治療
心臓血管外科主任部長　白

しら

川
かわ

 幸
ゆき

俊
とし
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冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２
０
１
２
年
１
月
に
天
皇
陛
下
が
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
冠

動
脈
バ
イ
パ
ス
術
（
図
２
）
は
、
日
本
全
国
で
年
間
約
２
万
例
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

冠
動
脈
に
狭
窄
を
き
た
し
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
動
脈
硬
化
性
病
変
の
遠

位
側
に
バ
イ
パ
ス
を
作
成
（
血
管
吻ふ

ん
ご
う合

）
し
て
、
心
筋
へ
の
血
流
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
手
術
の
目
的
で
す
。
バ
イ
パ
ス
に
用
い
ら
れ
る
血
管
は
グ
ラ
フ
ト
と
呼
ば
れ
、
血
液
が

不
足
し
て
い
る
領
域
の
心
筋
に
豊
富
な
血
液
を
供
給
し
ま
す
。

自
己
の
冠
動
脈
の
太
さ
は
１
〜
３
㎜
程
度
と
非
常
に
細
い
も
の
で
す
。
グ
ラ
フ
ト
も
２
〜
５
㎜

程
度
の
太
さ
で
あ
り
、
非
常
に
細
い
血
管
同
士
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
ま
す
。

吻
合
の
仕
方
と
し
て
、
心し

ん
て
い停

止し

か下
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
と
い
っ
て
、
人
工
心
肺
装
置
を
使
用
し
、

心
臓
を
止
め
て
手
術
を
行
う
方
法
が
あ
り
、
日
本
で
の
歴
史
も
30
年
以
上
あ
り
ま
す
。
確
立
さ
れ

た
方
法
で
あ
り
、
手
技
と
し
て
の
完
遂
性
が
高
い
半
面
、
人
工
心
肺
と
い
う
侵し

ん

襲し
ゅ
う

が
加
わ
り
ま
す
。

ま
た
一
方
、
心し

ん
は
く
ど
う

拍
動
下か

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
と
い
う
方
法
（
人
工
心
肺
装
置
を
使
用
せ
ず
、
心

臓
が
動
い
た
ま
ま
行
う
）
も
あ
り
ま
す
。
90
年
代
後
半
か
ら
急
速
に
普
及
し
た
方
法
で
全
身
へ
の

侵
襲
は
少
な
く
て
済
み
ま
す
が
、
手
術
に
は
高
い
技
量
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
６
割
の
患

者
さ
ん
が
心
拍
動
下
バ
イ
パ
ス
術
を
受
け
て
い
ま
す
。

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
に
用
い
ら
れ
る
血
管
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

前
述
し
た
グ
ラ
フ
ト
の
こ
と
で
す
が
、
一
般
に
用
い
ら
れ
る
血
管
は
４
種
類
で
す
（
図
３
）。
患

右冠動脈
左前下行枝

左回旋枝

左冠動脈主幹部

図１　冠動脈写真　心筋梗塞
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者
さ
ん
の
血
管
、全
身
状
態
な
ど
を
考
慮
し
、こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
バ
イ
パ
ス
術
を
行
い
ま
す
。

１
．
内
胸
動
脈
／
胸
骨
裏
面
の
左
右
２
本
の
肋
軟
骨
接
合
部
を
縦
走
す
る
直
径
２
㎜
ほ
ど
の
動
脈

で
、
内
胸
動
脈
は
冠
動
脈
や
ほ
か
の
末ま

っ

梢し
ょ
う

血
管
と
比
較
す
る
と
動
脈
硬
化
の
非
常
に
少
な
い
血
管

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
バ
イ
パ
ス
後
遠
隔
期
に
お
け
る
開
存
率
は
ほ
か
の
い
ず
れ
の
グ
ラ
フ
ト
よ

り
も
優
れ
て
お
り
、
10
年
で
約
90
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
大
伏
在
静
脈
／
下
腿
か
ら
大
腿
の
内
側
を
走
行
す
る
皮
下
の
静
脈
で
、
昔
よ
り
よ
く
使
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
ほ
か
の
グ
ラ
フ
ト
に
比
べ
て
長
く
採
取
で
き
る
こ
と
が
多
い
こ
と
と
、

吻
合
が
容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
利
点
で
す
。
し
か
し
、
静
脈
グ
ラ
フ
ト
は
バ
イ
パ
ス
術
後
10
年

で
の
開
存
率
が
50
〜
60
％
で
、
若
年
者
に
使
用
し
た
場
合
に
は
長
期
成
績
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
く
に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
が
高
い
場
合
閉
塞
し

や
す
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
グ
ラ
フ
ト
を
用
い
た
場
合
、
積
極
的
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
右
胃
大
網
動
脈
／
胃
の
下
側
を
走
行
し
て
い
る
血
管
で
、
バ
イ
パ
ス
後
遠
隔
期
の
開
存
率
は

約
70
〜
80
％
と
左
右
内
胸
動
脈
に
は
劣
る
も
の
の
第
３
の
動
脈
グ
ラ
フ
ト
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

４
．
橈
骨
動
脈
／
前
腕
の
血
管
で
あ
り
、
遠
隔
期
の
開
存
率
か
ら
す
る
と
内
胸
動
脈
と
大
伏
在
静

脈
の
中
間
的
位
置
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
透
析
患
者
さ
ん
で
は
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
の
効
果
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
の
患
者
さ
ん
は
手
術
前
は
、
運
動
す
る
と
胸
痛
、
息
切
れ
、
胸
部
不
快
感

右冠動脈

新しいバイパス

左回旋枝

左前下行枝

病気のある
冠動脈

図２　冠動脈バイパス術
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を
覚
え
た
り
、
長
い
距
離
が
歩
け
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
階
段
が
上
が
れ
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

し
か
し
、
手
術
が
成
功
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
消
え
、
生
活
の
質
が
非
常
に
上
が
り
、
多
く

の
患
者
さ
ん
が
喜
ば
れ
ま
す
。

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
後
に
心
配
す
る
こ
と
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

こ
う
い
っ
た
心
臓
の
手
術
は
、
成
功
し
た
と
き
の
効
果
は
劇
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
術
の
中
で
心
臓
、
大
血
管
の
手
術
は
、
危
険
度
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
冠
動
脈
バ

イ
パ
ス
術
は
そ
の
心
臓
、
大
血
管
の
手
術
の
中
で
は
比
較
的
危
険
度
は
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
待
期
的
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
で
は
１
〜
２
％
の
手
術
死
亡
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
手
術
危
険
率
を
高
く
す
る
因
子
と
し
て
は
、
高
齢
者
（
80
歳
以
上
）、
女
性
、
左
室
心
機
能

低
下
症
例
、
緊
急
手
術
、
再
手
術
、
末
梢
血
管
病
変
、
腎
機
能
低
下
（
透
析
治
療
）、
呼
吸
不
全
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
死
亡
に
至
ら
な
い
ま
で
も
①
術
後
出
血
②
術
後
心
機
能
障
害
③
脳
梗
塞
④
腎
不
全
・
肝
機

能
障
害
・
呼
吸
機
能
障
害
⑤
術
後
感
染
症
な
ど
の
合
併
症
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

右胃大網動脈

大伏在静脈

左右内胸動脈
橈骨動脈

図３　冠動脈バイパス術に用いら
れる血管
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症
状
が
見
ら
れ
な
い
う
ち
に
進
行
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
動
脈
瘤
と
は
、
主
に
胸
部
大
動
脈
あ
る
い
は
腹
部
大
動
脈
の
径
が
拡
大
し
、
大
動
脈
が
瘤こ

ぶ

状

に
な
っ
て
き
た
も
の
の
総
称
で
す
。
多
く
の
大
動
脈
瘤
は
、
径
が
徐
々
に
拡
大
し
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
で
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
他
疾
患
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
な
ど
で
初
め
て
気
づ
く

こ
と
も
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
動
脈
瘤
が
怖
い
の
は
、
症
状
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
瘤
の
拡
大
が
許
容
範
囲
を
超
え
る

と
破
裂
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。
そ
れ
は
風
船
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
小
さ
い
と
き
は
大
き

な
力
を
加
え
な
い
と
大
き
く
な
ら
ず
、
い
っ
た
ん
大
き
く
な
る
と
わ
ず
か
な
力
で
大
き
く
な
り
、

最
終
的
に
は
破
裂
す
る
か
ら
で
す
。

大
動
脈
瘤
が
破
裂
す
る
と
、
血
管
外
に
大
量
に
出
血
す
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
症
例
で
助
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
破
裂
に
よ
る
致
死
率
は
50
％
を
超
え
る
た
め
、
欧
米
に
は
「
サ
イ
レ
ン
ト
・

キ
ラ
ー
」
と
い
う
俗
称
ま
で
あ
る
ほ
ど
で
す
。

破
裂
の
し
や
す
さ
は
、
大
動
脈
径
の
大
き
さ
お
よ
び
形
に
よ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
胸
部
大

動
脈
瘤
で
あ
れ
ば
５
㎝
以
上
、
腹
部
大
動
脈
瘤
で
あ
れ
ば
４
〜
５
㎝
を
超
え
る
と
破
裂
の
危
険
性

が
出
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
血
圧
と
の
関
係
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
動
脈
瘤
の
原
因
は
い
ま
だ
不
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
血
圧
の
人
や
家
族
に
大
動

脈
瘤
の
人
が
い
る
と
で
き
や
す
い
と
い
わ
れ
、
家
族
的
、
遺
伝
的
傾
向
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

破裂が怖い大動脈瘤
りゅう

――症状と治療法
心臓血管外科医長　金

きん

 啓
けい

和
わ
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と
く
に
大
動
脈
に
は
常
に
血
圧
の
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
い
て
、
高
血
圧
の
人
は
動
脈
の
拡
大

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
動
脈
径
の
拡
大
が
認
め
ら
れ
る
人
は
、
定
期
的
な
健

診
が
必
要
で
あ
り
、
破
裂
防
止
の
た
め
に
は
高
血
圧
の
治
療
も
重
要
で
す
。

健
診
な
ど
で
発
見
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

無
症
状
の
場
合
が
多
く
、
健
診
の
Ｘ
線
検
査
あ
る
い
は
他
疾
患
受
診
中
に
初
め
て
指
摘
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
胸
部
大
動
脈
瘤
が
大
き
く
な
る
と
周
囲
を
圧
迫
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
を
誘
発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

声
帯
を
支
配
し
て
い
る
神
経
（
反
回
神
経
）
を
圧
迫
す
る
と
、
声
帯
の
働
き
が
麻ま

ひ痺
し
て
声
が

か
す
れ
た
り
（
嗄
声
）、
ま
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
瘤
が
大
き
く
な
る
と
気
管
や
食
道
を
圧
迫
し
て
呼

吸
困
難
や
嚥え

ん

下げ

困
難
を
生
じ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

腹
部
大
動
脈
瘤
の
場
合
も
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
腹
部
の
拍
動
性
腫し

ゅ

瘤り
ゅ
う

を
触
れ
る
こ
と
で

気
づ
き
、
診
断
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
動
脈
瘤
は
破
裂
す
る
前
は
無
症
状
の
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
い
っ
た
ん
破
裂
す

る
と
、
激
烈
な
疼と

う
つ
う痛

を
生
じ
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
意
識
不
明
あ
る
い
は
呼
吸
困
難
、
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、
突
然
死
し
た
り
す
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
く
、
直
ち
に
手

術
可
能
な
病
院
に
搬
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
破
裂
後
の
緊
急
手
術
は
通
常
の
待
機
手
術
よ
り
危
険
性
が
大
変
高
く
な
り
ま
す
の
で
、

破
裂
す
る
前
に
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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外
科
手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ど
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
動
脈
瘤
の
拡
大
が
軽
度
で
あ
れ
ば
手
術
は
行
わ
ず
、
血
圧
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
血
圧
の
管

理
を
す
る
内
服
治
療
を
行
い
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
根
本
的
に
動
脈
瘤
を
治
す
薬
は
存
在
し
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
大
き
い
動
脈
瘤
を
治
療
す
る
場
合
は
手
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

従
来
の
治
療
と
し
て
は
、瘤
の
部
分
を
切
除
し
て
人
工
血
管
に
置
き
換
え
る
「
人
工
血
管
置
換
術
」

（
図
１
）
が
主
流
で
、
確
実
な
治
療
方
法
と
し
て
60
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
一
度
治
療
が
成
功

す
れ
ば
部
分
的
な
再
発
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
利
点
で
す
。

し
か
し
、
１
回
の
手
術
が
患
者
さ
ん
に
与
え
る
身
体
的
負
担
は
大
き
く
、
手
術
が
成
功
し
た
と

し
て
も
、
術
後
の
体
力
が
低
下
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
生
じ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る

の
が
欠
点
で
す
。

近
年
、
日
本
で
は
大
動
脈
外
科
の
手
術
成
績
は
目
覚
ま
し
く
改
善
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
高
齢

化
に
伴
い
、
高
齢
か
つ
重
篤
な
合
併
症
を
併
存
し
て
い
る
心
血
管
系
の
患
者
さ
ん
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
通
常
の
手
術
術
式
で
臨
む
と
、
身
体
的
負
担
が
大
き
く
、
手
術

自
体
の
危
険
率
も
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
術
後
の
長
期
間
入
院
や
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
に
な
り
、

早
期
に
日
常
生
活
に
復
帰
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
最
近
で
は
「
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
」（
図
２
）
が
実
用
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
足
の
付
け
根
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
管
を
大
動
脈
内
に
挿
入
し
、
ば
ね
付

き
の
人
工
血
管
を
大
動
脈
の
内
側
か
ら
固
定
す
る
方
法
で
す
。
開
胸
あ
る
い
は
開
腹
せ
ず
に
動
脈

瘤
の
治
療
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
体
の
負
担
は
人
工
血
管
置
換
術
と
比
べ
る
と
極
め

上行大動脈瘤 弓部大動脈瘤 腹部大動脈瘤
胸腹部大動脈瘤

Ｙ字型
人工血管

横隔膜

ステント
グラフト

動脈瘤

シース

プッシング
ロッド

図 1　人工血管置換術
図2　ステントグラフト内挿術
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て
低
い
と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
治
療
方
法
の
成
績
も
か
な
り
良
好
で
す
が
、
全
て
の
方
に
こ
の
治
療
方
法
が
適
応
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
期
的
に
はe

エ
ン
ド
リ
ー
ク

ndoleak

（
血
液
の
瘤
内
へ
の
漏
れ
）、m

マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

igration

（
位
置
移
動
）

の
可
能
性
も
存
在
す
る
た
め
、
年
に
１
回
程
度
、
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
で
瘤
拡
大
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
再
度
留り

ゅ
う

置ち

部
の
圧
着
固
定
や
、
部
分
的
に
ス
テ
ン
ト
グ

ラ
フ
ト
を
追
加
留
置
、
あ
る
い
は
瘤
内
に
流
入
す
る
動
脈
枝
の
カ
テ
ー
テ
ル
的
コ
イ
ル
閉
鎖
術
の
追

加
な
ど
を
要
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
治
療
後
も
専
門
医
へ
の
外
来
通
院
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
同
じ
動
脈
瘤
で
も
多
数
の
治
療
法
が
あ
り
、
最
近
で
は
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療

の
よ
う
な
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
外
科
手
術
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
」（
図
３
）
も

目
覚
ま
し
く
進
歩
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
血
管
撮
影
装
置
を
は
じ
め
、
手
術
寝
台
や
手
術
支
援
機
器
、
周
辺
設
備
な
ど
を
高
度
に

統
合
さ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
整
備
す
る
施
設
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室
で
動
脈
瘤
治
療
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
を
行
う
こ
と
で
、
体
の
負
担
が
よ
り
少
な
く
、
よ
り

正
確
で
効
果
的
な
治
療
が
可
能
な
時
代
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
大
動
脈
瘤
の
場
所
や
性
質
、
ま
た
患
者
さ
ん
本
人
の
年
齢
や
全
身
状
態
を
考
慮

し
た
う
え
で
「
人
工
血
管
置
換
術
」「
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
」
の
ど
ち
ら
で
も
選
択
で
き
る

経
験
あ
る
心
臓
血
管
外
科
医
が
い
る
施
設
を
受
診
す
る
こ
と
。
そ
し
て
対
処
法
を
慎
重
に
検
討
し
、

本
人
お
よ
び
家
族
が
両
者
の
特
性
を
理
解
し
、
ど
ち
ら
の
治
療
法
も
選
択
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
手
術
は
あ
く
ま
で
も
破
裂
予
防
の
た
め
な
の
で
、
手
術
と
破
裂
、
双
方
の
危

険
性
を
十
分
に
検
討
し
、
納
得
の
う
え
で
治
療
方
針
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

図３　ハイブリッド手術
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放
置
は
怖
い
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

末
梢
動
脈
疾
患
（
Ｐ
Ａ
Ｄ
）
は
、全
身
の
末
梢
血
管
に
動
脈
硬
化
が
進
行
し
た
状
態
の
こ
と
で
す
。

血
管
の
中
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
沈
着
し
て
動
脈
硬
化
が
起
こ
る
と
血
管
が
細
く
な
っ
た
り
、
詰

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
血
流
が
悪
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

糖
尿
病
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
あ
る
と
、
血
管
内
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
沈
着
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
も
動
脈
硬
化
を
進
め
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
が
起
こ
る
場
所
は
首
や
腎
臓
、
足
の
動
脈
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
患
者
さ

ん
の
約
40
％
は
、
心
臓
や
脳
の
血
管
疾
患
を
合
併
し
て
い
て
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
患
者
さ
ん
の
予
後
は
比
較

的
不
良
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
早
期
発
見
、
治
療
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

こ
の
項
で
は
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
中
で
も
と
く
に
多
い
、
足
の
動
脈
硬
化
症
（
下か

し肢
閉へ

い
そ
く
せ
い
ど
う

塞
性
動
脈み

ゃ
く

硬こ
う

化か

症し
ょ
う

と
い
い
ま
す
）
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

Ｐ
Ａ
Ｄ
の
症
状
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｐ
Ａ
Ｄ
の
主
な
症
状
は
足
の
指
先
の
色
調
異
常
、
し
び
れ
や
痛
み
で
す
。
歩
行
し
て
い
る
と
、

ふ
く
ら
は
ぎ
の
あ
た
り
が
し
び
れ
て
足
が
重
た
く
な
り
歩
け
な
く
な
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
休
憩
す

る
と
症
状
は
な
く
な
り
、
ま
た
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
間か

ん
け
つ
せ
い

欠
性
跛は

行こ
う

と
い
い
ま
す
。

痛
み
以
外
に
も
疲
労
感
や
足
が
つ
る
な
ど
の
症
状
と
し
て
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

病
気
が
進
行
す
る
と
安
静
時
の
痛
み
や
指
先
な
ど
の
傷
が
治
ら
ず
に
足
が
壊え

し死
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
重じ

ゅ
う
し
ょ
う症

下か

し肢
虚き

ょ
け
つ血

と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
早
急
な
治
療
が

末
ま っ

梢
しょう

動脈疾患とは？
――足の動脈硬化症を治す

心臓内科診療主任　岩
いわさき

崎 祐
ゆうすけ

介
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必
要
と
な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
検
査
を
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
．
四
肢
同
時
血
圧
測
定

ま
ず
初
め
に
行
う
検
査
で
、
そ
の
名
の
と
お
り
両
腕
、
両
足
４
か
所
の
血
圧
を
同
時
に
測
定
し

ま
す
。
正
常
で
は
、
腕
よ
り
も
足
の
ほ
う
が
血
圧
は
高
い
の
で
す
が
、
動
脈
硬
化
が
あ
り
血
流
が

障
害
さ
れ
て
い
る
と
足
の
血
圧
が
低
下
し
ま
す
。

腕
と
足
の
血
圧
か
ら
足
関
節
上
腕
血
圧
比
（
Ａ
Ｂ
Ｉ
、
図
）
を
計
算
し
、
Ａ
Ｂ
Ｉ
が
０
・
９
を
下

回
る
と
足
の
血
流
障
害
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

２
．
超
音
波
検
査

こ
の
検
査
に
よ
り
血
管
が
細
く
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
血
流
速
度
を
測

定
す
る
こ
と
で
、
血
流
障
害
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。

３
．
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
撮
影
す
る
こ
と
で
、
血
管
の
性
状
・
走
行
な
ど
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
造
影
剤
を
使
用
し
て
検
査
を
行
う
と
、
さ
ら
に
詳
細
な
情
報
が
分
か
り
ま
す
。

４
．
血
管
造
影
（
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
）

Ｐ
Ａ
Ｄ
の
疑
い
が
強
く
な
る
と
、
血
管
造
影
検
査
を
行
い
ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
直
径
１
・

４
〜
２
・
０
㎜
程
度
の
細
い
管
を
手
首
や
足
の
付
け
根
の
動
脈
か
ら
挿
入
し
、
下
肢
の
血
管
に
造
影

剤
を
注
入
し
ま
す
。
注
入
し
て
Ｘ
線
撮
影
を
行
う
と
、
血
管
が
細
く
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
分

か
り
ま
す
。

正常域：1.0～1.30
境界域：0.91～0.99
異常域：～0.9

右下肢ABI
 高いほうの右側足関節収縮期血圧
 （後脛骨動脈または足背動脈）
　　＝
 高いほうの上腕収縮期血圧
 （左側または右側）

左下肢ABI
 高いほうの左側足関節収縮期血圧
 （後脛骨動脈または足背動脈）
　　＝
　　 高いほうの上腕収縮期血圧
 （左側または右側）

図　足関節上腕血圧比（ABI）
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ほ
か
の
検
査
と
比
べ
て
よ
り
詳
細
な
血
管
の
走
行
や
動
脈
硬
化
の
程
度
が
把
握
で
き
ま
す
。

治
療
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｐ
Ａ
Ｄ
の
治
療
は
、
次
の
２
点
が
大
き
な
目
標
と
な
り
ま
す
。
全
身
の
動
脈
硬
化
の
管
理
と
間

欠
性
跛
行
な
ど
足
の
症
状
に
対
す
る
治
療
で
す
。
ど
ち
ら
も
治
療
の
第
一
歩
は
生
活
習
慣
病
の
改

善
で
す
。

禁
煙
指
導
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
の
管
理
が
こ
の
病
気
と
長
く
付
き
合
っ
て
い
く

う
え
で
大
切
に
な
り
ま
す
。

下
肢
の
症
状
に
対
す
る
治
療
は
、
運
動
療
法
、
薬
物
療
法
、
血け

っ
こ
う
さ
い
け
ん

行
再
建
術じ

ゅ
つ

と
い
う
三
つ
の
大
き

な
柱
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
生
活
範
囲
や
運
動
能
力
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
治
療
方
法
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

１
．
運
動
療
法

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
で
適
度
な
負
荷
を
か
け
な
が
ら
、
歩
行
で
き
る
距
離
が
延
び
る
よ
う

に
運
動
し
ま
す
。
週
２
〜
３
日
、
２
〜
12
週
間
続
け
る
こ
と
で
、
痛
み
な
く
歩
け
る
距
離
が
長
く

な
り
ま
す
。

２
．
薬
物
療
法

血
流
改
善
や
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
に
抗
血
小
板
薬
や
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ

ン
ジ
ン
製
剤
を
投
与
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
必
要
で
す
の
で
、
場
合

に
よ
り
脂
質
異
常
症
や
糖
尿
病
に
対
す
る
薬
物
療
法
を
行
い
ま
す
。
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３
．
血
行
再
建
術

動
脈
硬
化
に
よ
り
障
害
さ
れ
た
血
流
を
改
善
す
る
た
め
に
行
う
手
術
で
す
。
心
臓
の
動
脈
硬
化

症
と
同
様
に
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
血
管
内
治
療
と
外
科
的
バ
イ
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
で
は
、
動
脈
硬
化
の
あ
る
場
所
ま
で
風
船
（
バ
ル
ー
ン
）
の
付
い
た
カ
テ
ー

テ
ル
を
進
め
て
拡
張
し
、
細
く
な
っ
た
動
脈
を
広
げ
ま
す
。
状
態
に
応
じ
て
ス
テ
ン
ト
と
い
わ
れ

る
網
目
状
の
金
属
製
の
筒
で
補
強
し
て
、
血
流
を
改
善
し
ま
す
。

バ
イ
パ
ス
手
術
で
は
、
動
脈
硬
化
で
血
流
が
障
害
さ
れ
て
い
る
部
分
を
越
え
て
健
全
な
部
位
へ

人
工
血
管
や
自
分
の
足
の
静
脈
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
血
流
を
改
善
し
ま
す
。

運
動
療
法
、
薬
物
療
法
で
十
分
な
生
活
の
質
が
得
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
血
行
再

建
術
は
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
動
脈
硬
化
の
程
度
や
患
者
さ
ん
の
生
活
環
境
を
検
討
し
て
総

合
的
に
判
断
し
ま
す
。

連
携
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
も
充
実
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｐ
Ａ
Ｄ
の
治
療
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
診
療
科
が
連
携
し
て
患
者
さ
ん
を
診
療
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
と
く
に
重
症
下
肢
虚
血
の
治
療
で
は
、
血
管
外
科
や
、
循
環
器
内
科
だ
け
で
は
な
く
、
形

成
外
科
、
整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
さ
ら
に
は
理
学
療
法
士
な
ど
医
師
以
外
の
職

種
と
も
連
携
し
て
診
療
に
あ
た
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
総
合
病
院
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
設
備
を
併
設
し
て
い
て
、

Ｐ
Ａ
Ｄ
の
診
察
・
治
療
に
必
要
な
環
境
を
十
分
に
備
え
て
い
ま
す
。
歩
行
時
の
下
肢
の
し
び
れ
や

痛
み
を
覚
え
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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炎え
ん

症し
ょ
う

性せ
い

腸ち
ょ
う

疾し
っ
か
ん患

と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
症
例
数
が
少
な
く
、
原
因
不
明
で
、
治
療
方
法
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
生
活
面
へ
の
長
期
に
わ

た
る
支
障
が
あ
る
疾
患
」
の
こ
と
を
難
病
と
い
い
、
腸
の
難
病
の
こ
と
を
炎
症
性
腸
疾
患
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
数
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
１
年
度
の
統
計
で
は
全
国
で
潰
瘍
性
大
腸

炎
は
13
万
３
５
４
３
人
、
ク
ロ
ー
ン
病
は
３
万
４
７
２
１
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
患
者
さ
ん
の
数
は
難
病
の
中
で
は
現
在
第
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
外
は
あ
り
ま
す
が
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
は
大
腸
の
み
に
病
気
を
生
じ
、
ク
ロ
ー
ン
病
は
口
か
ら

お
尻
ま
で
の
消
化
管
の
全
て
の
部
位
に
病
気
を
生
じ
る
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
説
明
し
ま
す
。

潰
瘍
性
大
腸
炎
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
．
何
歳
く
ら
い
の
人
に
多
い
の
？

男
性
で
は
20
〜
24
歳
、
女
性
で
は
25
〜
29
歳
に
最
も
多
い
の
で
す
が
、
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
発
症
し
ま
す
。

２
．
ど
ん
な
症
状
な
の
？

持
続
性
ま
た
は
反
復
性
の
粘
血
便
・
血
便
が
特
徴
的
で
す
。
症
状
が
重
く
な
る
と
、
発
熱
、
体

重
減
少
、
貧
血
な
ど
全
身
へ
の
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。

クローン病、潰
かいようせいだい

瘍性大腸
ちょう

炎
えん

の治療法
――腸の難病について

医務局長　消化器内科主任部長　井
いのうえ

上 敦
あつ

雄
お
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３
．
診
断
の
方
法
は
？

主
に
、
お
尻
か
ら
カ
メ
ラ
を
入
れ
る
下
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
（
写
真
１
）
や
、
お
尻
か
ら
バ

リ
ウ
ム
を
入
れ
る
注
腸
造
影
検
査
で
行
い
ま
す
。

４
．
ど
ん
な
治
療
が
あ
る
の
？

内
科
的
治
療
と
外
科
的
治
療
（
手
術
）
に
分
か
れ
ま
す
。
内
科
的
治
療
で
は
、
５

－

ア
ミ
ノ
サ

リ
チ
ル
酸
製
剤
（
ペ
ン
タ
サ
®
、
ア
サ
コ
ー
ル
®
、
サ
ラ
ゾ
ピ
リ
ン
®
）
と
呼
ば
れ
る
飲
み
薬
が

最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な
薬
で
す
。
安
倍
晋
三
首
相
が
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
宣
伝
し
て
い
た
薬
が
こ

れ
に
当
た
り
ま
す
。

さ
ら
に
強
力
な
治
療
が
必
要
な
場
合
に
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
や
免め

ん
え
き疫

調ち
ょ
う

節せ
つ
ざ
い剤

、
あ
と
は
血け

っ

球き
ゅ
う

成せ
い
ぶ
ん
じ
ょ
き
ょ

分
除
去
療り

ょ
う

法ほ
う

（
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
血
球
を
膜
で
吸
着
し
て
し
ま
う
よ
う
な
治
療
）
や
、

生せ
い
ぶ
つ
が
く
て
き
せ
い
ざ
い

物
学
的
製
剤（
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質<

Ｔ
Ｎ
Ｆ
α>

を
強
力
に
抑
え
て
や
る
治
療
）

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
治
療
し
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
患
者
さ
ん
は
内
科
的
治
療
で
い
っ
た
ん
は
症
状
が
消
失
（
寛か

ん
か
い解

）
し
ま
す
が
、
再
発
を

繰
り
返
す
こ
と
が
多
い
た
め
寛
解
を
維
持
す
る
た
め
の
内
科
的
治
療
が
継
続
し
て
必
要
と
な
り
ま

す
。
大
腸
の
炎
症
範
囲
が
広
い
患
者
さ
ん
で
は
、
７
〜
８
年
の
経
過
で
大
腸
が
ん
の
危
険
が
増
え

て
く
る
た
め
、
定
期
的
な
内
視
鏡
検
査
が
必
要
で
す
。

寛
解
に
な
ら
ず
症
状
が
改
善
し
な
い
と
き
に
は
手
術
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
が
で
き
た
場
合
に
も
手
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
術
の
方
法
は
大
腸
を
全
部
切
り
取
っ
て

し
ま
う
大だ

い

腸ち
ょ
う

全ぜ
ん
て
き摘

術じ
ゅ
つ

が
基
本
と
な
り
ま
す
。

写真１　潰瘍性大腸炎の内視鏡像
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ク
ロ
ー
ン
病
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
．
何
歳
く
ら
い
の
人
に
多
い
の
？

男
性
で
は
20
〜
24
歳
、
女
性
で
は
15
〜
19
歳
に
最
も
多
く
、
主
に
若
い
人
に
発
症
し
ま
す
。

２
．
ど
ん
な
症
状
な
の
？

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
徴
的
な
症
状
は
腹
痛
と
下
痢
で
す
。
発
熱
、
下
血
、
腹
部

腫し
ゅ

瘤り
ゅ
う

（
お
な
か
の
し
こ
り
）、体
重
減
少
、全
身
倦
怠
感
、貧
血
な
ど
の
症
状
も
し
ば
し
ば
現
れ
ま
す
。

３
．
診
断
の
方
法
は
？

胃
カ
メ
ラ
、
小
腸
カ
メ
ラ
、
大
腸
カ
メ
ラ
と
い
っ
た
内
視
鏡
検
査
（
写
真
２
）
や
組
織
検
査
、

そ
し
て
小
腸
や
大
腸
の
造
影
検
査
な
ど
で
行
い
ま
す
。

４
．
ど
ん
な
治
療
が
あ
る
の
？

潰
瘍
性
大
腸
炎
と
共
通
す
る
治
療
も
多
く
、
５

－

ア
ミ
ノ
サ
リ
チ
ル
酸
製
剤
、
ス
テ
ロ
イ
ド
、

免
疫
調
節
剤
、
血
球
成
分
除
去
療
法
、
生
物
学
的
製
剤
な
ど
の
治
療
が
あ
り
、
栄
養
療
法
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ク
ロ
ー
ン
病
は
再
燃
・
再
発
を
繰
り
返
し
て
慢
性
の
経
過
を
と
り
、
瘻ろ

う
こ
う孔

（
腸
と
腸
、
腸
と
膀
胱
、

腸
と
膣
、
腸
と
皮
膚
な
ど
が
つ
な
が
る
こ
と
）、
狭き

ょ
う

窄さ
く

（
腸
が
狭
く
な
る
こ
と
）、
膿の

う
よ
う瘍

（
う
み
の

た
ま
り
）
な
ど
の
腸
管
合
併
症
を
生
じ
た
り
、
が
ん
が
で
き
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

完
全
な
治
癒
は
難
し
く
、
症
状
が
安
定
し
て
い
る
時
期
（
寛
解
）
を
い
か
に
長
く
維
持
す
る
か

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

長
い
経
過
の
間
で
手
術
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
多
く
、
手
術
率
は
発
症
後
５
年
で
33
・

写真２　クローン病の内視鏡像
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３
％
、
10
年
で
70
・８
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
術
は
で
き
る
だ
け
腸
管
を
温
存
す
る
た
め
に
、

狭
い
範
囲
を
切
り
取
る
小
範
囲
切
除
や
、
狭
く
な
っ
た
部
分
を
広
げ
る
狭
窄
形
成
術
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
生
物
学
的
製
剤
の
登
場
に
よ
り
ク
ロ
ー
ン
病
の
治
療
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
全
て
の
患
者
さ
ん
に
こ
の
薬
が
必
要
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
物
学
的
製
剤

は
ク
ロ
ー
ン
病
の
自
然
史
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
日
本
で
使
用
で
き
る
生
物
学
的
製
剤
は
、
レ
ミ
ケ
ー
ド
®
（
イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ
）
と
い

う
点
滴
の
薬
と
、ヒ
ュ
ミ
ラ
®
（
ア
ダ
リ
ム
マ
ブ
）
と
い
う
皮
下
注
射
の
薬
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

治
療
効
果
は
ほ
ぼ
同
等
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
患
者
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
も
考
慮
し
薬

剤
の
選
択
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／
難
病
情
報
セ
ン
タ
ー
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多
く
は
心
配
無
用
の
不
定
愁
訴
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

神
経
内
科
で
外
来
患
者
さ
ん
を
診
て
い
ま
す
と
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
し
び
れ
を
訴
え
て
来
院
す

る
方
が
多
い
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
大
部
分
の
患
者
さ
ん
は
精
査
し
て
も
と
く
に
異
常

が
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
不ふ

定て
い

愁し
ゅ
う

訴そ

に
な
る
わ
け
で
す
。

な
に
か
心
配
事
を
抱
え
て
い
る
と
、
多
く
の
人
は
め
ま
い
や
頭
痛
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
後
、
心

配
事
が
長
引
く
と
、
心
配
事
の
ほ
う
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
い
、
め
ま
い
や
頭
痛
の
み
が
気
に

な
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ら
不
定
愁
訴
で
も
重
大
な
疾
患
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
項

で
は
、め
ま
い
、し
び
れ
、頭
痛
で
怖
い
疾
患
を
概
説
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
に
該
当
し
な
い
場
合
、

大
部
分
は
不
定
愁
訴
で
す
の
で
心
配
無
用
で
す
。

脳
が
か
か
わ
る
怖
い
め
ま
い
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

め
ま
い
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
怖
い
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
め
ま
い
は
そ
の
症
状
が
強
い
ほ

ど
、
す
な
わ
ち
姿
勢
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
ほ
ど
見
て
い
る
景
色
が
回
っ
た
り
、
自
身
が
回

転
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
り
す
る
場
合
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
を
起
こ
す
疾
患
は
軽
症
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
注
意
す
べ
き
疾
患
は
、小
脳
の
梗
塞
と
小
脳
の
出
血
、脳
幹
と
く
に
延
髄
の
梗
塞
で
す
。

延
髄
の
梗
塞
は
、
延え

ん
ず
い
が
い
そ
く

髄
外
側
症し

ょ
う

候こ
う
ぐ
ん群

（
ワ
レ
ン
ベ
ル
グ
症
候
群
）
と
い
い
ま
す
。
若
年
者
で
急

に
頸け

い

部ぶ

を
動
か
し
た
と
き
な
ど
に
、
椎つ

い
こ
つ骨

動
脈
に
動
脈
解か

い

離り

が
起
こ
り
、
回
転
性
め
ま
い
、
嚥え

ん

下げ

めまい、頭痛、しびれ
――脳や神経とのかかわり

神経内科主任部長　狭
はざ

間
ま

 敬
たかのり

憲
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障
害
、
顔
面
の
感
覚
障
害
、
顔
面
と
反
対
側
の
体
幹
の
感
覚
障
害
、
同
側
の
運
動
失
調
な
ど
が
現

れ
ま
す
。

一
般
に
小
脳
梗
塞
、
小
脳
出
血
の
場
合
の
め
ま
い
は
普
通
フ
ワ
フ
ワ
感
の
程
度
の
こ
と
が
多
く
、

め
ま
い
は
軽
度
で
す
が
、
手
足
を
動
か
し
た
と
き
、
分
解
写
真
の
よ
う
な
動
き
に
な
り
、
な
に
か

を
つ
か
も
う
と
し
た
と
き
の
距
離
感
の
測
定
異
常
を
伴
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
場
合
は
直
ち
に
救
急
車
を
呼
ん
で
、
救
急
病
院
へ
の
搬
送
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

片へ
ん

頭ず

痛つ
う

、
く
も
膜
下
出
血
に
伴
う
頭
痛
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

頭
痛
は
精
神
的
関
与
の
大
き
い
筋き

ん

収し
ゅ
う
し
ゅ
く縮

性せ
い

頭ず

痛つ
う

な
ど
不
定
愁
訴
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
大
部
分

で
す
。
し
か
し
、
頻
度
は
少
な
い
の
で
す
が
注
意
す
べ
き
も
の
と
し
て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る

頭
痛
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
頭
痛
以
外
の
神
経
症
状
を
伴
う
も
の
は
重
大
な
疾
患
の
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
伴
わ
な
い
場
合
で
注
意
す
べ
き
疾
患
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
片
頭
痛
で
、
も
う
一
つ
は
く
も
膜
下
出
血
に
伴
う
頭
痛
で
す
。
片
頭
痛
は
機
能
性
頭
痛

の
代
表
的
疾
患
で
、
痛
み
は
、
三さ

ん

叉さ

神
経
終
末
に
存
在
す
る
５

－

Ｈ
Ｔ
１
Ｄ
受
容
体
か
ら
の
カ
ル

シ
ト
ニ
ン
遺
伝
子
関
連
ペ
プ
チ
ド
な
ど
の
炎
症
性
物
質
の
放
出
と
、
脳
の
硬
膜
血
管
に
あ
る
５

－

Ｈ
Ｔ
1
Ｂ
受
容
体
の
拡
張
で
出
現
し
ま
す
。

現
在
の
治
療
の
主
役
は
５

－

Ｈ
Ｔ
１
Ｂ
／
１
Ｄ
の
作
動
薬
で
あ
る
ト
リ
プ
タ
ン
製
剤
で
、
炎
症
ペ

プ
チ
ド
の
放
出
を
抑
制
し
、
血
管
の
拡
張
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
痛
み
を
抑
制
し
ま
す
。

片
頭
痛
の
前
兆
で
あ
る
閃せ

ん

輝き

性
暗
転
（
見
て
い
る
中
心
が
見
え
に
く
く
な
り
、
周
辺
に
歯
車
の

よ
う
な
ギ
ザ
ギ
ザ
が
見
え
る
）
は
血
管
が
収
縮
し
た
と
き
に
起
こ
り
、
頭
痛
は
収
縮
し
た
血
管
が
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急
に
拡
張
す
る
と
き
に
現
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ト
リ
プ
タ
ン
製
剤
を
使
っ
て
、
拡
張
し
た
血
管
を

収
縮
さ
せ
痛
み
を
抑
え
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
心
臓
の
血
管
な
ど
も
収
縮
さ
せ
る
た
め
、
元
来
、
虚
血
性
心
疾
患
や
脳
血
管
障
害
の

あ
る
方
は
使
用
時
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
月
に
半
分
以
上
頭
痛
が
出
現
し
た
り
、
頻
度
は

少
な
く
て
も
程
度
が
激
し
い
場
合
や
、
ト
リ
プ
タ
ン
製
剤
が
使
用
禁
忌
で
あ
る
場
合
な
ど
は
、
予

防
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

現
在
、保
険
診
療
上
有
効
な
も
の
は
、デ
パ
ケ
ン
Ｒ
®（
®
は
登
録
商
標
）な
ど
の
抗
て
ん
か
ん
薬
、

ミ
グ
シ
ス
®
な
ど
の
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
抗
て
ん
か
ん

薬
の
ト
ピ
ナ
®
の
有
効
性
の
報
告
も
出
て
き
ま
し
た
。

過
眠
や
睡
眠
不
足
な
ど
生
活
習
慣
の
乱
れ
も
誘
発
因
子
に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
規
則

正
し
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
の
く
も
膜
下
出
血
は
、
頭
蓋
内
動
脈
に
存
在
す
る
動
脈
瘤り

ゅ
う

が
何
ら
か
の
機
転
で
破
裂

し
、
く
も
膜
と
軟
膜
の
間
に
出
血
す
る
こ
と
で
、
激
烈
な
頭
痛
に
襲
わ
れ
ま
す
。

最
近
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｍ
Ｒ
Ａ
な
ど
の
画
像
診
断
が
進
歩
し
て
、
未
破
裂
動
脈
瘤
が
発
見
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
破
裂
す
る
前
に
脳
神
経
外
科
で
血
管
内
治
療
（
コ
イ
ル
塞そ

く
せ
ん栓

術
）

や
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
く
も
膜
下
出
血
に
な

る
患
者
さ
ん
は
多
い
の
で
す
。

多
く
の
患
者
さ
ん
は
痛
み
だ
け
の
症
状
で
、
歩
い
て
来
院
す
る
こ
と
が
あ
り
、
診
断
に
は
注
意

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
症
状
が
軽
い
か
ら
と
、
安
心
し
て
ゆ
っ
く
り
検
査
な
ど
し
て
い
る
と
、
動

脈
瘤
か
ら
再
出
血
し
て
急
激
に
意
識
障
害
に
陥
り
、
緊
急
手
術
に
な
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
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患
者
さ
ん
は
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
な
ど
に
よ
る
頭
蓋
内
の
定
期
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
、
経
過
観
察
で
破
裂

前
に
外
科
的
に
対
応
し
て
も
ら
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

神
経
系
の
怖
い
し
び
れ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

し
び
れ
も
大
多
数
の
症
例
は
い
わ
ゆ
る
〝
気
の
せ
い
〞
と
考
え
ら
れ
る
不
定
愁
訴
で
す
が
、
注

意
す
べ
き
疾
患
が
あ
り
ま
す
。

神
経
系
に
は
中
枢
神
経
（
脳
と
脊
髄
）
と
、
末ま

っ

梢し
ょ
う

神
経
（
脊
髄
か
ら
出
て
以
降
）
が
あ
り
ま
す
。

中
枢
神
経
の
障
害
で
し
び
れ
が
現
れ
る
の
は
視
床
や
脊
髄
な
ど
の
血
管
障
害
の
一
症
状
で
、
末
梢

神
経
障
害
性
は
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー
症
候
群
（
Ｇ
Ｂ
Ｓ
）
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

Ｇ
Ｂ
Ｓ
は
末
梢
神
経
の
中
で
も
運
動
神
経
が
主
と
し
て
障
害
さ
れ
ま
す
が
、
初
期
症
状
と
し
て

四し

し肢
の
し
び
れ
感
を
呈
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

痛
み
で
は
な
い
た
め
皆
さ
ん
は
あ
ま
り
気
に
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
運
動
神

経
が
徐
々
に
障
害
さ
れ
、
歩
行
不
能
に
な
っ
た
り
、
呼
吸
も
で
き
な
く
な
り
人
工
呼
吸
器
が
必
要

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
び
れ
に
加
え
て
運
動
症
状
が
現
れ
た
場
合
は
一
刻
も
早
く
、
神
経
救
急
専
門
の
病
院
を
受
診

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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て
ん
か
ん
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

て
ん
か
ん
は
慢
性
の
脳
の
病
気
で
、
大
脳
の
神
経
細
胞
が
過
剰
に
興
奮
す
る
た
め
に
、
脳
の
症

状
（
発
作
）
が
反
復
性
（
２
回
以
上
）
に
起
こ
る
も
の
で
す
。
突
然
の
発
作
に
よ
り
、
普
通
と
は

異
な
る
身
体
症
状
や
意
識
、
運
動
お
よ
び
感
覚
の
変
化
が
生
じ
ま
す
。
明
ら
か
な
痙け

い
れ
ん攣

が
あ
れ
ば
、

て
ん
か
ん
の
可
能
性
は
高
い
と
定
義
さ
れ
ま
す
。

有
病
率
は
０
・
５
〜
０
・
８
％
と
さ
れ
頻
度
の
高
い
疾
患
で
す
が
、
て
ん
か
ん
重
積
状
態
（
て
ん

か
ん
発
作
が
起
こ
り
、
意
識
が
回
復
す
る
ま
で
に
い
っ
た
ん
消
失
し
て
い
た
痙
攣
発
作
が
再
度
出

現
す
る
状
態
を
い
い
ま
す
）
は
神
経
救
急
で
診
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ト
ラ
ン
シ
ッ
シ
ョ
ン
（
キ
ャ
リ
ー
オ
バ
ー
）
と
い
い
、
て
ん
か
ん
症
候
群
は
小
児
期
に
発
症

す
る
こ
と
が
多
く
、と
く
に
治
療
困
難
例
は
、成
人
に
な
っ
て
も
小
児
科
医
が
診
る
状
態
が
一
般
的
で
す
。

次
々
に
開
発
さ
れ
る
抗
て
ん
か
ん
薬
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

私
が
医
師
を
始
め
た
１
９
７
０
年
代
後
半
は
、
使
用
可
能
な
抗
て
ん
か
ん
薬
は
５
〜
６
種
類
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
２
０
０
６
年
以
降
新
た
に
４
種
類
の
抗
て
ん
か
ん
薬
が
保
険
診
療
上
使
用
可

能
と
な
り（
海
外
で
は
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
）、さ
ら
に
、経
静
脈
の
抗
て
ん
か
ん
薬
の
上じ

ょ
う

市し
（
市

販
さ
れ
る
こ
と
）
で
、
神
経
内
科
医
の
て
ん
か
ん
診
療
に
対
す
る
見
方
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

て
ん
か
ん
は
、発
作
の
型
で
は
全
般
発
作
と
部
分
発
作
（
単
純
、複
雑
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
（
図
）。

部
分
発
作
が
頻
度
は
高
く
、
障
害
さ
れ
て
い
る
皮
質
の
兆
候
を
示
し
ま
す
。

テ
グ
レ
ト
ー
ル
®
（
®
は
登
録
商
標
で
す
）
が
有
効
の
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
薬
剤
や
食
事
内

ここまで進歩！
てんかん治療のいま

神経内科主任部長　狭
はざ

間
ま

 敬
たかのり

憲
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容
と
の
相
互
作
用
な
ど
注
意
が
必
要
で
あ
り
、
最
近
で
は
イ
ー
ケ
プ
ラ
®
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
妊
娠
時
に
は
催
奇
形
性
の
多
い
デ
パ
ケ
ン
Ｒ
®
か
ら
催
奇
形
性
の
少
な
い
ラ

ミ
ク
タ
ー
ル
®
へ
の
変
更
な
ど
、
安
全
に
比
較
的
簡
単
に
服
薬
調
整
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
私
た
ち
の
施
設
は
、
大
阪
府
内
で
３
か
所
し
か
な
い
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
、
そ

の
中
の
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
神
経
内
科
、
脳
神
経
外
科
で
担
当
し
て
い
て
、
て
ん
か
ん
重
積
治
療

を
ど
ん
ど
ん
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

進
化
す
る
治
療
法
、
難
治
性
て
ん
か
ん
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

て
ん
か
ん
の
70
〜
80
％
は
抗
て
ん
か
ん
薬
の
服
用
で
発
作
の
再
発
が
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
20
〜
30
％
は
内
服
治
療
に
抵
抗
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る
難
治
性
て
ん
か

ん
の
焦
点
を
切
除
す
る
こ
と
に
よ
り
発
作
の
再
発
を
防
ぐ
外
科
的
治
療
も
進
歩
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
外
科
的
治
療
の
適
応
に
な
ら
な
い
症
例
や
、
外
科
的
治
療
後
も
再
発
を
繰
り
返
す
よ
う

な
難
治
性
て
ん
か
ん
例
は
、
迷
走
神
経
刺
激
療
法
が
２
０
１
０
年
７
月
か
ら
保
険
診
療
可
能
に
な

り
、
難
治
性
て
ん
か
ん
の
緩
和
療
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

機
能
外
科
的
治
療
法
で
あ
る
迷
走
神
経
刺
激
療
法
は
、
左
頸
部
の
迷
走
神
経
に
刺
激
電
極
を
手
術

で
植
え
込
み
、刺
激
装
置
を
前
胸
部
皮
下
に
設
置
し
、迷
走
神
経
の
刺
激
を
持
続
し
て
行
う
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
て
ん
か
ん
の
焦
点
が
ビ
デ
オ
脳
波
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
で
決
ま
っ
た
場
合
、
そ

の
近
傍
に
発
作
感
知
電
極
を
設
置
し
、
て
ん
か
ん
波
を
察
知
す
る
と
同
時
に
電
気
刺
激
を
行
い
、

発
作
誘
発
を
防
ぐ
な
ど
の
報
告
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

外
科
療
法
の
進
化
で
、
て
ん
か
ん
医
療
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

部
分
発
作

全
般
発
作

発作焦点

視床
thalamus
（発作焦点）

てんかんの発作は、発作の始まり方によって部分発作と全般発作に分けられます。
それぞれの発作の起こるメカニズムが異なると考えられており、発作型の診断は、
抗てんかん薬を選択するうえで極めて重要です。

●初発時の症状を自覚する。
　手足の運動症状や感覚の異常。
   視覚症状、聴覚症状、嗅覚症状などを自覚する。
●症状は部分起始である。

●症状の出現が全身性、両側性である。
　手足のけいれんなどの症状が両側性に
　現わる。
●意識が失われることが多い。

図　部分発作と全般発作の伝播経路と特徴
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パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
運
動
症
状
と
治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
さ
ん
が
初
め
て
報
告
し
て
か
ら
、
２
０
１
７
年
で
ち
ょ

う
ど
２
０
０
年
に
な
り
ま
す
。
手
足
が
震
え
、
動
作
が
遅
く
な
り
、
歩
行
が
小
刻
み
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
運
動
症
状
が
出
る
前
に
、
怖
い
夢
に
う
な
さ
れ
た
り
、
腰
痛
が
起
こ
っ
た
り
、
臭
い

が
分
か
り
づ
ら
く
な
っ
た
り
す
る
非
運
動
症
状
で
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
は
、
障
害
さ
れ
て
い
る
ド
ー
パ
ミ
ン
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
Ｌ

－

ｄ
ｏ
ｐ
ａ
（
ネ
オ
ド
パ
ス
ト
ン

®
、マ
ド
パ
ー
®
、メ
ネ
シ
ッ
ト
®
な
ど
）
で
補
う
補
充
療
法
と
、ド
ー
パ
ミ
ン
受
容
体
刺
激
薬
（
ミ

ラ
ペ
ッ
ク
ス
®
、
レ
キ
ッ
プ
Ｃ
Ｒ
®
、
ニ
ュ
ー
プ
ロ
パ
ッ
チ
貼
付
剤
®
な
ど
）
が
中
心
で
す
。

治
療
開
始
後
の
数
年
は
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
時
期
」
と
い
わ
れ
て
、
薬
に
よ
く
反
応
し
、
調
子
の
良

好
な
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
長
期
間
た
つ
と
、
主
に
Ｌ

－

ｄ
ｏ
ｐ
ａ
服
用
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
合
併
症
が
現
れ
て
き
ま
す
。
症
状
が
薬
の
血
中
濃
度
に
影
響
さ
れ
変
動
す
る
こ
と
を

ウ
エ
ア
リ
ン
グ
・
オ
フ
現
象
と
い
い
ま
す
。

ウ
エ
ア
リ
ン
グ
・
オ
フ
へ
の
対
処
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

対
処
法
の
一
つ
は
Ｌ

－

ｄ
ｏ
ｐ
ａ
の
血
中
濃
度
を
一
定
に
保
つ
こ
と
が
有
効
で
あ
り
（
持
続
的

ド
ー
パ
ミ
ン
刺
激
、
Ｃ
Ｄ
Ｓ
）、
Ｌ

－

ｄ
ｏ
ｐ
ａ
の
適
当
量
を
１
日
に
６
〜
７
回
に
分
割
し
て
服
用

を
試
み
た
り
、
最
近
で
は
、
ニ
ュ
ー
プ
ロ
パ
ッ
チ
貼
付
剤
®
な
ど
長
時
間
作
動
性
の
受
容
体
刺
激

薬
で
Ｃ
Ｄ
Ｓ
を
試
み
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
フ
時
間
の
延
長
目
的
に
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｔ

阻
害
剤
（
コ
ム
タ
ン
®
）
や
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
Ａ
２
Ａ
受
容
体
拮
抗
薬
（
ノ
ー
リ
ア
ス
ト
®
）

パーキンソン病と
上手に付き合うコツ

神経内科主任部長　狭
はざ

間
ま

 敬
たかのり
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が
有
効
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

急
激
に
出
現
す
る
オ
フ
に
は
注
射
薬
の
ア
ポ
カ
イ
ン
®
が
２
０
１
２
年
か
ら
使
用
可
能
と
な
り
、

速
効
性
の
レ
ス
キ
ュ
ー
薬
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
に
Ｌ

－

ｄ
ｏ
ｐ
ａ
を
服
用
し
て
も
ま
っ
た
く
反
応
し
な
い
こ
と
や
、
反
応
に
普
段
よ
り
時
間

が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
日
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
は
夕
食
時
に
ま
と
め
て
摂
取
す
る
方

法
や
、
Ｌ

－

ｄ
ｏ
ｐ
ａ
を
レ
モ
ン
水
に
溶
か
し
て
服
用
す
る
な
ど
の
対
策
が
有
効
で
す
。
ま
た
、

食
前
投
与
や
便
秘
改
善
、
ガ
ス
モ
チ
ン
®
な
ど
の
消
化
管
運
動
機
能
改
善
薬
が
有
効
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
合
併
症
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

厄
介
な
運
動
合
併
症
に
は
、
薬
が
効
い
て
い
る
と
き
に
体
が
勝
手
に
動
く
ピ
ー
ク
ド
ー
ス
・
ジ

ス
キ
ネ
ジ
ア
、
薬
が
切
れ
る
と
き
と
効
き
始
め
に
体
や
手
足
が
勝
手
に
動
く
エ
ン
ド
オ
ブ
ド
ー
ス
・

ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
、
両
者
が
混
在
す
る
バ
イ
フ
ァ
ー
ジ
ッ
ク
・
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

両
者
と
も
薬
の
有
効
域
が
狭
ま
っ
て
い
る
た
め
に
出
現
し
ま
す
。
対
策
の
「
コ
ツ
」
で
す
が
、
ピ
ー

ク
ド
ー
ス
・
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
で
生
活
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
Ｌ

－

ｄ
ｏ
ｐ
ａ
の
服
薬
量
を
減
量

し
頻
回
投
与
に
し
た
り
、
シ
ン
メ
ト
レ
ル
®
を
加
え
た
り
、
手
術
療
法
（
深
部
脳
刺
激
療
法
、
ｄ

ｅ
ｅ
ｐ　

ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ　
ｓ
ｔ
ｉ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ<

Ｄ
Ｂ
Ｓ>

）
も
試
み
た
り
し
ま
す
。
エ

ン
ド
オ
ブ
ド
ー
ス
・
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
の
場
合
は
ド
ー
パ
ミ
ン
受
容
体
刺
激
薬
に
よ
る
底
上
げ
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

振戦　　　　　　　　　無動　　　　　　　　　固縮　　　　　　　姿勢反射障害

振戦、無動、固縮、姿勢反射障害がパーキンソン病の四大症状です。

四大症状図　パーキンソン病の四大症状
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原
因
と
症
状
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

交
通
事
故
な
ど
の
頭
の
け
が
で
救
急
病
院
に
運
ば
れ
た
後
、
意
識
や
手
足
の
動
き
に
問
題
が
な

く
な
れ
ば
多
く
の
場
合
退
院
し
ま
す
。
し
か
し
そ
の
後
、
仕
事
や
学
校
に
戻
り
、
物
忘
れ
が
多
い

な
ど
の
理
由
で
、
退
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、
学
校
の
勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ

た
り
す
る
人
が
い
ま
す
。

脳
振
と
う
の
場
合
は
数
か
月
ぐ
ら
い
で
元
に
戻
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
な
状
態
が
そ
れ
以
上
続

く
場
合
は
「
高
次
脳
機
能
障
害
」
と
い
い
ま
す
。

高
次
脳
機
能
障
害
の
原
因
に
は
そ
の
ほ
か
に
、
脳
炎
や
脳
卒
中
、
脳
腫
瘍
が
あ
り
ま
す
。
高
次

脳
機
能
障
害
の
症
状
に
は
、「
記
憶
障
害
」「
注
意
障
害
」、
日
々
の
生
活
や
仕
事
の
手
順
を
立
て
て

行
え
な
い
「
遂す

い
こ
う行

機
能
障
害
」、
言
い
た
い
こ
と
や
、
し
た
い
こ
と
を
場
所
も
わ
き
ま
え
ず
言
っ
た

り
し
た
り
す
る
た
め
に
困
る
「
感
情
抑
制
の
障
害
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

注
意
障
害
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

多
く
の
患
者
さ
ん
や
医
療
関
係
者
は
主
な
症
状
を
「
記
憶
障
害
」
と
表
現
し
ま
す
が
、筆
者
は
「
注

意
障
害
」
が
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
に
共
通
し
た
症
状
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

本
当
の
「
記
憶
障
害
」
な
ら
ば
、
例
え
ば
昨
日
の
こ
と
を
ま
っ
た
く
覚
え
て
い
な
い
は
ず
で
す

が
、実
際
に
は
、覚
え
て
い
る
こ
と
と
忘
れ
た
こ
と
が
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
筆
者
が
「
注
意
」

に
注
目
す
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

高
こ う

次
じ

脳
の う

機
き

能
の う

障
しょう

害
が い

とは？
リハビリテーション科主任部長　渡

わた

邉
なべ

 学
まなぶ
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で
は
、「
注
意
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
生
活
の
中
で
、
人
の
声
、
雑
音
、
人
の
し
ぐ
さ
や

風
景
な
ど
見
え
る
も
の
、
ま
た
自
分
の
中
で
湧
い
て
出
る
「
想
像
力
」
な
ど
多
く
の
刺
激
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
多
く
の
刺
激
の
う
ち
、一
つ
だ
け
を
選
び
出
し
気
を
向
け
る
こ
と
を「
注
意
」と
言
い
ま
す
。

百
貨
店
の
最
上
階
の
食
堂
な
ど
の
人
の
声
の
雑
音
が
す
ご
い
と
こ
ろ
で
も
、
相
手
と
会
話
が
で

き
る
の
は
周
り
の
雑
音
を
無
視
す
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
同
じ
百
貨
店
を
例

に
取
る
と
通
常
の
館
内
放
送
に
は
気
づ
く
こ
と
が
少
な
い
の
で
す
が
、
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
る

と
す
ぐ
気
が
つ
き
ま
す
。

高
次
脳
機
能
障
害
の
人
で
は
こ
の
脳
の
大
切
な
働
き
が
多
少
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

電
車
や
バ
ス
の
中
で
周
り
の
人
の
行
動
や
発
言
が
気
に
な
っ
て
し
よ
う
が
な
い
、
子
ど
も
の
泣
き

声
が
気
に
な
っ
て
つ
い
怒
鳴
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
気
が
散
る
」

状
態
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
「
図
」
に
示
し
て
み
ま
し
た
。

ま
た
「
注
意
障
害
」
の
別
の
形
で
す
が
、
一
言
で
言
う
と
「
同
時
に
二
つ
の
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
い
う
状
態
で
す
。
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ご
飯
を
食
べ
る
と
い
う
と
き
に
、
テ
レ
ビ
を

見
て
い
る
と
き
は
お
箸
が
止
ま
っ
て
い
る
し
、
お
箸
で
食
べ
て
い
る
と
き
は
テ
レ
ビ
の
内
容
は
聞

こ
え
て
い
て
も
脳
の
中
に
入
り
ま
せ
ん
。

人
と
話
す
場
合
、
１
人
と
話
す
と
き
は
内
容
に
つ
い
て
い
け
て
も
、
相
手
が
２
、３
人
以
上
に
な
る

と
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。さ
ら
に
仕
事
中
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
に
出
る
と
失
敗
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
注
意
障
害
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
共
通
し
た
大
切
な
症
状
と
し

て
「
脳
の
疲
れ
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
長
時
間
の
睡
眠
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
脳
に
傷

を
受
け
た
後
、
昼
間
の
眠
気
が
１
年
以
上
と
れ
な
い
と
き
は
専
門
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

図　選択的注意の障害
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脳
外
科
に
も
内
視
鏡
導
入
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

皆
さ
ん
は
脳
神
経
外
科
の
手
術
と
い
え
ば
「
頭
蓋
骨
を
と
っ
て
脳
に
メ
ス
を
入
れ
る
」
何
と
恐

ろ
し
い
手
術
で
は
な
い
か
と
お
考
え
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
し
か
に
一
般
的
な
脳
外
科
手
術

は
今
で
も
多
く
が
こ
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
低て

い
し
ん侵

襲し
ゅ
う

手
術
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
脳
外
科
領
域
で
は
そ
の
代
表
格

と
し
て
神
経
内
視
鏡
を
使
っ
た
手
術
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ

う
に
内
視
鏡
は
消
化
器
疾
患
や
肺
疾
患
の
検
査
・
治
療
目
的
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
内
視
鏡
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
脳
外
科
疾
患
に
応
用
さ
れ
た
の
が
神
経
内
視
鏡
で
す
。

軟
性
鏡
と
硬
性
鏡
の
違
い
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

神
経
内
視
鏡
に
は
可
動
性
の
あ
る
柔
軟
な
軟
性
鏡
と
、
可
動
性
の
な
い
硬
性
鏡
が
あ
り
、
疾
患

に
応
じ
て
使
い
分
け
ま
す
。
軟
性
鏡
は
脳
室
内
病
変
、
と
く
に
閉
塞
性
水す

い
と
う頭

症し
ょ
う

に
よ
く
利
用
さ
れ

ま
す
。

水
頭
症
と
い
え
ば
従
来
、
人
工
の
チ
ュ
ー
ブ
を
脳
室
か
ら
皮
下
を
通
し
て
腹ふ

く
く
う腔

内
に
留り

ゅ
う

置ち

し
て

い
ま
し
た
。
チ
ュ
ー
ブ
が
詰
ま
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
に
遭
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
神
経
内
視
鏡
で
あ
れ
ば
、
薄
い
膜
を
内
視
鏡
で
破
っ
て

開
放
す
る
だ
け
で
よ
い
の
で
す
。

硬
性
鏡
は
細
長
い
棒
の
よ
う
な
形
状
で
可
動
性
は
な
い
の
で
す
が
、
軟
性
鏡
に
比
べ
て
光
量
が

多
く
緻
密
な
観
察
に
向
い
て
い
ま
す
。
当
初
は
手
術
の
補
助
器
具
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

劇的に変わった！
神経内視鏡による脳手術

脳神経外科主任部長　橋
はしもと

本 宏
ひろゆき

之

脳神経外科部長　藤
ふじもと

本 憲
けん

太
た
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次
第
に
硬
性
鏡
だ
け
で
手
術
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
代
表
的
な
疾
患
に
下か

垂す
い
た
い
せ
ん
し
ゅ

体
腺
腫
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
写
真
１
）。

従
来
は
口
腔
内
に
数
㎝
の
創（
き
ず
）を
作
り
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
て
手
術
を
し
て
い
ま
し
た
。

神
経
内
視
鏡
を
使
え
ば
片
側
の
鼻
腔
か
ら
硬
性
鏡
を
挿
入
し
腫
瘍
を
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奥
深
く
の
病
変
に
直
接
光
を
照
ら
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
観
察
で
き
る
の
で
腫
瘍
の
摘
出

が
格
段
に
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

下
垂
体
腺
腫
の
手
術
で
は
従
来
の
方
法
に
比
べ
て
神
経
内
視
鏡
手
術
は
間
違
い
な
く
、
よ
り
低

侵
襲
で
よ
り
有
益
な
手
術
法
と
い
え
る
で
し
ょ
う
（
写
真
２
、３
）。

写真１　神経内視鏡とナビゲーションシステム
を使って下垂体腺腫の手術を行う

写真２　術前MRI 画像／中央の白く造影され
るのが下垂体腺腫

写真３　術後MRI 画像／腫瘍は完全に摘出
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ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
は
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳
の
構
造
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
精
緻
に
富
ん
で
い
ま
す
。
脳
腫
瘍
な
ど
の
病
変
で
は
正
常
な

構
造
が
失
わ
れ
個
々
の
ケ
ー
ス
で
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
ま
す
。
通
常
、
顕
微
鏡
下
に
拡
大
し
た

術
野
で
手
術
を
行
う
わ
け
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
脳
の
構
造
を
熟
知
し
て
い
た
と
し

て
も
時
と
し
て
迷
宮
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
困
難
を
克
服
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
の
が
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
す
。
術

前
に
通
常
、
３
方
向
（
水
平
断
、
矢
状
断
、
冠
状
断
）
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
を
撮
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

情
報
を
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
み
、
術
中
に
い
つ
で
も
3
次
元
で
の
任
意
の
座
標

点
を
画
像
上
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

つ
ま
り
術
中
い
つ
で
も
術
者
が
ど
こ
を
操
作
し
て
い
る
の
か
明
確
に
理
解
で
き
る
の
で
手
術
支

援
と
し
て
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
大
変
貴
重
な
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
（
写
真
１
）。

神
経
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳
動
脈
瘤り

ゅ
う

や
脳
腫
瘍
な
ど
の
手
術
で
術
後
後
遺
症
を
で
き
る
限
り
な
く
す
目
的
で
導
入
さ
れ
た

の
が
神
経
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
で
す
。

術
後
に
最
も
懸
念
さ
れ
る
後
遺
障
害
と
し
て
手
足
の
麻ま

ひ痺
が
あ
り
ま
す
。
手
術
中
に
経
験
と
勘

だ
け
に
頼
ら
ず
神
経
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
客
観
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
で
後
遺
障
害
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

意
識
障
害
の
有
無
を
示
す
最
も
重
要
な
脳
幹
組
織
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
さ
ら
に
視
神
経
や
嚥え

ん

下げ

ナビゲーションシステムと
神経モニタリングで安全な手術

脳神経外科主任部長　橋
はしもと

本 宏
ひろゆき

之

脳神経外科部長　藤
ふじもと

本 憲
けん

太
た
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を
つ
か
さ
ど
る
脳
神
経
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
神
経
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
完
全
に
鵜う

の呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ

の
装
置
を
利
用
し
て
手
術
の
経
験
を
た
く
さ
ん
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
な
手
術
を
支
え

る
基
盤
が
で
き
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
（
写
真
２
）。

総
合
力
で
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

現
在
、
当
科
で
は
脳
腫
瘍
、
脳
動
脈
瘤
や
脊
髄
疾
患
の
手
術
の
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
神
経
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
脳
神
経
外
科
疾
患
の
治
療
成
績
は
手
術
の
技
量
や
周
辺
機
器
の
整
備
、
こ
れ
ら
を

支
え
る
マ
ン
パ
ワ
ー
な
ど
の
総
合
力
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

写真２　手術中の神経モニタリング装置
写真１　 術中のナビゲーションシステ

ムの画像
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安
全
な
治
療
へ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳
神
経
外
科
は
、
脳
、
脊
髄
、
そ
れ
ら
に
つ
な
が
る
神
経
や
血
管
の
病
気
に
対
し
て
、
手
術
で

治
療
す
る
診
療
科
で
す
。
一
般
の
方
が
聞
く
と
、
頭
を
切
っ
て
手
術
す
る
な
ん
て
、
と
恐
ろ
し
く

感
じ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
脳
神
経
外
科
で
は
多
く
の
開
頭
手
術
の
経
験
を
経
て
現
在
で
は
安
全

な
治
療
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
は
画
像
診
断
、
各
種
診
療
材
料
の
進
歩
に
伴
い
、
従
来
と
は
違
っ
た
治
療
方
法
も

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
項
で
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
脳
の
病
気
を
治
療
す
る
脳
血
管
内

治
療
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

脳
血
管
内
治
療
の
方
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳
血
管
内
治
療
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
細
い
管
を
用
い
て
、
血
管
の
中
を
通
っ
て
脳
の
病
気

に
到
達
し
、
治
療
す
る
方
法
で
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
と
は
、
ス
ト
ロ
ー
の
よ
う
な
中
空
の
、
柔
ら
か

く
て
長
い
管
で
す
。
太
も
も
の
付
け
根
に
あ
る
血
管
か
ら
、
こ
の
カ
テ
ー
テ
ル
を
脳
の
血
管
ま
で

誘
導
し
、
患
部
を
治
療
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

脳
神
経
外
科
以
外
に
も
、
心
臓
の
血
管
や
肝
臓
の
腫
瘍
な
ど
に
同
様
の
治
療
が
多
数
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

脳
血
管
内
治
療
で
治
す
病
気
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳
血
管
内
治
療
は
血
管
を
通
っ
て
行
う
治
療
で
す
の
で
、
主
に
血
管
の
病
気
を
治
療
し
ま
す
。

メスを使わない脳血管内治療
脳神経外科部長　藤

ふじもと

本 憲
けん

太
た

脳神経外科主任部長　橋
はしもと

本 宏
ひろゆき

之
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代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
①
脳
の
血
管
が
突
然
詰
ま
っ
て
し
ま
い
、
片
方
の
手
足
が
急
に
動

か
な
く
な
る
、
脳
梗
塞
の
急
性
期
の
治
療
②
脳
に
栄
養
を
送
る
血
管
が
動
脈
硬
化
で
細
く
な
っ
て

く
る
（
内
頸
動
脈
と
い
う
血
管
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
）
の
を
拡
張
さ
せ
る
治
療
③
く
も
膜
下
出
血

の
原
因
と
な
る
脳
動
脈
瘤り

ゅ
う

を
血
管
の
中
か
ら
埋
め
尽
く
し
、
破
れ
な
い
よ
う
に
す
る
治
療

―
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
ま
れ
な
疾
患
で
す
が
、
脳
内
出
血
の
原
因
と
な
る
脳
動
静
脈
奇
形
や
、
脳
腫
瘍

の
手
術
の
前
に
出
血
を
し
に
く
く
す
る
た
め
の
塞そ

く
せ
ん栓

術
な
ど
も
行
い
ま
す
。
こ
の
項
で
は
、
脳
血

管
内
治
療
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
「
１
．２
．３
．」に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

１
．
脳
梗
塞
の
急
性
期
の
治
療

脳
梗
塞
は
突
然
、
手
足
の
力
が
入
ら
な
く
な
っ
た
り
、
言
葉
が
話
せ
な
く
な
っ
た
り
す
る
病
気

で
す
。
脳
に
送
ら
れ
て
い
る
血
液
が
、
血
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
て
送
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、
血
管
自
体
が
細
く
な
っ
て
詰
ま
る
こ
と
や
、
不
整
脈
な
ど
が
原
因
で
心
臓
に

で
き
た
血
の
塊
が
脳
に
流
れ
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
脳
に
血
が
届
か
な
く
な
る
と
、

脳
は
活
動
で
き
な
く
な
り
麻ま

ひ痺
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
時
間
が
た
つ
と
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し

ま
い
、
後
か
ら
血
流
が
来
て
も
生
き
返
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
治
療
が
有
効
な
時
間
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
て
、
血
栓
を
溶
か
す
薬
（
ｔ
Ｐ
Ａ
と
い

い
ま
す
）
は
症
状
出
現
か
ら
４
時
間
30
分
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ｔ
Ｐ
Ａ
を
投
与
し
て
も
詰
ま
っ
て
い
る
血
管
に
は
薬
が
届
き
に
く
く
、
血
栓
が
溶
け
な

い
こ
と
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

血栓

カテーテル

血栓

図2　カテーテルにより血栓の除去 図1　コルクの栓抜き様の道具で血栓を除去
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こ
の
よ
う
な
場
合
、
細
い
カ
テ
ー
テ
ル
を
詰
ま
っ
て
い
る
血
管
に
挿
入
し
て
コ
ル
ク
栓
抜
き
の

よ
う
な
道
具
で
血
栓
を
引
き
ず
り
出
し
た
り
（
図
１
）、吸
引
器
で
吸
い
出
し
た
り
し
ま
す
（
図
２
）。

２
．
動
脈
硬
化
に
よ
る
内
頸
動
脈
の
狭き

ょ
う

窄さ
く

を
拡
張
さ
せ
る
頸
動
脈
ス
テ
ン
ト
術

動
脈
硬
化
が
起
こ
っ
て
く
る
と
、
血
管
の
中
に
少
し
ず
つ
血
栓
と
い
う
も
の
が
血
管
の
壁
に
こ

び
り
つ
い
て
き
て
、
厚
く
蓄
積
す
る
と
血
管
の
中
が
次
第
に
目
詰
ま
り
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
、

脳
に
た
く
さ
ん
の
血
液
を
送
る
流
路
に
起
こ
っ
て
く
る
と
、
脳
に
届
く
血
液
が
不
足
し
た
り
、
壁

に
つ
い
た
血
栓
の
一
部
が
脳
へ
流
れ
込
ん
だ
り
し
て
、
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
対
し
て
従
来
、
血
管
の
壁
に
こ
び
り
つ
い
た
血
栓
を
取
り
除
く
手
術
（
内

膜
剥
離
術
）
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
狭
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
用

い
て
し
ぼ
ん
だ
風
船
を
挿
入
し
て
、
そ
こ
で
風
船
を
膨
ら
ま
せ
て
血
管
を
押
し
広
げ
る
方
法
（
そ

の
後
、
再
び
狭
く
な
ら
な
い
よ
う
に
ス
テ
ン
ト
と
い
う
金
属
の
筒
を
入
れ
ま
す
）
を
と
っ
て
い
ま

す
（
図
３
）。

３
．
脳
動
脈
瘤
の
コ
イ
ル
塞
栓
術

く
も
膜
下
出
血
は
突
然
、
激
し
い
頭
痛
が
起
こ
り
、
命
を
奪
う
病
気
で
す
。
そ
の
原
因
の
ほ
と

ん
ど
は
、
脳
の
血
管
の
壁
が
薄
く
な
っ
て
膨
ら
ん
だ
脳
動
脈
瘤
で
す
。
く
も
膜
下
出
血
の
患
者
さ

ん
が
運
ば
れ
て
き
た
ら
、
ま
ず
脳
動
脈
瘤
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
突
き
止
め
、
破
れ
な
い
よ
う
に
処

置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
最
近
で
は
脳
ド
ッ
ク
な
ど
脳
の
血
管
を
調
べ
た
ら
脳
動
脈
瘤
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
た
ま
た
ま
見
つ
か
っ
た
脳
動
脈
瘤
に
つ
い
て
は
自
然
経
過
も
考
え
て
判
断
し
ま
す
が
、
破

れ
な
い
よ
う
に
治
療
を
行
う
こ
と
も
一
つ
の
選
択
肢
で
す
。

しぼんだ
バルーン

血管の細く
なっている所

バル
ーン

バル
ーン

バル
ーン

図 3　バルーンで血管を広げる
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従
来
、
脳
動
脈
瘤
は
開
頭
し
て
動
脈
瘤
の
根
っ
こ
の
部
分
を
ク
リ
ッ
プ
で
挟
ん
で
血
流
が
入
ら

な
い
よ
う
に
す
る
手
術
を
行
っ
て
き
て
い
て
、
今
で
も
そ
の
方
法
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
で
は
細
い
カ
テ
ー
テ
ル
を
動
脈
瘤
に
挿
入
し
て
、
そ
こ
か
ら
柔
ら
か
い
金
属
性
の

コ
イ
ル
を
動
脈
瘤
内
に
満
た
し
て
血
流
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
も
行
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。

病
態
な
ど
で
個
別
に
判
断
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
脳
血
管
内
治
療
は
機
材
や
画
像
診
断
機
器
の
進
歩
に
伴
っ
て
、
今
ま
で

難
し
か
っ
た
病
気
も
治
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
誤
解
が
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
の
は
、
脳
血
管
内
治
療
は
体
の
負
担
が
手
術
よ
り

少
な
い
の
は
事
実
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
病
態
や
病
気
の
形
状
に
よ
っ
て
は
手
術
の
ほ
う
が
安
全

で
あ
っ
た
り
、
脳
血
管
内
治
療
が
適
し
て
い
た
り
と
、
個
々
に
判
断
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望

ど
お
り
の
治
療
法
が
ベ
ス
ト
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
治
療
法
を
取
り
込
ん
で
、
脳
神
経
外
科
全
体
と
し
て
よ
り
多
く
の
病
気
を
治
せ
る
よ
う

に
と
考
え
て
い
ま
す
。

動脈瘤

コイル

カテーテル

図4　コイル塞栓術
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妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
あ
っ
、
こ
れ
っ
て
陽
性
…
!?
」

最
近
は
、
自
宅
で
の
妊
娠
検
査
キ
ッ
ト
の
陽
性
反
応
で
、
ご
自
身
の
妊
娠
を
知
る
妊
婦
さ
ん
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
薬
局
で
買
え
る
妊
娠
検
査
キ
ッ
ト
は
、
病
院
で
使
っ
て
い
る
も
の
と
同
じ
性

能
で
す
の
で
、
正
し
く
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
妊
娠
の
診
断
は
正
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
も
、
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
産
婦
人
科
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
陽
性
に
な
っ
た
検
査
キ
ッ
ト
を
も
っ
て
い
け
ば
、
同
じ
検
査
を
繰
り
返
す
必
要
は
な
く
な

り
ま
す
。

昔
と
違
っ
て
今
は
、
超
音
波
検
査
で
子
宮
の
中
を
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
予
定
通
り
に
月
経
が
来
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
て
か
ら
２
、３
週
間
す
れ
ば
、
動
き
出
し
た
ば

か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
心
臓
の
鼓
動
を
お
母
さ
ん
自
身
が
目
で
見
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
少
し
後
に
な
れ
ば
、
数
㎝
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
手
を
振
っ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

妊
娠
し
た
方
は
、
大
き
な
喜
び
と
同
時
に
不
安
も
抱
か
れ
る
の
が
普
通
だ
と
思
い
ま
す
。
早
い

時
期
に
ご
自
身
の
子
宮
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
心
臓
や
体
の
動
き
を
目
に
す
る
こ
と
で
、
安
心
す
る

と
同
時
に
、
妊
娠
の
実
感
を
も
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
に
対
す
る
思
い
を
深
く
し
て
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

異
常
へ
の
対
処
も
念
頭
に
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

安全で快適なお産をめざして
産婦人科主任部長　竹

たけむら

村 昌
まさひこ

彦

産婦人科医員　前
まえなか

中 隆
たかひで

秀
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妊
娠
し
た
人
の
う
ち
１
割
以
上
の
方
は
、
早
い
時
期
に
子
宮
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
が
育
つ
の
を
や

め
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
妊
娠
時
の
女
性
の
年
齢
と
と
も
に
上
昇
し
ま
す
。
ま
た
、
異い

所し
ょ

性
妊
娠
（
子
宮
外
妊
娠
）
と
い
っ
て
、子
宮
以
外
の
場
所
で
受
精
卵
が
育
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
、２
％

く
ら
い
で
起
こ
り
ま
す
。
ほ
っ
て
お
く
と
そ
の
場
所
が
破
れ
て
大
出
血
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
の

で
、
早
い
時
期
の
診
断
が
大
切
で
す
。
こ
の
よ
う
な
異
常
へ
の
適
切
な
対
処
の
た
め
に
も
妊
娠
が

分
か
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
産
婦
人
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

で
も
、
で
き
れ
ば
妊
娠
す
る
前
に
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

妊
娠
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
生
ま
れ
て
初
め
て
産
婦
人
科
を
受
診
す
る
方
が
目
立
ち
ま
す
。
で

も
本
当
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
な
、
で
き
て
も
い
い
な
、
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
一
度
、
産
婦
人

科
を
受
診
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

妊
娠
出
産
に
支
障
が
な
い
か
ど
う
か
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
と
く
に
普
段
か
ら
薬
を
飲
ん
で
い
る
方
や
、
病
気
を
も
っ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、

妊
娠
の
前
か
ら
準
備
を
始
め
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

薬
に
つ
い
て
は
、
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
影
響
が
心
配
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
自
分
の
判
断
で
や
め
た
り
、

量
を
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
産
婦
人
科
で
も
相
談
し
な
が
ら
、

妊
娠
に
向
け
て
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
な
方
に
と
っ
て
も
、
妊
娠
、
出
産
は
大
き
な
出
来
事
で
す
。
妊
娠
す
る
前
の
準
備
が
大
切

な
の
で
、
産
婦
人
科
で
あ
ら
か
じ
め
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
は
大
き
な
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

実
際
、
妊
娠
し
て
初
め
て
産
婦
人
科
を
受
診
し
て
、
子
宮
や
卵
巣
の
病
気
が
見
つ
か
る
こ
と
は
決
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し
て
珍
し
く
な
く
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
お
母
さ
ん
に
も
赤
ち
ゃ
ん
に
も
余
計
な
負
担
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

出
産
へ
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

出
産
は
、
女
性
の
人
生
の
中
で
も
と
て
も
大
き
な
喜
び
ご
と
で
す
。
ま
た
、
幸
せ
な
家
庭
づ
く

り
へ
の
第
一
歩
で
す
。
し
か
し
同
時
に
、
昔
も
今
も
女
性
に
と
っ
て
は
命
が
け
の
大
事
業
で
す
。

妊
娠
中
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
、
ど
の
よ
う
に
出
産
を
迎
え
た
い
か

―
医
師
や
助
産
師
と
相

談
し
な
が
ら
バ
ー
ス
プ
ラ
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
全
て
が
思
い
描
い
た
と
お
り
に
進
む
と
は
限
り

ま
せ
ん
が
、
バ
ー
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
を
通
じ
て
、
自
分
の
出
産
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
形
に
し
て

い
く
こ
と
が
、
満
足
で
き
る
分
娩
へ
の
第
一
歩
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
提
案
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
．
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

院
内
各
診
療
科
の
協
力
を
得
て
、
万
一
の
場
合
も
24
時
間
体
制
で
安
全
な
お
産
を
支
え
ま
す

（
４
５
５
ペ
ー
ジ
参
照
）。

２
．
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム

遠
方
に
住
む
方
や
、
仕
事
を
も
つ
妊
婦
さ
ん
な
ど
が
、
不
自
由
な
く
妊
婦
健
診
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
近
く
の
産
婦
人
科
で
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。
予
定
日
が
近
づ
い
て

き
て
か
ら
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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３
．
助
産
師
外
来

当
セ
ン
タ
ー
の
妊
婦
健
診
で
は
、
助
産
師
が
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
お
話
を
す
る
助
産
師

外
来
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
分
娩
の
際
は
通
常
通
り
に
医
師
と
助
産
師
が
共
同
で
診
療
に
あ

た
り
ま
す
。

４
．
無
痛
分
娩

痛
い
思
い
を
し
な
い
と
赤
ち
ゃ
ん
に
対
す
る
愛
情
が
湧
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

痛
み
を
和
ら
げ
不
安
を
減
ら
す
こ
と
で
、
誕
生
を
し
っ
か
り
と
経
験
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
あ
ら
か
じ
め
外
来
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

５
．
定
額
料
金
制
度

正
常
分
娩
は
自
費
診
療
と
な
り
ま
す
。
出
産
後
、
健
康
保
険
組
合
に
申
請
す
れ
ば
、
分
娩
一
時

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
を
し
て
お
け
ば
、
こ
の
お
金
が
直
接
病
院
に
払
い

込
ま
れ
ま
す
の
で
、
費
用
を
立
て
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
正
常
分
娩

の
費
用
は
定
額
制
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
も
で
き
ま
す
。

分
娩
時
の
異
常
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
学
的
処
置
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
保
険
診
療
と
な
り
ま
す
の
で
、
病
気
で
受
診
し
た
と
き
と
同
じ
よ
う
な
扱
い
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
に
ふ
さ
わ
し
い
お
産
を
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一
人
ひ
と
り
に
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
人
生
が
あ
る
よ
う
に
、
お
産
へ
の
希
望
や
不
安
も
千
差
万
別

で
す
。
自
分
ら
し
い
お
産
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
で
、
家
族
を
つ
く
っ
て
い
く
幸
せ
な
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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婦
人
科
の
病
気
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

婦
人
科
は
、
骨
盤
の
中
に
あ
る
、
女
性
特
有
の
臓
器
に
つ
い
て
の
病
気
を
扱
い
ま
す
。

こ
の
臓
器
と
は
、
子
宮
、
卵
巣
、
卵
管
、
腟
、
外
陰
な
ど
で
す
。
こ
れ
以
外
に
、
膀
胱
や
尿
道

の
構
造
は
男
性
と
女
性
と
で
は
違
い
が
大
き
く
、
子
宮
や
腟
に
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
部
分

の
病
気
に
つ
い
て
も
婦
人
科
で
扱
う
場
合
が
あ
り
ま
す
（｢

が
ま
ん
し
な
い
で
！ 

女
性
の
尿
漏
れ
と

性
器
脱｣

の
項
、
１
４
４
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

こ
ん
な
と
き
婦
人
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
．
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
か
ゆ
み
や
痛
み
、
お
り
も
の
の
量
や
に
お
い
な
ど
の
症
状

個
人
差
の
範
囲
内
で
、
治
療
を
必
要
と
す
る
状
態
で
は
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
感
染
症

や
が
ん
に
よ
る
症
状
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
．
月
経
の
異
常

月
経
間
隔
が
不
規
則
、
月
経
の
量
が
多
い
・
少
な
い
、
生
理
痛
が
強
い
な
ど
の
症
状
は
、
子
宮

内
膜
症
や
子
宮
筋
腫
、
排
卵
の
異
常
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

３
．
月
経
以
外
の
出
血

い
わ
ゆ
る
不
正
出
血
で
す
が
、
と
く
に
す
で
に
閉
経
し
た
方
で
出
血
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
診

察
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

４
．
望
ん
で
い
る
の
に
妊
娠
し
な
い

不
妊
症
の
検
査
と
治
療
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

婦人科手術の 90％は、
おなかを切らなくてもよい !?

産婦人科主任部長　竹
たけむら

村 昌
まさひこ

彦
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た
だ
し
、
不
妊
症
は
女
性
の
問
題
で
は
な
く
、
カ
ッ
プ
ル
の
問
題
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
の

検
査
と
協
力
も
不
可
欠
で
す
。

５
．
更
年
期
の
症
状

閉
経
の
前
後
５
年
ず
つ
く
ら
い
を
更
年
期
と
い
い
、
ほ
て
り
や
急
な
発
汗
を
は
じ
め
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
の
病
気
が
隠
れ
て
い
な
い
ど
う
か
注
意
は
必

要
で
す
が
、
治
療
に
よ
っ
て
劇
的
に
改
善
し
ま
す
。

６
．
と
く
に
思
い
当
た
る
症
状
が
な
い

良
性
で
あ
れ
悪
性
で
あ
れ
、
子
宮
や
卵
巣
の
腫
瘍
は
多
く
の
場
合
、
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
が
ん
に
な
る
前
の
異
常
を
見
つ
け
て
治
療
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
婦
人
科
の
腫
瘍
の
多
く
は
、
症
状
か
ら
で
は
な
く
、
な
に
か
ほ
か
の
理
由
で
婦

人
科
の
診
察
を
受
け
た
際
に
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
少
な
く
と
も
２
年
に
一
度
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
含
め
て
、
婦
人
科
の
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
と
き
に
手
術
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

子
宮
筋
腫
に
よ
り
月
経
出
血
が
多
く
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
卵
巣
に
嚢の

う
し
ゅ腫

が
見
つ
か
っ
た
場
合
、

妊
娠
し
た
赤
ち
ゃ
ん
が
子
宮
以
外
の
場
所
で
育
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
場
合
（
子
宮
外
妊
娠
）

な
ど
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
、
子
宮
体
が
ん
、
卵
巣
が
ん
が
、
婦
人
科
で
治
療
す
る
代
表
的
な
が
ん

で
す
が
、
い
ず
れ
も
手
術
に
よ
る
治
療
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
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手
術
以
外
の
治
療
方
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

最
近
で
は
、
手
術
以
外
の
治
療
方
法
が
い
ろ
い
ろ
と
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
以
前
な
ら
ば
手
術

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
以
外
の
選
択
が
可
能
な
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

手
術
で
も
そ
れ
以
外
の
治
療
法
で
も
、
必
ず
利
点
と
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
病
気
で
あ
っ
て

も
そ
の
方
の
状
態
に
よ
っ
て
、な
に
が
最
適
か
は
違
い
ま
す
の
で
、よ
く
説
明
を
聞
き
、自
分
に
と
っ

て
最
適
の
方
法
を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

診
断
と
治
療
方
法
の
説
明
の
際
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
方
法
の
説
明
を
聞
い
て
、
そ
の
中
で

あ
な
た
に
と
っ
て
最
適
な
方
法
を
医
師
と
相
談
し
て
決
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

手
術
は
お
な
か
を
切
る
の
で
す
か
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

婦
人
科
の
手
術
は
、
下
腹
部
の
骨
盤
の
中
に
あ
る
臓
器
を
対
象
と
し
た
手
術
に
な
る
の
で
、
下

腹
部
を
切
開
し
て
手
術
す
る
方
法
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
は
、
腹ふ

く
く
う腔

鏡き
ょ
う

手
術
と
い
っ
て
、
お
な
か
に
小
さ
な
穴
を
幾
つ
か
開
け
て
、
カ
メ

ラ
で
お
な
か
の
中
を
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
な
が
ら
行
う
手
術
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。お

な
か
に
残
る
小
さ
な
傷
は
目
立
ち
に
く
く
、
術
後
の
痛
み
も
開
腹
手
術
に
比
べ
て
少
な
い
の

で
、
日
常
生
活
へ
の
復
帰
も
早
く
な
り
ま
す
。
全
て
の
婦
人
科
手
術
が
腹
腔
鏡
で
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
宮
が
ん
の
手
術
も
腹
腔
鏡
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
（
図
１
）。

開腹手術 腹腔鏡下手術

おへそを縦に１cm くらい切りますが、
この傷はおへそのしわに隠れてほとん
ど分からなくなります。ここからカメ
ラを入れておなかの中を映しながら手
術します。それ以外に下腹部に５ mm
の傷を通常は３か所つけます。ここか
ら器具をさし入れて操作します。

条件がそろえば、おへその部分の傷だ
けで手術ができる場合もあります（単
孔式手術）。

図1　手術の傷
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こ
れ
以
外
に
、
腟ち

つ
し
き式

手
術
と
い
っ
て
、
腟
か
ら
手
術
を
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
術
で

あ
れ
ば
、
お
な
か
に
は
ま
っ
た
く
傷
を
つ
け
ず
に
子
宮
を
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
変
良

い
方
法
で
す
が
、
子
宮
が
大
き
す
ぎ
る
場
合
に
は
難
し
く
な
る
な
ど
、
や
は
り
制
限
は
あ
り
ま
す
。

摘
出
手
術
が
減
っ
た
子
宮
筋
腫
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

子
宮
筋
腫
は
、
子
宮
の
中
に
筋
肉
の
こ
ぶ
が
で
き
る
病
気
で
す
が
、
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
閉
経
ま
で
に
は
、
小
さ
な
も
の
も
含
め
れ
ば
、
半
数
以
上
の
方
の
子
宮
に
は
子
宮

筋
腫
が
で
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

正
常
な
子
宮
は
、
だ
い
た
い
小
さ
め
の
ニ
ワ
ト
リ
の
卵
く
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。
以
前
は
、
子

宮
筋
腫
で
子
宮
が
大
人
の
握
り
こ
ぶ
し
よ
り
も
大
き
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
手
術
で
摘
出
す
る
こ

と
が
当
た
り
前
で
し
た
。

現
在
で
は
、
症
状
の
な
い
子
宮
筋
腫
は
、
必
ず
し
も
手
術
を
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
考
え

方
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
て
、
以
前
に
比
べ
て
子
宮
を
摘
出
す
る
手
術
は
減
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
筋
腫
の
で
き
る
場
所
や
、
大
き
さ
に
よ
っ
て
は
、
月
経
の
と
き
の
出
血
の
量
が
多
く

な
り
ま
す
。
出
血
の
量
が
多
く
な
る
と
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
な
く
、
貧
血
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

小
さ
く
て
も
月
経
の
出
血
が
と
て
も
多
く
な
っ
て
、
貧
血
が
ひ
ど
く
な
っ
て
し
ま
う
子
宮
筋
腫

は
、
子
宮
の
内
側
に
飛
び
出
し
て
い
る
タ
イ
プ
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
子
宮
筋
腫
は
、
子
宮
鏡
と
い
う
器
具
を
使
っ
て
、
体
に
傷
を
つ
け
ず
に

子
宮
の
内
側
か
ら
削
り
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
手
術
で
あ
れ
ば
、
ご
く
短
期
間
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の
入
院
で
劇
的
に
症
状
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
宮
の
外
側
に
飛
び
出
し
た
大
き
な
筋
腫
の
治
療
に
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
で
筋
腫
に
流
れ
る

血
液
を
止
め
て
し
ま
っ
た
り
、
体
の
外
側
か
ら
超
音
波
で
筋
腫
だ
け
を
砕
い
た
り
す
る
治
療
法
も

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
な
か
を
切
ら
な
い
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
は
、
開
腹
に
よ
る
手
術
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
腟
か
ら
の
手
術
も
腹
腔
鏡
や
子
宮

鏡
に
よ
る
手
術
も
た
く
さ
ん
行
っ
て
い
ま
す
。
病
気
は
し
っ
か
り
と
治
す
こ
と
が
一
番
大
切
で
す

か
ら
、
十
分
な
手
術
が
で
き
な
け
れ
ば
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
治
る
の
な
ら
ば
、

入
院
期
間
が
短
く
て
、
傷
跡
だ
っ
て
残
ら
な
い
ほ
う
が
良
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
治
療
法
の
中
か
ら
、
患
者
さ
ん
と
医
師
が
相
談
し
な
が
ら
、
そ
の
方
に
と
っ
て
最

良
の
治
療
法
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、婦
人
科
の
病
気
で
は
、以
前
な
ら
ば
手
術
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
病
気
に
、

か
か
り
に
く
く
す
る
方
法
が
で
き
た
り
、
薬
で
治
療
し
た
り
す
る
方
法
が
た
く
さ
ん
で
き
て
い
ま

す
。ま

た
、
手
術
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
お
な
か
を
切
ら
ず
に
腟
の
中
か
ら
手
術
を
し
た
り
、
小
さ

な
傷
で
し
っ
か
り
手
術
が
で
き
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
む
か
し
行
っ
て
い
た

手
術
の
９
割
は
、
お
な
か
を
切
ら
ず
に
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子宮筋腫は、子宮との位置関係で大き
く３つに分けられます。
子宮の外側に向かって飛び出している、
中に埋まっている、内側に向かって飛
び出している、月経の量が多くなる症
状はこの順番に強くなり、筋腫がより
小さいうちから症状が現れる傾向があ
ります。

漿膜下筋腫
大きくなるまで症状が乏しい

粘膜下筋腫
不正出血や不妊症の
原因になります

筋層内筋腫
小さいものでは症状がありませんが、大きく
なると不正出血や流・早産の原因となります

図 2　漿膜下筋腫、筋層内筋腫、粘膜下筋腫の位置関係
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か
か
り
つ
け
の
婦
人
科
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

子
宮
頸
が
ん
は
、
ほ
か
の
い
ろ
い
ろ
な
が
ん
に
比
べ
て
若
い
人
に
で
き
る
こ
と
が
多
く
、
以
前

に
比
べ
て
も
若
い
患
者
さ
ん
の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
妊
娠
を
希
望
す
る
人
が
子
宮

を
摘
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

で
も
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
れ
ば
、
が
ん
に
な
る
前
の
異
常
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
お
な
か
を
切
っ
た
り
、
子
宮
を
取
っ
た
り
す
る
必
要
も
な
く
治
療
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
子
宮
頸
が
ん
の
検
診
を
受
け
る
人
は
25
％
と
、
ほ
か
の
先

進
国
に
比
べ
る
と
著
し
く
低
い
の
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
に
な
り
に
く
く
す
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
多

く
の
人
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
、
皆
さ
ん
が
ち
ゃ
ん
と
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
れ
ば
、
子
宮

頸
が
ん
で
お
な
か
を
切
る
手
術
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
も
っ
と
少
な
く
な
る
は
ず
で
す
。

婦
人
科
の
受
診
を
考
え
る
と
、
つ
い
た
め
ら
っ
て
し
ま
い
、
足
が
遠
の
い
て
い
る
方
が
今
で
も

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
婦
人
科 = 
女
性
科
な
の
で
す
。
女
性
の
健
康
を
守
る
た
め
の
最
初
の
窓
口
と
し
て
、

か
か
り
つ
け
の
産
婦
人
科
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

私
た
ち
は
い
つ
も
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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股
間
の
違
和
感
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
股
の
間
か
ら
、
何
か
が
膨
ら
ん
で
飛
び
出
し
て
い
る
」「
何
か
挟
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、

歩
き
に
く
い
」

―
。
こ
ん
な
症
状
を
訴
え
る
女
性
が
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、「
走
っ
た
と
き
、笑
っ

た
と
き
、
く
し
ゃ
み
を
し
た
と
き
に
お
し
っ
こ
が
少
し
漏
れ
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
症
状
に
悩
む

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

お
年
を
召
し
て
か
ら
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
40
歳
代
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

膣
か
ら
何
か
が
飛
び
出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
が
ん
に
違
い
な
い
と
思
っ
て
病
院
に
来
ら
れ
る

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、多
く
の
場
合
は
、性
器
脱
（
子し

宮き
ゅ
う

脱だ
つ

）
と
い
う
状
態
（
病
気
）
で
、

お
な
か
の
中
身
が
膣
を
広
げ
る
よ
う
に
し
て
下
が
っ
て
き
て
い
る
も
の
で
す
。
出
産
の
経
験
の
あ

る
女
性
で
あ
れ
ば
、
生
涯
の
う
ち
に
は
２
割
く
ら
い
の
方
が
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
１
割
く

ら
い
の
方
は
手
術
が
必
要
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

尿
漏
れ
も
、
先
に
記
し
た
よ
う
な
症
状
の
も
の
は
、
腹ふ

く
あ
つ
せ
い

圧
性
尿
失
禁
と
い
っ
て
、
お
な
か
に
力

が
か
か
っ
た
と
き
に
膀
胱
の
出
口
で
尿
を
抑
え
る
力
が
弱
く
な
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
女
性

は
男
性
に
比
べ
る
と
尿
道
が
短
い
の
で
、
40
歳
代
の
終
わ
り
で
は
、
約
半
数
の
人
が
こ
の
よ
う
な

尿
漏
れ
を
経
験
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

早
く
手
術
す
れ
ば
良
か
っ
た
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

こ
れ
ら
の
診
療
は
、
産
婦
人
科
で
も
泌
尿
器
科
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

がまんしないで！
女性の尿漏れと性

せ い

器
き

脱
だ つ

産婦人科主任部長　竹
たけむら

村 昌
まさひこ

彦
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お
友
達
で
あ
っ
て
も
相
談
す
る
の
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
症
状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

意
を
決
し
て
受
診
し
て
も
、
あ
ま
り
積
極
的
な
治
療
を
し
て
い
な
い
病
院
で
は
、
も
っ
と
ひ
ど
く

な
る
ま
で
何
も
し
な
く
て
も
よ
い
と
言
わ
れ
て
が
っ
か
り
す
る
方
も
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
手
術
は
主
に
産
婦
人
科
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
長
く
我
慢
し
て
き
て
、「
こ

ん
な
に
楽
に
な
る
な
ら
も
っ
と
早
く
手
術
を
す
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

性
器
脱
（
子
宮
脱
）
Ｑ
＆
Ａ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｑ
．
何
が
出
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

Ａ
．
何
が
出
て
き
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
不
安
に
な
る
方
が
多
い
の
で
す
。
膣
の
壁

が
お
な
か
の
中
か
ら
押
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
、
外
に
出
て
き
て
い
る
の
で
す
。
膣
と
い
う
ポ
ケ
ッ

ト
が
裏
返
し
に
な
っ
て
、
外
に
出
て
き
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
出
て
き
て
い
る
膣
の
壁
の
裏

側
に
は
、
子
宮
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
膀
胱
や
直
腸
、
小
腸
が
入
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

す
で
に
子
宮
を
摘
出
し
た
方
で
も
、
膣
断
端
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
え
ま
す
。

Ｑ
．
原
因
は
何
で
し
ょ
う
？

Ａ
．
人
間
は
動
物
と
違
っ
て
、
直
立
し
て
生
活
し
ま
す
の
で
、
お
な
か
の
中
身
を
骨
盤
の
底
で

支
え
て
い
ま
す
。
女
性
の
場
合
は
、
お
産
の
と
き
に
大
き
な
赤
ち
ゃ
ん
が
こ
こ
を
押
し
広
げ
て
通
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
年
齢
と
と
も
に
骨
盤
の
底
を
支
え
る
構
造
が
弱
っ
て
く
る
と
、
お
産
の

と
き
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
部
分
が
支
え
き
れ
な
く
な
っ
て
、
膣
の
壁
が
押
さ
れ
て
下
が
っ
て
き

て
し
ま
う
の
で
す
。
便
秘
や
肥
満
が
あ
っ
た
り
、
日
常
的
に
重
い
も
の
を
持
っ
た
り
し
て
い
る
と
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
さ
ら
に
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
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Ｑ
．
ど
う
や
っ
て
治
療
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
保
存
的
治
療
（
手
術
を
し
な
い
方
法
）
と
手
術
治
療
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

保
存
的
治
療
で
は
、
ペ
ッ
サ
リ
ー
と
い
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
輪
を
膣
の
中
に
入
れ
て
、
腟
壁
を

支
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
入
れ
て
も
違
和
感
は
な
く
、
快
適
に
過
ご
せ
ま
す
が
、
長
期
間

入
れ
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
膣
が
た
だ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
毎
日
自
分
で
出
し
入
れ
し
て
、
夜
寝
て

い
る
間
は
外
し
ま
す
。
そ
れ
が
無
理
な
方
の
場
合
は
、最
低
３
か
月
に
一
度
は
病
院
で
交
換
し
ま
す
。

こ
の
方
法
で
、
手
術
を
せ
ず
に
長
期
間
快
適
に
過
ご
せ
る
方
も
い
ま
す
が
、
ペ
ッ
サ
リ
ー
が
う
ま

く
合
わ
ず
に
外
れ
て
し
ま
う
場
合
は
、
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
に
、
体
操
に
よ
っ
て
骨こ

つ
ば
ん
て
い
き
ん

盤
底
筋
を
鍛
え
た
り
、
漢
方
薬
や
ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
っ
て
自

覚
症
状
を
軽
く
し
た
り
し
ま
す
が
、
下
が
っ
て
き
て
い
る
膣
が
元
に
戻
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
術
で
、
下
が
っ
て
き
て
い
る
子
宮
を
取
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
で
治
る
と
思
い
こ
ん
で
い
る
方

を
見
か
け
ま
す
が
、
大
切
な
の
は
骨
盤
底
の
支
え
を
い
か
に
回
復
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
膣

か
ら
の
手
術
で
子
宮
を
摘
出
し
て
、
残
っ
た
膣
の
緩
ん
で
い
る
部
分
を
縫
い
合
わ
せ
、
膣
の
端
を

骨
盤
の
奥
の
し
っ
か
り
し
た
部
分
に
縫
い
付
け
て
吊
り
上
げ
ま
す
。

よ
り
効
果
的
で
再
発
の
少
な
い
方
法
が
約
10
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
合
成
繊
維
の
メ
ッ

シ
ュ
（
網
）
を
膣
の
中
に
埋
め
込
ん
で
支
え
に
す
る
方
法
で
す
（
写
真
）。
こ
れ
に
よ
り
子
宮
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
人
工
物
が
体
の
中
に
残
る
こ
と
か
ら
、
ま
れ
な
こ
と
で
す
が
、
感
染
な

ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
た
場
合
に
は
大
き
な
再
手
術
が
必
要
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
糖
尿
病
を
ち
ゃ
ん
と
治
療
し
て
い
な
い
方
な
ど
、
条
件
に
よ
っ
て
は
行
わ
な
い
ほ
う
が

よ
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

写真　メッシュ手術（TVM手術）

腟前壁 腟後壁
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最
近
、
当
科
は
、
お
な
か
に
開
け
た
小
さ
な
穴
か
ら
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
膣
を
吊
り
上
げ
る
手
術

を
全
国
に
先
駆
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
な
ど
の
場
合
に
は
、
膣
を
縫
い
合
わ
せ
て
閉
じ
て
し
ま
い
、
下
が
り
を
抑
え
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
手
術
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
希
望
に

沿
っ
て
最
適
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
ず
は
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

尿
漏
れ
（
腹
圧
性
尿
失
禁
）
の
治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

尿
漏
れ
用
パ
ン
ツ
の
通
信
販
売
広
告
が
新
聞
に
よ
く
出
て
い
ま
す
。
女
性
に
と
っ
て
軽
い
尿
漏

れ
は
と
て
も
多
い
症
状
で
す
。
そ
の
た
め
に
外
出
し
に
く
く
な
っ
た
り
し
て
生
活
に
差
し
障
り
が

出
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
治
療
を
す
る
こ
と
で
毎
日
が
と
て
も
明
る
く
な
り
ま
す
。

急
に
強
い
尿
意
を
も
よ
お
し
て
我
慢
が
で
き
な
く
な
る
症
状
の
場
合
は
、
膀
胱
が
過
敏
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
抑
え
る
薬
を
飲
み
ま
す
。

走
っ
た
り
、
咳せ

き

や
く
し
ゃ
み
が
出
た
り
し
た
と
き
漏
れ
て
し
ま
う
場
合
は
、
手
術
す
る
こ
と
で

翌
日
か
ら
症
状
が
劇
的
に
改
善
し
ま
す
。

手
術
は
幅
１
㎝
く
ら
い
の
メ
ッ
シ
ュ
テ
ー
プ
を
尿
道
に
交
差
す
る
よ
う
に
膣
か
ら
埋
め
込
む
方

法
で
、
短
期
間
の
入
院
が
必
要
で
す
。
15
年
く
ら
い
前
に
始
ま
っ
た
手
術
で
す
が
、
非
常
に
多
く

の
患
者
さ
ん
に
受
け
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え
る
満
足
度
の
高
い
手
術
で
す
。
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
は
産
婦
人
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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乳
が
ん
の
診
断
・
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

乳
が
ん
は
日
本
人
女
性
で
最
も
多
い
が
ん
と
な
り
、
現
在
で
は
15
人
に
１
人
が
罹り

患か
ん

す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
早
期
に
発
見
す
れ
ば
治
癒
す
る
確
率
が
高
い
が
ん
で
、
そ
の
た
め
に
は

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
併
用
し
た
乳
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
、
乳
が
ん
特
有
の
症
状

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

乳
房
や
腋わ

き

の
下
の
し
こ
り
、
乳
頭
か
ら
の
分
泌
物
、
乳
房
皮
膚
の
ひ
き
つ
れ
や
く
ぼ
み
、
乳
頭

の
陥
没
や
た
だ
れ
、
乳
房
の
大
き
さ
の
左
右
差
な
ど
は
注
意
を
要
し
ま
す
。
一
方
、
乳
房
の
痛
み

は
乳
が
ん
と
は
関
係
が
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

乳
房
に
少
し
で
も
異
常
が
あ
る
場
合
、
ま
ず
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
と
乳
房
超
音
波
検
査
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
乳
が
ん
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
細
胞
や
組
織
を
採
取
し
て
病
理
検
査
を
行

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
乳
が
ん
と
判
明
し
た
場
合
、
さ
ら
に
精
密
検
査
（
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
や
骨
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
を
実
施
し
治
療
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

乳
が
ん
診
療
は
診
断
か
ら
治
療
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
乳
腺
外
科
を
中

心
に
形
成
外
科
、
放
射
線
治
療
科
、
病
理
部
、
看
護
部
、
薬
剤
部
な
ど
各
部
門
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

が
連
携
し
て
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
の
病
気
の
状
態
（
が
ん
の
進
行

度
や
乳
が
ん
細
胞
の
タ
イ
プ
）、
各
自
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
希
望
事
項
を
十
分
考
慮
し
て
、
最
適

な
治
療
方
法
を
提
供
す
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
の
治
療
は
、
①
病
巣
部
を
外
科
的
に
切
除
す
る
手
術
療
法
②
抗
が
ん
剤
や
分
子
標
的
薬

に
よ
り
が
ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
よ
う
と
す
る
化
学
療
法
③
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
抑
え
る
こ
と

乳房の形を美しく残す
最新の乳がん手術

形成外科主任部長　藤
ふじかわ

川 昌
まさかず

和

乳腺外科主任部長　元
もと

村
むら

 和
かず

由
よし
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に
よ
り
が
ん
細
胞
の
増
殖
を
抑
え
よ
う
と
す
る
ホ
ル
モ
ン
療
法
④
放
射
線
の
殺
細
胞
効
果
を
利
用

し
た
放
射
線
療
法

―
の
四
つ
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
こ
れ
ら
の
治
療
法
の
う
ち
当
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
手
術
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し

ま
す
。手

術
で
心
が
け
て
い
る
３
点
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

乳
腺
外
科
医
が
乳
が
ん
手
術
を
行
う
際
に
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、「
根
治
性
」「
低て

い
し
ん侵

襲し
ゅ
う

性
」「
整
容
性
」
の
３
点
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

１
．
根こ

ん

治ち

性せ
い

乳
が
ん
病
巣
部
を
残
さ
ず
完
全
に
切
除
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
確
実
に
行
う
た
め
に
は
手
術

前
に
が
ん
病
巣
の
広
が
り
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
、
超
音
波
検
査
と
造
影
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
画
像
情
報
を
参
考
に
し
て
切
除
す
る
範
囲
を
決

定
し
ま
す
。

が
ん
病
巣
の
大
き
さ
や
広
が
り
方
、
乳
頭
と
の
位
置
関
係
に
よ
り
、
乳
房
を
残
さ
な
い
「
乳に

ゅ
う

房ぼ
う
せ
つ
じ
ょ

切
除
術じ

ゅ
つ

」
か
、
病
巣
の
及
ん
で
い
な
い
部
位
を
温
存
す
る
「
乳に

ゅ
う

房ぼ
う

部ぶ

分ぶ
ん
せ
つ
じ
ょ

切
除
術じ

ゅ
つ

」
か
、
を
選
択

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
手
術
中
に
は
切
除
し
た
組
織
の
端
に
が
ん
細
胞
が
存
在
し
て
い
な
い
か

ど
う
か
約
30
分
で
病
理
医
に
確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。

２
．
低て

い
し
ん侵

襲し
ゅ
う

性せ
い

術
後
の
合
併
症
や
後
遺
症
を
防
ぎ
体
に
負
担
の
少
な
い
切
除
を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。
現
在
で

は
ほ
ぼ
３
人
に
２
人
の
患
者
さ
ん
が
乳
房
切
除
術
で
は
な
く
乳
房
部
分
切
除
術
を
受
け
て
い
ま
す
。

乳がん手術の重要な点

根治性

低侵襲性

整容性

図１　乳がん手術の重要な点
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ま
た
、
手
術
前
の
抗
が
ん
剤
投
与
に
よ
り
乳
が
ん
病
巣
を
小
さ
く
し
て
乳
房
部
分
切
除
術
が
可
能

と
な
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。

数
年
前
ま
で
は
腋
の
下
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
て
い
な
い
患
者
さ
ん
ま
で
が
リ
ン
パ
節
を
広
範
囲

に
切
除
す
る
腋え

き

窩か

リ
ン
パ
節せ

つ
か
く
せ
い

郭
清
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
さ
ま

ざ
ま
な
後
遺
症
（
腕
の
し
び
れ
、
感
覚
の
鈍
り
や
む
く
み
）
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

リ
ン
パ
節
が
腫
れ
て
い
な
い
患
者
さ
ん
を
対
象
に
し
た
後
遺
症
の
少
な
い
手
術
と
し
て
急
速
に

広
ま
っ
た
の
が
「
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節せ

つ
せ
い
け
ん

生
検
」
で
す
。
乳
が
ん
細
胞
が
リ
ン
パ
節
に
転
移
す
る

際
に
最
初
に
流
れ
込
む
と
考
え
ら
れ
る
リ
ン
パ
節
の
こ
と
を
見
張
り
リ
ン
パ
節
（
セ
ン
チ
ネ
ル
リ

ン
パ
節
）
と
い
い
、
こ
の
リ
ン
パ
節
（
多
く
の
場
合
、
腋
の
下
の
リ
ン
パ
節
の
う
ち
の
１
〜
２
個
）

だ
け
を
摘
出
し
て
手
術
中
の
病
理
診
断
で
転
移
な
し
と
判
定
さ
れ
れ
ば
、
残
り
の
リ
ン
パ
節
は
切

除
し
な
い
と
い
う
方
法
で
、
日
本
で
は
２
０
１
０
年
４
月
に
保
険
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
手
術
の
前
日
午
後
、
ま
た
は
当
日
の
朝
に
乳
頭
の
皮
下
に
ご
く
微
量
の
放

射
線
物
質
を
注
射
し
て
お
き
、
手
術
中
に
は
色
素
注
射
も
併
用
し
て
軽
量
か
つ
指
向
性
の
優
れ
た

最
新
の
携
帯
型
放
射
性
同
位
元
素
検
出
器
を
用
い
て
、
腋
の
下
の
最
小
限
の
傷
で
迅
速
か
つ
正
確

に
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
の
み
を
受
け
た
患
者
さ
ん
は
広
範
囲
の
リ
ン
パ
節
郭
清
術
が
必
要

と
な
っ
た
方
に
比
べ
て
、
術
後
の
後
遺
症
に
苦
し
む
こ
と
が
非
常
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

３
．
整せ

い
よ
う
せ
い

容
性

乳
が
ん
切
除
後
の
乳
房
の
形
を
美
し
く
整
え
残
す
こ
と
で
す
。
ま
ず
、「
乳
房
は
残
せ
る
か
否
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か
？
」「
乳
頭
は
残
せ
る
か
否
か
？
」
を
決
定
し
ま
す
。
乳
が
ん
病
巣
の
位
置
や
広
が
り
方
が
カ
ギ

に
な
り
ま
す
が
、「
根
治
性
」
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
範
囲
で
、
で
き
る
限
り
乳
房
や
乳
頭
を

温
存
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

次
に
手
術
創
（
き
ず
）
が
「
な
る
べ
く
目
立
た
な
い
よ
う
に
」
す
る
た
め
、
皮
膚
切
開
を
ど
こ

に
置
く
か
を
考
え
ま
す
。
乳
が
ん
の
約
６
割
は
乳
頭
よ
り
も
外
側
（
腋
側
）
に
発
生
し
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
前
腋
窩
線
（
腕
が
重
な
り
前
方
か
ら
見
て
も
傷
が
見
え
な
い
位
置
）
を
縦

に
切
開
し
て
手
術
を
行
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
た
乳
頭
に
近
い
位
置
に
発
生
し
た
乳
が

ん
で
あ
れ
ば
乳
輪
と
皮
膚
の
境
界
線
を
利
用
し
て
手
術
を
行
え
ば
傷
は
ほ
と
ん
ど
目
立
ち
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
の
が
「
切
除
後
の
乳
房
の
膨
ら
み
を
保
つ
こ
と
」
で
す
。

乳
が
ん
病
巣
の
広
が
り
方
に
応
じ
て
必
要
十
分
な
範
囲
で
乳
腺
を
切
除
す
る
わ
け
で
す
が
、
切
除

後
の
乳
腺
欠
損
部
の「
へ
こ
み
」や「
ひ
き
つ
れ
」を
何
ら
か
の
形
で
修
復
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
乳
腺
外
科
医
が
よ
く
行
う
の
が
、
周
囲
の
乳
腺
や
脂
肪
組
織
を
利
用
し
て
修
復
す
る
方

法
で
す
。
欠
損
部
が
小
さ
い
場
合
や
腋
に
近
い
場
合
は
あ
る
程
度
満
足
し
た
形
に
仕
上
げ
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
広
範
囲
の
切
除
を
要
し
た
乳
房
部
分
切
除
術
や
乳
房
切
除
術
と
な
っ
た

場
合
は
乳
腺
外
科
医
だ
け
の
対
応
で
は
十
分
な
結
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
形
成
外
科
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
乳
房
再
建
術
が
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。
少
し
で
も
乳
房
再
建
に
興
味
が
あ
る
患
者
さ
ん
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
形
成

外
科
医
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
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乳
房
再
建
は
手
術
と
同
時
に
で
き
る
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

乳
房
再
建
に
は
、
乳
が
ん
切
除
と
同
時
に
行
う
一
期
的
再
建
と
、
乳
が
ん
手
術
の
後
あ
ら
た
め

て
行
う
二
期
的
再
建
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一
期
的
再
建
の
ほ
う
が
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
入

院
や
手
術
が
一
度
で
済
む
の
で
、
当
然
負
担
は
少
な
い
わ
け
で
す
が
、
乳
が
ん
の
進
行
具
合
な
ど

に
よ
っ
て
全
て
の
患
者
さ
ん
が
同
時
に
再
建
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
二
期
的
再
建
に
な
っ
て
も
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー
と
い
う
皮
膚
を
伸
ば
す

方
法
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、
手
術
法
の
進
歩
に
よ
り
一
期
的
再
建
と
遜そ

ん

色し
ょ
く

な
い
結
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
安
心
し
て
乳
が
ん
の
治
療
に
専
念
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

再
建
材
料
は
２
種
類
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

乳
房
再
建
に
は
再
建
材
料
に
よ
っ
て
大
き
く
分
け
て
２
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
自

分
の
組
織
（
皮
膚
・
脂
肪
や
筋
肉
な
ど
）
を
体
の
ほ
か
の
部
位
か
ら
採
取
し
て
乳
房
を
再
建
す
る

方
法
で
、
も
う
一
つ
は
シ
リ
コ
ン
製
の
人
工
乳
房
を
用
い
て
乳
房
を
再
建
す
る
方
法
で
す
。

よ
く
患
者
さ
ん
か
ら
「
ど
ち
ら
の
再
建
法
が
よ
い
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
正

直
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
の
で
、一
概
に
ど
ち
ら
が
良
い
と
い
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
組
織
を
用
い
て
乳
房
再
建
を
行
っ
た
場
合
、
移
植
さ
れ
た
組
織
は
自
分
の
も
の
で
す
か

ら
、
当
然
拒
絶
反
応
を
起
こ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
手
術
の
後
、
時
間
が
た
て
ば
乳
房
が
柔

ら
か
く
な
る
な
ど
徐
々
に
な
じ
ん
で
き
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
お
な
か
や
背
中
な
ど
組
織
を

採
取
し
た
場
所
に
大
き
な
傷
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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逆
に
シ
リ
コ
ン
バ
ッ
グ
で
乳
房
再
建
を
し
た
場
合
に
は
、
体
の
ほ
か
の
部
位
に
傷
を
作
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ま
れ
に
術
後
拒
絶
反
応
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、所し

ょ
せ
ん詮

異
物
で
す
の
で
、

あ
る
程
度
の
違
和
感
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
科
で
は
、
全
て
の
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
術
前
に
年
齢
や
体
型
、
今
後

の
出
産
の
希
望
の
有
り
無
し
な
ど
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
、
再
建
法
の
選
択
に
つ
い
て
き

め
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
両
方
の
再
建
法
の
詳
細
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

１
．
自
分
の
組
織
を
用
い
た
安
心
な
乳
房
再
建

こ
こ
で
の
乳
房
再
建
法
に
も
大
き
く
分
け
て
２
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
残
念
な
が
ら
片
方
の
乳
房
を
全
部
切
除
さ
れ
た
場
合
で
、
こ
の
場
合
多
く
の
方
で
は
腹ふ

く

直ち
ょ
く

筋き
ん
せ
ん
つ
う

穿
通
枝し

ひ皮
弁べ

ん

と
い
う
下
腹
部
の
皮
膚
と
皮
下
脂
肪
を
移
植
す
る
方
法
で
乳
房
を
再
建
し
ま
す

（
図
２
）。
従
来
、
同
様
の
再
建
法
で
は
片
方
の
腹
直
筋
（
一
般
に
「
腹
筋
」
と
呼
ば
れ
る
筋
肉
）

を
犠
牲
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
術
後
の
機
能
障
害
を
防
止
す
る
意
味
か
ら
、
当
科
で
は
腹
筋
を
犠

牲
に
し
な
い
前
述
の
術
式
に
い
ち
早
く
転
換
し
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
こ
の
方
法
で
は
下
腹
部
に
は
横
長
い
傷
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
が
、
多
く
の
場
合

皮
弁
の
採
取
と
同
時
に
、
年
齢
と
と
も
に
生
じ
た
下
腹
部
の
ポ
ッ
コ
リ
を
修
正
で
き
ま
す
の
で
、

術
後
「
ズ
ボ
ン
が
ツ
ー
サ
イ
ズ
く
ら
い
小
さ
く
な
っ
た
」
と
喜
ぶ
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
方
法
は
、
幸
い
に
も
片
方
の
乳
房
全
部
の
切
除
を
免
れ
た
患
者
さ
ん
の
再
建
法

で
、
全
部
切
除
さ
れ
た
場
合
と
違
っ
て
さ
ほ
ど
大
き
な
欠
損
は
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

広こ
う
は
い
き
ん

背
筋
皮ひ

弁べ
ん

と
い
う
背
中
の
皮
膚
・
皮
下
脂
肪
と
筋
肉
を
移
植
す
る
方
法
で
再
建
し
ま
す
（
図
３
）。

図２　腹直筋穿通枝皮弁による乳房再建
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こ
の
方
法
で
は
広
背
筋
皮
弁
と
い
う
筋
肉
を
犠
牲
に
し
ま
す
が
、
術
後
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
か
な
り
の
筋
力
が
必
要
な
職
種
の

場
合
、
若
干
の
筋
力
低
下
を
訴
え
る
方
も
い
ま
す
）。

ま
た
、傷
自
体
も
患
者
さ
ん
の
要
望
に
合
わ
せ
、ブ
ラ
ジ
ャ
ー
ラ
イ
ン
に
合
わ
せ
た
り
、ワ
ン
ピ
ー

ス
の
水
着
を
着
た
と
き
に
隠
れ
る
よ
う
に
腰
部
に
傷
を
も
っ
て
い
っ
た
り
す
る
工
夫
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、最
近
当
科
で
は
、組
織
採
取
部
の
傷
を
も
っ
と
目
立
ち
に
く
く
す
る
た
め
の
試
み
と
し
て
、

大だ
い
た
い
な
い
そ
く
せ
ん
つ
う

腿
内
側
穿
通
枝し

ひ皮
弁べ

ん

と
い
う
内
も
も
の
組
織
を
移
植
す
る
方
法
を
開
発
し
、
と
く
に
若
い
年
齢

層
の
患
者
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

２
．
シ
リ
コ
ン
バ
ッ
グ
を
用
い
た
乳
房
再
建
―
―
保
険
適
用
に
な
り
ま
し
た

従
来
自
費
診
療
で
し
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
シ
リ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
よ
る
乳
房
再
建
が
、

２
０
１
３
年
７
月
か
ら
保
険
適
用
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
で
あ
れ
ば
80
万
円
程
度

か
か
っ
て
い
た
医
療
費
が
、
約
３
分
の
１
程
度
の
負
担
に
な
り
ま
し
た
。

シ
リ
コ
ン
バ
ッ
グ
を
用
い
た
乳
房
再
建
の
最
大
の
利
点
は
、
何
と
い
っ
て
も
体
の
ほ
か
の
場
所

を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
乳
房
を
再
建
す
る
こ
と
が
可
能
な
点
で
、
手
術
に
よ
る
体
の
負
担
も
自
分

の
組
織
を
移
植
す
る
再
建
よ
り
か
な
り
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

最
近
で
は
乳
房
の
形
を
再
現
す
る
シ
リ
コ
ン
バ
ッ
グ
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
や
サ
イ
ズ
の
も
の
が
そ

ろ
っ
て
き
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
乳
房
の
形
や
大
き
さ
に
も
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
や
は
り
下
垂
の
強
い
乳
房
の
再
建
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

し
た
が
っ
て
乳
房
の
下
垂
が
な
い
か
、
も
し
あ
っ
て
も
軽
度
の
ほ
う
が
最
も
よ
い
適
応
に
な
り

図３　広背筋皮弁による乳房再建
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ま
す
が
、
最
近
で
は
反
対
側
の
乳
房
の
下
垂
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
乳
房
下
垂
の
あ
る
方
も

適
応
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
術
式
に
よ
っ
て
は
保
険
診
療
外
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
主
治
医
と
よ
く
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

一
方
、
こ
の
術
式
の
欠
点
と
し
て
は
、
ま
ず
は
シ
リ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
は
耐
用
年
数
（
10
年
く
ら

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
が
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
で
も
考
え
方
に
よ
っ
て
は
10
年
た
つ
と
現
在
よ
り
も
良
い
乳
房
再
建
法
が
開
発
さ
れ
て
い
る
可

能
性
も
十
分
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
と
き
シ
リ
コ
ン
バ
ッ
グ
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
新
し
い
治
療
法
に
乗

り
換
え
る
こ
と
も
可
能
な
わ
け
で
す
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
シ
リ
コ
ン
バ
ッ
グ
自
体
が
異
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
物
に
対
す
る
生
体

反
応
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
拒
絶
反
応
な
ど
の
強
い
反
応
の
発
生
頻
度
は
決
し
て
多
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
シ
リ
コ
ン
バ
ッ
グ
の
周
り
が
固
く
な
っ
た
り
す
る
「
被
膜
拘こ

う

縮し
ゅ
く

」
や
、

し
わ
が
で
き
た
り
す
る
「
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
と
い
っ
た
反
応
は
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
乳
房
再
建
を
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
つ
の
術
式
そ
れ
ぞ
れ
に
利
点
・
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
乳
房
再
建

を
希
望
さ
れ
る
理
由
に
し
て
も
、「
襟
の
大
き
く
開
い
た
洋
服
が
着
た
い
」「
友
達
と
温
泉
に
一
緒

に
つ
か
り
た
い
」「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
水
泳
を
し
た
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
の
で
、
手
術
を
受

け
る
際
に
は
ぜ
ひ
術
後
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
も
考
慮
し
、
主
治
医
と
じ
っ
く
り
相
談
し
て
自

分
に
最
も
合
っ
た
再
建
法
を
選
択
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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放
っ
て
い
て
も
治
ら
な
い
下
肢
静
脈
瘤
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

下
肢
静
脈
瘤
と
は
、
足
の
血
管
に
逆
流
が
起
き
、
ボ
コ
ボ
コ
と
こ
ぶ
の
よ
う
に
膨
ら
ん
だ
り
、

青
く
浮
い
た
り
見
え
る
病
気
で
す
。
血
管
の
膨
れ
は
と
く
に
ふ
く
ら
は
ぎ
の
内
側
に
多
く
見
ら
れ

ま
す
が
、
太
も
も
や
ふ
く
ら
は
ぎ
の
裏
側
に
も
見
ら
れ
ま
す
（
図
１
）。

目
立
つ
の
で
、
ス
カ
ー
ト
が
は
け
な
い
、
夏
の
暑
い
ゴ
ル
フ
で
も
短
パ
ン
に
な
れ
な
い
な
ど
の
訴
え
で
受

診
す
る
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
す
。「
血
管
が
膨
ら
む
だ
け
？　

見
た
目
は
別
に
気
に
な
ら
な
い
わ
、
誰
に
も

見
せ
な
い
し
」と
思
わ
れ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、こ
れ
が
意
外
に
た
く
さ
ん
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

調
理
師
や
美
容
師
な
ど
立
ち
仕
事
の
方
に
起
こ
り
や
す
い
の
で
す
が
、
夕
方
に
足
が
パ
ン
パ
ン
に
む
く
ん

で
腫
れ
た
り
、
夜
寝
て
い
る
と
、
こ
む
ら
返
り
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
ほ
か
に
も
子
ど

も
を
出
産
し
た
後
か
ら
、
足
が
だ
る
く
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
も
静
脈
瘤
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

が
ん
の
よ
う
な
悪
性
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
下
肢
静
脈
瘤
は
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
て

も
治
り
ま
せ
ん
。
怖
い
こ
と
を
い
う
よ
う
で
す
が
、
悪
化
す
る
と
炎
症
を
起
こ
し
た
り
、
皮
膚
に

穴
が
開
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

静
脈
瘤
の
患
者
さ
ん
に
で
き
た
皮
膚
の
傷
を
「
う
っ
滞
性
潰
瘍
」
と
い
う
の
で
す
が
、
静
脈
瘤

の
治
療
を
し
な
い
限
り
、
い
く
ら
消
毒
し
て
も
軟な

ん
こ
う膏

を
塗
っ
て
も
治
り
ま
せ
ん
。

治
療
方
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

静
脈
瘤
の
治
療
方
法
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
圧
迫
療
法
が
一
般
的
に
行
わ

れ
て
お
り
、
軽
度
で
あ
れ
ば
こ
の
治
療
だ
け
で
十
分
に
症
状
を
抑
え
悪
化
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

体に負担の少ない
レーザーを使う下

か し

肢静脈瘤
りゅう

治療
形成外科主任部長　藤

ふじかわ

川 昌
まさかず

和
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逆
流
し
て
い
る
静
脈
が
細
く
小
さ
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
血
管
に
薬
を
注
入
し
て
固
め
る
と
い
う

硬
化
療
法
を
行
い
ま
す
。
外
来
で
簡
単
に
で
き
て
入
院
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
よ
り
大
き
な
逆
流
や
こ
ぶ
は
手
術
に
よ
り
治
療
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
血
管
を
切
除
す
る

手
術
は
現
在
、小
さ
い
傷
で
安
全
に
行
え
る
よ
う
改
良
さ
れ
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、少
な
く
と
も
２
か
所
、

場
合
に
よ
っ
て
は
３
か
所
以
上
、
切
開
が
必
要
で
足
に
傷
跡
が
残
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
２
０
１
１
年
１
月
か
ら
新
た
に
静
脈
瘤
の
レ
ー
ザ
ー
治
療
が
健
康
保
険
の
適

用
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ー
ザ
ー
治
療
の
利
点
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

レ
ー
ザ
ー
治
療
と
い
え
ば
、
美
容
レ
ー
ザ
ー
の
よ
う
に
、
し
み
や
あ
ざ
に
直
接
照
射
す
る
の
が

一
般
的
で
す
が
、
静
脈
瘤
の
治
療
で
使
う
レ
ー
ザ
ー
は
少
し
異
な
り
ま
す
。
血
管
内
に
ワ
イ
ヤ
ー

を
入
れ
、
内
側
か
ら
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
し
ま
す
。
血
管
は
レ
ー
ザ
ー
の
熱
に
よ
り
、
ま
る
で
ゆ
で

卵
の
よ
う
に
固
く
縮
ま
り
、
閉
じ
て
し
ま
い
ま
す
（
図
２
）。

血
管
を
そ
の
場
所
で
焼
い
て
塞ふ

さ

い
で
し
ま
う
の
で
出
血
や
痛
み
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

狭
心
症
や
脳
梗
塞
な
ど
の
た
め
に
抗
凝
固
薬
・
抗
血
小
板
剤
を
服
用
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
も
薬

を
止
め
ず
に
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
皮
膚
を
大
き
く
切
る
必
要
が
な
い
の
で
、
体
へ
の
負
担
も

少
な
く
早
期
の
社
会
復
帰
が
可
能
で
す
。

下
肢
静
脈
瘤
は
誰
で
も
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
治
療
方
法
の
選
択
肢
が
幾
つ
か
あ

り
、
症
状
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。
足
の
む
く
み
、
こ
ぶ
な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

血管の内側から
レーザーで焼いてふさぐ

レーザーファイバー
皮膚炎・色素沈着
足のむくみ

静脈が透けて見える
（網目状静脈瘤・くも状静脈瘤）

血管がモコモコと
ふくらんで見える
（伏在静脈瘤）

下肢静脈瘤

図2　下肢静脈瘤のレーザー治療 図1　下肢静脈瘤の症状
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要
注
意
の
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

子
ど
も
の
肝
臓
の
病
気
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
大
人
と
同
じ
よ
う
に
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
が

あ
り
ま
す
（
表
１
）。
肝
炎
の
病
気
は
、
血
液
の
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
上
昇
で
分
か
り
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
現
在
、
Ａ
〜
Ｅ
型
ま
で
の
５
種
類
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｄ
型
は
日
本
の

子
ど
も
で
は
感
染
の
報
告
が
あ
り
ま
せ
ん
。
残
り
の
四
つ
の
う
ち
、
Ａ
型
と
Ｅ
型
は
急
性
肝
炎
の

み
を
起
こ
し
、
し
か
も
大
人
と
比
べ
て
子
ど
も
で
は
症
状
が
軽
く
、
短
期
間
で
治
り
ま
す
の
で
、

問
題
の
少
な
い
肝
炎
と
い
え
ま
す
。

Ｂ
型
、
Ｃ
型
は
主
に
血
液
を
介
し
て
感
染
す
る
も
の
で
、
激
し
い
肝
炎
や
長
期
間
続
く
肝
炎
を

起
こ
し
や
す
く
、
子
ど
も
で
も
問
題
が
多
い
病
気
で
す
。

そ
の
ほ
か
、赤
ち
ゃ
ん
の
黄お

う
だ
ん疸

が
長
引
く
病
気
も
あ
り
、す
ぐ
に
手
術
や
内
科
治
療
（
薬
と
食
事
）

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

こ
こ
で
は
Ｂ
型
肝
炎
と
Ｃ
型
肝
炎
の
最
近
の
治
療
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
Ｂ
型
肝
炎

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
中
で
１
割
ほ
ど
の
人
が
肝
臓
に
炎
症
を
も
っ
て
い
て
、
肝
硬
変
、

肝
が
ん
に
進
行
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
感
染
経
路
は
、
母
親
か
ら
子
ど
も
へ
の
感
染
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
幼
児
期
か
ら
思
春
期
に
か
け
て
、
肝
臓
に
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
て
進
行
を
防
ぐ
に
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
注
射
が
有
効
で
す
。
イ

子どもの肝臓の病気
小児科主任部長　田

た

尻
じり

 仁
ひとし
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ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が
効
か
ず
、
進
行
し
て
い
る
場
合
に
は
、
エ
ン
テ
カ
ビ
ル
、
ラ
ミ
ブ
ジ
ン
、
ア

デ
ホ
ビ
ル
な
ど
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
内
服
を
勧
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｂ
型
肝
炎
に
は
有
効
な
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。
近
い
将
来
、
Ｂ
型
肝
炎
の
子
ど

も
が
ゼ
ロ
に
な
る
日
が
来
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

２
．
Ｃ
型
肝
炎

Ｃ
型
肝
炎
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
次
第
に
肝
臓
が
障
害
さ
れ

て
肝
硬
変
と
な
り
、
成
人
後
半
以
降
で
肝
細
胞
が
ん
に
進
行
す
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
し
て
し
ま
う
根
本

的
治
療
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
治

療
に
対
し
て
は
現
在
、
政
府
に
よ
る
治
療
費
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
１
型
と
２
型
に
分
類
さ
れ
、
１
型
は
治
り

に
く
く
、
２
型
は
よ
く
治
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
１
型
に
対
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
注
射
と
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
で
あ
る
リ
バ
ビ
リ
ン
内
服
の
併
用
療
法
が
48
週
間
行
わ
れ
ま

す
。
２
型
に
対
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
・
リ
バ
ビ
リ
ン
併
用
が

24
週
間
行
わ
れ
ま
す
。
最
新
の
治
療
で
完
全
に
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
で
き

る
（
治
る
）
確
率
は
、
１
型
で
約
70
％
、
２
型
で
約
90
％
で
す
。

私
た
ち
の
施
設
で
は
子
ど
も
の
Ｃ
型
肝
炎
に
対
し
て
は
ぺ
グ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
リ
バ
ビ
リ
ン
併
用
治
療
に
よ
り
、
86
％
の
著
効
率

を
得
て
い
ま
す
（
図
１
）。
と
く
に
母
子
感
染
の
子
ど
も
の
治
療
が

AH:急性肝炎、CH:慢性肝炎、LC:肝硬変、HCC:肝がん

ウイルス 核酸 大きさ 発見 感染経路 肝疾患 ワクチン

Ａ型肝炎ウイルス（HAV) RNA 27nm 1973 経口 AH 実用

B型肝炎ウイルス(HBV) DNA 42nm 1964 非経口 AH CH LC HCC 実用

C型肝炎ウイルス(HCV) RNA 50-60nm 1989 非経口 AH CH LC HCC 研究中

D型肝炎ウイルス(HDV) RNA 34nm 1983 非経口 B型肝炎の増悪 HBVワクチン

E型肝炎ウイルス(HEV) RNA 27nm 1988 経口 AH 進行中

表 1　肝炎ウイルスの種類

登録患者　51人

治療完遂　　37人

治療終了後　6か月以上 37人  
 ウイルス学的著効（SVR） 37人  

治療中の8人を除けば
著効率86％（37/43）

治療中　8人 治療中止 6人
      反応なし 3人
      強い副作用 3人

図 1　ペグインターフェロンとリバビリン併用治療の成績
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増
え
て
お
り
、
母
子
感
染
の
連
鎖
を
止
め
る
た
め
に
も
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
治
療
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

黄
疸
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
．
黄
疸
と
胆
汁
う
っ
滞
に
つ
い
て

胆
汁
中
の
色
素
で
あ
る
ビ
リ
ル
ビ
ン
の
濃
度
が
血
中
で
増
加
す

る
と
黄
疸
が
出
ま
す
。胆
汁
う
っ
滞
が
起
き
る
と「
皮
膚
の
か
ゆ
み
」

が
生
後
６
か
月
以
降
に
強
く
な
っ
て
き
ま
す
。

黄
疸
の
ほ
と
ん
ど
は
間
接
型
高
ビ
リ
ル
ビ
ン
血
症
で
す
。
そ
の

病
因
と
し
て
は
、
母
乳
性
黄
疸
、
生
理
的
黄
疸
、
溶
血
性
黄
疸
、

体
質
性
黄
疸
、
腸
管
イ
レ
ウ
ス
（
腸
管
閉
鎖
や
幽
門
狭き

ょ
う

窄さ
く

症
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

ま
れ
な
タ
イ
プ
の
黄
疸
で
あ
る
直
接
型
高
ビ
リ
ル
ビ
ン
血
症
の

病
因
と
し
て
は
、
胆
道
閉
鎖
、
総
胆
管
拡
張
症
、
新
生
児
肝
炎
、

遺
伝
性
・
代
謝
性
疾
患
、
体
質
性
黄
疸
、
感
染
、
薬
剤
な
ど
が
あ

り
ま
す
（
表
２
・
１
６
４
ペ
ー
ジ
）。

新
生
児
・
乳
児
期
の
胆
汁
う
っ
滞
の
病
因
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
第
一
に
感
染
性
疾
患
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
胆
汁
う
っ
滞
性

疾
患
、遺
伝
性
・
代
謝
性
疾
患
が
重
要
で
す
。
な
か
で
も
胆
道
閉
鎖
、

総
胆
管
拡
張
症
、
新
生
児
肝
炎
、
シ
ト
リ
ン
欠
損
に
よ
る
新
生
児

間接型高ビリルビン血症

黄疸

直接型高ビリルビン血症

溶血性疾患

あり

あり

なし

腹部エコー

なし
溶血所見

γGTP正常

総胆汁酸正常

胆管の拡張

肝外胆汁うっ滞

先天性胆道拡張症

川崎病 経静脈栄養 ウイルス性肝炎 自己免疫性肝疾患 薬物性肝障害 代謝性肝疾患

肝内胆汁うっ滞

胆汁酸代謝異常症 胆汁酸トランスポーター異常症

総胆汁酸高値
胆汁うっ滞症

γGTP高値 Dubin-Johnson 症候群
Rotor 症候群

トランスアミナーゼ高値 トランスアミナーゼ正常Crigler-Najjar 症候群
Gilbert 症候群
母乳性
閉鎖性出血

図2　黄疸のタイプ
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肝
内
胆
汁
う
っ
滞
、
Ａ
ｌ
ａ
ｇ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
症
候
群
、
進
行
性
家
族
性
肝
内
胆
汁
う
っ
滞
の
鑑
別
診

断
が
重
要
で
す
。

２
．
生
理
的
黄
疸
と
生
理
的
胆
汁
う
っ
滞

新
生
児
お
よ
び
乳
児
早
期
で
は
、
生
理
的
黄
疸
（
生
後
２
週
ご
ろ
ま
で
）
や
母
乳
性
黄
疸
（
生

後
２
〜
３
か
月
ま
で
）
な
ど
間
接
型
ビ
リ
ル
ビ
ン
が
高
値
を
示
す
赤
ち
ゃ
ん
が
多
い
た
め
、
病
的

な
直
接
型
高
ビ
リ
ル
ビ
ン
血
症
が
見
逃
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

疑
わ
し
い
場
合
に
は
直
接
型
ビ
リ
ル
ビ
ン
値
を
測
定
し
ま
す
。
直
接
型
ビ
リ
ル
ビ
ン
値
が
１
・５

㎎
／
㎗
（
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
の
30
％
以
上
）
を
超
え
る
赤
ち
ゃ
ん
で
は
胆
汁
う
っ
滞
を
疑
い
、
慎
重

に
経
過
観
察
と
再
検
査
を
行
い
ま
す
。

３
．
母
乳
性
黄
疸
の
診
断
・
治
療

閉へ
い
そ
く塞

性
黄
疸
で
は
、
胆
汁
色
素
（
ビ
リ
ル
ビ
ン
）
の
腸
管
へ
の
排
泄
低
下
あ
る
い
は
途
絶
の
た

め
に
灰
白
色
の
便
が
観
察
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
母
乳
に
は
多
様
な
色
素
が
含
ま
れ
、
こ
の
色
素

が
灰
白
色
便
に
着
色
し
て
、
一
見
、
正
常
便
の
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

母
乳
性
黄
疸
と
診
断
さ
れ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
中
に
は
、
閉
塞
性
黄
疸
の
ケ
ー
ス
も
ま
れ
に
含

ま
れ
て
い
る
た
め
速
や
か
に
診
断
し
て
治
療
が
遅
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
肝
機
能
異
常
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

赤
ち
ゃ
ん
や
幼
い
子
ど
も
が
よ
く
か
か
る
突
発
性
発
疹
（
Ｈ
Ｈ
Ｖ
６
と
い
う
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
）
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
な
ど
肝
臓
以
外
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
肝
障
害
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
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と
く
に
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
（
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ

イ
ル
ス
、
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
、
Ｈ
Ｈ
Ｖ
６
な
ど
）
に
よ

る
肝
障
害
の
多
く
は
幼
い
子
ど
も
に
発
症
し
ま
す
。

症
状
が
な
く
、
肝
障
害
も
軽
度
で
短
期
間
で
あ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
な
か
に
は
肝
炎
が
長
引
い
た

り
肝
臓
の
働
き
が
低
下
し
た
り
し
て
死
亡
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

先
天
代
謝
異
常
と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
に
だ
け
起
こ

る
新
生
児
肝
炎
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、

シ
ト
ル
リ
ン
の
先
天
代
謝
異
常
（
シ
ト
リ
ン
欠
損
症
）

は
、
早
期
診
断
と
食
事
療
法
を
行
わ
な
い
と
、
肝
不

全
で
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

同
じ
代
謝
異
常
に
は
、肝
臓
に
金
属
の
銅
が
た
ま
っ

て
し
ま
う
ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
が
あ
り
、
発
見
が
遅
れ
る

と
肝
硬
変
で
死
に
至
り
ま
す
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
の
肝

機
能
検
査
の
パ
タ
ー
ン
は
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
と
よ
く
似

て
い
て
、
原
因
不
明
の
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
と
し
て
放
置

さ
れ
、
治
療
が
遅
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
に
よ
る
肝
障
害
の
発
症
は
通
常
３

歳
以
降
か
ら
起
き
て
き
ま
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
や
サ

肝外胆汁うっ滞症 胆道閉鎖症、先天性胆道拡張症、胆嚢胆管炎、胆管結石嵌頓

遺伝性 Dubin-Johnson症候群、Rotor症候群

胆汁酸トランスポーター異常 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症Ｉ～Ⅲ型、良性反復性胆汁うっ滞症

中毒性 薬物性肝障害、中心静脈栄養

自己免疫性肝疾患 自己免疫性肝炎、原発性硬化性胆管炎

そのほか トキソプラズマ、梅毒、結核

アミノ酸代謝異常 チロシン血症、高メチオニン血症

尿素サイクル異常 シトリン欠損症

脂質代謝異常 Gaucher 病、Niemanｎ-Pick 病、Wolman 病

糖代謝異常 ガラクトース血症、フルクトース血症、糖原病Ⅳ型

胆汁酸代謝異常 3β-HSD 欠損症、5β-reductase 欠損症、Oxysterol 欠損症

鉄代謝異常 新生児ヘモクロマトーシス

銅代謝異常 Wilson 病

その他 α1- アンチトリプシン欠損症、嚢胞性線維症

　　　　　　　　　　　　　Zellweger 症候群、ミトコンドリア肝症

そのほか肝内胆汁うっ滞 特発性新生児肝炎、Alagille症候群、小葉間胆管減少症、先天性肝線維症、Caroli病、
　　　　　　　　　　　　　　　　下垂体機能低下症、Down症（一過性骨髄増殖症）、川崎病

感染性
（細菌性敗血症による
  多臓器不全）

代謝性

ウイルス A・B・C・E型肝炎ウイルス、サイトメガルウイルス、風疹
ウイルス、単純ヘルペスウイルス、EBウイルス、ヒトヘルペ
スウイルス6型・7型、水痘ウイルス、アデノウイルス、コ
クサッキーウイルス、エコーウイルス、エンテロウイルス、パ
ルボウイルスB19、ロタウイルス

表２　直接型ビリルビン優位の黄疸をきたす疾患
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イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
原
因
が
否
定
さ
れ
た
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
か
ど

う
か
の
詳
し
い
検
査
（
主
に
血
液
と
尿
を
調
べ
ま
す
）
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

難
治
性
の
自
己
免
疫
性
肝
疾
患
に
は
自
己
免
疫
性
肝
炎
と
原
発
性
硬
化
性
肝
硬
変
（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）

が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
Ｐ
Ｓ
Ｃ
に
対
し
て
は
私
た
ち
の
施
設
で
は
ス
テ
ロ
イ
ド
と
免
疫
調
整
治
療

（
イ
ム
ラ
ン
／
６

－

Ｍ
Ｐ
、
ミ
ゾ
リ
ビ
ン
な
ど
）
を
併
用
し
た
独
自
の
治
療
法
に
よ
っ
て
良
好
な
治

療
効
果
を
得
て
い
ま
す
。
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お
む
つ
交
換
時
に
気
を
つ
け
て
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

子
ど
も
の
手
術
を
必
要
と
す
る
病
気
で
一
番
多
い
の
は
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
で
す
。
発
生
率
は
１
〜

５
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
幼
稚
園
や
小
学
校
の
１
ク
ラ
ス
に
平
均
１
人
く
ら
い
は
鼠
径
ヘ
ル

ニ
ア
の
子
ど
も
が
い
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
く
ら
い
よ
く
見
ら
れ
る
疾
患
で
す
。

お
む
つ
を
換
え
る
と
き
や
お
風
呂
に
入
れ
る
と
き
な
ど
、
と
く
に
泣
い
た
り
、
き
ば
っ
た
り
し
て

お
な
か
に
力
が
入
っ
た
と
き
に
鼠
径
部
が
膨
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
気
を
つ
け
て
見
て
く
だ
さ
い
。

原
因
は
、
お
な
か
の
内
臓
全
体
を
包
む
腹
膜
の
鞘し

ょ
う
じ
ょ
う状

突
起
と
い
う
出
っ
張
り
が
鼠
径
部
に
残
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
男
の
子
の
場
合
、
胎
児
期
に
精
巣
が
お
な
か
の
中
か
ら
鼠
径
部
に
降

り
て
き
ま
す
が
、
こ
の
と
き
に
腹
膜
が
鼠
径
部
に
伸
び
て
鞘
状
突
起
が
で
き
ま
す
（
図
）。

女
の
子
の
場
合
、
卵
巣
は
降
り
ま
せ
ん
が
、
子し

宮き
ゅ
う

円え
ん
じ
ん
た
い

靭
帯
に
沿
っ
て
鞘
状
突
起
が
で
き
ま
す
の

で
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
同
様
に
発
生
し
ま
す
。
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
「
脱
腸
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に

腸
が
出
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
女
の
子
の
場
合
に
は
ヘ
ル
ニ
ア
の
中
に
卵
巣
や
卵
管
が
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
然
治
癒
を
あ
て
に
し
な
い
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
分
か
っ
た
ら
、
な
る
べ
く
早
く
手
術
で
治
す
こ
と
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
ば
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
嵌か

ん
と
ん頓

を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
か
ら
で
す
。
嵌
頓
と
は
、
ヘ
ル
ニ
ア
の
中

に
出
た
腸
な
ど
が
締
め
つ
け
ら
れ
て
戻
ら
な
く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

締
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
う
ち
に
腸
は
む
く
ん
で
き
て
、
ま
す
ま
す
戻
ら
な
く
な
り
締
め
つ
け
の

早めの手術で治る鼠
そ

径
け い

ヘルニア
緩和ケア科主任部長　吉

よし

田
だ

 洋
ひろし
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度
合
い
が
き
つ
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
締
め
つ
け
が
き
つ
く
な
る
と
腸
は
通
ら
な
く
な
っ
て
腸
閉

塞
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
腸
に
血
が
流
れ
な
く
な
っ
て
腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ヘ
ル
ニ
ア
嵌
頓
が
起
こ
る
と
非
常
に
痛
い
の
で
す
が
、
痛
み
を
自
分
で
ま
だ
訴
え
ら
れ
な
い
小
さ

い
子
ど
も
の
場
合
は
痛
み
の
た
め
不
機
嫌
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
た
と
え
夜
中
で

あ
っ
て
も
す
ぐ
に
病
院
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

１
歳
未
満
の
ヘ
ル
ニ
ア
は
自
然
に
治
る
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
嵌
頓
は
１
歳
未

満
で
起
こ
り
や
す
い
と
も
い
わ
れ
て
お
り
自
然
治
癒
を
あ
て
に
し
て
待
つ
の
は
勧
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

当
院
で
は
基
本
的
に
生
後
３
か
月
以
降
で
予
定
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
合
併
症
な
ど

の
な
い
子
ど
も
の
場
合
、
入
院
は
１
泊
２
日
で
す
。
手
術
前
日
の
午
後
に
入
院
し
て
い
た
だ
き
、

翌
日
の
朝
か
ら
手
術
で
す
。
手
術
は
全
身
麻
酔
で
行
い
ま
す
。
手
術
室
に
行
っ
て
か
ら
病
室
に
戻
っ

て
く
る
ま
で
は
１
時
間
半
く
ら
い
で
す
。
術
後
経
過
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
日
の
夕
食
後
に

退
院
と
な
り
ま
す
。

胎生3か月 胎生5か月

そけい管外そけい輪

内そけい輪

腹膜

精巣

胎生7か月 睾丸固有鞘膜
胎生３か月から７か月にかけて精巣の下降とともに腹膜鞘状突起が形成されます。
精巣下降後、腹膜鞘状突起は生まれるまでになくなっていきますが、これがなくならずに残ると鼠径ヘルニアが生じることになります
（『系統小児外科学　第３版』p684　永井書店　大阪　2013を一部改変）

図　子どもの鼠径ヘルニアの発生原因（男児）
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学
校
給
食
で
の
出
来
事
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２
０
１
２
年
12
月
、
東
京
都
調
布
市
の
学
校
給
食
で
、
牛
乳
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
小
学
5
年
生

の
女
の
子
が
チ
ー
ズ
入
り
チ
ヂ
ミ
を
誤
食
し
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
よ
り
死
亡
す
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
が
正
確
に
理
解
し
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事
で
し
た
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
何
で
し
ょ
う
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

食
物
を
取
る
こ
と
よ
り
起
こ
っ
て
く
る
抗
原
特
異
的
な
免
疫
的
機
序
に
よ
っ
て
出
現
す
る
症
状

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
食
物
の
中
の
タ
ン
パ
ク
質
を
異
物
と
し
て
排
除
し
よ
う
と
す
る

反
応
が
過
剰
に
起
こ
り
、
そ
れ
に
伴
い
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
出
る
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
症
状
が
出
る
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
よ
う
な
慢
性
的
な
症
状
の
こ
と
も
あ
れ
ば
、
急
激
（
食
べ
て
か
ら
数
分

か
ら
数
時
間
）
に
起
こ
る
症
状
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
皮
膚
が
赤
く
な
る
・
か
ゆ
い
（
皮
膚
症
状
）、

咳せ
き

が
出
る
・
ゼ
ー
ゼ
ー
す
る
（
呼
吸
器
症
状
）、
腹
痛
・
嘔お

う

吐と

・
下
痢
（
消
化
器
症
状
）、
不
機
嫌
・

元
気
が
な
く
な
る（
神
経
症
状
）な
ど
で
す
。
そ
し
て
時
に
は
シ
ョ
ッ
ク（
循
環
器
症
状
）を
起
こ
し
、

命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
ま
で
程
度
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
（
図
１
）。

ど
ん
な
と
き
に
疑
わ
れ
る
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

食
しょく

物
も つ

アレルギーと
診断されたとき

小児救急科部長　高
たか

野
の

 智
とも

子
こ
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疑
わ
れ
る
と
き
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
生
後
２
か
月
ご
ろ
か
ら
体
の
湿
疹
が
ひ
ど
く
な
っ

て
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
が
疑
わ
れ
る
と
き
で
す
。
こ
の
場
合
、
血
液
検
査
を
し
て
、
食
べ
物
（
卵
、

牛
乳
、
小
麦
、
大
豆
な
ど
）
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
な
い
か
調
べ
ま
す
。
食
べ
物
に
対
す

る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
あ
る
時
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
１
歳
を
過
ぎ
た
ら
、

確
か
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
食
事
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
あ
る
食
材
を
食
べ
て
数
分
か
ら
数
時

間
以
内
に
、
体
を
か
ゆ
が
り
蕁じ

ん

麻ま

疹し
ん

が
出
た
、
機
嫌
が
悪
く
な
り
嘔
吐
し
た
、
咳
を
し
て
ゼ
ー
ゼ
ー

し
始
め
た
、
な
ど
の
症
状
が
出
る
と
き
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
食
事
で
は

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
取
る
の
で
、
ど
の
食
材
に
対
し
て
反
応
し
て
い
る
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
確
か
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
食
べ
て
割
と
早
く
出
る
こ
れ
ら
の

症
状
は
要
注
意
で
す
。
必
ず
小
児
科
を
受
診
し
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ど
う
い
う
検
査
で
診
断
す
る
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
食
べ
て
症
状
が
出
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
症

状
か
ら
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
疑
わ
れ
た
と
き
は
次
の
よ
う
な
検
査
を
し
ま
す
。

一
番
よ
く
行
わ
れ
る
の
が
抗
原
特
異
的
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
検
査
（
一
般
に
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
と
い
い

ま
す
）
で
す
。
各
食
材
に
対
す
る
反
応
を
血
液
中
の
そ
の
食
材
に
対
す
る
Ｉ
ｇ
Ｅ
の
量
で
示
し
、

ク
ラ
ス
分
け
し
ま
す
。

皮
膚
で
行
う
検
査
と
し
て
、
プ
リ
ッ
ク
／
ス
ク
ラ
ッ
チ
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
皮
膚
に
細
い
針

で
小
さ
い
傷
を
つ
け
て
、
そ
こ
に
食
材
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
素
（
抗
原
）
を
垂
ら
し
反
応
を
見
ま
す
。

皮膚が赤くなる

かゆい

咳が出る

ゼーゼーする

腹痛・嘔吐・下痢

不機嫌・元気がなくなる

ショック（循環器症状）

症状

図1　食物アレルギーの症状
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抗
原
を
垂
ら
し
た
と
こ
ろ
が
15
分
く
ら
い
で
赤
く
な
っ
た
ら
陽
性
で
す
。

検
査
が
陽
性
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
何
ら
症
状
が
出
た
こ
と
の
な
い
人
を
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

と
は
い
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
検
査
で
陽
性
の
人
は
、
風
邪
を
ひ
い
た
と
き
と
か
調
子
の
悪
い
と
き

に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
症
状
が
出
た
と
き
は
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
は
、こ
れ
ら
の
検
査
が
陰
性
で
あ
っ
て
も
、食
べ
て
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
が
出
る
と
き
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
し
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。「
症
状
あ
り
き
」
で
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
診
断
さ
れ
た
ら
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
（
２
０
１
３
年
現
在
）
で
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
診
断
さ
れ
た
お
子
さ
ん
に
は
、

２
歳
ま
で
は
そ
の
食
材
を
除
去
し
て
も
ら
う
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。
こ
の
２
歳
と
い
う
の
は
腸
管

の
未
熟
性
が
な
く
な
り
、食
材
の
未
消
化
の
タ
ン
パ
ク
質
を
吸
収
し
な
く
な
る
時
期
で
す
。
そ
し
て
、

２
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
そ
の
食
材
を
耳
か
き
に
の
る
く
ら
い
の
大
き
さ
の
量
か
ら
食
べ
て
み
て
症
状

が
出
な
い
か
ど
う
か
を
見
ま
す
。

以
前
、ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
た
こ
と
の
あ
る
お
子
さ
ん
は
、病
院
で「
食
物
経
口
負
荷
試
験
」（
図

２
）
を
行
っ
て
、
安
全
な
量
か
ら
食
べ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

食し
ょ
く

物も
つ
け
い
こ
う

経
口
負ふ

か

し
荷
試
験け

ん
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

こ
れ
は
あ
る
食
材
を
少
量
ず
つ
食
べ
て
み
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
起
こ
ら
な
い
か
見
る
試
験

で
す
。
こ
の
検
査
の
目
的
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
本
当
に
そ
の
食
材
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
が
ど
れ
く
ら
い
の
量
で
起
こ
る
か
を
見
る
た
め
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
確
認
試
験
）
と
、
も
う
一
つ
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は
食
物
除
去
を
行
っ
て
き
た
お
子
さ
ん
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
る
た
め
（
耐

性
獲
得
試
験
）
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
20
分
ご
と
に
食
材
の
量
を
増
や
し
て
、
０
・
１
ｇ
↓
０
・
２
ｇ
↓
０
・
５
ｇ
↓
１

ｇ
↓
２
ｇ
↓
５
ｇ
と
食
べ
て
も
ら
い
、
反
応
を
見
ま
す
。
何
ら
か
の
症
状
が
出
た
ら
、
検
査
は
中
止

に
な
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
安
全
の
た
め
に
１
日
入
院
し
て
も
ら
い
病
棟
で
行
っ
て
い
ま
す
。

食
物
経
口
負
荷
試
験
で
症
状
が
出
た
ら
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
は
食
物
負
荷
試
験
で
症
状
が
出
た
ら
、
そ
の
食
材
を
除
去
し
て
も
ら
い

ま
す
。

３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
は
、
そ
の
食
材
を
食
べ
て
も
症
状
の
出
な
い
量
を
で
き
れ
ば
毎
日
（
少

な
く
と
も
週
３
日
）
２
週
間
食
べ
て
、
症
状
が
出
な
け
れ
ば
、
２
週
間
ご
と
に
量
を
ア
ッ
プ
し
て

食
べ
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
体
の
中
に
そ
の
食
材
に
対
す
る
耐
性
（
慣
れ
）
が
出

て
き
て
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
緩か

ん
じ
ょ徐

免
疫
療
法
）。

で
き
れ
ば
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
安
全
の
た
め
に
そ
れ
が
困

難
な
お
子
さ
ん
も
、
そ
の
食
材
の
少
量
混
ざ
っ
た
加
工
品
は
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
は
安
全
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
か
つ
楽
し
み
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
。
お
子
さ
ん
が

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

０分　２０分　４０分　６０分　 80分　100分

0.1g　 0.2g　　0.5g　　 1g　　　２g　　 ５g

図 2　食物経口負荷試験
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体
が
戦
っ
て
い
る
証
し
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

赤
ち
ゃ
ん
は
、
胎
児
期
に
母
体
か
ら
免
疫
を
も
ら
っ
て
感
染
症
を
予
防
す
る
力
を
得
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
生
後
半
年
ほ
ど
で
減
少
す
る
た
め
、
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
子
ど

も
が
、
よ
く
熱
を
出
す
時
期
は
生
後
６
か
月
以
降
と
い
わ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
保
育
園
や

幼
稚
園
な
ど
の
集
団
生
活
に
入
る
と
は
じ
め
の
１
年
間
は
よ
く
病
気
に
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

今
ま
で
あ
っ
た
こ
と
の
な
い
感
染
症
に
出
合
っ
て
、
そ
れ
と
戦
っ
て
抵
抗
力
を
つ
く
っ
て
い
る
時

期
と
い
っ
て
い
い
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
か
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
丈
夫
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
発
熱
は
ほ
と
ん
ど
が
感
染
症
で
、
圧
倒
的
に
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
多
い
の
で
す
。
病
原

体
が
子
ど
も
の
体
に
感
染
す
る
と
、
そ
れ
に
反
応
し
て
体
の
免
疫
反
応
が
起
こ
り
ま
す
。
発
熱
物

質
が
つ
く
ら
れ
る
の
も
そ
の
一
つ
で
、
熱
は
い
わ
ば
体
が
戦
っ
て
い
る
印
で
す
。
熱
自
体
に
は
問

題
は
あ
ま
り
な
く
、
高
熱
が
続
い
て
も
そ
れ
だ
け
で
頭
が
お
か
し
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

熱
の
原
因
と
、
熱
以
外
の
症
状
の
ほ
う
が
む
し
ろ
重
要
で
す
。

多
く
は
経
過
を
見
て
診
断
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
発
熱
は
普
通
は
３
日
前
後
で
ほ
と
ん
ど
が
解
熱
し
ま
す
。
た
だ
し
、
①
生
後

３
か
月
ま
で
の
発
熱
②
意
識
状
態
が
悪
か
っ
た
り
、
ぐ
っ
た
り
し
た
発
熱
（
た
と
え
微
熱
で
も
）

③
５
日
以
上
続
く
発
熱

―
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
に
発
熱
を
伴

う
疾
患
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

子どもの発熱
小児科主任部長　田

た

尻
じり

 仁
ひとし
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〔
不
明
熱
〕

発
熱
が
３
週
間
以
上
続
く
、
38
度
以
上
の
発
熱
が
数
回
出
現
す
る
、
外
来
で
３
回
、
入
院
で
３

日
間
適
切
な
検
査
を
し
て
も
原
因
が
不
明
の
場
合
を
い
い
ま
す
。
発
熱
以
外
の
症
状
が
な
い
と
き

に
は
、
尿
路
感
染
症
（
腎じ

ん

盂う

腎
炎
）
な
ど
を
疑
い
ま
す
。
流
行
が
あ
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
迅
速
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

発
熱
が
４
、５
日
以
上
続
き
咳せ

き

が
多
い
と
き
に
は
、
肺
炎
を
起
こ
し
て
い
な
い
か
、
年
長
児
で
は

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
感
染
症
で
は
な
い
か
疑
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
血
液
検
査
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
扁へ

ん
と
う桃

炎
や
首
の
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
が
あ
る
と
き
に
は
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。
首
の

リ
ン
パ
節
の
腫
れ
に
目
の
充
血
、
手
足
の
む
く
み
、
発
疹
な
ど
が
加
わ
る
と
川
崎
病
を
考
え
ま
す
。

〔
川
崎
病
〕

１
９
６
７
年
に
川
崎
富
作
博
士
が
、
手
足
の
指
先
か
ら
皮
膚
が
む
け
る
症
状
を
伴
う
小
児
の
「
急

性
熱
性
皮
膚
粘
膜
リ
ン
パ
腺
症
候
群
」
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

主
な
症
状
は
①
５
日
以
上
続
く
発
熱
（
38
度
以
上
）
②
全
身
の
発
疹
③
両
方
の
目
が
赤
く
な
る

④
唇
が
赤
く
な
っ
た
り
、
苺い

ち
ご

舌じ
た

が
あ
る
⑤
手
足
が
腫
れ
た
り
、
手
の
ひ
ら
や
足
底
が
赤
く
な
っ
た

り
す
る
⑥
首
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
る
―
―
の
六
つ
で
、
こ
の
う
ち
五
つ
以
上
を
満
た
す
も
の
を
本

症
と
診
断
し
ま
す
が
、
五
つ
に
満
た
な
い
非
典
型
例
も
多
い
で
す
。
な
お
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
部
位
の
発

赤
も
重
要
な
症
状
の
一
つ
で
す
。

こ
の
病
気
は
日
本
人
な
ど
ア
ジ
ア
人
に
多
く
、
欧
米
人
で
は
少
な
く
、
男
児
に
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
発
症
年
齢
は
４
歳
以
下
が
80
％
で
す
。
原
因
は
い
ま
だ
に
不
明
で
す
。
川
崎
病
は
全
身
の
血

管
が
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
、
心
臓
の
筋
肉
に
血
液
を
送
る
冠
動
脈
が
膨
ら
ん
で
こ
ぶ
が
で
き
る
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場
合
が
あ
り
、
そ
の
結
果
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
、
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
冠

動
脈
の
大
き
な
こ
ぶ
（
冠
動
脈
径
８
㎜
以
上
）
を
も
つ
患
者
さ
ん
が
毎
年
約
０
・５
％
、
２
０
０
人

に
１
人
い
ま
す
。
川
崎
病
に
よ
る
死
亡
率
は
、最
近
で
は
約
０
・
05
％
、２
０
０
０
人
に
１
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
川
崎
病
に
か
か
っ
た
場
合
、
心
臓
の
血
管
の
こ
ぶ
を
い
か
に
し
て
防
ぐ

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

診
断
は
臨
床
症
状
で
決
ま
り
ま
す
が
、
症
状
の
は
っ
き
り
し
な
い
例
や
一
度
に
全
て
の
症
状
が
出
な

い
場
合
は
診
断
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
最
初
は
風
邪
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
何

回
も
受
診
し
薬
を
飲
ま
せ
て
も
熱
が
下
が
ら
ず
、
小
児
科
を
受
診
し
て
よ
う
や
く
診
断
さ
れ
た
例
も
あ

り
、小
児
科
の
診
察
に
不
慣
れ
な
内
科
な
ど
に
通
院
し
て
い
て
診
断
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

発
症
か
ら
10
日
以
内
に
治
療
を
始
め
な
い
と
後
遺
症
が
残
る
確
率
が
高
く
な
る
の
で
、
保
護
者

は
川
崎
病
の
症
状
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
た
う
え
で
、
熱
な
ど
の
症
状
が
長
く
続
く
場
合
は
、
小

児
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

治
療
法
は
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
い
う
血
液
製
剤
が
一
般
的
で
す
。
数
日
で
熱
も
下
が
り
症
状
は

回
復
し
ま
す
。
こ
れ
と
共
に
、
炎
症
を
抑
え
る
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
う
と
後
遺
症
が
大
幅
に
減
る
こ

と
が
最
近
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
川
崎
病
の
リ
ス
ク
を
判
定
し
合
併
症
を
減

ら
す
よ
う
治
療
し
て
い
ま
す
。

〔
周
期
性
発
熱
症
候
群
〕

必
ず
し
も
長
さ
の
一
定
し
な
い
無
症
状
の
期
間
を
挟
ん
で
、
半
日
か
ら
数
週
間
持
続
す
る
一
般
的

な
感
染
症
で
説
明
の
つ
か
な
い
発
熱
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
半
年
か
ら
１
年
間
に
３
回
以
上
繰
り
返
す
疾

患
群
で
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
を
臨
床
的
に
疑
う
所
見
と
し
て
は
①
血
液
の
炎
症
反
応
が
高
値
と
な
る
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発
熱
を
反
復
す
る
②
発
熱
期
間
や
症
状
が
毎
回
似
て
い
る
③
抗
菌
薬
な
し
で
解
熱
す
る
④
発
熱
発
作

の
間
欠
期
に
は
症
状
が
見
ら
れ
な
い
⑤
自
己
免
疫
疾
患
や
細
菌
感
染
症
の
証
拠
が
得
ら
れ
な
い
⑥
発

熱
時
の
血
清
プ
ロ
カ
ル
シ
ト
ニ
ン
が
低
値
で
あ
る
⑦
家
族
歴
が
あ
る

―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

風
邪
や
ほ
か
の
疾
患
の
発
熱
と
区
別
す
る
に
は
長
い
期
間
で
の
経
過
観
察
と
熱
型
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
熱
が
高
く
て
も
元
気
で
あ
れ
ば
基
本
的
に
は
薬
を
使
わ
ず
氷
枕
程
度
で
、
ひ
た
す

ら
熱
型
を
メ
モ
し
て
過
ご
す
こ
と
で
す
。
高
熱
の
出
て
い
る
間
、
炎
症
反
応
だ
け
が
高
く
、
胸
の

Ｘ
線
や
各
種
検
査
は
異
常
が
な
く
、
リ
ウ
マ
チ
熱
や
膠
原
病
、
川
崎
病
な
ど
と
も
違
う
こ
と
か
ら
、

こ
の
病
気
を
疑
っ
て
経
過
を
見
て
い
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。

例
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｐ
Ａ
症
候
群
（Periodic Fever w

ith A
phtous Pharingitis and A

denitis

）

を
挙
げ
ま
す
。
こ
れ
は
、
周
期
性
発
熱
や
ア
フ
タ
性
口
内
炎
、
頸
部
リ
ン
パ
節
炎
、
咽
頭
炎
を
主

な
症
状
と
す
る
疾
患
で
す
。
多
く
は
５
歳
以
下
で
発
症
し
、
日
本
人
の
平
均
発
症
年
齢
は
３
・
２
歳

で
、
成
人
発
症
は
ま
れ
で
す
。
日
本
で
は
２
０
０
６
年
ま
で
に
20
例
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
周
期

性
発
熱
症
候
群
の
中
で
は
患
者
数
が
最
も
多
い
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
確
な
患
者
数
は
不

明
で
す
。
原
因
遺
伝
子
は
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
因
の
詳
細
は
不
明
で
す
。
発
熱
発
作
が
全
例

に
認
め
ら
れ
、
39
〜
40
度
以
上
の
発
熱
が
平
均
５
日
間
続
き
ま
す
。
発
熱
間
隔
は
平
均
24
日
（
３

〜
８
週
）
で
規
則
性
が
あ
り
ま
す
。

治
療
法
と
し
て
タ
ガ
メ
ッ
ト
と
い
う
薬
剤
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｐ
Ａ
症
候
群
の
約
60
％
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
は
発
熱
発
作
の
初
期
に
１
〜
２
回
投
与
す
る
と
、
12
〜
24
時
間
以
内

に
症
状
は
劇
的
に
改
善
し
ま
す
。
扁
桃
摘
出
術
、
ア
デ
ノ
イ
ド
切
除
術
は
患
者
さ
ん
の
半
数
以
上

に
有
効
で
す
が
、
し
ば
し
ば
再
発
し
ま
す
。
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子
ど
も
の
血
便
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

わ
が
子
の
体
か
ら
出
血
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
ど
の
よ
う
な
出
血
で
あ
れ
親
と
し
て
は
心
配

な
も
の
で
す
。
ま
し
て
や
、
便
の
中
に
血
が
混
じ
っ
て
い
た
り
、
血
そ
の
も
の
が
肛
門
よ
り
出
て

き
た
り
す
る
と
、
出
血
源
が
見
え
な
い
お
な
か
の
中
か
ら
の
出
血
な
の
で
、
心
配
の
度
合
い
は
大

き
く
な
り
ま
す
。

血
便
を
見
た
場
合
、
一
つ
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
口
か
ら
食
道
・
胃
・
腸
・
肛
門
に
わ
た
る

消
化
管
と
い
わ
れ
る
臓
器
か
ら
出
血
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

小
児
科
診
療
の
な
か
で
は
、
血
便
は
決
し
て
ま
れ
な
症
状
で
は
な
く
、
時
に
は
重
症
疾
患
の
兆

候
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
す
。

こ
こ
で
は
子
ど
も
の
血
便
を
見
た
と
き
の
、そ
の
原
因
や
注
意
点
、疾
患
の
概
要
を
解
説
し
ま
す
。

子
ど
も
の
血
便
を
見
た
と
き
の
注
意
点
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ま
ず
、
便
に
混
じ
っ
た
赤
い
も
の
が
本
当
に
血
液
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
見
た
目
が

明
ら
か
に
血
液
で
あ
る
も
の
は
除
き
、
ま
れ
に
血
液
な
の
か
ど
う
か
判
断
に
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
食
べ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
消
化
し
き
れ
ず
便
中
に
排
泄
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
赤

い
と
血
液
と
間
違
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
を
挙
げ
る
と
、
チ
ェ
リ
ー
や
ジ
ャ
ム
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、

海の

り苔
、イ
カ
墨
な
ど
で
す
。
判
断
に
迷
う
と
き
は
、受
診
し
医
師
の
判
断
を
仰
ぐ
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

次
に
血
便
の
外
観
で
す
。
硬
い
便
な
の
か
、
バ
ナ
ナ
状
の
普
通
便
な
の
か
、
下
痢
な
の
か
、
あ

る
い
は
血
液
そ
の
も
の
な
の
か
、
便
が
赤
く
は
な
く
黒
い
の
か
、
こ
れ
ら
外
観
の
違
い
で
血
便
の

子どもの血便を見たときは？
小児科副部長　西

にしうら

浦 博
ひろ

史
し
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原
因
が
あ
る
程
度
推
測
さ
れ
ま
す
。

硬
い
便
に
血
が
混
じ
る
場
合
は
裂
孔
や
痔じ

核か
く

、
普
通
便
に
血
が
付
着
す
る
場
合
は
ポ
リ
ー
プ
、

下
痢
便
に
血
が
混
じ
る
場
合
は
大
腸
の
炎
症
に
よ
る
腸
炎
、
血
液
そ
の
も
の
の
場
合
は
腸ち

ょ
う
じ
ゅ
う重

積せ
き

や

メ
ッ
ケ
ル
憩
室
か
ら
の
出
血
、
タ
ー
ル
の
よ
う
に
黒
い
便
の
場
合
は
胃
や
十
二
指
腸
か
ら
の
出
血

―
―
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

血
便
に
お
け
る
出
血
量
も
注
意
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
の
血
便
で
は
大
量
出
血
は
ま
れ
で
す
が

起
こ
り
得
ま
す
。
当
然
で
す
が
大
量
の
出
血
を
見
た
場
合
は
、
緊
急
止
血
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
迷
わ
ず
救
急
車
を
呼
ん
で
搬
送
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

血
便
以
外
の
症
状
に
も
注
意
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
顔
色
、
機
嫌
、
意
識
状
態
、
腹
痛
・
嘔お

う

吐と

・

発
熱
の
有
無
な
ど
で
す
（
図
１
）。

出
血
量
が
多
い
場
合
、
脈
が
速
く
な
り
、
さ
ら
に
血
圧
が
低
下
し
て
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
顔
色
不
良
や
手
足
が
冷
た
い
と
き
は
、
す
ぐ
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

３
歳
く
ら
い
ま
で
に
よ
く
見
ら
れ
る
腸
重
積
と
い
う
病
気
は
、
顔
色
が
す
ぐ
れ
な
い
、
何
の
誘

因
も
な
く
泣
き
出
し
そ
れ
を
繰
り
返
す
、
嘔
吐
す
る
と
い
っ
た
血
便
以
外
の
症
状
を
呈
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。
腹
痛
・
発
熱
・
下
痢
を
伴
う
場
合
は
、
腸
管
に
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
ま
す
。

血
便
を
見
た
時
点
で
の
、
内
服
中
の
薬
剤
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
貧
血
で
鉄
剤
を
内
服
し

て
い
る
と
き
は
便
全
体
が
赤
く
な
っ
た
り
黒
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
剤

は
胃
腸
の
粘
膜
を
傷
つ
け
、
そ
こ
か
ら
出
血
し
て
便
全
体
が
黒
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ア
ス
ピ
リ
ン
や
非
ス
テ
ロ
イ
ド
系
抗
炎
症
剤
も
消
化
管
粘
膜
を
傷
害
し
出
血
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

血便の状態

顔色

機嫌

意識状態

腹痛・嘔吐・発熱の有無

内服中の薬剤の確認

注意点

図1　血便を見たときの注意点
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血
便
を
呈
す
る
疾
患
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

血
便
を
呈
す
る
、
子
ど
も
の
疾
患
の
な
か
で
頻
度
の
多
い
も
の
を
解
説
し
ま
す
（
図
２
）。

１
．
腸
重
積
症

血
便
を
呈
す
る
疾
患
の
な
か
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
で
す
。
病
態
は
、
小
腸
が
大
腸
の
中

に
入
り
込
ん
で
腸
が
重
積
し
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
主
に
３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
に
発
生
し
ま
す
。

腸
重
積
症
を
起
こ
す
年
齢
の
子
ど
も
は
痛
み
を
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
お
な
か

の
中
で
腸
が
重
積
す
る
と
痛
み
で
子
ど
も
は
激
し
く
啼て

い

泣き
ゅ
う

し
ま
す
。
痛
み
は
腸
の
蠕ぜ

ん
ど
う動

の
具
合
で

出
た
り
な
く
な
っ
た
り
を
繰
り
返
し
、
そ
の
た
び
痛
い
と
き
は
激
し
い
啼
泣
を
繰
り
返
し
ま
す
。

発
症
後
の
経
過
中
に
顔
色
が
悪
か
っ
た
り
、
嘔
吐
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
腸
が
重
積
す
る
こ
と
で
腸
の
血
液
の
循
環
が
悪
く
な
り
、
重
積
し
た
腸
の
粘
膜
か
ら

出
血
し
血
便
が
排
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
血
便
に
は
特
徴
が
あ
り
、
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
状
の
血
便
と
表

現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

腸
重
積
症
で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
緊
急
疾
患
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
腸
重
積
症
に
気
づ
か

ず
放
置
す
る
と
腸
の
傷
み
が
進
行
し
、
手
術
で
腸
の
切
除
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
定
の
間
を
お
い
て
繰
り
返
す
啼
泣
・
血
便
の
ど
れ
か
を
認
め
る
と
き
は
、
休
日
・

夜
間
に
関
係
な
く
医
療
機
関
の
受
診
が
必
要
で
す
。
発
症
後
時
間
が
た
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
お
尻

の
穴
か
ら
圧
を
か
け
て
浣か

ん

腸ち
ょ
う

し
重
積
を
解
消
し
ま
す
。

２
．
細
菌
性
腸
炎

私
た
ち
は
食
事
を
す
る
際
、
食
中
毒
に
気
を
つ
け
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

腸重積症

細菌性腸炎

炎症性腸疾患

疾患

図2　血便が伴う疾患
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で
も
口
か
ら
細
菌
が
侵
入
す
る
こ
と
は
あ
り
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
は
腸
、
と
く
に
大
腸
に
炎
症

を
起
こ
し
、
大
腸
炎
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
の
症
状
は
高
熱
・
腹
痛
・

下
痢
で
あ
り
、
時
に
下
痢
便
の
中
に
血
液
が
混
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
腸
炎
を
起
こ
す
菌
の
中
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
と
し
て
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
菌
や
サ

ル
モ
ネ
ラ
菌
、
病
原
性
大
腸
菌
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
菌
は
主
に
肉
（
と
く
に
鶏
肉
）
の
生
食
や
加
熱
不
十
分
な
も
の
で
感
染
し

ま
す
。
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
は
主
に
鶏
卵
の
摂
取
で
感
染
が
起
こ
っ
て
時
に
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、

注
意
が
必
要
な
感
染
症
で
す
。
病
原
性
大
腸
菌
は
Ｏ
１
５
７
感
染
症
が
有
名
で
あ
り
、
腎
不
全
や

脳
症
の
合
併
症
で
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
細
菌
性
腸
炎
は
、
下
痢
に
よ
る
排
菌
と
と
も
に
自
然
経
過
で
治
癒
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た

う
え
で
経
過
観
察
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

３
．
炎
症
性
腸
疾
患

小
児
で
は
決
し
て
頻
度
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
患
者
数
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
て
血
便
を
呈

す
る
疾
患
と
し
て
重
要
で
す
。
小
児
で
は
主
に
学
童
期
・
思
春
期
に
発
症
す
る
疾
患
で
、
国
か
ら

難
病
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
炎
症
性
腸
疾
患
は
潰か

い
よ
う
せ
い

瘍
性
大
腸
炎
と
ク
ロ
ー
ン
病
で
す
。
潰
瘍
性
大
腸
炎
で
は
血
便
が
必

ず
見
ら
れ
ま
す
。
下
痢
・
血
便
を
認
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
を
飲
ん
で
も
症
状
の
改
善
を
認
め
ず
長

期
化
し
て
い
る
と
き
は
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
の
発
症
を
考
慮
す
べ
き
で
す
。
診
断
は
大
腸
内
視
鏡
が

必
須
で
あ
り
、
検
査
・
治
療
を
行
え
る
総
合
病
院
の
消
化
器
専
門
医
の
受
診
が
必
要
で
す
。



第
７
章

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
！　

子
ど
も
の
病
気

180

赤
ち
ゃ
ん
の
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
はN

eonatal Intensive Care U
nit

の
略
で
、
早
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
く

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
、
呼
吸
の
助
け
が
必
要
な
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
が
治
療
を
受
け
、
元
気
に
大
き
く

育
つ
た
め
の
お
部
屋
で
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
院
す
る
赤
ち
ゃ
ん
は
、
体
温
を
調
節
す
る
機
能
が
ま
だ
十
分
発
達
し
て
い
な
く

て
皮
下
脂
肪
も
少
な
い
の
で
、
自
分
で
体
温
を
一
定
に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

体
温
よ
り
も
温
度
が
低
い
所
に
い
る
と
、
寒
く
な
ら
な
い
よ
う
に
余
計
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ

た
り
、
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
常
に
温
度
や
湿
度
が
保
た
れ
て
い

る
保
育
器
で
生
活
を
始
め
ま
す
。

今
ま
で
お
母
さ
ん
の
暗
く
て
静
か
な
お
な
か
の
中
に
い
た
の
で
、
明
る
く
て
に
ぎ
や
か
な
外
の

世
界
は
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
よ
く
眠
れ
な
く
な
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
余
計
に
消
費
さ
れ
、
大
き
く
な
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
、
日
中
は
明
か
り
を
調
節
し

た
り
、
夜
は
消
灯
し
た
り
、
保
育
器
に
カ
バ
ー
を
か
け
た
り
し
て
、
で
き
る
だ
け
静
か
で
明
る
す

ぎ
な
い
お
部
屋
に
し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
子
宮
に
い
た
と
き
は
、
羊
水
の
中
で
、
背
筋
は
真
っ
す
ぐ
で
手
足
を
折
り
曲
げ
た
体

勢
で
い
ま
す
。
こ
の
体
勢
は
と
て
も
安
定
で
き
ま
す
が
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
は
ま
だ
筋
力
が
弱
く
て
、

子
宮
の
外
で
は
自
分
で
同
じ
体
勢
に
な
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
周
り
を
リ
ネ
ン
で
囲
ん
で
、

子
宮
に
い
た
と
き
と
同
じ
体
勢
を
保
て
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
呼
ん

で
い
て
、
赤
ち
ゃ
ん
が
快
適
だ
と
思
え
る
よ
う
な
素
材
に
も
こ
だ
わ
っ
て
工
夫
し
て
い
ま
す
。

新生児集中治療室（ＮＩＣＵ）で
こんなことしています

５階東病棟副看護師長　新生児集中ケア認定看護師　佐
さ

藤
とう

 眞
ま ゆ み

由美
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発
育
の
場
、
育
児
の
場
で
も
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
い
る
赤
ち
ゃ
ん
が
体
も
心
も
元
気
に
育
つ
た
め
に
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
と
よ
り
多
く
触
れ
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
参
加
す

る
ケ
ア
と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
を
素
肌
で
抱
っ
こ
す
る
「
カ
ン
ガ
ル
ー
ケ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
と
触
れ
合
う
と
赤
ち
ゃ
ん
の
心
や
呼
吸
が
落
ち
着
く
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
も
っ
て
い
る
良
い
菌
に
包
ま
れ
る
こ
と
で
赤
ち
ゃ
ん
の
免
疫
力
が
上
が

り
、
感
染
を
予
防
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
「
赤
ち
ゃ
ん
の
治
療
の
場
所
」
と
し
て

進
歩
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
「
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
の
場
所
」「
家
族
の
育
児
の
場
所
」

と
し
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
絶
え
ず
行
動
を
通
し
て
自
分
の
安
定
と
適
応
を
示
し
て
い
ま
す
。
言
葉
で
訴
え
な

い
赤
ち
ゃ
ん
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
軽
視
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
行

動
す
る
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
ト
レ
ス
が
過
剰
な
も
の
と
な
り
、
発
達
を
阻
害
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
睡
眠
や
休
息
を
妨
げ
ず
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
過
剰
な
刺
激
を
少
な
く
す

る
こ
と
や
、
赤
ち
ゃ
ん
自
身
で
落
ち
着
け
る
能
力
を
促
進
で
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
ケ
ア
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
に
応
じ
た
成
長
発
達
を
見
守
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
発
達
を
ご
家
族
が

喜
べ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
ご
家
族
に
か
か
わ
る
全
て
の
専
門
職
種
が
チ
ー

ム
を
組
ん
で
連
携
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
家
族
の
一
員
と
し
て
の
始
ま
り
を
支
援
す
る
た
め
、
き
め
細

か
な
取
り
組
み
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
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発
熱
の
原
因
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

熱
の
出
る
病
気
と
聞
く
と
、
何
か
の
感
染
症
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
が
多
い
で
し
ょ
う
。
た
し

か
に
感
染
症
は
熱
の
原
因
と
し
て
一
番
多
い
の
で
す
が
、
実
際
に
は
熱
の
出
る
病
気
に
は
感
染
症

も
感
染
症
で
な
い
も
の
も
世
の
中
に
何
百
種
類
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
熱
の
原
因
を
考
え
て

治
療
を
す
る
の
は
本
当
は
と
て
も
複
雑
な
の
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
総
合
内
科
で
は
、
原
因
が
す
ぐ
に
分
か
ら
な
い
熱
で
お
困
り
の
患
者
さ
ん
を
診
る

こ
と
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
複
雑
な
熱
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
紹
介
し
ま
す
。

そ
う
は
い
っ
て
も
感
染
症
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

感
染
症
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
（
ば
い
菌
）、
真
菌
（
カ
ビ
類
）、
原
虫
・
寄
生
虫
と
い
っ
た

微
生
物
が
生
き
物
の
体
に
と
り
つ
い
て
病
気
を
起
こ
す
も
の
の
総
称
（
図
１
）
で
、
と
く
に
ウ
イ

ル
ス
や
細
菌
に
よ
る
も
の
が
多
い
で
し
ょ
う
。
感
染
症
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
起
こ
し
、
発
熱

は
最
も
多
く
見
ら
れ
る
症
状
で
す
。

【
ウ
イ
ル
ス
感
染
】

ウ
イ
ル
ス
で
は
普
通
の
風
邪
が
一
番
多
く
、
こ
れ
を
医
学
的
に
は
ウ
イ
ル
ス
性
上じ

ょ
う

気き

道ど
う
え
ん炎

と
い

い
ま
す
。
風
邪
で
は
喉
の
痛
み
・
鼻
水
・
咳せ

き

・
微
熱
を
き
た
し
、
数
日
か
ら
１
週
間
程
度
で
自
然

に
治
ま
る
た
め
、
治
療
に
抗
生
物
質
は
い
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
普
通
の
風
邪
に
似
た
症
状
に
加
え
て
、
急
に
高
熱
が

出
て
寒
気
や
節
々
の
痛
み
、
頭
痛
を
伴
い
、
症
状
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

熱の出る病気
――感染症と、ほかの原因

総合内科医長（部長代理）　大
おお

場
ば

 雄
ゆういちろう

一郎　　総合内科医員　中
なかじま

島 隆
たかひろ

弘

感染制御室副看護師長　感染管理認定看護師　扇
おおぎ

田
だ

 千
ち よ

代
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１
週
間
以
内
に
自
然
に
治
り
ま
す
が
、
こ
じ
れ
て
ほ
か
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
時
々
あ
る

た
め
、
患
者
さ
ん
を
選
ん
で
治
療
薬
を
使
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
り
熱
が
続
き
、
の
ど
が
腫
れ
首
の
リ
ン
パ
腺
が
腫
れ
る
、
伝で

ん
せ
ん
せ
い
た
ん
か
く

染
性
単
核

球き
ゅ
う
し
ょ
う症

と
い
う
病
気
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
発
熱
や
喉
の
痛
み
が
出
て
全
身
に
小
さ
い
水
ぶ
く
れ
の

皮
疹
が
で
き
る
水す

い
と
う痘

（
水
ぼ
う
そ
う
）
は
、子
ど
も
に
多
く
見
ら
れ
、成
人
で
も
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

成
人
の
風ふ

う
し
ん疹

は
２
０
１
３
年
に
日
本
で
大
流
行
し
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
風
疹
で
は
熱

と
風
邪
の
よ
う
な
症
状
と
と
も
に
、
全
身
に
赤
く
小
さ
な
皮ひ

疹し
ん

が
出
て
、
数
日
か
ら
１
週
間
程
度

で
治
ま
り
ま
す
。
成
人
の
麻ま

疹し
ん

（
は
し
か
）
は
最
近
か
な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
風
邪
の
よ

う
な
症
状
の
後
で
高
熱
と
全
身
の
赤
い
皮
疹
が
出
て
症
状
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
流
行
性
耳じ

か下

腺せ
ん
え
ん炎

（
お
た
ふ
く
か
ぜ
）
も
、
風
邪
の
よ
う
な
症
状
と
と
も
に
高
熱
と
耳
の
下
か
ら
頬
に
か
け
て

腫
れ
る
の
が
特
徴
で
、
今
で
も
時
々
流
行
し
ま
す
。

【
細
菌
感
染
】

熱
と
と
も
に
喉
が
強
く
腫
れ
て
痛
く
な
る
、
細
菌
に
よ
る
扁へ

ん
と
う
せ
ん
え
ん

桃
腺
炎
・
咽い

ん
と
う
え
ん

頭
炎
は
子
ど
も
に
多
く
、

時
々
成
人
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
風
邪
の
後
に
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
や
咳
が
ひ
ど
く
な
り
、頭
が
痛
く
な
っ

て
、
熱
が
出
る
場
合
に
は
、
細
菌
の
副ふ

く

鼻び

腔く
う
え
ん炎

を
疑
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

急
な
熱
と
と
も
に
、咳
・
痰た

ん

や
胸
の
痛
み
、息
切
れ
、元
気
が
な
く
食
欲
も
落
ち
る
と
い
う
場
合
は
、

肺
炎
を
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は
部
分
的
に
症
状
が
風
邪
に
似
て
い
る
た
め
、
ち
ゃ
ん
と
見
分
け
る

の
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
肺
炎
に
似
た
症
状
が
ゆ
っ
く
り
長
び
く
場
合
は
、
肺
結
核
を
疑

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

急
な
発
熱
と
腹
痛
や
下
痢
が
あ
る
と
、
食
中
毒
に
関
係
し
た
腸
炎
を
疑
い
ま
す
。
急
な
熱
と
腹
痛

ウイルス

原虫・寄生虫

真菌

細菌
病原体

図1　感染症
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や
食
欲
低
下
か
ら
始
ま
り
、
虫ち

ゅ
う

垂す
い
え
ん炎

（
い
わ
ゆ
る
「
も
う
ち
ょ
う
」）
や
胆
の
う
炎
・
胆
管
炎
と
い
っ

た
お
な
か
の
病
気
や
、
あ
る
い
は
子
宮
や
卵
巣
と
い
っ
た
産
婦
人
科
の
感
染
症
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

尿
の
通
り
道
や
腎
臓
の
感
染
で
あ
る
腎じ

ん

盂う

腎
炎
で
は
、
急
な
熱
と
と
も
に
尿
の
回
数
が
増
え
た

り
、
排
尿
の
と
き
に
痛
み
や
、
腰
の
痛
み
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
熱
だ
け
の
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。
急
な
熱
と
と
も
に
、
皮
膚
の
一
部
が
急
に
赤
く
腫
れ
て
痛
く
な
る
と
、
蜂ほ

う
そ
う
し
き

巣
織

炎
と
い
う
皮
膚
の
細
菌
感
染
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

細
菌
感
染
が
脳
神
経
に
及
ぶ
と
、
急
に
発
熱
し
頭
痛
が
し
た
り
意
識
が
鈍
く
な
っ
た
り
す
る
細
菌

性
髄ず

い
ま
く
え
ん

膜
炎
に
な
り
、
か
な
り
重
症
で
危
な
い
感
染
症
の
た
め
、
救
急
車
で
の
緊
急
受
診
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
急
な
熱
で
ほ
か
の
症
状
が
は
っ
き
り
し
て
特
徴
が
あ
る
場
合
は
、
原
因
が
分
か
り

や
す
い
の
で
す
が
、
熱
が
続
い
て
い
る
の
に
ほ
か
の
症
状
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、
原
因
が

分
か
り
に
く
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
血
管
・
心
臓
内
の
細
菌
感
染
（
心し

ん
な
い
ま
く
え
ん

内
膜
炎
）、
内

臓
の
中
に
膿う

み

が
た
ま
る
感
染
症
（
膿の

う
よ
う瘍

）、
肺
以
外
の
結
核
菌
感
染
（
肺は

い
が
い
け
っ
か
く

外
結
核
）
と
い
う
病
気
は

熱
以
外
の
症
状
が
出
に
く
く
、
診
断
に
と
て
も
苦
労
し
ま
す
。

感
染
症
以
外
で
も
熱
は
出
ま
す
（
図
２
） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

例
え
ば
、
膠
原
病
と
か
自
己
免
疫
疾
患
と
い
わ
れ
る
一
連
の
病
気
で
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
か

ら
身
を
守
る
た
め
の
免
疫
の
働
き
が
、
間
違
え
て
自
分
の
体
を
攻
撃
す
る
よ
う
に
な
り
炎
症
を
起

こ
し
発
熱
し
ま
す
。

発
熱
以
外
に
も
、
体
中
の
関
節
が
痛
く
な
る
、
あ
ち
こ
ち
の
皮
膚
が
赤
く
な
っ
た
り
発
疹
が
出

た
り
す
る
、
眼
が
充
血
す
る
、
口
内
炎
が
で
き
る
、
咳
が
出
る
、
胸
が
痛
く
な
る
、
お
な
か
や
背

膠原病など自己免疫疾患

がんやリンパ腫

薬の副作用

甲状腺の働きの過剰

副腎の働きの低下

心の病気

種類

図2　感染症以外の熱の原因
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中
が
痛
く
な
る
、
下
痢
を
す
る

―
な
ど
、
病
気
の
種
類
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
組
み
合
わ

さ
れ
て
出
て
く
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

が
ん
や
リ
ン
パ
腫
と
い
っ
た
腫
瘍
で
も
熱
が
出
て
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
腫
瘍
で
も
あ

る
程
度
病
気
が
進
む
と
、
炎
症
を
起
こ
し
て
熱
が
出
る
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。
が
ん
や
リ
ン
パ

腫
が
で
き
た
内
臓
の
症
状
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
熱
以
外
の
症
状
が
な
い
こ
と
も
時
に
あ

る
た
め
、
分
か
り
に
く
く
て
注
意
が
必
要
で
す
。

意
外
な
熱
の
原
因
も
あ
り
ま
す
（
図
２
） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

病
気
の
治
療
に
使
っ
て
い
る
薬
剤
の
副
作
用
で
熱
が
出
る
こ
と
も
時
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

は
熱
が
あ
っ
て
も
平
気
な
様
子
の
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
薬
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
伴
う
場
合
に
は
、

全
身
の
皮
膚
に
赤
い
発
疹
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
甲
状
腺
の
働
き
が
過
剰
に
な
る
と
、
発
熱

と
と
も
に
動
悸
や
汗
、
手
足
の
震
え
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
副
腎
の
働
き
が
落

ち
る
と
、
体
が
だ
る
く
な
り
食
欲
が
な
く
な
る
と
と
も
に
、
微
熱
が
出
て
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

心
の
病
気
で
も
熱
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
温
が
上
が
り
体
が
だ
る
く
な
る
以
外
に
、
た

い
て
い
は
不
安
や
緊
張
の
状
態
が
続
い
た
り
、
気
分
が
落
ち
込
ん
で
元
気
が
な
い
状
態
が
見
ら
れ

た
り
し
ま
す
。
普
通
に
診
察
や
検
査
を
し
て
も
体
に
異
常
が
見
ら
れ
な
い
た
め
診
断
は
難
し
く
、

心
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
熱
の
原
因
は
数
多
く
あ
る
の
で
、
原
因
を
突
き
止
め
る
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
病
気

の
流
れ
や
患
者
さ
ん
自
身
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ
き
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
か
ら
の

情
報
提
供
も
併
せ
て
、
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
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使
い
過
ぎ
に
要
注
意
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

熱
が
出
て
病
院
に
行
く
と
、
細
菌
感
染
症
の
診
断
で
抗
生
物
質
が
処
方
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
抗
生
物
質
は
ご
く
当
た
り
前
に
使
わ
れ
る
た
め
か
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
熱
が
出
る
＝

感
染
症
＝
抗
生
物
質
が
必
要
、
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
て
、
担
当
医
師
に
自
分
か
ら
抗
生
物
質
を

処
方
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
発
熱
の
原
因
の
話
の
よ
う
に
、
熱
の
原
因
は
感
染
症
と
限
り
ま
せ
ん
し
、
感
染
症
で
も
抗
生
物
質
が

必
要
で
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
微
熱
が
あ
っ
て
、
喉
が
少
し
痛
く
て
、
鼻
水
が
出
て
、
と

い
う
明
ら
か
に
ウ
イ
ル
ス
の
風
邪
ら
し
い
症
状
な
の
に
、
抗
生
物
質
の
処
方
を
す
る
の
は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

じ
つ
は
抗
生
物
質
は
本
当
に
必
要
な
場
合
に
だ
け
適
切
に
使
っ
て
、
使
い
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
る
べ
き
な
の
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
二
つ
の
大
事
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

５
〜
10 
％
の
人
に
副
作
用
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ま
ず
副
作
用
の
問
題
で
す
。
抗
生
物
質
で
も
副
作
用
が
時
々
あ
っ
て
、
５
〜
10
％
の
人
に
何
ら

か
の
副
作
用
が
出
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
重
い
副
作
用
の
と
き
は
す
ぐ
に
使
用
を
中
止
し
ま
す
。

第
一
に
気
を
つ
け
た
い
の
は
ア
レ
ル
ギ
ー
で
、
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
い
う
極
め
て
ま
れ
な
が
ら
重
症
の
も
の
で
す
。
こ
れ
は
薬
を
使
っ

て
す
ぐ
に
起
こ
り
、
全
身
が
赤
く
腫
れ
た
り
、
呼
吸
困
難
に
な
っ
た
り
、
血
圧
が
下
が
り
意
識
が
落

ち
た
り
し
て
、
対
応
が
遅
れ
る
と
命
を
落
と
し
ま
す
。
一
度
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
起
こ
し
た
薬
を

ま
た
使
う
の
は
危
険
な
の
で
、
正
確
に
記
憶
（
ま
た
は
記
録
）
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

とても大事な抗生物質のお話
総合内科医長（部長代理）　大

おお

場
ば

 雄
ゆういちろう

一郎　　総合内科医員　中
なかじま

島 隆
たかひろ

弘

感染制御室副看護師長　感染管理認定看護師　扇
おおぎ

田
だ

 千
ち よ

代
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も
う
一
つ
は
ゆ
っ
く
り
起
こ
る
比
較
的
軽
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
、
数
日
か
け
て
徐
々
に
発
疹

が
出
て
か
ゆ
く
な
っ
た
り
熱
が
出
た
り
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
は
、吐
き
気
や
食
欲
低
下
を
起
こ
し
た
り
下
痢
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

熱
や
腹
痛
を
伴
う
腸
炎
ま
で
も
起
こ
す
こ
と
が
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。
肝
臓
や
腎
臓
の
働
き
を
悪
く
す
る
こ
と

も
時
々
あ
り
ま
す
。白
血
球
減
少
や
血
小
板
減
少
の
よ
う
な
血
液
の
異
常
が
出
る
こ
と
が
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

め
ま
い
や
頭
痛
、
ひ
き
つ
け
の
症
状
も
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。
あ
る
種
の
抗
生
物
質
で
は
、
使
用
す
る
と
不
整

脈
を
起
こ
す
可
能
性
が
少
し
増
え
る
た
め
、
心
臓
の
病
気
が
あ
る
場
合
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

耐
性
菌
に
よ
る
感
染
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

抗
生
物
質
の
使
い
過
ぎ
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
普
通
の
抗
生
物
質
が
効
か
な
い
「
耐

性
菌
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
に
強
力
な
抗
生
物
質
で
も
使
う
こ
と
が
多
い
と
、

そ
の
抗
生
物
質
が
効
か
な
い
耐
性
菌
が
生
き
残
り
現
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

も
し
そ
う
い
う
耐
性
菌
で
感
染
症
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
と
、
い
ざ
治
療
を
し
よ
う
に
も
効
果
の

あ
る
抗
生
物
質
の
種
類
が
限
ら
れ
、
治
療
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
重
症
に
な
る
と
、
最
悪
の
場
合

は
治
療
が
う
ま
く
で
き
ず
に
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
危
な
い
状
況
は
空
想
で
は
な
く
、
現
実
に
年
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
尿
路
や

お
な
か
の
感
染
症
の
原
因
に
な
り
や
す
い
大
腸
菌
や
、
皮
膚
の
傷
や
血
管
内
の
感
染
の
原
因
に
な
り
や
す

い
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
で
は
、そ
の
よ
う
な
耐
性
菌
が
か
な
り
増
え
て
い
て
、大
変
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

副
作
用
と
耐
性
菌
の
問
題
を
十
分
、
頭
に
入
れ
た
う
え
で
抗
生
物
質
は
賢
く
正
し
く
使
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

もともとは
おとなしい菌が…

危険で悪さを
するようになるのは？

図　菌が危険になるのは？
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予
防
の
心
得
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

感
染
症
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
は
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
こ
う
し
た
病
原
体
か
ら
大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
、①
「
手
洗
い
」
や
「
う
が
い
」

の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
②
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
感
染
し
な
い
よ
う
に
予
防
す
る

③
栄
養
や
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
抵
抗
力
を
つ
け
る
―
―
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
と
く
に
乳

児
の
場
合
、
周
囲
の
人
、
す
な
わ
ち
両
親
、
兄
弟
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
ス
タ
ッ
フ
が
発
症
し
て

感
染
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
で
は
な
く
周
囲
の
方
も
予
防
接
種
を
受
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
め
ぐ
る
最
近
の
話
題
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

近
年
、
日
本
の
ワ
ク
チ
ン
事
情
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
（
ヒ
ブ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
と
肺は

い
え
ん炎

球き
ゅ
う

菌き
ん

は
、
小
児
期
の
髄
膜
炎
、

敗
血
症
、
肺
炎
な
ど
重
症
感
染
症
の
原
因
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
１
年
に
は
多

く
の
自
治
体
で
こ
の
２
種
の
菌
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
公
費
助
成
と
な
り
ま
し
た
。

国
立
感
染
症
研
究
所
の
報
告
（
出
典
①
②
）
で
は
、
２
０
０
８
〜
10
年
と
比
べ
て
、
11
年
、
12

年
に
は
ヒ
ブ
髄
膜
炎
が
そ
れ
ぞ
れ
57
％
、
92
％
減
少
、
肺
炎
球
菌
髄
膜
炎
は
そ
れ
ぞ
れ
25
％
、

71
％
減
少
し
、世
界
各
国
と
同
様
、日
本
で
も
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

小
児
科
で
も
、11
年
度
以
降
、ヒ
ブ
髄
膜
炎
は
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
１
例
の
み
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳ぜ

き

、
破
傷
風
）
に
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
混
合

子どもの感染症――予防と治療
小児科診療主任　丸

まるやま

山 朋
とも

子
こ
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し
た
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
12
年
11
月
か
ら
定
期
接
種
と
な
り
、
任
意
接
種
と
し
て
11
年
11
月
に

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
加
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
家
庭
内
や
保
育
所
な
ど
で
の
水
平
感
染
予

防
の
観
点
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接
種
も
推
奨
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
過

密
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
１
か
月
健
診
時
に
「
表
」
の
ワ
ク
チ
ン
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
し
、
か
か
り

つ
け
医
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
け
い
れ
ん
な
ど
の
病
気
が
あ
る
方

は
当
セ
ン
タ
ー
で
の
接
種
も
可
能
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
小
児
科
の
感
染
症
治
療
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

元
気
が
な
く
顔
色
が
悪
い
場
合
や
、
呼
吸
器
感
染
に
よ
り
ゼ
ー
ゼ
ー
や
陥
没
呼
吸
、
多
呼
吸
な

ど
が
あ
り
、
酸
素
投
与
や
人
工
呼
吸
管
理
が
必
要
な
場
合
、
胃
腸
炎
で
嘔お

う

吐と

や
下
痢
が
続
き
、
脱

水
が
強
く
持
続
点
滴
が
必
要
な
場
合
、
発
熱
が
原
因
で
け
い
れ
ん
を
生
じ
た
場
合
、
脳
炎
や
脳
症

な
ど
に
よ
り
意
識
障
害
や
け
い
れ
ん
が
続
く
場
合
な
ど
、
患
者
さ
ん
の
入
院
を
24
時
間
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

【
出
典
】

①
「
10
道
県
に
お
け
る
小
児
侵
襲
性H

aem
ophilus infl uenza typeb

感
染
症
発
生
状
況
の
推
移
：
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
導
入

効
果
の
評
価
」『IA

SR V
ol.34

』 

Ｐ
１
９
４
〜
１
９
５
、２
０
１
３

②
「
7
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｖ
７
）
導
入
が
侵
襲
性
細
菌
感
染
症
に
及
ぼ
す
効
果
：
２
０
１
２
」『IA

SR 
V
ol.34

』
Ｐ
62
〜
63
、
２
０
１
３

有料

接種券

接種券

有料

接種券

接種券

接種券

有料

種類

生

不活化

不活化

不活化

不活化

生

生

生

ワクチン名

①

①

①

①

②

②

②

②

（③）

③

③

① ② ③

①

標準的な
年齢別接種回数

ロタワクチン

Ｂ型肝炎

四種混合（DPT+ 不活化ポリオ）

BCG

麻疹・風疹混合 (MR)Ⅰ期・Ⅱ期

水痘（みずぼうそう）

※1ビブ（インフルエンザ菌 b型）
　　　　　　※5歳以上接種不可
※2肺炎球菌（13価結合型）
　　　　　※10歳以上接種不可

1か月 2か月 8か月7か月6か月5か月4か月3か月

1回目：6週～14週、2回目：
～20週、3回目：～32週まで

2か月～：3回

1歳までに1回

1歳～：1回

3か月～：3回
1歳代1回

Ⅰ期：1歳代1回
Ⅱ期：就学前 (1年間に1回 )

2～6か月：3回+1回、7～11か月
：2回+1回、1歳～4歳：1回
2～6か月：3回+1回、7～11か月：2
回+1回、1歳～：2回、2歳～9歳：1回

表　予防接種スケジュール（３歳以下・一部抜粋）
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海
外
旅
行
と
背
中
合
わ
せ
の
感
染
症
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

海
外
旅
行
は
楽
し
い
の
で
す
が
、
危
険
な
感
染
症
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
国
内
に
は
な
く
、
海
外
か
ら
の
微
生
物
に
よ
る
感
染
を
輸
入
感
染
症
と
い
い
ま
す
。

輸
入
感
染
症
の
中
に
は
特
殊
な
検
査
や
治
療
が
必
要
と
な
る
疾
患
も
あ
り
、
診
断
・
治
療
の
遅
れ
が

致
命
的
に
な
り
え
ま
す
。
ま
た
、
海
外
で
は
ト
ラ
ベ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
で

は
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
前
も
っ
て
準
備
す
る
こ
と
で
防
げ
る
感
染
症
も
あ
り
ま
す
。

楽
し
い
旅
行
が
残
念
な
思
い
出
に
な
ら
な
い
よ
う
、
旅
立
つ
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
輸
入
感
染
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
な
っ
た
と
き
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
説
明
し
ま
す
。

Ｑ
．
渡
航
前
に
な
に
を
す
れ
ば
よ
い
の
？

Ａ
．
ま
ず
は
渡
航
先
の
情
報
を
集
め
ま
し
ょ
う
。

渡
航
先
に
よ
っ
て
か
か
る
感
染
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
渡
航
先
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
（http://w

w
w
.forth.go.jp/

）

が
役
立
ち
ま
す
。
海
外
旅
行
保
険
に
入
る
こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。
契
約
内
容
を
確
認
し
て
自
分

に
あ
っ
た
保
険
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

も
し
持
病
が
あ
れ
ば
、
前
も
っ
て
主
治
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
内
服
し
て
い
る
薬
が
あ
れ
ば

英
語
名
（
商
品
名
で
は
な
く
、
成
分
名
で
）
を
記
し
た
メ
モ
も
一
緒
に
も
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
．
渡
航
先
の
生
活
で
気
を
付
け
る
こ
と
は
？

Ａ
．
食
事
や
虫
刺
さ
れ
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

輸入感染症Ｑ＆Ａ
――海外旅行の落とし穴

総合内科医長（部長代理）　大
おお

場
ば

 雄
ゆういちろう

一郎　　総合内科医員　中
なかじま

島 隆
たかひろ

弘

感染制御室副看護師長　感染管理認定看護師　扇
おおぎ

田
だ

 千
ち よ

代
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輸
入
感
染
症
は
汚
染
さ
れ
た
水
・
食
物
や
虫
刺
さ
れ
で
発
症
し
ま
す
。
生
水
は
飲
ま
ず
、
沸
か

し
た
水
か
ボ
ト
ル
入
り
の
水
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。
火
の
通
っ
て
い
な
い
食
材
や
生
野
菜
・
カ
ッ
ト

フ
ル
ー
ツ
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
手
洗
い
を
こ
ま
め
に
行
う
こ
と
で
感
染
微
生
物
が
つ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
は
多
く
、
後
述
す
る
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
も
蚊
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

長
袖
の
シ
ャ
ツ
や
ズ
ボ
ン
で
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
こ
と
や
網
戸
が
し
っ
か
り
し
た
宿
泊
施
設

に
泊
ま
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
す
る
際
に
は
蚊
よ
け
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
が
有
効
成
分
で
あ
り
、
購
入
す
る
際
に

は
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
濃
度
が
低
い
と
効
果
が
弱
く
、
10
％
未
満
で
は
効
果
が
あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

ダ
ニ
も
多
く
の
感
染
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
動
物
に
寄
生
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
動

物
に
は
触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
．
マ
ラ
リ
ア
の
予
防
法
は
？

Ａ
．
蚊
よ
け
と
予
防
内
服
を
行
い
ま
す
。

蚊
よ
け
に
は
前
述
の
よ
う
に
網
戸
の
し
っ
か
り
し
た
施
設
に
泊
ま
る
、
肌
の
露
出
の
少
な
い
服

を
着
用
す
る
、
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
を
含
有
し
た
蚊
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
使
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
予
防
内
服

に
は
マ
ラ
ロ
ン
、
メ
フ
ロ
キ
ン
が
あ
り
ま
す
。
渡
航
前
か
ら
の
内
服
が
必
要
で
す
か
ら
、
マ
ラ
リ

ア
が
流
行
し
て
い
る
先
に
旅
す
る
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
帰
国
後
に
気
を
付
け
る
こ
と
は
？

Ａ
．
発
熱
が
あ
れ
ば
、
輸
入
感
染
症
に
詳
し
い
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

海
外
旅
行
、
と
く
に
発
展
途
上
国
の
旅
行
中
や
、
そ
の
後
に
体
調
を
崩
す
方
が
多
い
の
で
す
。
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頻
度
が
高
い
の
は
、
命
に
か
か
わ
ら
な
い
よ
う
な
下
痢
症
や
上
気
道
炎
で
す
が
、
後
述
す
る
マ
ラ

リ
ア
の
よ
う
な
致
命
的
と
な
る
感
染
症
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

発
展
途
上
国
か
ら
帰
っ
た
後
の
発
熱
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
、
必
ず
専
門
病
院
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
で
は
、
輸
入
感
染
症
に
よ
る
病
気
と
は
？

Ａ
．
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
、
腸
チ
フ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

輸
入
感
染
症
特
有
の
疾
患
で
は
マ
ラ
リ
ア
、デ
ン
グ
熱
、腸
チ
フ
ス
、リ
ケ
ッ
チ
ア
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

デ
ン
グ
熱
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
の
多
く
は
特
徴
的
な
皮
疹
が
出
ま
す
。
腸
チ
フ
ス
は
名
前
の
と
お
り
に
下
痢
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
下
痢
な
ど
の
消
化
管
症
状
を
伴
わ
ず
、
発
熱
の
み
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
渡
航
後
で
あ
っ
て
も
日
本
で
発
症
す
る
よ
う
な
発
熱
疾
患
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
輸
入
感
染
症
自
体
が
、
専
門
家
で
も
診
断
が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
熱
帯
地
域
か

ら
帰
国
後
に
発
熱
し
た
と
き
は
必
ず
、
輸
入
感
染
症
に
経
験
豊
か
な
病
院
の
診
察
を
で
き
る
だ
け

早
く
受
け
て
く
だ
さ
い
。
輸
入
感
染
症
は
経
験
の
あ
る
医
師
が
非
常
に
少
な
い
た
め
、
診
断
の
遅

れ
が
人
生
の
分
か
れ
目
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
受
診
前
に
は
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

す
る
か
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
輸
入
感
染
症
を
多
く
は
扱
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
経
験
の
あ
る
医
師
が
常
駐

し
て
お
り
、
対
応
可
能
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
の
治
療
が
困
難
と
考
え
ら
れ
る
疾
患
は
他
院
を
紹

介
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
マ
ラ
リ
ア
と
は
？

Ａ
．
蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
で
感
染
す
る
寄
生
虫
で
す
。
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マ
ラ
リ
ア
は
主
に
熱
帯
に
存
在
す
る
寄
生
虫
で
す
。
マ
ラ
リ
ア
は
主
に
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
と
非

熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
は
放
置
し
て
お
く
と
人
生
の
幕
を
閉
じ

る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
診
断
は
血
液
中
の
マ
ラ
リ
ア
を
顕
微
鏡
で
見
る
こ
と
で
行
い
ま
す
。

慣
れ
た
検
査
技
師
で
な
け
れ
ば
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

繰
り
返
し
ま
す
が
、
熱
帯
地
域
か
ら
帰
国
後
に
発
熱
し
た
場
合
は
必
ず
、
輸
入
感
染
症
に
経
験

の
豊
富
な
病
院
の
診
察
を
で
き
る
だ
け
早
く
受
け
て
く
だ
さ
い
。

治
療
は
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
と
非
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
で
違
い
ま
す
が
、
致
命
的
な
疾
患
で
あ
り
、

原
則
的
に
入
院
治
療
を
行
い
ま
す
。
点
滴
に
よ
る
治
療
と
内
服
に
よ
る
治
療
が
あ
り
ま
す
。
重
症

に
な
れ
ば
集
中
治
療
室
で
の
治
療
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
ト
ラ
ベ
ル
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
？

Ａ
．
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
、
Ａ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
黄
熱
ワ
ク
チ
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
可
能
な
輸
入
感
染
の
あ
る
地
域
へ
渡
航
す
る
場
合
は
ト
ラ
ベ
ル
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
推
奨
し
ま
す
。
ど
の
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
べ
き
か
は
渡
航
先
や
滞
在
期
間
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、
免
疫
力
が
で
き
る
ま
で
に
は
時
間
が
必
要
な
の
で
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
希
望
さ
れ
る
際
に
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ワ
ク
チ
ン
に
は
国
内
で

は
販
売
し
て
い
な
い
も
の
や
、
量
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
Ａ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
と
、
ワ
ク
チ
ン
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
マ
ラ
リ
ア
予
防
内
服
の
ご
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
ワ
ク
チ
ン
と
予
防
内

服
は
自
費
診
療
と
な
り
、
金
額
も
要
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
点
も
含
め
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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ば
い
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
経
路
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

世
の
中
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
ば
い
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
い
ま
す
が
、
そ
の
侵
入
経
路
は
た
っ

た
三
つ
な
の
で
す
。

ま
ず
一
つ
目
は
空
気
中
を
ふ
わ
ふ
わ
漂
っ
て
私
た
ち
の
体
に
入
り
込
み
感
染
し
ま
す
（
空
気
感

染
）。
二
つ
目
は
咳せ

き

や
く
し
ゃ
み
な
ど
と
一
緒
に
飛
ん
で
き
て
私
た
ち
の
体
に
入
り
込
み
感
染
し
ま

す
（
飛ひ

沫ま
つ

感
染
）。
三
つ
目
は
私
た
ち
の
手
や
体
に
つ
い
て
傷
口
や
口
か
ら
入
り
込
み
感
染
し
ま
す

（
接
触
感
染
）。

皆
さ
ん
が
よ
く
知
っ
て
い
る
、
結
核
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
感
染
性
胃
腸
炎
も
み
ん
な
こ
の
三

つ
の
経
路
の
ど
れ
か
を
通
っ
て
私
た
ち
に
忍
び
寄
っ
て
く
る
の
で
す
。

と
っ
て
お
き
！　

ば
い
菌
撃
退
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ば
い
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
る
た
め
に
は
薬
が
一
番
？　

い
え
い
え
、
じ
つ
は
、
正
し
い

手
洗
い
で
ほ
と
ん
ど
の
ば
い
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
撃
退
で
き
ま
す
。
洗
い
残
し
の
多
い
箇
所
や
手
の

正
し
い
洗
い
方
を
知
っ
て
、自
分
や
家
族
を
ば
い
菌
や
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
（
図
１
、２
）。

手
洗
い
に
は
石
鹸
と
流
水
を
使
っ
た
手
洗
い
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
を
用
い
た
手
指
消
毒
が

あ
り
ま
す
が
、
目
に
見
え
る
汚
れ
が
な
い
と
き
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
を
使
用
し
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
手
洗
い
の
ポ
イ
ン
ト
は
手
首
を
含
め
、
30
秒
以
上
か
け
て
洗
う
こ
と
。
30
秒
以
上
か
け
る

こ
と
で
、
ば
い
菌
の
数
が
ぐ
ん
と
減
り
、
感
染
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

ここがポイント！
感染症の予防法

感染制御室副看護師長　感染管理認定看護師　扇
おおぎ

田
だ

 千
ち よ

代

救急病棟副看護師長　感染管理認定看護師　川
かわなみ

波 美
み ゆ き

由紀



第
８
章

意
外
と
身
近
な
感
染
症
の
お
話

197

仕
上
げ
は
、
う
が
い
と
マ
ス
ク
 ・・・

手
を
洗
う
こ
と
で
た
い
て
い
の
ば
い
菌
は

撃
退
で
き
ま
す
が
、
さ
ら
に
う
が
い
に
よ
っ

て
鼻
や
口
か
ら
侵
入
し
て
く
る
ば
い
菌
や
ウ

イ
ル
ス
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
ス
ク

の
使
用
も
効
果
的
で
す
。

家
庭
で
簡
単
！　

感
染
対
策
 ・・・・・・

風
邪
や
胃
腸
炎
な
ど
の
流
行
時
期
に
、
家

庭
内
で
で
き
る
感
染
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

【
消
毒
液
の
作
り
方
】

市
販
の
消
毒
液
を
使
っ
て
、
簡
単
に
作
れ

ま
す
（
図
３
）。
成
分
に
「
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
液
」
と
表
示
し
て
い
る
も
の
を
選
び
、

希
釈
し
て
濃
度
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
日
常

使
用
す
る
消
毒
剤
は
次
の
２
種
類
の
作
り
方

を
知
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

１
．
日
常
の
消
毒
／
０
・
０
２
％
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
液

②流水で手をぬらして
石鹸を泡立てる

④指の間を洗う③手の平と甲を洗う

⑥指先と爪の間を洗う

①指輪・腕時計をはずす

⑤親指を洗う ⑦手首を洗う ⑧流水でよく洗い流す

図2　正しい手洗い法

爪やしわの間など爪やしわの間など
丸印の部位に注意しましょう丸印の部位に注意しましょう
爪やしわの間など
丸印の部位に注意しましょう

図1　洗い残しの多い箇所
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２
．
吐
物
や
排
泄
物
で
汚
染
さ
れ
た
場
所
、
物
の
消
毒
／
０
・
１
％
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
液

薬
品
を
扱
う
場
合
は
、ビ
ニ
ー
ル
エ
プ
ロ
ン
、手
袋
、マ
ス
ク
を
つ
け
て
自
分
の
体
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

【
感
染
対
策
に
使
え
る
便
利
用
具
】

１
．
ビ
ニ
ー
ル
袋
／
手
袋
代
わ
り
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
嘔お

う

吐と

物
の
処
理
が
で

き
ま
す
。

２
．
ご
み
袋
／
汚
れ
た
物
が
洋
服
に
つ
き
そ
う
な
場
合
は
ご
み
袋
を
は
さ
み
で
カ
ッ
ト
し
、
使

い
捨
て
エ
プ
ロ
ン
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

３
．
ア
イ
ロ
ン
／
絨じ

ゅ
う

毯た
ん

な
ど
が
汚
れ
た
場
合
、
汚
れ
を
取
り
除
い
た
後
に
ア
イ
ロ
ン
の
ス
チ
ー

ム
機
能
を
２
分
以
上
利
用
す
る
こ
と
で
熱
処
理
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
衣
類
の
殺
菌
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。

４
．
食
器
洗
浄
機
／
熱
処
理
と
乾
燥
を
利
用
し
て
、
食
器
の
除
菌
が
で
き
ま
す
。

作りたい消毒液の量(ml)
2000ml

作りたい濃度(%)
0.02%

例えば、日常の消毒をしたいので、0.02%の濃度の消毒液を
2ℓ(2000ml) 作りたい場合
2000ml×0.02%÷５％=8ml となり、原液を8ml 使うこと
になります。
※作成前に消毒液ボトルに記載されている濃度を確認してく
ださい。

×
＝原液の濃度(%)

5%

原液の量(ml)
8ml

図３　消毒液の作り方
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肺
が
大
き
く
な
る
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
、た
ば
こ
な
ど
の
有
害
な
空
気
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
、空
気
の
通
り
道
で
あ
る
気
管
・

気
管
支
や
、
酸
素
を
交
換
す
る
肺は

い
ほ
う胞

に
障
害
が
生
じ
る
病
気
で
す
。
従
来
、
慢
性
気
管
支
炎
や
肺は

い

気き

腫し
ゅ

と

呼
ば
れ
て
き
た
病
気
の
総
称
で
す
。
こ
の
病
気
は
、
肺
胞
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
空
気
の
出
し
入
れ
、
と
く

に
出
す
こ
と
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
、結
果
と
し
て
肺
が
大
き
く
（
過
膨
張
）
な
り
ま
す
。

肺
が
大
き
く
な
る
と
い
っ
て
も
肺
の
働
き
が
良
く
な
る
の
で
は
な
く
、
健
常
な
肺
に
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
に
通
常
の
呼
吸
が
で
き
な
く
な
り
、
逆
に
息
切
れ
が
起
こ
り
ま
す
。
息
切
れ
は
、
と
く

に
体
を
動
か
し
た
と
き
に
現
れ
ま
す
。
ま
た
、
し
つ
こ
く
続
く
咳せ

き

や
痰た

ん

、
運
動
時
の
喘ぜ

ん
め
い鳴

（
ぜ
い

ぜ
い
す
る
）
も
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
症
状
で
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
数
は
近
年
、
世
界
中
で
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
で

２
０
０
１
年
に
行
わ
れ
た
調
査
で
は
40
歳
以
上
の
男
女
の
う
ち
８
・
６
％
、
約
５
３
０
万
人
が
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
見
過
ご
せ
な
い
病
気
の
一
つ
で
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
が
疑
わ
れ
た
ら
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

疑
い
が
あ
る
と
き
は
、
ス
パ
イ
ロ
メ
ト
リ
ー
と
い
う
機
械
を
使
っ
て
呼
吸
機
能
検
査
を
行
い
ま
す
。
こ

の
検
査
で
は
、
最
大
限
に
息
を
吸
え
る
だ
け
吸
い
、
そ
れ
を
思
い
切
り
強
く
吐
き
出
し
た
空
気
の
最
大

量
（
努
力
性
肺
活
量
）
を
、
最
初
の
一
秒
間
で
吐
き
出
せ
る
空
気
の
量
（
一
秒
量
）
で
割
っ
た
「
一
秒
率
」

を
計
算
し
ま
す
。
こ
の
一
秒
率
が
70
％
未
満
の
場
合
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
症
状

な
ど
を
総
合
し
て
、
診
断
を
確
定
し
ま
す
。
な
お
、
検
査
は
数
分
で
済
み
、
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

肺が大きくなる病気、
ＣＯＰＤ（慢性閉

へいそくせい

塞性肺疾患）とは？
呼吸器内科主任部長　上

うえ

野
の

 清
きよのぶ

伸
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治
療
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
治
療
可
能
な
病
気
で
す
。
治
療
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
、

息
切
れ
な
ど
の
症
状
を
軽
く
し
て
、
運
動
能
力
を
高
め
ま
す
。
次
に
治
療
法
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

１
．
禁
煙

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
原
因
で
あ
る
た
ば
こ
を
や
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
は
禁
煙
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
禁
煙
外
来
が
あ
り
ま
す
。

２
．
薬
物
療
法

気
管
支
を
広
げ
る
働
き
の
あ
る
気
管
支
拡
張
薬
が
治
療
の
基
本
で
す
。
吸
入
器
で
口
か
ら
吸
い

入
む
タ
イ
プ
や
、飲
み
薬
、貼
り
薬
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、必
要
に
応
じ
て
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
、去
痰
薬
、

抗
菌
剤
な
ど
も
使
い
ま
す
。

３
．
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、自
覚
症
状
の
軽
減
、運
動
能
力
の
向
上
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

４
．
在
宅
酸
素
療
法

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
肺
機
能
低
下
が
進
む
と
、
体
の
中
に
酸
素
を
う
ま
く
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
た

め
低
酸
素
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
が
長
く
続
く
と
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
は
酸
素
療
法
を
行
い
ま
す
。
酸
素
供
給
装
置
か
ら
、
カ
ニ
ュ
ー
レ
と
い

う
チ
ュ
ー
ブ
を
通
し
て
酸
素
を
吸
入
し
ま
す
。
外
出
時
に
は
携
帯
用
酸
素
ボ
ン
ベ
が
使
用
で
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
患
者
さ
ん
は
、
肺
が
ん
や
、
ほ
か
の
全
身
疾
患
の
合
併
も
多
数
見
ら
れ
ま
す
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
早
期
の
受
診
と
早
期
の
治
療
を
お
勧
め
し
ま
す
。

このような人はCOPDが疑われます
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な
ぜ
肺
が
小
さ
く
な
る
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

肺
は
酸
素
を
取
り
込
ん
で
二
酸
化
炭
素
を
放
出
す
る
臓
器
で
す
。
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
で
測

る
と
、
平
地
で
は
97
％
の
動ど

う

脈み
ゃ
く

血け
つ
さ
ん酸

素そ

飽ほ
う

和わ

ど度
も
富
士
山
頂
（
３
７
７
６
ｍ
）
で
は
82
％
に
下
が
り

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
私
た
ち
の
筋
肉
は
酸
素
不
足
に
陥
り
動
き
が
ゆ
っ
く
り
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
順
応
で
き
な
け
れ
ば
登
山
途
中
で
高
山
病
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
酸
素
は
全
て
の
生
物
に

と
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
物
質
で
す
。
肺
は
そ
の
酸
素
を
体
中
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
肺
が
小
さ
く
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？　

肺
が
ん
な
ど
で
肺
を
切
除
し
て

し
ま
う
と
当
然
、
肺
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
品
の
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
肺
が
、

い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
硬
く
小
さ
く
な
る
病
気
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
は
ス
ポ
ン
ジ
末
端
の
ブ

ド
ウ
の
房
状
の
肺は

い
ほ
う胞

と
呼
ば
れ
る
領
域
が
潰つ

ぶ

れ
て
硬
く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
肺
は
こ
の
伸
縮
自

在
の
肺
胞
と
、
そ
れ
を
縦
横
無
尽
に
取
り
囲
む
毛
細
血
管
網
を
主
と
し
た
間
質
と
い
う
成
分
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
質
に
炎
症
が
お
き
て
硬
く
な
っ
て
、
酸
素
が
取
り
込
め
な
く
な
っ
て
い

く
病
気
が
こ
れ
か
ら
述
べ
る
間
質
性
肺
炎
で
す
（
写
真
、
図
）。

間
質
性
肺
炎
の
原
因
と
対
処
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

間
質
性
肺
炎
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
酸
素
の
取
り
込
み
が
少
な
く
な
り
息
が
苦
し
く

な
っ
て
い
く
点
で
は
同
じ
で
す
。
と
く
に
動
く
と
き
、
筋
肉
が
酸
素
を
要
求
す
る
に
し
た
が
っ
て

息
が
苦
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
空か

ら
ぜ
き咳

を
伴
っ
た
り
、
熱
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

原
因
に
よ
っ
て
は
、
急
速
に
呼
吸
困
難
に
陥
っ
て
緊
急
入
院
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

肺が小さくなる病気、
間
か ん し つ せ い

質性肺炎とは？
副院長　総合内科主任部長　谷

たに

尾
お

 吉
よしろう

郎
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ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
月
単
位
、
あ
る
い
は
年
単
位
で
進
行
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
呼
吸
機
能
検

査
を
す
る
と
、
肺
活
量
が
少
な
く
、
拡か

く
さ
ん
の
う

散
能
（
酸
素
の
取
り
込
み
や
す
さ
）
が
落
ち
込
ん
で
い
る

こ
と
で
分
か
り
ま
す
。
原
因
が
あ
る
程
度
分
か
っ
て
る
も
の
に
①
薬
剤
（
イ
レ
ッ
サ
な
ど
の
抗
が

ん
剤
や
抗
生
物
質
）
②
感
染
症
（
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
や
ウ
イ
ル
ス
）
③
膠こ

う
げ
ん原

病
（
関
節
リ
ウ
マ
チ

や
強
皮
症
）
④
放
射
線
（
乳
が
ん
や
肺
が
ん
で
肺
に
照
射
さ
れ
る
場
合
）
⑤
職
業
や
環
境
（
粉
塵

曝ば
く

露ろ

や
カ
ビ
の
吸
入
）
―
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
原
因
を
遮
断
し
て
ス
テ
ロ
イ
ド
と
い
う
一
種
の
免
疫
抑
制
剤
を
使
用
す
る
と
治
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
間
質
性
肺
炎
は
今
、
最
も
ホ
ッ
ト
な
領
域
の
一
つ
で
、
こ
れ
ら
を
鑑
別
し
て
救

う
能
力
が
呼
吸
器
内
科
医
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特と
く
は
つ
せ
い

発
性
肺は

い
せ
ん線

維い

症
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

間
質
性
肺
炎
の
中
で
原
因
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
た
め
難
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
特

発
性
（
医
学
用
語
で
こ
う
い
い
ま
す
）
間
質
性
肺
炎
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
病
気
は
幾
つ
か
に
分
類

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
発
性
肺
線
維
症
（
Ｉ
Ｐ
Ｆ
）
が
最
も
頻
度
が
高
く
、
主
に
50
歳
を
過
ぎ
て

発
症
し
ま
す
。
重
症
化
す
れ
ば
医
療
費
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
病
気
は
年
単
位
で
徐
々
に
進
行
し
ま
す
が
、
時
に
風
邪
を
き
っ
か
け
に
急
速
に
進
行
し
、

呼
吸
器
内
科
や
三
次
救
急
に
搬
送
さ
れ
て
人
工
呼
吸
管
理
と
な
り
ま
す
。
う
ま
く
助
か
れ
ば
、
在

宅
酸
素
療
法
で
酸
素
を
吸
い
な
が
ら
の
生
活
を
し
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

歌
手
の
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
（
享
年
52
）
も
こ
の
病
気
で
逝
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

気管 葉気管支
ようきかんし

気管支

毛細血管

肺動脈

肺静脈
細気管支

左肺右肺

肺胞 間質
間質（肺胞と肺胞の間）
に炎症が起こる

はいほう

図　 間質性肺炎
写真　 右図はCOPD（慢性閉塞性肺疾患）。

左図が IPF
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自
然
気
胸
の
原
因
・
症
状
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

自
然
気
胸
（
原げ

ん
ぱ
つ
せ
い

発
性
）
は
、
肺
の
表
面
に
ブ
ラ
ブ
レ
ブ
と
呼
ば
れ
る
風
船
の
よ
う
な
袋
が
形
成

さ
れ
て
、
破
れ
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
男
性
・
長
身
・
痩
身
で
細
長
・
扁
平
型
胸
郭
の
方
に
多
く

発
生
す
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
体
型
を
気
胸
体
型
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
発
症
の
ピ
ー
ク
が

20
歳
前
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
肺
の
成
長
と
胸
郭
の
成
長
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
気
胸
の
原
因

の
一
つ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

何
ら
か
の
症
状
を
感
じ
て
受
診
す
る
わ
け
で
す
が
、
気
胸
の
場
合
、
最
初
の
症
状
出
現
か
ら
２

日
程
度
経
過
し
て
改
善
し
な
い
た
め
医
療
機
関
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
主
な
症
状
は
、

肺
が
破
れ
る
瞬
間
の
痛
み
、
そ
の
後
の
気
胸
特
有
の
胸
部
の
違
和
感
、
咳せ

き

の
回
数
の
増
加
で
す
。

肺
が
小
さ
く
な
っ
た
た
め
に
出
て
く
る
症
状
で
あ
る
呼
吸
困
難
や
動
悸
を
感
じ
た
り
す
る
場
合
は

注
意
が
必
要
で
す
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
気
胸
が
進
行
し
て
肺
の
虚
脱
率
が
60
％
以
上
と
な
っ
て
お

り
、
直
ち
に
胸
の
中
の
空
気
を
抜
き
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

治
療
法
は
四
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
ま
す
。

１
．
安
静
療
法

肺
か
ら
漏
れ
出
た
空
気
は
次
第
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。
肺
か
ら
の
新
た
な
空
気
漏
れ
が
な
け
れ
ば
、

肺
の
虚
脱
率
は
１
日
あ
た
り
１
・
２
％
程
度
改
善
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
12
％
の
虚
脱
率
だ
と

す
れ
ば
、
10
日
程
度
で
吸
収
さ
れ
完
全
に
肺
が
膨
ら
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

肺がパンク、自然気
き

胸
きょう

――症状と治療
呼吸器外科主任部長　大

おおもり

森 謙
けんいち

一
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２
．
脱
気
療
法

実
際
に
は
、
来
院
し
た
時
点
で
肺
か
ら
の
空
気
漏
れ
が
止
ま
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
多
く
、
そ

の
よ
う
な
患
者
さ
ん
で
は
注
射
器
で
針
を
刺
し
て
胸
の
中
の
空
気
を
抜
く
だ
け
で
改
善
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

３
．
胸
腔
ド
レ
ナ
ー
ジ

胸
の
中
に
管
を
留り

ゅ
う

置ち

し
て
空
気
を
持
続
的
に
抜
き
出
す
方
法
で
す
、
従
来
は
８
㎜
程
度
の
管
を

留
置
し
て
ポ
ン
プ
で
持
続
的
に
陰
圧
を
か
け
て
抜
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

ど
の
く
ら
い
の
太
さ
の
管
を
選
択
す
る
か
、
陰
圧
を
ど
の
程
度
に
設
定
す
る
か
に
は
諸
説
あ
り
、

そ
の
都
度
、
症
例
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
４
㎜
程
度
の
管
と
一
方
弁
の
つ
い
た

容
器
（
携
帯
型
気
胸
バ
ッ
グ
）
を
装
着
す
る
方
法
も
実
用
化
さ
れ
て
い
て
自
宅
で
療
養
す
る
こ
と

も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
．
胸
腔
鏡
手
術

５
〜
12
㎜
程
度
の
三
つ
の
穴
か
ら
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
や
内
視
鏡
用
の
手
術
器
具
を
挿
入
し
て
手

術
を
行
い
ま
す
。
空
気
漏
れ
の
原
因
と
な
る
袋
を
切
除
し
て
、
３
か
月
程
度
で
吸
収
さ
れ
る
シ
ー

ト
で
被
覆
し
ま
す
。
手
術
時
間
は
１
時
間
前
後
で
す
。

い
ず
れ
の
治
療
法
も
再
発
の
可
能
性
を
伴
っ
て
い
ま
す
。
念
の
た
め
、
治
療
後
１
か
月
間
は
飛

行
機
に
乗
る
こ
と
や
、
激
し
い
運
動
は
控
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
治
療
後
の
再
発
率
は
手
術
療

法
が
一
番
低
い
の
で
、
再
発
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
場
合
や
、
空
気
漏
れ
が
止
ま
り
に
く

い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
最
初
に
手
術
療
法
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治療法

安静療法

胸腔鏡手術

胸腔ドレナージ

脱気療法

図　自然気胸の治療法
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喘
息
（
気
管
支
喘
息
）
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

気
道
が
吸
入
す
る
い
ろ
い
ろ
な
刺
激
に
対
し
て
過
敏
に
反
応
す
る
た
め
に
、
発
作
性
に
咳せ

き

、
ゼ

イ
ゼ
イ
・
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
鳴
る
喘ぜ

ん
め
い鳴

、
息
が
苦
し
く
な
る
よ
う
な
症
状
が
起
こ
る
病
気
で
す
。

喘
息
と
い
う
病
気
の
本
質
は
気
管
支
の
炎
症
で
す
。
つ
ま
り
、
空
気
の
通
り
道
で
あ
る
気
道
（
気

管
支
）
に
炎
症
が
起
こ
る
た
め
に
、
空
気
の
流
れ
が
制
限
さ
れ
る
病
気
で
す
（
図
１
、２
）。

治
療
と
し
て
は
、
こ
の
炎
症
を
継
続
的
に
な
く
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
は
、
吸
入
ス

テ
ロ
イ
ド
ま
た
は
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
／
長
時
間
作
用
性
β
2
刺
激
薬
の
配
合
剤
と
い
う
薬
を
毎
日

定
期
的
に
吸
う
こ
と
で
す
。

進
む
治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

近
年
治
療
は
進
歩
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
吸
入
薬
、
飲
み
薬
、
皮
下
注
射
で
あ
る
抗
Ｉア

イ
ジ
ー
イ
ー

ｇ
Ｅ

抗
体
療
法
な
ど
を
使
い
分
け
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
多
く
の
患
者
さ

ん
が
改
善
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
適
切
な
治
療
を
受
け
、
そ
れ
を
継

続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

治
療
薬
の
種
類
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
．
発
作
を
予
防
す
る
薬
（
長
期
管
理
薬
）

（１）
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド

気
道
の
炎
症
を
抑
え
る
最
も
有
効
で
大
切
な
薬
で
す
。
飲
み
薬
の
ス
テ
ロ
イ
ド
と
異
な
り
、
吸

喘
ぜ ん そ く

息治療のポイント
免疫リウマチ科主任部長　藤

ふじわら

原 弘
ひろ

士
し
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入
ス
テ
ロ
イ
ド
の
副
作
用
は
少
な
い
の
で
す
。
フ
ル
タ
イ

ド
®
、
オ
ル
ベ
ス
コ
®
、
パ
ル
ミ
コ
ー
ト
®
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

（２）
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
／
長
時
間
作
用
性
β
2
刺
激
薬
の

配
合
剤

気
道
の
炎
症
を
抑
え
る
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
と
、
気
管
支

を
長
時
間
拡
張
さ
せ
る
長
時
間
作
用
性
β
2
刺
激
薬
の
両

方
が
同
時
に
吸
入
で
き
る
薬
。
ア
ド
エ
ア
®
、シ
ム
ビ
コ
ー

ト
®
、
レ
ル
ベ
ア
®
、
フ
ル
テ
ィ
フ
ォ
ー
ム
®
。

（１）　

（２）
と
も
に
薬
の
急
な
減
量
や
中
止
は
、
大
き
な
喘
息

発
作
を
き
た
し
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
師

の
指
示
に
し
た
が
っ
て
減
量
や
中
止
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（３）
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
受
容
体
拮
抗
薬

飲
み
薬
で

（１）　

（２）
よ
り
効
果
は
低
い
の
で
す
が
、
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
合
併
、
運
動
で
発
作
の
出
る
方
、
ア
ス
ピ
リ

ン
喘
息
の
方
に
高
い
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
。
シ
ン
グ
レ
ア

®
、
キ
プ
レ
ス
®
、
オ
ノ
ン
®
な
ど
。

（４）
長
時
間
作
用
性
吸
入
抗
コ
リ
ン
薬

重
症
の
時
に
使
用
す
る
気
管
支
拡
張
薬
。
ス
ピ
リ
ー
バ

レ
ス
ピ
マ
ッ
ト
®

慢性炎症状態正常な気管支

環境再生保全機構のホームページをもとに作成

平滑筋が厚くなる

気管支粘膜がむくむ

基底膜が厚くなる

痰などの分泌物

粘膜上皮が傷つき、
剥がれる

気道が
狭くなる

図1　喘息の患者さんの気管支は慢性的に炎症が起こっています

環境再生保全機構のホームページをもとに作成

正常な気管支 喘息発作時

平滑筋の収縮

気管支粘膜のむくみ

基底膜が厚くなる

増加した痰がたまる

粘膜上皮が傷つき、
剥がれる

さらに気道が
狭くなる
さらに気道が
狭くなる

図2　喘息発作時の気管支の状態
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（５）
徐
放
性
テ
オ
フ
ィ
リ
ン
薬

 

飲
み
薬
で

（１）　

（２）
よ
り
効
果
は
低
く
な
り
ま
す
。
テ
オ
ロ
ン
グ
®
、
テ
オ
ド
ー
ル
®
、
ユ
ニ
フ
ィ

ル
®
な
ど
。

（６）
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
ゾ
レ
ア

皮
下
注
射
の
薬
で
す
。

⑺
飲
み
薬
の
ス
テ
ロ
イ
ド

副
作
用
が
あ
る
の
で
重
症
の
患
者
さ
ん
に
だ
け
使
用
し
ま
す
。

２
．
発
作
を
止
め
る
薬
（
発
作
治
療
薬
）

（１）
短
時
間
作
用
性
β
2
刺
激
薬
／
メ
プ
チ
ン
エ
ア
ー
®
、
サ
ル
タ
ノ
ー
ル
®
な
ど

（２）
飲
み
薬
の
ス
テ
ロ
イ
ド

喘
息
専
門
外
来
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

喘
息
専
門
外
来
（
成
人
）
を
２
０
１
３
年
１
月
に
開
設
し
ま
し
た
。
日
本
全
国
で
、
こ
の
よ
う

な
専
門
外
来
が
あ
る
病
院
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
喘
息
治
療
の
適
正
化
、
喘
息
発
作
患
者
さ
ん
の

円
滑
な
受
け
入
れ
、
そ
し
て
喘
息
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

発
作
で
お
困
り
の
と
き
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
は
、急
性
期
病
院
で
あ
り
、か
つ
救
急
体
制
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
当
直
医
に
よ
り
、

年
中
無
休
で
24
時
間
対
応
で
き
る
救
急
外
来
を
併
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
夜
間
や
明
け
方
に
多
い

喘
息
発
作
に
対
応
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
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第
１0
章

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
（
Ｎナ

ッ

シ

ュ

Ａ
Ｓ
Ｈ
）
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脂し

肪ぼ
う
か
ん肝

を
侮
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
お
話
を
し
ま
す
。
以
前
は
、
脂
肪
肝
の
危
険
性
は
、
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
、
じ
つ
は
、
大
き
な
問
題
を
は

ら
ん
で
い
る
こ
と
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
に
、
米
国
メ
イ
ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ル
ー
ド
ビ
ッ
ヒ
と
い
う
病
理
学
者
が
、
飲
酒

を
し
な
い
肥
満
者
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝か

ん

障し
ょ
う

害が
い

と
よ
く
似
た
肝
臓
の
組
織
変
化
を
示
す
症
例
が
存

在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
研
究
で
、
こ
の
病
気
の
患
者
さ
ん
の
一
部
は
、
肝
障
害
が
進
行
し
、
肝
硬
変
、
肝
が

ん
に
至
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
病
気
は
、「
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
英
語
はnonalcoholic　

steatohepatitis

で
略
し
て
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
と
表
記
さ
れ
、
日

本
で
も
「
ナ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
呼
び
名
で
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
病
気
の
特
徴
の
一
つ
は
、
患
者
さ
ん
の
数
が
多
い
こ
と
で
す
。
肥
満
や
糖
尿
病
の
増
加
に

伴
い
、
今
日
、
日
本
で
は
約
１
千
万
人
が
脂
肪
肝
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

脂
肪
肝
と
は
、
肝
臓
の
大
多
数
を
占
め
肝
臓
の
化
学
工
場
と
し
て
の
働
き
手
で
あ
る
「
肝
細
胞
」

の
中
に
た
く
さ
ん
脂
肪
が
た
ま
っ
た
状
態
で
す
。
こ
の
う
ち
、
８
割
の
人
は
、
肝
臓
が
悪
く
な
っ

て
は
い
か
な
い
単
純
性
脂
肪
肝
で
す
が
、
残
り
２
割
の
人
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

単
純
に
計
算
す
る
と
、
日
本
人
の
50
人
に
１
人
が
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
に
進
行
す
る
危
険
性
の

あ
る
脂
肪
肝
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
高
年
で
は
肥
満
や
糖
尿
病
が
増
え
て
く
る
た

め
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
か
か
っ
て
い
る
人
の
比
率
は
も
っ
と
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

怖い非アルコ－ル性脂肪性肝炎
――肥満に要注意！

消化器内科副部長　春
はる

名
な

 能
よしみち

通
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Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
と
肝
が
ん
と
の
関
係
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
図
１
」
は
、
当
院
に
お
け
る
肝
が
ん
の
原
因
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
で
す
。
肝
が
ん
が
発
見
さ

れ
た
患
者
さ
ん
の
４
人
に
１
人
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）
や
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｂ
Ｖ
）
に
感
染
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肝
が
ん
が
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。

「
図
２
」
は
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
な
い
（nonB-nonC

）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肝
が
ん
が
発

生
し
た
患
者
さ
ん
の
詳
細
で
す
。
こ
こ
で
は
、Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
患
者
さ
ん
が
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
図
で
の
「
脂
肪
性
」
と
は
、
肥
満
や
糖
尿
病
に
若
干
の
飲
酒
の
影
響
が
加
わ
っ
た
脂
肪
性
肝

炎
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
含
め
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
な
い
肝
が
ん
の
半
分
は
、
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｈ
が
原
因
で
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
図
で
Ａ
Ｌ
と
書
か
れ
た
大
量
飲
酒
に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
に
よ
る
も

の
が
約
４
割
で
す
か
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
が
関
与
し
た
肝
が
ん
の
ほ
う
が
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以

上
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
全
肝
が
ん
の
１
割
以
上
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
が
原
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

脂
肪
肝
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
へ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
図
３
」
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
至
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
し
た
も
の
で
す
。
２
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

肥
満
に
な
る
と
体
内
で
で
き
る
イ
ン
ス
リ
ン
が
効
き
に
く
い「
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
」が
生
じ
ま
す
。

こ
れ
は
肥
満
か
ら
く
る
糖
尿
病
の
入
り
口
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
血
糖
値
が
上
昇
す
る
だ
け
で

な
く
、
動
脈
硬
化
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
好
ま
し
く
な
い
変
化
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
脂
肪
肝
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
第
一
段
階
（1st hit

）
で
す
。
つ
ま
り
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
な
る

大阪府立急性期・総合医療センタ－
田畑優貴ら　第４８回日本肝臓学会総会

症例数：56

NASH疑診

ＡＬ

脂肪性

PBC+AIH

原因不明

21例 (37%)

21例 (37%)

6例 (11%)

1例 (2%) 7例
(13%)

大阪府立急性期・総合医療センタ－
田畑優貴ら　第４８回日本肝臓学会総会

157例 (66%)

24例
(10%)

56例
(24%)

症例数：237

ＨＣＶ

ＨＢＶ

nonB-nonC

図 2　nonB-nonC肝がんの成因 図1　全肝がん症例における成因
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準
備
段
階
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
ア
デ
イ
ポ
カ
イ
ン
、
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
、
酸
化
ス
ト
レ

ス
と
い
う
要
因
（2nd hit

）
が
作
用
し
て
脂
肪
肝
を
母
地
に
炎
症
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
炎
症
に
よ
っ
て

肝
細
胞
が
破
壊
さ
れ
、
肝
臓
の
働
き
が
徐
々
に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
で
す
。

こ
の
炎
症
が
続
く
と
肝
臓
が
荒
廃
し
、
働
き
が
さ
ら
に
悪
く
な
っ
た
肝
硬
変
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
状
態
か
ら
、
肝
が
ん
が
発
生
す
る
の
で
す
。
肝
硬
変
や
こ
れ
に
近
い
状
態
に
な
っ
た

人
か
ら
年
間
約
４
％
の
割
合
で
肝
が
ん
が
発
生
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数

字
は
、
大
量
の
飲
酒
を
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬
変
に
な
っ
た
人
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
す
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
予
防
と
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

で
は
、
ど
う
し
た
ら
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
を
治
療
し
た
り
予
防
し
た
り
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
先
に
述

べ
た2nd hit
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
体
質
や
鉄
分
の
過
剰
摂
取
な
ど
が
関
与

し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
、
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

治
療
薬
と
し
て
は
、
糖
尿
病
に
使
用
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
改
善
す
る
ピ
オ
グ
リ
ダ
ゾ

ン
や
メ
ト
ホ
ル
ミ
ン
、
体
内
の
活
性
酸
素
な
ど
を
抑
え
る
ウ
ル
ソ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
高
脂
血
症
の

治
療
薬
、
Ａ
Ｒ
Ｂ
と
呼
ば
れ
る
高
血
圧
に
対
す
る
薬
剤
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

十
分
な
効
果
を
得
ら
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
予
備
軍
で
あ
る
脂
肪
肝
に
な
ら
な
い
、
ま
た
は
、
脂
肪
肝
を
解
消
す
れ
ば

良
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
肥
満
に
な
ら
な
い
、
も
し
く
は
、
肥
満
を
解
消
す
れ
ば
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
な
る

可
能
性
は
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
、肥
満
の
解
消
よ
っ
て
、

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
を
軽
快
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
や
は
り
、
肥
満
の
解
消
が
、
最
も
有
効
な
治
療
法
で
す
。

アディポカイン

エンドトキシン

酸化ストレス

肝がん

肥満

インスリン抵抗性

脂肪肝

脂肪性肝炎

肝硬変

図3　NASHの成因
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食
事
に
つ
い
て
は
、
標
準
体
重
か
ら
計
算
さ
れ
る
適
正
な
カ
ロ
リ
ー
摂
取
と
し
、
運
動
は
有
酸

素
運
動
を
心
が
け
れ
ば
、
無
理
な
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
で
き
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

肥
満
と
が
ん
の
関
係
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

こ
れ
ま
で
肥
満
や
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
腎
臓
病
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
循

環
器
疾
患
に
か
か
り
や
す
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究
で
、
肥
満
の
人
は

肝
が
ん
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

米
国
で
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
と
、
男
性
で
は
、
肥
満
の
あ
る
人
は
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
、

肝
が
ん
に
か
か
る
確
率
が
４
・
５
倍
、
膵す

い

が
ん
に
か
か
る
確
率
が
２
・
６
倍
に
な
る
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
女
性
で
は
、
肥
満
に
よ
っ
て
、
子
宮
体
が
ん
に
か
か
る
確
率
が
６
・
３
倍
に
、
腎
が

ん
に
か
か
る
確
率
が
４
・８
倍
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

元
気
に
長
生
き
し
た
い
と
考
え
れ
ば
、
肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
が
非
常
に
大

切
な
健
康
法
と
い
え
ま
す
。

放
置
は
命
取
り
に
も
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

太
り
気
味
で
、
健
康
診
断
で
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
方
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
か
か
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
脂
肪
肝
は
超
音
波
検
査
で
容
易
に
分
か
り
ま
す
が
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
ま

で
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
怖
い
病
気
で
す
。
症
状
が
な
い
か
ら
と
放
っ
て
お
か

ず
に
、
専
門
医
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
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胆
石
と
は
ど
ん
な
も
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

胆
石
と
は
、
胆
汁
（
肝
臓
で
つ
く
ら
れ
る
消
化
酵
素
）
が
、
そ
の
通
り
道
で
あ
る
胆
管
や
胆
の

う
で
石
状
に
固
ま
っ
た
も
の
で
す
。

胆
石
は
で
き
る
場
所
に
よ
り
、
肝
内
結
石
、
胆
の
う
結
石
（
一
般
的
に
知
ら
れ
る
胆
石
）、

総そ
う
た
ん
か
ん

胆
管
結
石
に
分
類
さ
れ
ま
す
（
詳
し
い
場
所
は
図
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
こ
の
中
で
、
主
に
総

胆
管
に
で
き
る
結
石
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
が
出
ま
す
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

代
表
的
な
症
状
は
疼と

う
つ
う痛

、
黄お

う
だ
ん疸

、
発
熱
で
す
。
疼
痛
は
右み

ぎ

季き

肋ろ
く

部ぶ

痛つ
う

（
右
の
肋
骨
の
下
あ
た
り

に
感
じ
る
痛
み
）
が
典
型
的
で
、
背
部
痛
、
腰
痛
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
脂
っ
こ
い
も
の
を
食
べ
た

後
の
疼
痛
が
典
型
的
な
も
の
で
す
。
黄
疸
は
、
胆
汁
の
う
っ
滞
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。
発
熱
は
、

そ
こ
に
細
菌
感
染
が
加
わ
り
、
胆
管
炎
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
生
じ
ま
す
。

こ
の
中
で
、
総
胆
管
結
石
が
は
ま
り
込
ん
で
（
嵌か

ん
と
ん頓

）、
胆
管
の
圧
が
上
昇
し
た
胆
管
炎
で
は
、

重
症
化
し
て
シ
ョ
ッ
ク
症
状
、
意
識
障
害
が
生
じ
、
全
身
状
態
が
急
激
に
悪
化
し
ま
す
。
こ
の
状

態
が
閉
塞
性
化
膿
性
胆
管
炎
に
あ
た
り
ま
す
（
詳
し
く
は
後
で
説
明
し
ま
す
）。

こ
ん
な
検
査
を
し
ま
す
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ま
ず
血
液
検
査
が
あ
り
ま
す
。
肝か

ん
た
ん
ど
う

胆
道
系
酵
素
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
、
γ

－

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、

ビ
リ
ル
ビ
ン
）が
上
昇
し
、さ
ら
に
炎
症
が
あ
れ
ば
炎
症
反
応（
白
血
球
数
、Ｃ
Ｒ
Ｐ
）が
上
昇
し
ま
す
。

急性閉
へ い そ く

塞性化
か

膿
の う

性胆管炎
――あなどるなかれ胆石

消化器内科副部長　石
いし

井
い

 修
しゅう

二
じ
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画
像
診
断
で
は
、
ま
ず
体
に
負
担
の
少
な
い
腹
部
超
音
波
検
査
が
選
択
さ
れ
ま
す
が
、
と
く
に

下
部
胆
管
内
の
結
石
は
、
消
化
管
の
ガ
ス
の
影
響
で
見
え
に
く
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
最
近
で
は
、
Ｃ
Ｔ
検
査
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
画
像
処
理
に
よ
り
解
像
度

や
診
断
率
は
向
上
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
も
診
断
に
有
用
で
す
が
、
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
画
像
が
劣
化
し
ま
す
。
ま
た
、

息
止
め
が
で
き
な
い
と
良
好
が
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
緊
急
時
の
対
応
と
し
て
は
Ｃ
Ｔ
検

査
が
有
用
と
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
方
法
で
治
療
す
る
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

無
症
状
の
総
胆
管
結
石
で
は
、
緊
急
の
治
療
の
必
要
性
は
低
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
時
間
と

と
も
に
症
状
が
現
れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
、
待
機
的
治
療
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
ま

す
。
な
お
、
胆
管
炎
を
起
こ
し
て
い
る
場
合
は
、
ド
レ
ナ
ー
ジ
（
停
滞
し
て
い
る
胆
汁
を
胆
管
外

に
出
す
）
を
含
め
何
ら
か
の
治
療
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

急
性
胆
管
炎
は
、
適
切
な
治
療
を
し
な
け
れ
ば
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
す
。
２
０
１
３
年
に

急
性
胆
管
炎
・
胆
の
う
炎
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、
治
療
の
方
向
性
が
決
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
で
中
等
度
以
上
の
急
性
胆
管
炎
と
診
断
さ
れ
れ
ば
、
抗
菌

薬
投
与
な
ど
の
治
療
に
加
え
て
緊
急
も
し
く
は
早
期
の
胆
管
ド
レ
ナ
ー
ジ
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

ド
レ
ナ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、大
き
く
内
視
鏡
治
療
、経け

い

皮ひ

経け
い
か
ん肝

治
療
（
肝
臓
を
貫
い
て
針
を
さ
す
）

に
分
か
れ
ま
す
。
現
在
、
内
視
鏡
治
療
が
標
準
治
療
と
な
っ
て
い
ま
す
。

肝臓
肝内結石

肝内胆管

胆のう

胆石

脾臓

胆のう管

ファーター乳頭部

十二指腸

膵臓

膵管

脾臓
　　　　　　　　　　

胃

総胆管
総胆管結石

図1　胆石のできる場所
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具
体
的
に
は
、
胆
汁
が
消
化
管
に
流
出
す
る
出
口
（
乳
頭
）
を
電
気
メ
ス
で
切
開
し
、
出
口
を

広
げ
て
結
石
を
掻か

き
出
す
操
作
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
チ
ュ
ー
ブ
を
留り

ゅ
う

置ち

し
、
胆
汁
の
流
れ
を
確

保
す
る
と
い
う
方
法
で
す
。

経
皮
経
肝
治
療
は
、
内
視
鏡
治
療
困
難
例
（
胃
切
除
後
で
特
殊
な
場
合
）
な
ど
が
対
象
と
な
り

ま
す
。急

性
閉
塞
性
化
膿
性
胆
管
炎
の
詳
し
い
話
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
．
症
状
と
原
因

一
言
で
い
え
ば
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
何
ら
か
の
原
因
で
胆
汁
の
う
っ
滞
が
起
こ
り
、
感

染
が
加
わ
っ
た
状
態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
適
切
な
治
療
が
施
さ
れ
な
い
と
、
敗
血
症
（
血
液
中

の
細
菌
が
繁
殖
す
る
こ
と
）
や
多
臓
器
不
全
か
ら
死
に
至
る
病
気
で
す
。

一
般
的
な
症
状
と
し
て
は
、
腹
痛
・
発
熱
・
黄
疸
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
シ
ョ
ッ
ク
、
意
識

障
害
を
認
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
全
て
起
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
（
図
２
）。

原
因
と
し
て
は
、
総
胆
管
結
石
に
よ
る
胆
道
閉
塞
が
大
部
分
を
占
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
胆

管
が
ん
や
膵す

い

が
ん
な
ど
の
悪
性
疾
患
、
良
性
の
胆
管
狭き

ょ
う

窄さ
く

、
術
後
の
吻ふ

ん
ご
う合

部
狭
窄
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

２
．
検
査
と
診
断

血
液
検
査
で
は
、
胆
道
系
酵
素
や
炎
症
反
応
の
上
昇
（
白
血
球
は
時
に
低
下
す
る
こ
と
も
あ
る
）

だ
け
で
な
く
、
急
激
な
腎
機
能
障
害
（
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、
尿
素
窒
素
の
上
昇
）、
血
小
板
数
の
減
少
、

腹痛

発熱

黄疸

ショック

意識障害

症状

図2　急性閉塞性化膿性胆管炎の症状
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急
性
膵す

い
え
ん炎

合
併
に
よ
る
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
の
上
昇
な
ど
を
認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

画
像
所
見
で
は
、
腹
部
超
音
波
検
査
、
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
な
ど
で
、
詰
ま
っ
て
い
る
部

分
よ
り
末ま

っ

梢し
ょ
う

の
胆
管
が
拡
張
し
て
い
る
こ
と
が
大
多
数
で
す
。
し
か
し
、
胆
管
が
拡
張
し
な
い
こ

と
も
あ
り
、
画
像
所
見
だ
け
で
重
症
の
判
断
は
困
難
で
す
。

鑑
別
診
断
と
し
て
、
急
性
胆
の
う
炎
・
急
性
膵
炎
・
急
性
肝
炎
・
肝か

ん
の
う
よ
う

膿
瘍
・
消
化
性
潰
瘍
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
部
の
非
典
型
的
な
も
の
を
除
け
ば
、
診
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
．
治
療
法

抗
菌
剤
投
与
の
み
で
は
改
善
を
見
込
め
な
い
可
能
性
が
十
分
に
あ
り
、
診
断
さ
れ
た
段
階
、
あ

る
い
は
疑
っ
た
ら
早
急
に
胆
汁
の
う
っ
滞
を
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
胆
道
ド
レ

ナ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。
内
視
鏡
治
療
が
第
一
選
択
で
、
胆
汁
の
流
れ
道
を
確
保
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

胆
汁
の
排
出
方
法
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
鼻
か
ら
チ
ュ
ー
ブ
を
出
す
方
法
で
、
も
う
一

つ
は
十
二
指
腸
に
チ
ュ
ー
ブ
を
置
く
方
法
で
す
。
鼻
か
ら
出
す
方
法
は
、
胆
汁
の
排
出
を
肉
眼
で

確
認
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
が
自
分
で
抜
い
て
し
ま
う
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り
得
ま
す
。

胃
切
除
後
の
患
者
さ
ん
に
は
、
経
皮
経
肝
治
療
も
考
慮
さ
れ
ま
す
が
、
最
近
は
ダ
ブ
ル
バ
ル
ー

ン
小
腸
内
視
鏡（
風
船
を
利
用
し
た
長
い
カ
メ
ラ
）を
使
っ
た
治
療
も
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
病
態
は
、
良
性
疾
患
で
あ
り
な
が
ら
、
致
命
的
に
な
り
う
る
緊
急
性
の
高
い
疾
患
で
す
。

超
高
齢
社
会
の
日
本
で
は
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
合
併
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
多
く

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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胆
石
の
症
状
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

肝
臓
で
つ
く
ら
れ
る
消
化
液
「
胆
汁
」
が
、
胆
の
う
と
い
う
袋
や
胆
管
と
い
う
管
の
中
で
濃
縮

さ
れ
て
結
晶
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
胆
石
と
い
い
ま
す
。

胆
石
は
症
状
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
み
ぞ
お
ち
の
違
和
感
や
お
な
か
の
張

り
な
ど
胃
や
腸
の
症
状
と
区
別
が
難
し
い
症
状
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
胆
の
う
結
石

に
特
徴
的
な
症
状
は
胆
石
発
作
と
呼
ば
れ
る
キ
リ
キ
リ
と
刺
し
込
む
よ
う
な
腹
痛
で
す
。
こ
れ
は

天
ぷ
ら
な
ど
脂
肪
分
の
多
い
食
べ
物
を
取
っ
た
後
に
起
き
る
、
み
ぞ
お
ち
の
痛
み
と
し
て
表
現
さ

れ
ま
す
。
こ
の
症
状
は
胆
石
が
胆
の
う
の
出
入
り
口
を
ふ
さ
い
で
、
胆
汁
の
流
れ
を
妨
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
状
態
で
細
菌
が
感
染
す
る
と
高
熱
を
出
す
こ
と
が
あ
り
、
こ

の
場
合
は
緊
急
手
術
の
適
応
と
な
り
ま
す
。

胆
石
を
も
っ
て
い
て
も
症
状
が
な
い
場
合
に
は
、
基
本
的
に
手
術
は
行
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
熱

が
出
た
り
、
お
な
か
が
痛
く
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
症
状
を
繰
り
返
す
場
合
に
は
手
術
を
お
勧
め

し
ま
す
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
痛
み
が
一
度
あ
る
と
そ
の
痛
み
が
再
度
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
た

め
で
す
。
一
回
目
の
と
き
は
軽
い
症
状
で
あ
っ
て
も
次
回
起
こ
っ
た
場
合
は
症
状
が
強
か
っ
た
り
、

胆
の
う
が
パ
ン
パ
ン
に
膨
れ
た
り
し
て
手
術
が
し
に
く
い
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
た
り
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
一
度
症
状
が
あ
っ
た
場
合
に
は
待
機
的
（
炎
症
が
落
ち
着
い

て
い
る
と
き
）
に
手
術
を
し
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

手
術
の
方
法
は
二
つ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

放置はいけません！
おなかの中にできる石

消化器外科主任部長　藤
ふじたに

谷 和
かずまさ

正
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治
療
は
胆
石
を
取
る
だ
け
で
は
駄
目
で
、
胆
石
の
で
き
る
胆
の
う
自
体
を
取
ら
な
い
と
治
療
し

た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
胆
石
を
薬
で
溶
か
し
て
も
、
超
音
波
を
当
て
て
粉
々
に
し
て
も
、
ま
た

同
じ
よ
う
に
胆
石
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
手
術
は
開
腹
手
術
と
腹ふ

く
く
う腔

鏡き
ょ
う

手
術
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
は
腹
腔
鏡
手
術
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
炎
症
が
激
し
い
と
き
に
手

術
と
な
る
と
、
開
腹
手
術
に
な
る
可
能
性
が
ど
う
し
て
も
高
く
な
り
ま
す
。
当
科
で
は
胆
石
症
の

手
術
を
年
間
約
１
５
０
例
行
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
９
割
以
上
を
腹
腔
鏡
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
開
腹
手
術
】

開
腹
に
よ
る
胆
の
う
摘
出
術
は
、
み
ぞ
お
ち
か
ら
臍へ

そ

を
結
ぶ
線
上
を
15
〜
20
㎝
ほ
ど
お
な
か
を

切
っ
て
手
術
を
行
い
ま
す
（
切
開
の
方
法
は
そ
の
ほ
か
に
み
ぞ
お
ち
と
右
脇
腹
を
結
ぶ
線
な
ど
も

あ
り
ま
す
）。

【
腹
腔
鏡
手
術
】

お
な
か
を
二
酸
化
炭
素
で
膨
ら
ま
せ
、
細
長
い
真
っ
す
ぐ
な
カ
メ
ラ
を
お
な
か
に
挿
し
込
み
、

お
な
か
の
中
の
様
子
を
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
ま
す
。
お
な
か
に
さ
ら
に
数
か
所
、
小
さ
な
傷
を
つ
け

手
術
器
具
を
そ
こ
か
ら
出
し
入
れ
し
な
が
ら
手
術
を
行
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
臍
の
近
く
に
直
径
12
㎜
の
筒
（
ポ
ー
ト
）
を
挿
し
込
ん
で
、
そ
こ
か
ら
カ
メ
ラ
を

入
れ
て
お
な
か
の
様
子
を
確
認
し
な
が
ら
、
５
㎜
の
ポ
ー
ト
を
２
本
、
10
㎜
の
ポ
ー
ト
を
１
本
挿

入
し
て
手
術
を
行
い
ま
す
。
５
㎜
の
傷
は
手
術
後
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

手
術
後
、
食
事
は
翌
日
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
と
く
に
問
題
な
け
れ
ば
手
術
3
日
後
に
は

退
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
腹
手
術
の
場
合
、
傷
が
大
き
い
た
め
に
多
く
は
１
〜
２
週
間
ほ

ど
か
か
り
ま
す
。
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な
ぜ
慢
性
腎
臓
病
は
進
行
す
る
の
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

糸
球
体
と
呼
ば
れ
る
球
形
の
濾
過
装
置
が
一
つ
の
腎
臓
に
約
１
０
０
万
個
あ
っ
て
（
図
１
）、
血

液
を
濾
過
し
て
尿
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
慢
性
腎
臓
病
は
基
本
的
に
こ
の
糸
球
体
が
壊
れ
て
い
く

病
気
で
す
。「
図
２
」
の
よ
う
に
糸
球
体
が
壊
れ
て
い
く
と
、
残
っ
た
糸
球
体
が
壊
れ
た
糸
球
体
の

分
も
濾
過
し
よ
う
と
濾
過
圧
を
上
げ
て
代
償
に
努
め
ま
す
。

例
え
ば
、
従
業
員
（
糸
球
体
）
が
10
人
で
10
の
生
産
（
濾
過
）
を
し
て
い
た
工
場
（
腎
臓
）
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
従
業
員
が
１
人
病
気
で
い
な
く
な
っ
て
も
、
残
り
９
人
の
従
業
員
が
や
め

た
１
人
の
分
ま
で
頑
張
れ
ば
、
10
の
生
産
は
で
き
ま
す
。
し
か
し
１
人
ま
た
１
人
と
病
気
で
や
め

て
い
っ
て
従
業
員
が
つ
い
に
５
人
と
な
っ
て
も
10
の
生
産
を
強
い
ら
れ
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う

か
。
５
人
は
病
気
で
は
な
く
過
労
で
次
か
ら
次
へ
と
倒
れ
、つ
い
に
工
場
の
従
業
員
は
い
な
く
な
り
、

工
場
は
閉
鎖
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
腎
臓
病
の
患
者
さ
ん
に
も
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な

の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
数
が
減
っ
た
糸
球
体
を
顧
み
ず
、
通
常
の
日
常
生
活
を
し
て
ゴ
ミ
を
だ
し
、

残
っ
た
糸
球
体
に
大
き
な
負
担
を
か
け
続
け
る
た
め
に
、
糸
球
体
は
ど
ん
ど
ん
壊
れ
（
糸
球
体
の

過
労
死
）、
つ
い
に
は
透
析
が
必
要
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
従
業
員
が
５
人
と
な
っ
た
時
点
で
生
産
量
を
５
に
す
れ
ば
、
つ
ま
り
１
人
あ
た
り
の

仕
事
量
を
減
ら
し
て
や
れ
ば
、
そ
の
工
場
の
生
産
量
は
以
前
の
半
分
に
な
っ
て
も
、
決
し
て
閉
鎖

と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
は
腎
臓
の
働
き
が
い
っ
た
ん
悪
く
な
る
と
ど
ん
ど
ん
進
行
し
て
「
将
来
透
析
は
避
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
腎
機
能
が
低
下
し
た
状
態
で
も
頑
張
っ

慢性腎臓病で透析を避けるには……
腎臓・高血圧内科主任部長　林

はやし

 晃
てるまさ

正
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て
い
る
糸
球
体
の
過
労
を
と
っ
て
や
れ
ば
（
濾
過
圧
を
下
げ
て
や
れ
ば
）、
糸
球
体
を
救
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
透
析
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

透
析
を
避
け
る
方
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

透
析
を
避
け
る
に
は
、
糸
球
体
の
過
労
を
と
っ
て
や
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
濾
過
圧
を
下
げ
て
や

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
具
体
的
に
は
、
①
血
圧
を
十
分
下
げ
る
②
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
抑
え
る
薬
を
飲
む
③
タ
ン
パ
ク
制
限
を
す
る
―
―
の
三
つ
が
重
要
な
の

で
す
。

糸
球
体
が
濾
過
圧
を
上
げ
る
た
め
に
は
、「
図
３
」（
上
）の
よ
う
に
糸
球
体
の
入
り
口
は
開
き
、

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
糸
球
体
の
出
口
の
血
管
を
し
め
て
い
ま
す
。
本
来

入
り
口
の
血
管
は
全
身
の
血
圧
に
応
じ
て
収
縮
し
た
り
拡
張
し
た
り
し
て
糸
球
体
の
濾
過
圧
を

一
定
に
保
っ
て
い
ま
す
が
、
開
い
た
状
態
で
は
全
身
の
血
圧
が
糸
球
体
内
部
に
伝
わ
り
濾
過
圧

が
上
昇
し
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
糸
球
体
の
過
労
を
と
る
た
め
に
は
、
ま
ず
全
身
の
血

圧
を
十
分
下
げ
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
抑
え
る
薬
は
実
は
血
圧
を
下
げ

る
薬
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
薬
は
全
身
の
血
圧
を
下
げ
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
出
口
の

血
管
を
拡
張
さ
せ
、
糸
球
体
の
過
労
を
と
っ
て
く
れ
る
薬
な
の
で
す
。
さ
ら
に
タ
ン
パ
ク
質
摂

取
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
入
り
口
の
血
管
が
し
ま
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
透
析
を
避
け
る
た
め
に
は
、
集
学
的
治

療
と
い
っ
て
、
上
記
以
外
に
も
貧
血
の
治
療
、
ミ
ネ
ラ
ル
異
常
に
対
す
る
治
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま

腎動脈
（腎静脈の裏側）

肝臓

腎門

腎静脈

下大静脈

腹部大動脈

心臓

副腎

腎臓

尿管

膀胱

尿道

糸球体

拡大

糸球体は一つの
腎臓に約100万個
存在する

図 1　糸球体はどこにあるの？
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な
治
療
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
最
大
限
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
抑
え
る
薬
や
低
タ
ン
パ
ク
食
は

　
全
て
の
慢
性
腎
臓
病
に
有
効
な
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
糸
球
体
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
高
齢
化
と
糖
尿
病
の
増
加
に
よ
り
動
脈
硬
化
の
進
行
か
ら
腎
不
全
に
至
る
患
者
さ
ん
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
「
図
３
」（
下
）
の
よ
う
に
、
濾
過
装
置
で
あ
る
糸
球
体
に
十
分
な

血
液
が
送
ら
れ
ず
、
濾
過
圧
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
ご
み
を
十
分
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
血
圧
を
下
げ
た
り
、
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
を
抑
え
た
り
す
る
と
、
濾

過
圧
が
下
が
り
す
ぎ
て
、
逆
に
腎
臓
の
働
き
が
さ
ら
に
低
下
し
ま
す
。
腎
不
全
だ
か
ら
と
い
っ
て

同
じ
治
療
を
受
け
る
と
、
あ
る
患
者
さ
ん
で
は
透
析
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
別
の
患
者

さ
ん
で
は
腎
臓
の
働
き
が
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
り
透
析
が
早
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

腎
臓
の
働
き
が
悪
い
と
言
わ
れ
た
ら
、
必
ず
腎
臓
専
門
医
に
相
談
し
て
、
糸
球
体
の
状
態
を
正

し
く
評
価
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

慢
性
腎
臓
病
教
育
入
院
シ
ス
テ
ム
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

慢
性
腎
臓
病
は
進
行
し
て
も
症
状
に
乏
し
い
た
め
、気
が
つ
い
た
と
き
に
は
「
透
析
の
一
歩
手
前
」

の
状
態
に
ま
で
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
集
学
的
治
療
に
よ

り
、
最
近
で
は
腎
不
全
の
進
行
を
抑
え
る
だ
け
で
な
く
寛か

ん
か
い解

と
い
っ
て
進
行
が
ほ
と
ん
ど
止
ま
っ

慢性腎臓病正常な腎臓

壊れた糸球体

濾過圧を上げて代償
している糸球体

元気な糸球体

図２　慢性腎臓病では糸球体が過労死する
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た
状
態
に
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
最
適
な
治
療
の
選
択
と
自
己
管
理
の
方
法
を
習
得
す
る
た
め
、
当
科
で
は
教

育
入
院
（
６
日
間
短
期
コ
ー
ス
と
13
日
間
標
準
コ
ー
ス
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
育
入

院
は
、
そ
の
後
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
慢
性
腎
臓
病
に
立
ち
向
か
う
知
識
と
方

法
を
マ
ス
タ
ー
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
指
導

や
専
門
医
師
に
よ
る
講
義
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
実
際
に
腎
臓
病
食
を

体
験
し
、
透
析
を
始
め
た
患
者
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
対
策
外
来
の
新
設
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
科
で
は
教
育
入
院
以
外
に
個
々
の
患
者
さ
ん
の
病
態
に
あ
っ
た
指
導
を
継
続
し
て
い

く
目
的
で
、
２
０
１
１
年
12
月
か
ら
毎
月
１
回
、
慢
性
腎
臓
病
対
策
外
来
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
外
来
は
約
２
時
間
の
枠
の
中
で
、
講
義
と
個
別
指
導
を
行
う
も
の
で
、
１
回

に
つ
き
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
計
５
組
の
参
加
が
可
能
で
す
（
予
約
制
）。

１
回
５
組
に
限
定
し
て
い
る
の
は
、
慢
性
腎
臓
病
で
は
同
じ
よ
う
に
腎
機
能
が
低
下
し

て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
治
療
方
針
が
異
な
り
、
個
別
指
導
が
必
要

で
あ
る
た
め
で
す
。
な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
腎
臓
・
高
血
圧
内
科
外
来
に
通
院
さ
れ
て
い
な

い
患
者
さ
ん
で
も
参
加
が
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
当
科
外
来
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健常人

糸球体濾過圧
45mmHg

入り口の血管 出口の血管

濾過された尿

慢性腎臓病

糸球体濾過圧
68mmHg

入り口の血管拡張

アンジオテンシン II
が出口の血管を収縮
させる

アンジオテンシン II
を抑制すると出口の
血管が拡張する

糸球体濾過圧
53mmHg

①血圧を下げる
治療

③低タンパク食

②アンジオテンシン II 抑制

出口の血管拡張

糸球体濾過圧
30mmHg

濾過圧がさらに低下する

糸球体濾過圧
40mmHg

入り口の血管が狭く
なっている

高齢者
動脈硬化の強い患者

濾過圧が低いため
老廃物を十分濾過で
きない

同じ治療をすると

図 3　クレアチニンが同じでも糸球体に起こっていることは異なる
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な
ぜ
透
析
が
必
要
に
な
る
の
で
す
か
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腎
臓
の
働
き
が
10
％
程
度
（
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
８
㎎
／
dl
、
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
10
㎖
／
ｍ
ｉ
ｎ
／
１
・

73
㎡
前
後
が
目
安
）
に
低
下
す
る
と
尿
毒
症
と
い
っ
て
、
食
欲
不
振
、
吐
き
気
、
倦け

ん
た
い
か
ん

怠
感
、
浮ふ

腫し
ゅ

、

手
足
の
つ
り
、
か
ゆ
み
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
本
来
お
し
っ
こ
の
中
に
捨
て
ら
れ

る
は
ず
の
毒
素
や
過
剰
な
水
分
に
加
え
て
、
貧
血
の
増
悪
、
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
の
異
常
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
が
、
専
門
的
な
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
で
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
出
な
い
こ

と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
腎
機
能
が
５
％
程
度
に
な
る
と
心
臓
や
脳
な
ど
全
身
の
臓
器
に
強
い
影
響
が
出
て
、
命

に
か
か
わ
る
事
態
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
腎
代
替
療
法
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
腎
代
替

療
法
は
弱
っ
た
腎
臓
の
働
き
を
よ
く
す
る
治
療
で
は
な
く
、
弱
っ
た
腎
臓
に
か
わ
る
治
療
で
す
の

で
、
例
え
ば
透
析
を
開
始
し
た
後
も
自
身
の
腎
臓
の
働
き
は
低
下
し
続
け
、
つ
い
に
は
働
き
が
ゼ

ロ
と
な
っ
て
お
し
っ
こ
が
出
な
く
な
り
ま
す
。

腎
代
替
療
法
の
種
類
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腎
代
替
療
法
に
は
血
液
透
析
（
家
庭
透
析
）、
腹
膜
透
析
、
腎
移
植
が
あ
り
ま
す
が
（
図
１
）、

そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
法
に
は
特
徴
が
あ
り
優
劣
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
治

療
の
特
徴
を
正
し
く
知
っ
た
う
え
で
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
く
、
現
在
の
自
分
に
と
っ

て
ど
の
治
療
が
向
い
て
い
る
の
か
」
と
い
う
考
え
方
を
す
る
こ
と
で
す
（
あ
る
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
で
も
別
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ

透析と腎移植、
どう選択するの？

腎臓・高血圧内科主任部長　林
はやし

 晃
てるまさ

正
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と
で
す
）。
次
に
各
治
療
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

１
．
血
液
透
析
（
図
２
）

腕
の
血
管
に
針
を
刺
し
、
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
自
分
の
血
液
を
体
外
に
出
し
ま
す
。
そ
し
て
人
工
腎

臓
（
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
）
を
使
っ
て
血
液
中
の
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を
取
り
除
き
、
水
分
・
ミ
ネ
ラ

ル
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
た
う
え
で
、き
れ
い
に
な
っ
た
血
液
を
再
び
体
に
戻
し
ま
す
。
ポ
ン
プ
を
使
っ

て
取
り
出
す
血
液
の
量
は
１
分
間
に
２
０
０
㎖
程
度
必
要
で
す
の
で
、
通
常
は
前
腕
の
動
脈
と
静
脈

を
吻ふ

ん
ご
う合

し
た
内な

い

シ
ャ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア
ク
セ
ス
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

１
回
４
時
間
、
週
３
回
が
基
本
治
療
と
な
り
ま
す
（
透
析
時
間
や
回
数
は
残
っ
て
い
る
腎
臓
の

働
き
に
よ
り
、
ま
た
老
廃
物
や
水
分
の
貯
留
具
合
に
応
じ
て
設
定
し
ま
す
）。
た
だ
し
週
３
回
の
血

液
透
析
を
行
っ
て
も
、
健
康
な
腎
臓
の
数
％
分
の
働
き
に
し
か
相
当
し
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き

食
事
療
法
や
水
分
制
限
が
必
要
で
す
。

２
．
家
庭
透
析

透
析
の
機
器
を
自
宅
に
設
置
し
、
透
析
回
路
の
組
み
立
て
か
ら
機
械
操
作
、
穿せ

ん

刺し

に
至
る
ま

で
一
定
の
訓
練
を
経
た
後
に
、
自
宅
で
週
５
〜
６
日
、
１
回
２
〜
３
時
間
（
主
に
夜
）
の
連
日
血

液
透
析
を
行
い
ま
す
。
現
在
国
内
の
透
析
患
者
数
は
約
31
万
人
で
す
が
、
そ
の
う
ち
約
30
万
人
は

透
析
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
院
し
て
血
液
透
析
を
受
け
て
お
ら
れ
、
家
庭
透
析
の
患
者
数
は

４
０
０
人
足
ら
ず
で
す
。

一
方
、
欧
米
で
は
家
庭
透
析
を
実
施
し
て
い
る
患
者
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
庭
透
析
の
特
徴

と
し
て
、
昼
間
の
時
間
が
自
由
に
使
え
る
ほ
か
、
連
日
透
析
を
行
う
こ
と
で
水
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
さ

ら
に
は
尿
毒
素
の
管
理
が
よ
く
な
り
、
血
圧
の
薬
を
含
め
た
多
く
の
薬
が
減
量
に
な
っ
た
り
不
要

透析時に針をさす

血液

＝過剰な水分
＝不要な老廃物

透析液

ダイアライザー

血液

シャント 透析液
供給装置

ポンプ

日本透析医学会統計調査委員会　2012年

昼間血液透析
夜間血液透析
在宅血液透析
腹膜透析

3.1％0.1％

13.5％

83.3％

図 2　血液透析 図1　日本における腎代替療法の形態
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に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

３
．
腹
膜
透
析
（
図
３
）

腹
腔
内
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
手
術
を
受
け
た
う
え
で
、
１
・
５
〜
２
・
５
ℓ
ほ
ど
の
透
析

液
を
カ
テ
ー
テ
ル
を
通
し
て
腹
腔
内
に
注
入
↓
数
時
間
貯
留
↓
排
液
を
繰
り
返
し
行
い
ま
す
。
透

析
液
を
一
定
時
間
貯
留
し
て
い
る
間
に
腹
膜
を
通
し
て
水
分
・
老
廃
物
を
除
去
す
る
た
め
、
体
へ

の
負
担
は
血
液
透
析
に
比
べ
る
と
少
な
い
の
で
す
が
、
血
液
透
析
に
比
べ
て
効
率
が
悪
い
た
め
、

基
本
的
に
は
毎
日
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

実
は
こ
の
腹
膜
透
析
の
最
大
の
特
徴
は
こ
の
効
率
が
悪
い
こ
と
な
の
で
す
。
透
析
を
始
め
る
時

点
で
は
ま
だ
腎
機
能
は
ゼ
ロ
で
は
な
く
、
５
〜
10
％
程
度
残
っ
て
い
ま
す
（
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て

多
少
異
な
り
ま
す
）。
こ
れ
を
残ざ

ん
じ
ん腎

機
能
と
呼
び
、
そ
の
後
の
患
者
さ
ん
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
こ
の
残
腎
機
能
を
で
き
る
だ
け
温
存
し
、
患
者
さ
ん
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
透
析
が
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、透
析
療
法
を
腹
膜
透
析
で
開
始
す
る
「
Ｐ
Ｄ
（
腹
膜
透
析
）

フ
ァ
ー
ス
ト
」
が
欧
米
で
は
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
腹
膜
透
析
は
血
液
透
析
に
比
べ
て
よ
り
自
己
管
理
を
必
要
と
す
る
た
め
、
全
て
の
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
Ｐ
Ｄ
フ
ァ
ー
ス
ト
が
最
良
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
当
科
で
は
腹
膜
透
析
の
管
理
が

可
能
と
判
断
さ
れ
る
患
者
さ
ん
、
あ
る
い
は
家
族
の
支
援
が
可
能
な
患
者
さ
ん
に
は
腹
膜
透
析
を

第
一
選
択
と
し
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

ま
た
腹
膜
透
析
で
は
カ
リ
ウ
ム
が
よ
く
除
去
さ
れ
る
の
で
、
カ
リ
ウ
ム
制
限
が
不
要
な
点
が
血

液
透
析
と
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
週
３
回
定
期
的
に
医
療
機
関
に
通
院
を
要
す
る
血
液
透
析
と
異

な
り
、
通
院
は
月
に
１
〜
２
回
で
社
会
復
帰
に
適
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
お
な
か
か
ら
カ
テ
ー
テ

透析液

腹膜

胃

小腸

腹腔内

肝臓

カテーテル

体の中から排出した透析液を入れる

図 3　腹膜透析
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ル
が
出
て
い
る
た
め
、
日
常
の
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
が
必
要
で
、
入
浴
に
は
多
少
不
便
を
伴
い
ま
す
。

４
．
腎
移
植
（
図
４
）

自
分
の
腎
臓
は
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
残
し
て
、
提
供
さ
れ
た
腎
臓
を
骨
盤
（
下
腹
部
）
に
入

れ
ま
す
。
手
術
は
全
身
麻
酔
で
、
手
術
の
約
１
週
間
前
に
入
院
し
、
経
過
が
順
調
で
あ
れ
ば
術
後

２
〜
４
週
間
で
退
院
可
能
と
な
り
ま
す
。
腎
移
植
に
は
血
縁
者
間
お
よ
び
配
偶
者
か
ら
の
生
体
腎

移
植
と
、亡
く
な
ら
れ
た
方
か
ら
の
献
腎
移
植
が
あ
り
ま
す
。
献
腎
移
植
を
希
望
す
る
場
合
は
ま
ず
、

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

移
植
後
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
移
植
し
た
腎
臓
の
機
能
が
60
〜
80
％
で
あ
れ
ば
、
一
般
人
と
同

じ
よ
う
な
生
活
が
で
き
ま
す
が
、
60
％
よ
り
低
け
れ
ば
慢
性
腎
臓
病
と
し
て
食
事
制
限
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
免
疫
抑
制
剤
を
一
生
飲
み
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
経
過
中
に
拒
絶
反
応

を
起
こ
し
た
り
、
免
疫
抑
制
剤
に
よ
る
副
作
用
で
移
植
し
た
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
た
り
す
る
と
、

再
び
透
析
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
移
植
さ
れ
た
腎
臓
は
よ
り
長
持
ち
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
お
お
よ
そ
十
数

年
間
透
析
を
す
る
こ
と
な
く
生
活
が
で
き
る
と
い
う
点
で
は
、
透
析
療
法
に
は
な
い
魅
力
を
も
っ

た
腎
代
替
療
法
で
す
。
最
近
は
透
析
が
必
要
と
な
る
少
し
前
に
移
植
を
受
け
る
と
い
う
「
先
行
的

腎
移
植
」
も
で
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
分
の
腎
臓
、
さ
ら
に
は
い
た
だ
い
た
腎
臓
を

大
切
に
す
る
と
い
う
気
持
ち
と
努
力
が
大
切
で
す
。

腎
代
替
療
法
選
択
外
来
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

実
は
、
日
本
で
は
腎
移
植
や
腹
膜
透
析
あ
る
い
は
家
庭
透
析
を
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
極
め
て

機能しなくなった
腎臓

新しい
腎臓

図 4　腎移植
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少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
は
血
液
透
析
を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
こ
の
実
態
は
日
本
に

お
け
る
腎
不
全
医
療
の
大
き
な
問
題
点
を
示
し
て
い
て
、
腎
不
全
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
腎
代
替

療
法
の
十
分
な
説
明
（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
）
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
そ

の
最
大
の
原
因
で
す
。

腎
代
替
療
法
の
選
択
は
そ
の
後
の
患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
影
響
を
与
え

る
だ
け
で
な
く
、
生
命
予
後
に
も
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
そ
の
選
択
に
は
十
分
な
時
間
が
必
要

で
す
。
で
き
れ
ば
腎
機
能
が
10
〜
15
％
に
低
下
し
た
時
点
で
透
析
療
法
や
腎
移
植
に
つ
い
て
じ
っ

く
り
と
考
え
る
機
会
が
必
要
で
す
。

最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
た
く
さ
ん
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
や
は
り
腎
臓
専

門
医
、
移
植
専
門
医
、
看
護
師
へ
の
相
談
な
し
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
先
行
的
腎
移

植
を
希
望
す
る
場
合
、
移
植
医
へ
の
早
め
の
相
談
と
準
備
が
必
要
で
す
。

当
科
で
は
毎
週
木
曜
に
腎
代
替
療
法
選
択
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。専
門
看
護
師
に
よ
る
血
液
透
析
、

腹
膜
透
析
そ
し
て
腎
移
植
の
説
明
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
、さ
ら
に
は
専
門
医
師
に
よ
る
説
明
も
行
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
の
特
徴
を
正
し
く
知
っ
た
う

え
で
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
く
、
現
在
の
自
分
に
と
っ
て
ど
の
治
療
が
向
い
て
い
る

の
か
、
と
い
う
考
え
方
を
す
る
こ
と
で
す
。



第
11
章　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
お
話
―
―
骨
・
関
節
の
病
気



230

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
お
話
―
―
骨
・
関
節
の
病
気

第
１1
章

腰
痛
に
悩
む
人
が
増
加
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腰
痛
症
は
、
人
間
が
二
本
足
で
長
期
間
に
わ
た
り
起
立
、
歩
行
す
る
た
め
に
起
こ
る
根
源
的
な

疾
患
で
す
。
そ
の
た
め
社
会
の
高
齢
化
が
進
む
に
伴
い
腰
痛
に
悩
む
人
は
増
え
、
さ
ら
に
腰
の
手

術
を
受
け
る
患
者
さ
ん
が
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
昔
前
ま
で
腰
の
手
術
は
「
腰よ

う
つ
い
つ
い
か
ん
ば
ん

椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
」
が
大
部
分
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で

は
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
は
減
少
し
、
高
齢
者
の
「
腰よ

う

部ぶ

脊せ
き

柱ち
ゅ
う

管か
ん

狭き
ょ
う

窄さ
く

症
」
の
手
術
が
著
し
く
増
加
し

て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

減
っ
た
「
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
」
の
手
術
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腰
は
、骨
（
五
つ
の
腰
椎
）、椎
間
板
（
骨
と
骨
の
間
の
座
布
団
）、靭じ

ん
た
い帯

（
骨
と
骨
を
連
結
す
る
紐ひ

も

）、

筋
肉
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
腰
へ
の
ス
ト
レ
ス
が
過
度
に
、
あ
る
い
は
繰
り
返
し
慢
性

的
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
椎
間
板
の
外
壁
（
線せ

ん

維い

輪り
ん

）
が
裂
け
て
内
容
物
（
髄ず

い
か
く核

）
が
外
へ
飛

び
出
せ
ば
ヘ
ル
ニ
ア
と
な
る
わ
け
で
す
。

ヘ
ル
ニ
ア
が
神
経
を
圧
迫
す
る
と
腰
痛
の
み
な
ら
ず
、下か

し肢
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
「
坐
骨
神
経
痛
」

が
発
生
し
ま
す
。
ヘ
ル
ニ
ア
は
一
度
出
た
ら
元
の
鞘さ

や

に
戻
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
痛
み
の
強
い
患

者
さ
ん
に
は
積
極
的
に
手
術
（
ヘ
ル
ニ
ア
を
切
除
す
る
髄
核
摘
出
術
）
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
研
究
で
は
ヘ
ル
ニ
ア
の
多
く
は
（
全
て
で
は
な
い
の
が
残
念
で
す
が
）
半
年

か
ら
１
年
を
か
け
て
少
し
ず
つ
溶
け
て
ゆ
き
（
白
血
球
が
ヘ
ル
ニ
ア
を
食
べ
る
そ
う
で
す
）
痛
み

は
軽
減
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

腰の手術を勧められたら、
どうしますか？

整形外科主任部長　藤
ふじわら

原 桂
けいじゅ

樹
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そ
の
た
め
鎮
痛
剤
や
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
で
痛
み
を
抑
え
な
が
ら
ヘ
ル
ニ
ア
が
消
え
る
の
を
待
つ
保

存
的
治
療
が
主
流
と
な
り
、
手
術
が
減
っ
た
の
で
す
。

た
だ
し
、
ヘ
ル
ニ
ア
に
よ
る
神
経
圧
迫
が
高
度
で
運
動
麻ま

ひ痺
（
足
関
節
や
足
指
が
動
き
に
く
い
）

や
膀
胱
障
害
（
尿
が
出
な
い
）
が
起
こ
れ
ば
早
期
の
手
術
が
必
要
で
す
。
手
遅
れ
に
な
る
と
神
経

は
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
念
の
た
め
！

「
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
」
の
原
因
と
症
状
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腰
の
老
化
と
は
、
腰
椎
に
「
と
げ
」
が
で
き
た
り
、
椎
間
板
が
膨
ら
ん
だ
り
、
靭
帯
が
厚
く
な
っ

た
り
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
背
骨
の
中
に
あ
る
神
経
（
馬ば

び尾
神
経
と
神
経
根
）
の
通

り
道
で
あ
る
「
脊
柱
管
」
を
狭
く
す
る
わ
け
で
す
（
図
２
）。
締
め
付
け
ら
れ
た
神
経
は
傷
つ
き
、

坐
骨
神
経
痛
が
生
じ
る
の
で
す
。

典
型
的
な
症
状
は
「
間か

ん
け
つ欠

跛は

行こ
う

」
で
す
。
そ
れ
は
、
歩
い
て
い
る
と
臀で

ん

部ぶ

か
ら
太
も
も
後
面
、

ふ
く
ら
は
ぎ
、
足
に
か
け
て
痛
み
が
走
り
、
つ
っ
ぱ
り
感
、
し
び
れ
を
伴
い
歩
け
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
少
し
休
ん
で
い
る
う
ち
に
痛
み
が
治
ま
り
（
し
ゃ
が
む
と
楽
で
す
）、
ま
た
歩
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
で
も
同
じ
く
ら
い
の
距
離
で
再
び
痛
く
な
る
、
そ
の
繰
り
返
し
で
す
。

患
者
さ
ん
は
歩
か
な
け
れ
ば
元
気
な
わ
け
で
、
ま
わ
り
の
人
に
つ
ら
さ
を
理
解
し
て
も
ら
え
な

い
と
悩
む
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

痛
み
止
め
の
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

治
療
は
保
存
的
治
療
か
ら
始
め
ま
す
。
痛
み
の
激
し
い
急
性
期
に
は
冷
湿
布
を
貼
り
、
消
炎
鎮

椎間板
線維輪

髄核

黄色靭帯

椎間関節
馬尾神経

神経根

図1　腰の断面図
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痛
剤
（
い
わ
ゆ
る
「
痛
み
ど
め
」、
筋
肉
や
神
経
の
炎
症
を
軽
減
す
る
）、
筋き

ん

弛し

緩か
ん

剤
（
筋
肉
の
緊

張
を
緩
和
す
る
）、
血
行
改
善
薬
（
神
経
周
囲
の
血
管
を
拡
張
し
て
血
流
を
増
加
さ
せ
る
）
を
服
用

し
て
安
静
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
す
。
慢
性
期
に
な
れ
ば
腰
の
牽け

ん
い
ん引

、
温
熱
療
法
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
を
中
心
と
し
た
理
学
療
法
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
主
に
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
行
わ
れ
る
、

脊
柱
管
の
中
に
神
経
の
炎
症
を
緩
和
す
る
薬
を
注
射
す
る
硬こ

う
ま
く
が
い

膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
が
効
果
的
で
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
治
療
で
狭
く
な
っ
た
脊
柱
管
が
広
が
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
効
果
は
一
時
的
で

す
。
根
気
よ
く
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

手
術
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

前
述
の
保
存
的
治
療
で
疼と

う
つ
う痛

緩
和
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
手
術
療
法
が
考
慮
さ
れ
ま
す
。
神
経
麻
痺
が
起

こ
り
手
術
以
外
の
選
択
肢
が
な
い
患
者
さ
ん
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
は
「
今
よ
り
痛
み
が
緩
和
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
手
術
を
考
え
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
い
う
よ
う
な
幅
の
あ
る
な
か
で
の
選
択
で
す
。

「
元
気
に
旅
行
が
し
た
い
」「
日
常
生
活
は
不
自
由
な
い
が
、
立
ち
仕
事
が
で
き
な
い
の
で
手
術

を
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
生
活
の
質
を
上
げ
、
よ
り
日
常
活
動
を
積
極
的
な
も
の
に
す
る
た
め

に
手
術
を
選
択
す
る
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
「
痛
く
て
日
常
生
活
も
困
難
だ

が
手
術
は
怖
い
の
で
受
け
た
く
な
い
」
と
い
う
患
者
さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
手
術
を
選
択
す
る
前
に
、手
術
の
限
界
と
危
険
性
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
程
度
の
疼
痛
緩
和
が
期
待
で
き
る
の
か
、
一
度
良
く
な
っ
た
ら
再
発
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
、
手

術
を
し
た
ら
神
経
が
切
れ
て
足
が
動
か
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
の
か
、
輸
血
は
必
要
か
、
な
ど
手
術
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
主
治
医
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
て
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

椎間板の膨隆

圧迫された馬尾神経

黄色靭帯の肥厚椎間関節の肥厚

図2　腰部脊柱管狭窄症
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手
術
の
方
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

手
術
は
神
経
を
圧
迫
す
る
肥
厚
し
た
骨
や
靭
帯
、
椎
間
板
を
ノ
ミ
や
メ
ス
を
用
い
て
切
除
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
神
経
が
通
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
脊
柱
管
を
拡
大
し
ま
す
。
し
か
し
、
骨
や
椎

間
板
は
体
幹
を
支
え
る
柱
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
で
大
量
に
切
除
す
れ
ば
支
持
力
が
弱
ま
り
、

術
後
に
「
腰
椎
不
安
定
症
」
が
起
こ
っ
て
腰
痛
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
骨
切
除
量
が
多
い
場
合
、
あ
る
い
は
手
術
前
か
ら
骨
が
ず
れ
た
り
（
腰
椎
す
べ
り
症
）、

曲
が
っ
た
り
（
腰
椎
変
性
側そ

く
わ
ん彎

症
）
し
て
支
持
性
が
す
で
に
低
下
し
て
い
る
場
合
は
、
腰
椎
の
支

持
性
を
再
建
す
る
た
め
チ
タ
ン
金
具
を
埋
め
込
み
骨
を
移
植
す
る
「
腰
椎
固
定
術
」
を
併
せ
て
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
固
定
術
を
追
加
す
べ
き
か
ど
う
か
は
切
除
量
に
加
え
て
患
者
さ
ん
の
性
別
、

年
齢
、
仕
事
の
内
容
、
ス
ポ
ー
ツ
の
有
無
な
ど
種
々
の
要
素
を
考
慮
し
て
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

し
か
し
、
全
て
の
整
形
外
科
医
が
納
得
す
る
確
立
さ
れ
た
判
断
基
準
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
れ

ぞ
れ
の
医
師
が
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
も
っ
て
い
ま
す
の
で
、
病
院
に
よ
っ
て
手
術
方
法
が
異
な
る

こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

複
数
の
意
見
を
聞
く
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

そ
こ
で
腰
の
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
ら
、
必
ず
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
ほ
か
の
整
形
外
科
医
に
求
め
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｘ
線
な
ど
画
像
の
持
参
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
複
数
の
意
見
を
聞
い
た
う

え
で
、
ゆ
っ
く
り
と
考
え
て
最
も
納
得
の
で
き
る
治
療
を
選
択
す
れ
ば
良
い
の
で
す
。
そ
れ
が
、
患
者
さ
ん
と

私
た
ち
整
形
外
科
医
が
一
体
と
な
っ
て
治
療
効
果
を
上
げ
て
い
く
た
め
の
有
効
な
方
法
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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憂ゆ
う
う
つ鬱

な
膝
・
股
関
節
の
痛
み
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

最
近
、階
段
の
上
り
下
り
が
つ
ら
く
な
っ
た
、歩
く
と
き
に
足
を
引
き
ず
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
た
、

正
座
が
で
き
な
く
な
っ
た
、
靴
下
が
履
き
に
く
く
な
っ
た
、
な
ど
の
体
の
変
化
を
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
は
、
膝
や
股
関
節
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

膝
や
股
関
節
の
痛
み
は
気
ま
ぐ
れ
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
温
や
体
調
の
変
化
で
痛
み
が
強
く
な
っ

た
り
楽
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
痛
む
日
が
続
く
と
気
分
も
ふ
さ
ぎ
が
ち
に
な
り
、
出
歩
く
の
も
お
っ

く
う
に
な
り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
気
味
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

歩
く
と
い
う
こ
と
は
、
体
の
健
康
だ
け
で
な
く
心
の
健
康
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
で
す
。
膝

や
股
関
節
の
痛
み
を
取
り
除
き
、
元
気
に
歩
い
て
豊
か
な
生
活
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

変へ
ん
け
い
せ
い
か
ん
せ
つ

形
性
関
節
症し

ょ
う

と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人
は
誰
で
も
年
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
白
髪
が
増
え
、
皮
膚
に
は
し
わ
が
で
き
る
も
の
で
す
。

関
節
も
同
じ
で
、
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
年
を
取
る
に
つ
れ
徐
々
に
傷
ん
で
き
ま
す
。
こ
の
い

わ
ば
「
関
節
の
老
化
」
が
進
ん
だ
状
態
、
関
節
の
軟
骨
が
擦
り
減
っ
て
、
関
節
が
滑
ら
か
に
動
か

せ
な
く
な
り
痛
み
の
あ
る
状
態
を
、
変
形
性
関
節
症
と
い
い
ま
す
。

変
形
性
関
節
症
は
、
膝
や
肩
、
股
関
節
と
い
っ
た
大
き
な
関
節
だ
け
で
な
く
、
手
の
指
な
ど
の

小
さ
い
関
節
を
含
め
全
身
の
関
節
に
起
こ
り
ま
す
。
膝
や
股
関
節
な
ど
、
体
重
を
支
え
て
い
る
大

き
な
関
節
に
変
形
性
関
節
症
が
起
こ
る
と
、
歩
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
日
常
の
生
活
に
大
き
な

支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

痛みを取って元気に！
人工膝・股

こ

関
か ん せ つ

節の利点
関節外科部長　原

はらぐち

口 圭
けい

司
じ
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膝ひ

ざ
か
ん
せ
つ

関
節
症し

ょ
う

と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

年
配
の
方
で
、
膝
が
痛
ん
だ
り
水
が
た
ま
っ
た
り
す
る
原
因
の
大
半
を
占
め
て
い
る
病
気
が
、

変
形
性
膝
関
節
症
で
す
。
男
女
比
は
１
対
４
で
女
性
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
高
齢
に
な
る
ほ
ど
か

か
る
人
は
多
く
な
り
、
Ｘ
線
検
査
で
は
50
歳
以
上
の
女
性
の
約
70
％
、
男
性
の
約
半
数
が
変
形
性

膝
関
節
症
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
国
内
だ
け
で
も
約
７
０
０
万
人
の
患
者
さ
ん

が
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
期
で
は
歩
き
始
め
や
動
作
の
開
始
時
の
み
に
痛
み
、
休
め
ば
痛
み
が
取
れ
ま
す
が
徐
々
に
正

座
や
階
段
の
上
り
下
り
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
末
期
に
な
る
と
安
静
時
に
も
痛
み
が
取
れ
ず
、
変

形
が
目
立
ち
膝
が
ピ
ン
と
伸
び
ず
歩
行
が
困
難
に
な
り
ま
す
（
図
１
）。

大
半
の
原
因
は
、
関
節
軟
骨
が
老
化
に
よ
っ
て
弾
力
性
を
失
い
、
使
い
過
ぎ
に
よ
り
擦
り
減
る

こ
と
で
す
。
肥
満
や
素
因
（
遺
伝
子
）
も
関
与
し
て
い
ま
す
。

診
断
は
年
齢
や
膝
の
痛
む
場
所
、
変
形
な
ど
か
ら
容
易
に
で
き
ま
す
が
、
変
形
の
進
み
具
合
（
病

期
）
や
ほ
か
の
病
気
が
隠
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
た
め
、
Ｘ
線
検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
調
べ
、

治
療
に
役
立
て
ま
す
。

変
形
性
膝
関
節
症
の
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

症
状
が
軽
い
場
合
は
痛
み
止
め
の
内
服
薬
や
外
用
薬
（
湿
布
、
塗
り
薬
）
を
使
っ
た
り
、
膝
関

節
内
に
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
注
射
を
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
太
も
も
の
前
の
筋
肉
（
大だ

い
た
い腿

四し

頭と
う
き
ん筋

）

を
鍛
え
た
り
（
図
２
）、
関
節
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
た
り
、
膝
を
温
め
た
り
す
る
物
理
療
法
を
行

Ｏ脚が目立つ
ようになります

図１　進行した変形性膝関節症
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い
ま
す
。
足
底
板
や
膝
装
具
を
作
成
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
、
肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う
減
量
す
る
、
正
座
を
避
け
る
、
和
式
ト
イ
レ
を
避
け
る
、

膝
が
冷
え
な
い
よ
う
に
温
め
る
、
と
い
っ
た
点
を
心
が
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
治
療
で
も
治
ら
な
い
場
合
は
手
術
治
療
も
検
討
し
ま
す
。
年
配
の
患
者
さ
ん
で
、

変
形
が
進
行
し
て
い
る
場
合
は
人
工
膝ひ

ざ
か
ん
せ
つ

関
節
置ち

換か
ん

術じ
ゅ
つ

を
行
い
ま
す
。

人
工
膝
関
節
で
滑
ら
か
な
動
き
に
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

膝
関
節
は
、
太
も
も
の
骨
で
あ
る
大
腿
骨
、
す
ね
の
骨
で
あ
る
脛け

い
こ
つ骨

、
お
さ
ら
の
骨
で
あ
る

膝し
つ
が
い
こ
つ

蓋
骨
の
三
つ
の
骨
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
工
膝
関
節
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
骨
の
変
形

し
た
表
面
を
取
り
除
い
て
、
人
工
関
節
に
置
き
換
え
ま
す
（
図
３
）
た
だ
し
、
膝
蓋
骨
は
置
き
換

え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

大
腿
骨
に
取
り
付
け
る
部
品
は
大
腿
骨
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
と
呼
ば
れ
、
金
属
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
で

で
き
て
い
ま
す
。
脛
骨
に
取
り
付
け
る
部
品
は
同
様
に
脛
骨
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
と
呼
ば
れ
、
金
属

製
の
も
の
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
属
製
の
脛
骨
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
は
、
軟
骨
の
代
わ

り
に
な
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
イ
ン
サ
ー
ト
を
装
着
し
て
使
用
し
ま
す
が
、
金
属
を
使
用
せ
ず
に
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
だ
け
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
膝
蓋
骨
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

だ
け
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

人
工
関
節
で
使
用
さ
れ
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
、
体
の
中
で
常
に
荷
重
や
摩
擦
を
受
け
な
が
ら
使

用
さ
れ
る
た
め
、
最
も
傷
み
や
す
く
、
人
工
関
節
の
耐
久
性
を
左
右
す
る
最
も
重
要
な
パ
ー
ツ
と

い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、人
工
関
節
に
は
医
療
用
の
高
品
質
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

太ももの前の筋肉をきたえる方法 1

①椅子に腰かける
②片方の脚を水平に伸ばす
③5～10秒そのままでいる
　（息は止めない）
④元に戻す

太ももの前の筋肉をきたえる方法 2

　①脚を伸ばして座る
②膝の下においたタオルや枕を押す
③5～10秒そのままでいる
　（息は止めない）
④力を抜く

足首を
立てて

片脚ずつ
押しつける

図 2　太ももの前の筋肉（大腿四頭筋）を強くする運動
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耐
久
性
を
上
げ
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
殊
処
理
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
術
で
は
関
節
の
表
面
を
取
り
除
く
と
き
に
、
脚
全
体
が
真
っ
す
ぐ
に
な
る
よ
う
に
大
腿
骨
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
と
脛
骨
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
位
置
や
角
度
を
調
整
し
ま
す
の
で
、
Ｏ
脚
や
Ｘ
脚
に

ゆ
が
ん
だ
脚
も
、
手
術
後
に
は
真
っ
す
ぐ
な
脚
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
人
工
膝
関
節
を
装
着
さ
れ

た
膝
は
痛
み
が
取
れ
て
滑
ら
か
に
動
き
、
力
が
入
り
や
す
く
な
り
、
楽
に
歩
け
る
よ
う
な
り
ま
す
。

変
形
性
股こ

関か
ん
せ
つ節

症し
ょ
う

と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

変
形
性
股
関
節
症
は
膝
関
節
症
と
違
い
、
臼き

ゅ
う

蓋が
い

形
成
不
全
な
ど
の
発
育
障
害
や
子
ど
も
の
と
き

の
病
気
の
後
遺
症
が
原
因
と
な
る
二
次
性
関
節
症
が
約
80
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
膝

関
節
症
よ
り
も
若
い
年
代
で
症
状
が
出
る
こ
と
が
多
く
、
40
歳
代
で
歩
く
こ
と
が
困
難
に
な
る
患

者
さ
ん
も
い
ま
す
。

初
期
の
症
状
は
、
立
ち
上
が
り
や
歩
き
始
め
に
感
じ
る
足
の
付
け
根
の
痛
み
で
す
。
進
行
し
て
く

る
と
、
歩
く
と
き
に
常
に
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
歩
き
過
ぎ
た
後
に
う
ず
く
よ
う
な
痛
み
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歩
く
姿
勢
が
悪
く
な
る
、
歩
く
速
度
が
遅
く
な
る
、
長
い
時
間
歩
け
な
く

な
る
、
と
い
っ
た
症
状
が
出
て
台
所
な
ど
で
長
時
間
立
っ
て
い
る
こ
と
も
つ
ら
く
な
り
ま
す
。

靴
下
が
履
き
に
く
く
な
っ
た
り
、
足
の
長
さ
が
短
く
な
っ
た
と
感
じ
た
り
す
る
と
き
に
は
、
病

状
が
進
ん
だ
状
態
で
す
。
痛
む
場
所
は
、足
の
付
け
根
だ
け
で
な
く
、お
尻
、太
も
も
の
前
側
や
外
側
、

膝
、
す
ね
に
も
痛
み
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
診
と
診
察
で
股
関
節
を
動
か
せ
る
範
囲
と
痛
み
を
調
べ
、
Ｘ
線
写
真
を
見
て
診
断
し
ま
す
。

足
の
付
け
根
に
痛
み
が
な
い
場
合
は
診
断
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

疾患のある膝関節 骨の損傷面を取り除く 代わりの人工関節を固定

傷んだ関節の表面を取り除いて、人工関節を取り付けます

図 3　人工膝関節の取り付け



238

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
お
話
―
―
骨
・
関
節
の
病
気

第
１1
章

変
形
性
股
関
節
症
の
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

初
期
の
場
合
は
、
強
い
痛
み
が
続
く
こ
と
は
少
な
く
、
痛
み
止
め
の
内
服
薬
や
外
用
薬
（
湿
布
、

塗
り
薬
）
を
使
っ
た
り
、
水
中
歩
行
や
水
泳
な
ど
で
お
尻
周
り
の
筋
力
を
つ
け
る
運
動
を
行
っ
た

り
し
ま
す
。
症
状
が
取
れ
な
い
場
合
に
は
、
初
期
で
あ
れ
ば
骨
盤
骨
切
り
術
、
関
節
の
変
形
が
進

ん
で
い
る
場
合
は
人
工
股こ

関か
ん
せ
つ節

置ち

換か
ん

術じ
ゅ
つ

を
行
い
ま
す
。

人
工
股
関
節
で
き
れ
い
な
姿
勢
に
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

骨
盤
の
骨
と
太
も
も
の
骨
（
大
腿
骨
）
の
つ
な
ぎ
目
が
股
関
節
で
す
。
人
工
股
関
節
は
カ
ッ
プ
、

イ
ン
サ
ー
ト
、
骨
頭
、
ス
テ
ム
か
ら
で
き
て
い
ま
す
（
図
４
）。

ま
ず
、
骨
盤
の
骨
を
削
っ
て
お
椀
型
の
カ
ッ
プ
を
埋
め
込
み
、
イ
ン
サ
ー
ト
を
装
着
し
ま
す
。
次
に

大
腿
骨
の
頭
の
部
分
を
取
り
除
き
、
骨
の
中
を
削
っ
て
ス
テ
ム
を
埋
め
込
み
ま
す
。
ス
テ
ム
の
先
に
骨

頭
を
装
着
し
、イ
ン
サ
ー
ト
を
装
着
し
た
カ
ッ
プ
と
の
間
で
動
か
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す（
図
５
）。

手
術
で
は
関
節
の
骨
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
硬
く
な
っ
た
組
織
も
取
り
除
き
、
脚
の
長
さ
も
調

整
し
ま
す
の
で
、
脚
の
長
さ
が
そ
ろ
い
、
関
節
が
動
か
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
人
工
股
関
節
を
装

着
さ
れ
た
股
関
節
で
は
痛
み
が
取
れ
、
き
れ
い
な
姿
勢
で
楽
に
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

精
度
を
高
め
た
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
手
術
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人
工
股
関
節
は
、
カ
ッ
プ
と
骨
頭
と
の
間
で
い
ろ
い
ろ
な
方
向
に
自
由
に
動
く
構
造
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
動
か
せ
る
角
度
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
限
界
を
超
え
て
動
い
て
し
ま
う
と
、
人
工

ステム

骨頭

カップ
インサート

図 4　人工股関節の
構造

傷んだ骨を取り除いて、人工股関節を埋め込みます

図 5　人工股関節の埋め込み
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股
関
節
が
脱
臼
し
た
り
、
損
傷
し
た
り
し
て
、
長
持
ち
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

近
年
の
人
工
股
関
節
は
、
こ
の
動
か
せ
る
角
度
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す

が
、人
工
股
関
節
を
装
着
す
る
角
度
や
位
置
を
正
確
に
し
な
い
と
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
せ
ま
せ
ん
。

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
手
術
は
、
手
術
前
に
あ
ら
か
じ
め
各
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
理
想
的
な
位
置

角
度
に
人
工
股
関
節
が
装
着
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
、
手
術
中
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
さ
れ
る

位
置
角
度
を
確
認
し
な
が
ら
行
い
ま
す
（
写
真
）。

こ
の
技
術
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
人
間
の
勘
の
部
分
に
頼
っ
て
い
た
手
術
を
、
非
常
に
正
確
に
繰

り
返
し
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
手
術
が
正
確
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、人
工
股
関
節
を
よ
り
一
層
安
心
し
て
長
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
年
の
せ
い
だ
」
と
諦
め
ず
に
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

関
節
が
痛
く
て
歩
く
の
が
不
自
由
な
の
は
年
の
せ
い
だ
と
諦
め
ず
、
ほ
ん
の
少

し
勇
気
を
出
し
て
、
よ
り
良
い
明
日
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
関
節
の
痛
み
で
困
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
、
よ
り
元
気
に
毎
日
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
全
力
で
お
手
伝
い
し
ま
す
。

写真　ナビゲーション手術の術中モニター

１度１mm刻みで位置角度を微調整しながら手術を行います１度１mm刻みで位置角度を微調整しながら手術を行います
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朝
の
手
の
し
び
れ
、
続
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

朝
起
き
る
と
手
が
し
び
れ
て
い
て
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？　
「
手
を
体
の
下
敷
き
に
し
て
寝
た
せ

い
か
な
？
」
と
か
「
疲
れ
の
せ
い
か
な
？
」
と
か
軽
く
考
え
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

手
を
体
の
下
敷
き
に
し
た
た
め
に
起
こ
る
し
び
れ
は
、
手
に
い
く
血
行
が
一
時
的
に
悪
く
な
る

た
め
に
生
じ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
正
座
の
と
き
に
足
が
し
び
れ
る
の
と
同
じ
現
象
な
の
で
心
配
い

り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、し
び
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
、毎
日
続
く
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。
ま
た
、

疲
れ
が
原
因
で
朝
か
ら
手
が
し
び
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
日
常
的
に
朝
方
に
手
が
し
び
れ
る
、
も
し
く
は
し
び
れ
が
強
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば

「
手し

ゅ
こ
ん
か
ん

根
管
症
候
群
」
と
い
う
病
気
を
疑
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
根
管
症
候
群
の
怖
い
と
こ
ろ

は
、
最
初
は
大
し
た
し
び
れ
で
な
く
、
こ
の
た
め
そ
の
う
ち
治
る
だ
ろ
う
と
放
置
さ
れ
が
ち
な
点

で
す
。
し
か
し
、
症
状
が
悪
化
し
て
し
ま
う
と
最
悪
の
場
合
、
物
を
つ
ま
む
こ
と
さ
え
難
し
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
こ
の
手
根
管
症
候
群
と
当
科
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
Ｑ
＆
Ａ
で
解
説
し
ま
す
。
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｑ
．
手
根
管
症
候
群
と
は
？

Ａ
．
手
の
し
び
れ
の
原
因
と
な
る
代
表
的
な
病
気
の
一
つ
で
す
。
手
首
に
は
骨
と
靭じ

ん
た
い帯

で
囲
ま

れ
た
手
根
管
と
い
う
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
。　

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
母ぼ

し指
（
親
指
）・
示じ

し指
（
人

さ
し
指
）・
中
指
と
環か

ん

指し

（
薬
指
）
の
母
指
側
半
分
に
枝
を
送
っ
て
い
る
神
経
（
正せ

い

中ち
ゅ
う

神
経
）
が
通

過
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
こ
の
た
め
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
神
経
が
圧
迫
さ
れ
る
と
枝
を
送
る
母

指
（
親
指
）・
示
指
・
中
指
と
環
指
の
母
指
側
半
分
の
指
先
に
し
び
れ
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

放置していませんか？
朝の手のしびれ

整形外科副部長　藤
ふじわら

原 達
たつ

司
じ
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早
期
で
あ
れ
ば
ト
ン
ネ
ル
内
の
神
経
の
ダ
メ
ー
ジ
は
軽
度
で
、
手
首
を
安
静
に
保
つ
こ
と
で
手

術
を
し
な
く
て
も
治
す
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
し
び
れ
た
状
態
を
長
期
間
放
置

す
れ
ば
、ト
ン
ネ
ル
内
の
神
経
の
ダ
メ
ー
ジ
が
進
行
し
、親
指
の
付
け
根
の
筋
肉
が
や
せ
て
し
ま
い
、

う
ま
く
も
の
を
つ
ま
む
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
元
の
状
態
に
戻
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
．
朝
、
手
が
し
び
れ
る
の
は
な
ぜ
？

Ａ
．「
朝
方
に
手
が
し
び
れ
る
」
の
は
手
根
管
症
候
群
に
特
徴
的
な
症
状
で
す
。
疼と

う
つ
う痛

を
伴
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、「
夜
間
に
手
の
し
び
れ
が
強
く
な
る
」
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
理
由
は
、
朝

方
も
し
く
は
夜
中
は
日
中
に
比
べ
て
「
血
圧
が
低
下
」
す
る
た
め
で
す
。

正
座
を
長
く
す
る
と
足
が
し
び
れ
て
痛
く
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
立
つ
の
も
困
難
に
な
る
と

い
っ
た
経
験
は
誰
し
も
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
足
へ
の
血
流
が
一
時
的
に
悪
く
な
る
た

め
で
す
。
こ
れ
と
同
様
、
朝
方
に
血
圧
が
低
下
す
れ
ば
、
手
首
の
ト
ン
ネ
ル
内
（
手
根
管
）
で
圧

迫
を
受
け
て
い
る
神
経
へ
の
血
流
は
さ
ら
に
悪
く
な
り
、
そ
の
結
果
朝
方
に
手
の
し
び
れ
や
痛
み

が
生
じ
た
り
悪
化
し
た
り
し
ま
す
。

Ｑ
．
診
断
に
は
ど
の
よ
う
な
検
査
が
必
要
か
？

Ａ
．
手
首
を
図
の
よ
う
に
手
の
ひ
ら
側
に
曲
げ
る
と
、
ト
ン
ネ
ル
内
（
手
根
管
）
で
神
経
が
圧

迫
さ
れ
、
神
経
へ
の
血
流
が
悪
く
な
り
、
し
び
れ
が
増
強
し
ま
す
。
こ
れ
は
フ
ァ
ー
レ
ン
テ
ス
ト

と
呼
ば
れ
る
誘
発
テ
ス
ト
（
図
２
）
で
通
常
１
分
間
行
い
判
断
し
ま
す
。
こ
れ
で
し
び
れ
が
増
強

し
な
け
れ
ば
「
手
根
管
症
候
群
で
は
な
い
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
簡
単
な
方
法
で
す
か
ら
自
分

で
行
う
こ
と
も
可
能
で
、
目
安
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

図２　ファーレンテスト
図１　手根管と神経（正中神経）の関係



242

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
お
話
―
―
骨
・
関
節
の
病
気

第
１1
章

こ
の
よ
う
な
検
査
で
手
根
管
症
候
群
が
疑
わ
れ
た
場
合
、
次
に
行
う
の

が
、「
電
気
生
理
検
査
」
で
す
。
神
経
に
電
気
を
流
し
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
の

神
経
の
異
常
を
調
べ
ま
す
。
こ
れ
で
異
常
を
認
め
れ
ば
ト
ン
ネ
ル
内
で
神

経
が
、
ど
の
く
ら
い
ま
た
ど
の
よ
う
に
圧
迫
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
ま
す
。

こ
れ
に
は
超
音
波
検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
の
電
気

生
理
検
査
が
「
神
経
の
質
」
の
評
価
と
す
る
と
、
超
音
波
検
査
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ

は
「
神
経
の
形
」
の
評
価
に
な
り
ま
す
。

超
音
波
検
査
は
安
全
か
つ
安
価
に
神
経
の
圧
迫
の
有
無
を
確
認
で
き
る

検
査
で
す
。
手
術
し
た
場
合
に
は
術
後
に
も
行
い
、
術
前
の
も
の
と
比
較

し
て
、
き
ち
ん
と
神
経
が
〝
正
常
な
形
〞
に
回
復
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

検
査
を
し
な
が
ら
一
緒
に
確
認
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
は
以
前
は
神
経
の
圧
迫
を
平
面
で
確
認
す
る
方
法
し
か

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
、
特
殊
な
撮
影
法
が
開
発
さ
れ
て
、「
立
体
的
な
神
経
の
観
察
」
が
可

能
と
な
り
、
今
ま
で
の
評
価
法
に
加
え
て
よ
り
厳
密
な
術
前
評
価
に
役
立
て
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

以
上
、
手
の
し
び
れ
を
引
き
起
こ
す
病
気
は
幾
つ
か
あ
り
、
本
当
に
ト
ン
ネ
ル
内
で
神
経
が
圧

迫
さ
れ
て
し
び
れ
が
生
じ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
複
数
の
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
正
確
な
診
断
を
行
う
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
治
療
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
？

Ａ
．「
手
術
を
し
な
い
保
存
療
法
」
と
「
手
術
療
法
」
が
あ
り
ま
す
。
早
期
で
親
指
の
付
け
根
の

筋
肉
が
や
せ
て
い
な
い
場
合
は
保
存
療
法
で
の
改
善
が
見
込
め
ま
す
。
保
存
療
法
に
は
手
首
を
装

写真１

手術前：神経の著明な圧迫を認める（矢印）

手術後：神経は元の形に復元している（矢印）

写真２　MRI 検査：トンネル内で
の神経の圧迫を認める（矢印）
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具
で
固
定
し
安
静
を
保
つ
方
法
や
、
神
経
の
回
復
を
促
す
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
服
用
、
疼
痛
が
強
く
早

期
に
鎮
痛
が
必
要
な
場
合
に
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の
内
服
な
ど
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
で
改
善
し
な
い
場
合
や
、
親
指
の
付
け
根
の
筋
肉
が
や
せ
て
い
る
場
合
は
手
術
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
手
術
で
は
手
首
の
手
の
ひ
ら
側
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
切
開
し
神
経
の
圧
迫
を

取
り
ま
す
。
切
開
す
る
皮
膚
を
な
る
べ
く
小
さ
く
し
、
術
後
目
立
た
な
い
傷
に
な
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

早
め
の
検
査
・
治
療
を
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

手
の
し
び
れ
を
引
き
起
こ
す
病
気
と
し
て
代
表
的
な
手
根
管
症
候
群
を
紹
介
し
ま
し
た
。
早
期

に
治
療
を
開
始
す
れ
ば
、
手
術
を
受
け
ず
に
済
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

朝
の
手
の
し
び
れ
を
継
続
し
て
感
じ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
一
度
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

写真３　術後の手の写真：右（矢印）が手術をした手、
左は手術していない手
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目
覚
ま
し
く
進
歩
す
る
治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

関
節
リ
ウ
マ
チ
（
リ
ウ
マ
チ
）
の
治
療
は
、
生
物
学
的
製
剤
を
含
む
新
し
い
薬
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
飛
躍
的
に
進
歩
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
治
癒
し
た
患
者
さ
ん

が
お
ら
れ
ま
す
。
約
10
年
前
に
は
治
る
な
ど
考
え
も
し
な
か
っ
た
関
節
リ
ウ
マ
チ
で
す
が
、
治
る

こ
と
が
あ
る
と
い
う
希
望
を
も
て
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
治
療
は
今
な
お
進
歩

し
続
け
て
お
り
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
治
療
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
体
の
防
衛
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
免
疫
の
異
常
に
よ
っ
て
関
節
に
炎
症
が
起
こ

り
、
腫
れ
や
痛
み
が
生
じ
る
病
気
で
す
。
適
切
な
治
療
を
受
け
ず
に
炎
症
が
長
引
く
と
、
骨
が
破

壊
さ
れ
関
節
が
変
形
し
て
し
ま
い
ま
す
。
非
常
に
激
し
い
関
節
の
痛
み
や
、
関
節
の
変
形
に
よ
る

動
作
の
不
自
由
さ
か
ら
、
患
者
さ
ん
は
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
す
。

診
断
の
方
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腫
れ
や
痛
み
の
あ
る
関
節
の
数
、
採
血
結
果
、
症
状
の
続
い
て
い
る
期
間
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
所
見

な
ど
か
ら
行
い
ま
す
。

治
療
の
目
標
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

治
療
の
目
的
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
た
め
に
体
が
不
自
由
に
な
ら
な
い
状
態
が
長
期
間
続
く
よ

リウマチが治るって本当？
免疫リウマチ科主任部長　藤

ふじわら

原 弘
ひろ

士
し
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う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
治
療
目
標
は
、寛か

ん
か
い解

（
病
気
の
活
動
性
、勢
い
が
ま
っ

た
く
な
い
状
態
）
ま
た
は
活
動
性
の
低
い
状
態
を
治
療
に
よ
っ
て
達
成
し
、
そ
れ
を
維
持
す
る
こ

と
で
す
（
図
１
）。

次
に
治
療
薬
の
種
類
を
挙
げ
ま
す
。

１
．
飲
み
薬
の
リ
ウ
マ
チ
治
療
薬
（
従
来
型
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
）

メ
ト
ト
レ
キ
サ
ー
ト
（
Ｍ
Ｔ
Ｘ
、
商
品
名
／
リ
ウ
マ
ト
レ
ッ
ク
ス
、
メ
ト
レ
ー
ト
な
ど
）、
ブ
シ

ラ
ミ
ン
（
商
品
名
／
リ
マ
チ
ル
な
ど
）、
サ
ラ
ゾ
ス
ル
フ
ァ
ピ
リ
ジ
ン
（
商
品
名
／
ア
ザ
ル
フ
ィ
ジ

ン
な
ど
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

２
．
生
物
学
的
製
剤

生
物
学
的
製
剤
は
最
新
技
術
を
駆
使
し
て
開
発
さ
れ
た
新
し
い
薬
で
、
生
物
が
産
生
し
た
タ
ン

パ
ク
質
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
体
内
の
悪
い
も
の
だ
け
に
効
く
よ
う
に
設
計
さ
れ
、

か
つ
人
間
の
生
体
内
に
存
在
す
る
よ
う
な
形
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
形
で
作
ら
れ
た
薬
で
す
。

２
０
１
5
年
１
月
現
在
、
日
本
で
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る
生
物
学
的
製
剤
が
７
種
類
あ
り

ま
す
（
図
２
）。
い
ず
れ
も
非
常
に
良
く
効
く
の
が
特
徴
で
す
（
70
〜
90
％
の
人
に
有
効
。
20
〜

70
％
の
人
が
寛
解
に
な
る
）。
そ
し
て
、
生
物
学
的
製
剤
で
リ
ウ
マ
チ
が
治
る
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ
（
商
品
名
／
レ
ミ
ケ
ー
ド
／
イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ
Ｂ
Ｓ
）、

ア
ダ
リ
ム
マ
ブ
（
商
品
名
／
ヒ
ュ
ミ
ラ
）、
エ
タ
ネ
ル
セ
プ
ト
（
商
品
名
／
エ
ン
ブ
レ
ル
）、
ト
シ

リ
ズ
マ
ブ
（
商
品
名
／
ア
ク
テ
ム
ラ
）、
ア
バ
タ
セ
プ
ト
（
商
品
名
／
オ
レ
ン
シ
ア
）、
ゴ
リ
ム
マ

ブ
（
商
品
名
／
シ
ン
ポ
ニ
ー
）、セ
ル
ト
リ
ズ
マ
ブ
ペ
ゴ
ル
（
商
品
名
／
シ
ム
ジ
ア
）
の
７
種
類
で
す
。

飲み薬のリウマチ治療薬
生物学的製剤

リハビリ

関節の変形関節の変形

手術手術

寝たきり寝たきり
介護介護手術

高～中
活動性

車いす
寝たきり

脳血管障害
心筋梗塞、
肺炎、肺障害
悪性リンパ腫

寛解
低い活動性
達成→維持

長期に
自由に生活できる

図1　関節リウマチの治療



246

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
お
話
―
―
骨
・
関
節
の
病
気

第
１1
章

３
．
ヤ
ヌ
ス
キ
ナ
ー
ゼ
（
Ｊ
Ａ
Ｋ
）
阻
害
剤

２
０
１
３
年
に
発
売
さ
れ
た
有
効
性
の
高
い
新
し
い
飲
み
薬
。
一
般
的
に
は
、
従
来
型
抗
リ
ウ

マ
チ
薬
と
生
物
学
的
製
剤
が
無
効
の
時
に
使
わ
れ
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
・
バ
イ
オ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
役
割
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

関
節
リ
ウ
マ
チ
に
非
常
に
有
効
性
の
高
い
生
物
学
的
製
剤
（
バ
イ
オ
）
あ
る
い
は
新
規
治
療
薬

を
、安
全
に
そ
し
て
安
心
し
て
使
う
―
―
そ
の
支
援
を
め
ざ
し
て
２
０
１
２
年
、大
阪
府
立
急
性
期
・

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
日
常
診
療
で
も
時
に
起
こ
る
合
併
症
発
生
時
の
対
処
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
は
日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
教
育
施
設
・
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
教

育
施
設
・
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
指
定
施
設
・
呼
吸
器
学
会
認
定
施
設
で
、
二
次
・
三
次
の
両

方
の
救
急
診
療
を
行
い
、
か
つ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
・
Ｓ
Ｃ
Ｕ
な
ど
の
集
中
管
理
の
で
き
る
病
棟
も

あ
り
ま
す
の
で
、
最
高
水
準
の
合
併
症
対
応
が
で
き
ま
す
。

希
望
を
も
っ
て
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

リ
ウ
マ
チ
治
療
は
進
歩
し
ま
し
た
。
良
く
な
る
と
信
じ
て
、
そ
し
て
医
学
の
進
歩
が
今
後
も
続

く
こ
と
を
信
じ
て
、
希
望
を
も
っ
て
治
療
を
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

標的   ＴＮＦ   Ｔ細胞 IL-6
薬剤名 インフリキシマブ アダリムマブ セルトリズマブ エタネルセプト ゴリムマブ アバタセプト トシリズマブ
   ペゴル

商品名 レミケード ヒュミラ シムジア エンブレル シンポニー オレンシア アクテムラ
 インフリキシマブ

 ＢＳ

投与法  点滴 皮下注射 皮下注射 皮下注射 皮下注射 点滴 点滴
   自己可能 自己可能 自己可能 病院のみ 皮下注射 皮下注射

投与間隔  4～8週間 ２週 ２週 １週 ４週 点滴４週 点滴４週
  開始時は異なる     皮下注射１週 皮下注射２週

MTX併用 必須 原則併用         併用した方が良い  併用が
       少しだけ良い

発売年 2003 2008 2013 2005 2011 2010 2008

図 2　関節リウマチ：生物学的製剤 2015.1
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白
内
障
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

白
内
障
は
、
カ
メ
ラ
で
い
え
ば
レ
ン
ズ
に
相
当
す
る
水す

い

晶し
ょ
う

体た
い

が
濁
る
病
気
で
す
。
目
の
奥
に
き

れ
い
な
光
が
入
ら
な
い
た
め
に
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
（
図
１
、２
）。
症
状
と
し
て
は
、
基
本
的

に
進
行
す
る
と
視
力
低
下
を
き
た
し
ま
す
が
、
濁
り
方
（
水
晶
体
の
核
、
皮
質
な
ど
の
混
濁
部
位

や
程
度
）
に
は
個
人
差
が
あ
る
た
め
に
、
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
か
す
み
、

ま
ぶ
し
さ
、
二
重
に
見
え
る
、
と
く
に
明
る
い
所
で
見
え
に
く
い
、
な
ど
で
す
。

白
内
障
の
原
因
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
部
分
は
加か

齢れ
い
せ
い
へ
ん

性
変
化か

で
、
加
齢
と
と
も
に
増
加
し
80
歳
以
上
で
は
大
多
数
発
症
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
糖
尿
病
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
病
気
に
併
発
し
て
起
こ
る
白
内
障
、
ス
テ
ロ
イ
ド

剤
に
よ
る
薬
剤
性
の
白
内
障
、
ぶ
ど
う
膜
炎
な
ど
の
目
の
病
気
に
併
発
す
る
白
内
障
、
さ
ら
に
外

傷
が
原
因
に
な
る
場
合
や
先
天
性
の
白
内
障
も
あ
り
ま
す
。

治
療
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

点
眼
治
療
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
（
進
行
を
遅
く
で
き
る
か
と
い
う
程
度
）、
症
状
を
改
善
さ
せ

る
唯
一
の
治
療
法
は
手
術
で
す
。
視
力
低
下
や
か
す
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
ひ
ど
く
な
り
、
日
常

生
活
に
支
障
が
出
て
き
た
ら
行
い
ま
す
。

麻
酔
は
局
所
麻
酔
で
行
い
、
大
多
数
は
超
音
波
で
水
晶
体
を
砕
い
た
後
に
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
２
〜
３
㎜
の
小
さ
い
傷
口
か
ら
器
械
を
入
れ
て
水
晶
体
の
核
を
水
で
流
し
な
が
ら
超

白内障と眼内レンズの
分かりやすいお話

眼科主任部長　内
うちほり

堀 恭
やすたか

孝
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音
波
で
砕
い
て
吸
引
し
（
図
３
）、
そ
の
後
に
核
の
周
り
の
比
較
的
柔
ら
か
い
皮
質
を
吸
引
し
ま
す
。

水
晶
体
は
レ
ン
ズ
で
す
か
ら
、
レ
ン
ズ
を
取
っ
て
し
ま
う
と
目
の
奥
の
網
膜
（
光
を
感
じ
る
膜
）
に

全
く
ピ
ン
ト
が
合
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
水
晶
体
に
代
わ
る
人
工
の
レ
ン
ズ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の

眼が
ん
な
い内

レ
ン
ズ
を
水
晶
体
の
袋
の
一
部
を
残
し
、
こ
の
中
に
入
れ
ま
す
（
図
４
）。
超ち

ょ
う

音お
ん

波ぱ

乳に
ゅ
う

化か

吸き
ゅ
う

引い
ん

術じ
ゅ
つ

で
行
っ
た
場
合
の
手
術
時
間
は
10
〜
20
分
程
度
で
す
が
、時
に
は
30
〜
60
分
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
白
内
障
の
な
か
に
は
核
が
非
常
に
硬
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
傷

口
を
大
き
く
し
て
（
約
11
㎜
）
核
を
そ
の
ま
ま
取
り
出
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

通
常
は
眼
内
レ
ン
ズ
を
同
時
に
入
れ
る
の
で
す
が
、
水
晶
体
の
支
え
が
非
常
に
弱
い
場
合
は
袋

を
残
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
眼
内
レ
ン
ズ
を
糸
で
目
に
固
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
手
術

時
間
が
１
時
間
以
上
か
か
る
た
め
に
通
常
２
回
に
分
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

眼
内
レ
ン
ズ
に
つ
い
て
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

眼
内
レ
ン
ズ
の
直
径
は
５
・
５
〜
６
・
０
㎜
で
２
本
の
ル
ー
プ
が
付
い
て
お
り
、
こ
れ
で
水
晶
体

の
袋
に
は
ま
り
込
み
ま
す
。
一
般
的
に
折
り
た
た
ん
で
目
の
中
に
入
れ
ま
す
。
こ
の
お
か
げ
で
以

前
よ
り
も
小
さ
い
傷
口
か
ら
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
眼
内
レ
ン
ズ
は
例
外
的
な
場
合

を
除
い
て
一
生
も
ち
、
交
換
の
必
要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

眼
内
レ
ン
ズ
の
種
類
は
単
焦
点
レ
ン
ズ
と
多
焦
点
レ
ン
ズ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
現
在
は
前
者
が

主
流
で
す
。
後
者
は
遠
近
と
も
に
ピ
ン
ト
が
合
い
ま
す
が
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
色
の
鮮
や
か
さ
が

劣
り
、
費
用
が
非
常
に
高
額
に
な
り
ま
す
。
前
者
の
場
合
は
ピ
ン
ト
が
合
う
範
囲
が
限
ら
れ
る
た

め
に
（
調
節
力
が
な
く
な
る
）
眼
鏡
で
の
微
調
整
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
見
え
方
の
質
は
後
者

角膜

虹彩

水晶体

網膜

硝子体

図1　正常な眼図2　白内障の眼
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よ
り
も
優
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ン
ト
の
合
う
距
離
の
決
め
方
と
し
て
、
例
え
ば
読
書
の
お
好
き
な
方
は
近
く
に
、
車
の
運
転

な
ど
遠
く
を
よ
く
見
る
方
は
遠
方
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
ま
す
。
ほ
か
に
元
々
ど
の
距
離
に
ピ
ン
ト

が
合
っ
て
い
た
か
（
近
視
や
遠
視
の
程
度
）
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
ま
す
。

合
併
症
の
恐
れ
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

手
術
機
器
や
眼
内
レ
ン
ズ
の
進
歩
お
よ
び
抗
菌
剤
な
ど
に
よ
り
、
安
全
な
手
術
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
が
、
危
険
性
（
合
併
症
）
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
点
眼
や
日
に
ち
薬
な

ど
で
落
ち
着
い
て
い
く
合
併
症
と
、
万
事
を
尽
く
し
て
も
救
え
な
い
合
併
症
が
あ
り
ま
す
。

大
半
は
前
者
で
、
具
体
的
に
は
一
般
的
な
目
の
中
の
炎
症
（
前ぜ

ん
ぼ
う
な
い

房
内
炎
症
）、
白
目
の
充
血
（
結

膜
充
血
）、
白
目
の
出
血
（
結
膜
下
出
血
）、
黒
目
の
は
れ
（
角
膜
浮ふ

腫し
ゅ

）、
一
過
性
眼
圧
上
昇
や
手

術
後
数
か
月
以
降
に
起
こ
る
後こ

う
は
つ
は
く
な
い

発
白
内
障し

ょ
う

（
後こ

う
の
う嚢

と
い
う
袋
の
濁
り
）
な
ど
で
す
。

後
者
（
怖
い
合
併
症
）
と
し
て
は
術じ

ゅ
つ

後ご

感か
ん
せ
ん染

（
２
千
人
に
１
人
程
度
）、
駆
逐
性
出
血
（
目
の
奥

の
特
殊
な
出
血
で
１
万
人
に
１
人
程
度
）
や
網
膜
剥
離
な
ど
で
す
。
頻
度
は
ま
れ
で
す
が
ゼ
ロ
で

は
な
く
、
失
明
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
も
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

術
後
の
経
過
と
注
意
点
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

手
術
後
の
経
過
観
察
は
必
要
で
す
（
主
に
通
院
）。
診
察
の
間
隔
は
落
ち
着
く
ほ
ど
延
ば
し
ま
す
。

手
術
後
の
症
状
で
す
が
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
な
ど
の
自
覚
症
状
は
徐
々
に
軽
快
し
ま
す
。
ま
た
、
例

え
ば
水
晶
体
の
核
が
非
常
に
硬
い
場
合
は
、
し
ば
ら
く
霧
が
か
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
あ

図3　白内障手術　水晶体の吸引図4　白内障手術　眼内レンズの挿入
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り
ま
す
が
、
徐
々
に
改
善
し
ま
す
。

投
薬
と
し
て
感
染
予
防
や
炎
症
に
対
し
て
当
科
で
は
抗
菌
剤
お
よ
び
炎
症
止
め
の
合
計
３
種
類
の

点
眼
を
処
方
し
て
い
ま
す
（
期
間
は
３
か
月
程
度
で
す
が
個
人
差
あ
り
）。
大
半
の
合
併
症
は
点
眼

な
ど
で
徐
々
に
良
く
な
り
ま
す
が
、
細
菌
感
染
に
よ
る
怖
い
合
併
症
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
先
で
後
発

白
内
障
（
袋
の
濁
り
）
に
対
し
て
ヤ
グ
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
外
来
で
可
能
）。

手
術
後
の
注
意
点
と
し
て
洗
顔
や
入
浴
は
１
週
間
ほ
ど
感
染
予
防
の
た
め
に
制
限
し
て
い
ま
す

（
顔
を
拭
く
、
あ
る
い
は
首
か
ら
下
だ
け
入
浴
す
る
こ
と
は
手
術
の
翌
日
か
ら
可
能
）。
ま
た
目
を

強
く
こ
す
っ
た
り
、
物
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

以
前
と
比
べ
て
安
全
な
手
術
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
日
帰
り
手
術
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
入
院
し
た
の
と
同
じ
心
構
え
で
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

眼
鏡
の
件
で
す
が
、
基
本
的
に
は
必
要
な
時
に
か
け
て
く
だ
さ
い
。
手
術
後
し
ば
ら
く
は
度
数

が
変
動
し
ま
す
の
で
、
２
〜
３
か
月
し
て
安
定
す
れ
ば
正
式
に
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
術
後
の
視
力
は
ど
の
程
度
良
く
な
る
の
か
、
と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
。「
良
く
見
え
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
喜
ば
れ
る
患
者
さ
ん
は
、
白
内
障
以
外
の
目
の
病
気
が
な
い
方
か
、
あ
っ
て

も
少
な
く
と
も
黄お

う
は
ん斑

部
（
視
力
を
出
す
う
え
で
一
番
大
事
な
場
所
）
の
状
態
が
良
い
方
で
す
。
手

術
前
か
ら
あ
る
程
度
分
か
っ
て
い
る
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
白
内
障
の
た
め
に
目
の
奥
が
は
っ
き

り
と
見
え
ず
に
手
術
後
に
初
め
て
分
か
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

白
内
障
手
術
は
以
前
と
比
べ
て
格
段
に
進
歩
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
20
歳
の
と
き
の
見
え

方
に
戻
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
手
術
で
す
か
ら
怖
い
合
併
症
が
皆
無
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
担

当
の
眼
科
医
と
よ
く
相
談
し
て
お
決
め
く
だ
さ
い
。
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緑
内
障
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

緑り
ょ
く

内な
い

障し
ょ
う

と
は
、
視
神
経
が
障
害
を
受
け
る
た
め
に
視
野
が
欠
け
て
い
く
病
気
で
す
。
通
常
、
末
期
に

な
る
ま
で
視
力
は
あ
ま
り
低
下
し
ま
せ
ん
。
目
の
内
部
に
は
酸
素
や
栄
養
を
運
ぶ
房ぼ

う
す
い水

が
循
環
し
て
お

り（
図
１
）、房
水
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
圧
力（
眼が

ん
あ
つ圧

）が
高
く
な
る
と
目
の
奥
に
あ
る
視し

神し
ん
け
い経

乳に
ゅ
う

頭と
う（

目

の
中
に
神
経
や
血
管
が
入
る
場
所
）
に
負
担
が
か
か
り
、
視
神
経
に
障
害
を
も
た
ら
し
ま
す
（
図
２
）。

40
歳
以
上
の
５
％
（
１
／
20
人
）
が
罹り

患か
ん

し
、
さ
ら
に
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
増
加
し
ま
す
。

現
在
、
失
明
原
因
の
第
１
位
で
す
。

緑
内
障
の
種
類
お
よ
び
症
状
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

緑
内
障
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
で
重
要
な
の
は
次
の
2
種
類
で
す
。

眼
圧
上
昇
機
序
と
し
て
、
房
水
の
流
出
路
（
隅ぐ

う
か
く角

）
に
あ
る
線せ

ん

維い

柱ち
ゅ
う

帯た
い

（
一
種
の
フ
ィ
ル
タ
ー
）

の
目
詰
ま
り
に
よ
っ
て
起
こ
る
開か

い
ほ
う
ぐ
う
か
く

放
隅
角
緑
内
障
と
、
虹
彩
の
根
元
が
線
維
柱
帯
を
ふ
さ
い
で
し

ま
う
閉へ

い
そ
く
ぐ
う
か
く

塞
隅
角
緑
内
障
で
す
（
図
３
）。

こ
れ
ま
で
は
眼
圧
の
正
常
範
囲
（
10
〜
21
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
）
を
超
え
る
と
緑
内
障
に
な
り
や
す
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
視
神
経
の
構
造
上
の
強
度
に
は
個
人
差
が
あ
る
た
め
に
安
全

な
眼
圧
は
各
人
で
異
な
り
ま
す
。
眼
圧
が
正
常
で
も
緑
内
障
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
実

際
は
正せ

い

常じ
ょ
う

眼が
ん
あ
つ圧

緑
内
障
が
緑
内
障
全
体
の
約
７
割
と
大
多
数
を
占
め
ま
す
）。

一
方
、
眼
圧
が
高
く
て
も
視
神
経
障
害
が
な
い
高
眼
圧
症
も
あ
り
ま
す
。
通
常
、
眼
圧
を
各
人

に
と
っ
て
安
全
な
領
域
ま
で
下
降
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
視
野
障
害
の
進
行
は
遅
く
な
り
ま
す
。
自

緑内障はどんな病気？
どう治す？
眼科主任部長　内

うちほり

堀 恭
やすたか

孝
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覚
症
状
は
、
大
多
数
の
開
放
隅
角
緑
内
障
で
は
目
の
痛
み
や
視
力
低
下
は
な
く
主
に
視し

や野
障し

ょ
う

害が
い

で

す
。
片
方
の
目
の
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
、
も
う
一
方
の
目
が
補
う
た
め
に
自
身
で
は
視
野
欠
損

に
は
な
か
な
か
気
づ
き
ま
せ
ん
。
末
期
ま
で
自
覚
症
状
は
乏
し
い
の
で
す
。

ま
た
、閉
塞
隅
角
緑
内
障
に
よ
る
急
激
な
眼
圧
上
昇
の
際
に
は
目
の
痛
み
、白
目（
結
膜
）の
充
血
、

視
力
低
下
、
か
す
み
に
加
え
て
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔お

う

吐と

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
遠
視
の
女

性
が
か
か
り
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

緑
内
障
の
タ
イ
プ
と
し
て
、
ほ
か
に
は
目
や
体
の
病
気
が
原
因
で
起
こ
る
続
発
緑
内
障
や
生
ま

れ
つ
き
の
先
天
緑
内
障
も
あ
り
ま
す
。

検
査
の
方
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

眼
圧
が
正
常
な
緑
内
障
が
約
7
割
と
は
い
え
、
眼
圧
測
定
が
重
要
な
検
査
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
緑
内
障
は
眼
底
検
査
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
視
神
経
乳
頭
や
そ
の
周
囲
を
観

察
す
る
こ
と
は
重
要
で
、
さ
ら
に
早
期
発
見
の
た
め
に
光
干
渉
断
層
計
の
意
義
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

緑
内
障
は
視
野
が
欠
け
る
病
気
で
す
の
で
視し

や野
検け

ん

査さ

は
進
行
判
定
に
も
有
用
で
す
。
ま
た
、
開

放
隅
角
か
閉
塞
隅
角
か
で
治
療
方
針
が
異
な
り
ま
す
の
で
隅
角
検
査
も
必
要
で
す
。

薬
物
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

緑
内
障
に
よ
っ
て
障
害
を
受
け
た
視
神
経
は
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
が
、
進
行
を
遅
く
す
る
た
め

に
は
眼
圧
を
下
げ
る
こ
と
が
唯
一
確
か
な
治
療
法
で
す
。
開
放
隅
角
緑
内
障
で
は
一
般
的
に
ま
ず

薬
物
療
法
で
す
。
主
に
点
眼
に
よ
る
治
療
で
、
房
水
の
産
生
を
低
下
さ
せ
る
も
の
と
流
出
を
促
進

眼圧上昇

視神経

視神経乳頭の萎縮

圧迫圧迫

シュレム管

毛様体 硝子体

水晶体

虹彩

房水の流れ①線維柱帯
　流出路

②ぶどう膜強膜
　流出路
②ぶどう膜強膜
　流出路

図2　視神経の障害部位

図1　房水の流れ
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す
る
も
の
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
関
連
薬
や
ベ
ー
タ
遮
断
薬
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
点
眼
が
あ
り
、
緑
内
障
の

種
類
、
眼
圧
、
視
野
障
害
の
程
度
な
ど
で
選
択
し
ま
す
。
2
種
類
以
上
の
点
眼
を
処
方
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ほ
か
の
目
の
病
気
が
原
因
と
な
っ
て
緑
内
障
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

際
に
は
原
因
疾
患
の
治
療
も
必
要
で
す
。

レ
ー
ザ
ー
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

開
放
隅
角
緑
内
障
に
対
す
る
レ
ー
ザ
ー
治
療
は
、
隅
角
の
線
維
柱
帯
に
照
射
し
て
フ
ィ
ル
タ
ー

の
網
目
を
開
大
し
房
水
流
出
を
促
進
さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
効
果
は
限
定
的
で
す
。

閉
塞
隅
角
緑
内
障
あ
る
い
は
隅
角
の
狭
い
患
者
さ
ん
の
場
合
は
、
緑
内
障
治
療
も
し
く
は
緑
内

障
発
作
予
防
目
的
で
行
い
ま
す
。
房
水
が
水
晶
体
と
虹
彩
の
隙
間
を
通
っ
て
前
方
に
出
て
き
ま
す

が
、
こ
の
部
位
で
通
過
障
害
が
あ
る
と
虹
彩
が
膨
ら
ん
で
線
維
柱
帯
を
ふ
さ
ぎ
、
高
度
の
眼
圧
上

昇
を
き
た
し
ま
す
（
図
１
、３
）。
虹
彩
の
周
辺
部
に
小
さ
な
孔
を
開
け
て
一
種
の
ガ
ス
抜
き
を
す

る
こ
と
で
閉
塞
部
位
が
広
が
り
眼
圧
が
下
が
り
ま
す
（
図
４
）。

手
術
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

開
放
隅
角
緑
内
障
で
、
薬
物
療
法
な
ど
で
も
眼
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困
難
な
際
に
は
手
術
と
な

り
ま
す
。
術
式
と
し
て
主
に
線せ

ん

維い

柱ち
ゅ
う

帯た
い
せ
つ
じ
ょ

切
除
術じ

ゅ
つ

と
線せ

ん

維い

柱ち
ゅ
う

帯た
い
せ
っ
か
い

切
開
術じ

ゅ
つ

が
あ
り
ま
す
（
図
４
）。
ど
ち

ら
も
房
水
の
流
出
を
促
す
手
術
で
す
。

角膜

虹彩

線維柱帯
シュレム管

線維柱帯
シュレム管

水晶体

開放隅角緑内障 閉塞隅角緑内障

水晶体

虹彩 角膜

図3　開放隅角緑内障と閉塞隅角緑内障
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い
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に

前
者
は
、
房
水
を
結
膜
下
に
流
す
バ
イ
パ
ス
を
作
る
手
術
で
眼
圧
下
降
効
果
は
優
れ
て
い
る
も
の
の

感
染
症
な
ど
の
合
併
症
が
後
者
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。
後
者
は
、
線
維
柱
帯
の
目
詰
ま
り
を
特
殊
な
器

具
で
切
開
し
ま
す
。
例
え
れ
ば
、ご
み
や
落
ち
葉
が
詰
ま
っ
た
下
水
管
を
掃
除
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

目
の
中
に
血
液
が
逆
流
す
る
た
め
に
術
後
し
ば
ら
く
は
、
か
な
り
ぼ
や
け
て
見
え
ま
す
が
、
怖

い
合
併
症
は
少
な
い
で
す
。
し
か
し
、
眼
圧
下
降
効
果
は
前
者
よ
り
も
劣
り
ま
す
。
手
術
に
よ
っ

て
も
障
害
さ
れ
た
視
神
経
は
基
本
的
に
は
回
復
困
難
で
す
が
、
眼
圧
下
降
に
よ
り
進
行
を
遅
ら
せ

る
意
義
は
あ
り
ま
す
。

閉
塞
隅
角
緑
内
障
に
対
し
て
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
飛
び
越
え
て
緑
内
障
治
療
を
目
的
と
し
た
白

内
障
手
術
を
行
う
こ
と
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
眼
圧
上
昇
の
原
因
が
水
晶
体
に
あ
る

こ
と
が
多
く
、
根
本
的
な
要
因
を
取
り
除
く
目
的
で
す
。

術
後
管
理
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

手
術
が
終
わ
れ
ば
診
察
も
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
眼
圧
測
定
や
視
野
検
査
な
ど
も
含
め
た

定
期
的
な
診
察
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
薬
物
療
法
も
続
行
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
く
に
、
線
維
柱
帯
切
除
術
後
で
は
レ
ー
ザ
ー
で
糸
を
切
っ
て
房
水
の
流
出
量
を
調
節
し
た
り
、

細
い
針
を
使
っ
て
結
膜
の
癒
着
を
外
し
た
り
す
る
処
置
を
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

最
後
に
、
ど
の
病
気
で
も
そ
う
で
す
が
、
緑
内
障
も
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。
知
ら
な
い
間
に

視
野
が
欠
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
目
安
と
し
て
は
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
眼
科
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
を
年
に
１
回
は
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
緑
内
障
の
患
者
さ
ん
と
眼
科
医
と
は
長
い
付
き
合
い

に
な
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
病
気
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

トラベクロトーム

シュレム管

線維柱帯

房水の流れ

切除部位

線維柱帯切開術

レーザー虹彩切開術

線維柱帯切除術

図4　 緑内障治療法（レーザー虹彩切開術、線維柱帯切除術、線維柱
帯切開術）
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糖
尿
病
と
目
の
障
害
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人
体
の
器
官
は
主
に
血
液
か
ら
酸
素
や
栄
養
の
供
給
を
受
け
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
糖
尿
病

を
長
期
間
わ
ず
ら
う
と
毛
細
血
管
が
閉
塞
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
器
官
で
酸
素
・
栄
養
不
足
と
な
り
障

害
を
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
目
は
最
も
影
響
を
受
け
る
器
官
の
一
つ
で
、
光
を
受
け
取
る
網

膜
の
血
管
が
閉
塞
し
て
、
最
終
的
に
は
失
明
し
ま
す
。

網
膜
と
は
目
の
中
に
入
っ
て
き
た
光
を
受
け
取
っ
て
電
気
信
号
に
変
え
、
脳
に
伝
え
る
カ
メ
ラ

の
フ
ィ
ル
ム
の
よ
う
な
役
割
を
し
て
お
り
、
目
の
中
で
最
も
重
要
な
組
織
で
す
。
網
膜
の
中
心
に

は
黄お

う
は
ん斑

と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
、
色
や
形
を
認
識
す
る
視
細
胞
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

黄
斑
は
直
径
２
㎜
程
度
の
狭
い
範
囲
で
す
が
、
人
間
の
視
覚
機
能
の
大
部
分
を
受
け
持
っ
て
い

て
、
黄
斑
に
障
害
が
あ
れ
ば
、
ほ
か
に
問
題
が
な
く
て
も
著
し
く
視
力
が
低
下
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
逆
に
黄
斑
に
影
響
が
な
け
れ
ば
、網
膜
が
広
範
囲
に
障
害
さ
れ
て
い
て
も
視
力
が
下
が
ら
ず
、

全
く
自
覚
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
網
膜
症
は
「
視
力
が
低
下
す
る
」、
そ
し
て
「
放
置
す
れ
ば
失
明
す
る
」
と
い
う
二
つ
の

側
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
進
行
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

糖
尿
病
網
膜
症
に
お
け
る
、
代
表
的
な
視
力
低
下
の
原
因
と
し
て
糖
尿
病
黄お

う
は
ん斑

浮ふ

腫し
ゅ

が
あ
り
ま

す
。
異
常
血
管
か
ら
の
水
漏
れ
に
よ
り
、
黄
斑
が
水
ぶ
く
れ
を
起
こ
し
視
力
が
低
下
し
ま
す
。
糖

尿
病
網
膜
症
の
初
期
か
ら
末
期
の
い
ず
れ
で
も
起
こ
り
、
視
力
低
下
と
網
膜
症
の
進
行
具
合
が
一

致
し
な
い
原
因
の
一
つ
で
す
。

黄
斑
浮
腫
の
治
療
は
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
凝
固
や
、
薬
の
注
射
、
手
術
な
ど
で
す
。
し
か
し
、
異

失明を防ごう！ 糖
と う

尿
にょうびょう

病網
も う ま く

膜症
しょう

――日頃の心得
眼科副部長　御

み た ら い

手洗 慶
けいいち

一
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日
常
生
活
に
困
ら
な
い
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め
に

常
血
管
を
元
に
戻
す
根
本
的
な
治
療
が
な
い
た
め
、
症
状
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
主
目
的
と
な
り
、

そ
の
治
療
効
果
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
進
む
網
膜
症
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

糖
尿
病
網
膜
症
の
病
期
分
類
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
大
部
分
の
一
般
眼
科
医
が
使

用
す
る
Ｄ
ａ
ｖ
ｉ
ｓ
分
類
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
（
図
２
）。

１
．
単
純
網
膜
症

眼
底
検
査
で
分
か
る
最
初
の
変
化
は
、
網
膜
の
軽
い
出
血
や
血
管
瘤り

ゅ
う

、
白は

く
は
ん斑

な
ど
で
す
。
血
糖

値
の
状
態
に
も
よ
り
ま
す
が
、
高
血
糖
が
５
年
前
後
継
続
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
状
態
へ
進
行
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
血
糖
値
が
改
善
す
れ
ば
、
ま
だ
治
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
大
部
分
の
症
例
で
、
自
覚
症
状
な
く
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
前ぜ

ん
ぞ
う増

殖し
ょ
く

網
膜
症

網
膜
の
毛
細
血
管
が
閉
塞
し
、
血
液
の
届
か
な
い
状
態
（
虚
血
と
い
い
ま
す
）
が
出
現
し
ま
す
。

単
純
網
膜
症
か
ら
さ
ら
に
数
年
高
血
糖
が
続
く
と
こ
の
段
階
へ
進
行
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

閉
塞
し
た
血
管
を
元
通
り
に
す
る
治
療
は
な
い
た
め
、
も
う
元
の
状
態
に
は
戻
れ
ま
せ
ん
。

眼
底
検
査
で
は
網
膜
の
虚
血
に
よ
り
出
現
す
る
血
管
の
異
常
や
、
出
血
・
白
斑
の
増
加
を
認
め

ま
す
。
虚
血
範
囲
の
正
確
な
把
握
に
は
通
常
の
眼
底
検
査
だ
け
で
な
く
、
点
滴
を
し
な
が
ら
行
う

「
蛍け

い
こ
う
が
ん
て
い
ぞ
う
え
い

光
眼
底
造
影
」
が
必
要
で
す
。
前
述
の
黄
斑
浮
腫
を
合
併
し
な
い
限
り
、
無
自
覚
の
ま
ま
進
行

し
て
い
き
ま
す
。
虚
血
範
囲
は
ま
だ
狭
く
、
レ
ー
ザ
ー
に
よ
り
視
力
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
し
て

治
療
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

黄班

鋸状縁

視神経乳頭
黄斑は網膜の中心部にあり、この狭い範囲で色や形を認識している

図1　黄班
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３
．
最
終
ス
テ
ー
ジ
の
増
殖
網
膜
症

―
治
療
の
基
本
は
「
網も

う
ま
く膜

光ひ
か
り

凝ぎ
ょ
う

固こ

術じ
ゅ
つ

」

高
血
糖
が
さ
ら
に
続
く
と
、
虚
血
範
囲
が
広
が
り
こ
の
段
階
へ
進
み
ま
す
。
血
液
の
足
り
な
い

網
膜
が
悲
鳴
を
上
げ
、
目
の
中
に
異
常
な
「
新
生
血
管
」
が
生
え
て
き
ま
す
。

新
生
血
管
の
特
徴
は
、
第
一
に
出
血
し
や
す
い
こ
と
、
第
二
に
増
殖
膜
を
形
成
す
る
こ
と
で
す
。

目
の
中
に
出
血
が
起
こ
る
と
、
急
に
見
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
新
生
血
管
か
ら

の
出
血
が
目
の
中
に
広
が
っ
た
「
硝し

ょ
う

子し

体た
い

出
血
」
の
状
態
で
す
。

し
か
し
、
硝
子
体
出
血
だ
け
な
ら
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
怖
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
最
近
の

眼
科
手
術
（
硝
子
体
手
術
）
の
素
晴
ら
し
い
進
歩
に
よ
り
、
出
血
を
取
り
除
く
手
術
は
比
較
的
安

全
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

新
生
血
管
で
最
も
怖
い
の
は
、「
目
の
中
に
増
殖
膜
を
形
成
す
る
」
こ
と
で
す
。

目
は
ほ
か
の
部
位
と
比
較
し
て
も
圧
倒
的
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
器
官
の
一
つ
で
、
微
妙
な
バ
ラ
ン

ス
の
上
に
、
そ
の
構
造
お
よ
び
機
能
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
増
殖
網
膜
症
で
は
新
生

血
管
が
目
の
中
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
生
え
、
そ
の
周
囲
に
増
殖
膜
を
形
成
し
ま
す
。

増
殖
膜
は
縮
む
性
質
が
あ
り
ま
す
の
で
、
増
殖
膜
が
網
膜
を
引
っ
張
る
こ
と
に
よ
る
「
牽け

ん
い
ん
せ
い

引
性

網
膜
剥
離
」
や
、新
生
血
管
と
増
殖
膜
が
眼
内
の
水
の
出
口
を
閉
じ
て
し
ま
う
「
血け

っ
か
ん
し
ん
せ
い

管
新
生
緑
内
障
」

が
起
こ
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
進
行
す
る
と
も
う
「
失
明
」
は
秒
読
み
段
階
で
す
。

網
膜
剥
離
・
血
管
新
生
緑
内
障
に
進
行
し
て
も
、
硝
子
体
出
血
や
黄
斑
浮
腫
を
起
こ
さ
な
い
限
り
、

や
は
り
初
期
に
は
症
状
が
出
ず
に
悪
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
進
行
も
速
く
、
と
く
に
血

管
新
生
緑
内
障
は
気
づ
い
て
か
ら
一
か
月
も
し
な
い
う
ち
に
失
明
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

増
殖
網
膜
症
の
治
療
の
基
本
は
、
網
膜
光
凝
固
術
で
す
。
血
液
の
足
り
な
い
網
膜
が
残
っ
て
い

単純網膜症

前増殖網膜症

増殖網膜症

病期分類

図２　糖尿病網膜症の病期分類
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る
限
り
新
生
血
管
の
勢
い
は
止
ま
り
ま
せ
ん
の
で
、
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
し
網
膜
を
間
引
い
て
い
き

ま
す
。
重
篤
な
場
合
、
新
生
血
管
が
収
ま
る
ま
で
十
分
に
（
黄
斑
近
く
を
除
い
て
）
網
膜
を
凝
固

し
て
い
き
ま
す
。
網
膜
の
大
部
分
を
火や

け
ど傷

さ
せ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
治
療
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か

え
っ
て
視
力
が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
の
治
療
で
最
も
重
要
な
の
は
、

「
失
明
を
防
ぐ
こ
と
」
で
す
。

こ
の
網
膜
の
「
十
分
な
凝
固
」
を
前
提
に
、
必
要
に
応
じ
網
膜
剥
離
に
対
し
て
は
硝
子
体
手
術
、

血
管
新
生
緑
内
障
に
対
し
て
は
薬
物
治
療
や
緑
内
障
手
術
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
手
術
は
難

易
度
が
高
く
、
眼
科
手
術
と
し
て
は
成
功
率
の
低
い
手
術
と
な
り
ま
す
。
ま
た
同
時
に
合
併
す
る

こ
と
も
多
く
、
さ
ら
に
目
お
よ
び
全
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
が
加
わ
り
、
一
層
治
療
を
困
難
に

し
ま
す
。

定
期
受
診
と
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

糖
尿
病
網
膜
症
は
進
行
す
れ
ば
非
常
に
怖
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
末
期
で
も
な
い
限
り
そ
の

進
行
は
年
単
位
で
す
。
血
糖
値
を
改
善
し
一
般
眼
科
医
の
治
療
を
受
け
て
い
れ
ば
十
分
に
失
明
を

予
防
で
き
ま
す
。

末
期
に
な
れ
ば
、
硝
子
体
手
術
専
門
医
や
緑
内
障
専
門
医
の
治
療
を
受
け
て
も
失
明
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
内
科
・
眼
科
を
定
期
受
診
し
、
食
生
活
の
改
善
を
し
て
、
し
っ

か
り
と
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。
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め
ま
い
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
め
ま
い
」
は
患
者
さ
ん
が
病
院
を
受
診
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
「
主
訴
」
と
し
て
最
も
多
い
も

の
の
一
つ
で
す
。
め
ま
い
の
種
類
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
耳
か
ら
の
め
ま
い

（
末ま

っ

梢し
ょ
う

性
め
ま
い
）、
二
つ
目
は
脳
か
ら
の
め
ま
い
（
中
枢
性
め
ま
い
）、
そ
し
て
三
つ
目
は
加
齢
に

伴
う
ふ
ら
つ
き
に
よ
る
め
ま
い
で
す
。
こ
れ
ら
の
三
つ
に
分
類
で
き
な
い
め
ま
い
も
あ
り
ま
す
。

め
ま
い
に
か
か
わ
る
器
官
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
器
官
は
具
体
的
に
は
末
梢
で
は
耳
の
内
耳
が
あ
り
ま
す
。「
図
１
」
に
耳

の
内
耳
の
構
造
を
示
し
ま
す
。
三
半
規
管
は
体
の
動
き
を
捉
え
る
器
官
で
、
回
転
な
ど
の
動
き
を

鋭
敏
に
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
す
。
三
半
規
管
が
障
害
さ
れ
る
と
、体
が
回
転
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

耳
石
器
は
加
速
度
や
重
力
を
感
知
す
る
器
官
で
す
。

「
図
２
」
に
示
す
よ
う
に
脳
は
三
半
規
管
や
耳
石
器
か
ら
の
信
号
と
、
目
か
ら
の
視
覚
情
報
、
そ

し
て
深
部
知
覚
と
い
う
手
足
・
頸
な
ど
の
筋
肉
や
関
節
か
ら
の
知
覚
情
報
を
受
け
て
、
自
分
の
姿

勢
や
位
置
、
運
動
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

め
ま
い
が
ど
こ
の
器
官
の
異
常
か
ら
生
じ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
の
に
、
問
診
が
と
て
も
重

要
に
な
り
ま
す
。「
表
」は
め
ま
い
の
患
者
さ
ん
へ
の
問
診
内
容
で
す
。
め
ま
い
の
性
質
、持
続
時
間
、

随
伴
症
状
、
既
往
症
を
お
聞
き
し
ま
す
。

末
梢
性
め
ま
い
、
中
枢
性
め
ま
い
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

良いめまい？　悪いめまい？
耳鼻咽喉・頭頸部外科主任部長　宇

う

野
の

 敦
あつ

彦
ひこ
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末
梢
性
め
ま
い
で
あ
る
耳
か
ら
の
め
ま
い
で
は
、
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
る
め
ま
い
、
回
転
性
め
ま
い

発
作
と
な
り
ま
す
。
耳
性
め
ま
い
の
代
表
的
な
も
の
に
は
、
耳
石
器
の
障
害
に
よ
る
良
性
発
作
性

頭と
う

位い

め
ま
い
症
（
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
）
や
、
内
リ
ン
パ
水す

い
し
ゅ腫

に
よ
る
メ
ニ
エ
ー
ル
病
、
片
側
の
内
耳
の
強

い
炎
症
に
よ
る
前ぜ

ん
て
い庭

神
経
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
中
枢
性
め
ま
い
は
、
脳
の
脳
幹
、
視
床
、
大
脳
皮
質
か
ら
生
じ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
い

ず
れ
が
障
害
さ
れ
て
も
め
ま
い
を
感
じ
ま
す
。
強
い
回
転
性
め
ま
い
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
は
っ
き
り

し
な
い
ふ
ら
つ
き
の
場
合
も
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
め
ま
い
症
状
を
呈
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

中
枢
性
め
ま
い
と
末
梢
性
め
ま
い
を
見
分
け
る
の
に
、
簡
単
な
検

査
と
し
て
、
起
立
し
て
も
ら
う
と
分
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
末
梢

性
め
ま
い
で
は
、障
害
さ
れ
た
耳
側
へ
傾
く
症
状（
偏
奇
傾
向
）が
あ
っ

て
も
、
ま
っ
た
く
立
て
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
枢
性
め
ま

い
で
は
そ
の
場
で
立
つ
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

「
図
３
」
に
主
訴
が
め
ま
い
の
患
者
さ
ん
の
鑑
別
診
断
の
流
れ
を
示

し
ま
す
。
め
ま
い
を
主
訴
と
し
て
、
脳
血
流
の
低
下
を
示
唆
す
る
気

が
遠
く
な
る
よ
う
な
状
態
を
示
す
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
、
不
整

脈
や
貧
血
に
よ
る
め
ま
い
を
疑
い
ま
す
。

め
ま
い
の
分
類
と
発
症
頻
度
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
図
４
」
は
「
め
ま
い
」
を
主
訴
に
市
中
病
院
を
１
年
間
に
受
診
し

た
症
例
１
０
０
７
例
を
対
象
に
検
討
し
た
め
ま
い
の
原
因
の
内
訳
で

半規管

外耳道

前庭神経

蝸牛神経

蝸牛

鼓膜

前庭（耳石器）
外リンパ腔
内リンパ腔

外耳 中耳 内耳

図 1　耳（内耳）の構造

視覚

内耳

深部知覚

脳幹

小脳

大脳聴覚野

図 2　聴覚・平衡機能
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す
。
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
（
良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
）
が
疑
い
も
含
め

る
と
全
体
の
41
％
と
最
も
多
く
、
次
に
22
％
と
多
か
っ
た
の
が
Ｂ

Ｐ
Ｐ
Ｖ
以
外
の
末
梢
性
前
庭
障
害
、
つ
ま
り
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
以
外
の
内

耳
障
害
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病

や
前
庭
神
経
炎
が
含
ま
れ
ま
し
た
。

心
臓
や
脳
が
関
連
し
た
、
重
大
な
疾
患
の
可
能
性
の
あ
る
め
ま

い
は
、
末
梢
性
前
庭
障
害
以
外
の
疾
患
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
が
、

実
際
に
は
１
割
未
満
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
診
断
の
つ
か
な
い
原

因
不
明
の
め
ま
い
も
全
体
の
２
割
と
い
う
結
果
で
し
た
。

自
宅
や
職
場
で
の
対
処
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

自
宅
や
職
場
で
は
、
め
ま
い
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
で

し
ょ
う
か
？　

ま
ず
、
動
か
ず
に
そ
の
場
で
座
る
か
、
で
き
れ
ば

横
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
め
ま
い
の
誘
因
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
を
考
え
、
で
き
れ
ば
体
や
頭
を
動
か
さ
ず
じ
っ
と
し
て
い
る

と
め
ま
い
が
お
さ
ま
っ
て
く
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

も
と
も
と
高
血
圧
や
不
整
脈
と
い
っ
た
心
臓
や
血
管
に
関
連
し

た
既
往
や
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
の
脳
血
管
障
害
の
既
往
の
あ

る
方
が
め
ま
い
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
以
下
の
よ
う
な
、
め
ま
い

以
外
の
随
伴
症
状
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

心血管性めまい
不整脈など

高血圧群

起立性低血圧
消化管出血など

精神科領域
その他

中枢神経
小脳出血など

耳性めまい
BPPV、メニエール病
前庭神経炎など

回転性めまい

低血圧群

失神一歩手前
全脳血流の低下

気が遠くなる感じ

不定愁訴

はっきりしないふらつき感 ぐるぐる回る感じ

めまい

寺澤秀一 著『ＥＮＴ臨床フロンティア　めまいを見分ける・治療する』（中山書店）から転載

図 3　主訴がめまいの患者さんの鑑別診断

未診断
19％

BPPV
23％

BPPV疑い
18％

末梢性前庭障害
以外の疾患
18％

BPPV以外の
末梢性前庭障害
22％

BPPV＝良性発作性頭位めまい症
BPPV以外の末梢性前庭障害＝メニエール病、
めまいを伴う突発性難聴、前庭神経炎、中耳炎
などによる耳性めまい
末梢性前庭障害以外の疾患＝脳血管障害、脳腫瘍、
不整脈など心循環疾患

宇野敦彦、長井美樹、坂田義治、森脇計博、加藤　崇『市中病院耳鼻咽喉科における
最近のめまい統計』（「日耳鼻104」1119～ 1125ページ、2001）から転載

図 4　めまいを主訴とした1007症例の分類
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た
と
え
ば
、
目
の
前
が
か
す
む
、
顔
や
手
足
が
動
か
し
に
く
い
、
し
ゃ
べ
り
に
く
い
、
強
い
頭

痛
が
す
る
、
と
い
っ
た
症
状
で
す
。
こ
う
い
っ
た
症
状
を
伴
っ
て
い
る
場
合
は
脳
か
ら
の
め
ま
い

の
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

1.「めまい」の性質についてあてはまるものを教えてください。
□回転性めまい：自分がまわる、天井がまわるなど
□流れるめまい：目の前の景色が流れる
□浮遊感が強い：歩いていても足が地に着かない感じ、ふわふわする
□偏奇傾向：立ったとき、歩くときに左右どちらかに傾く
□立ちくらみ：立ちあがったときに目の前が暗くなる、血の気がひく感じ
□眼前暗黒感：目の前が暗くなって意識がなくなりそうな感じ

2. めまいの持続時間について教えてください。
じっとしているとめまいがおさまる場合、１回の持続時間についてです。
□一瞬か数秒くらい
□十秒か数秒くらい
□数分から20分以内
□数十分から数時間、半日くらい
□一日以上あるいはずっと

3. めまいと同時か前後に生じた症状を教えてください。
□蝸牛症状：耳鳴りや耳閉塞感、耳の違和感がある
□呂律がまわりにくい、うまく話せない
□頭痛がある（口片側が痛い　口頭全体がしめつけられる）
□体の半分がしびれて感覚がにぶい、手足が動かない

4. 治療中の病気や以前にかかった病気で以下のものがありますか。
□高血圧 □糖尿病 □不整脈 □狭心症・心筋梗塞 □脳梗塞・脳出血
□高脂血症 □貧血

内藤泰 著『ＥＮＴ臨床フロンティア　めまいを見分ける・治療する』（中山書店）から転載

表　めまい患者さんへの問診内容
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耳
の
違
和
感
、
そ
れ
は
難
聴
か
も
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

周
り
の
音
が
明
ら
か
に
聞
き
と
り
に
く
く
な
る
と
、
誰
し
も
難
聴
で
あ
る
と
自
覚
し
ま
す
が
、

耳
が
詰
ま
っ
た
感
じ
や
耳
鳴
り
な
ど
の
症
状
も
、
じ
つ
は
音
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
に

起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
難
聴
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
、
治
療
を
せ

ず
に
経
過
を
み
て
し
ま
い
治
療
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

難
聴
に
は
大
き
く
分
け
て
伝で

ん
お
ん音

難
聴
と
感か

ん
お
ん音

難
聴
（
図
）
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

伝
音
難
聴
と
は
、
外
耳
道
（
耳
の
穴
）
か
ら
中
耳
（
鼓
膜
の
裏
の
領
域
）
の
障
害
に
よ
り
生
じ

る
難
聴
で
す
。
日
常
で
よ
く
遭
遇
す
る
も
の
に
は
、
急
性
中
耳
炎
、
滲し

ん

出し
ゅ
つ

性
中
耳
炎
、
慢
性
中
耳
炎
、

真し
ん
じ
ゅ
し
ゅ
せ
い

珠
腫
性
中
耳
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

感
音
難
聴
と
は
、
内
耳
か
ら
中
枢
聴
覚
路
（
脳
を
含
む
神
経
系
）
の
障
害
に
よ
り
生
じ
る
難
聴

で
す
。
例
え
ば
、
突
発
性
難
聴
や
加
齢
性
難
聴
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病
な
ど
で
す
。
た
だ
突
発
性
難
聴

の
原
因
は
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ど
う
や
っ
て
治
す
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

伝
音
難
聴
で
多
く
見
ら
れ
る
中
耳
炎
な
ど
の
炎
症
が
原
因
で
生
じ
る
難
聴
の
治
療
は
、
主
に
炎

症
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
す
。
抗
菌
薬
を
投
与
し
た
り
、
中
耳
に
膿う

み

や
滲
出
液
が
た
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
場
合
に
は
鼓
膜
切
開
や
鼓
膜
換
気
チ
ュ
ー
ブ
留り

ゅ
う

置ち

な
ど
の
処
置
を
施
し
た
り
し
ま
す
。

慢
性
中
耳
炎
に
よ
っ
て
鼓
膜
に
穴
が
あ
い
た
状
態
や
、
耳
小
骨
が
溶
け
て
し
ま
っ
て
音
が
伝
わ

ら
な
い
状
態
は
、
手
術
に
よ
っ
て
修
復
し
、
聴
力
が
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
真
珠
腫
性
中

難聴はこう治す！
耳鼻咽喉・頭頸部外科主任部長　宇

う

野
の

 敦
あつ

彦
ひこ
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耳
炎
は
周
囲
の
骨
を
溶
か
し
て
な
が
ら
進
行
す
る
病
気
で
、
脳
や
他
の
神
経
の
障
害
を
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
手
術
に
よ
る
治
療
が
必
要
で
す
。
手
術
に
よ
っ
て
聴
力
改
善
を
期
待
す
る

に
は
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
早
期
の
方
が
有
利
で
す
。

次
に
感
音
難
聴
で
多
く
認
め
ら
れ
る
突
発
性
難
聴
（
急
に
音
が
聞
こ
え
な
く
な
る
）
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
か
ら
発
症
し
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
と
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

主
な
治
療
法
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
投
与
で
す
。
発
症
し
て
か
ら
１
週
間
以
内
に
治
療
を
開
始
す

る
と
、
あ
る
程
度
の
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
治
療
開
始
が
遅
れ
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
低
下
し
て
い

き
ま
す
。
２
週
間
以
上
経
過
し
た
も
の
で
は
、
治
療
し
て
も
効
果
が
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

聞
こ
え
な
く
な
っ
た
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
耳
鼻
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
の
方
に
は
加
齢
性
難
聴
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
治
療
法
は
な
く
、
聴
力
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
の
補
聴
器
の
使
用
が
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に
よ
っ
て
は
効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
、
耳
鼻
科
医
へ
の
相
談
が
必
要
で
す
。
補
聴
器
の
業
者
も
レ
ベ
ル
が
様
々
で
す
か
ら
、
耳

鼻
科
と
連
携
し
た
認
定
補
聴
器
技
能
者
の
い
る
施
設
が
安
心
で
す
。

メ
ニ
エ
ー
ル
病
と
い
う
め
ま
い
を
伴
う
こ
と
の
あ
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。
原
因
は
内
耳
の
む
く

み
で
す
。
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
誘
発
し
た
り
悪
化
し
た
り
し
ま
す
。
治
療
法
は
、
内
耳
の
む
く
み
を

と
る
た
め
の
利
尿
剤
投
与
で
す
。
誘
因
に
ス
ト
レ
ス
が
強
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ス
ト
レ

ス
を
回
避
す
る
こ
と
が
予
防
と
な
り
ま
す
。
め
ま
い
を
繰
り
返
し
た
り
難
聴
の
進
行
す
る
場
合
に

は
内
耳
の
む
く
み
を
減
少
さ
せ
る
手
術
治
療
も
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
難
聴
を
引
き
起
こ
す
病
気
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
難
聴
か
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

耳
鼻
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
難
聴
の
原
因
を
突
き
止
め
、
迅
速
か
つ
適
切
な
治
療
を
行
う
こ

と
で
聴
力
が
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

伝音難聴

感音難聴
種類

図　難聴に２種
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こ
う
し
て
起
き
る
慢
性
副
鼻
腔
炎
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日
頃
診
療
し
て
い
る
と
、「
鼻
風
邪
が
続
い
て
い
る
ん
で
す
。
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
最

近
は
咳せ

き

も
続
く
し
、
頭
も
痛
い
し
…
…
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る
患
者
さ
ん
に
多
く
出
会
い
ま
す
。

じ
つ
は
単
な
る
風
邪
で
は
な
く
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
（
い
わ
ゆ
る
蓄ち

く
の
う膿

）
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

副
鼻
腔
（
図
）
は
、
鼻
の
穴
（
鼻
腔
）
か
ら
つ
な
が
る
頭
蓋
骨
の
中
に
あ
る
空
洞
の
こ
と
で
す
。

鼻
風
邪
や
花
粉
症
な
ど
が
き
っ
か
け
で
、
粘
膜
が
腫
れ
て
そ
の
連
絡
路
が
ふ
さ
が
る
と
鼻
水
が
た

ま
り
、
副
鼻
腔
に
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
副
鼻
腔
に
た
ま
っ
た
膿う

み

が
さ
ら
に
粘
膜
の
腫

れ
を
起
こ
す
と
い
う
悪
循
環
が
慢
性
副
鼻
腔
炎
で
す
。

そ
の
症
状
と
し
て
、
に
お
い
の
あ
る
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
鼻
水
が
喉
に
垂
れ
る
、
頭
痛
、
長
引

く
咳
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
昔
は
ば
い
菌
の
感
染
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
現

在
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
喘ぜ

ん
そ
く息

と
も
関
連
す
る
治
り
に
く
い
副
鼻
腔
炎
（
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
）
や
、
歯
の
異
常

が
原
因
と
な
る
副
鼻
腔
炎
（
歯し

性せ
い

上じ
ょ
う

顎が
く
ど
う
え
ん

洞
炎
）
な
ど
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

検
査
方
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ま
ず
、
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
検
査
に
よ
り
、
ポ
リ
ー
プ
の
存
在
や
鼻
腔
に
流
れ
出
る
膿
を
確
認
し

ま
す
。
そ
し
て
、
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
う
こ
と
で
、
副
鼻
腔
に
た
ま
っ
た
膿
や
粘
膜
の
腫
れ
を
診
断
し
ま
す
。

ま
た
、
血
液
検
査
に
よ
り
、
花
粉
や
ダ
ニ
・
ほ
こ
り
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
や
好
酸
球
（
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
が
起
き
て
い
る
と
き
に
増
え
る
白
血
球
の
一
種
）
の
数
な
ど
を
確
認
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体

長く続く鼻風邪、慢性副
ふく

鼻
び

腔
くうえん

炎では？
耳鼻咽喉・頭頸部外科主任部長　宇

う

野
の

 敦
あつ

彦
ひこ
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質
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

こ
う
し
て
治
し
ま
す
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

慢
性
化
し
た
炎
症
を
治
す
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
数
か
月
に
わ
た
る
通
院
加
療
を
要
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
療
法
と
い
う
抗
生
物
質
に
よ
る
治
療
を
約
３
か
月
間
続
け
ま
す
。

多
く
の
場
合
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
対
す
る
治
療
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
治
ら
な
い

場
合
は
手
術
に
よ
る
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
術
は
怖
い
と
思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
現
在
は
内
視
鏡
を
用
い
て
治
療
し
ま

す
の
で
、
顔
や
口
の
中
を
切
っ
た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
術
に
よ
り
副
鼻
腔
の
入
り
口

を
広
く
開
け
、
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
ポ
リ
ー
プ
を
取
り
去
り
、
場
合
に
よ
り
鼻
の
曲
が
り
を
治
す

手
術
な
ど
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

と
く
に
最
近
で
は
、
よ
り
安
全
に
手
術
す
る
た
め
に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
画
像
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
手
術
中
に
ど
の
部
分
を
触
っ
て
い
る

か
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
安
全
、
正
確
な
手
術
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
も
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
手
術
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
病
気

の
程
度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
手
術
に
よ
る
入
院
期
間
は
お
お
よ
そ
１
週
間
程
度
で
す
。

慢
性
副
鼻
腔
炎
の
多
く
は
急
性
の
副
鼻
腔
炎
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。
一
番
よ

い
の
は
風
邪
を
ひ
い
た
と
き
に
黄
色
い
鼻
水
、
頬
・
お
で
こ
の
重
た
い
感
じ
な
ど
の
症
状
が
あ
れ

ば
早
め
に
耳
鼻
科
を
受
診
し
、
し
っ
か
り
治
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
長
く
続
く
鼻
風
邪
症
状
が
あ

れ
ば
、
一
度
、
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

前頭洞

前頭洞

蝶形骨洞
上鼻道 上鼻甲介

中鼻甲介
下鼻甲介

鼻腔

中鼻道

下鼻道
鼻中隔

副
鼻
腔

副
鼻
腔

篩骨洞

上顎洞

図　鼻腔と副鼻腔の構造
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い
っ
た
い
、
ど
ん
な
病
気
な
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

朝
起
き
て
洗
顔
を
し
て
い
る
と
、
口
か
ら
水
が
こ
ぼ
れ
る
、
顔
が
ゆ
が
ん
で
い
る
…
…
。
顔
が

動
か
な
く
な
る
病
気
「
顔
面
神
経
麻
痺
」
は
こ
う
し
た
症
状
（
図
１
）
で
気
づ
き
ま
す
。

従
来
、
そ
の
多
く
が
原
因
不
明
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
原
因
が
分
か
ら
な
い
麻
痺
を
報
告
者
の
名

前
か
ら
「
ベ
ル
麻
痺
」（
全
体
の
70
％
程
度
）
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
ベ
ル
麻

痺
の
原
因
と
し
て
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
１
型
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
多
い
の
が
、
水
ぼ
う
そ
う
の
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
発
症
す
る
「
ハ
ン
ト
症
候
群
」（
全
体
の

10
〜
20
％
）
で
す
。
と
く
に
、
ハ
ン
ト
症
候
群
で
は
難
聴
・
め
ま
い
・
耳
鳴
り
や
、
耳
の
あ
た
り

の
水
ぶ
く
れ
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
は
す
で
に
感
染
し
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
や
疲

労
な
ど
が
誘
因
と
な
っ
て
再
活
性
化
し
て
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
他
人
に
う
つ
し
た
り

う
つ
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
原
因
と
し
て
中
耳
炎
や
神
経
の
腫
瘍
、

側
頭
部
の
外
傷
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

顔
面
神
経
（
図
２
）
は
表
情
を
動
か
す
神
経
に
加
え
、
味
覚
を
伝
え
る
神
経
、
涙
や
唾
液
を
分

泌
さ
せ
る
神
経
、
鼓
膜
を
緊
張
さ
せ
る
神
経
を
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
顔
の
麻
痺
以
外
に
、

味
覚
の
障
害
や
涙
の
分
泌
低
下
、
音
が
響
く
な
ど
の
症
状
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

顔
の
麻
痺
に
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
す
る
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

障
害
を
受
け
た
神
経
は
１
週
間
ほ
ど
経た

つ
と
神
経
の
変
性
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

ある日突然、顔が動かない !?
――顔面神経麻

ま ひ

痺のお話
耳鼻咽喉・頭頸部外科主任部長　宇

う

野
の

 敦
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ま
で
に
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
な
ど
で
早
め
に
治
療
を
始
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。「
仕
事
が
忙
し
い
」「
し
ば
ら
く
し
た
ら
治
る
か
も
」
と
受
診
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
る
と
、

治
療
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

症
状
の
経
過
で
す
が
、
発
症
後
１
週
間
程
度
は
麻
痺
が
進
行
し
ま
す
。
そ
の
後
、
神
経
が
回
復

す
る
に
は
と
て
も
長
い
時
間
が
か
か
る
た
め
、
麻
痺
の
程
度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
は

数
か
月
か
け
て
徐
々
に
回
復
し
ま
す
。
ベ
ル
麻
痺
で
あ
れ
ば
完
全
に
治
癒
す
る
人
が
80
〜
90
％
、

ハ
ン
ト
症
候
群
で
は
50
〜
60
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

麻
痺
の
治
り
や
す
さ
を
予
測
す
る
検
査
と
し
て
、
顔
面
誘
発
筋
電
図
検
査
が
あ
り
ま
す
。
麻
痺

が
一
番
強
く
な
る
時
期
（
発
症
後
７
〜
10
日
ご
ろ
）
に
、
電
気
で
神
経
を
刺
激
し
て
顔
の
動
き
を

見
る
こ
と
で
神
経
の
障
害
の
程
度
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

反
応
が
良
け
れ
ば
問
題
な
く
治
り
ま
す
が
、
逆
に
悪
い
場
合
に
は
麻
痺
や
後
遺
症
が
残
る
率
が

高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
、
そ
の
場
合
に
は
追
加
治
療
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス

の
再
活
性
化
な
ど
に
よ
り
神
経
が
骨
の
中
で
腫
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
障
害
を
受
け
る
た
め
、
狭
い

骨
の
中
で
締
め
付
け
ら
れ
て
い
る
神
経
を
、
骨
を
削
っ
て
開
放
す
る
と
い
う
手
術
（
顔
面
神
経
減

荷
術
）
で
す
。

顔
の
麻
痺
だ
け
で
は
な
く
、
ろ
れ
つ
の
回
り
に
く
さ
や
手
足
の
し
び
れ
な
ど
を
伴
う
場
合
は
中

枢
性
（
脳
出
血
や
脳
梗
塞
な
ど
脳
内
の
異
常
）
が
疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
神
経
内
科
・
脳
神

経
外
科
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

「
顔
の
動
き
が
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
と
き
は
早
め
に
病
院
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

図１　顔面神経麻痺患者の表情図２　顔面神経の走行

●おでこのしわが寄らない ●目が閉じない
●口元が垂れている、などの症状が現れます

顔面神経は、脳から出ると側頭骨という骨の中
を通って耳の下から顔面に広がっていきます
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障
が
い
者
歯
科
は
な
ぜ
で
き
た
の
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

昔
、
日
本
に
は
子
ど
も
を
専
門
に
診
る
歯
科
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
お
断
り
の
歯
科

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
昭
和
40
年
代
に
小
児
歯
科
が
広
ま
っ
て
く
る
と
、
自
然
と
障
害
の
あ
る
子

ど
も
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
治
療
を
い
か
に
行
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
障
が
い
者
歯
科
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
科
も

昭
和
50
年（
１
９
７
５
）に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、治
療
に
全
身
麻
酔
が
必
要
な
場
合
も
あ
っ

た
た
め
、
歯
科
麻
酔
と
の
連
携
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
人
を
診
て
い
る
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

身
体
機
能
、
知
能
、
精
神
機
能
に
障
害
が
あ
る
た
め
に
歯
科
治
療
や
歯
科
保
健
を
行
う
こ
と
が

困
難
な
人
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
多
い
の
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
方
た
ち
で
す
。

▼
知
的
障
が
い　

▼
ダ
ウ
ン
症　

▼
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム　

▼
脳
性
麻ま

ひ痺　

▼
脳
血
管
障
が

い
後
遺
症　

▼
脊
髄
損
傷
や
頭
部
外
傷
の
後
遺
症　

▼
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー　

▼
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
な
ど
の
神
経
難
病　

▼
関
節
リ
ウ
マ
チ　

▼
高こ

う

次じ

脳の
う

機
能
障
が
い　

▼
認
知
症

治
療
す
る
う
え
で
難
し
い
と
こ
ろ
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

●
医
療
に
対
す
る
理
解
の
不
足
や
適
切
な
行
動
が
と
れ
な
い

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い

●
運
動
障
が
い
の
た
め
に
治
療
中
に
適
切
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
困
難

●
全
身
的
な
リ
ス
ク

知ってほしい！
障がい者歯科の役割

障がい者歯科主任部長　樂
らく

木
ぎ

 正
まさ

実
み
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詳
し
い
問
診
か
ら
開
始
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

患
者
さ
ん
が
な
ぜ
治
療
が
難
し
い
の
か
を
知
る
た
め
に
、
詳
し
い
問
診
を
と
る
こ
と
か
ら
始
め

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
知
的
障
が
い
や
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
場
合
、
一
般
的
な
問
診
内
容
に
加
え
て
、

社
会
性
や
言
語
の
発
達
年
齢
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
対
人
関
係
、
音
・
光
・
尖と

が

っ
た
も
の
・

痛
み
な
ど
へ
の
感
覚
異
常
、
歯
磨
き
へ
の
協
力
度
、
う
が
い
の
可
否
、
散
髪
・
爪
切
り
・
耳
掃
除

の
可
否
、
迷
子
に
な
る
可
能
性
、
こ
だ
わ
り
、
パ
ニ
ッ
ク
、
自じ

傷し
ょ
う

、
他た

害が
い

、
偏
食
、
異
食
、
睡
眠

障
害
、
特
異
な
行
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
聞
き
し
ま
す
。

そ
の
後
、
診
療
室
へ
入
室
し
て
診
療
台
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
口
の
中
を
診
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
順
々
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
を
基
に
、
治
療
の
方
法
や
計
画
を
相

談
し
て
決
め
て
い
き
ま
す
。

特
別
な
配
慮
も
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

障
が
い
の
あ
る
方
の
歯
科
診
療
は
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
で
す
。
治
療
が
苦
手
な
方
に
は
心
理

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、
絵
カ
ー
ド
（
図
１
）・
写
真
カ
ー
ド
を

用
い
た
視
覚
的
支
援
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
音
に
過
敏
な
方
に
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
に
似
た

イ
ヤ
ー
マ
フ
が
有
効
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
聴
覚
障
が
い
の
方
の
た
め
に
、
当
院
に
は
手

話
通
訳
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

診
療
の
と
き
は
、
小
児
歯
科
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
ラ
バ
ー
ダ
ム
（
図
２
）
を
用
い
る
こ
と
で
、

糸

フレーム
クランプ

ラバーダム
・シート

図1　絵カードの例
図２　ラバーダム
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患
者
さ
ん
が
楽
で
、
安
全
か
つ
良
質
の
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

治
療
の
方
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

安
全
に
治
療
を
行
う
た
め
に
、
適
応
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
は
当
科
考
案
の
デ
ン
タ
ル
・
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
・
シ
ー
ト
を
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
元
々
は
、
脳
性
麻
痺
患
者
さ
ん
の
緊
張
や
不
随

意
運
動
を
和
ら
げ
る
た
め
に
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
不
安
や
恐
怖
を
和
ら
げ
た
り
、
脳
性
麻

痺
に
伴
う
不
随
意
運
動
を
減
ら
し
た
り
す
る
た
め
に
、
笑し

ょ
う

気き

吸
入
鎮
静
法
や
静
脈
内
鎮
静
法
、
あ

る
い
は
全
身
麻
酔
法
な
ど
を
用
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

定
期
健
診
が
大
事
で
す
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

虫
歯
や
歯
周
病
の
予
防
に
は
日
々
の
歯
磨
き
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
知
的
障
が
い
や
身

体
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
中
に
は
、
歯
ブ
ラ
シ
が
う
ま
く
動
か
せ
な
か
っ
た
り
、
歯
磨
き
に
協

力
的
で
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
理
由
で
、
家
庭
で
十
分
に
口
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
方

も
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
方
は
、
定
期
的
に
歯
科
を
訪
れ
て
、
専
門
家
に
よ
る
徹
底
的
な
口
腔
清
掃
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
で
き
れ
い
に
磨
け
る
方
で
も
、
６
か
月
に
１
回
程
度
は
プ

ロ
に
よ
る
口
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
定
期
健
診
で
は
、
虫
歯
や
歯

周
病
を
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
な
ら
な
い
よ

う
に
予
防
的
な
処
置
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
食
生
活
だ
け
で
な
く
、

生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
指
導
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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早
期
か
ら
定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

定
期
健
診
は
、
で
き
る
だ
け
低
年
齢
か
ら
継
続
し
て
受
け
る
と
効
果
的
で
す
。「
図
３
、４
」
は
、

当
科
を
継
続
的
に
受
診
し
て
い
る
、
知
的
障
が
い
や
自
閉
症
を
お
持
ち
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
、

定
期
健
診
を
開
始
し
た
時
期
と
成
人
し
た
後
の
虫
歯
の
で
き
方
の
関
係
を
調
べ
た
結
果
で
す
。

幼
児
期
や
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
続
け
て
定
期
健
診
に
通
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、
大
人
に
な
っ

て
も
虫
歯
が
で
き
に
く
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
重
症
の
虫
歯
の
本
数
も
減
ら
せ
ま
す
。

知
的
障
が
い
や
自
閉
症
を
お
持
ち
の
場
合
、
歯
科
受
診
が
困
難
な
こ
と
も
多
い
た
め
、
虫
歯
に

気
づ
い
て
い
て
も
、
痛
み
な
ど
の
症
状
が
出
る
ま
で
我
慢
す
る
よ
う
な
場
合
も
時
々
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

し
か
し
、大
き
な
虫
歯
の
治
療
は
時
間
が
か
か
り
、治
療
に
痛
み
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

結
局
、
患
者
さ
ん
本
人
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
な
ら
、
虫
歯
が
で
き

る
前
か
ら
定
期
的
に
歯
科
を
訪
れ
て
、
健
康
な
歯
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

知的障がい

幼児
定期健診の開始時期

小学生 中学生以上

成
人
後
の
虫
歯
の
本
数

( 本 )
14

12

10

8

6

4

2

0

自閉症

幼児
定期健診の開始時期

小学生 中学生以上

成
人
後
の
虫
歯
の
本
数

( 本 )
14

12

10

8

6

4

2

0

図 3　知的障がいにおいて定期健診を開始
した時期による成人後の虫歯の本数の違い

図4　自閉症において定期健診を開始した
時期による成人後の虫歯の本数の違い
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円
形
脱
毛
症
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

主
に
頭
部
に
円
形
の
脱だ

つ
も
う
は
ん

毛
斑
が
あ
れ
ば
容
易
に
診
断
で
き
ま
す
。
そ
の
一
方
、
円
形
脱
毛
症
で

あ
っ
て
も
典
型
的
で
な
い
症
状
や
、
円
形
脱
毛
症
に
見
え
る
そ
の
ほ
か
の
脱
毛
症
も
あ
り
ま
す
。

典
型
的
な
円
形
脱
毛
症
は
、
頭
部
に
突
然
生
じ
る
コ
イ
ン
大
ほ
ど
の
脱
毛
斑
と
し
て
気
づ
か
れ

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
か
ゆ
み
や
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
は
伴
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
は

単
発
（
単
発
型
）
で
す
が
、
時
に
多
発
す
る
場
合
（
多
発
型
）
や
、
眉
毛
や
ひ
げ
に
生
じ
る
円
形

脱
毛
症
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、特
殊
な
病
型
と
し
て
、生
え
際
に
帯
状
に
脱
毛
斑
が
生
じ
る
蛇
行
型
、

頭
部
全
体
に
脱
毛
が
拡
大
す
る
全
頭
型
な
ど
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

診
断
の
ポ
イ
ン
ト
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
視
診
で
診
断
し
ま
す
が
、
最
近
は
拡
大
鏡
（
ダ
ー
モ
ス
コ
ピ
ー
）
を
用
い

る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
に
診
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
病
変

部
に
切
れ
毛
や
根
元
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
細
く
な
る
毛
が
あ
る
こ
と
や
、
新
た
に
生
え
て
き
た

産
毛
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
脱
毛
の
ほ
か
皮
膚
表
面
に
異
常
が
な
い
こ
と
、
な
ど
で
す
。

円
形
脱
毛
症
と
間
違
え
ら
れ
や
す
い
脱
毛
症
と
し
て
、
自
分
で
毛
を
抜
い
て
脱
毛
斑
を
生
じ
る

抜
毛
癖
（
ト
リ
コ
チ
ロ
マ
ニ
ア
）
や
、
瘢は

ん
こ
ん痕

性
脱
毛
症
、
術
後
脱
毛
症
、
感
染
症
に
伴
う
脱
毛
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
拡
大
鏡
な
ど
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
診
断
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
が
、
時
に
皮
膚
生
検
を
行
い
、
病
理
検
査
で
診
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

円形脱毛症の最新治療法
皮膚科部長　中

なかじま

島 武
たけ

之
し
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多
く
は
ス
ト
レ
ス
と
無
関
係
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一
般
的
に
円
形
脱
毛
症
は
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
発
症
す
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
円
形
脱
毛

症
と
ス
ト
レ
ス
と
の
因
果
関
係
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
円
形
脱
毛
症
の
原
因
は
不

明
で
、
多
く
の
場
合
、
ス
ト
レ
ス
と
は
無
関
係
に
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

円
形
脱
毛
症
で
は
、
リ
ン
パ
球
と
い
う
免
疫
細
胞
が
髪
を
作
る
毛も

う
ほ
う包

を
攻
撃
す
る
こ
と
で
、
成

長
期
の
毛
包
が
障
害
さ
れ
脱
毛
が
起
こ
る
自
己
免
疫
説
が
最
近
で
は
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

２
）。
円
形
脱
毛
症
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
甲
状
腺
疾
患
の
患
者
さ
ん
に
発
症
す
る
こ
と
が
や
や

多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
合
併
す
る
疾
患
を
も
た
な
い
患
者
さ
ん
が
大
半
で
す
。

こ
う
し
て
治
す
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

自
然
治
癒
が
多
い
疾
患
で
あ
り
、
最
も
一
般
的
に
見
ら
れ
る
単
発
型
の
円
形
脱
毛
症
の
場
合
、

治
療
し
な
く
て
も
３
〜
６
か
月
間
で
治
癒
し
ま
す
。
多
発
型
や
全
頭
型
の
場
合
で
も
自
然
治
癒
が

見
ら
れ
る
の
で
、
必
ず
し
も
治
療
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
治
癒
が
遅
れ
る
場

合
や
病
変
が
急
速
に
拡
大
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
が
早
期
の
治
癒
に

つ
な
が
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
変
が
限
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
剤
の
外
用
や
局
所
注
射

が
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
治
療
が
長
期
に
及
ぶ
場
合
に
は
、
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
剤
特
有

の
副
作
用
で
皮
膚
が
薄
く
な
っ
た
り
毛
細
血
管
が
広
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
医
療
機

関
の
定
期
的
な
受
診
が
必
要
で
す
。

単発型脱毛症 多発型脱毛症

全頭型脱毛症
正常の
成長期毛包

成長期毛包
への自己免疫反応

休止期に移行した
病変部毛包

脱毛病変部毛包

図 1　円形脱毛症の種類

図2　円形脱毛症の原因
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そ
の
よ
う
な
治
療
で
十
分
な
効
果
が
見
ら
れ
な
い
場
合
や
、
副
作
用
の
た
め
治
療
を
変
更
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
局
所
免
疫
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。
局
所
免
疫
療
法
は
、
特
殊
な
化
学
物

質
を
使
っ
て
病
変
部
の
皮
膚
に
か
ぶ
れ
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
治
療
を
行
う
も
の
で
す
が
、
比
較

的
限
ら
れ
た
専
門
施
設
で
の
治
療
法
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
血
管
拡
張
作
用
を
も
つ
外
用
剤
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
の
内
服
、
紫
外
線
照
射
な
ど

に
よ
り
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



第
13
章　

健
康
長
寿
を
め
ざ
し
て
―
―
加
齢
と
付
き
合
う
「
こ
つ
」



278

健
康
長
寿
を
め
ざ
し
て
―
―
加
齢
と
付
き
合
う「
こ
つ
」

第
１3
章

良
眠
は
百
薬
の
長
―
―
寝
た
ら
治
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

精
神
疾
患
に
は
睡
眠
障
害
が
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
伴
い
ま
す
。
そ
し
て
、
睡
眠
が
改
善
し

た
後
に
精
神
的
に
も
回
復
し
て
い
く
の
が
常
で
す
。
逆
に
言
う
と
、
良
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
は
精

神
的
な
健
康
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
体
の
健
康
に
も
結
び
つ
き
ま
す
。

不
眠
に
対
し
て
睡
眠
導
入
剤
が
し
ば
し
ば
使
わ
れ
ま
す
が
、
長
期
に
使
い
続
け
る
と
薬
の
効
果

が
弱
ま
っ
た
り
、
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
と
き
に
適
切

に
使
え
ば
非
常
に
有
益
で
す
が
、
普
段
は
睡
眠
導
入
剤
を
使
わ
ず
に
寝
る
の
が
一
番
で
す
。
厚
生

労
働
省
に
よ
る
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
」
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
良
い
睡
眠
を

得
る
た
め
の
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

適
度
な
運
動
の
習
慣
は
熟
睡
を
も
た
ら
し
ま
す
。
夜
食
は
控
え
め
に
。
床
に
つ
く
前
に
心
身
の

緊
張
を
緩
め
る
と
眠
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
方
法
と
し
て
、
軽
い
読
書
、
音
楽
、

香
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ぬ
る
め
の
入
浴
な
ど
が
良
い
よ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
、
自
分

に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

寝
床
で
過
ご
す
時
間
が
長
す
ぎ
る
と
熟
眠
感
が
減
り
ま
す
。
逆
に
、
眠
れ
な
い
と
き
で
も
、
一

定
時
間
寝
床
で
過
ご
せ
ば
そ
れ
だ
け
心
身
が
休
ま
り
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
、
必
要
な
睡
眠
時
間

は
短
く
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
睡
眠
時
間
の
長
さ
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昼
寝
は
20
〜
30
分
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。
長
時
間
の
昼
寝
は
か
え
っ
て
ぼ
ん
や
り
し
て
し
ま
い
、

夜
の
睡
眠
に
差
し
支
え
ま
す
。
午
後
３
時
以
降
の
昼
寝
も
、
夜
の
睡
眠
に
影
響
し
ま
す
。

夕
食
後
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
は
寝
つ
き
を
悪
く
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
力
を
借
り
て

メンタルヘルス
――老いを生きる秘訣

精神科主任部長　松
まつなが

永 秀
ひでのり

典
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寝
て
も
、
質
の
良
い
睡
眠
は
得
ら
れ
ず
、
本
当
に
は
休
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

寝
具
の
工
夫
が
眠
り
の
改
善
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
朝
起
き
た
と
き
に
汗
ば
ん
で
い
る

よ
う
で
は
、
良
い
眠
り
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
湿
気
を
た
め
な
い
で
、
自
分
の
体
型
に
合
っ
た

寝
具
を
見
つ
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
寝
具
の
工
夫
に
よ
っ
て
質
の
良
い
睡
眠
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
残
り
の
人
生
に
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
す
。

自
分
を
「
お
年
寄
り
」
に
し
な
い
―
―
い
つ
ま
で
も
現
役
で
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人
の
体
は
、
毎
日
使
っ
て
い
れ
ば
体
力
を
維
持
で
き
ま
す
が
、
使
わ
な
く
な
る
と
衰
え
ま
す
。

若
い
人
で
も
、
ま
っ
た
く
寝
た
き
り
で
２
週
間
過
ご
す
と
、
す
ぐ
に
は
歩
け
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
重
い
け
が
な
ど
で
臥が

床し
ょ
う

を
強
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
早
期
か
ら
ベ
ッ
ド
上
で

リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

「
も
う
年
だ
か
ら
」
と
つ
い
考
え
て
し
ま
う
の
は
、
体
力
や
記
憶
力
の
衰
え
を
自
覚
し
た
と
き
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
歩
退
い
て
消
極
的
な
生
活
を
し
て
い
る
と
、
ま
だ
あ
る
は
ず
の
能

力
も
退
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。「
ど
う
せ
老
い
先
、
短
い
の
だ
か
ら
」
な
ど
と
考
え
て
い
て
は
、
生

き
る
手
ご
た
え
も
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
老
い
も
若
き
も
同
じ
世
界
に
生
き
て
い
ま
す
。「
ま

だ
何
十
年
も
生
き
る
つ
も
り
で
、
常
に
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
明
日
死
ぬ
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
今
日
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
名
言
が
あ
り
ま
す
。

年
を
と
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
地
味
な
服
を
着
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
る
い
色
や
原
色
を
使
っ

た
大
胆
な
服
を
着
れ
ば
、
本
人
も
周
り
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

70
歳
代
の
あ
る
男
性
の
経
験
談
で
す
。「
定
年
退
職
を
し
た
あ
と
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
予
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定
を
立
て
て
、
会
社
に
出
か
け
る
よ
う
な
感
じ
で
毎
日
出
か
け
る
よ
う
に
し
た
。
そ
う
し
な
け
れ

ば
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
た
と
思
う
」。
仕
事
を
一
生
懸
命
し
て
き
た
人
ほ
ど
、
退
職
後
に
強

い
空
虚
感
に
襲
わ
れ
ま
す
。
若
い
う
ち
か
ら
仕
事
以
外
の
世
界
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
退
職
後

も
元
気
に
過
ご
す
の
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

周
囲
の
人
も
「
お
年
寄
り
扱
い
」
し
な
い
こ
と
。
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
あ
ま
り
、
何
で
も

代
わ
り
に
し
て
あ
げ
て
、
お
年
寄
り
に
は
何
も
さ
せ
な
い
と
い
う
や
り
方
で
は
、
そ
の
人
の
能
力

を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
す
る
だ
け
で
な
く
、
で
き
れ
ば
高
齢

の
方
に
も
用
事
を
お
願
い
し
て
、
役
割
を
分
担
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

何
歳
に
な
っ
て
も
人
生
の
「
現
役
」
で
い
て
く
だ
さ
い
。

年
を
と
る
前
の
生
活
習
慣
が
大
切
―
―
健
康
維
持
は
自
己
責
任
で
 ・・・・・・・・・・・・・

40
〜
50
歳
代
に
不
摂
生
を
続
け
て
い
る
と
、
年
を
と
っ
て
か
ら
の
健
康
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

年
を
と
っ
て
も
ピ
ン
ピ
ン
元
気
で
い
る
た
め
に
は
、
中
年
〜
壮
年
の
過
ご
し
方
が
大
切
で
す
。
生

活
習
慣
病
は
極
力
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
に
は
、
当
然
な
が
ら
良
い
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
暴
飲
暴
食
を
せ
ず
、野
菜
を
多
め
に
と
り
、ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め
に
。

仕
事
を
し
す
ぎ
ず
、
休
日
は
し
っ
か
り
休
み
、
生
活
に
適
度
な
運
動
を
取
り
入
れ
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

精
神
科
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
害
を
し
ば
し
ば
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
の
病

気
の
人
は
、
皆
さ
ん
同
じ
よ
う
な
症
状
・
経
過
を
た
ど
り
、
一
般
の
人
よ
り
も
早
く
か
ら
通
常
の

生
活
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
症
状
・
経
過
が
共
通
し
て
い
る
の
は
、
原
因
が
同
じ
だ
か
ら
で
す
。
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「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
少
量
、
ま
た
は
機
会
飲
酒
程
度
を
お
勧
め
し
ま
す
。
比
較

的
多
量
の
飲
酒
の
習
慣
が
あ
る
人
は
、
量
を
減
ら
す
こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
も
や
っ
て
く
る
老
い
と
病
気
に
負
け
な
い
よ
う
に
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

元
気
に
80
歳
、
90
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
せ
で
す
が
、
老
化
と
病
気
を
百
パ
ー
セ
ン

ト
避
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
病
気
を
抱
え
て
も
な
お
前
向
き
に
生
き
る
―
―
こ
れ
も
ま
た
、

高
齢
社
会
を
元
気
に
生
き
る
術す

べ

の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

最
近
は
、
体
や
精
神
の
病
気
を
も
っ
た
人
や
、
が
ん
と
戦
い
な
が
ら
生
き
る
人
が
積
極
的
に
発

言
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
支
え
る
動
き
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。
病
気
や

ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
て
も
、
人
生
の
「
現
役
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
信
を
も
っ

て
生
き
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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認
知
症
の
代
表
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
診
断
・
治
療
は
専
門
医
療
部
門
の
神
経
内
科
や
精
神
科
で
行
っ

て
い
ま
す
。
神
経
内
科
外
来
で
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
さ
ん
が
年
間
約
３
０
０
人
受
診
し
て

い
ま
す
。

認
知
症
疾
患
の
代
表
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
す
が
、、
発
症
の
大
部
分
が
高
齢
で
す
。
神
経
内

科
で
は
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
な
ど
比
較
的
若
く
し
て
発
症
す
る
神
経
難
病
の
患
者
さ
ん
を
多

く
診
て
い
ま
す
の
で
、
認
知
症
、
と
く
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
過
度
に
怖
が
る
必
要
は
な
い
と

思
え
て
き
ま
す
。

70
〜
80
歳
代
に
な
れ
ば
誰
に
で
も
見
ら
れ
る
「
物
忘
れ
」
が
、
ほ
か
の
人
よ
り
若
干
強
く
出
て

い
る
わ
け
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
家
族
や
知
人
・
友
人
に
支
え

ら
れ
て
、
不
安
を
持
た
ず
に
平
穏
に
暮
ら
せ
る
可
能
性
も
高
い
の
で
す
。
だ
か
ら
一
般
の
方
が
対

象
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
は
敢
え
て
、「
怖
く
な
い
」「
心
配
い
ら
な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
診
断
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ま
ず
、認
知
症
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。「
図
１
」に
示
し
た
よ
う
に
、記
憶
障
害（
近
時
記
憶
障
害
で
、

今
言
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
忘
れ
る
な
ど
）、
失し

っ
こ
う行

（
構
成
失
行
で
は
手
は
麻ま

ひ痺
し
て
い
な
い
の
に
、
時

計
の
絵
が
描
け
な
い
な
ど
）、
失し

つ

語ご

（
声
は
出
る
の
に
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
）
な
ど
特
徴
的
症
状

の
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
仕
事
や
日
常
生
活
の
う
え
で
問
題
が
な
け
れ

認知症、上手に付き合えば
怖くない！

神経内科主任部長　狭
はざ

間
ま

 敬
たかのり

憲
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ば
「
認
知
症
は
な
し
」
と
診
断
し
ま
す
。
認
知
症
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
起
因
疾
患
を
鑑
別
し
て

い
き
ま
す
。
せ
ん
妄
状
態
の
よ
う
な
意
識
障
害
、
う
つ
状
態
な
ど
を
除
外
し
た
後
、
甲
状
腺
機
能

低
下
症
の
よ
う
な
根
本
的
治
療
が
可
能
な
疾
患
、
一
過
性
て
ん
か
ん
性
健
忘
や
慢
性
硬こ

う
ま
く膜

下か

血け
っ
し
ゅ腫

、

視
床
梗
塞
な
ど
緊
急
の
対
応
が
必
要
な
疾
患
を
見
落
と
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
（
表
）。

最
後
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
含
む
神
経
変
性
疾
患
、
い
わ
ゆ
る
神
経
難
病
の
鑑
別
診
断
に
入

り
ま
す
が
、
神
経
難
病
の
な
か
に
は
認
知
症
を
症
状
の
一
つ
に
示
す
病
気
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
大
部
分
の
神
経
難
病
は
認
知
症
状
以
外
の
、
例
え
ば
歩
行
障
害
、
失
神
、
幻
視
な
ど
、

ほ
か
の
神
経
症
状
で
初
発
す
る
た
め
、
神
経
内
科
専
門
医
に
と
り
診
断
は
比
較
的
容
易
で
す
。

疾
患
修し

ゅ
う
し
ょ
く飾

療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
は
、
よ
り
疾
患
の
原
因
に
対
応
し
て
い
る
疾
患
修
飾
療
法
の
開
発
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
神
経
細
胞
が
障
害
さ
れ
る
前
に
診
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ア
ミ
ロ
イ
ド
が
沈
着
し
、
神
経
細
胞
が
障
害
さ
れ
る
と
い
う
仮
説
が
現
在
考
え
ら
れ
て
い
て
、
ア

ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
で
極
早
期
に
診
断
し
、
沈
着
さ
せ
な
い
よ
う
な
治
療
法
の
研
究
開
発
が
世

界
的
規
模
で
進
ん
で
い
ま
す
。

治
療
法
の
い
ま
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
診
断
さ
れ
た
後
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ

阻
害
薬
の
ア
リ
セ
プ
ト
®
、
レ
ミ
ニ
ー
ル
®
、
リ
バ
ス
タ
ッ
チ
®
（
貼
付
剤
）
と
脳
内
グ
ル
タ
ミ

記憶・知能の障害

偽認知症の除外

治療可能な認知症の診断

予防可能な認知症の診断

局所神経症状

アルツハイマー病、前頭側頭葉変性症

意識障害（せん妄）、うつ状態、健忘
脳炎、代謝性脳症、正常圧水頭症、
慢性硬膜下血腫

脳血管障害

レビー小体型認知症、進行性核上性
麻痺など、ほかの神経変形性認知症

無

有

図1　認知症診断のフローチャート
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ン
酸
受
容
体
サ
ブ
タ
イ
プ
の
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ａ
受
容
体
阻
害
薬
の
メ
マ
リ
ー
錠
®
を
進
行
具
合
に
よ
り
使

い
分
け
て
経
過
を
み
ま
す
（
®
は
登
録
商
標
）。

こ
れ
ら
は
疾
患
修
飾
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
９
９
０
年
代
後
半
に
ア
リ
セ
プ
ト
®
が
発
売

さ
れ
て
以
降
進
行
が
遅
く
な
っ
た
例
は
多
数
見
ら
れ
、
医
療
の
進
歩
を
感
じ
て
い
ま
す
。

介
護
の
心
得
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

患
者
さ
ん
に
よ
く
見
ら
れ
る
暴
力
・
暴
言
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
状

況
判
断
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
う
ま
く
相
手
に
意
思
を
伝
え
ら
れ
ず
に
苛
立
ち
、
好
ま
な
い
状
況

下
で
「
ノ
ー
」
と
言
え
ず
に
行
動
に
出
て
し
ま
っ
た
り
、
体
調
不
良
や
急
激
な
環
境
変
化
に
苛
立
っ

た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
患
者
さ
ん
に
は
ゆ
っ
く
り
穏
や
か
な
口
調
で
対
応
し
、
じ
っ
く
り
待
つ
姿
勢
が
大
切

で
す
。
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
と
同
じ
目
線
で
接
し
て
く
だ
さ
い
。
と
く
に
入
浴
・
排
泄
の
介
助
の
際
は
、

不
愉
快
さ
や
羞
恥
心
に
配
慮
し
、
ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
か
か
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
本
人

の
嫌
が
る
こ
と
を
無
理
強
い
し
た
り
せ
ず
に
、
意
向
や
希
望
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

次
に
「
物
取
ら
れ
妄
想
」
へ
の
対
応
を
説
明
し
ま
す
。
記
憶
障
害
に
よ
る
強
い
不
安
や
寂
し
さ

が
原
因
と
な
り
、
身
近
な
家
族
が
〝
犯
人
〞
に
な
る
こ
と
が
多
い
わ
け
で
す
。
ま
ず
は
本
人
の
訴

え
を
聞
き
、
否
定
し
な
い
こ
と
で
す
。
一
緒
に
探
し
ま
す
が
、
普
段
か
ら
し
ま
う
場
所
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
を
心
が
け
、
そ
れ
と
な
く
本
人
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
兆
候
に
注
意
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

NIA-AAによる認知症診断基準の要約
(National institute on Aging-Alzheimaer’s Association workgroup,2011)

1. 仕事や日常活動に支障
2. 以前の水準に比べ遂行機能が低下
3. せん妄や精神疾患によらない
4. 認知機能障害は次の組み合わせによって
検出・診断される

　 1）患者あるいは情報提供者からの病歴
　 2）「ベッドサイド」精神機能評価あるいは

神経心理検査

5. 認知機能あるいは行動異常は次の項目のうち
少なくとも2領域を含む　

　 1）新しい情報を獲得し、記憶にとどめておく
能力の障害

　 2）推論、複雑な仕事の取り扱いの障害や
乏しい判断力

　 3）視空間認知障害
　 4）言語障害
　 5）人格、行動あるいは振る舞いの変化

表　認知症はどんな病気？
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ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
前
段
階
と
し
て
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
が
あ
り
ま
す
。
主
観
的
な

物
忘
れ
の
訴
え
が
あ
り
、
年
齢
に
比
べ
て
記
憶
力
が
低
下
し
て
は
い
ま
す
が
（
記
憶
検
査
で
平
均

値
の
１
・
５
Ｓ
Ｄ
以
下
）、
日
常
生
活
動
作
は
正
常
で
全
般
的
な
認
知
機
能
は
正
常
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
こ
の
段
階
か
ら
年
に
10
％
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
移
行
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

逆
に
あ
る
程
度
は
正
常
域
に
戻
る
と
も
い
い
ま
す
。
こ
の
段
階
で
薬
剤
を
使
う
こ
と
は
保
険
診
療

上
、
困
難
で
す
が
、「
図
２
」
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
予
備
力
仮
説
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

こ
れ
は
、
人
が
見
か
け
上
も
っ
て
い
る
認
知
機
能
以
上
に
潜
在
的
に
も
っ
て
い
る
認
知
機
能
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
予
備
力
に
よ
っ
て
認
知
機
能
の
低
下
を
防
い
だ
り
、
た
と
え
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
に
な
っ
て
も
症
状
が
軽
く
な
っ
た
り
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

死
後
解
剖
で
脳
に
多
く
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
斑
を
認
め
て
い
て
も
生
前
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
、
軽
度
で
あ
る
事
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
た
概
念
で
す
。

認
知
予
備
力
は
教
育
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
強
く
で
き
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
、
家
族
の
皆
さ
ん
、
医
療
従
事
者
の
三
者
が
手
を
携
え
、「
決
し
て
独
り
じ
ゃ
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
患
者
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
が
、「
認
知
症
は
怖
く
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

予　防

有酸素運動をする

DHA含有食を摂る

高血圧・糖尿病・高脂血症などに注意する

社会的交流を図る

図2　アルツハイマー病の予防
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60 
歳
前
後
に
多
い
脊
髄
損
傷
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
９
９
０
年
ご
ろ
の
日
本
で
は
脊
髄
損
傷
は
、
20
歳
代
と
50
歳
代
に
多
く
発
生
し
て
お
り
、
交

通
事
故
や
仕
事
中
の
高
所
転
落
な
ど
に
よ
る
若
者
の
け
が
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

し
か
し
、
約
20
年
た
っ
た
２
０
０
８
年
の
報
告
で
は
60
歳
前
後
に
多
く
発
生
し
て
お
り
（
図
１
）、

高
齢
者
の
脊
髄
損
傷
が
増
え
て
い
ま
す
。

受
傷
原
因
で
最
も
多
い
の
は
転
倒
、
次
い
で
転
落
で
す
。
85
歳
以
上
で
は
転
倒
が
そ
の
原
因
の

半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
変
形
性
頸け

い
つ
い椎

症
や
後こ

う

縦じ
ゅ
う

靱じ
ん
た
い
こ
っ

帯
骨
化か

症し
ょ
う

が
あ
り
脊
髄
の
存
在
す
る
空
間
が
す
で
に
狭

く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、転
倒
に
よ
っ
て
頸
椎
が
過
伸
展
さ
れ
、脊
髄
損
傷
を
起
こ
す
の
で
す
（
図

２
）。
ほ
と
ん
ど
が
頸
髄
不
全
損
傷
で
、
中
心
性
脊
髄
損
傷
の
タ
イ
プ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
心
性
脊
髄
損
傷
と
は
脊
髄
中
心
部
の
損
傷
で
起
こ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
初
め
は
四し

し肢
麻
痺
と

な
り
ま
す
が
、
次
第
に
下か

し肢
か
ら
麻
痺
は
回
復
し
、
上じ

ょ
う

肢し

の
麻
痺
や
拘こ

う

縮し
ゅ
く

が
残
り
や
す
く
、
排
尿

障
害
や
直
腸
障
害
は
比
較
的
軽
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
手
術
の
有
効
性
は
低
く
、
治
療
法
は
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
主
に
な
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
の
流
れ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

受
傷
後
早
期
は
循
環
器
系
、
呼
吸
器
系
、
糖
尿
病
な
ど
の
管
理
が
ま
ず
行
わ
れ
ま
す
。
早
く
か

ら
座
る
訓
練
を
行
い
臥が

床し
ょ
う

に
よ
る
肺
炎
や
褥じ

ょ
く

瘡そ
う

（
床
ず
れ
）、
深
部
静
脈
血
栓
症
な
ど
を
予
防
し
ま

す
。
筋
の
こ
わ
ば
り
が
強
く
、
拘
縮
や
痛
み
を
生
じ
や
す
い
の
で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
筋
の
緊

転ばないで！
――増えています、高齢者の脊髄損傷

リハビリテーション科副部長　土
と き

岐 明
あき

子
こ
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張
を
と
り
ま
す
。

下
肢
の
麻
痺
は
軽
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
筋
の
こ
わ
ば
り
や
知
覚
障
害
の
た
め
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
に
く
く
立
ち
上
が
る
練
習
、
歩
く
練
習
を
行
い
ま
す
。
上
肢
の
麻
痺
の
た
め
杖
な
ど
を

使
え
ず
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
も
手
を
出
し
て
転
倒
を
防
ぐ
こ
と
が
難
し
い
の
で
介
助
や
車
い
す

の
利
用
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
な
か
で
で
き
る
動
作
を
増
や
す
工
夫
も
行
い
ま
す
。
例
え
ば
ス
プ
ー
ン
や

フ
ォ
ー
ク
、
歯
ブ
ラ
シ
の
柄
を
太
く
し
て
握
り
や
す
く
し
た
り
、
手
に
固
定
す
る
自
助
具
を
使
用

し
た
り
し
ま
す
。
衣
服
の
ボ
タ
ン
を
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
に
変
え
た
り
、
ジ
ッ
パ
ー
に
は
ひ
も
で
輪
を

つ
け
て
指
を
ひ
っ
か
け
て
操
作
し
や
す
く
し
た
り
し
ま
す
。
手
を
つ
い
て
起
き
上
が
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
、
電
動
ベ
ッ
ド
な
ど
を
活
用
し
ま
す
。

高
齢
者
特
有
の
問
題
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

受
傷
前
か
ら
多
く
の
病
気
や
身
体
障
害
、
認
知
症
を
抱
え
て
い
る

こ
と
が
多
く
、個
々
の
状
態
に
合
わ
せ
た
対
応
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

身
体
機
能
や
環
境
の
急
激
な
変
化
、
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
、
せ

ん
妄
や
抑
う
つ
状
態
に
な
り
や
す
く
、
前
向
き
に
訓
練
に
取
り
組
む

こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
介
護
者
も
高
齢
の
場
合
が
多
い

の
で
介
護
負
担
の
少
な
い
方
法
を
選
び
、
介
護
保
険
や
身
体
障
害
者

手
帳
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
っ
か
り
利
用
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

20

15

10

5

0
1            11          21         31          41          51         61          71          81          91       101

年齢 (歳）

(人）
黒川陽子・ほか：『脊髄損傷リハビリテーション－現状・課題・
展望　高齢化．総合リハ36』：959-963, 2008より

図１　2006年 1～12月の年齢別発生分布

図２　頸椎過伸展損傷
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上
瞼
（
う
わ
ま
ぶ
た
）
が
垂
れ
下
が
る
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ふ
と
鏡
を
見
る
と
、
眠
た
く
な
い
の
に
な
ぜ
か
眠
た
い
目
つ
き
の
自
分
が
い
た
。
カ
メ
ラ
の
前

で
目
を
パ
ッ
チ
リ
開
け
た
つ
も
り
で
写
真
を
撮
る
と
、
お
で
こ
に
目
い
っ
ぱ
い
し
わ
を
寄
せ
、
眉

毛
だ
け
が
上
が
っ
て
い
て
、
ま
る
で
び
っ
く
り
仰
天
顔
の
自
分
が
い
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
日

常
的
に
さ
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

そ
れ
ら
は
、
目
を
見
開
く
（
以
下
、
開か

い
け
ん瞼

と
呼
び
ま
す
）
筋
力
の
低
下
や
、
年
齢
と
と
も
に
上

瞼
の
皮
膚
が
伸
び
て
垂
れ
下
が
っ
て
き
た
結
果
、
上
瞼
が
視
界
を
妨
げ
る
眼
瞼
下
垂
症
と
い
う
病

気
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

眼
瞼
下
垂
の
問
題
点
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

眼
瞼
下
垂
症
で
は
、
お
で
こ
に
ギ
ュ
ッ
と
力
を
入
れ
眉
毛
ご
と
引
き
上
げ
て
目
を
見
開
い
た
り
、

首
を
後
ろ
に
傾
け
て
前
を
見
る
癖
が
つ
く
と
眼
精
疲
労
や
頭
痛
、
首
や
肩
の
筋
緊
張
に
よ
る
慢
性

の
肩
こ
り
の
原
因
と
な
り
得
ま
す
。

ま
た
、
下
が
っ
た
瞼ま

ぶ
た

は
眠
た
い
印
象
や
疲
れ
た
印
象
を
他
人
に
与
え
る
ほ
か
、
老
け
て
見
え
る

な
ど
の
弊
害
も
あ
り
ま
す
。
下
垂
量
に
左
右
差
が
あ
る
場
合
、
整
容
的
に
も
問
題
が
生
じ
ま
す
。

手
術
の
適
応
と
効
果
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

正
面
を
見
た
と
き
に
、
上
瞼
の
縁
が
瞳
孔
（
黒
目
の
中
心
）
に
か
か
る
ほ
ど
視
界
が
妨
げ
ら
れ

る
と
、
生
活
に
も
支
障
を
き
た
す
た
め
、
も
ち
ろ
ん
手
術
適
応
と
な
り
ま
す
。
視
界
に
影
響
が
な

加齢性眼
が ん け ん

瞼下
か

垂
す い

症とは？
――手術と効果

形成外科診療主任　門
かどわき

脇 未
み き

来
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く
て
も
、
前
述
の
よ
う
に
慢
性
的
な
肩
こ
り
な
ど
に
悩
ま
れ
る
方
は
多
い
の
で
す
。

手
術
に
よ
っ
て
楽
に
開
瞼
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
不
要
な
と
こ
ろ
に
力
が
入
ら
な
く
な
り
症

状
の
改
善
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
近
で
は
手
術
の
適
応
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

手
術
の
方
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
余
剰
皮
膚
切
除
術

伸
び
て
緩
ん
だ
皮
膚
が
原
因
の
症
例
に
行
い
ま
す
。
元
の
二
重
の
線
（
も
し
く
は
予
定
線
）
の

と
こ
ろ
で
余
っ
て
い
る
皮
膚
を
切
除
す
る
方
法
と
、
眉
毛
の
下
で
切
除
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

②
挙
筋
短
縮
術
（
図
２
）

瞼
を
上
げ
る
筋
肉
が
緩
ん
で
し
ま
っ
た
結
果
、
瞼
が
下
が
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
筋

肉
を
再
度
引
き
出
し
て
止
め
直
す
こ
と
で
筋
力
を
復
活
さ
せ
ま
す
。

③
吊
上
げ
術

筋
肉
が
ま
っ
た
く
働
か
な
く
な
っ
た
重
症
例
に
対
し
て
、
眉
毛
を
上
げ
る
お
で
こ
の
筋
肉
と
瞼
を
、

糸
や
太
も
も
の
筋
膜
を
使
っ
て
連
結
し
、
眉
毛
の
動
き
に
瞼
を
連
動
さ
せ
て
開
瞼
を
行
う
方
法
で
す
。

手
術
に
伴
う
注
意
点
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

目
を
こ
す
る
、
枕
に
顔
を
う
ず
め
て
寝
る
な
ど
の
癖
が
あ
る
方
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ

に
再
発
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
花
粉
症
な
ど
を
お
持
ち
の
方
も
そ
の
時
期
の
手
術
は
避
け
た

ほ
う
が
無
難
で
す
。
ま
た
、
術
後
し
ば
ら
く
は
目
が
腫
れ
ま
す
の
で
、
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

場
合
は
そ
の
後
か
、
余
裕
を
も
っ
て
2
か
月
以
上
前
の
施
術
を
お
勧
め
し
ま
す
。

額にしわが入る

眉毛を上げて
目を開こうとする

黒目の中央に上瞼が
かぶってくる

図1　加齢性眼瞼下垂症の症状

挙筋腱膜

引きだして
止め直す

図２　挙筋短縮術
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嚥
下
機
能
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
図
１
」
に
嚥
下
の
し
く
み
（
側
面
か
ら
見
た
と
こ
ろ
）
を
示
し
ま
し
た
。
口
腔
内
で
舌
の
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
咽
頭
ま
で
運
ば
れ
た
食
塊
が
、
咽
頭
の
収
縮
運
動
で
食
道
入
口
部
に
到
達
す
る

際
に
は
、
喉の

ど

全
体
が
上
、
前
方
に
移
動
し
て
、
さ
ら
に
気
管
が
し
っ
か
り
と
蓋ふ

た

を
さ
れ
た
状
態
に

な
り
、
気
管
に
食
事
が
入
る
（
誤ご

嚥え
ん

）
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

嚥
下
動
作
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

私
た
ち
は
日
頃
、「
図
１
」
に
示
す
よ
う
な
「
の
み
こ
む
」
嚥
下
動
作
を
無
意
識
に
繰
り
返
し
て

食
事
を
摂
取
し
て
い
ま
す
。
食
べ
る
と
い
う
行
為
に
は
、
食
べ
る
こ
と
を
認
識
し
口
に
入
れ
る
と

い
っ
た
意
識
の
働
き
が
か
か
わ
る
部
分
と
、
何
も
考
え
ず
に
運
搬
さ
れ
る
、
意
識
の
働
か
な
い
反

射
運
動
の
部
分
が
あ
り
ま
す
。

嚥
下
機
能
は
、
口
腔
や
咽
頭
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
意
識
状
態
や
全
身
の
運
動
機
能
に
関
連

し
て
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
病
棟
や
在
宅
療
養
に
お
い
て
、
患
者
さ
ん
の
嚥
下
機
能

の
状
態
に
適
し
た
食
事
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
食
事
介
助
や
観
察
の
多

く
は
医
師
で
は
な
く
、
看
護
師
、
家
族
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
嚥
下
の
評
価
場
面
を
で
き
る
だ
け
複

数
多
職
種
で
同
時
に
検
討
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

嚥
下
機
能
の
検
査
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

そ
の
よ
う
に
複
数
多
職
種
で
外
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
検
査
が
①
嚥
下
内
視
鏡
検
査
と
②

食の楽しみを全ての人に
――嚥

え ん

下
げ

機能の検査と改善術
耳鼻咽喉・頭頸部外科主任部長　宇

う

野
の

 敦
あつ

彦
ひこ
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嚥
下
造
影
検
査
で
す
。
①
も
②
も
患
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
姿
勢
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
診
察

い
す
で
座
位
で
行
っ
た
り
、
ベ
ッ
ド
上
で
角
時
計
で
計
測
し
て
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
で
調
べ
た
り
、

ま
た
首
を
左
右
ど
ち
ら
か
に
ま
わ
し
て
、
の
み
こ
み
に
、
よ
り
有
利
な
状
態
を
探
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

た
だ
、
い
ず
れ
も
病
院
と
い
う
場
所
で
、
機
器
を
用
い
た
検
査
で
の
評
価
で
す
。
本
来
、
食
事

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
評
価
場
面
で
は
患
者
さ
ん
に
緊
張
が
加
わ
っ

て
い
る
、
と
い
う
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
こ
う
い
っ
た
評
価
結
果
＋
実

際
の
臨
床
的
経
過
が
ど
う
で
あ
る
か
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

二
つ
の
検
査
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

１
．
嚥
下
内
視
鏡
検
査

外
来
や
入
院
中
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
も
比
較
的
短
時
間
で
可
能
な
検
査
で
す
。

「
写
真
１
」
は
実
際
の
様
子
で
す
。

こ
の
検
査
の
と
き
に
は
、「
写
真
２
」

に
検
査
時
の
食
事
を
示
し
ま
す
が
、

色
素
水
や
ゼ
リ
ー
や
病
院
食
、
外
来

で
は
持
参
の
食
材
を
用
い
て
、
実
際

に
口
に
入
れ
て
嚥
下
し
て
も
ら
い
観

察
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
写
真
３
」

で
は
異
常
所
見
を
示
し
ま
す
。
紫
の

色
素
水
が
右
の
咽
頭
か
ら
喉
頭
・
気

気管

口腔期 咽頭期 食道期

食道

図 1　嚥下動作写真１　病棟での嚥下内視鏡検査

患者さんのベッドサイドで複数の職種がモニ
ター場面を見て検討しています

写真２　嚥下内視鏡検査時に用いる
検査食

入院中は病院食で行います
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管
の
方
向
に
侵
入
し
、
誤
嚥
を
し
て
い
る
場
面
で
す
。
こ
の
症
例
で
は
誤
嚥
を
し
て
も
咳せ

き

が
出

ま
せ
ん
で
し
た
。

本
来
喉
頭
は
異
物
の
侵
入
に
非
常
に
敏
感
で
、ご
く
少
量
の
侵
入
で
も
咳
を
し
て
（
む
せ
て
）

侵
入
物
を
追
い
出
そ
う
と
し
、
誤
嚥
か
ら
身
を
守
ろ
う
と
す
る
の
が
通
常
で
す
。
喉
頭
の
感
覚

が
低
下
し
て
い
る
こ
う
い
っ
た
症
例
で
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。　

２
．
嚥
下
造
影
検
査

「
写
真
４
」は
嚥
下
造
影
検
査
の
場
面
で
す
。
こ
の
検
査
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
で
行
い
ま
す
。「
図

１
」
の
よ
う
な
嚥
下
の
状
態
を
側
面
像
で
、
複
数
多
職
種
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
外
来
で

は
通
常
ま
ず
嚥
下
内
視
鏡
検
査
で
評
価
し
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
精
密
検
査
の
た
め
に
行
っ
て
い

ま
す
。

「
写
真
５
」
は
異
常
所
見
を
示
し
ま
す
。
咽
頭
収

縮
力
が
著
明
に
低
下
し
て
い
る
た
め
、
食
塊
が
咽
頭

に
残
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
嚥
下
内
視
鏡
検
査
で

は
一
瞬
で
見
逃
す
よ
う
な
誤
嚥
を
確
認
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

最
近
の
摂
食
嚥
下
専
門
外
来
で
の
お
話

当
科
で
は
、
摂
食
嚥
下
専
門
外
来
を
設
け
て
い
ま

す
。
診
察
で
は
、
前
に
述
べ
た
嚥
下
内
視
鏡
検
査
を

常
時
行
っ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
摂

写真３　嚥下内視鏡検査での異常所見

紫の色素水が右咽頭側から喉頭侵入している様子。誤嚥
しましたが、むせ（咳）はありませんでした

写真５　嚥下造影検査（異常所見）

咽頭収縮力が著明に低下し、食塊が通過できず、咽頭に
残っています

写真４　嚥下造影検査
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食
・
嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師
と
と
も
に
、
主
た
る
介
護
者
の
同
伴
を
条
件
に
、
詳
細
な
問
診

か
ら
始
ま
っ
て
嚥
下
内
視
鏡
検
査
、
嚥
下
造
影
検
査
な
ど
を
行
い
、
診
断
と
個
々
の
症
例
に
応
じ

た
検
討
を
も
と
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

状
態
に
よ
っ
て
は「
図
２
」に
示
す
よ
う
な
誤
嚥
を
防
止
す
る
た
め
の
手
術（
声
門
閉
鎖
術
）や「
図

３
」
に
示
す
嚥
下
を
助
け
る
手
術
（
嚥
下
機
能
改
善
術
）
の
適
応
が
あ
れ
ば
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
専
門
外
来
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く

の
患
者
さ
ん
に
食
の
楽
し
み
を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
楽
し
み
は
安
全
で
な
け
れ
ば
得
ら
れ
ま

せ
ん
。
姿
勢
や
食
事
の
内
容
を
変
更
す
る
だ
け
で
も
、

よ
り
安
全
に
味
覚
、
嗅
覚
、
喉
ご
し
の
楽
し
み
を
残

す
こ
と
が
可
能
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
適
切
な
指

導
や
手
術
と
い
う
手
段
が
あ
れ
ば
、
時
に
飛
躍
的
に

食
の
楽
し
み
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で

す
。

図２　声門閉鎖術（＋気管切開術）

咽頭

誤嚥防止のために

声門閉鎖

気管切開

術後の呼吸はここから

誤嚥

肺
炎

舌
機能低下
（反射、収縮力など）

図３　 嚥下を助ける手術：喉頭挙上術＋輪状咽頭筋切断術（＋
気管切開術）

①喉頭を挙上する

食道の入り口が広がる

②食道入り口の括約筋
（輪状咽頭筋）を切断

①+②の効果で食道に
食塊が入りやすくなる

食道の入り口がゆるむ

③術後の気道狭窄に対して

気管切開術（後日、閉鎖予定）

舌
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摂
食
・
嚥
下
障
害
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

食
べ
物
だ
と
認
識
し
て
口
に
運
ぶ
こ
と
や
、
む
せ
る
、
つ
か
え
る
な
ど
、
の
み
込
み
の
機
能
が

衰
え
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

加
齢
で
嚥え

ん

下げ

（
の
み
込
み
）
の
働
き
が
低
下
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高
齢
者
が
家
庭
で
遭
う
不
慮
の
事
故
の
う
ち
、
死
亡
数
の
年
次
推
移
で
最
も
多
い
の
は
窒
息
で

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
加
齢
と
共
に
低
下
す
る
嚥
下
機
能
で
す
。

歯
が
減
る
こ
と
で
噛か

む
力
が
衰
え
る
、の
み
込
む
筋
力
が
低
下
す
る
、食
道
の
動
き
が
低
下
す
る
、

む
せ
か
け
た
と
き
に
咳せ

き

が
出
に
く
い
、
の
み
込
む
と
き
と
呼
吸
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
い
に
く
く
な

る
、
な
ど
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
の
み
込
み
に
く
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を

自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
が
問
題
で
す
。

の
み
込
む
ま
で
に
噛
む
回
数
が
増
え
て
き
た
、
何
度
か
の
み
込
ま
な
い
と
残
っ
た
感
じ
が
す
る
、

咳
や
痰た

ん

が
出
や
す
く
な
っ
た
、
な
ど
の
場
合
は
要
注
意
で
す
。

食
品
を
限
定
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
べ
に
く
い
食
品
を
知
り
、
そ
れ
ら
の
調
理
方
法

を
少
し
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
（
表
１
、２
参
照
）。

誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

口
腔
内
に
は
い
ろ
い
ろ
な
細
菌
が
す
ん
で
い
ま
す
。
病
気
や
加
齢
な
ど
に
よ
り
、
の
み
込
む
機

能
や
咳
を
す
る
力
が
弱
く
な
る
と
、
気
管
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
食
べ
物
を
排
出
で
き
ず
、
口

食べる楽しみ、支えます！
――摂食・嚥

え ん

下
げ

障害の克服法
摂食・嚥下障害看護認定看護師　西

にし

 依
え み こ

見子、山
やまもと

本 陽
よう

子
こ

、井
いのうえ

上 文
ふみ

子
こ
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腔
の
細
菌
や
逆
流
し
た
胃
液
が
誤
っ
て
気
管
か
ら
肺
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
べ
物
や
唾
液

な
ど
が
、
気
管
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
誤
嚥
と
い
い
、
誤
嚥
が
原
因
で
起
こ
る
肺
炎
を
誤
嚥
性

肺
炎
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
の
み
込
む
機
能
や
咳
を
す
る
力
が
弱
く
な
る
と
、
睡
眠
中
に
本
人
の
自
覚
が
な
い
ま
ま

唾
液
な
ど
が
気
管
に
入
り
こ
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
不ふ

顕け
ん
せ
い性

誤
嚥
と
い
い
、
こ
れ
を
繰
り

返
す
こ
と
で
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
し
ま
す
。
誤
嚥
性
肺
炎
は
高
齢
者
で
は
命
に
か
か
わ
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
病
気
で
す
。症

状
と
し
て
は
①
激
し
く
咳
き
込
む
②
高
熱
が
出
る
③
黄
色
い
痰
が
多

く
な
っ
た
④
呼
吸
が
苦
し
い
―
―
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
症
状
が

見
ら
れ
る
場
合
に
も
肺
炎
の
可
能
性
が
あ
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
①
元
気
が
な
い
②
食

事
時
間
が
長
く
な
っ
た
③
食
後
に
疲
れ
て
ぐ
っ

た
り
す
る
④
口
の
中
に
食
べ
物
を
た
め
こ
ん
で

の
み
込
ま
な
い
⑤
体
重
が
徐
々
に
減
っ
て
き
た

⑥
夜
間
に
咳
き
込
む
、
で
す
。

日
常
生
活
で
の
変
化
に
気
を
つ
け
、
こ
の
よ

う
な
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

表1　高齢者が食べにくく危険な食品の例

加熱調理 煮物・和え物

適度な水分 オムレツ・フレンチトースト

つなぎ 肉団子・ハンバーグ・ごま和え

切り方 繊維を断つ・隠し包丁

油脂 ポテトサラダ・ネギトロ

とろみ カレー・シチュー・あんかけ

表 2　調理の工夫

加熱しても軟らか
くなりにくいもの

かまぼこ・こんにゃく・
貝類・いか・ハム・き
のこ類・ねぎ

細かく切っても、丸の
みしてしまい危ない

のどに貼りつく、
厚みがないもの

餅・海苔・わかめ・レ
タス

のどに貼りつきやすい。
とくに餅の窒息はよく
知られている

パサパサしたもの パン・焼き魚・高野豆
腐・ゆで卵

噛んでも溶けてこない
ので丸のみになる

液状のもの 水・茶・味噌汁・お茶
漬け

味噌汁は、汁と固形物と
ののみ込むタイミングが
ずれて、むせやすい

酸味の強いもの 酢の物・柑橘類 酸味で咳き込む

粒の残るもの ピーナッツ・ごま のんだつもりでも、奥
に引っかかっている

繊維の多いもの 青菜・根菜 ひと口量が多いと危険
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口
腔
ケ
ア
で
肺
炎
予
防
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
す
か
ど
う
か
は
、
抵
抗
力
（
喀か

く

出し
ゅ
つ

力
〈
吐
き
出
す
力
〉・
体
力
・
免
疫
力
）

と
侵し

ん

襲し
ゅ
う

（
誤
嚥
の
量
・
内
容
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
侵
襲
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

口
腔
ケ
ア
が
あ
り
ま
す
。

口
腔
内
に
は
多
く
の
細
菌
が
付
着
し
て
い
る
た
め
歯
が
な
い
人
や
食
べ
ら
れ
な
い
人
ほ
ど
口
腔

ケ
ア
は
必
要
で
す
。
実
際
に
口
腔
ケ
ア
を
実
施
す
る
こ
と
で
高
齢
者
の
肺
炎
発
症
率
が
低
下
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
べ
物
に
工
夫
を
！　

栄
養
を
整
え
て
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

液
体
（
水
や
お
茶
、
味
噌
汁
な
ど
）
で
む
せ
る
人
は
、
と
ろ
み
を
つ
け
る
と
口
に
入
れ
て
か
ら

の
流
れ
が
ゆ
っ
く
り
と
な
る
た
め
、
の
み
込
む
タ
イ
ミ
ン
グ
が
と
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
市
販
さ

れ
て
い
る
と
ろ
み
剤
は
食
卓
や
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
も
使
用
で
き
る
の
で
お
勧
め
で
す
。

食
べ
や
す
い
も
の
の
条
件
と
し
て
、「
や
わ
ら
か
い
」「
な
め
ら
か
で
す
べ
り
が
よ
い
」「
ま
と
ま

り
が
あ
る
」「
適
度
に
水
分
が
含
ま
れ
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

す
り
鉢
や
ミ
キ
サ
ー
を
利
用
し
て
、
食
材
を
つ
ぶ
し
た
り
、
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
り
し
た
も
の

を
和
え
物
の
つ
な
ぎ
に
使
う
と
、
ま
と
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
パ
サ
パ
サ
し
た
も
の
は
煮
る
、

蒸
す
、
あ
ん
を
か
け
る
な
ど
す
れ
ば
、
し
っ
と
り
し
て
食
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
食
べ
る
と
き
に
は
小
さ
い
ス
プ
ー
ン
な
ど
で
ひ
と
口
量
は
少
な
め
に
し
、
の
み
込
ん

で
か
ら
次
の
ひ
と
口
を
口
に
入
れ
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

①やや前かがみで、あごをひく

②背中をまっすぐに（クッションなど

を使用する）

③体とテーブルの間に握りこぶし一つ

分くらいの隙間がある

④足は床にぴったりつける

図　食事のときの姿勢
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「
図
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
食
事
を
安
全
に
食
べ
る
に
は
姿
勢
も
大
事
で
す
。

薬
を
の
む
た
め
の
工
夫
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

の
み
込
む
力
が
何
ら
か
の
理
由
で
障
害
さ
れ
る
と
、
薬
が
の
み
込
み
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
薬
が
大
き
す
ぎ
る
」「
一
回
に
の
む
薬
の
量
が
多
過
ぎ
る
」「
口
が
乾
燥
し
て
い
て
、
の
み

込
み
に
く
い
」
な
ど
の
理
由
も
薬
が
の
み
に
く
い
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

薬
が
の
み
込
み
に
く
い
と
思
っ
た
ら
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
次
の
対
処
方

法
が
あ
り
ま
す
。

１
．
形
の
変
更

で
き
る
だ
け
小
さ
い
薬
に
す
る
、
あ
る
い
は
ド
ラ
イ
シ
ロ
ッ
プ
剤
や
粉
薬
、
外
用
薬
（
吸
入
薬
・

坐
薬
・
貼
付
薬
な
ど
）
に
変
更
す
る
、
と
い
っ
た
工
夫
は
検
討
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
．
服
用
の
回
数
と
時
間
の
変
更

薬
を
の
む
回
数
が
少
な
い
ほ
ど
負
担
が
小
さ
く
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
同
じ
時
間
に
の
め
る

よ
う
な
薬
に
変
更
し
た
り
、
複
合
錠
に
変
え
た
り
す
る
こ
と
も
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

３
．
嚥
下
補
助
食
品
の
活
用

ゼ
リ
ー
状
や
と
ろ
み
剤
な
ど
、
の
み
込
み
や
す
い
嚥
下
補
助
食
品
を
活
用
し
て
一
緒
に
の
む
方

法
も
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
さ
れ
て
い
て
、
硬
さ
や
１
袋
の
量
、
味
に
違
い

が
あ
る
の
で
、
そ
の
方
に
あ
っ
た
も
の
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
喉の

ど

に
残
り
や
す
い
場
合
は
、

薬
を
の
ん
だ
後
に
、
と
ろ
み
水
を
の
む
こ
と
も
一
つ
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
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お
口
は
健
康
の
入
り
口
で
す
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

き
れ
い
な
お
口
は
、
虫
歯
や
歯
周
病
だ
け
で
な
く
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
肺
炎
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
全
身
の
病
気
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
お
口
の
健
康
は
噛か

む
力
、

飲
み
込
む
力
、
唾
液
の
分
泌
量
な
ど
の
お
口
の
機
能
に
も
関
係
し
ま
す
。

お
口
の
機
能
が
低
下
す
る
と
低
栄
養
状
態
に
な
っ
て
体
力
や
免
疫
力
が
低
下
し
、
窒
息
や
認
知

症
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
べ
て
い
な
い
人
は
と
く
に
お
口
の
中
が
汚
れ
ま
す
。
き
れ
い
な

お
口
で
全
身
の
健
康
度
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

き
れ
い
な
お
口
を
保
ち
ま
し
ょ
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

食
後
と
寝
る
前
は
必
ず
お
口
全
体
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
で
お
口
を
き
れ
い
に
で
き

な
い
方
は
介
護
者
が
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
歯
磨
き
は
小
さ
め
の
歯
ブ
ラ
シ
を
使
い
ま
す
。
毛
先
を
歯
と
歯
肉
の
境
目
に
あ
て
軽
い
力
で

小
刻
み
に
動
か
し
て
１
本
ず
つ
磨
き
ま
す
（
図
１
）。
誤ご

嚥え
ん

し
や
す
い
方
に
は
吸
引
歯
ブ
ラ
シ
が
便

利
で
す
（
図
２
）。

●
舌
や
頬
の
内
側
、
上
あ
ご
は
舌
ブ
ラ
シ
や
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
で
き
れ
い
に
し
ま
す
。
歯
と
歯

の
間
は
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
（
図
３
）。

●
入
れ
歯
も
必
ず
外
し
て
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
歯
が
な
く
て
も
お
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
経
管
栄
養
の
方
も
１
日
１
回
は
お
口
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

きれいなお口で歯ッピィライフ
障がい者歯科歯科衛生士　角

かどたに

谷 久
く み よ

美代
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入
れ
歯
と
上
手
に
お
付
き
合
い
し
ま
し
ょ
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

歯
が
抜
け
た
ら
入
れ
歯
で
補
い
ま
し
ょ
う
。

入
れ
歯
と
お
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
て
お
口
の
健
康
を
保
ち
ま
す
。
入
れ
歯
が
汚
れ
て
い
る
と

虫
歯
や
歯
周
病
だ
け
で
な
く
口
臭
、口
内
炎
、誤
嚥
性
肺
炎
、味
覚
障
害
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、

汚
れ
は
入
れ
歯
の
劣
化
も
早
め
ま
す
。
食
後
と
寝
る
前
は
入
れ
歯
を
外
し
て
入
れ
歯
と
お
口
を
き

れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
流
水
下
で
入
れ
歯
専
用
の
ブ
ラ
シ
や
歯
ブ
ラ
シ
で
洗
い
ま
す

（
落
と
し
て
入
れ
歯
が
割
れ
た
り
流
れ
た
り
す
る
の
を
防
ぐ
た
め

に
水
を
張
っ
た
洗
面
器
な
ど
を
下
に
置
い
て
お
き
ま
す
）（
図
４
）。

部
分
入
れ
歯
は
バ
ネ
を
、
総
入
れ
歯
の
上
の
歯
は
の
ど
側
、
下
の

歯
は
前
歯
の
裏
、奥
歯
の
周
辺
を
洗
い
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

注
意
点
を
二
つ
挙
げ
ま
す
。
歯
磨
き
剤
は
入
れ
歯
を
傷
つ
け
る

の
で
使
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
熱
い
お
湯
は
入
れ
歯
が
変
形
す
る

の
で
使
い
ま
せ
ん
。

●
寝
る
前
は
入
れ
歯
を
外
し
、
き

れ
い
に
洗
っ
て
か
ら
水
を
入
れ
た

専
用
の
容
器
に
一
晩
保
管
し
ま
す
。

入
れ
歯
洗
浄
剤
を
使
っ
て
保
管
す

る
と
衛
生
的
で
す
（
図
５
）。

吸引器に接続して吸引しながら磨く

図 2　吸引歯ブラシ

洗面器をおいて、流水下で
入れ歯用のブラシや歯ブラシで洗う

図 4　入れ歯の洗い方

粘膜用の
スポンジブラシ

歯間ブラシ
舌ブラシ

デンタルフロス
歯と歯の間をきれいにする

舌や頬の内側、上あごをきれいにする

図 3　お口の清掃補助用具

毛先を歯と歯肉の境目に
当て、軽い力で小刻みに
動かし、１本ずつ磨く

図 1　歯の磨き方
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入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
た
ら
歯
科
医
に
調
整
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
（
図
６
） 

入
れ
歯
安
定
剤
は
一
時
的
に
使
う
た
め
の
も
の
で
す
。
入
れ
歯
安
定
剤
を
使
う
と
き
は
入
れ
歯

の
裏
に
薄
く
均
等
に
塗
り
ま
す
。
厚
く
塗
っ
た
り
、
長
期
に
使
用
し
た
り
す
る
と
、
あ
ご
が
や
せ

て
入
れ
歯
が
ま
す
ま
す
合
わ
な
く
な
り
ま
す
。
入
れ
歯
安
定
剤
使
用
中
は
細
菌
、
真
菌
が
繁
殖
し

や
す
い
の
で
、
よ
り
丁
寧
に
お
口
と
入
れ
歯
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、
お
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

入れ歯をきれいに洗い、
水を入れた専用容器で保管する

図 5　入れ歯の保管

入れ
歯安
定剤

図 6　入れ歯安定剤より歯科
で診てもらいましょう
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が
ん
も
慢
性
疾
患
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

昔
は
が
ん
の
治
療
は
し
ん
ど
い
も
の
、
つ
ら
い
も
の
で
、
そ
れ
こ
そ
患
者
さ
ん
は
命
が
け
で
治

療
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
一
部
は
死
に
物
狂
い
で
が
ん
と
闘
わ
な
け
れ
ば
勝
て
な
い
が
ん
、

と
く
に
血
液
系
の
悪
性
疾
患
、
白
血
病
な
ど
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
が
ん
で
今
ま
で
ど
お
り
の
仕
事
を
し
な
が
ら
治
療
も
受
け
て
、
が
ん
と
共
に

生
き
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
が
ん
も
高
血
圧
や
糖
尿
病
と
同
じ
よ
う
に
、
老
化

に
伴
っ
て
頻
度
が
上
が
る
慢
性
疾
患
の
一
つ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

が
ん
と
の
共
生
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
分ぶ

ん

子し

標ひ
ょ
う

的て
き

治
療
と
呼
ば
れ
る
、
新
し
い
治
療
法
の
進
歩
が
著
し
い
こ
と

で
す
。
も
う
一
つ
は
、
が
ん
治
療
に
伴
う
副
作
用
を
楽
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
こ
と
で
す
。

従
来
の
抗
が
ん
剤
が
正
常
細
胞
も
含
め
て
多
く
の
細
胞
を
殺
す
の
に
対
し
て
、
分
子
標
的
薬
は

絞
り
込
ん
で
た
た
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
従
来
は
増
殖
の
速
い
骨
髄
細
胞
や
消
化
器
系
の
細
胞
が

必
ず
障
害
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
分
子
標
的
治
療
で
は
間
質
性
肺
障
害
や
今
ま
で
に
な
い
副
作
用

が
見
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
吐
き
気
・
嘔お

う

吐と

・
食
欲
不
振
に
対
す
る
補
助
療
法
の
進
歩
や
、
白
血
球
減
少
に
対
し
て

行
わ
れ
る
増
加
因
子
の
投
与
、
骨
転
移
に
対
す
る
疼と

う
つ
う痛

・
転
移
抑
制
剤
の
投
与
が
、
外
来
で
楽
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
疼
痛
緩
和
や
骨
折
予
防
目
的
に
照
射
さ
れ
る
放

楽になってきた！
がんの薬物療法
副院長　総合内科主任部長　谷

たに

尾
お

 吉
よしろう

郎

外来化学療法室看護師　がん化学療法看護認定看護師　福
ふく

井
い

 亜
あ

希
き

子
こ
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射
線
治
療
も
、
一
つ
の
重
要
な
緩
和
ケ
ア
医
療
で
す
。

外
来
化
学
療
法
室
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

外
来
通
院
で
抗
が
ん
剤
な
ど
の
治
療
を
行
う
部
屋
で
す
。
外
来
化
学
療
法
室
に
は
ベ
ッ
ド
や
背

も
た
れ
、
足
の
角
度
が
変
え
ら
れ
る
椅
子
が
あ
り
、
こ
こ
で
抗
が
ん
剤
の
点
滴
を
行
い
ま
す
。
当

施
設
で
は
く
つ
ろ
い
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
テ
レ
ビ
を
設
置
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

外
来
化
学
療
法
室
で
は
抗
が
ん
剤
以
外
に
、
ク
ロ
ー
ン
病
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
慢
性
関
節
リ
ウ

マ
チ
な
ど
の
治
療
の
点
滴
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
来
院
か
ら
帰
宅
ま
で
の
流
れ
】

当
施
設
の
場
合
は
、
病
院
に
つ
い
た
ら
ま
ず
再
来
機
に
診
察
券
を
通
し
、
中
央
採
血
室
で
採
血

を
し
て
、
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
す
。

医
師
が
、
採
血
結
果
や
体
調
を
確
認
し
治
療
可
能
と
判
断
し
て
か
ら
、
薬
剤
師
が
個
々
の
患
者

さ
ん
に
合
わ
せ
た
量
で
点
滴
を
調
剤
し
て
い
ま
す
。
外
来
化
学
療
法
室
で
点
滴
を
受
け
た
後
は
、

会
計
を
済
ま
せ
帰
宅
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

【
外
来
で
が
ん
化
学
療
法
を
受
け
る
利
点
・
欠
点
】

利
点
は
入
院
を
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
で
す
。
日
常
生
活
や
仕
事
な
ど
の
社
会
生
活
を
続
け
な

が
ら
通
院
で
治
療
が
行
え
ま
す
。

欠
点
は
、
入
院
で
点
滴
治
療
を
す
る
場
合
は
医
療
者
が
毎
日
症
状
を
観
察
し
対
処
で
き
ま
す
が
、

通
院
で
点
滴
を
す
る
場
合
は
、
外
来
化
学
療
法
室
を
一
歩
出
れ
ば
患
者
さ
ん
や
家
族
が
自
ら
症
状

に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

写真１　外来化学療法室
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し
か
し
、
外
来
化
学
療
法
室
で
は
点
滴
を
受
け
て
い
る
間
に
副
作
用
の
対
処
方
法
、
日
常
生
活

の
注
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
院
生
活
と
は
少
し
異
な
っ
た

環
境
で
、
質
問
や
相
談
が
自
由
に
で
き
る
こ
と
は
、
外
来
化
学
療
法
の
大
き
な
利
点
で
す
。

こ
こ
で
は
手
術
や
完
治
を
め
ざ
し
て
行
う
医
療
で
は
な
く
、
が
ん
と
の
共
生
を
め
ざ
し
て
少
し

で
も
長
く
生
き
る
方
法
と
し
て
、
新
し
い
が
ん
の
薬
物
療
法
を
ま
と
め
ま
す
。

が
ん
会
議
の
役
割
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

が
ん
の
標
準
治
療
は
、
①
外
科
手
術
②
放
射
線
治
療
③
薬
物
療
法
の
三
つ
で
す
。
患
者
さ
ん
の

希
望
、
体
力
、
精
神
力
、
あ
る
い
は
社
会
的
な
背
景
や
経
済
力
も
含
め
、
全
て
を
考
慮
し
て
、
こ

れ
ら
３
本
柱
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
最
善
の
医
療
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
れ
が
個
別
化
医
療
（
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
）
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
希
望
が
最
優
先
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
が
ん
治
療
の
プ
ロ
で
あ
る
、
外
科
医
、
放
射
線
治
療
医
、
内
科
医
、
看
護
師
、
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
一
堂
に
会
し
て
行
う
が
ん
会
議
が
、
最
善
の
治
療
法
決
定
の
た
め
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

が
ん
会
議
で
薬
物
療
法
が
選
択
さ
れ
た
場
合
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
従
来
の
抗
が
ん
剤
メ
ニ
ュ
ー

を
選
ぶ
か
、
ホ
ル
モ
ン
剤
を
選
ぶ
か
、
さ
ら
に
は
分
子
標
的
薬
を
選
ぶ
か
、
と
い
っ
た
議
論
に
入

り
ま
す
。

が
ん
の
種
類
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
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そ
し
て
大
腸
が
ん
を
例
に
挙
げ
て
述
べ
ま
す
。
い
ず
れ
も
遺
伝
子
検
査
が
治
療
法
選
択
に
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
で
し
ょ
う
。

肺
が
ん
の
場
合
（
写
真
２
） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

肺
が
ん
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
小
細
胞
が
ん
で
、
も
う
一

つ
は
そ
れ
以
外
の
非
小
細
胞
が
ん
で
す
。
区
別
は
臨
床
経
過
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
、
そ
し
て
が
ん
細

胞
の
顔
つ
き
（
病
理
診
断
）
で
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
は
そ
れ
に
遺
伝
子
診
断
が
必
須
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

小
細
胞
が
ん
は
、
増
殖
が
速
く
、
脳
や
骨
を
は
じ
め
、
あ
ち
こ
ち
に
転
移
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

早
め
に
診
断
を
つ
け
て
、
入
院
の
う
え
従
来
型
の
抗
が
ん
剤
を
点
滴
治
療
し
ま
す
。
シ
ス
プ
ラ
チ

ン
（
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｐ
）
と
い
う
が
ん
治
療
に
一
つ
の
革
命
を
起
こ
し
た
薬
を
中
心
に
用
い
ま
す
。

シ
ス
プ
ラ
チ
ン
は
、
白
金
水
が
腐
ら
な
い
こ
と
か
ら
発
見
さ
れ
た
薬
で
、
毒
ガ
ス
か
ら
発
見
さ

れ
た
系
列
の
薬
と
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、腎
毒
性
が
強
く
大
量
の
補
液
が
、ま
た
吐
き
気
・

嘔お
う

吐と

も
強
く
制
吐
剤
が
必
須
で
す
。

こ
の
薬
の
登
場
で
精
巣
が
ん
や
卵
巣
が
ん
は
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
が
ん

種
の
キ
ー
ド
ラ
ッ
グ
で
も
あ
り
、
小
細
胞
肺
が
ん
に
お
い
て
も
必
須
で
す
。

一
方
、
非
小
細
胞
が
ん
は
、
分
子
標
的
治
療
薬
が
次
々
と
誕
生
し
て
、
ど
の
よ
う
に
使
う
べ
き

か
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
く
に
腺
が
ん
と
い
う
タ
イ
プ
は
肺
が
ん
の
半
分
を
占
め
、

分
子
標
的
薬
の
内
服
治
療
が
劇
的
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
予
測
に
遺
伝
子
検
査
（
Ｅ

Ｇ
Ｆ
Ｒ
遺
伝
子
変
異
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
４

－

Ａ
Ｌ
Ｋ
融
合
遺
伝
子
）
が
必
須
で
す
。

写真2　肺がんCT写真：右上肺野に数 cm大の腫瘤
（ ）と心のう水（ ）が認められる
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肺
腺
が
ん
の
分
子
標
的
薬
は
、
間
質
性
肺
炎
の
副
作
用
に
注
意
し
て
使
用
す
れ
ば
、
た
と
え
遠

隔
転
移
を
有
す
る
Ⅳ
期
で
あ
っ
て
も
、
２
年
生
存
が
確
約
で
き
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
少
し
入
院
し
て
副
作
用
が
許
容
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
後
は
外
来
で
毎
日
内

服
治
療
を
行
う
、
体
に
や
さ
し
い
治
療
で
す
。

現
在
、
３
種
類
の
内
服
の
分
子
標
的
薬
が
使
用
で
き
ま
す
。
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
遺
伝
子
変
異
に
対
す
る

イ
レ
ッ
サ
、
タ
ル
セ
バ
、
そ
し
て
Ｅ
Ｍ
Ｌ
４

－

Ａ
Ｌ
Ｋ
融
合
遺
伝
子
に
対
す
る
ザ
ー
コ
リ
で
す
。

２
０
１
４
年
に
は
こ
れ
ら
分
子
標
的
薬
に
耐
性
化
し
た
肺
が
ん
を
標
的
と
し
た
、
新
し
い
分
子

標
的
薬
が
登
場
す
る
予
定
で
す
（
図
１
）。

乳
が
ん
の
場
合
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

乳
が
ん
は
、エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
受
容
体
、プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
受
容
体
、そ
し
て
ハ
ー
ツ
ー
依
存
性
（
Ｈ

Ｅ
Ｒ
２
）
を
検
査
し
、そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
５
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
将
来
的
に
は
、

も
っ
と
多
く
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
て
個
別
化
医
療
に
向
か
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
乳
が
ん
の
特
殊
事
情
と
し
て
、
家
族
性
（
遺
伝
性
）
乳
が
ん
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

乳
が
ん
全
体
の
約
20
％
を
占
め
ま
す
が
、
そ
の
多
く
の
原
因
遺
伝
子
が
同
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
二
つ
の
遺
伝
子
、
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
１
と
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
２
は
２
０
１
３
年
、
米

国
女
優
（
37
歳
）
の
予
防
的
乳
房
切
除
で
話
題
を
さ
ら
い
ま
し
た
。

Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
１
遺
伝
子
と
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
２
遺
伝
子
は
ど
ち
ら
も
が
ん
抑
制
遺
伝
子
で
す
が
、
こ
れ
ら

に
異
常
が
起
こ
る
と
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
修
復
機
能
の
喪
失
が
起
こ
る
）
高
率
に
乳
が
ん
あ
る
い
は
卵
巣
が

ん
を
発
症
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
は
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
１
を
遺
伝
的
に
受
け
継
い
で
お
り
、

ＡＴＰ

Ｙ

増殖

血管新生 転移

アポトーシス
の誘導

浸潤 AstraZeneca社のイレッサの
パンフレットをもとに作図

EGFR-TK

Ｙイレッサイレッサ イレッサイレッサ

ＡＴＰ

17q25.2
17q24.3

Chromosome 17

17q24.1
17q22

17q21.2

q

BRCA1

p
17p12

17q23.2

17q21.32

17q12

17p13.2

図 1　分子標的薬イレッサ
図２　 17 番染色体上の BRCA1 遺伝子

の異常
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87
％
の
確
率
で
乳
が
ん
を
発
症
す
る
（
前
述
の
受
容
体
が
三
つ
と
も
陰
性
と
い
う
タ
イ
プ
）
と
の

デ
ー
タ
か
ら
、
予
防
的
に
乳
房
を
切
除
す
る
と
い
う
決
断
に
至
り
ま
し
た
（
図
２
）。

こ
う
し
た
遺
伝
子
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
ホ
ル
モ
ン
（
内
分
泌
）
療
法
、
分
子
標
的
治

療
に
分
類
さ
れ
る
抗
体
療
法
（
ハ
ー
セ
プ
チ
ン
）、
従
来
の
抗
が
ん
剤
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
組
み

合
わ
せ
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
場
合
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
腸
が
ん
も
ほ
か
の
が
ん
同
様
に
、
遺
伝
子
検
査
が
治
療
法
に
大
き
く
関
与
し
ま
す
。
が
ん
の

多
段
階
発
が
ん
理
論
が
展
開
し
た
の
は
、
内
視
鏡
的
に
腺
腫
性
ポ
リ
ー
プ
が
得
や
す
か
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
除
去
し
て
お
く
と
大
腸
が
ん
の
発
生
率
が
低
下
し
ま
す
。

家
族
性
大
腸
ポ
リ
ポ
ー
シ
ス
（
Ｆ
Ａ
Ｐ
）
発
症
に
関
与
す
る
が
ん
抑
制
遺
伝
子
Ａ
Ｐ
Ｃ
は
、
乳

が
ん
に
お
け
る
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
遺
伝
子
に
相
当
し
ま
す
。

一
方
最
近
、
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
遺
伝
子
の
発
現
上
昇
に
対
し
て
ア
ー
ビ
タ
ッ
ク
ス
（
セ
ツ
キ
シ
マ
ブ
）

と
い
う
抗
体
（
分
子
標
的
薬
）
が
、
有
効
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｋ

－

ｒ
ａ

ｓ
と
い
う
が
ん
遺
伝
子
が
活
性
化
（
変
異
）
さ
れ
て
い
な
い
条
件
下
で
の
み
有
効
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、
大
腸
が
ん
の
治
療
に
は
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
遺
伝
子
と
Ｋ

－

ｒ
ａ
ｓ
遺
伝
子
の
検
査
が
必
須
と
な

り
ま
し
た
（
図
３
）。

抗EGFR抗体薬
（セツキシマブなど）

EGFR

細胞核

細胞増殖因子

埼玉県立がんセンター消化器内科　山口研成先生提供資料より

変異型のKRASを持つがん細胞

細胞増殖シグナル

KRAS

図３　抗 EGFR抗体薬の作用機序
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放
射
線
治
療
の
歴
史
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

放
射
線
治
療
の
歴
史
は
古
く
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
Ｘ
線
を
発
見
（
１
８
９
５
年
）
し
た
翌
年
に
は

放
射
線
治
療
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

初
期
の
放
射
線
治
療
の
ほ
と
ん
ど
が
、
放
射
能
を
有
す
る
物
質
（
放
射
性
同
位
元
素
）
を
患
部

に
当
て
る
と
い
う
治
療
で
し
た
。
現
在
で
は
放
射
性
同
位
元
素
を
使
っ
た
治
療
は
少
な
く
な
り
、

主
に
電
気
を
使
っ
て
発
生
さ
せ
た
Ｘ
線
が
治
療
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

腫
瘍
細
胞
は
正
常
細
胞
よ
り
も
放
射
線
に
弱
い
と
い
う
性
質
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
放

射
線
に
対
し
て
腫
瘍
細
胞
は
正
常
細
胞
よ
り
死
滅
す
る
確
率
が
高
い
の
で
す
。
通
常
、
放
射
線
治

療
を
す
る
場
合
は
分
割
照
射
を
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
正
常
細
胞
と
腫
瘍
細
胞
の
生
き
残
る
差
を

大
き
く
す
る
た
め
で
す
（
図
）。

体
外
照
射
で
使
う
Ｘ
線
と
い
う
放
射
線
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｘ
線
と
い
う
言
葉
は
「
よ
く
分
か
ら
な
い
、
目
に
見
え
な
い
光
」
と
い
う
意
味
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
が

名
づ
け
ま
し
た
。
Ｘ
線
と
い
え
ば
Ｘ
線
検
査（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）を
連
想
す
る
方
が
多
い
で
し
ょ
う
。

放
射
線
治
療
で
も
Ｘ
線
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
Ｘ
線
検
査
で

使
う
Ｘ
線
の
約
40
〜
１
０
０
倍
も
強
力
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
き
く
す
る
と
体
の
深
い
と
こ
ろ

ま
で
Ｘ
線
を
到
達
さ
せ
や
す
く
な
り
、
表
面
に
あ
る
皮
膚
の
ダ
メ
ー
ジ
を
少
な
く
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

切らずに治す放射線治療
放射線治療科主任部長　島

しまもと

本 茂
しげとし

利
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高
精
度
放
射
線
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

体
外
照
射
用
の
医
療
機
器
の
発
達
に
よ
り
高
精
度
治
療
が
身
近
な
存
在
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

高
精
度
治
療
に
特
化
し
た
機
器
と
し
て
は
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
、
ノ
バ
リ
ス
（
写

真
１
）、
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
、
Ｖ
ｅ
ｒ
ｏ
４
Ｄ
Ｒ
Ｔ
と
い
っ
た
装
置
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

切
ら
ず
に
治
す
だ
け
で
な
く
、
副
作
用
を
減
ら
し
、
治
療
後
の
生
活
の
質
を
維
持
す
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

１
．
脳
定
位
照
射

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
治
療
の
こ
と
で
、
病
巣
に
対
し
て
ミ
リ
単
位
の
精
度
で
三
次
元
的
に
多
方
向
か

ら
放
射
線
を
当
て
る
技
術
で
す
。
狙
っ
た
病
巣
に
は
大
線
量
を
集
中
的
に
照
射
す
る
た
め
、
が
ん

は
治
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
周
囲
の
正
常
組
織
の
被ひ

曝ば
く

は
減
る
の
で
、
副
作
用
を
ほ
と

ん
ど
起
こ
さ
ず
に
治
療
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

１
９
６
０
年
代
か
ら
開
発
が
進
み
、
日
本
で
は
90
年
代
か
ら
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
を
筆
頭
に
各
地
に

普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
や
ノ
バ
リ
ス
と
い
っ
た
、
腫
瘍
制
御
に
有
効

な
分
割
照
射
が
可
能
で
、
体
へ
の
負
担
が
さ
ら
に
少
な
い
装
置
の
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。
転
移

性
脳
腫
瘍
な
ど
の
頭
蓋
内
腫
瘍
が
良
い
適
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
体
幹
部
定
位
放
射
線
治
療

脳
定
位
照
射
を
体
幹
部
に
応
用
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
治
療
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ほ
か
の
部
位
に
転
移
の
な
い
肺
が
ん
と
肝
臓
が
ん
が
良
い
適
応
で
す
。
と
く
に
小
さ
な
肺
が

ん
（
２
㎝
以
下
）
に
対
し
て
は
高
い
確
率
で
局
所
制
御
が
得
ら
れ
、
手
術
の
代
わ
り
に
な
り
う
る

細
胞
生
存
率

放射線量

正常細胞
正常細胞

正常細胞

正常細胞の
ダメージが
大きくなる

がん細胞

1回だけなら
差が小さい

がん細胞

が
ん
細
胞

放射線量 放射線量

細
胞
生
存
率

細
胞
生
存
率

１回照射 分割照射 １回高線量照射（1つの「　 」は１回の
　照射を表しています）

こ
の
差
が
大
き
く
な
る

a cb

図
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治
療
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
を
受
け
て
い
る
間
は
横
に
な
っ
て
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
照
射
に
よ
る
痛
み
な
ど

を
伴
わ
な
い
た
め
、
通
院
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
副
作
用
は
少
な
く
、
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な

い
治
療
で
す
の
で
、
手
術
が
困
難
な
方
で
も
治
療
可
能
で
す
。

３
．
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
革
新
的
な
照
射
技
術
で
す
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
膨
大
な
計
算
を
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
を
持
つ
ビ
ー
ム
の
組
み
合
わ
せ
を
決
定

し
、
結
果
と
し
て
理
想
的
な
放
射
線
の
当
た
り
方
と
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
お
か
げ
で
腫
瘍
に
は
従
来
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
放
射
線
量
を
照
射
し
つ

つ
、
周
囲
の
正
常
組
織
の
線
量
を
減
ら
し
て
副
作
用
が
軽
減
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
頭
頸

部
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、
脳
腫
瘍
な
ど
が
良
い
適
応
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
医
学
的
に
有
用
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
技
術
を
用
い

て
治
療
し
て
い
ま
す
。

４
．
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
回
転
型
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）

回
転
照
射
と
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ
た
最
新
の
照
射
技
術
で
す
。
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
で
は
通
常
１
回

の
照
射
時
間
が
10
〜
20
分
程
度
か
か
り
ま
す
が
、
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ら
半
分
以
下
に
短
縮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
装
置
の
発
達
と
と
も
に
、
今
後
実
践
で
き
る
疾
患
は
広
が
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

５
．
良
性
腫
瘍
へ
の
照
射

聴
神
経
腫
瘍
、
髄
膜
腫
、
頭
蓋
咽
頭
腫
が
良
い
適
応
で
す
。
１
回
だ
け
の
定
位
照
射
で
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
正
常
組
織
が
近
い
た
め
に
十
分
な
量
を
照
射
で
き
な
い
こ
と
が

写真1　 高精度放射線治療装置
ノバリスTx
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あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
よ
り
安
全
で
有
効
な
治
療
を
行
う
目
的
で
１
回
の
照
射
線
量
を

少
な
く
し
て
25
〜
30
回
程
度
の
治
療
を
し
て
い
ま
す
。
患
部
に
は
十
分
量
の
放
射
線
を
照
射
し
て

腫
瘍
制
御
を
向
上
さ
せ
つ
つ
、
脱
毛
や
そ
の
ほ
か
の
副
作
用
を
起
こ
さ
ず
治
療
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

６
．
小
線
源
治
療
（
写
真
２
）

そ
の
名
の
と
お
り
、
カ
プ
セ
ル
に
密
封
さ
れ
た
小
さ
な
線
源
（
放
射
性
同
位
元
素
）
を
用
い
て

が
ん
を
治
療
す
る
方
法
で
す
。

放
射
線
は
距
離
の
２
乗
に
反
比
例
し
て
減
衰
す
る
の
で
、
線
源
の
す
ぐ
近
く
は
非
常
に
多
く
の

放
射
線
が
当
た
る
一
方
で
、
少
し
離
れ
る
と
影
響
は
急
激
に
少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
利
用
し
て
患
部
に
線
源
を
留
置
す
る
こ
と
で
、
正
常
臓
器
の
障
害
を
減
ら
す
治
療
が
可

能
で
す
。
現
在
で
は
子
宮
頚
が
ん
や
前
立
腺
が
ん
の
治
療
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
．
内
照
射

放
射
性
同
位
元
素
が
入
っ
た
注
射
や
飲
み
薬
に
よ
る
治
療
で
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
骨
シ
ン
チ
と
い
っ

た
Ｒ
Ｉ
（
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
）
検
査
を
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ら
と
同
じ
よ
う
に
薬
の
体
内
動
態
を
利
用
し
た
治
療
で
す
。

検
査
の
場
合
は
薬
か
ら
出
て
く
る
ガ
ン
マ
線
な
ど
の
放
射
線
を
検
出
し
て
画
像
に
し
ま
す
が
、

治
療
で
使
う
薬
の
多
く
は
ベ
ー
タ
線
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ベ
ー
タ
線
は
１
㎝
も
飛
ば
ず
に
消
滅

す
る
の
で
、
正
常
な
臓
器
へ
の
影
響
は
少
な
く
、
体
に
優
し
い
治
療
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

甲
状
腺
が
ん
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
の
骨
転
移
の
治
療
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

写真２　小線源治療
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が
ん
治
療
に
は
病
理
診
断
は
必
須
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

が
ん
の
治
療
を
適
切
に
行
う
た
め
に
は
適
切
な
診
断
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
が
ん

の
診
断
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
定
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

臨
床
医
に
よ
る
診
察
、
血
液
や
尿
な

ど
の
臨
床
検
査
、
Ｘ
線
や
超
音
波
な
ど
の
画
像
診
断
に
よ
り
、
ど
こ
の
臓
器
に
ど
の
よ
う
な
が
ん

の
可
能
性
が
あ
る
か
が
絞
り
込
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
診
断
方
法
の
み
で
は
、
が
ん
で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
こ
と
ま
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の
が
ん
の
診
断
を
確
定
す
る
の
は
病
理
診
断
で
す
。

患
者
さ
ん
の
体
か
ら
採
取
さ
れ
た
病
変
の
組
織
や
細
胞
か
ら
顕
微
鏡
標
本
を
作
製
し
、
こ
の
標

本
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
診
断
す
る
の
が
病
理
診
断
で
あ
り
、
こ
の
病
理
診
断
を
専
門
と
す
る
医

師
が
病
理
医
で
す
。
臓
器
の
一
部
で
あ
る
組
織
や
細
胞
の
採
取
は
、
外
科
医･

内
科
医･

産
婦
人

科
医
な
ど
の
臨
床
医
が
行
い
ま
す
が
、
採
取
さ
れ
た
組
織
や
細
胞
か
ら
作
ら
れ
た
標
本
を
顕
微
鏡

で
観
察
し
て
診
断
す
る
の
は
病
理
医
で
す
。
臨
床
医
は
最
終
的
な
確
定
診
断
で
あ
る
病
理
診
断
を

も
と
に
治
療
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

病
理
部
門
の
存
在
は
、
よ
り
良
質
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

が
ん
診
療
に
お
け
る
病
理
診
断
の
か
か
わ
り
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

で
は
、
が
ん
診
療
に
お
け
る
病
理
診
断
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

初

診
か
ら
退
院
ま
で
の
経
過
に
沿
っ
て
述
べ
て
み
ま
す
。

病理診断なしに、
がんの治療はできません

病理科主任部長　伏
ふし

見
み

 博
ひろあき

彰



313

第
１４
章

知
っ
て
お
き
た
い
、が
ん
の
お
話

１
．
細
胞
診
断

患
者
さ
ん
の
体
か
ら
採
取
さ
れ
た
材
料
を
顕
微
鏡
で
調
べ
て
が
ん
細
胞
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
診
断
方
法
で
す
。
材
料
と
し
て
は
、喀か

く
た
ん痰（

肺
が
ん
、喉
頭
が
ん
な
ど
）、尿（
膀
胱
が
ん
な
ど
）、

子
宮
頸
部
か
ら
細
胞
を
こ
す
り
と
っ
た
も
の
（
子
宮
頸
が
ん
な
ど
）、
細
い
針
を
刺
し
て
吸
引
し
た

も
の
（
乳
が
ん
、
甲
状
腺
が
ん
、
肝
が
ん
な
ど
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
学
会
認
定
資
格
を
も

つ
細
胞
検
査
士
が
が
ん
細
胞
を
見
つ
け
出
し
、
病
理
医
が
診
断
を
確
定
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
が
ん
細
胞
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
以
下
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
み
ま
す
。

２
．
生せ

い
け
ん検

組
織
診
断

内
視
鏡
検
査
を
行
っ
た
際
に
病
変
の
一
部
を
つ
ま
み
取
っ
た
り
（
胃
、
大
腸
、
肺
、
膀
胱
が
ん

な
ど
）、
皮
膚
な
ど
の
で
き
も
の
の
一
部
を
メ
ス
な
ど
で
切
り
取
っ
た
り
（
皮
膚
が
ん
な
ど
）、
体

の
表
面
か
ら
針
を
刺
し
て
取
っ
た
り
（
乳
が
ん
、
甲
状
腺
が
ん
、
肝
が
ん
な
ど
）
し
た
組
織
（
臓

器
の
一
部
）
を
顕
微
鏡
標
本
に
し
ま
す
。
こ
の
検
査
を
「
生せ

い
け
ん検

」
と
い
い
、
そ
の
診
断
を
生
検
組

織
診
断
と
呼
び
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
の
臓
器
の
ど
の
よ
う
な
が
ん
な
の
か
の
診
断
が
確
定
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し

て
適
切
な
治
療
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
治
療
法
と
し
て
手
術
が
選
択
さ
れ
る
場
合
に
は
、
以
下

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
み
ま
す
。

３
．
手
術
中
の
迅
速
診
断

皮
膚
、
乳
房
や
内
視
鏡
で
到
達
可
能
な
部
位
に
で
き
る
病
変
は
、
手
術
前
に
生
検
組
織
診
断
を

し
ま
す
。
し
か
し
、
病
変
が
体
の
深
い
部
分
に
あ
る
た
め
に
生
検
が
難
し
い
場
合
は
手
術
前
に
病

理
診
断
が
で
き
な
い
た
め
、
手
術
中
に
迅
速
診
断
を
行
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
手
術
中
に
切
り
取
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ら
れ
た
病
変
組
織
か
ら
10
分
程
度
で
病
理
診
断
が
行
わ
れ
ま
す
。
診
断
結
果
は
直
ち
に
手
術
中
の

執
刀
医
に
連
絡
さ
れ
、
手
術
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

病
変
が
取
り
切
れ
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
手
術
に
よ
っ
て
取
ら
れ
た
臓
器
・
組
織
の

断
片
を
調
べ
た
り
、
が
ん
の
転
移
が
疑
わ
れ
る
部
分
を
調
べ
て
切
除
範
囲
を
決
め
た
り
す
る
と
き

に
も
、
迅
速
診
断
が
役
立
ち
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
安
全
な
手
術
を
し
た
後
に
、
摘
出
さ
れ
た
臓
器
全
体
を
詳
し
く
調
べ
、
最
終

的
な
詳
し
い
病
理
診
断
を
行
い
ま
す
。

４
．
手
術
で
摘
出
さ
れ
た
臓
器
を
診
断

摘
出
さ
れ
た
臓
器
・
組
織
を
病
理
医
が
肉
眼
で
観
察
し
、
病
変
の
部
位
、
大
き
さ
、
性
状
、
広

が
り
を
確
認
し
、
診
断
に
必
要
な
部
分
か
ら
必
要
な
数
だ
け
標
本
を
切
り
取
り
ま
す
。
こ
れ
ら
か

ら
国
家
資
格
を
も
つ
臨
床
検
査
技
師
が
顕
微
鏡
標
本
を
作
り
ま
す
。

こ
れ
を
病
理
医
が
観
察
し
、
ど
の
よ
う
な
病
変
な
の
か
（
タ
チ
の
悪
さ
）、
ど
れ
く
ら
い
進
行
し

て
い
る
か
、
転
移
は
あ
る
の
か
、
手
術
で
取
り
切
れ
た
の
か
、
追
加
治
療
が
必
要
か
ど
う
か
、
な

ど
を
詳
し
く
調
べ
ま
す
。
こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
臨
床
医
は
そ
の
後
の
治
療
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

常
勤
病
理
医
の
い
る
病
院
―
―
い
る
と
安
心
、
い
な
い
と
心
配
？
 ・・・・・・・・・・・・・

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
病
理
診
断
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
が
ん
の
診
断
が
確
定
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
治
療
方
針
を
決
め
る
た
め
に
決
定
的
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

常
勤
病
理
医
が
い
る
病
院
で
は
、
当
然
な
が
ら
院
内
で
こ
の
医
療
行
為
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。
逆
に
い
う
と
、「
病
院
に
常
勤
病
理
医
が
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、「
病
気
の
種
類
や
進

写真　がん（大腸がん）と正常組織（正常な大腸粘膜）。左半分は正
常な大腸粘膜（規則正しい構造）。右半分は大腸がん（不規則な構造）
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行
度
を
最
終
的
に
診
断
す
る
常
勤
医
師
が
院
内
に
い
な
い
」
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。「
常
勤
病
理
医

が
い
る
」
こ
と
は
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
し
ょ

う
か
？

そ
れ
は
、
病
理
医
が
顕
微
鏡
を
み
る
だ
け
で
必
ず
し
も
正
し
い
病
理
診
断
が
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
か
ら
で
す
。
適
切
な
病
理
診
断
を
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
臨
床
情
報
が
必
要
で
す
。

病
理
医
は
、
患
者
さ
ん
の
症
状
、
既
往
歴
（
こ
れ
ま
で
に
か
か
っ
た
病
気
）、
家
族
歴
（
家
族
の

病
気
）、
嗜
好
（
喫
煙
歴
な
ど
）、
理
学
的
所
見
（
臨
床
医
の
診
察
所
見
）、
種
々
の
検
査
所
見
（
血

液
中
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
値
な
ど
）、
画
像
診
断
結
果
な
ど
の
多
く
の
情
報
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

臓
器
を
肉
眼
的
に
観
察
し
、
さ
ら
に
顕
微
鏡
標
本
を
見
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
病

理
診
断
を
下
す
の
で
す
。

常
勤
病
理
医
で
あ
れ
ば
、
当
然
カ
ル
テ
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
り
、
病
理
診
断
を
行
う
た
め
に
必

要
な
種
々
の
臨
床
情
報
を
容
易
に
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
正
し
い
病
理
診

断
を
す
る
た
め
に
は
病
理
医
と
臨
床
医
の
連
係
プ
レ
ー
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医
師
と
他
職

種
（
細
胞
検
査
士
な
ど
）
の
連
係
も
必
須
で
す
。

つ
ま
り
、
正
し
い
病
理
診
断
を
す
る
た
め
に
は
院
内
で
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
常
勤
病
理
医
は
院
内
で
多
く
の
職
員
と
良
好
な
人
間
関
係
を
築
く
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
正
し
い
病
理
診
断
（
最
終
確
定
診
断
）
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
常
勤
病
理
医
の
い
る
病
院
は
、
安
心
で
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
え
る
の
で
す
。
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Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
で
、
が
ん
に
「
目
印
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
は
、陽
電
子
放
射
線
断
層
撮
影
＝
ポ
ジ
ト
ロ
ン
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー（Positron 

Em
ission Tom

ography

）
の
略
で
す
。
通
常
、
が
ん
は
症
状
な
ど
体
に
変
化
が
現
わ
れ
て
か
ら
見
つ
か

る
こ
と
が
多
く
、
が
ん
が
あ
る
程
度
進
ん
で
か
ら
で
な
い
と
発
見
し
に
く
い
病
気
で
す
。
こ
の
が
ん
細
胞

に
「
目
印
」
を
つ
け
る
こ
と
で
、
小
さ
な
が
ん
で
も
見
つ
け
や
す
く
し
た
の
が
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
で
す
。

が
ん
の
診
断
の
た
め
に
行
う
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
は
、
目
印
と
し
て
Ｆ
Ｄ
Ｇ
と
い
う
薬
を
使
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ

－
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
の
Ｆ
Ｄ
Ｇ
は
、
ブ
ド
ウ
糖
（
グ
ル
コ
ー
ス
）
に
ポ
ジ
ト
ロ
ン
核
種
を
合
成
し
た
薬
剤
（
放
射

性
薬
剤
）
で
す
。
ポ
ジ
ト
ロ
ン
核
種
は
、
ま
わ
り
の
電
子
と
反
応
し
て
、
放
射
線
（
ガ
ン
マ
線
）

に
変
わ
る
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
ガ
ン
マ
線
の
出
る
場
所
と
量
を
Ｐ
Ｅ
Ｔ
カ
メ
ラ
で
検
出
し
ま
す
。

が
ん
細
胞
は
、
正
常
な
細
胞
に
比
べ
て
活
動
が
活
発
な
た
め
、
正
常
な
細
胞
の
約
３
〜
８
倍
も
ブ
ド
ウ

糖
を
取
り
込
む
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
は
そ
の
特
徴
を
利
用
し
て
、
た
く
さ

ん
の
ブ
ド
ウ
糖
、
つ
ま
り
Ｆ
Ｄ
Ｇ
と
い
う
目
印
を
取
り
込
ん
で
い
る
細
胞
を
探
し
、
が
ん
を
発
見
し
ま
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
の
し
く
み
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

体
内
に
注
射
さ
れ
た
Ｆ
Ｄ
Ｇ
は
、
約
１
時
間
で
全
身
に
運
ば
れ
、
体
中
の
細
胞
が
ブ
ド
ウ
糖
と

し
て
Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
取
り
込
み
ま
す
。
が
ん
細
胞
は
通
常
の
細
胞
よ
り
多
く
の
ブ
ド
ウ
糖
を
取
り
込
む

た
め
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
が
集
中
し
ま
す
。
ま
た
、
悪
性
度
が
高
い
も
の
ほ
ど
ブ
ド
ウ
糖
（
Ｆ
Ｄ
Ｇ
）
を
多

く
取
り
込
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
細
胞
に
取
り
込
ま
れ
た
Ｆ
Ｄ
Ｇ
が
反
応
し
、
放
出

ＰＥＴで小さながんが
見つかるって本当？

画像診断科主任部長　川
かわもと

本 誠
せいいち

一



317

第
１４
章

知
っ
て
お
き
た
い
、が
ん
の
お
話

さ
れ
る
放
射
線
（
ガ
ン
マ
線
）
を
、
体
の
外
か
ら
Ｐ
Ｅ
Ｔ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
ま
す
。
撮
影
さ
れ
た

画
像
で
ガ
ン
マ
線
が
集
中
し
て
い
る
場
所
を
見
つ
け
、
が
ん
発
見
の
手
が
か
り
と
し
ま
す
。
反
応

の
強
さ
で
悪
性
度
も
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｄ
Ｇ

－

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
の
利
点
や
弱
点
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

１
．
Ｆ
Ｄ
Ｇ

－

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
の
利
点

◯
が
ん
の
早
期
検
出

が
ん
に
目
印
を
つ
け
る
の
で
、
小
さ
な
が
ん
を
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

◯
全
身
の
検
索
（
転
移
な
ど
）

１
回
の
検
査
で
全
身
が
撮
影
で
き
ま
す
。

◯
病
巣
が
良
性
か
悪
性
か
の
判
別

Ｆ
Ｄ
Ｇ
の
取
り
込
み
の
程
度
で
悪
性
度
も
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◯
治
療
後
の
再
発
が
な
い
か
ど
う
か

 

全
身
を
一
度
に
検
査
で
き
る
た
め
、
治
療
を
行
っ
た
場
所
だ
け
で
な
く
別
の
部
位
に
再
発
し
て

も
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◯
病
巣
が
治
療
に
反
応
し
た
か
ど
う
か

 

病
巣
の
形
や
大
き
さ
は
変
わ
ら
な
く
て
も
、
治
療
で
が
ん
細
胞
が
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
判
定
は
超
音
波
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
よ
り
も
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
が
優
れ
て
い
ま
す
。

２
．
Ｆ
Ｄ
Ｇ

－

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
の
弱
点

◯
５
㎜
未
満
の
小
さ
な
病
変
は
検
出
が
困
難

あ
ま
り
に
小
さ
な
病
変
で
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
取
り
込
む
量
も
少
な
い
た
め
、
発
見
が
困
難
で
す
。

正常細胞

少しのブドウ糖で満腹

ブドウ糖
３～８倍

「腹、減ったゾ～！！」

日本メジフィジックス『PET/CTパンフレット』より作成

がん細胞

図1　PET検査の原理
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◯
腎
臓
や
膀
胱
、
肝
臓
、
腸
管
な
ど
に
は
正
常
で
も
集
積
す
る

 

Ｆ
Ｄ
Ｇ
は
尿
中
に
排
泄
さ
れ
る
た
め
、
腎
臓
や
膀
胱
、
前
立
腺
な
ど
の
が
ん
は
発
見
し
に
く
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
部
位
（
肺
炎
な
ど
）
に
も
集
積
す
る

 

肺
炎
な
ど
炎
症
が
あ
れ
ば
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
取
り
込
む
た
め
、
が
ん
と
の
判
別
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

◯
集
積
の
場
所
を
厳
密
に
確
定
で
き
な
い

 

Ｐ
Ｅ
Ｔ
だ
け
で
は
厳
密
な
部
位
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
し
た
が
、
Ｃ
Ｔ
を
同
時
に
撮
影
す

る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
で
、
以
前
よ
り
格
段
に
診
断
能
が
向
上
し
ま
し
た
。

◯
全
て
の
が
ん
に
有
効
で
は
な
い

 
早
期
胃
が
ん
は
Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
取
り
込
み
に
く
い
た
め
、
胃
内
視
鏡
検
査
の
ほ
う
が
早
期
発
見
に
は

有
用
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、ブ
ド
ウ
糖
を
必
要
と
し
な
い
性
質
の
が
ん
も
発
見
が
困
難
で
す
。

◯
糖
尿
病
患
者
さ
ん
 

Ｆ
Ｄ
Ｇ
が
筋
肉
に
集
中
し
や
す
い
た
め
、
病
変
部
に
Ｆ
Ｄ
Ｇ
が
集
ま
り
に
く
く
な
り
ま
す
（
血

糖
値
が
１
５
０
〜
２
０
０
㎎
／
dl
を
超
え
る
場
合
は
診
断
が
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
）。

ど
ん
な
が
ん
も
見
つ
け
ら
れ
る
の
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２
０
０
２
年
４
月
に
Ｆ
Ｄ
Ｇ
に
よ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
が
保
険
適
用
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
査
は
急
速
に
広
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、「
直
径
わ
ず
か
数
㎜
の
が
ん

で
も
発
見
で
き
る
」
と
、
ま
る
で
夢
の
検
査
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

本
当
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
で
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
が
ん
も
発
見
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

図２　ＰＥＴ検査のながれ

検査日予約と事前説明

検査前絶食（６時間）

受付・更衣

問診・ＢＳチェック

FDG注射／投与室

約１時間安静／待機室

排尿

PET撮影（２０分程度）／CT

20～30分休憩／待機室

排尿

PET撮影（２回目）

更衣

退出

会計
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た
し
か
に
、
が
ん
細
胞
に
目
印
が
つ
い
て
い
る
た
め
、
ほ
か
の
Ｃ
Ｔ
検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
は

見
つ
か
り
に
く
い
小
さ
な
が
ん
を
発
見
で
き
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
査
は
Ｃ
Ｔ
検
査
を
同
時
に
行
う
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
が
一
般
的
と
な
り
、
よ
り
正
確
に
病
気
の

場
所
、
広
が
り
が
診
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
当
セ
ン
タ
ー
で
導
入
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
機
器
は
、
最
新
の
技
術
を
駆
使
し
、

光
の
速
度
で
飛
ん
で
く
る
信
号
（
ガ
ン
マ
線
）
が
検
出
機
器
に
到
着
す
る
時
間
を
、
４
９
５
ピ
コ

秒
（
４
９
５
×
 10-12

秒
、
ピ
コ
は
１
兆
分
の
１
）
と
い
う
非
常
に
短
い
「
時
間
差
」
ま
で
感
知
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
、
精
度
の
高
い
画
像
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
よ
り
小
さ
な
が
ん
を
発
見
す
る
う
え
で
、
と
て
も
有
利
な
こ

と
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
「
数
㎜
の
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
」
こ
と
は
当
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
が
ん
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
や
性
格
が
あ
り
、
ま
た
で
き
る
場
所
に
よ
っ
て
は
Ｐ
Ｅ

Ｔ
で
発
見
し
に
く
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
1
回
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
で
全
て
の
小
さ
な
が
ん
を
発
見
す

る
こ
と
は
、
難
し
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
全
て
の
小
さ
な
が
ん
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ほ
か
の
画
像
検
査
と
比
べ
る
と
、
よ
り
早
期
の
が
ん
を
発
見
で
き
る
検
査
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

す
。
ま
た
、
一
度
に
全
身
を
検
査
で
き
ま
す
の
で
、
全
身
に
転
移
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
ん
を
1

回
の
検
査
で
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
Ｆ
Ｄ
Ｇ

－

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
弱
点
を
克
服
す
る
、
新
し
い
放

射
性
薬
剤
や
機
器
の
開
発
も
現
在
進
ん
で
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
検
診
を

受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

写真　ＰＥＴ／ＣＴ検査による病変の画像　ＣＴで肺に病変があり、ＦＤＧ－ＰＥＴで集積が
みられます。ＰＥＴ／ＣＴで病変と集積が一致しており、肺がんと診断されました
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緩
和
ケ
ア
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日
本
で
は
、
お
よ
そ
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
の
高
齢
化
に
伴

い
、が
ん
と
診
断
さ
れ
る
方
は
今
後
も
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
、患
者
さ
ん
の
家
族
も
含
め
る
と
、

非
常
に
多
く
の
方
が
、
が
ん
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
前
は
、
が
ん
の
痛
み
は
ひ
た
す
ら
我
慢
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
は
が
ん
に
よ
っ
て
体
験

す
る
心
身
に
生
じ
る
痛
み
は
、
我
慢
せ
ず
和
ら
げ
闘
病
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

が
ん
医
療
に
お
け
る
緩
和
ケ
ア
で
は
、
が
ん
に
伴
う
体
と
心
の
痛
み
を
和
ら
げ
、
生
活
や
そ
の

人
ら
し
さ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
は
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
「
つ
ら
さ
」
を
体
験
し
ま
す
。
最
近
で
は
、

治
療
を
確
実
に
行
う
た
め
多
く
の
場
合
は
病
名
を
告
知
し
ま
す
が
、
診
断
を
告
げ
ら
れ
気
持
ち
が

落
ち
込
ん
だ
り
、
不
安
が
強
く
な
っ
た
り
す
る
方
も
い
ま
す
。

病
名
を
耳
に
し
た
後
の
数
日
間
は
、「
ま
さ
か
自
分
が
が
ん
に
な
る
は
ず
が
な
い
」「
何
か
の
間

違
い
に
決
ま
っ
て
い
る
」
な
ど
と
、
認
め
た
く
な
い
気
持
ち
が
強
く
な
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

し
ば
ら
く
は
、
不
安
や
落
ち
込
み
の
強
い
状
態
が
続
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
大
き
な
衝

撃
か
ら
心
を
守
ろ
う
と
す
る
ご
く
自
然
な
反
応
で
す
が
、「
緩
和
ケ
ア
」
に
よ
っ
て
お
手
伝
い
す
る

こ
と
で
、
治
療
に
立
ち
向
か
う
意
欲
を
取
り
戻
せ
る
の
で
す
。

が
ん
に
な
る
と
、
痛
み
や
食
欲
が
な
い
、
吐
き
気
が
す
る
、
お
な
か
が
は
る
、
息
が
苦
し
い
、

咳せ
き

が
止
ま
ら
な
い
、
し
ゃ
っ
く
り
が
止
ま
ら
な
い
、
身
体
が
だ
る
い
な
ど
の
症
状
や
、
抗
が
ん
剤

治
療
や
手
術
の
よ
う
に
治
療
の
過
程
で
生
じ
る
痛
み
な
ど
、
体
が
感
じ
る
つ
ら
さ
も
あ
り
ま
す
。

がんと診断されたときから
緩和ケア

緩和ケア科主任部長　吉
よし

田
だ

 洋
ひろし

がん相談支援センター　緩和ケア認定看護師　門
もん

田
だ

 昭
あき

子
こ
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こ
れ
ら
の
症
状
を
軽
く
し
て
体
力
の
消
耗
を
防
ぐ
こ
と
で
、
治
療
に
取
り
組
む
力
が
湧
い
て
き

ま
す
。
痛
み
止
め
な
ど
の
薬
剤
も
随
分
と
使
い
や
す
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
適
切
な
時
期
に
適
切

な
量
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
つ
ら
さ
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
体
や
心
の
つ
ら
さ
を
和
ら
げ
、
患
者
さ
ん
が
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
医
療
が
緩
和
ケ
ア
で
す
。
が
ん
に
は
、「
が
ん
そ
の
も
の
に
対
す
る
治
療
」
と
「
緩

和
ケ
ア
」
の
両
方
が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

緩
和
ケ
ア
は
い
つ
か
ら
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

緩
和
ケ
ア
と
い
う
と
、「
が
ん
の
治
療
が
で
き
な
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
医
療
」「
が
ん
の
終
末

期
に
受
け
る
も
の
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
、
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
過
去

の
考
え
方
で
す
。

た
し
か
に
、
終
末
期
ケ
ア
や
看
取
り
の
ケ
ア
も
緩
和
ケ
ア
の
一
環
で
す
が
、
現
在
で
は
、
が
ん

と
診
断
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
が
ん
そ
の
も
の
に
対
す
る
治
療
と
一
緒
に
緩
和
ケ
ア
を
必
要
に
応
じ

て
受
け
る
こ
と
で
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）が
向
上
し
、生
存
期
間
も
改
善
す
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
、

緩
和
ケ
ア
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

治
療
に
入
る
前
の
、
体
の
痛
み
な
ど
が
ま
だ
少
な
い
と
き
や
、
治
療
を
主
体
と
し
た
時
期
に
も

ス
ト
レ
ス
や
精
神
的
問
題
、
苦
痛
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
患
者
さ
ん
が
個
々
に
対
処
す
る
の
で

は
な
く
、が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
た
り
、患
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
（
患

者
会
）
に
よ
っ
て
精
神
的
に
支
え
あ
う
関
係
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
治
療
へ
前
向
き
に
取
り

組
め
る
わ
け
で
す
。

診断

過去

現在

経過

がんの治療

がんの治療

緩和ケア

緩和
ケア

図1　緩和ケアの考え方
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つ
ま
り
、
緩
和
ケ
ア
は
、
が
ん
と
診
断
を
受
け
た
と
き
か
ら
、
一
緒
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

拠
点
病
院
と
緩
和
ケ
ア
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

が
ん
に
罹り

患か
ん

し
た
と
き
に
は
誰
も
が
質
の
高
い
が
ん
治
療
を
受
け
た
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

そ
う
し
た
医
療
機
関
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
大
阪
府
は
指
定
要
件
を
充
足
し
た
病
院
を
「
が
ん
診

療
拠
点
病
院
」
と
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
阪
府
に
は
60
の
が
ん
診
療
拠
点
病
院
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
府
が
推
薦
し
た
う
え

で
国
が
指
定
す
る
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
、
府
が
指
定
す
る
大
阪
府
が
ん
診
療
拠
点
病
院
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
拠
点
病
院
は
、
が
ん
治
療
水
準
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
緩
和
ケ
ア
の
充
実
、

在
宅
医
療
の
支
援
、
が
ん
患
者
・
家
族
に
対
す
る
相
談
支
援
、
が
ん
に
関
す
る
各
種
情
報
の
収
集
・

提
供
な
ど
の
機
能
を
備
え
、
地
域
に
お
け
る
が
ん
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
で
支
え
る
闘
病
生
活
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
緩
和
ケ
ア
の
充
実
の
一
つ
と
し
て
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

入
院
・
外
来
を
問
わ
ず
、
患
者
さ
ん
、
家
族
の
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
な
面
の
つ
ら
さ
を
和

ら
げ
る
よ
う
、
担
当
医
な
ど
と
連
携
し
て
多
職
種
で
支
援
す
る
チ
ー
ム
で
す
（
図
２
）。

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
、
身
体
的
苦
痛
に
対
応
す
る
医
師
、
精
神
的
苦
痛
に
対
応
す
る
医
師
、
看

護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
臨
床
心
理
士
、
理
学
療
法
士
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
的
な
立
場
か
ら
、
患
者
さ
ん
・
家
族
の
苦
痛
を
ど
う
す
れ
ば
緩

緩和ケアチームは、患者さんと家族を中心に多職種でかかわります。

医師
主治医と緩和ケアの身体担
当医・精神担当医がいます。看護師

日常のケアをする看護師のほかに、
緩和ケアに関する専門知識や技術
をもった看護師などがいます。

ケースワーカー
患者さんと家族の生活全般（経済面、福
祉制度、在宅療養のための転院先、訪問
看護などの調整）をサポートします。

薬剤師
痛みやさまざまな症状をコントロー
ルするための薬について検討した
り、詳しい説明を行ったりします。

臨床心理士
がんに伴う心の問題に対
して、心理学的立場から、
専門的にサポートします。

栄養士
がんの治療に伴う副作用のため
に食事が進まないときのアドバ
イスや、食事の工夫を行います。

理学療法士
残された機能を最大限
に活用して生活するた
めのリハビリをします。

患者さん
家族

図２　緩和ケアチーム
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和
で
き
る
の
か
、
意
見
を
出
し
合
い
検
討
し
た
り
、
直
接
お
手
伝
い
を
し
た
り
し
ま
す
。

が
ん
に
よ
る
症
状
、
体
と
心
の
つ
ら
さ
の
程
度
は
、
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
患

者
さ
ん
が
自
分
で
伝
え
な
け
れ
ば
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
ス
タ
ッ
フ
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多

い
の
で
す
。

患
者
さ
ん
が
自
分
の
つ
ら
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
、「
緩
和
ケ
ア
」
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
我
慢
せ
ず
に
気
軽
に
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
、「
緩
和
ケ
ア
が
受
け

た
い
で
す
」
と
。

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
で
は
、
病
院
内
で
の
苦
痛
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
宅
で
の
療
養
を
希

望
さ
れ
れ
ば
、
地
域
で
の
療
養
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
支
援
も
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
在

宅
医
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
も
連
絡
を
取
り
合
い
、
緩
和
ケ
ア
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
継

続
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

が
ん
に
な
っ
て
も
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
が
「
自
分
ら
し
く
」
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
、「
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
」
で
あ
り
「
緩
和
ケ
ア
」
な
の
で
す
。
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世
界
で
も
一
番
多
い
が
ん
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
り
、
３
人
に
１
人
は
が
ん
で
亡
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
肺
が
ん
は
世
界
で
一
番
多
い
が
ん
で
、
日
本
人
の
が
ん
の
死
因
の
ト
ッ
プ
で
す
。

２
０
１
０
年
に
は
、
約
７
万
人
が
肺
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
肺
が
ん
の
診
断
技
術

や
治
療
法
は
、
着
実
に
進
歩
し
て
き
ま
し
た
。

肺
が
ん
の
原
因
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

肺
が
ん
は
、肺
の
細
胞
が
傷
つ
く
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。
傷
を
つ
け
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

た
ば
こ
の
煙
や
有
害
物
質
を
吸
い
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り

遺
伝
子
に
傷
が
入
る
確
率
が
増
え
て
、
が
ん
化
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

肺
が
ん
が
疑
わ
れ
た
と
き
の
検
査
の
流
れ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

肺
が
ん
に
特
有
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肺
が
ん
が
疑
わ
れ
る
症
状
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、

咳せ
き

、
痰た

ん

、
血
痰
、
胸
痛
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
頭
痛
や
骨
の
痛
み
、
声
の
か
す
れ
な
ど
、

が
ん
の
転
移
先
で
症
状
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

症
状
で
肺
が
ん
が
疑
わ
れ
る
以
外
に
、
健
康
診
断
な
ど
の
胸
部
Ｘ
線
写
真
、
あ
る
い
は
Ｃ
Ｔ
検

査
で
胸
部
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
り
、
痰
の
細
胞
検
査
で
疑
わ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

胸
部
に
異
常
な
影
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
肺
が
ん
や
肺
結
核
な
ど
の
病
気
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
病
気
の
確
定
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
が
ん
を
疑
う
病
巣
か
ら
ご
く

日本人のがんの死因で最多、
肺がんの詳しいお話

呼吸器内科主任部長　上
うえ

野
の

 清
きよのぶ

伸
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一
部
の
細
胞
を
取
っ
て
き
て
、
顕
微
鏡
で
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
組
織
や
細
胞
を
取
っ
て

く
る
方
法
と
し
て
は
、
気
管
支
鏡
検
査
、
胸
腔
鏡
検
査
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

気
管
支
鏡
検
査
は
胃
カ
メ
ラ
よ
り
細
い
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
鼻
か
口
か
ら
入
れ
て
、
気
管

や
気
管
支
を
通
し
て
病
巣
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
細
胞
を
取
っ
て
き
ま
す
。
通
常
は
局
所
麻
酔
で
行

わ
れ
ま
す
が
、
静
脈
麻
酔
を
使
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
縦じ

ゅ
う

隔か
く

（
右
肺
と
左
肺
の
間
の
部
分
で
食
道
、
大
動
脈
、
心
臓
な
ど
が
あ
る
）
と
い
う
部

分
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
て
い
る
場
合
に
従
来
は
全
身
麻
酔
下
で
縦
隔
鏡
と
い
う
検
査
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
超
音
波
気
管
支
鏡
で
エ
コ
ー
下
に
リ
ン
パ
節
生
検
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
胸
腔
鏡
検
査
は
全
身
麻
酔
下
に
、
外
科
的
に
検
査
を
行
う
も
の
で
す
（
図
１
）。

が
ん
細
胞
の
型
は
？　

転
移
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

細
胞
の
検
査
で
肺
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
と
、
次
に
が
ん
細
胞
の
型
（
組
織
型
）
を
決
定
し
ま
す
。

肺
が
ん
の
細
胞
は
、
そ
の
特
徴
に
よ
り
小
細
胞
肺
が
ん
と
、
そ
れ
以
外
の
非
小
細
胞
肺
が
ん
に
大

き
く
分
か
れ
ま
す
。
非
小
細
胞
が
ん
の
中
で
も
幾
つ
か
の
種
類
が
あ
り
、
主
な
も
の
と
し
て
、
腺

が
ん
、
扁
平
上
皮
が
ん
、
大
細
胞
が
ん
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
図
２
、３
）。

小
細
胞
肺
が
ん
は
進
行
が
比
較
的
速
く
、
た
ば
こ
と
の
関
連
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
非

小
細
胞
肺
が
ん
は
小
細
胞
肺
が
ん
に
比
べ
る
と
進
行
は
や
や
ゆ
っ
く
り
で
、
扁
平
上
皮
が
ん
は
た

ば
こ
と
の
関
連
が
強
く
、
そ
の
ほ
か
の
も
の
も
喫
煙
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
組
織
型
は
治
療
法
に

も
関
係
し
ま
す
。

次
に
病
気
の
広
が
り
具
合
（
転
移
）
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
肺
が
ん
が
転
移
し
や
す
い

遺伝子検索

頭部MRI
PET
など

小細胞肺がん
扁平上皮がん
腺がん
大細胞がん

病
期
（
ス
テ
ー
ジ
）
決
定

組織型決定 転移の検索 画像診断 病理検査で
確定診断

気管支鏡
CT下肺生検
胸腔鏡

異
常
が
あ
れ
ば

血液検査

症状

図 2　肺がんの治療方針決定のために（2）

図1　肺がんの治療方針決定のために（１）
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場
所
は
、
肺
、
骨
、
脳
、
肝
臓
、
副
腎
、
リ
ン
パ
節
な
ど
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
全
身
の
転
移
を

調
べ
る
目
的
で
、Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
検
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
病
気
の
広
が
り
（
ス
テ
ー

ジ
）
に
よ
り
、
治
療
方
法
に
違
い
が
で
ま
す
。

こ
う
し
て
治
療
法
を
決
定
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

現
在
治
療
効
果
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
①
外
科
治
療
（
手
術
）
②
放
射
線
治
療
③
薬
物

治
療
（
抗
が
ん
剤
治
療
）
④
緩
和
治
療
―
―
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
図
４
）。
①
〜
③
の
治
療
法
は
、

が
ん
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
の
病
巣
を
小
さ
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

外
科
治
療
と
放
射
線
治
療
は
局
所
療
法
で
す
。
こ
の
た
め
治
療
を
行
っ
た
部
分
の
効
果
は
優
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
は
治
療
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
物
療
法
は
全
身
治
療
で
、

全
身
同
時
治
療
が
行
え
ま
す
が
、
局
所
の
治
療
効
果
は
前
の
二
つ
と
比
べ
る
と
劣
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
法
に
長
所
・
短
所
が
あ
り
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
に
組
織
型
と
ス
テ
ー
ジ
（
病

期
）
に
よ
っ
て
治
療
法
を
決
定
し
ま
す
。
通
常
は
病
期
に
応
じ
て
単
独
の
治
療
法
を
と
り
ま
す
が
、

病
期
に
よ
っ
て
は
、
外
科
治
療
、
放
射
線
治
療
、
薬
物
治
療
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
効
果
が
期
待
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
呼
吸
器
内
科
医
、
呼
吸
器
外
科
医
、
放
射
線
治
療
医
、
画
像
診
断
医
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な
立
場
か
ら
患
者
さ
ん
に
最
良
の
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
開
い
て
治
療
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

緩
和
治
療
は
、
が
ん
の
直
接
の
治
療
よ
り
も
、
疼と

う
つ
う痛

や
呼
吸
困
難
な
ど
の
が
ん
の
苦
痛
を
和
ら

肺がん

小細胞肺がん
15～20％ 扁平上皮がん

25～30％

腺がん
50～60％

大細胞がん
数％

そのほか

非小細胞肺がん
80～85％

図３　肺がんのタイプ
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げ
る
目
的
の
治
療
法
で
す
。

一
方
、
免
疫
治
療
や
遺
伝
子
治
療
、
代
替
治
療
は
今
の
と
こ
ろ
治
療
効
果
が
は
っ
き
り
し
て
い

ま
せ
ん
。

で
は
、
先
に
挙
げ
た
四
つ
の
治
療
法
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

１
．
外
科
治
療

が
ん
が
限
局
し
て
い
る
ス
テ
ー
ジ
の
患
者
さ
ん
で
は
、
肺
が
ん
に
侵
さ
れ
て
い
る
部
分
の
肺
葉

や
リ
ン
パ
節
を
手
術
で
切
除
す
る
外
科
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
手
術
は
全
身
麻
酔
下
で
行
い
ま
す

が
、
そ
の
方
法
は
、
大
き
く
分
け
て
開
胸
手
術
と
胸
腔
鏡
下
手
術
の
２
種
類
あ
り
、
個
々
の
患
者

さ
ん
に
応
じ
て
検
討
し
ま
す
。

２
．
薬
物
療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）

◯
種
類
と
特
色

抗
が
ん
剤
に
は
、
分
子
標
的
治
療
薬
と
殺さ

つ
さ
い
ぼ
う
せ
い

細
胞
性
の
抗
が
ん
剤
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
（
図
５
）。

が
ん
細
胞
に
特
定
の
遺
伝
子
（
が
ん
遺
伝
子
）
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
有
効
な
抗
が
ん
剤

の
一
つ
が
、
分
子
標
的
治
療
薬
で
す
。
詳
細
は
「
遺
伝
子
を
知
ら
ず
し
て
肺
が
ん
を
語
れ
ず
」
の

項
（
３
３
２
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
腫
瘍
血
管
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
を
制
御
す
る
グ
ル
ー
プ
の
分
子
標
的
治

療
薬
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
タ
イ
プ
の
薬
は
、
単
独
で
使
用
さ
れ
る
よ
り
、
次
に
述
べ
る
殺
細
胞
性

抗
が
ん
剤
と
一
緒
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

殺
細
胞
性
抗
が
ん
剤
は
が
ん
細
胞
を
直
接
攻
撃
す
る
薬
で
す
。
そ
の
た
め
に
が
ん
細
胞
と
性
質

の
似
て
い
る
正
常
細
胞
（
例
え
ば
血
液
を
つ
く
る
骨
髄
細
胞
、
胃
粘
膜
の
細
胞
な
ど
）
も
影
響
を

四つの治療法

外科治療（手術）

薬物治療（抗がん剤治療）

緩和治療

放射線治療

図４　肺がんの治療
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受
け
る
こ
と
に
よ
り
副
作
用
が
現
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
患
者
さ
ん
に
は
、

こ
の
薬
は
好
ま
し
く
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◯
副
作
用

一
般
的
な
副
作
用
と
し
て
は
、
自
覚
症
状
の
あ
る
も
の
と
、
検
査
で
分
か
る
も
の
の
二
つ
に
大

き
く
分
か
れ
ま
す
。
自
覚
症
状
と
し
て
は
、
吐
き
気
、
食
欲
不
振
、
全
身
倦
怠
感
、
下
痢
、
便
秘
、

脱
毛
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
検
査
で
分
か
る
も
の
と
し
て
は
、
血
液
中
の
細
胞
成
分
（
白
血
球
、

赤
血
球
、
血
小
板
）
の
減
少
が
程
度
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
で
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
肝
機
能
障
害
、腎
機
能
障
害
、ま
れ
に
間
質
性
肺
炎
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
副
作
用
を
予
防
す
る
薬
が
進
歩
し
て
お
り
、
以
前
よ
り
副
作
用
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
は
小
細
胞
肺
が
ん
と
非
小
細
胞
肺
が
ん
と
の
間
で
抗
が
ん
剤
の
種
類
が
違
っ
て
い
る
だ
け

で
し
た
が
、
最
近
の
治
療
成
績
の
デ
ー
タ
で
非
小
細
胞
肺
が
ん
の
中
で
も
扁
平
上
皮
が
ん
と
そ
れ

以
外
で
抗
が
ん
剤
の
種
類
に
よ
り
治
療
成
績
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
た
め
に
、
組
織
型

に
よ
り
使
用
さ
れ
る
抗
が
ん
剤
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
抗
が
ん
剤
は
単
独
で
使
用
さ
れ
る
場
合
と
、
全
身
状
態
の
良
好
な
患
者
さ
ん
で
は
多
剤

を
併
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

副
作
用
の
軽
い
患
者
さ
ん
は
外
来
で
抗
が
ん
剤
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
当
院
に
は
外
来
化

学
療
法
室
が
あ
り
、
普
通
に
日
常
生
活
を
送
り
な
が
ら
点
滴
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

細
は「
楽
に
な
っ
て
き
た
！　

が
ん
の
薬
物
療
法
」の
項（
３
０
２
ペ
ー
ジ
）を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
放
射
線
療
法

放
射
線
療
法
は
単
独
で
行
わ
れ
る
場
合
と
、
抗
が
ん
剤
と
一
緒
に
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

抗がん剤

殺細胞性の抗がん剤

分子標的治療薬

図５　抗がん剤の種類
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照
射
方
法
は
進
歩
し
て
い
て
、
効
果
を
あ
げ
、
か
つ
副
作
用
を
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

４
．
緩
和
治
療

肺
が
ん
に
伴
う
症
状
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
緩
和
治
療
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
緩
和
治
療

は
早
期
に
開
始
し
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
治
療
に
取
り
組
み
、

多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ん
の
闘
病
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
詳
細
は
「
が
ん
と
診
断
さ
れ

た
と
き
か
ら
緩
和
ケ
ア
」
の
項
（
３
２
０
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

肺
が
ん
治
療
に
喫
煙
は
禁
物
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

喫
煙
は
肺
が
ん
の
原
因
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
者
は
抗
が
ん
剤
治
療
の
効
果
が

出
に
く
い
こ
と
や
、
副
作
用
が
出
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

手
術
で
肺
を
切
除
し
た
り
、
放
射
線
治
療
で
肺
の
働
き
が
一
部
低
下
し
た
り
し
た
場
合
に
、
残

さ
れ
た
肺
で
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
に
、
喫
煙
を
続
け
る
こ
と
は
、
肺
の
働
き
に
悪

い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
禁
煙
が
必
要
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
は
禁
煙
外
来
が
あ
り
、

禁
煙
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

気
に
な
っ
た
ら
早
く
受
診
を
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

が
ん
と
い
う
病
気
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。
肺
が
ん
が
気
に
な
る
と
き
に
は
、

早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。



知
っ
て
お
き
た
い
、が
ん
の
お
話

ー
肺
が
ん

330

第
１４
章

肺
が
ん
の
胸
腔
鏡
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２
０
１
３
年
４
月
に
従
来
の
外
科
の
枠
組
み
か
ら
呼
吸
器
領
域
が
独
立
し
、
新
た
に
呼
吸
器
外

科
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
主
た
る
疾
患
の
肺
が
ん
に
関
し
て
は
早
期
肺
が
ん
か
ら
進
行
肺
が
ん
ま

で
幅
広
く
治
療
し
て
い
ま
す
。
臨
床
病
期
Ｉ
期
お
よ
び
Ⅱ
期
の
一
部
（
注
釈
）
の
肺
が
ん
に
対
し

て
胸
腔
鏡
手
術
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
ま
す
。

１
．
痛
み
が
軽
い

従
来
の
開
胸
手
術
で
は
肋
骨
の
隙
間
を
開
胸
器
と
い
う
金
属
製
の
道
具
を
使
っ
て
開
大
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
操
作
に
よ
り
胸
郭
に
大
き
な
力
が
働
く
た
め
場
合
に
よ
っ
て
は
術
後
数
年
た
っ

て
も
持
続
す
る
痛
み
を
自
覚
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

胸
腔
鏡
手
術
で
は
肋
骨
を
大
き
く
開
大
す
る
こ
と
な
く
手
術
が
で
き
ま
す
の
で
、
術
後
の
痛
み

が
軽
微
で
す
。
加
え
て
ほ
ぼ
全
例
に
硬
膜
外
麻
酔
を
併
用
し
て
お
り
、
手
術
直
前
に
背
中
か
ら
挿

入
し
た
細
い
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
ポ
ン
プ
な
ど
で
持
続
的
に
痛
み
止
め
を
注
入
し
術
後
の
痛
み
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
術
後
３
日
間
程
度
使
用
し
ま
す
の
で
術
後
に
大
き
な
痛
み
を
感
じ
ず
に
退
院

で
き
ま
す
。
退
院
時
に
頓
服
で
経
口
鎮
痛
剤
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
が
、
術
後
最
初
の
外
来
診
察

の
際
に
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
数
回
服
用
す
る
程
度
で
来
院
さ
れ
ま
す
。

２
．
傷
が
目
立
た
な
い

傷
は
長
さ
約
１
・５
㎝
の
も
の
が
三
つ
と
４
〜
５
㎝
の
小
開
胸
創
が
一
つ
で
、
開
胸
創
は
柔
ら
か

い
合
成
樹
脂
で
創
縁
を
保
護
し
ま
す
（
図
）。
ほ
と
ん
ど
の
傷
が
脇
の
下
に
収
ま
る
の
で
、
コ
ス
メ

テ
ッ
ク
な
面
で
も
好
評
で
す
。

傷が小さく回復が早い！
胸
きょう

腔
く う

鏡
きょう

手術
呼吸器外科副部長　船

ふなこし

越 康
やすのぶ

信
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３
．
入
院
期
間
の
短
縮

当
科
で
は
手
術
前
日
に
入
院
し
、
術
後
５
〜
７
日
ご
ろ
に
ほ
ぼ
全
員
退
院
し
て
い
ま
す
。
入
院

期
間
は
平
均
７
〜
８
日
で
す
。

４
．
安
全
性

最
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
安
全
性
で
す
。
胸
腔
鏡
手
術
で
は
ス
コ
ー
プ
を
術
野
に
近
づ
け
モ
ニ

タ
ー
に
十
分
拡
大
す
る
こ
と
で
情
報
を
共
有
で
き
、
か
つ
開
胸
手
術
以
上
に
繊
細
な
手
技
が
行
え

ま
す
。
局
所
の
解
剖
が
拡
大
さ
れ
る
た
め
、
開
胸
手
術
で
は
見
落
と
さ
れ
そ
う
な
細
い
血
管
や
神

経
な
ど
を
確
認
で
き
未
然
に
損
傷
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
慣
れ
る
と
開
胸
手
術
の
小
さ
な
視

野
で
は
逆
に
や
り
に
く
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

胸
腔
鏡
手
術
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

炎
症
の
少
な
い
場
合
に
は
肺
葉
切
除
と
リ
ン
パ
節
郭
清
を
合
わ
せ
て
２
〜
３
時
間
で
手
術
が
終

了
し
ま
す
が
、
胸
腔
内
の
癒
着
が
あ
っ
た
り
、
炎
症
が
強
か
っ
た
り
す
る
と
手
術
時
間
が
長
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
時
間
を
か
け
れ
ば
大
半
の
手
術
は
胸
腔
鏡
下
に
行
え
ま
す
が
、
長
時
間
の

全
身
麻
酔
手
術
は
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

安
全
性
が
確
保
で
き
そ
う
に
な
い
場
合
に
は
、
胸
腔
鏡
手
術
に
か
か
わ
ら
ず
に
創
を
上
下
に
延

長
し
開
胸
手
術
へ
移
行
し
ま
す
。
胸
腔
内
で
行
う
処
理
は
同
等
で
す
の
で
症
例
ご
と
に
安
全
で
確

実
な
手
技
を
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

胸
腔
鏡
手
術
の
場
合
、
三
つ
の
ポ
ー
ト
部

（
１
〜
２
㎝
長
）
と
４
〜
５
㎝
長
の
小
切
開

創
に
て
手
術
を
行
い
ま
す
。

開
胸
の
場
合
は
創
を
上
下
に
延
長
し
ま
す
。

操作孔

カメラ孔

小切開創
操作孔

図　小切開創【
注
釈
】 

臨
床
病
期
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
肺
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
そ

の
が
ん
が
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
な
の

か
、
ほ
か
の
臓
器
ま
で
広
が
っ
て
い
な

い
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
詳
し
く
検
査
を

行
い
、術
前
に
が
ん
の
進
行
度
合
い（
臨

床
病
期
）を
決
め
ま
す
。
肺
が
ん
で
は
、

病
期
は
０
期
、
Ｉ
期
（
Ⅰ
Ａ
、
Ⅰ
Ｂ
）、

Ⅱ
期
（
Ⅱ
Ａ
、
Ⅱ
Ｂ
）、
Ⅲ
期
（
Ⅲ
Ａ
、

Ⅲ
Ｂ
）、
Ⅳ
期
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
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名
探
偵
ク
リ
ッ
ク
と
ワ
ト
ソ
ン
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

遺
伝
子
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
５
３
年
の
こ
と
で
す
。
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ

ク
と
い
う
２
人
が
、
名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
と
ワ
ト
ソ
ン
君
の
よ
う
な
コ
ン
ビ
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
誌
に
そ

の
カ
ラ
ク
リ
を
発
表
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

二
重
ら
せ
ん
構
造
で
す
（
図
１
）。
し
な
や
か
に
そ
し
て
見
事
な
ま
で
に
複
製
を
可
能
に
し
た
そ

の
遺
伝
子
の
実
態
は
62
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

が
ん
細
胞
と
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

私
た
ち
の
体
を
構
成
す
る
約
60
兆
個
の
細
胞
全
て
は
、
等
し
く
約
２
万
１
千
個
の
遺
伝
子
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
太
古
の
時
代
か
ら
綿
々
と
今
日
最
強
の
ヒ
ト
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
進
化
し
な
が
ら
。
が
ん
も
同
様
で
す
。

最
強
の
ヒ
ト
を
脅
か
す
が
ん
は
、
２
０
１
２
年
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受
賞
者
の
山
中
伸
弥

先
生
が
初
め
て
創
っ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
万
能
細
胞
と
そ
っ
く
り
で
す
。
た
だ
違
う
の
は
、
決
し
て
分
化
（
特

殊
化
し
た
細
胞
に
変
わ
る
こ
と
）
せ
ず
、
宿
主
（
こ
の
場
合
、
が
ん
患
者
さ
ん
）
が
死
ぬ
ま
で
増

殖
し
続
け
る
こ
と
で
す
。

な
ぜ
肺
が
ん
に
な
る
の
で
し
ょ
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ど
う
し
て
が
ん
は
増
殖
を
止
め
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
全
て
の
正
常
細
胞
で
は
遺
伝
子
が
増
殖

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
細
胞
は
こ
こ
ま
で
増
え
た
ら
分
化
し
て
宿
主
が
死
ぬ
ま
で

遺伝子を知らずして
肺がんを語れず
副院長　総合内科主任部長　谷

たに

尾
お

 吉
よしろう

郎
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働
け
、
な
ど
。
肺
も
同
様
で
す
。

肺
は
複
数
の
細
胞
か
ら
成
る
複
雑
な
臓
器
で
す
。
海
か
ら
生
ま
れ
た
生
物
が
酸
素
濃
度
21
％
の

こ
の
大
気
中
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
、
複
雑
に
進
化
を
遂
げ
た
臓
器
で
す
。
主
に
大
気
中
の
酸

素
を
取
り
込
ん
で
二
酸
化
炭
素
を
吐
き
出
す
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
成
人
の
肺
は
外
界
か
ら
無
数
の
発
が
ん
物
質
に
さ
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

に
た
ば
こ
や
大
気
汚
染
の
よ
う
な
決
定
的
な
発
が
ん
物
質
を
含
む
気
体
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
肺
の
特
定
の
細
胞
の
特
定
の
増
殖
に
関
与
す
る
遺
伝
子
に
ピ
シ
ッ
と
作
用
す
る
（
変
異

を
き
た
す
）
と
肺
が
ん
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
一
つ
の
こ
と
も
あ
る
し
、二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
、

あ
る
い
は
何
回
も
と
、
容
赦
な
く
攻
撃
さ
れ
る
と
が
ん
化
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｍ
Ｌ
４

－

Ａ
Ｌ
Ｋ
融
合
遺
伝
子
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

そ
の
一
つ
の
例
が
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
４

－

Ａ
Ｌ
Ｋ
融
合
遺
伝
子
で
あ
り
（
図
２
）、
そ
れ
を
有
し
て
無
制

限
に
増
殖
す
る
Ａ
Ｌ
Ｋ
肺
が
ん
で
す
。

ア
ジ
ア
で
治
験
（
Ａ
Ｌ
Ｋ
肺
が
ん
に
対
す
る
薬
、
ザ
ー
コ
リ
）
の
１
番
目
と
な
っ
た
の
は
、
酒

も
た
ば
こ
も
や
ら
な
い
当
科
入
院
の
28
歳
の
好
青
年
で
し
た
。

あ
る
と
き
、
あ
る
状
況
下
で
発
が
ん
物
資
が
２
番
目
の
染
色
体
上
の
あ
る
場
所
に
作
用
し
て
、

Ｅ
Ｍ
Ｌ
４
遺
伝
子
と
Ａ
Ｌ
Ｋ
遺
伝
子
が
く
っ
付
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
突
然
こ
の
細
胞
は

変
身
し
て
、
上
司
の
命
令
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
無
視
し
て
無
制
限
に
増
え
始
め
ま
し
た
。
宿
主
が

死
ぬ
ま
で
。

T A
C G

C G

C G

CG

CG
CG

A T

A T

A T

T A
T A

図1　遺伝子（DNA）
の二重らせん構造２番染色体

EML4 ALKチロシンキナーゼALKチロシンキナーゼ

キナーゼ

キナーゼ

EML4-ALK融合キナーゼ
『肺がんの原因となる新しい融合遺伝子を発見』（間野博行）より

図 2　EML4-ALK融合遺伝子 写真１　ワトソン（左）
とクリック（右）
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い
た
ち
ご
っ
こ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

増
殖
を
中
止
さ
せ
る
薬
が
運
良
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ザ
ー
コ
リ
（
ク
リ
ゾ
チ
ニ
ブ
）

で
す
。
異
常
な
融
合
遺
伝
子
が
作
る
異
常
な
増
殖
因
子
に
、
う
ま
く
結
合
し
て
、
増
え
ろ
と
い
う

命
令
が
行
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
敵
も
さ
る
者
、
す
ぐ
に
変
わ
り
身
の
術
で
ザ
ー
コ
リ
が
効
か
な
く
な
る
よ
う
に
し
て
し

ま
う
。
俗
に
言
う
、
い
た
ち
ご
っ
こ
で
す
。
抗
生
物
質
の
世
界
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
が
ん

の
世
界
で
も
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

13
年
、
ザ
ー
コ
リ
耐
性
と
な
っ
た
Ａ
Ｌ
Ｋ
肺
が
ん
に
効
く
複
数
の
分
子
標
的
薬
が
現
れ
ま
し
た
。

14
年
に
は
ザ
ー
コ
リ
第
２
世
代
が
日
常
臨
床
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
医
学
は
日
進

月
歩
。
毎
年
の
よ
う
に
新
薬
（
と
く
に
分
子
標
的
薬
）
が
現
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
検
査
し
て
（
検
査
代
も
ば
か
に
な
ら
な
い
）、
ど
の
よ
う
に
治
療
し
て
い
く
か
が
問

わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

標
的
を
絞
る
個
別
化
医
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

肺
が
ん
の
遺
伝
子
異
常
の
主
な
も
の
は
Ｅ
Ｍ
Ｌ
４

－

Ａ
Ｌ
Ｋ
融
合
遺
伝
子
の
発
見
以
来
、
腺
が

ん
を
中
心
に
多
数
見
つ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
現
時
点
で
横
綱
級
の
重
要
な
も
の
（
そ
れ
一
つ
の
異

常
で
が
ん
に
な
る
）
を
二
つ
挙
げ
ま
す
。

一
つ
が
先
に
述
べ
た
Ｅ
Ｍ
Ｌ
４

－

Ａ
Ｌ
Ｋ
融
合
遺
伝
子
で
、
も
う
一
つ
が
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
遺
伝
子
異

常
で
す
。
実
は
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
遺
伝
子
の
ほ
う
が
先
輩
で
、02
年
に
そ
の
分
子
標
的
薬
イ
レ
ッ
サ（
ゲ
フ
ィ

写真２　遺伝子検査：喀痰のRT-PCR
検体の列に異常なバンドが見える
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チ
ニ
ブ
）
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
よ
り
先
に
認
可
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
04
年
に
遺
伝
子
異
常
と
そ
の

が
ん
化
の
機
序
が
解
明
さ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
Ｍ
Ｌ
４

－

Ａ
Ｌ
Ｋ
融
合
遺
伝
子
も
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
遺
伝
子
異
常
も
共
に
チ
ロ
シ
ン
リ
ン
酸
化
酵
素

（
キ
ナ
ー
ゼ
）
と
い
う
酵
素
を
強
力
に
活
性
化
し
て
が
ん
化
を
き
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
決
し
て
子

孫
に
遺
伝
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宿
主
を
殺
す
ま
で
増
殖
を
続
け
る
指
令
を

出
し
ま
す
。
そ
れ
を
制
止
す
る
の
が
、ザ
ー
コ
リ
で
あ
り
、イ
レ
ッ
サ
、タ
ル
セ
バ
で
す
。

こ
れ
ら
の
遺
伝
子
異
常
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
そ
の
異
常
に
特
異
的
に
作
用
す

る
分
子
標
的
薬
を
投
与
す
れ
ば
、
正
常
細
胞
に
対
す
る
副
作
用
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
が
分
子
標
的
治
療
で
あ
り
、標
的
を
絞
り
込
ん
だ
個
別
化
医
療
（
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
）
で
す
。

検
査
に
は
１
９
９
３
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
輝
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
と
い
う
遺
伝
子
増
幅

法
や
、
Ｆフ

ィ
ッ
シ
ュ

Ｉ
Ｓ
Ｈ
法
と
免
疫
組
織
染
色
を
使
い
ま
す
。
日
本
人
の
非
小
細
胞
肺
が
ん
の
、

前
者
は
約
４
％
、
後
者
は
約
40
％
に
見
ら
れ
、
た
ば
こ
と
の
関
係
は
比
較
的
少
な
い
と

い
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
ま
ず
新
鮮
な
が
ん
細
胞
を
手
に
入
れ
て
か
ら
、
遺
伝
子
異
常
を
検
査
し

て
治
療
方
針
を
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
（
写
真
２
、
図
３
）。

ALK遺伝子の転座点

赤プローブ

正常ALK遺伝子
（転座なし）

EML4-ALK融合遺伝子
（転座あり）

緑プローブ

ALK遺伝子の転座部位をはさんだ赤プローブと緑プローブを用いて FISHを行
うと、転座がない場合、赤と緑が重なって黄色のシグナルを与える。
転座がある場合、赤と緑が離れて見える（下図は赤と黒、重なって白で表現）

日本肺癌学会バイオマーカー委員会が作成した
『肺癌患者におけるALK遺伝子検査の手引き』をもとに作図

図3 遺伝子検査：気管支鏡生検組織の FISH（Break-apart 法）
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腹
腔
鏡
下
手
術
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お
な
か
を
大
き
く
切
り
開
い
て
お
な
か
の
中
（
腹
腔
内
）
に
外
科
医
が
手
を
入
れ
て
手
術
を
行

う
の
が
従
来
の
開
腹
手
術
で
す
が
、
腹
腔
鏡
で
腹
腔
内
を
の
ぞ
き
な
が
ら
小
さ
な
穴
か
ら
マ
ジ
ッ

ク
ハ
ン
ド
の
よ
う
な
機
械
を
腹
腔
内
に
挿
入
し
て
行
う
の
が
腹
腔
鏡
下
手
術
で
す
。

腹
腔
内
を
二
酸
化
炭
素
で
膨
ら
ま
せ
て
（
気
腹
）
手
術
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
の
が
一
般
的
で
す

が
、
機
械
で
お
な
か
を
引
っ
張
り
上
げ
て
行
う
方
法
（
腹
壁
つ
り
上
げ
法
）
も
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

全
て
の
手
術
操
作
を
腹
腔
鏡
で
見
な
が
ら
行
う
完
全
腹
腔
鏡
下
（
完
全
鏡
視
下
）
手
術
か
ら
、
手
術

の
途
中
で
小
さ
な
開
腹
創
を
追
加
し
て
、
一
部
の
手
術
操
作
を
こ
の
小
さ
な
傷
を
介
し
て
直
接
肉
眼

で
の
ぞ
き
な
が
ら
行
う
腹
腔
鏡
補
助
下
手
術
ま
で
、
術
式
や
手
順
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
ま
す
。

腹
腔
鏡
画
像
を
モ
ニ
タ
ー
で
見
な
が
ら
手
術
を
し
ま
す
が
、
拡
大
視
や
、
斜
視
鏡
や
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
使
っ
て
角
度
を
変
え
た
視
点
か
ら
の
観
察
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
直
視
下
手
術
よ
り
細
か
く
正
確
な
手
術
が
可
能
と
な
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
遠
近
感
の
あ
る
画
像
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
唯
一

最
大
の
欠
点
は
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
先
端
に
は
手
指
の
感
覚
が
な
い
こ
と
で
す
が
、
マ
ジ
ッ
ク
ハ

ン
ド
の
代
わ
り
に
外
科
医
が
左
手
を
腹
腔
内
に
入
れ
て
手
術
を
す
る
左
手
補
助
腹
腔
鏡
下
手
術
と

い
う
方
法
も
行
わ
れ
ま
す
。

傷
を
も
っ
と
小
さ
く
、
も
っ
と
少
な
く
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腹
腔
鏡
下
手
術
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
傷
が
小
さ
い
こ
と
で
あ
り
、
術
後
の
傷
の
痛
み
が
少
な

いろいろな腹
ふ く く う

腔鏡
きょう

下
か

手術
副院長　患者総合支援センター所長　岩

いわ

瀬
せ

 和
かずひろ

裕
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く
創
部
に
関
連
す
る
合
併
症
の
リ
ス
ク
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
さ
ら
に
進
め
る
方
法

と
し
て
、reduced port surgery

（
腹
壁
を
貫

く
部
分
を
減
ら
す
）
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
て

い
ま
す
。

通
常
、
腹
腔
鏡
下
手
術
で
は
術
式
に
応
じ
て
３

〜
５
か
所
に
ポ
ー
ト
（
腹
壁
を
貫
い
て
お
く
筒
で

あ
り
、
こ
の
筒
を
通
し
て
腹
腔
鏡
や
マ
ジ
ッ
ク
ハ

ン
ド
を
出
し
入
れ
し
ま
す
）
を
留り

ゅ
う

置ち

し
て
行
い
ま

す
。
こ
の
ポ
ー
ト
挿
入
痕
が
術
後
の
創
部
に
な
る

わ
け
で
す
。
一
般
的
に
は
直
径
５
㎜
と
10
〜
12
㎜

の
製
品
が
多
用
さ
れ
ま
す
。

最
近
で
は
、傷
を
３
㎜
以
下
に
で
き
る
器
具
や
、

細
い
針
や
糸
だ
け
が
腹
壁
を
貫
く
だ
け
の
器
具
も

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
腹
腔
内
の
器
具
を
お
な
か
の
外
か
ら
磁
石
で
操
作
す
る
（
こ
れ

な
ら
傷
は
つ
か
な
い
）
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

傷
の
数
を
減
ら
し
て
い
っ
て
一
つ
だ
け
に
し
た
も
の
が
単た

ん
こ
う
し
き

孔
式
腹
腔
鏡
下
手
術
（
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
、

図
２
）
で
す
。
通
常
は
一
つ
の
傷
か
ら
腹
腔
鏡
と
２
本
の
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
を
挿
入
し
て
手
術
を

行
い
ま
す
。
３
本
の
ポ
ー
ト
分
を
１
か
所
で
ま
か
な
う
わ
け
で
す
か
ら
、
傷
の
直
径
は
３
㎝
前
後

と
や
や
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に
お
へ
そ
を
３
㎝
切
開
し
て
こ
の
手
術
を
行
う
と
、
傷

胃

胃

おなかの中

腹腔鏡

静脈

肝臓

リンパ節

胸腔鏡のモニター画面

動脈

図１　腹腔鏡下手術

図２　TANKO
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痕
は
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
写
真
）。

胃
の
中
で
行
う
こ
と
も
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

胃
の
入
り
口
の
近
く
な
ど
、
胃
壁
の
外
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
通
常
の
開
腹
手
術
や
腹
腔
鏡

下
手
術
で
は
非
常
に
や
り
に
く
い
部
位
の
手
術
で
は
、
腹
腔
鏡
下
胃い

内な
い

手
術
と
い
う
方
法
も
行
わ

れ
ま
す
。
前
述
の
ポ
ー
ト
を
通
常
３
か
所
か
ら
腹
壁
と
胃
壁
を
共
に
貫
い
て
胃
の
中
ま
で
留
置
し
、

胃
の
中
を
膨
ら
ま
せ
て
胃
の
中
で
腹
腔
鏡
下
手
術
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
直
腸
の
肛
門
近
く
な
ど
、
直
腸
壁
の
外
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
通
常
の
開
腹
手
術
や

腹
腔
鏡
下
手
術
で
は
非
常
に
や
り
に
く
い
部
位
の
手
術
で
は
、
経け

い
こ
う
も
ん
て
き

肛
門
的
直
腸
内
手
術
（
Ｔ
Ｅ
Ｍ
）

と
い
う
方
法
も
行
わ
れ
ま
す
。
前
述
の
単
孔
式
腹
腔
鏡
下
手
術
と
同
様
に
、
内
視
鏡
と
２
本
の
マ

ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
を
肛
門
か
ら
挿
入
し
て
手
術
を
行
い
ま
す
。

腹
腔
鏡
下
手
術
と
胃
カ
メ
ラ
の
コ
ラ
ボ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

前
述
の
腹
腔
鏡
下
胃
内
手
術
（
図
３
）
で
も
、
胃
の
中
で
は
、
腹
腔
鏡
と
２
本
の
腹
腔
鏡
手
術

用
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
以
外
に
口
か
ら
挿
入
さ
れ
た
胃
カ
メ
ラ
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実

際
の
手
術
で
は
口
か
ら
挿
入
さ
れ
た
胃
カ
メ
ラ
も
１
本
の
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
と
し
て
使
用
さ
れ
ま

す
。最

近
で
は
、
胃
内
手
術
の
み
な
ら
ず
胃
壁
外
か
ら
の
腹
腔
鏡
下
手
術
で
も
、
口
か
ら
挿
入
さ
れ

た
胃
カ
メ
ラ
を
利
用
し
て
手
術
を
進
め
る
方
法
も
行
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
胃
の
壁
の
内
と
外
か
ら

手
術
操
作
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
正
確
な
手
術
操
作
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

テレビモニター

腹壁

胃
胃カメラ

患部

図３　腹腔鏡下胃内手術 写真　TANKO
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な
方
法
は
腹
腔
鏡
内
視
鏡
共
同
手
術
（Laparoscopy and Endoscopy Cooperative Surgery

＜

Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｓ＞

、
図
４
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

お
な
か
に
ま
っ
た
く
傷
が
つ
か
な
い
腹
腔
鏡
下
手
術
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

最
近
、
体
の
表
面
に
全
く
傷
を
作
ら
な
い
手
術
法
と
し
て
、
経け

い
か
ん
く
う
て
き

管
腔
的
内
視
鏡
手
術
（
Ｎ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
Ｓ
、
図
５
）
と
い
う
手
術
法
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
の
表
面
を
切
開
し
て
体
腔
内
に
到
達

す
る
従
来
の
外
科
手
術
と
異
な
り
、
口
や
肛
門
か
ら
消
化
管
を
通
っ
て
、
あ
る
い
は
膣
や
膀
胱
な

ど
を
通
っ
て
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
様
手
術
器
具
を
腹
腔
内
に
挿
入
し
て
手
術
を
行
い
ま
す
。

例
え
ば
、
口
か
ら
挿
入
さ
れ
た
胃
カ
メ
ラ
を
胃
壁
を
貫
い
て
腹
腔
内
に
挿
入
し
て
腹
腔
内
手
術

操
作
を
完
了
し
た
後
は
、
胃
内
か
ら
胃
カ
メ
ラ
で
胃
に
開
い
た
穴
を
ふ
さ
い
で
元
に
戻
し
ま
す
。

胃

ファイバースコープ様
手術器具 患部

胃カメラ
腹腔鏡

図５　NOTES 図４　LECS
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開か
い

胸き
ょ
う

不
要
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ラ
ス
ト
侍
と
い
う
映
画
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
主
演
で
渡
辺

謙
や
真
田
広
之
ら
が
共
演
し
て
い
た
映
画
で
、
刀
の
時
代
が
銃
や
大
砲
の
時
代
に
否い

や
お
う応

な
く
変
わ
っ

て
行
く
中
で
変
わ
っ
て
は
い
け
な
い
武
士
道
精
神
を
描
き
ま
し
た
。

サ
ム
ラ
イ
と
言
え
ば
欧
米
で
は
切
腹
を
意
味
す
る
ハ
ラ
キ
リ
と
い
う
言
葉
が
有
名
で
す
。
胃
や

腸
を
扱
う
消
化
器
外
科
手
術
で
は
開
腹
（
ハ
ラ
キ
リ
）
は
当
た
り
前
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
消
化
器

で
あ
る
食
道
を
扱
う
手
術
で
は
開
胸
（
胸
切
り
）
が
ず
っ
と
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
開
胸
（
胸

切
り
）
操
作
が
不
要
に
な
る
最
新
の
手
術
を
当
セ
ン
タ
ー
消
化
器
外
科
で
は
行
っ
て
い
ま
す
。

開
胸
手
術
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
図
１
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
Ｃ
Ｔ
断
面
図
を
使
っ
て
食
道
の
解
剖
を
説
明
し
ま
す
。
驚
か
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
食
べ
物
は
背
骨
の
前
に
あ
る
食
道
を
通
っ
て
胃
の
中
に
落
ち
て
い
き
ま
す
。

食
道
の
前
に
は
気
管
や
心
臓
が
あ
り
、
胸
の
真
ん
中
に
あ
る
胸
骨
と
い
う
骨
を
切
っ
て
も
そ
れ
ら

が
邪
魔
を
し
て
食
道
に
は
到
達
で
き
ま
せ
ん
。

で
は
、
ど
う
や
っ
て
食
道
の
手
術
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

通
常
は
右
胸
の
４
番
目
と
５
番

目
の
肋
骨
の
間
を
切
っ
て
胸
の
中
に
入
り
、
右
肺
を
萎し

ぼ

ま
せ
て
避
け
る
こ
と
で
食
道
に
到
達
し
ま

す
。
だ
か
ら
、
図
２
に
示
す
よ
う
な
開
胸
（
胸
切
り
）
操
作
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

胸き
ょ
う

腔く
う

鏡き
ょ
う

下か

食
道
手
術
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ラスト侍～ハラキリならぬ
胸切り手術は過去のものへ～

消化器外科主任部長　藤
ふじたに

谷 和
かずまさ

正
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麻
酔
が
か
か
り
眠
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
を
う
つ
伏
せ
（
腹
臥
位
）
の
体

位
に
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、「
写
真

１
、２
」
に
示
す
よ
う
に
１
㎝
の
穴
を

五
つ
開
け
、
一
つ
の
穴
か
ら
胸
腔
鏡

と
い
う
内
視
鏡
（
カ
メ
ラ
）
を
入
れ

胸
の
中
を
大
画
面
に
映
し
出
し
て
、

残
り
の
四
つ
の
穴
か
ら
鉗か

ん

子し

を
挿
入

し
て
手
の
代
わ
り
に
臓
器
を
持
っ
た

り
切
っ
た
り
し
て
手
術
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
胸
切
り
手
術
で
は
肺

を
手
で
押
し
て
萎
ま
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
（
図
２
）、
胸
腔
鏡
下
食

道
手
術
で
は
胸
の
中
に
炭
酸
ガ
ス
を

充
満
さ
せ
る
こ
と
で
肺
を
萎
ま
せ
ま

す
（
写
真
３
）。

胸
の
中
で
食
道
が
切
り
離
さ
れ
た

ら
仰
向
け
に
体
位
を
戻
し
、
お
な
か

を
開
腹
（
ハ
ラ
キ
リ
）
し
て
食
道
を

胃
の
方
へ
取
り
出
し
、
胃
の
頭
側
を

肋骨

脊椎 大動脈

食道

胸骨×

○

○・・・食道へ到達できる
×・・・　　〃　　 できない心臓

気管右肺 左肺

図１　CT断面図での食道の解剖

開胸（胸切り）し、肋間を開いている様子

胸骨

右肺

図２　開胸操作
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少
し
つ
け
て
食
道
を
切
除
し
ま
す
。
残
っ
た
胃
を
４
〜
５
㎝
の
幅
に
細
長
く
形
成
し
て
、

胸
骨
の
下
や
胸
の
中
、
時
に
は
皮
膚
の
下
を
通
し
て
頸く

び

ま
で
持
ち
上
げ
、
頸
で
少
し
残
っ

て
い
る
食
道
と
つ
な
ぎ
ま
す
（
図
３
）。

胸
腔
鏡
下
食
道
手
術
の
利
点
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

開
胸
（
胸
切
り
）
手
術
で
は
肺
を
手
で
押
し
て
萎
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
が
、
こ
の
操
作
が
体
に
良
く
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

肺
を
押
し
て
萎
ま
せ
る
開
胸
（
胸
切
り
）
手
術
と
肺
を
押
さ
な
い
胸
腔
鏡
下
食
道
手

写真１、２　 胸腔鏡下食道手術の切開創と手術の実際

写真３　 炭酸ガスを充満させることで萎ん
だ肺の様子
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術
を
比
べ
る
と
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
す
頻
度
が
胸
腔
鏡
下
食
道
手
術
で
有
意

に
減
り
入
院
期
間
も
短
く
な
る
こ
と
が
２
０
１
２
年
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
胸

腔
鏡
と
い
う
内
視
鏡
（
カ
メ
ラ
）
を
使
用
す
る
こ
と
で
１
〜
２
㎜
の
神
経
や
血
管
を
拡

大
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、よ
り
正
確
で
安
全
な
手
術
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
全
て
の
食
道
が
ん
手
術
が
胸
腔
鏡
下
食
道
手
術
で
行
え
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
食
道
の
周
り
を
取
り
巻
く
大
動
脈
・
気
管
・
肺
・
心
臓
な
ど
へ
の
が
ん
の
浸し

ん

潤じ
ゅ
ん

が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
開
胸
（
胸
切
り
）
手
術
が
選

択
さ
れ
ま
す
。

負
担
の
軽
い
治
療
法
を
提
案
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

胸
切
り
を
行
わ
ず
1
㎝
の
穴
五
つ
で
行
え
る
胸
腔
鏡
下
食
道
手
術
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
つ
か
え
て
の
み
込
み
に
く
い
、
胸
の
真
ん
中
が
痛
む
、
な
ど
の
症
状
が
あ

れ
ば
、
当
セ
ン
タ
ー
消
化
器
外
科
・
内
科
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

一
番
負
担
が
軽
く
、
か
つ
治
癒
で
き
る
確
率
が
一
番
大
き
な
治
療
法
を
提
案
い
た
し
ま

す
。

胃挙上

図３　食道亜全摘除後の胃による再建
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胃
が
ん
の
腹ふ

く
く
う腔

鏡き
ょ
う

手
術
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

胃
が
ん
に
対
す
る
治
療
は
手
術
療
法
で
す
が
、
早
期
の
場
合
に
は
腹
腔
鏡
を
用
い
て
行
っ
て
お

り
、
手
術
の
傷
を
小
さ
く
抑
え
て
い
ま
す
。

術
前
化
学
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

胃
が
ん
を
治
す
た
め
に
は
、
が
ん
を
全
て
取
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
進
行
し
た
が

ん
で
は
た
と
え
目
に
み
え
る
範
囲
で
が
ん
が
取
り
切
れ
た
と
し
て
も
、
目
に
見
え
な
い
が
ん
の
転

移
が
ぶ
り
返
し
て
く
る
（
再
発
と
い
い
ま
す
）
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
進
行
し
た
が
ん
の
場
合
、
手
術
後
に
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

手
術
後
の
体
力
の
低
下
、
胃
を
切
除
し
て
し
ま
っ
た
影
響
な
ど
か
ら
、
抗
が
ん
剤
治
療
が
十
分
に

行
え
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
手
術
の
後
で
は
な
く
手
術
の
前
に
抗
が
ん
剤
治
療
（
術
前
化
学
療
法
）
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、十
分
な
抗
が
ん
剤
治
療
が
行
う
こ
と
が
で
き
、効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

進
行
し
た
胃
が
ん
の
患
者
さ
ん
に
対
し
、
手
術
の
前
に
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
う
臨
床
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

分
子
標
的
治
療
薬
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

手
術
で
は
取
る
こ
と
が
難
し
い
進
行
し
た
胃
が
ん
、
あ
る
い
は
再
発
し
た
胃
が
ん
に
対
し
て
は
、

抗
が
ん
剤
治
療
を
行
い
ま
す
。
抗
が
ん
剤
治
療
は
が
ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
て
腫
瘍
を
小
さ
く
す
る

胃がんをめぐる最新の話題
消化器外科主任部長　藤

ふじたに

谷 和
かずまさ

正
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効
果
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
胃
が
ん
の
中
に
は
、
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
タ
ン
パ
ク
質
を
多
く
も
つ
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
陽
性
）
胃
が
ん

が
あ
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
分
か
り
ま
し
た
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
陽
性
胃
が
ん
は
全
胃
が
ん
の

15
〜
20
％
程
度
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
）。

Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
タ
ン
パ
ク
質
は
細
胞
の
表
面
に
あ
り
、
細
胞
の
増
殖
を
促
す
信
号
物
質
と
結
合
し
て
、

が
ん
細
胞
を
増
殖
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。　

こ
の
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
タ
ン
パ
ク
の
働
き
を
妨
げ
る
こ
と
で
が
ん
の
増
殖
を
抑
え
よ
う
と
い
う
考
え
か

ら
生
ま
れ
た
薬
が
ト
ラ
ス
ツ
ズ
マ
ブ
（
ハ
ー
セ
プ
チ
ン
）
で
す
。
特
定
の
分
子
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
い
る
た
め
分
子
標
的
治
療
薬
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
陽
性
胃
が
ん
の
患
者
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
抗
が
ん
剤
に
ト
ラ
ス
ツ
ズ
マ
ブ
を
追
加

す
る
こ
と
で
、
予
後
が
改
善
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
標
準
治
療
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
在
、

ト
ラ
ス
ツ
ズ
マ
ブ
に
ペ
ル
ツ
ズ
マ
ブ
と
い
う
分
子
標
的
治
療
薬
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
、

効
果
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
臨
床
治
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

腹
腔
内
化
学
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

胃
が
ん
の
転
移
の
う
ち
、
治
療
が
難
し
い
の
が
「
腹ふ

く
ま
く膜

播は

種し
ゅ

」
で
す
。
が
ん
が
深
く
浸し

ん

潤じ
ゅ
ん

し
て

胃
壁
の
膜
を
突
き
抜
け
、
が
ん
細
胞
が
腹
腔
に
散
ら
ば
っ
て
し
ま
う
転
移
で
、
手
術
で
治
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
し
、
現
在
行
っ
て
い
る
点
滴
や
飲
み
薬
の
抗
が
ん
剤
治
療
の
効
果
は
限
定
的
で
す
。

そ
こ
で
、
抗
が
ん
剤
の
腹
水
中
濃
度
を
上
げ
腹
膜
播
種
に
対
す
る
効
果
を
増
強
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、腹
腔
内
に
抗
が
ん
剤
を
投
与
す
る
方
法
（
腹
腔
内
化
学
療
法
）
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

術前化学療法

分子標的治療薬

腹腔内化学療法
最新の治療法

図　胃がんの最新の治療法
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現
在
、
臨
床
試
験
と
し
て
腹
腔
内
化
学
療
法
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
手
術
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

進
ん
だ
胃
が
ん
で
は
肝
臓
へ
転
移
す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
か
つ
て
抗
が
ん
剤
の
効
果
が

期
待
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
肝
転て

ん

移い

巣そ
う

を
制
御
し
て
手
術
が
で
き
る
こ
と
は
ま
れ
で
し
た
。

近
年
、
抗
が
ん
剤
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
切
除
の
対
象
外
と
さ
れ
て
き
た
胃
が
ん
肝
転
移
に
対
し
て
も
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ

て
は
抗
が
ん
剤
治
療
に
よ
り
肝
転
移
巣
が
制
御
で
き
、
切
除
（
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
手
術
）
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
肝
転
移
の
あ
る
胃
が
ん
の
患
者
さ
ん
に
抗
が
ん
剤
治
療
後
に
手
術
を
行
う
臨
床
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

術
後
栄
養
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

胃
切
除
術
は
胃
が
ん
に
対
す
る
標
準
治
療
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
胃
の
切
除
に
よ
っ

て
食
事
の
摂
取
量
が
減
少
し
、
消
化
管
の
機
能
の
低
下
に
よ
る
栄
養
障
害
も
重
な
っ
て
、
体
重
が

減
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
頻
繁
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

体
重
減
少
や
栄
養
状
態
の
悪
化
は
患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

さ
ら
に
再
発
の
リ
ス
ク
な
ど
に
も
関
係
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
胃
切
除
後
の
体
重
減
少
の
予
防
は
と
て
も
重
要
で
す
。
術
後
の
栄
養
指
導
の
ほ
か
、

通
常
の
食
事
に
追
加
で
経
腸
栄
養
剤
を
飲
ん
で
い
た
だ
い
て
栄
養
状
態
を
改
善
し
、
体
重
減
少
の
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予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
体
重
減
少
だ
け
で
な
く
、
筋
力
の
評
価
や
、
主
観
的
な
全
身
状
態
の
評
価
を
行
っ
て
、

術
後
の
経
腸
栄
養
の
追
加
が
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
臨
床
試
験
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

消
化
管
間か

ん
し
つ質

腫
瘍
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

消
化
管
間
質
腫
瘍
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
と
は
、
食
道
・
胃
・
小
腸
・
大
腸
な
ど
の
消
化
管
の
壁
に
で

き
る
腫
瘍
で
、
消
化
管
の
粘
膜
の
下
に
発
生
し
、
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
な
ど
と
発
生
の
仕
方
や
転

移
の
特
性
が
異
な
り
ま
す
。
人
口
10
万
人
あ
た
り
１
〜
２
人
が
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
治
療
法
と
し
て
は
、
切
除
で
き
る
場
合
は
手
術
が
第
一
選
択
と
な
り
ま
す
。
切
除

で
き
な
い
場
合
に
は
、
イ
マ
チ
ニ
ブ
、
ス
ニ
チ
ニ
ブ
な
ど
の
薬
を
使
っ
て
治
療
し
ま
す
。
ま
た
、

手
術
で
切
除
し
た
場
合
も
、
再
発
の
リ
ス
ク
が
高
け
れ
ば
術
後
に
イ
マ
チ
ニ
ブ
を
服
薬
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

最
近
、
手
術
後
の
予
防
的
な
イ
マ
チ
ニ
ブ
服
用
を
い
つ
ま
で
続
け
る
べ
き
か
と
い
う
検
討
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
治
療
薬
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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進
化
す
る
治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
腸
が
ん
に
か
か
る
方
は
年
々
増
加
傾
向
で
す
。
か
つ
て
は
日
本
人
に
は
少
な
い
と
い
わ
れ
た

大
腸
が
ん
も
、
食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
腸
が
ん
は
比
較
的
治

り
や
す
い
が
ん
で
も
あ
り
ま
す
。
手
術
・
放
射
線
治
療
・
抗
が
ん
剤
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
治
療
成
績
は
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
早
期
が
ん
に
対
し
て
は
内
視
鏡
手
術
、
進
行
が
ん
で
も
腹ふ

く
く
う腔

鏡き
ょ
う

手
術
が
導
入
さ
れ
「
体

に
や
さ
し
い
治
療
」
も
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
分
か
り
や
す
く
大

腸
が
ん
の
こ
と
を
解
説
し
、
み
な
さ
ん
に
大
腸
が
ん
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｑ
．
ど
ん
な
人
が
大
腸
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
の
？

Ａ
．
大
腸
が
ん
に
な
り
や
す
い
年
齢
は
50
〜
75
歳
で
す
。
男
女
比
は
１
・
６
：
１
で
男
性
に
多
く

発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
の
発
生
原
因
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、高
脂
肪
、

高
タ
ン
パ
ク
か
つ
低
繊
維
の
食
事
が
強
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
の
日
本
の
食
生
活
は
欧
米
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
大
腸
が
ん
発
症
の
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
大
腸
が
ん
の
症
状
は
？

Ａ
．
症
状
と
し
て
は
血
便
、下
痢
・
便
秘
な
ど
の
便
通
異
常
、腹
痛
、腹
部
膨ぼ

う
ま
ん満

、貧
血
な
ど
で
す（
図

１
）。
こ
の
な
か
で
起
こ
り
や
す
い
の
は
血
便
で
す
が
、
痔じ

か
ら
の
出
血
と
間
違
い
や
す
い
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

みんなで学ぼう大腸がん
消化器外科副部長　團

だん

野
の

 克
かつ

樹
き



第
１４
章

知
っ
て
お
き
た
い
、が
ん
の
お
話

ー
消
化
器
が
ん

349

「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
痔
と
思
い
込
ま
ず
に
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
血
便
と
い
っ
て
も
目
に
見
え
な
い
血
便
、
い
わ
ゆ
る
「
便
潜
血
」
も
多
い
た
め
市
町
村
で
行

わ
れ
る
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

Ｑ
．
大
腸
が
ん
は
予
防
で
き
る
？

Ａ
．
多
く
の
大
腸
が
ん
は
腺せ

ん
し
ゅ腫

と
い
う
良
性
の
腫
瘍
が
、「
が
ん
化
」
し
て
発
生
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
腺
腫
の
う
ち
に
切
除
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
大
腸
が
ん
は
予
防
で
き
ま
す
。

腺
腫
の
多
く
は
腸
の
粘
膜
か
ら
突
出
し
た
「
ポ
リ
ー
プ
」
の
形
を
し
て
お
り
、
大
腸
内
視
鏡
検

査
で
見
つ
け
出
し
切
除
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は
、
直
接
大
腸
粘
膜
か
ら
発

生
す
る
が
ん
が
存
在
す
る
の
も
事
実
で
す
。
便
潜
血
検
査
だ
け
で
な
く
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
定
期

的
に
受
け
る
よ
う
、
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
た
と
え
腺
腫
の
段
階
で
見
つ
け
ら
れ
な
く
て
も
、
早
期
の
大
腸
が
ん
で
あ
れ
ば
内
視
鏡

に
よ
る
切
除
で
完
治
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

Ｑ
．
父
親
が
大
腸
が
ん
で
す
が
、
大
腸
が
ん
は
遺
伝
し
ま
す
か
？

Ａ
．
多
く
の
後
天
的
な
遺
伝
子
の
異
常
に
よ
り
大
腸
が
ん
が
発
生
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
大
腸
が
ん
は
遺
伝
と
関
係
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
遺
伝
す
る

大
腸
が
ん
も
あ
り
ま
す
。

遺
伝
的
要
因
の
明
ら
か
な
も
の
に
は
家
族
性
大だ

い

腸ち
ょ
う

腺せ
ん
し
ゅ腫

症し
ょ
う

と
遺
伝
性
非
ポ
リ
ポ
ー
シ
ス
大
腸
が

ん
が
あ
り
ま
す
。
家
族
性
大
腸
腺
腫
症
は
大
腸
に
無
数
の
ポ
リ
ー
プ
が
で
き
る
病
気
で
非
常
に
大

腸
が
ん
を
発
症
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
じ
、
お
ば
も
含
め
て
家
族
内
で
３
人
以
上
大
腸
が
ん
に
な
っ
た
方
が
い
る
場
合
、
ま
た
そ
の

症状

血便

下痢・便秘

腹痛

腹部膨満

貧血

図1　大腸がんの症状
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う
ち
１
人
は
50
歳
以
下
で
大
腸
が
ん
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
遺
伝
性
非
ポ
リ
ポ
ー
シ
ス
大
腸
が
ん

の
可
能
性
も
あ
る
た
め
遺
伝
子
診
断
が
必
要
で
す
。

Ｑ
．
腹
腔
鏡
手
術
の
利
点
は
？

Ａ
．
か
つ
て
は
ど
の
部
位
の
大
腸
が
ん
で
も
、
お
な
か
を
大
き
く
切
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
進
行
が
ん
で
あ
っ
て
も
腹
腔
鏡
手
術
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

腹
腔
鏡
手
術
の
利
点
は
傷
が
小
さ
く
目
立
ち
に
く
い
こ
と
、
小
さ
い
傷
の
た
め
痛
み
が
少
な
い

こ
と
、
腸
の
動
き
の
回
復
が
早
く
術
後
早
く
か
ら
食
事
を
再
開
で
き
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
入
院

期
間
も
開
腹
手
術
と
比
べ
短
く
て
済
み
ま
す
。

ま
た
カ
メ
ラ
で
拡
大
し
て
見
る
た
め
、
狭
い
骨
盤
内
で
も
良
好
な
視
野
が
保
つ
こ
と
が
で
き
、

経
験
を
積
ん
だ
医
師
が
手
術
を
行
え
ば
開
腹
手
術
と
比
べ
て
安
全
性
に
差
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
お
な
か
の
手
術
を
し
た
経
験
が
あ
り
お
な
か
の
中
の
癒
着
が
強
い
場
合
に
は
、

腹
腔
鏡
手
術
を
行
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
直
腸
が
ん
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
工
肛
門
に
な
る
の
が
心
配
で
す
。

Ａ
．
近
年
で
は
永
久
的
な
人
工
肛
門
が
必
要
と
な
る
患
者
さ
ん
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

直
腸
が
ん
の
中
で
も
肛
門
に
近
い
部
位
の
直
腸
が
ん
の
場
合
、
が
ん
を
全
て
確
実
に
切
除
す
る

た
め
に
は
肛
門
括
約
筋（
肛
門
を
締
め
る
筋
肉
）を
切
除
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
永
久
的
な
人
工
肛
門
が
必
要
で
す
が
、
術
前
に
抗
が
ん
剤
や
放
射
線
治
療
で

が
ん
を
小
さ
く
し
て
か
ら
手
術
を
行
う
こ
と
で
、
括
約
筋
を
残
す
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

ま
た
、
比
較
的
早
期
の
直
腸
が
ん
で
あ
れ
ば
、
内
括
約
筋
だ
け
を
切
除
し
外
括
約
筋
を
残
す
こ
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と
で
肛
門
機
能
を
温
存
す
る
「
括
約
筋
間
切
除
」
と
い
う
方
法
も
技
術
が
発
達
し
て
い
ま
す
。
当

セ
ン
タ
ー
で
も
積
極
的
に
肛
門
温
存
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
手
術
後
の
通
院
は
？

Ａ
．
定
期
検
査
の
た
め
に
通
院
が
必
要
で
す
。
通
常
、
５
年
以
上
経
過
し
て
大
腸
が
ん
が
再
発

す
る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
通
院
期
間
は
５
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
血
液
検
査
、
Ｃ
Ｔ
検
査
、
超
音
波
検
査
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
（
図
２
）

な
ど
を
行
い
、
再
発
・
転
移
が
あ
っ
た
場
合
は
治
療
を
行
い
ま
す
。

ま
た
術
後
に
再
発
の
危
険
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
半
年
を
め
ど
に
術
後
補
助
化
学

療
法
と
い
っ
て
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
手
術
で
が
ん

を
全
て
切
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
目
に
見
え
な
い
が
ん
細
胞
が
体
内
に
残
っ
て
い
る

場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

Ｑ
．
大
腸
が
ん
が
転
移
・
再
発
し
た
場
合
の
治
療
は
？

Ａ
．
大
腸
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
点
で
、
肝
転
移
や
肺
転
移
な
ど
の
遠え

ん
か
く
て
ん

隔
転
移い

を
伴
う
場
合
や
、

大
腸
が
ん
の
術
後
に
再
発
・
転
移
が
指
摘
さ
れ
た
場
合
、
切
除
可
能
な
場
合
は
手
術
を
行
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
切
除
不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
抗
が
ん
剤
治
療
や
放
射
線
治
療
が
行
わ
れ

ま
す
。
大
腸
が
ん
の
抗
が
ん
剤
治
療
は
進
歩
が
目
覚
ま
し
く
、
腫
瘍
の
縮
小
や
生
存
期
間
の
延
長

が
次
々
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
転
移
・
再
発
と
診
断
さ
れ
て
も
希
望
を
捨
て
ず
治
療
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

定期検査

腫瘍マーカーの血液検査

ＣＴ検査

超音波検査

大腸内視鏡検査

図２　大腸がんの定期検査
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第
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章

ロ
ボ
ッ
ト
の
手
を
使
っ
て
緻
密
な
手
術
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
は
体
に
負
担
の
少
な
い
腹ふ

く
く
う腔

鏡き
ょ
う

手
術
の
精
度
を
さ
ら
に
上
げ
る
最
先
端
の
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「da V

inci Surgical System

：
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」（Intuitive Surgical

社
）
を

用
い
た
手
術
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
て
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
動
的
に
手
術
を
行
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
科

医
が
腹
腔
内
を
カ
メ
ラ
モ
ニ
タ
ー
で
観
察
し
な
が
ら
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
で
指
先
の
つ
ま
み
を
動
か
す

と
、
そ
の
手
の
動
き
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
手
の
動
き
と
し
て
忠
実
に
再
現
さ
れ
る
も
の
で
す
。

体
内
を
３
次
元
の
立
体
映
像
で
鮮
明
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
手
ぶ
れ
が
ま
っ
た
く
な
く
、
自
由

自
在
に
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
の
手
先
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
腹
腔
鏡
手
術
よ
り
安
全
で
緻
密
な
手

術
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

欧
米
で
は
す
で
に
10
年
以
上
前
か
ら
実
際
の
手
術
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
米
国
で
は
前
立
腺
手

術
の
80
％
以
上
が
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
韓
国
で
は
、
胃
が
ん
・
大

腸
が
ん
な
ど
消
化
器
外
科
領
域
に
も
広
く
適
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
２
０
０
９
年
11
月
に
よ
う
や
く
薬
事
承
認
を
受
け
た
後
、
現
在
、
急
速
に
導
入
が
進

ん
で
い
ま
す
。
日
本
で
は
前
立
腺
が
ん
手
術
に
の
み
保
険
収
載
さ
れ
て
お
り
、
全
国
で
急
速
に
普

及
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
消
化
器
分
野
で
は
ま
だ
臨
床
試
験
段
階
で
す
が
、
一
部
の
施
設
で
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
手
術
手
技
や
知
識
の
み
な
ら
ず
、
腹
腔
鏡
下
手
術
の
手
術

手
技
も
必
要
不
可
欠
で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
は
、
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
で
認
定
さ
れ
た
技
術

より精密な治療を！
ロボット直腸がん手術

消化器外科副部長　松
まつ

田
だ

 宙
ちゅう
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認
定
医
で
、Intuitive Surgical

社
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
認
定
を
受
け
た
医
師
が
手
術
を
担
当
し

ま
す
。ロ

ボ
ッ
ト
直
腸
が
ん
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腹
腔
鏡
下
手
術
で
は
、
カ
メ
ラ
や
鉗か

ん

子し

な
ど
が
つ
い
た
細
長
い
棒
の
よ
う
な
医
療
器
具
を
使
用

し
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
画
像
は
２
次
元
で
、
医
療
器
具
の
動
か
せ
る
範
囲
に
も
制
約
が
あ
る
た
め
、

医
師
の
経
験
や
技
術
力
が
な
い
と
治
療
を
行
う
の
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
腹
腔
鏡
手
術
の
利
点
を
残
し
つ
つ
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
３
次
元
モ
ニ
タ
ー
を
見
な

が
ら
立
体
的
な
視
野
の
中
で
遠
隔
操
作
し
、
手
術
器
具
の
動
き
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
繊
細
に
自
由

自
在
に
動
か
せ
る
た
め
、
よ
り
精
密
な
治
療
が
で
き
ま
す
。

国
内
で
は
、
い
ま
だ
そ
の
評
価
は
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
と
く
に
直
腸
が
ん
手
術
で
は
深
く

て
狭
い
骨
盤
腔
の
中
で
の
手
術
操
作
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は
そ
れ
ら
の
点
で
メ
リ
ッ

ト
を
発
揮
し
、
排
尿
、
性
機
能
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る
神
経
の
温
存
や
、
肛
門
の
温
存
が
し
や
す
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
術
後
合
併
症
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
）。

当
科
で
は
12
年
11
月
か
ら
、
直
腸
が
ん
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

ロボット手術の
メリット

排尿、性機能などを
つかさどる神経の温存

肛門の温存
術後合併症の軽減

図　ロボット直腸がん手術のメリット
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対
象
は
早
期
が
ん
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

が
ん
治
療
で
は
胃
切
除
や
人
工
肛
門
と
い
っ
た
非
常
に
不
安
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

機
能
的
な
問
題
を
回
避
す
る
た
め
、
内
視
鏡
を
使
う
治
療
法
が
あ
り
ま
す
。

医
療
の
分
野
で
内
視
鏡
と
い
う
と
非
常
に
範
囲
が
広
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
一
般
的
に
い

わ
れ
る
胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
を
用
い
た
治
療
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
簡
潔
に
言
う

と
、
粘
膜
に
あ
る
早
期
が
ん
（
食
道
・
胃
・
大
腸
）
を
胃
カ
メ
ラ
な
ど
で
粘
膜
ご
と
捲ま

く

り
な
が
ら

切
り
取
る
方
法
で
す
。
内
視
鏡
で
切
除
で
き
る
も
の
は
粘
膜
に
部
分
的
に
存
在
す
る
も
の
で
す
か

ら
、
非
常
に
浅
い
、
い
わ
ゆ
る
早
期
が
ん
と
い
わ
れ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

病
変
を
技
術
的
に
は
取
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
か
ら
周
囲
に
転
移
し
て
し
ま
っ
て
、

そ
こ
か
ら
後
々
が
ん
が
進
行
し
て
し
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
転
移
し
や
す
い
か
ど
う
か
は
、
が

ん
細
胞
の
種
類
や
病
変
の
深
さ
、
大
き
さ
な
ど
が
か
か
わ
り
ま
す
。

治
療
法
、
早
期
発
見
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

内
視
鏡
的
粘ね

ん
ま
く膜

下か

層そ
う

剥は
く

離り

術
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
と
い
う
方
法
を
使
い
ま
す
（
図
）。
２
０
０
２
年
ご
ろ

か
ら
急
速
に
普
及
し
た
日
本
生
ま
れ
の
治
療
法
で
す
。
黎れ

い
め
い明

期
は
技
術
、
処
置
具
、
内
視
鏡
、
高

周
波
発
生
装
置
な
ど
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
苦
難
の
連
続
で
し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
先
駆
者
た
ち

の
努
力
が
実
を
結
ん
で
、
技
術
、
処
置
具
な
ど
が
年
々
進
歩
し
、
確
実
に
か
つ
偶
発
症
も
減
少
し
、

か
な
り
安
全
な
治
療
法
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

で
は
、
治
療
の
手
順
を
紹
介
し
ま
す
。

内視鏡で治せるがんとは？
医務局長　消化器内科主任部長　井

いのうえ

上 敦
あつ

雄
お
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①
切
除
す
る
病
変
の
周
り
の
粘
膜
面
に
電
気
メ
ス
で
印
（
マ
ー
ク
）
を
つ
け
る
。

② 

局
注
針
（
注
射
針
）
で
粘
膜
下
層
へ
生
理
食
塩
水
や
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
を
局
所
注
入
し
、
病
変

を
持
ち
上
げ
て
、
固
有
筋
層
と
の
間
に
距
離
を
つ
く
る
。

③
粘
膜
面
を
切
開
し
、
病
変
の
周
り
に
つ
け
た
マ
ー
ク
の
外
側
を
切
開
す
る
。

④ 

切
開
し
た
隙
間
か
ら
電
気
メ
ス
で
少
し
ず
つ
剥
離
す
る
。
粘
膜
下
層
内
に
走
行
す
る
血
管
を

出
血
し
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
切
り
離
す
。

⑤
切
除
し
て
で
き
た
潰
瘍
部
の
血
管
を
凝
固
し
、
止
血
作
業
を
行
う
。

⑥
回
収
し
た
標
本
で
病
理
診
断
を
行
い
、
治
療
効
果
を
判
定
す
る
。

切
除
時
間
は
15
分
程
度
の
も
の
か
ら
数
時
間
に
及
ん
だ
り
と
、
部
位
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
術
後
、
切
除
部
に
は
潰
瘍
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
が
、
胃
の
場
合
は
１
〜
２
か

月
で
潰
瘍
は
治
癒
し
ま
す
。
食
道
の
場
合
は
広
範
囲
に
切
除
す
る
と
狭き

ょ
う

窄さ
く

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
内
視
鏡
的
拡
張
（
風
船
で
広
げ
る
）
や
炎
症
を
抑
え
る
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
局
所
に
注
入

す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
ほ
ぼ
元
通
り
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
術
中
の
偶
発
症
と
し
て
、

出
血
と
穿せ

ん
こ
う孔

が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
内
視
鏡
に
よ
る
処
置
で
対
応
で
き
ま
す
が
、
場

合
に
よ
っ
て
は
外
科
手
術
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

病
変
を
早
め
に
見
つ
け
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
の
た
め
人
間

ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
食
道
が
ん
は
た
ば
こ
好
き
の
方
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
多
く
取
る
方
、

胃
が
ん
は
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
方
、
大
腸
が
ん
は
喫
煙
者
や
便
秘
が

ち
な
方
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
血
縁
者
に
こ
れ
ら
の
が
ん
に
な
っ
た
方
が
い
る
場
合

も
要
注
意
で
す
。
早
期
が
ん
に
は
症
状
が
伴
わ
な
い
の
で
、
早
期
発
見
の
意
識
が
必
要
で
す
。

患部 ①マーキング ②局注 ③切開

④粘膜下層の剥離 ⑤切除完了・止血 ⑥病理検査

図　ESD治療の流れ
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原
因
の
約
90 
％
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

肝
が
ん
は
日
本
で
が
ん
死
亡
の
第
３
〜
４
位
を
占
め
、
四
大
が
ん
の
一
つ
で
す
。
そ
の
原
因
に

か
か
わ
ら
ず
、
慢
性
肝
炎
で
は
肝
細
胞
の
破
壊
と
再
生
の
繰
り
返
し
に
よ
り
肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ

進
展
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
肝
炎
を
起
こ
す
原
因
に
よ
り
進
展
の
速
さ
や
危
険
性
に
は
差
が
あ

り
ま
す
が
、肝
が
ん
の
側
か
ら
そ
の
原
因
を
み
る
と
、約
80
％
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
持
続
感
染
、

11
％
が
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
で
す
（
図
１
）。
約
90
％
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
肝
が
ん
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
Ｃ
型
・
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
重
要
性
が
分
か
り
ま
す
。
残
り
の
Ｂ

型
肝
炎
お
よ
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陰
性
に
は
飲
酒
や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
（
２
１
０
ペ
ー
ジ
参
照
）
な
ど

生
活
習
慣
に
関
連
し
た
も
の
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
か
ら
の
肝
が
ん
の
予
防
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）
に
感
染
す
る
と
80
％
の
人
で
は
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
す
る
こ
と

が
で
き
ず
ウ
イ
ル
ス
の
持
続
感
染
（
キ
ャ
リ
ア
）
状
態
と
な
り
、
慢
性
肝
炎
と
な
っ
て
線
維
化
が

進
展
し
肝
硬
変
か
ら
ひ
い
て
は
肝
が
ん
へ
と
至
り
ま
す
。

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
に
お
け
る
肝
が
ん
の
発
生
は
肝
臓
の
線
維
化
の
程
度
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
肝
臓
の
線
維
化
は
正
常
を
Ｆ
0
と
し
て
軽
度
（
Ｆ
１
）、中
等
度
（
Ｆ
2
）、高
度
（
Ｆ

３
）、
肝
硬
変
（
Ｆ
4
）
と
４
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
計
算
上
１
年
に
０
・
１
段
階
線
維
化
が
進
ん

で
い
き
ま
す
。
Ｆ
１
の
肝
が
ん
発
生
率
は
年
間
０
・
５
％
で
す
が
、
Ｆ
4
で
は
８
％
と
な
り
肝
硬
変

に
な
っ
て
10
年
経
過
す
る
と
、
そ
の
80
％
の
方
で
肝
が
ん
が
発
生
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

治
療
と
し
て
は
Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
対
す
る
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
を
行
い
持
続
感
染
状
態
を
絶
つ
こ
と
が
原
因

肝がんにならないために
医務局長　消化器内科主任部長　井

いのうえ

上 敦
あつ

雄
お
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療
法
で
あ
り
根
本
治
療
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｈ
Ｃ
Ｖ
が
完
全
に
排
除
さ
れ
る
と
肝
細
胞
の

破
壊
が
止
ま
っ
て
肝
炎
が
鎮
ま
り
、
治
癒
状
態
と
な
っ
て
線
維
化
の
進
展
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
逆
に
線
維
化
が
１
年
に
０
・２
８
段
階
改
善
し
て
き
ま
す
。
最
終
的
に
は
肝
が
ん
発
生
の

危
険
性
が
５
分
の
１
か
ら
10
分
の
１
に
軽
減
さ
れ
ま
す（
図
２
）。

Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
対
す
る
抗
ウ
イ
ル
ス
治
療
は
、
当
初
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
単
独
療
法
で
は
Ｈ
Ｃ
Ｖ
が
完
全
に
排
除
さ
れ
て
し
ま

う
人
は
ほ
ん
の
５
％
く
ら
い
の
率
で
し
た
。
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
遺
伝
子

型
や
血
液
中
の
ウ
イ
ル
ス
量
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

効
果
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
日
本
で
70
％
を
占
め
る
遺
伝

子
型
1
か
つ
高
ウ
イ
ル
ス
量
で
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
単
独
療

法
は
効
果
が
悪
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
治
療
効
果
を
上
げ
る
た
め
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら

れ
、
２
０
０
４
年
の
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
（
週
１
回
の
注

射
）
と
リ
バ
ビ
リ
ン
の
２
剤
併
用
（
48
週
間
治
療
）
で
50
％
の

方
は
Ｈ
Ｃ
Ｖ
が
完
全
に
排
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
作
り
出
す
ウ
イ
ル
ス
増
殖
に
必
要
な
タ

ン
パ
ク
（
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
や
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
な
ど
）
の
阻
害
薬

剤
を
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
リ
バ
ビ
リ
ン
に
併
用
し
た
３

剤
併
用
療
法
が
開
発
さ
れ
テ
ラ
プ
レ
ビ
ル
が
そ
の
先
鞭
を
つ
け

ま
し
た
。

女性

1970 200075 80 85 90 95 05 (年)

国民衛生の動向より 日本肝臓学会：肝がん白書、1999年度に基づき作成

肝がんによる死亡者数
肝がんの原因

肝がんによる死亡者数が増えている(人)
35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

男性

Ｃ型肝炎
ウイルス陽性(79%)

B型およびC型肝炎
ウイルス陰性(9%)

B型およびC型肝炎
ウイルス陽性(1%)

B型肝炎
ウイルス陽性
(11%)

肝がんの80％はC型肝炎ウイルスに感染

図 1　肝がんの頻度と肝炎ウイルス

F1(軽度)

肝がん

自然経過
線維化進展率
0.1/年

0.5%/年

1.5%/年

5%/年

8%/年

再発率
20%/年

F2(中等度)
抗ウイルス療法
(インターフェロン治療)

著効：－0.28/年
非著効：0.02/年

F3(高度)

F4(肝硬変)

図 2　Ｃ型慢性肝炎からの肝がんの発生とインターフェロンの役割
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次
い
で
テ
ラ
プ
レ
ビ
ル
の
副
作
用
が
軽
減
さ
れ
た
第
２
世
代
の
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻
害
剤
が
開
発

さ
れ
、
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
約
90
％
の
方
で
Ｈ
Ｃ
Ｖ
が
排
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
４

年
秋
に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
注
射
を
し
な
く
て
も
ウ
イ
ル
ス
増
殖
タ
ン
パ
ク
を
阻
害
す
る
ア

ス
ナ
プ
レ
ビ
ル+

ダ
ク
ラ
タ
ス
ビ
ル
と
い
う
飲
み
薬
2
剤
を
24
週
間
服
用
す
る
だ
け
で
よ
い
治
療

も
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
個
々
人
の
状
態
に
応
じ
て
治
療
法
が
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ら
に
効
果
の
高
い
経
口
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
開
発
が
進
み
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
制
圧
さ
れ
、

将
来
日
本
の
肝
が
ん
発
生
数
は
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
か
ら
の
肝
が
ん
の
予
防
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｂ
Ｖ
）
は
太
古
か
ら
存
在
す
る
巧
妙
な
ウ
イ
ル
ス
で
今
も
人
類
を
苦

し
め
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
母
児
感
染
が
多
く
、
免
疫
力
が
未
完
成
の
幼
・
小
児
期
に
感
染
す
る

と
持
続
感
染
が
成
立
し
肝
細
胞
で
の
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
が
始
ま
り
ま
す
。
免
疫
力
が
つ
い
て
き
た

思
春
期
ご
ろ
に
は
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
が
起
こ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
肝
炎
が
発
症
し
て
き
ま
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
の
期
間
が
短
く
、
ウ
イ
ル
ス
を
抑
え
込
ん
だ
方
は
Ｈ
Ｂ
Ｖ
無
症
候
性
キ
ャ

リ
ア
状
態
で
経
過
で
き
ま
す
が
、
抑
え
込
め
な
い
場
合
に
は
慢
性
肝
炎
と
し
て
持
続
し
、
肝
硬
変

や
肝
が
ん
へ
進
展
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

Ｈ
Ｂ
Ｖ
も
抗
ウ
イ
ル
ス
治
療
で
ウ
イ
ル
ス
の
活
動
を
抑
え
込
む
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
の
よ
う
に
体
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
Ｈ
Ｂ
Ｖ
は
そ
の
断
片
が
肝
細
胞
の
核
の
中
に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
Ｂ
型
慢
性

肝
炎
か
ら
肝
が
ん
が
発
生
す
る
機
序
は
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
肝
が
ん
発
生
と
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関
連
す
る
因
子
は
幾
つ
か
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｂ
型
慢
性
肝
炎
の
方
で
は
血
液
中
の
Ｈ
Ｂ
Ｖ
‐
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
の
多
寡
で
肝
が
ん
発
生
の
危
険

性
が
分
か
れ
る
こ
と
で
す
（
図
３
）。
す
な
わ
ち
血
中
Ｈ
Ｂ
Ｖ
‐
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
の
多
い
方
（
１
㎖

中
に
10
の
５
乗
コ
ピ
ー
以
上
）
で
は
肝
が
ん
の
危
険
性
が
高
く
、
少
な
い
方
（
１
㎖
中
に
10
の

４
乗
未
満
）
で
は
そ
の
危
険
性
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
Ｈ
Ｂ
Ｖ
‐
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
の
多
い
Ｂ
慢
性
肝
炎
の
方
で
は
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
で
で

き
る
だ
け
ウ
イ
ル
ス
量
（
Ｈ
Ｂ
Ｖ
‐
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
）
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
Ｈ
Ｂ

ｓ
抗
原
を
陰
性
化
に
導
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
Ｈ
Ｂ
Ｖ
の
非
活
動
化
、
臨
床
的
治
癒
状
態
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
（
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
）
と
核
酸

類
似
物
質
が
あ
り
ま
す
。
年
齢
や
Ｈ
Ｂ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
の
状
態
で
こ
れ
ら
を
使
い
分
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
に
は
あ
る
程
度
の
副
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
48
週
間
の

治
療
で
す
。
一
方
、ラ
ミ
ブ
ジ
ン
、ア
デ
ホ
ビ
ル
、エ
ン
テ
カ
ビ
ル
お
よ
び
テ
ノ
ホ
ビ
ル
と
い
っ

た
核
酸
類
似
物
質
は
副
作
用
が
少
な
く
抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
も
確
実
に
期
待
で
き
ま
す
。
し
か
し

長
期
間
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
生
涯
の
服
用
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
服
用
を
忘

れ
る
と
抑
え
て
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
し
て
重
症
の
肝
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
服
用

を
中
断
で
き
な
い
と
い
う
使
用
上
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
治
療
で
Ｈ
Ｂ
Ｖ
‐
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
が
減
れ
ば
肝
が
ん
の
危
険
性
が
減
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
肝
炎
が
あ
り
（
血
清
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
異
常
値
）
Ｈ
Ｂ
Ｖ
‐
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
の
高
い

方
で
は
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

肝がん発生率(症例数＝3,653)
16

14

12

10

8

6

4

2

0
0 1 2

ベースラインHBV-DNA量、copies/mL
　　　　>106

　　　　105-<106  
　　　　104-<105 
　　　　300-<104   
　　　　<300    
　　　　　　　

3 4 5 6 7 8

HBV-DNA量
が多い

9 10 11 12 13（年）

Chen C-J, et al. JAMA. 2006;295:65-73.

肝
細
胞
が
ん
累
積
発
生
率 

(%)

相対危険度
(95%CL)

1.30%
1.37%

3.57%

12.17%

14.89%

1.0(ref)
1.0(0.5-2.2)

2.7(1.3-5.6)

8.9(4.6-17.5)

10.7(5.7-20.1)

HBV-DNA量
が少ない

図3　HBV‐DNA量と肝がん発生率
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ど
ん
な
人
が
肝
が
ん
に
な
る
の
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

前
項
で
肝
が
ん
の
原
因
と
予
防
に
つ
い
て
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
不
幸
に
も

肝
が
ん
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

大
事
な
こ
と
は
早
く
発
見
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
肝
が
ん
が
起
こ
り
や
す
い
人
は
、
腹
部
超

音
波
検
査
（
エ
コ
ー
検
査
）、
肝
が
ん
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
な
ど
を
含
む
血
液
検
査
を
定
期
的
に
受
け

る
こ
と
が
、
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

で
は
、
ど
ん
な
人
が
肝
が
ん
に
な
り
や
す
い
の
か
、
お
話
し
し
ま
す
。
肝
が
ん
に
な
り
や
す
い

人
は
、
肝
臓
が
硬
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
医
学
用
語
で
は
、「
線
維
化
が
進
ん
で
い

る
」と
い
い
ま
す
。
線
維
化
が
と
く
に
進
ん
だ
状
態
を
肝
硬
変
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
肝
機
能
検
査
で
、

血
中
の
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
と
い
う
炎
症
の
マ
ー
カ
ー
が
高
い
状
態

が
続
く
と
、
肝
臓
は
だ
ん
だ
ん
硬
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

前
項
で
記
し
た
と
お
り
、
肝
が
ん
の
原
因
で
最
も
多
い
の
が
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
性
慢
性
肝
炎
・
肝
硬
変
で
す
。
し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
性
慢
性
肝

炎
は
、
最
近
の
治
療
法
が
非
常
に
よ
く
な
っ
て
き
た
お
か
げ
で
、
約
80
〜
90
％
の
患
者
さ
ん
で
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
血
中
か
ら
検
出
で
き
な
い
く
ら
い
ま
で
治
療
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
患
者
さ
ん
で
、
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
に
進
展
す
る
患
者
さ

ん
や
、
肝
が
ん
を
併
発
す
る
患
者
さ
ん
の
数
は
、
年
々
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
治
療
で
、
た
と
え
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
血

中
に
検
出
さ
れ
な
く
な
っ
て
も
、
硬
く
な
っ
て
線
維
化
が
進
ん
だ
肝
臓
か
ら
は
、
頻
度
は
低
い
の

肝がんを早く見つけて楽に治療
医務局長　消化器内科主任部長　井

いのうえ

上 敦
あつ

雄
お
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で
す
が
、
肝
が
ん
が
で
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
肝
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、
治
療

が
う
ま
く
い
き
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
血
中
か
ら
消
え
て
炎
症
が
な
く
な
っ
て
も
、
半
年
〜
１
年
ご

と
の
定
期
的
な
エ
コ
ー
検
査
、
血
液
検
査
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
以
外
に
、
最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
肝
臓
に
脂
肪
が
沈

着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
肝
障
害
、非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
（
ナ
ッ
シ
ュ
、Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）

で
す
。
お
酒
を
飲
ま
な
い
の
に
起
こ
る
の
で
す
。
当
然
、
肝
障
害
が
長
期
間
続
く
と
肝
硬
変
、
肝

が
ん
に
進
展
し
ま
す
。
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
に
つ
い
て
は
、「
２
１
０
ペ
ー
ジ
」
で
詳
し

く
述
べ
て
い
ま
す
。

診
断
か
ら
治
療
ま
で
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

エ
コ
ー
検
査
や
血
液
検
査
な
ど
で
肝
が
ん
が
疑
わ
れ
た
場
合
、
造
影
剤
を
使
っ
た
Ｃ
Ｔ
あ
る
い

は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
な
ど
の
画
像
検
査
を
し
ま
す
。
ま
た
、
肝
硬
変
の
患
者
さ
ん
は
、
知
ら
な
い
う
ち

に
食
道
・
胃
静
脈
瘤り

ゅ
う

（
肝
臓
が
硬
く
な
る
と
血
流
の
異
常
が
起
こ
り
、
静
脈
瘤
が
で
き
や
す
く
な

り
ま
す
）
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
胃
カ
メ
ラ
の
検
査
も
し
ま
す
。
肝
が
ん
は
、

造
影
剤
を
使
用
し
た
画
像
検
査
で
、
特
徴
的
な
濃
染
パ
タ
ー
ン
を
呈
す
る
こ
と
で
確
定
診
断
で
き

ま
す
。

肝
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
治
療
を
始
め
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
の
肝
臓

の
機
能
が
ど
の
く
ら
い
残
っ
て
い
る
か
を
評
価
す
る
こ
と
が
先
決
で
す
。
肝
が
ん
患
者
さ
ん
は
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
、ア
ル
コ
ー
ル
、非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
な
ど
で
長
期
に
わ
た
り
肝
臓
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
肝
臓
の
残
存
機
能
を
評
価
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
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具
体
的
に
は
、
血
液
検
査
で
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
、
プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
時
間
、
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
値
、

腹
水
・
肝
性
脳
症
（
血
中
に
ア
ン
モ
ニ
ア
が
た
ま
る
こ
と
）
の
有
無
な
ど
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
肝
硬
変
で
も
肝
臓
が
働
い
て
い
れ
ば
、
働
い
て
い
る
程
度
、
腫
瘍
の
個
数
、
大
き
さ
に
よ
っ

て
、
手
術
切
除
、
肝
動
脈
塞そ

く
せ
ん栓

術
（
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
）、
ラ
ジ
オ
波
焼し

ょ
う
し
ゃ
く灼

術
な
ど
の
中
か
ら
治
療

方
法
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
法
に
は
長
所
、
短
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消

化
器
内
科
の
肝
臓
専
門
医
、
肝
臓
専
門
の
外
科
医
師
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
専
門
と
す
る

放
射
線
科
医
師
が
肝
が
ん
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
き
、
個
々
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て

最
も
適
切
な
治
療
法
を
相
談
し
て
決
め
て
い
ま
す
。
消
化
器
内
科
で
の
治
療
は
ラ
ジ
オ
波

焼
灼
術
で
す
。

ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
の
長
所
と
限
界
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

肝
が
ん
の
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
は
、
穿せ

ん

刺し

針し
ん

の
先
端
に
４
６
０
〜
４
８
０
Ｋ
Ｈ
ｚ
の
高
周

波
電
流
を
流
す
こ
と
に
よ
り
、
先
端
周
辺
部
を
焼
灼
す
る
治
療
法
で
す
。
一
般
的
に
、
肝

が
ん
の
大
き
さ
が
３
㎝
以
下
、
個
数
が
３
個
以
下
な
ら
、
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
が
勧
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
エ
コ
ー
で
腫
瘍
を
描
出
し
な
が
ら
、
穿
刺
針
を
挿
入
、
固
定
し
、

５
〜
20
分
く
ら
い
高
周
波
電
流
を
流
し
、
焼
灼
し
ま
す
（
図
１
）。

こ
の
治
療
法
の
一
番
の
長
所
は
、
傷
口
が
２
〜
３
㎜
と
非
常
に
小
さ
く
、
短
時
間
で

治
療
で
き
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
が
軽
い
こ
と
で
す
（
準
備
な
ど
全
て
入
れ
て

約
１
時
間
、
焼
灼
時
間
は
大
き
さ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
５
〜
20
分
）。
当
セ
ン
タ
ー
で

電極版

エコー装置

ラジオ波針
肝臓

肝臓

肝がん

図1　ラジオ波焼灼術の実際　
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は
全
身
麻
酔
は
行
わ
ず
、
局
所
麻
酔
と
鎮
痛
剤
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
腎
機
能
を
悪
く
す
る
可
能

性
の
あ
る
ヨ
ー
ド
造
影
剤
は
使
わ
な
い
こ
と
も
長
所
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
腫
瘍
を
５
㎜
く
ら
い
、

よ
り
大
き
め
に
焼
く
こ
と
で
、
焼
い
た
場
所
か
ら
の
再
発
も
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
肝
臓
が
き
ち
ん
と
働
い
て
い
れ
ば
、
何
回
で
も
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

短
所
は
、
ラ
ジ
オ
波
針
が
焼
灼
で
き
る
大
き
さ
に
限
り
が
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
個

数
が
多
す
ぎ
る
と
良
い
適
応
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
に
は
、
３
㎝
ま
で
の
大
き
さ
の
肝

が
ん
を
４
㎝
近
く
焼
灼
す
る
の
が
最
大
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
を
行
う
際
、
大
き
な
血
管
の
近
く
は
穿
刺
に
よ
る
出
血
の
リ
ス
ク
、

胆
の
う
近
く
は
胆
の
う
損
傷
、
肝
臓
の
端
は
肺
・
横
隔
膜
・
消
化
管
損
傷
な
ど
の
偶
発
症

の
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。
当
科
で
は
、
こ
の
よ
う
な
症
例
に
対
し
て
、
お
な
か
に
針
を
刺

し
て
人
為
的
に
胸
水
あ
る
い
は
腹
水
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
腫
瘍
と
臓
器
の
間
に

水
の
あ
る
場
所
を
作
り
、
水
の
冷
却
作
用
を
利
用
し
て
、
肺
・
横
隔
膜
・
消
化
管
損
傷
な

ど
の
偶
発
症
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
と
と
も
に
、
腫
瘍
の
描
出
も
や
さ
し
く
で
き
る
よ
う
工

夫
も
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

早
く
肝
が
ん
を
見
つ
け
れ
ば
、
お
な
か
を
開
け
ず
に
楽
に
治
療
で
き
ま
す
の
で
、
肝
臓

が
少
し
で
も
悪
い
患
者
さ
ん
は
、
エ
コ
ー
検
査
、
血
液
検
査
を
定
期
的
に
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

肝臓

肝がん

肺

5％ブドウ糖液

エコー装置

ハッピーキャスより5％ブドウ糖液を

約500～1000mL注入すると、通常摘

出困難な肺に近い横隔膜直下の腫瘍を

描出できる

心臓

図2　人工胸水・腹水法
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率
直
に
言
っ
て
大
変
な
手
術
で
す
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

膵
臓
が
ん
の
手
術
、
そ
れ
は
医
学
部
を
卒
業
し
て
、
消
化
器
外
科
医
と
し
て
十
分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
ん
だ
外
科
医
が
行
う
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
第
１
０
９
回
日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
記
録
に
記

載
さ
れ
た
「
肝
胆
膵
高
難
度
手
術
と
技
術
評
価
」
よ
り
抜
粋
・
改
変
）。
で
は
困
難
極
ま
る
手
術
な
の
か

と
い
う
と
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
時
間
の
か
か
る
手
術
で
す
。

手
術
の
話
を
す
る
前
に
、
ま
ず
は
膵
臓
が
ん
の
説
明
を
し
て
お
き
ま
す
。

膵
臓
が
ん
の
症
状
と
治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一
昔
前
、
少
な
く
と
も
十
年
前
ま
で
は
、
膵
臓
が
ん
は
比
較
的
数
少
な
い
病
気
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
近
年
明
ら
か
に
増
え
て
い
ま
す
。
食
事
の
欧
米
化
、
日
本
人
の
肥
満
の
増
加
、
検
査
の
精
度

の
上
昇
、
糖
尿
病
と
そ
の
予
備
軍
の
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
と
に
か

く
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

膵
臓
が
ん
の
症
状
と
し
て
多
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
糖
尿
病
の
発
生
や
悪
化
、
腰
痛
、
黄お

う
だ
ん疸

な

ど
で
す
。
黄
疸
で
発
症
し
た
場
合
は
速
や
か
に
検
査
が
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
腰
痛
や
糖
尿
は

膵
が
ん
以
外
で
も
同
様
の
症
状
が
出
ま
す
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

膵
臓
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
次
に
治
療
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
治
療
に
は
手
術
、

放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
の
場
所
、
進
み
具
合
で
最
適

な
治
療
法
が
異
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
膵
臓
が
ん
は
発
見
さ
れ
て
も
手
術
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

膵
す い ぞ う

臓がんの手術は難しいの？
消化器外科副部長　久

く ぼ た

保田 勝
まさる
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な
ぜ
な
ら
、
膵
臓
の
周
り
に
は
重
要
な
血
管
が
集
中
し
て
い
て
、
そ
こ
に
が
ん
が
進
行
し
て
し
ま

う
と
手
術
で
は
取
り
切
れ
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
手
術
が
難
し
い
よ
う
な
ら
、
ま
ず
放
射
線
・
化

学
療
法
を
行
っ
て
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
手
術
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

長
時
間
に
及
ぶ
手
術
と
合
併
症
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

膵
臓
が
ん
の
手
術
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
膵す

い
と
う頭

十
二
指
腸
切
除
術
、
も
う

一
つ
は
膵す

い
た
い体

尾び

ぶ部
切
除
で
す
。
膵
臓
が
ん
の
で
き
た
場
所
で
ど
ち
ら
か
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
一
般
的
に
数
が
多
い
の
も
、
難
易
度
が
高
い
の
も
前
者
で
す
。
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
術
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
膵
臓
の
頭
の
部
分
と
十
二
指
腸
を
切
除
し
ま
す
。
胆
の
う
を
取
り
、
胆
管
を
切

除
し
、
小
腸
と
胃
の
出
口
も
切
り
離
し
ま
す
。
切
除
が
終
わ
る
と
、
今
度
は
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
、
膵
臓
の
切
れ
端
も
、
胃
の
出
口
も
、
胆
管
の
切
れ
端
も
修
復
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
そ
れ
は
時
間
の
か
か
る
手
術
（
７
〜
10
時
間
）
で
す
。
術
後
の
合
併
症
も
多
い
の
で
、
慣

れ
た
施
設
で
行
う
べ
き
手
術
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

手
術
の
後
に
食
欲
が
進
ま
な
く
て
も
合
併
症
で
す
し
、
便
通
の
調
子
が
狂
っ
て
も
合
併
症
で
す
。

そ
う
し
た
合
併
症
を
全
て
含
め
る
と
、
膵
臓
の
手
術
は
半
数
以
上
の
人
に
何
ら
か
の
合
併
症
が
起

こ
る
と
私
た
ち
の
施
設
で
は
説
明
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
合
併
症
が
起
こ
る
こ
と
を
予

想
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
心
構
え
と
対
策
を
練
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

一
言
。
膵
臓
が
ん
と
分
か
っ
た
ら
、納
得
が
い
く
ま
で
専
門
の
医
師
の
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

大
き
な
手
術
ほ
ど
慌
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
手
術
前
に
ゆ
っ
く
り
説
明
を
聞
い
て
よ
く
理
解
し
て

か
ら
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

糖尿病の発生、悪化

腰痛

黄疸

症状

図　膵がんの症状
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ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は
１
９
９
０
年
代
、
戦
場
で
の
負
傷
兵
を
遠
隔
操
作
で
治
療
す
る
こ
と
か
ら
開

発
が
進
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
０
０
年
に
米
国
医
薬
品
局
で
承
認
さ
れ
て
急
速

に
広
が
り
、
米
国
で
は
現
在
、
前
立
腺
が
ん
の
手
術
の
90
％
が
ロ
ボ
ッ
ト
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
私
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
装
置
は
米
国Intutive Sugical

社
が
開
発
し
た

「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
Ｓ
」
と
い
う
マ
ス
タ
ー
ス
レ
ー
ブ
型
の
内
視
鏡
支
援
用
の
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
い
っ
て
も
ス
イ
ッ
チ
を
押
せ
ば
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
動
的
に
手
術
を
し
て
く
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
術
者
が
離
れ
た
と
こ
ろ
で
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
患
者
の
体
内
に
挿
入

さ
れ
た
鉗か

ん

子し

と
い
う
器
械
を
遠
隔
操
作
し
て
患
部
を
取
り
除
い
た
り
、
吻ふ

ん
ご
う合

操
作
を
行
っ
た
り
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
現
況
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

現
在
世
界
で
行
わ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
子
宮
全
摘
術
が
最
も
多
く
、
次
い
で
前
立

腺
全
摘
術
で
す
が
、
泌
尿
器
科
、
婦
人
科
領
域
以
外
の
一
般
消
化
器
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
甲

状
腺
外
科
、
胸
部
外
科
領
域
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト

手
術
は
心
臓
血
管
外
科
で
は
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
、
胸
部
外
科
で
は
肺
が
ん
・
縦じ

ゅ
う

隔か
く

腫
瘍
、
消

化
器
外
科
で
は
食
道
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
膵す

い

が
ん
、
頭と

う
け
い頸

部ぶ

外
科
で
は
甲
状
腺
が
ん
な
ど
、

婦
人
科
で
は
子
宮
が
ん
、
泌
尿
器
科
で
は
前
立
腺
が
ん
・
腎
が
ん
・
膀
胱
が
ん
な
ど
で
す
（
図
）。

ロボット手術で治す前立腺がん
診療局長　山

やまぐち

口 誓
せい

司
じ
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こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
用
手
術
器
械
は
14
年
12
月
現
在
、
全
世
界
で
３
１
５
０
台
納
入
さ
れ
て
い

て
、そ
の
う
ち
米
国
は
2
／
3
以
上
の
２
１
８
５
台
で
す
。
ア
ジ
ア
で
は
韓
国
で
早
期
に
導
入
さ
れ
、

こ
の
領
域
で
は
ア
ジ
ア
で
最
も
進
ん
だ
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
00
年
に
九
州
大
学
で
研
究
用
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
普
及
す
る
に
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
泌
尿
器
科
領
域
で
の
本
格
的
な
稼
働
は
東
京
医
大
で
06
年
導
入
さ
れ
て
か
ら
で
、

自
費
診
療
や
先
進
医
療
で
前
立
腺
が
ん
の
手
術
治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
12
年
４
月
か
ら
前

立
腺
が
ん
手
術
の
有
用
性
が
確
認
さ
れ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
が
保
険
適
用
と
な
り
全
国
に
急

速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
14
年
12
月
末
現
在
、
全
国
で
約
１
８
０
台
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
導
入

台
数
だ
け
に
限
る
と
日
本
は
米
国
に
次
い
で
２
番
目
に
多
い
国
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
し
く
み
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
は
保
険
診
療
の
認
め
ら
れ
た
12
年
４
月
に
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
Ｓ
」

を
導
入
し
、
２
か
月
後
の
６
月
か
ら
前
立
腺
が
ん
の
患
者
さ
ん
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
行
っ
て

い
ま
す
。
手
術
シ
ス
テ
ム
は
「
写
真
１
」
に
示
し
た
よ
う
に
左
か
ら
術
者
が
実
際
に
手
術
操
作
を

行
う
サ
ー
ジ
ャ
ン
コ
ン
ソ
ー
ル
、
手
術
用
器
械
が
患
者
さ
ん
へ
挿
入
さ
れ
て
術
者
の
操
作
に
応
じ

て
動
き
手
術
を
行
う
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
カ
ー
ト
、
手
術
モ
ニ
タ
ー
を
備
え
て
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

可
能
な
ビ
ジ
ョ
ン
カ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

術
者
は
実
際
の
患
者
が
横
に
な
っ
て
い
る
手
術
台
か
ら
離
れ
た
サ
ー
ジ
ャ
ン
コ
ン
ソ
ー
ル
と
い

う
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
映
し
出
さ
れ
る
３
次
元
の
画
像
を
見
な
が
ら
、
両
方
の
指
で
器
械
を
操
作
し
、

患
者
の
体
内
に
挿
入
さ
れ
た
鉗
子
を
動
か
し
て
患
部
の
手
術
を
行
い
ま
す
（
写
真
２
）。

①頭頸部外科

②心臓外科

③胸部外科

④婦人科

⑤一般外科

⑥泌尿器科

2010 11 12 (年）

(例）

0

500

1000

1500

2000

⑥287

⑥667

⑤126 ⑥1290

⑤187

⑤116

①4
②28
③19
④48

①3
②23
③65
④87

①1
②15
③54
④100

図　日本でのロボット支援手術の推移
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繊
細
・
正
確
な
手
術
が
可
能
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
手
術
の
特
徴
は
、
術
者
が
拡
大
さ
れ
た
３
次
元
の
画
像
を
見
な

が
ら
手
術
操
作
を
行
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
術
者
が
患
部
を
目
の
あ
た
り
に

し
た
イ
メ
ー
ジ
で
手
術
操
作
が
行
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
操
作
す
る
鉗
子
の
先
は
手
首
や

指
の
関
節
以
上
に
可
動
域
が
広
く
、
滑
ら
か
に
動
い
て
、
よ
り
細
か
な
手
術
操
作
が
可

能
と
な
り
、
前
立
腺
が
ん
の
手
術
に
は
最
適
の
医
療
技
術
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
立

腺
は
ク
ル
ミ
大
の
大
き
さ
で
上
に
は
膀
胱
、
背
側
に
は
直
腸
が
あ
り
、
前
立
腺
周
囲
に

は
血
管
や
勃
起
に
関
係
す
る
神
経
や
尿
道
括
約
筋
が
存
在
し
ま
す
。
拡
大
さ
れ
た
３
次

元
の
画
像
を
見
な
が
ら
、
術
者
の
手
の
動
き
は
縮
尺
さ
れ
、
手
ぶ
れ
も
補
正
さ
れ
て
行

わ
れ
る
た
め
、
極
め
て
繊
細
で
正
確
な
㎜
単
位
で
の
手
術
が
施
行
可
能
で
す
。

と
く
に
重
要
な
の
は
機
能
温
存
に
対
す
る
繊
細
な
手
術
で
す
。
勃
起
神
経
を
慎
重
に

か
つ
、
確
実
に
残
す
こ
と
で
勃
起
機
能
や
尿
道
括
約
筋
の
温
存
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
前
立
腺
が
ん
の
手
術
で
は
重
要
な
尿
道
と
膀
胱
の
吻
合
は
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
な
ら

で
は
の
有
用
性
が
生
か
さ
れ
ま
す
。
狭
い
骨
盤
内
で
の
吻
合
操
作
は
従
来
極
め
て
難
度

の
高
い
手
技
で
し
た
。
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
も
つ
多
関
節
機
能
に
よ
り
、
正
確
な
吻
合
操
作

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
が
ん
の
根
治
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
勃
起

機
能
不
全
や
尿
失
禁
な
ど
の
合
併
症
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
欧
米
で
大
規
模
な
試
験
の
解
析
が
行
わ
れ
、
が
ん
の
根
治
性
は
従
来
の
手
術
と
比
較
し

て
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
術
後
の
尿
失
禁
・
男
性
機
能
の
改
善
に
つ
い
て
は
従

写真１　ダヴィンチ手術器械
左：サージャンコンソール、中：ペイシェントカート、右：ビジョンカート
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来
の
開
腹
や
腹ふ

く
く
う腔

鏡き
ょ
う

の
手
術
に
比
較
し
て
成
績
が
良
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

手
術
中
の
合
併
症
や
出
血
量
も
格
段
に
少
な
い
こ
と
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
患

者
さ
ん
に
負
担
の
よ
り
少
な
い
手
術
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
手
術
を
開
始
し
て
以
来
、
14
年
12
月
ま
で
の
約
2
年
半
で
前
立
腺
が
ん
の

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
２
０
０
例
以
上
行
っ
て
い
ま
す
。
尿
失
禁
の
改
善
率
は
明
ら
か
に
従
来
の
手
術

よ
り
良
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
前
半
の
約
１
０
０
例
の
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ
に
限
っ
て
も
手
術

後
早
期
か
ら
尿
失
禁
の
回
復
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
の
従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
と
比

較
し
て
も
回
復
率
は
良
好
で
す
。
ま
た
、輸
血
が
必
要
に
な
っ
た
症
例
も
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

こ
の
前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
で
は
当
セ
ン
タ
ー
は
大
阪
府
内
最
初
の
保
険
診

療
認
定
施
設
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
で
は
前
立
腺
が
ん
の
多
数
の
経
験
に
基
づ
き
、
腎
が
ん
の
腎
部
分
切
除
術
や
膀
胱

が
ん
に
対
す
る
膀
胱
全
摘
術
に
も
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
適
応
を
広
げ
て
い
ま
す
。
泌
尿
器
科
領
域
で

は
さ
ら
に
水す

い
じ
ん腎

症
の
原
因
で
あ
る
腎じ

ん

盂う

尿
管
移
行
部
狭き

ょ
う

窄さ
く

症
に
対
す
る
腎
盂
形
成
術
に
も
応
用
が

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
ご
希
望
の
方
は
泌
尿
器
科
外
来
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
は
保
険
適
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
消
化
器
外
科
で
も
す
で
に
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を

導
入
し
て
お
り
、
近
々
婦
人
科
領
域
で
も
導
入
の
予
定
で
す
。

写真２　手術室の風景
左奥が術者、右に看護師と助手と患者さん
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腎
細
胞
が
ん
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腎
臓
は
み
ぞ
お
ち
の
高
さ
に
背
骨
を
は
さ
ん
で
左
右
一
つ
ず
つ
あ
り
、
ソ
ラ
マ
メ
の
よ
う
な
形

を
し
た
臓
器
で
す
。
大
切
な
働
き
を
し
て
い
て
、
血
液
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
老
廃
物
を
ろ
過
し
て

尿
を
つ
く
っ
た
り
、
血
圧
調
節
や
赤
血
球
増
加
を
促
す
ホ
ル
モ
ン
を
つ
く
っ
た
り
、
ビ
タ
ミ
ン
を

活
性
化
し
た
り
し
ま
す
。

腎
細
胞
が
ん
は
成
人
の
腎
臓
に
で
き
る
、
最
も
一
般
的
な
悪
性
腫
瘍
で
、
成
人
の
腎
臓
が
ん
の

90
％
以
上
を
占
め
ま
す
。
50
〜
70
歳
代
に
多
く
発
症
し
、
男
性
の
ほ
う
が
発
生
率
が
高
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
女
性
の
約
２
倍
）。

発
症
を
高
め
る
因
子
と
し
て
喫
煙
や
脂
肪
分
の
多
い
食
事
摂
取
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
発
症
し
や
す
い
家
系
が
あ
る
こ
と
が
遺
伝
子
の
解
析
で
知
ら
れ
て
い
た
り
（
Ｖ
Ｈ
Ｌ
遺
伝

子
の
異
常
）、
慢
性
腎
不
全
で
透
析
を
受
け
て
い
る
人
に
も
発
症
す
る
頻
度
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。腎

細
胞
が
ん
は
比
較
的
ゆ
っ
く
り
と
大
き
く
な
る
タ
イ
プ
の
が
ん
で
す
が
、
急
速
に
悪
化
す
る

タ
イ
プ
も
み
ら
れ
、
肺
、
骨
、
肝
臓
、
脳
、
リ
ン
パ
節
な
ど
、
ほ
か
の
臓
器
に
転
移
し
や
す
い
が

ん
で
も
あ
り
ま
す
（
表
）。

症
状
と
診
断
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腫
瘍
が
小
さ
い
場
合
は
、
ほ
と
ん
と
が
無
症
状
で
す
。
そ
の
た
め
近
年
で
は
健
診
で
の
超
音
波

検
査
や
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
無
症
状
の
ま
ま
偶
然
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
腫
瘍
が
大

腎臓がんの治療
――手術から薬まで

泌尿器科医長　谷
たにがわ

川 剛
ごう
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き
く
な
る
と
血
尿
、
腹
部
の
し
こ
り
、
側
腹
部
痛
な
ど
の
局
所
症
状
や
発
熱
、
体
重
減
少
、
貧
血

な
ど
の
全
身
症
状
が
現
れ
ま
す
。
よ
り
正
確
な
診
断
の
た
め
に
は
造
影
剤
を
併
用
し
た
Ｃ
Ｔ
が
有

用
で
、病
期
診
断
の
た
め
に
胸
部
Ｃ
Ｔ
や
骨
シ
ン
チ
グ
ラ
ム
な
ど
を
施
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

病
変
の
外
科
的
切
除
（
図
１
）
が
第
一
選
択
で
あ
り
、
転
移
を
認
め
な
い
場
合
は
治
癒
も
期

待
で
き
ま
す
。
転
移
を
認
め
た
場
合
で
も
少
数
で
あ
れ
ば
原
発
巣
の
腎
臓
の
摘
出
や
、
転
移
巣
の

摘
出
手
術
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
手
術
治
療
が
適
応
と
な
ら
な
い
場
合
は
分ぶ

ん

子し

標ひ
ょ
う

的て
き
や
く薬

、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
療
法
な
ど
の
薬
物
治
療
が
主
に
行
わ
れ
ま
す
。

１
．
手
術
治
療

【
根こ

ん

治ち

的て
き

腎
摘
除
術
】

腎
臓
は
二
つ
あ
る
た
め
手
術
後
に
残
る
腎
臓
が
正
常
で
あ
れ
ば
、
が
ん
の
存
在
す
る
腎
臓
を
摘

出
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

●
腹ふ

く
く
う腔

鏡き
ょ
う

下か

手
術

お
な
か
に
小
さ
な
穴
を
開
け
、
カ
メ
ラ
を
付
け
た
内
視
鏡
や
専
用
の
鉗か

ん

子し

な
ど
を
入
れ
て
テ
レ

ビ
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
て
行
い
ま
す
。
当
科
で
最
も
一
般
的
な
術
式
で
す
。
開
腹
に
よ
る
手
術
に
比

べ
る
と
出
血
が
少
な
い
、
傷
が
小
さ
く
痛
み
も
軽
い
、
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

●
開
腹
手
術

10
㎝
を
超
え
る
大
き
な
が
ん
や
、
が
ん
が
静
脈
に
進
展
し
下
大
静
脈
に
至
る
よ
う
な
場
合
は
開

腹
手
術
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

pT　原発腫瘍
pTX：原発腫瘍の評価が不可能
pT0：原発腫瘍を認めない
pT1：最大径が7cm以下で、腎に限局する腫瘍
　　pT1a：最大径が4cm以下
　　pT1b：最大径が4cmをこえるが7cm以下

pT2：最大径が7cmをこえ、腎に限局する腫瘍
　　pT2a：最大径が7cmをこえるが10cm以下
　　pT2b：最大径が10cmをこえ、腎に限局する

pT3：主静脈または腎周囲組織に進展するが、同側の副腎への進展がなくGerota筋膜をこえない腫瘍
　　pT3a：肉眼的に腎静脈やその区域静脈（壁に筋組織を有する）に進展する腫瘍、または腎周囲お
　　　　　　よび/または腎洞（腎盂周囲）脂肪組織に浸潤するが、Gerota筋膜をこえない腫瘍
　　pT3b：肉眼的に横隔膜下の大静脈内に進展する腫瘍
　　pT3c：肉眼的に横隔膜下の大静脈内に進展、または大静脈壁に浸潤する腫瘍
pT4：Gerota筋膜をこえて浸潤する腫瘍（同側副腎への連続的進展を含む）

pN　所属リンパ節
pNX：所属リンパ節転移の評価が
　　　不可能
pN0：所属リンパ節転移なし
pN1：1個の所属リンパ節転移
pN2：2個以上の所属リンパ節転移

pM　遠隔転移
pM0：遠隔転移なし
pM1：遠隔転移あり

腎癌取扱い規約第4版、金原出版、2011年

表　腎臓がんの腫瘍の進展
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【
腎
部
分
切
除
術
】

が
ん
が
小
さ
い
場
合
（
一
般
に
は
４
㎝
未
満
）
に
は
が
ん
の
み
を
切
除
し
、
生
じ
た
欠
損
部
を

縫
合
す
る
こ
と
で
腎
臓
の
温
存
を
で
き
る
だ
け
図
る
術
式
で
す
。
近
年
、
小
さ
な
腎
細
胞
が
ん
が

早
期
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
て
、
こ
の
術
式
の
選
択
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
腹
腔
鏡
下
手
術

傷
が
小
さ
な
ま
ま
が
ん
を
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
部
分
切
除
術
に
は
理
想
的
な
方
法
で
す
が
、

が
ん
の
切
除
や
腎
臓
の
縫
合
操
作
の
難
易
度
が
高
い
こ
と
が
欠
点
で
す
（
図
２
）。

●
開
腹
手
術

腎
臓
が
一
つ
の
場
合
や
、
腫
瘍
が
腎
臓
に
埋
ま
っ
て
い
る
な
ど
条
件
が
厳
し
い
場
合
に
切
除
、

縫
合
操
作
が
容
易
で
あ
る
た
め
選
択
さ
れ
ま
す
。

●
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
腹
腔
鏡
下
腎
部
分
切
除
術

腹
腔
鏡
手
術
と
開
腹
手
術
の
良
い
と
こ
ろ
を
併
せ
た
の
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
腎
部
分
切
除
術

と
い
え
ま
す
。
従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
で
は
鉗
子
が
曲
が
ら
な
い
た
め
動
か
せ
る
方
向
に
制
限
が
あ

り
、
結
果
と
し
て
手
術
の
難
易
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
で
使
用
す

る
鉗
子
に
は
関
節
が
あ
っ
て
、
人
間
の
手
と
同
等
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
、
自
由
に
切
除
、
縫
合

が
行
え
る
た
め
腎
部
分
切
除
術
に
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

当
科
で
も
２
０
１
３
年
12
月
か
ら
こ
の
手
術
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
詳

細
に
つ
い
て
は
前
立
腺
全
摘
術
の
項
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
（
３
６
６
ペ
ー
ジ
）。

な
お
、
腎
細
胞
が
ん
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
腹
腔
鏡
下
腎
部
分
切
除
術
は
健
康
保
険
の
適
用

と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
（
14
年
４
月
時
点
）。

Gerota筋膜

副腎

摘出する範囲
腎臓、周囲脂肪範囲、Gerota筋膜
※副腎、所属リンパ節は必要に応じて摘出

適応
・全身状態が良好である
・対側の腎機能が正常である
・腎部分切除術ができない場合

摘出する範囲
腎臓内のがんとその周辺
組織の一部

適応
・正常な機能の腎臓が一つである
・両側の腎臓にがんがある
・対側の腎機能が低下しており、全摘により
　腎不全になることが予想される
・腎機能が正常であっても、
　がんの最大径が小さく突出型である

下大静脈

腎摘除術 腎部分切除術

腎静脈

周囲脂肪
組織

図 1　腎臓がんの手術
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２
．
薬
物
療
法

手
術
に
よ
る
が
ん
の
切
除
が
困
難
な
場
合
に
行
わ
れ
ま
す
。
従
来
は
サ
イ
ト
カ
イ
ン
療
法
の
み

で
あ
っ
た
薬
物
療
法
で
す
が
、
近
年
、
分
子
標
的
薬
の
出
現
に
よ
り
そ
の
内
容
が
大
き
く
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

【
サ
イ
ト
カ
イ
ン
療
法
】

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
２
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
そ
の
効
果
は
15
％
程
度
と
十

分
な
も
の
で
は
な
く
、
分
子
標
的
薬
の
登
場
に
よ
り
使
用
さ
れ
る
頻
度
は
減
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
肺

転
移
に
は
有
効
な
場
合
が
あ
っ
た
り
、
こ
の
治
療
の
予
後
が
欧
米
人
に
比
較
す
る
と
日
本
人
は
良
好
で

あ
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
体
力
、
転
移
の
状
態
に
応
じ
た
選
択
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
分
子
標
的
薬
】

が
ん
の
増
殖
に
関
係
す
る
因
子
を
阻
害
す
る
と
い
う
考
え
の
下
に
開
発
さ
れ
た
薬
で
、
現
在
、

日
本
で
は
チ
ロ
シ
ン
カ
イ
ネ
ー
ス
阻
害
剤
で
あ
る
ス
ニ
チ
ニ
ブ
、ソ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
、ア
キ
シ
チ
ニ
ブ
、

パ
ゾ
パ
ニ
ブ
、
ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
（
エ
ム
ト
ー
ル
、
ｍ
ａ
ｍ
ｍ
ａ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ　

Ｔ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ　

Ｏ
ｆ　

Ｒ
ａ
ｐ
ａ
ｍ
ｙ
ｃ
ｉ
ｎ
）
阻
害
薬
で
あ
る
エ
ベ
ロ
リ
ム
ス
、
テ
ム
シ
ロ
リ
ム
ス
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

海
外
の
臨
床
試
験
で
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
報
告
さ
れ
て
お
り
、
転
移
性
腎
細
胞
が
ん
患
者

さ
ん
の
治
療
選
択
肢
を
広
げ
、予
後
を
改
善
し
た
の
で
す
が
、そ
の
半
面
、さ
ま
ざ
ま
な
副
作
用
（
高

血
圧
、
手
足
症
候
群
、
血
小
板
減
少
、
全
身
倦
怠
感
、
口
内
炎
、
間
質
性
肺
炎
な
ど
）
が
現
れ
ま
す
。

分
子
標
的
薬
の
治
療
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
副
作
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
須
で
あ
り
、
当
科
で
は

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
が
一
体
と
な
っ
て
、
副
作
用
を
最
小
限
に
抑
え
、
最
大
限
の
治
療
効
果

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

図３　ロボット支援
腹腔鏡下腎部分切除術

①開腹による腎摘出術 ②腹腔鏡下腎摘除術
（腎臓を摘出するため
　創の延長が必要）

③腹腔鏡下腎部分切除術
（小さな創のまま腫瘍が
　摘出できる）

図２　手術創
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若
い
男
性
に
発
生
し
や
す
い
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

男
性
特
有
の
が
ん
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
睾
丸
（
精
巣
）
に
も
が
ん
が
で
き
る
こ
と
は
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？　

私
た
ち
泌
尿
器
科
医
は
こ
の
病
気
を
精
巣
腫
瘍
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

精
巣
腫
瘍
に
は
良
性
も
あ
り
ま
す
が
、
約
90
％
が
悪
性
で
す
。
20
〜
30
歳
代
の
若
い
男
性
に
発

生
し
や
す
く
、
発
生
率
は
10
万
人
中
１
〜
２
人
と
非
常
に
ま
れ
な
の
で
す
が
、
こ
の
年
代
の
方
に

発
生
す
る
が
ん
の
中
で
は
最
も
多
い
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
病
気
の
た
め
に
睾
丸
が
一
つ
に
な
っ
た

こ
と
を
テ
レ
ビ
で
ネ
タ
に
し
て
い
る
芸
能
人
も
い
ま
す
が
、
本
当
は
怖
い
病
気
な
の
で
す
。

精
巣
に
が
ん
が
で
き
る
本
当
の
原
因
は
不
明
で
す
が
、
精
巣
の
発
育
が
悪
い
人
、
過
去
に
停
留

精
巣
の
治
療
を
し
た
人
、
父
親
や
兄
弟
が
精
巣
腫
瘍
の
治
療
を
し
た
人
に
で
き
や
す
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
思
い
当
た
る
方
は
普
段
か
ら
睾
丸
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
し
ょ
う
。

多
く
の
患
者
さ
ん
は
、
片
側
の
睾
丸
が
硬
く
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
訴
え
て
泌
尿
器
科
の
外
来

を
受
診
し
ま
す
。
ま
た
、
既
婚
者
な
ら
奥
さ
ん
に
指
摘
さ
れ
て
受
診
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
進
行
す
る
ま
で
痛
み
な
ど
の
症
状
が
な
い
た
め
、
恥
ず
か
し
さ
か
ら
診
察
を
た
め
ら
い
、

進
行
が
ん
に
な
っ
て
か
ら
受
診
す
る
患
者
さ
ん
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
と
診
断
の
方
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

泌
尿
器
科
を
受
診
す
る
と
陰
嚢
の
触
診
や
超
音
波
検
査
な
ど
の
簡
単
な
検
査
で
ほ
ぼ
診
断
が

つ
き
ま
す
。
そ
し
て
正
確
な
診
断
を
つ
け
る
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
早
く
摘
出
手
術
（
高こ

う

位い

精せ
い
そ
う
て
き
じ
ょ

巣
摘
除
術じ

ゅ
つ

）
を
行
い
、
腫
瘍
を
詳
し
く
調
べ
て
組
織
診
断
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
手
術
に
前
後

精
せ い そ う し ゅ よ う

巣腫瘍（睾
こ う が ん

丸のがん）のお話
泌尿器科主任部長　高

たか

尾
お

 徹
てつ

也
や
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し
て
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
測
定
や
、
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
検
査
を
行
い
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の

数
値
や
転
移
の
状
況
に
よ
っ
て
病
気
の
進
行
度
（
ス
テ
ー
ジ
、
病
期
）
を
決
定
す
る
と
と
も
に
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
分
類
と
い
う
国
際
分
類
に
従
っ
て
予
後
分
類
を
行
い
ま
す
。

手
術
に
伴
う
不
妊
の
心
配
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

精
巣
腫
瘍
の
治
療
は
多
様
で
す
の
で
詳
し
い
内
容
は
差
し
控
え
ま
す
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
ほ

ぼ
全
て
の
症
例
で
ま
ず
初
め
に
手
術
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
下
半
身
麻
酔
を
か
け
て
、
下
腹

部
（
鼠そ

径け
い

部
）
を
切
開
し
精
巣
と
精せ

い
さ
く索

を
摘
出
し
ま
す
（
図
）。

精
巣
に
は
精
子
を
造
る
こ
と
と
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
造
る
こ
と
の
二
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

青
年
期
の
患
者
さ
ん
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
精
巣
が
一
つ
に
な
る
と
こ
れ
ら
の
機
能
が
失
わ
れ
る

こ
と
を
患
者
さ
ん
は
心
配
し
ま
す
。
し
か
し
、
反
対
側
の
精
巣
が
正
常
に
働
い
て
い
れ
ば
不
妊
症

に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
病
気
の
精
巣
を
摘
出
し
た
ほ
う
が
精
子
の
状
態
が
改
善
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
同
様
に
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
著
し
く
低
下
し
て
勃
起
障
害
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

手
術
後
は
ス
テ
ー
ジ
、
予
後
分
類
、
腫
瘍
の
組
織
型
（
セ
ミ
ノ
ー
マ
か
非
セ
ミ
ノ
ー
マ
か
）
に

よ
っ
て
以
降
の
治
療
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
早
期
が
ん
の
患
者
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
転
移
が
あ
る
進
行
が
ん
の
患
者
さ
ん
で
あ
っ
て
も
抗
が
ん
剤
治
療
、
放
射
線
治
療
、
手
術
治

療
を
適
切
に
行
う
こ
と
で
、
約
80
％
の
方
に
治
癒
が
見
込
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
進
行
が
ん
の
治
療
は
長
期
の
入
院
を
必
要
と
し
、
副
作
用
も
伴
う
の
で
早
期
の
発
見
・

治
療
を
行
う
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
泌

尿
器
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

そけい部を切開

摘出範囲：精巣と精索を
まとめて摘出する

精索

精巣腫瘍

図　精巣腫瘍の摘出術（左）
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喫
煙
は
ハ
イ
リ
ス
ク

ー
症
状
と
診
断
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日
本
で
は
男
女
別
に
み
る
と
男
性
は
女
性
に
比
べ
て
約
４
倍
多
く
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
喫
煙
は
膀
胱
が
ん
の
最
も
危
険
な
因
子
で
す
。
肺
が
ん
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
ば
こ

を
吸
う
人
は
吸
わ
な
い
人
よ
り
膀
胱
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
が
２
〜
４
倍
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
出

典
）。
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
禁
煙
が
最
も
効
果
の
あ
る
予
防
法
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
業
性
の
発
が
ん
物
質
へ
の
曝ば

く

露ろ

や
慢
性
的
な
膀
胱
炎
な
ど
も
危
険
因
子
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

主
な
症
状
は
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
時
の
痛
み
、
残
尿
感
で
す
。
と
く
に
痛
み
を
伴
わ
な
い
血
尿

は
、膀
胱
が
ん
の
症
状
と
し
て
は
最
も
多
く
、膀
胱
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
頻
度
は
13
〜
28
％
で
す
（
出

典
）。
ま
た
、検
診
な
ど
で
発
見
さ
れ
る
目
に
見
え
な
い
血
尿
（
顕
微
鏡
的
血
尿
）
で
も
０
・
４
〜
６
・

５
％
の
頻
度
で
発
見
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
出
典
）。
膀
胱
が
ん
は
高
齢
者
に
多
い
が
ん
な

の
で
、
以
前
か
ら
目
に
見
え
な
い
血
尿
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
人
で
も
注
意
が
必
要
で
す
。

膀
胱
が
ん
の
症
状
は
膀
胱
炎
な
ど
の
あ
り
ふ
れ
た
泌
尿
器
科
の
病
気
と
共
通
す
る
症
状
を
示
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
頻
尿
や
排
尿
時
の
痛
み
な
ど
症
状
が
続
く
場
合
は
膀
胱
が
ん
の
検
査
も

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
膀
胱
が
ん
に
は
ほ
か
の
が
ん
で
調
べ
ら
れ
る
よ
う
な
血
液
検
査
で
分
か
る
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
通
常
の
尿
検
査
を
し
て
膀
胱
が
ん
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、

膀
胱
鏡
検
査
（
カ
メ
ラ
、
写
真
１
）
や
エ
コ
ー
検
査
で
膀
胱
内
に
腫
瘍
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
ま
す
。
以
前
は
金
属
の
棒
の
よ
う
な
硬
い
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
胃
カ

メ
ラ
と
同
じ
よ
う
な
軟
ら
か
い
カ
メ
ラ
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
患
者
さ
ん
の
負
担
は
ず
い
ぶ

膀
ぼ う こ う

胱がんの治療
泌尿器科医長　蔦

つたはら

原 宏
こういち

一
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ん
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

膀
胱
の
中
に
腫
瘍
（
写
真
２
）
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
腫
瘍
の
広
が
り
具
合
（
が
ん
の

深
さ
／
膀
胱
の
筋
肉
ま
で
腫
瘍
が
広
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
ど
う
か
）
を
確
認
し
ま
す
。
そ
の
あ

と
手
術
で
腫
瘍
を
切
り
取
り
ま
す
（
経け

い

尿に
ょ
う

道ど
う
て
き的

膀
胱
腫
瘍
切
除
術
）。
切
り
取
っ
た
腫
瘍
は
顕
微
鏡

で
詳
細
に
確
認
し
、
ま
ず
は
膀
胱
が
ん
か
ど
う
か
を
診
断
し
、
膀
胱
が
ん
で
あ
れ
ば
が
ん
の
深
さ

な
ど
の
最
終
的
な
病
理
診
断
を
し
ま
す
。

膀
胱
が
ん
と
診
断
さ
れ
れ
ば
、
手
術
の
ほ
か
に
が
ん
の
広
が
り
具
合
を
見
る
検
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
膀
胱
が
ん
が
あ
る
場
合
、
膀
胱
の
中
だ
け
で
な
く
、
腎
盂
や
尿
管
と
い
っ
た
尿
の
通
り

道
に
も
が
ん
が
で
き
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
Ｃ
Ｔ
や
静
脈
性
尿
路
造
影
（
造
影
剤
を
注
射
し

て
Ｘ
線
写
真
を
撮
る
検
査
）
な
ど
を
行
っ
て
、
が
ん
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

治
療
方
法
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ま
ず
は
前
述
の
経
尿
道
的
膀
胱
腫
瘍
切
除
を
行
い
ま
す
。
こ
の
手
術
に
よ
り
顕
微
鏡
検
査
で
が

ん
を
確
認
し
、
診
断
を
行
い
ま
す
。
が
ん
の
深
さ
や
悪
性
度
、
広
が
り
に
よ
っ
て
は
追
加
治
療
を

行
い
ま
す
。
膀
胱
が
ん
の
治
療
方
法
は
が
ん
が
筋
肉
ま
で
達
し
て
い
る
か
、
い
な
い
か
に
よ
っ
て

治
療
法
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

●
筋
肉
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
？

手
術
は
経
尿
道
的
膀
胱
腫
瘍
切
除
の
み
で
終
わ
り
ま
す
が
、
腫
瘍
の
残
存
が
疑
わ
れ
る
場
合
や
、

が
ん
の
深
さ
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
再
度
同
じ
手
術
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

膀
胱
が
ん
の
再
発
率
は
高
く
、45
％
く
ら
い
に
再
発
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す（
出
典
）。
し
か
も
、

写真２　膀胱がん 写真１　膀胱鏡
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が
ん
が
あ
っ
た
部
位
以
外
に
も
再
発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
科
で
は
手
術
直
後
に
抗

が
ん
剤
を
膀
胱
内
に
注
入
す
る
こ
と
で
再
発
を
予
防
し
ま
す
。
ま
た
、
再
発
の
危
険
性
が
高
い
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
抗
が
ん
剤
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
の
ワ
ク
チ
ン
）
を
膀
胱
の
中
に
１
週
間
ご
と

に
注
入
す
る
治
療
を
行
い
ま
す
。

●
筋
肉
に
達
し
て
い
る
場
合
は
？

顕
微
鏡
検
査
で
が
ん
が
筋
肉
に
達
し
て
い
る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
一
般
的
な
治
療
と
し
て

膀
胱
の
摘
出
が
行
わ
れ
ま
す
。
膀
胱
を
摘
出
す
る
と
尿
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、

ス
ト
ー
マ
と
い
わ
れ
る
尿
の
出
口
を
体
の
表
面
に
作
り
、
パ
ウ
チ
と
呼
ば
れ
る
尿
を
た
め
る
袋
を

つ
け
ま
す
（
尿
管
皮
膚
ろ
う
、
回
腸
導
管
、
図
）。
尿
道
に
が
ん
が
な
い
場
合
は
小
腸
を
使
っ
て

膀
胱
の
代
わ
り
に
な
る
袋
を
作
り
、
自
然
な
状
態
で
排
尿
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
（
新
膀
胱
、
図
）。
ど
の
方
法
を
行
う
か
は
、
合
併
症
や
全
身
の
状
態
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

患
者
さ
ん
と
よ
く
相
談
し
た
う
え
で
決
定
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

１
．
尿
管
皮
膚
ろ
う

手
術
方
法
が
単
純
で
腸
を
使
用
し
な
い
の
で
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
方
法
で
す
。
尿
の
出
口

が
細
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
細
い
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
尿
の
流
れ
を
保
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

２
．
回
腸
導
管

標
準
的
な
手
術
方
法
と
し
て
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
。
小
腸
の
一
部
を
切
り
取
り
、
こ
れ
に
両

側
の
尿
管
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
尿
の
通
り
道
と
し
ま
す
。
尿
管
皮
膚
ろ
う
と
違
い
、
出
口
が
細
く
な

り
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

尿管皮膚ろう 回腸導管 新膀胱

図　膀胱がんの手術
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３
．
新
膀
胱

小
腸
を
60
㎝
ほ
ど
切
り
取
り
、
膀
胱
の
代
わ
り
と
な
る
袋
を
作
製
し
ま
す
。
こ
れ
に
尿
管
と
尿

道
を
つ
な
ぎ
、
手
術
前
と
同
じ
よ
う
に
尿
道
か
ら
排
尿
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
た
だ
し
尿
意

は
感
じ
な
い
の
で
、
お
な
か
に
力
を
入
れ
て
排
尿
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
尿
道
に

が
ん
が
あ
る
場
合
は
こ
の
手
術
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

手
術
以
外
の
治
療
方
法
と
し
て
は
抗
が
ん
剤
を
用
い
た
化
学
療
法
や
、
化
学
療
法
と
放
射
線
を

併
用
す
る
治
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
膀
胱
の
摘
出
が
難
し
い
方
に
は
経
尿
道
的
膀
胱
切
除
術
と

化
学
療
法
や
放
射
線
治
療
を
組
み
合
わ
せ
て
治
療
を
し
ま
す
。

膀
胱
を
摘
出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
定
期
的
（
３
〜
４
か
月
ご
と
）
に
尿
検
査
、
膀
胱
鏡
検
査

を
行
い
ま
す
。
前
述
し
た
よ
う
に
膀
胱
が
ん
は
再
発
し
や
す
い
の
で
、
定
期
的
に
検
査
を
行
う
こ

と
で
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
膀
胱
を
摘
出
し
た
場
合
は
、
肺
や
リ
ン
パ
節
な

ど
ほ
か
の
臓
器
へ
の
転
移
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
定
期
的
に
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
尿
の
通
り
道
を
作
り
か
え
て
い
ま
す
の
で
、
腎
臓
の
機
能
低
下
、

電
解
質
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
出
典
】『
膀
胱
が
ん
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
０
９
年
版
』
日
本
泌
尿
器
科
学
会
／
編
、
医
学
図
書
出
版
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頭
頸
部
が
ん
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
頭
頸
部
」
と
は
、
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
首
か
ら
上
の
部
分
で
脳
、
脊
髄
、
目
を
の
ぞ

い
た
部
分
を
い
い
、
簡
単
に
言
え
ば
顔
か
ら
頸
部
ま
で
の
部
分
を
指
し
ま
す
。
こ
の
範
囲
に
含
ま

れ
る
、
耳
、
鼻
、
顔
面
、
口
腔
、
喉
、
頸
部
な
ど
に
で
き
る
が
ん
を
頭
頸
部
が
ん
と
言
い
ま
す
。

根
治
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
バ
ラ
ン
ス
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

頭
頸
部
に
は
呼
吸
、
摂
食
な
ど
生
命
維
持
に
必
要
な
機
能
の
ほ
か
聴
覚
、
発
声
、
味
覚
、
嗅
覚

な
ど
生
活
を
営
む
う
え
で
重
要
な
機
能
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
頭
頸
部
が
ん
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
直
接
、

影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
の
治
療
に
つ
い
て
は
が
ん
を
完
全
に
治
す
こ
と
（
根
治
性
）
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

維
持
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
く
に
重
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
形
態
維
持
や
表
情
の
表
出
な
ど

整
容
的
な
配
慮
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

リ
ス
ク
を
高
め
る
喫
煙
・
飲
酒
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

頭
頸
部
が
ん
の
発
症
に
は
喫
煙
や
飲
酒
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
喉
頭
が
ん
、
咽
頭
が
ん
、
口
腔
が
ん
で
は
喫
煙
に
よ
り
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

喫
煙
す
る
た
ば
こ
の
本
数
が
多
く
な
り
、
喫
煙
期
間
も
長
く
な
る
ほ
ど
リ
ス
ク
は
高
ま
り
、
逆
に

禁
煙
す
れ
ば
リ
ス
ク
が
徐
々
に
下
が
っ
て
い
く
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
治
療
中

に
喫
煙
し
た
患
者
さ
ん
は
治
療
成
績
が
有
意
に
悪
化
す
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
に
飲

酒
が
加
わ
る
と
、
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
さ
ら
に
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

発がんウイルスによる
頭頸部がんが急増中

耳鼻咽喉・頭頸部外科主任部長　宇
う

野
の

 敦
あつ

彦
ひこ
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ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
発
症
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

近
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
頭
頸
部
が
ん
の
細
胞
を
調
べ
る
と
約
25
％
に
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
が
陽
性
で
あ
り
、
と
く
に
咽
頭
が
ん
で
は
約
60
％
が
陽
性
と
の
報
告
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
陽
性
率
は
年
代
と
と
も
に
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
さ
れ
、
日
本
に
お
い
て

も
咽
頭
が
ん
で
の
陽
性
率
は
約
40
％
と
若
干
低
い
も
の
の
今
後
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
女
性
の
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
よ
る
が
ん
は
抗
が
ん
剤
の
反
応
が
よ
く
、
放
射
線
治
療
の
効
果
が
高
い
こ
と
な
ど
、

そ
れ
以
外
の
原
因
に
よ
っ
て
発
症
し
た
が
ん
と
治
療
に
対
す
る
反
応
が
少
し
異
な
る
た
め
、
治
療

法
の
選
択
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
に
つ
い
て
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

現
在
、
頭
頸
部
が
ん
の
治
療
は
、
手
術
、
放
射
線
治
療
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
組
み
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
法
の
長
所
・
欠
点
を
考
え
、が
ん
の
部
位
や
種
類
、大
き
さ
（
進
展
度
）

に
よ
っ
て
組
み
合
わ
せ
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
根
治
性
を
高
め
な
が
ら
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
維
持
す
る
た

め
に
幾
つ
か
の
治
療
法
を
選
択
し
ま
す
。

代
表
的
な
頭
頸
部
が
ん
の
症
状
・
治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

頭
頸
部
が
ん
を
部
位
別
に
説
明
し
ま
す
。

図　頭頸部の図　顔から頸
部までの部分を指します
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１
．
中
咽
頭
が
ん

中
咽
頭
は
口
の
突
き
当
た
り
の
部
分
で
、
初
期
の
症
状
は
喉
の
違
和
感
な
ど
の
軽
い
症
状
が
多

く
、
進
行
す
る
と
喉
の
痛
み
や
、
の
み
込
み
に
く
い
、
し
ゃ
べ
り
に
く
い
な
ど
の
症
状
が
強
く
な

り
ま
す
。
た
ば
こ
と
飲
酒
の
影
響
が
強
く
発
症
に
関
係
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
よ
る
発

症
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
治
療
は
部
位
や
進
行
度
に
よ
っ
て
手
術
、
放
射
線
、
抗
が
ん
剤
治
療
を

組
み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
再
建
外
科
の
進
歩
に
よ
り
拡
大
手
術
を
行
っ
た
場
合
で
も
あ
る
程
度
、

嚥え
ん

下げ

な
ど
の
機
能
を
残
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
下
咽
頭
が
ん

下
咽
頭
は
喉
か
ら
食
道
に
移
行
す
る
直
前
の
部
分
で
、
頭
頸
部
が
ん
の
中
で
も
予
後
の
悪
い
疾

患
の
一
つ
で
す
。
飲
酒
と
の
関
連
が
強
く
、
飲
酒
量
の
多
い
男
性
の
患
者
さ
ん
が
目
立
ち
ま
す
。

初
期
症
状
が
現
れ
に
く
く
、
早
期
に
リ
ン
パ
節
転
移
も
起
こ
し
や
す
い
の
で
、
進
行
が
ん
で
見
つ

か
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
進
行
し
て
く
る
と
喉
の
違
和
感
、食
べ
物
の
つ
か
え
感
や
痛
み
、

声
が
れ
、
息
苦
し
さ
と
い
っ
た
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
早
期
の
が
ん
で
あ
れ
ば
放
射
線
や
声
帯
を

温
存
し
た
部
分
切
除
を
行
い
ま
す
が
、
進
行
が
ん
の
場
合
、
下
咽
頭
喉
頭
頸
部
食
道
摘
出
術
が
最

も
多
い
治
療
法
と
な
り
ま
す
。

３
．
喉
頭
が
ん

喉
頭
が
ん
は
た
ば
こ
と
発
が
ん
の
因
果
関
係
が
最
も
高
い
が
ん
で
、
喫
煙
よ
っ
て
発
症
リ
ス
ク

が
約
30
倍
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
に
声
が
れ
が
起
こ
る
が
多
く
、
早
期
に
発
見
さ
れ

る
と
放
射
線
治
療
で
８
〜
９
割
近
く
は
根
治
が
可
能
で
す
。
進
行
が
ん
に
な
る
と
手
術
で
喉
頭
摘

出
と
な
る
場
合
が
多
く
、
声
を
失
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
喉
頭
機
能
温
存
の
た
め
、
あ
る
程
度
の
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進
行
が
ん
で
は
抗
が
ん
剤
を
併
用
し
た
放
射
線
治
療
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

４
．
舌
が
ん

口
腔
内
に
で
き
る
が
ん
の
う
ち
約
９
割
が
舌
が
ん
で
す
。
ほ
か
の
頭
頸
部
が
ん
と
同
様
に
中
年

以
上
の
患
者
さ
ん
も
多
い
の
で
す
が
、
20
〜
30
歳
代
の
若
い
年
齢
層
に
も
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
症
状
は
舌
の
し
こ
り
で
見
つ
か
る
こ
と
が
多
く
、
進
行
す
る
と
痛
み
や
出
血
、
咀そ

嚼し
ゃ
く

障
害

と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。
治
療
は
手
術
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
切
除
す
る
部
分
が
大
き
く
な

る
と
、
の
み
込
み
や
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
の
で
、
機
能
障
害
を
少
な
く
す
る
た
め

に
体
の
ほ
か
の
部
分
か
ら
切
り
取
っ
た
組
織
で
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
手
術
（
再
建
手
術
）
を
行
い

ま
す
。最

新
の
治
療
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

最
近
は
小
さ
な
が
ん
で
あ
れ
ば
内
視
鏡
を
用
い
た
切
除
や
、
よ
り
機
能
を
重
視
し
た
縮
小
手
術

も
実
地
さ
れ
て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療
は
よ
り
副
作
用
を
小
さ
く
す
る
た
め
の
照
射
法
（
強
度
変

調
療
法
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
や
先
進
医
療
と
し
て
粒
子
線
治
療
が
実
地
臨
床
で
広
く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

抗
が
ん
剤
に
つ
い
て
も
が
ん
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
薬
が
約

１
年
前
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
が
ん
細
胞
の
増
殖
や
転
移
を
促
進
す
る
よ
う
に

働
く
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
と
い
う
部
分
の
働
き
を
抑
え
る
薬
剤
で
、
従
来
の
抗
が
ん
剤
に
な
い
効
き
目
が
あ

り
、
今
ま
で
に
見
ら
れ
た
副
作
用
が
あ
ま
り
な
い
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
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甲
状
腺
の
働
き
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

甲
状
腺
は
首
の
真
ん
中
に
あ
っ
て
蝶
の
形
を
し
て
い
る
臓
器
で
す
（
図
１
）。
小
さ
な
臓
器
で
す

が
、
人
体
に
は
非
常
に
大
切
な
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
は
細
胞

の
代
謝
率
を
上
昇
さ
せ
る
働
き
を
も
っ
て
い
て
、
心
臓
、
代
謝
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

甲
状
腺
の
濾ろ

胞ほ
う

細
胞
で
作
ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
が
ヨ
ウ
素
（
Ⅰ
）
と
結
合
し
て
い
く
な
か
で
作
ら

れ
血
液
中
に
放
出
さ
れ
ま
す
。

ヨ
ウ
素
と
甲
状
腺
腫
大
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ヨ
ウ
素
は
１
８
１
１
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
硝
石
製
造
業
者
ク
ー
ル
ト
ア
に
よ
っ
て
海
藻
の
中
か
ら

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
原
子
番
号
53
、
原
子
量
１
２
７
の
物
質
で
す
。
自
然
に
存
在
す
る
ヨ
ウ
素
の

ほ
ぼ
１
０
０
％
が
安
定
同
位
体
の
ヨ
ウ
素
で
あ
り
、放
射
性
ヨ
ウ
素
と
比
較
し
て「
安
定
ヨ
ウ
素（
ヨ

ウ
素
１
２
７
）」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

ヨ
ウ
素
は
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
偏
光
フ
ィ
ル
ム
や
太
陽
電
池
の
電
解
液
な
ど
の
工
業
用
、
消

毒
や
Ｃ
Ｔ
造
影
剤
な
ど
の
医
療
用
に
加
え
、
人
体
で
は
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
を
作
る
の
に
非
常
に
重

要
な
物
質
で
す
。
日
本
は
ヨ
ウ
素
過
剰
地
帯
で
す
が
、海
産
物
に
乏
し
い
国
々
（
モ
ン
ゴ
ル
、ネ
パ
ー

ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
）
を
中
心
に
、
世
界
の
総
人
口
の
30
％
に
あ
た
る
16
億
人
が
ヨ
ウ
素

欠
乏
で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
で
流
通
す
る
ヨ
ウ
素
は
、
そ
の
約
35
％
が
日
本
国
内
（
千
葉
県
）
で
産
生
さ
れ
て
お
り
、

日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
大
変
貴
重
な
天
然
資
源
の
一
つ
で
す
。
ヨ
ウ
素
が
著
し
く
欠
乏
し
た
場
合

甲状腺がんとヨウ素１３１の
密接な関係

耳鼻咽喉・頭頸部外科主任部長　宇
う

野
の

 敦
あつ

彦
ひこ
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に
は
、
甲
状
腺
腫
大
や
知
的
・
身
体
的
発
達
障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
が
、
消
毒
で
使
用
さ

れ
る
と
お
り
細
胞
傷
害
性
も
強
い
の
で
、
過
剰
な
場
合
に
も
甲
状
腺
腫
大
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま

す
。ヨ

ウ
素
は
多
す
ぎ
て
も
、
少
な
す
ぎ
て
も
病
気
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ヨ
ウ
素
１
３
１
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・

ヨ
ウ
素
１
３
１
は
ヨ
ウ
素
１
２
７
の
放
射

性
同
位
体
の
一
つ
で
、
そ
の
放
射
線
は
約
90
％

の
ベ
ー
タ
線
と
約
10
％
の
ガ
ン
マ
線
で
で
き

て
い
ま
す
。
ベ
ー
タ
線
は
近
傍
の
細
胞
を
障

害
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ヨ

ウ
素
１
３
１
か
ら
発
生
す
る
ベ
ー
タ
線
が
放

出
さ
れ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
う
ま
で
の
移
動

距
離
（
飛
程
）
は
、組
織
内
で
は
２
㎜
程
度
で
、

近
く
に
寄
る
だ
け
で
は
あ
ま
り
被
ば
く
が
問

題
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

残
り
の
ガ
ン
マ
線
は
Ｘ
線
と
波
長
が
同
じ

で
、
周
囲
の
被
ば
く
が
問
題
と
な
り
ま
す
（
図

２
）。
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
と
い
う
特
殊
な
装
置
で

写
真
撮
影
が
可
能
で
す
。

顎下腺

甲状軟骨

甲状腺右葉 甲状腺左葉

総頸動脈

内頸静脈

外頸動脈

内頸動脈

気管

耳下腺

図1　甲状腺
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ヨ
ウ
素
１
３
１
が
人
体
に
入
る
と
そ
の
大
多
数
が
甲
状
腺
に
集
ま
り
ま
す
。
ベ
ー
タ
線
が
甲
状

腺
を
内
部
か
ら
破
壊
し
、
一
部
で
遺
伝
子
の
変
異
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
遺
伝
子
に
異
常
を
き
た

し
た
甲
状
腺
細
胞
の
一
部
は
増
殖
を
始
め
、
甲
状
腺
が
ん
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ヨ
ウ
素
１
３
１
と
発
が
ん
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
９
４
５
年
の
原
爆
被
爆
後
に
白
血
病
が
多
く
の
患
者
さ
ん
で
発
症
し
ま
し
た
。
放
射
線
の
主

成
分
は
非
常
に
強
い
ガ
ン
マ
線
と
中
性
子
線
で
す
が
（
図
２
）、
残
留
放
射
線
の
影
響
も
あ
り
、
遅

発
性
に
甲
状
腺
が
ん
が
増
加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

86
年
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
あ
り
、
数
年
後
か
ら
小
児
の
甲
状
腺
が
ん
が
急
増
し
ま

し
た
。
被
ば
く
の
主
成
分
は
ヨ
ウ
素
１
３
１
で
、
ミ
ル
ク
に
濃
縮
さ
れ
た
も
の
を
摂
取
し
た
り
、

大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
り
し
た
も
の
を
吸
入
し
て
、
感
受
性
の
高
い
小
児
の
甲
状
腺
を
傷
害
し
ま

し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
の
小
児
甲
状
腺
が
ん
は
自
然
発
症
の
50
〜
１
０
０
倍
の
頻
度
で
、

明
確
な
因
果
関
係
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

甲
状
腺
が
ん
の
治
療
と
ヨ
ウ
素
１
３
１
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

甲
状
腺
の
治
療
で
放
射
性
ヨ
ウ
素
が
用
い
ら
れ
た
の
は
41
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
初
は
ヨ

ウ
素
１
３
０
を
使
い
、
甲
状
腺
中
毒
症
（
甲
状
腺
機
能
亢こ

う
し
ん進

）
の
治
療
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
後
の
46
年
に
は
ウ
ラ
ン
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
ヨ
ウ
素
１
３
１
が

一
般
に
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
54
年
に
は
甲
状
腺
中
毒
症
の
治
療
成
績
を
ま
と
め
た
報
告
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
時
代
の
変
化
と
共
に
、
甲
状
腺
中
毒
症
か
ら
甲
状
腺
が
ん
へ
と
治
療

アルファ線は一枚の紙すら通過できません。ベータ線は2～10mmのプラスチック板で十分遮蔽できま
す。ガンマ線・X線ではやや厚い鉛板が必要となります。
中性子線（n線）は他の放射線に比べ透過力が強く、水やコンクリートなどの厚い壁に含まれる水素原子
によってはじめて減速され遮蔽されます。

図2　放射線の透過能力
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の
対
象
が
変
化
し
て
き
ま
す
。

正
常
の
甲
状
腺
組
織
と
同
じ
く
、
が
ん
化
し
た
甲
状
腺
組
織
（
甲
状
腺
が
ん
）
も
ヨ
ウ
素
を
取

り
込
み
ま
す
。
す
ぐ
に
甲
状
腺
が
ん
に
対
し
て
ヨ
ウ
素
１
３
１
を
投
与
し
て
治
療
す
る
こ
と
が
試

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
甲
状
腺
が
ん
は
ヨ
ウ
素
を
取
り
込
む
割
合
が
正
常
組
織
と
比
べ
て
非
常
に
悪
く
、
ヨ

ウ
素
１
３
１
治
療
の
前
に
は
正
常
の
甲
状
腺
を
手
術
で
全
て
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ヨ
ウ
素
１
３
１
が
安
定
ヨ
ウ
素
で
薄
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
治
療
前
に
は
２
〜
４
週
間
の
ヨ
ー
ド
摂

取
制
限
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

投
与
さ
れ
た
ヨ
ウ
素
１
３
１
が
、
甲
状
腺
が
ん
の
転
移
部
分
に
集
ま
り
、
ベ
ー
タ
線
で
が
ん
細

胞
を
破
壊
し
て
い
き
ま
す
。
最
新
治
療
で
あ
る
患
部
の
み
へ
の
薬
物
治
療
（
分
子
標
的
）
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
約
60
年
以
上
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

甲
状
腺
が
ん
へ
の
ヨ
ウ
素
１
３
１
の
投
与
は
、
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
①
甲
状
腺
が
ん
が
転
移
・

再
発
し
て
い
る
部
位
へ
の
大
量
投
与
（
治
療
投
与
）
②
再
発
予
防
や
残
存
甲
状
腺
破
壊
目
的
の
少

量
投
与
（
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
③
検
査
投
与

―
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
、そ
の
使
用
は
法
律
に
よ
っ

て
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ヨ
ウ
素
１
３
１
で
発
が
ん
し
た
甲
状
腺
が
ん
を
ヨ
ウ
素
１
３
１
で
治
療
す
る
」
は
不
思
議
な
感

じ
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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口
腔
が
ん
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

口
の
中
の
病
気
と
い
う
と
、
虫
歯
や
歯
周
病
な
ど
を
連
想
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
舌
、
歯
肉
、

口
腔
底
、
頬
粘
膜
な
ど
の
ピ
ン
ク
色
の
粘
膜
か
ら
悪
性
腫
瘍
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
口
腔
が
ん
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

口
腔
が
ん
は
、
開
口
す
れ
ば
直
接
見
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
診
察
は
比
較
的
容

易
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
口
腔
が
ん
だ
け
で
な
く
、
将
来
が
ん
化
す
る
潜
在
能
を
有
し
て
い
て
放

置
で
き
な
い
粘
膜
疾
患
も
あ
り
、
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。

放
置
で
き
な
い
口
腔
粘
膜
疾
患
①
前
が
ん
状
態
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

口
腔
粘
膜
疾
患
と
は
舌
・
頬
・
歯
肉
・
口
蓋
・
口
底
な
ど
の
粘
膜
か
ら
発
症
す
る
病
気
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

最
も
一
般
的
な
疾
患
は
ア
フ
タ
ー
性
口
内
炎
で
す
。
直
径
数
㎜
の
白
色
円
形
で
周
囲
に
赤
み
が

あ
り
、
痛
み
を
伴
い
ま
す
（
写
真
１
）。
ま
れ
に
全
身
疾
患
の
口
腔
内
症
状
と
し
て
生
じ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
治
療
し
な
く
て
も
１
〜
２
週
間
程
度
で
消
失
し
ま
す
。

一
方
、
口
腔
が
ん
に
な
り
や
す
い
病
変
と
し
て
口こ

う
く
う
へ
ん
ぺ
い
た
い
せ
ん

腔
扁
平
苔
癬
（
写
真
２
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

赤
く
な
っ
た
粘
膜
と
網
目
状
の
白
班
が
混
在
し
て
い
る
特
殊
な
口
内
炎
で
、
炎
症
が
強
い
と
軽
微

な
刺
激
で
出
血
し
ま
す
。

発
生
原
因
は
不
明
で
確
立
さ
れ
た
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
口
腔
扁
平
苔
癬
に
、
喫
煙
、
飲
酒
、

口
腔
内
の
汚
れ
、
尖と

が

っ
た
歯
や
、
合
わ
な
い
入
れ
歯
な
ど
に
よ
る
刺
激
が
加
わ
り
続
け
る
と
、
１

口
こ う く う

腔がん治療の最前線
――放っておけない口腔粘膜病変

歯科口腔外科主任部長　石
いしはら

原 修
おさむ
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〜
３
％
（
出
典
①
）
の
確
率
で
が
ん
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
、「
前
が
ん
状
態
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
覚
症
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
定
期
的
な
経
過
観
察
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
口

腔
扁
平
苔
癬
の
発
症
か
ら
が
ん
化
ま
で
の
期
間
は
、
最
短
１
か
月
、
長
い
も
の
で
二
十
数
年
と
の

報
告
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
数
年
で
す
。

口
腔
は
、主
に
歯
周
病
に
起
因
し
た
細
菌
、飲
食
物
（
辛
い
も
の
や
熱
い
も
の
な
ど
）、喫
煙
、尖
っ

た
歯
、
欠
け
た
詰
め
物
や
合
っ
て
い
な
い
入
れ
歯
な
ど
で
常
に
刺
激
を
受
け
や
す
い
環
境
に
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
刺
激
が
口
腔
扁
平
苔
癬
を
が
ん
化
さ
せ
る
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
口
腔
扁
平
苔
癬
の
治
療
ば
か
り
で
な
く
発
が
ん
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
に

定
期
的
な
歯
周
病
治
療
、
歯
科
治
療
が
重
要
で
す
。

放
置
で
き
な
い
口
腔
粘
膜
疾
患
②
前
が
ん
病
変
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
前ぜ

ん

が
ん
病び

ょ
う

変へ
ん

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
状
態
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
が
ん
が
で
き
る
前
の
状
態
、
が

ん
に
な
り
か
か
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
こ
の
前
が
ん
病
変
の
代
表
は「
白は

く
ば
ん板

症し
ょ
う

」と「
紅こ

う
は
ん斑

症し
ょ
う

」で
す
。

白
板
症
は
口
の
中
の
白
色
病
変
で
、
こ
す
っ
て
も
取
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
（
写
真
３
）。
原

因
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
化
学
的
刺
激
や
外
か
ら
の
機
械
的
刺
激
に
対
す
る
反
応
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
化
学
的
刺
激
は
喫
煙
と
飲
酒
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。
と
く
に
た
ば
こ
の
煙

に
は
約
40
種
類
の
発
が
ん
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

飲
酒
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
産
物
で
あ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
毒
性
が
強
く
、
発
が
ん
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
飲
酒
と
喫
煙
の
習
慣
の
あ
る
人
は
相
乗
的
に
口
腔
が
ん
の
発
症
率
が
高
ま
り
ま
す
。

写真３　舌白板症 写真１　舌にできたアフター写真２　頬粘膜扁平苔癬
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機
械
的
刺
激
は
、
傾
斜
歯
や
、
虫
歯
で
尖
っ
た
歯
、
そ
し
て
歯
を
治
し
た
金
属
や
適
合
の
悪
い
義

歯
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
が
常
に
舌
や
頬
、
歯
肉
な
ど
に
ひ
っ
か
か
り
傷
つ
け
続
け
て
い
る
た

め
、
発
が
ん
の
一
因
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
歯
が
原
因
で
慢
性
の
炎
症
が
存
在
す
る

こ
と
も
活
性
酸
素
な
ど
の
影
響
で
が
ん
化
の
下
地
を
つ
く
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
白
板
症
の
が
ん
化
率
は
３
・
１
〜
16
％
（
出
典
②
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
要
な
点
は
臨
床

的
に
白
板
症
と
し
て
診
断
し
た
症
例
の
中
に
、
初
期
が
ん
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

紅
斑
症
は
鮮
紅
色
で
ビ
ロ
ー
ド
状
の
斑
状
病
変
（
写
真
４
）
で
、
白
板
症
に
比
べ
て
発
生
頻
度

は
ま
れ
で
す
が
、
白
板
症
よ
り
も
が
ん
化
率
が
高
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

こ
こ
ま
で
進
ん
だ
治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

国
内
で
は
口
腔
が
ん
の
罹り

患か
ん

数
は
１
９
７
５
年
に
２
１
０
０
人
で
２
０
０
５
年
に
６
９
０
０
人
と

３
倍
以
上
に
増
加
し
、15
年
に
は
７
８
０
０
人
と
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す（
出
典
③
）。

ど
の
部
位
の
が
ん
に
も
い
え
ま
す
が
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。
と
く
に
口
腔
が

ん
は
切
除
範
囲
が
広
く
な
る
に
し
た
が
い
、
し
ゃ
べ
っ
た
り
食
べ
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、

さ
ら
に
顔
つ
き
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

下
顎
、
上
顎
の
歯
肉
が
ん
で
顎
骨
が
切
除
さ
れ
た
場
合
は
、
顔
貌
が
変
形
し
噛
み
合
わ
せ
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
手
術
前
の
Ｃ
Ｔ
か
ら
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
下
顎
骨

や
上
顎
骨
の
実
態
模
型
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
基
に
し
て
、
顎
骨
の
切
除
後
に

自
家
骨
移
植
が
切
除
前
と
位
置
を
変
え
ず
に
で
き
る
よ
う
に
骨
移
植
再
現
装
置
を
作
製
し
、
術
後

の
顔
貌
・
噛
み
合
わ
せ
の
障
害
を
最
小
限
に
し
て
い
ま
す
。

大

Mini Plateによる下顎頭側と
上顎骨の固定

切除範囲

実態模型を基に作成
した移植骨再現装置
による連続性の確保
：移植部位の再現

スプリントや咬合床と
スクリュー・ワイヤー
を用いた顎間固定

写真４　歯肉紅斑症
図　当科における下顎再建
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ま
た
、
再
建
さ
れ
た
顎
骨
に
人
工
歯
根
を
応
用
す
る
こ
と
で
噛
み
合
わ
せ
の
修
復
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

口
腔
が
ん
の
主
な
治
療
は
手
術
で
し
た
が
、
進
行
し
た
口
腔
が
ん
拡
大
切
除
で
は
、
顔
貌
の
変

形
、咀そ

嚼し
ゃ
く

、嚥え
ん

下げ

、会
話
な
ど
の
機
能
が
大
き
く
損
な
わ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
、が
ん
に
栄
養
を
送
っ

て
い
る
動
脈
に
直
接
抗
が
ん
剤
を
注
入
し
、
同
時
に
放
射
線
治
療
を
行
う
と
い
う
超
選
択
的
動
注

化
学
放
射
線
療
法
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
方
法
に
よ
り
が
ん
が
消
失
し
手
術
を
回
避
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
（
写
真
５
、６
）。

が
ん
に
栄
養
を
送
る
動
脈
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
超
選
択
動
注
療
法
に
は
、
耳
の
前
に
あ

る
動
脈（
浅せ

ん
そ
く
と
う

側
頭
動
脈
）や
耳
の
後
ろ
に
あ
る
動
脈（
後こ

う

耳じ

介か
い

動
脈
）を
手
術
で
露
出
さ
せ
細
い
管（
カ

テ
ー
テ
ル
）
を
挿
入
す
る
方
法
と
、
足
の
付
け
根
の
鼠そ

径け
い

部
の
大だ

い
た
い腿

動
脈
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿

入
し
、
が
ん
の
栄
養
動
脈
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
進
め
る
方
法
の
二
通
り
が
あ
り
、
腫
瘍
の
大
き
さ
や

栄
養
動
脈
の
状
況
に
よ
り
選
択
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
局
所
麻
酔
下
で
行
う
、
体
に
負
担
の
少
な
い
処
置
で
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
高
濃
度

の
抗
が
ん
剤
が
が
ん
に
行
き
渡
っ
て
、
よ
り
高
い
治
療
効
果
が
得
ら
れ
、
副
作
用
も
軽
度
で
す
。

【
出
典
】

①
松
矢
篤
三
ほ
か
『
口
腔
外
科
学
第
二
版
』
医
歯
薬
出
版　

東
京
、
２
０
０
０
年　

１
９
４

－

１
９
５
ペ
ー
ジ

② 

鷲
津
邦
雄
ほ
か
『
口
腔
の
前
が
ん
状
態
の
臨
床
が
ん
の
臨
床
27
』
９
４
２

－

９
４
７
ペ
ー
ジ
、
１
９
８
１
、
黒
川
英
雄
ほ

か
「
口
腔
白
板
症
の
臨
床
病
理
学
的
検
討
」『
口
科
誌
47
』
61

－

67
ペ
ー
ジ
、
１
９
９
８

③
富
永
祐
民
ほ
か
編
『
が
ん
・
統
計
白
書-

罹
患
・
死
亡
・
予
後
』
篠
原
出
版
、
東
京
、
１
９
９
９
、１
５
９

－

１
７
０
ペ
ー
ジ

写真５、６　動注前後の写真





第
15
章　

移
植
医
療
を
め
ぐ
る
最
新
の
お
話



移
植
医
療
を
め
ぐ
る
最
新
の
お
話

394

第
１5
章

移
植
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
と
当
セ
ン
タ
ー
の
方
針
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

臓
器
移
植
と
い
う
言
葉
は
、
多
く
の
方
が
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
た
り
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
を
街
角
で
目
に
し
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
実
情
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
難
し
い
治
療
、
特
殊
な
医
療
、

現
実
味
が
な
い
、
そ
う
お
考
え
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

１
９
９
７
年
10
月
に
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」（
臓
器
移
植
法
）
が
施
行
さ
れ
、
改
正
臓

器
移
植
法
が
施
行
さ
れ
た
２
０
１
０
年
７
月
17
日
ま
で
の
約
13
年
間
に
、
全
国
で
86
人
の
方
か
ら

脳
死
に
よ
る
臓
器
提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。
こ
の
数
は
、
人
口
１
０
０
万
人
あ
た
り
で
計

算
す
る
と
年
間
０
・
05
件
で
、
諸
外
国
と
比
較
す
れ
ば
１
０
０
分
の
１
か
ら
２
０
０
分
の
１
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

各
臓
器
の
末
期
状
態
の
患
者
さ
ん
は
待
機
期
間
に
命
を
落
と
す
可
能
性
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

脳
死
に
よ
る
臓
器
提
供
を
待
っ
て
い
る
時
間
が
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
当
セ
ン
タ
ー
で
は
腎
臓

や
肺
、
肝
臓
、
膵す

い
ぞ
う臓

の
一
部
の
症
例
で
生
体
間
移
植
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
心
臓
の
場

合
に
は
、
海
外
渡
航
し
待
機
す
る
人
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
し
た
。
な
お
、
腎
臓
の
よ
う
に
、

脳
死
だ
け
で
は
な
く
心
停
止
下
で
も
移
植
が
可
能
な
臓
器
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
提
供
者
が

少
な
い
状
況
で
す
。

臓
器
移
植
法
が
改
正
さ
れ
、
死
亡
時
の
親
族
優
先
提
供
や
家
族
の
書
面
承
諾
で
の
脳
死
臓
器
提

供
（
本
人
の
意
志
が
不
明
な
場
合
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
の
裏
面
に
も
臓
器
提
供
意
志
の
記
入
欄
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
啓
発
活
動
も
行
わ
れ
、
臓
器
提
供

移植医療を多方面から支えます
診療局長　山

やまぐち

口 誓
せい

司
じ

高度救命救急センター長　救急診療科主任部長　藤
ふじ

見
み

 聡
さとし
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数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
臓
器
提
供
が
増
え
、
多
く
の
患
者
さ
ん
の
命
が
救
わ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

た
だ
、
臓
器
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
誰
か
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

提
供
い
た
だ
け
る
方
の
ご
遺
志
、
そ
の
ご
家
族
に
対
す
る
ケ
ア
は
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
当
セ
ン
タ
ー
は
移
植
医
療
を
担
う
施
設
と
し
て
、
臓
器
提
供
を
申
し
出
て
い
た

だ
い
た
本
人
の
ご
遺
志
、
そ
の
ご
家
族
の
お
気
持
ち
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
院
内
勉
強

会
な
ど
を
通
じ
て
ス
タ
ッ
フ
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
移
植
医
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
で
は
泌
尿
器
科
で
腎
移
植
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
三
次
救
急
施
設
と
し
て

積
極
的
に
臓
器
提
供
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

前
者
に
つ
い
て
は
当
セ
ン
タ
ー
医
療
関
係
者
が
院
内
お
よ
び
各
病
院
で
勉
強
会
を
開
き
、
レ
シ

ピ
エ
ン
ト
（
移
植
を
受
け
る
患
者
）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
配
置
し
て
い
ま
す
。
後
者
に
つ
い
て

は
院
内
勉
強
会
や
院
内
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
日
頃
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
に
は
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
定
移
植
検
査
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

臓
器
移
植
時
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
タ
イ
ピ
ン
グ
や
リ
ン
パ
球
ク
ロ
ス
マ
ッ
チ
テ
ス
ト
な
ど
の
重
要
な
検
査
を

24
時
間
３
６
５
日
担
当
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、当
セ
ン
タ
ー
は
救
急
現
場
で
の
臓
器
提
供
、そ
の
後
の
免
疫
学
的
検
査
（
い
わ
ば
ド
ナ
ー

<

臓
器
提
供
者>

と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
橋
渡
し
）、
腎
臓
移
植
と
い
う
よ
う
に
、
多
方
面
で
臓
器
移

植
に
携
わ
っ
て
い
る
数
少
な
い
医
療
施
設
と
い
え
ま
す
。

1999 2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 2012 ( 年）

( 件数）
50

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

図 1　脳死臓器提供件数
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レ
シ
ピ
エ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
、
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

前
者
は
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
在
籍
し
て
臓
器
提
供
の
現
場
で
仕
事
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
後
者
は
学
会
認
定
を
受
け
た
看
護
師
が
専
門
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
も
腎
移
植
に
対
す
る
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
人
が
泌
尿
器
科
に

在
籍
し
て
い
ま
す
。
生
体
腎
移
植
お
よ
び
献
腎
移
植
の
術
前
術
後
で
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
に

向
き
あ
い
、
事
務
手
続
き
上
の
案
内
か
ら
精
神
的
な
ケ
ア
ま
で
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

腎
移
植
相
談
に
訪
れ
る
方
の
最
初
の
窓
口
と
し
て
各
種
の
情
報
提
供
、
診
察
の
日
程
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

全
国
的
に
ま
だ
ま
だ
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
数
は
少
な
い
の
で
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー

で
は
い
ち
早
く
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
し
、
患
者
さ
ん
を
手
助
け
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
（
山
口

誓
司
）。

臓
器
・
組
織
の
提
供
に
つ
い
て
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

臓
器
を
手
渡
す
側
の
ド
ナ
ー
の
お
話
を
し
ま
す
。
脳
死
に
な
っ
た
場
合
に
心
臓
が
動
い
て
い
る

状
態
で
提
供
で
き
る
臓
器
は
現
在
、
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、
腎
臓
、
膵す

い
ぞ
う臓

、
小
腸
、
眼
球
の
７
臓
器
で
す
。

そ
の
う
ち
心
停
止
後
で
も
提
供
で
き
る
臓
器
は
腎
臓
、
膵
臓
、
眼
球
で
す
（
図
２
）。
い
ず
れ
の
場

合
も
患
者
さ
ん
は
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
、
臓
器
の
提
供
の
順
番
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

心臓

肺

肝臓

腎臓

膵臓

小腸

眼球

心臓が動いている
状態で提供できる
臓器

腎臓

膵臓

眼球

心臓停止後でも
提供できる臓器

図2　臓器提供
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聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
心
停
止
後
に
は
「
組
織
の
提
供
」
も
で
き
ま
す
。

組
織
の
種
類
は
、
心
臓
弁
（
人
工
の
弁
で
は
助
か
ら
な
い
人
）、
血
管
（
人
工
の
血
管
で
は
助
か

ら
な
い
人
）、
皮
膚
（
大
や
け
ど
を
し
た
人
）、
骨
（
人
工
関
節
が
使
え
な
い
人
）、
膵す

い
と
う島

（
生
来
糖

尿
病
の
人
）、
角
膜
（
視
力
障
害
の
人
）
で
す
。

組
織
移
植
は
、
緊
急
度
は
低
い
た
め
、
い
わ
ゆ
る
バ
ン
ク
と
い
わ
れ
る
形
で
保
存
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
臓
器
提
供
の
お
話
は
次
頁
に
譲
り
ま
す
（
藤
見
聡
）。
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臓
器
移
植
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

重
い
病
気
や
事
故
な
ど
に
よ
り
臓
器
の
機
能
が
低
下
し
、
移
植
で
し
か
治
療
で
き
な
い
方
と
、

死
後
に
臓
器
を
提
供
し
て
も
い
い
と
い
う
方
を
結
ぶ
医
療
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
三
者
の
善
意

に
よ
る
臓
器
の
提
供
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
医
療
で
す
。

日
本
で
臓
器
の
提
供
を
待
っ
て
い
る
方
は
、
お
よ
そ
１
万
３
千
人
で
す
。
し
か
し
、
自
分
の
臓

器
を
他
人
に
提
供
す
る
な
ど
考
え
た
こ
と
が
あ
る
人
は
決
し
て
多
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
２
０
１
３

年
度
の
内
閣
府
の
調
査
で
は
、
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
事
前
に
行
っ
て
い
る
方
は
12
・
６
％
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

意
思
表
示
を
は
っ
き
り
と
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日
本
で
は
脳
死
後
の
臓
器
提
供
者
数
は
年
間
50
人
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
年
間
８
千
人

で
す
。
お
隣
の
韓
国
で
も
日
本
の
2
倍
の
人
が
臓
器
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

「
生
命
観
が
違
う
か
ら
」「
法
律
が
違
う
か
ら
」
―
―
日
本
人
の
多
く
方
々
は
そ
う
答
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
生
命
観
は
個
人
に
委
ね
ら
れ
ま
す
が
、
法
律
が

２
０
１
０
年
７
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。
人
間
の
死
は
こ
れ
ま
で
心
停
止
時
刻
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、臓
器
提
供
を
前
提
と
し
た
場
合
の
み
、脳
死
が
人
の
死
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
本
人
に
拒
否
の
意
思
が
な
い
場
合
は
、家
族
の
同
意
で
臓
器
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
意
思
表
示
を
は
っ
き
り
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
元
気
な
時
に
病
気

の
こ
と
を
考
え
る
、
も
し
も
の
時
を
考
え
て
「
す
る
」「
し
な
い
」
の
意
思
表
示
を
し
て
お
く
こ
と

臓器提供について
――する？ しない？ どちらも権利です

高度救命救急センター長　救急診療科主任部長　藤
ふじ

見
み

 聡
さとし
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が
大
事
で
す
。
意
思
表
示
の
方
法
は
現
在
、
次
の
三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
意
思
登
録
。
二
つ
目
は

保
険
証
・
運
転
免
許
証
の
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
。
三
つ
目
は
意
思
表
示
カ
ー
ド
（
図
１
、２
）
や
シ
ー

ル
へ
の
記
入
で
す
。
詳
し
く
は
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
分
や
家
族
の
た
め
に
ぜ
ひ
、
も
し
も
の
時
の
こ
と
を
今
の
う
ち
か
ら
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ち
ょ
っ
と
お
勉
強
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳
死
に
つ
い
て
の
少
し
専
門
的
な
話
を
し
ま
す
。
脳
死
の
診
断
は
極
め
て
正
確
に
行
わ
れ
ま
す
。

脳
死
と
診
断
さ
れ
た
ら
「
脳
死
の
人
が
よ
み
が
え
る
」
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
脳
死
で
は

な
く
植
物
状
態
と
呼
び
ま
す
。
脳
死
と
植
物
状
態
は
、
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。

脳
の
中
の
「
大
脳
」
と
い
う
部
分
は
、
話
を
し
た
り
、
体
を
動
か
し
た
り
す
る
た
め
の
大
事
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。「
脳
死
」
も
「
植
物
状
態
」
も
、
大
脳
が
働
か
な
い
状
態
に
あ
る
の
で
、
寝

た
き
り
で
、
話
を
す
る
こ
と
も
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
、植
物
状
態
は
、脳
の
中
の
「
脳
幹
」
や
「
小
脳
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
働
い
て
い
る
の
で
、

そ
こ
か
ら
心
臓
に
命
令
を
出
し
て
、
自
分
で
呼
吸
し
た
り
、
血
液
を
体
じ
ゅ
う
に
送
っ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
植
物
状
態
」
に
な
っ
て
い
て
も
、
治
療
を
続
け
る
こ
と
で
、
目

を
覚
ま
し
た
り
、
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
脳
死
は
、大
脳
や
脳
幹
、小
脳
な
ど
脳
の
全
て
が
働
か
な
く
な
っ
た
状
態
な
の
で
、

心
臓
を
は
じ
め
、全
て
の
臓
器
は
自
分
の
力
で
動
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
工
呼
吸
器
を
外
せ
ば
、

呼
吸
も
心
臓
も
す
ぐ
に
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

図２　意思表示カード 裏面 図１　臓器提供意思表示カード
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腎
不
全
の
治
療
法
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

末
期
腎
不
全
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
治
療
方
法
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

透
析
療
法
（
血
液
透
析
お
よ
び
腹
膜
透
析
）
と
腎
移
植
で
す
（
表
１
）。
透
析
療
法
は
日
本
透
析
医

学
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
２
０
１
２
年
12
月
末
現
在
、
全
国
で
約
31
万
人
が
受
け
て
い
ま
す
。
多

く
の
末
期
腎
不
全
の
患
者
さ
ん
が
治
療
を
受
け
て
い
て
、
確
立
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
手
慣
れ
た
」

治
療
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ら
ば
腎
不
全
イ
コ
ー
ル
透
析
療
法
が
ベ
ス
ト
の
選
択
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

必
ず
し
も
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
長
生
き
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
腎
移
植
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
選
択

肢
な
の
で
す
。

腎
移
植
を
す
す
め
る
理
由
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腎
移
植
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
の
多
く
は
、
透
析
療
法
の
時
間
的
拘
束
や
食
事
制
限
、
水
分
制

限
か
ら
逃
れ
た
い
と
訴
え
ま
す
。
な
る
ほ
ど
、
腎
移
植
を
受
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
か
ら
は
解
放
さ
れ

ま
す
。
た
だ
私
た
ち
が
腎
移
植
を
お
す
す
め
す
る
理
由
は
そ
の
点
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

じ
つ
は
腎
不
全
で
透
析
療
法
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
で
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
心

血
管
系
合
併
症
の
発
症
率
が
健
常
者
に
比
べ
て
非
常
に
高
い
の
で
す
。
腎
移
植
を
す
る
こ
と
で
そ

の
発
症
率
は
大
き
く
低
下
し
ま
す
。
生
死
に
か
か
わ
る
大
き
な
合
併
症
で
す
。
患
者
さ
ん
に
は
長

生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
だ
か
ら
こ
そ
腎
移
植
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

腎移植、ここまで進歩
泌尿器科主任部長　高

たか

尾
お

 徹
てつ

也
や



第
１5
章

移
植
医
療
を
め
ぐ
る
最
新
の
お
話

401

当
セ
ン
タ
ー
の
腎
移
植
成
績
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

腎
移
植
は
、
腎
臓
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
初
め
て
成
立
す
る
医
療
で
す
。
腎
移
植
に
は
生

き
て
い
る
方
か
ら
片
方
の
腎
臓
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
「
生

体
腎
移
植
」
と
、
亡
く
な
っ
た
方
か
ら
腎
臓
を
提
供
し
て
い

た
だ
く
「
献け

ん
じ
ん腎

移
植
」
が
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
１
９
８
４
年
か
ら
腎
移
植
を
開
始
し
、

２
０
１
４
年
で
30
年
た
ち
ま
し
た
。
13
年
11
月
末
ま
で
に

２
５
５
人
の
患
者
さ
ん
が
生
体
腎
移
植
を
、
67
人
の
患
者
さ

ん
が
献
腎
移
植
を
受
け
ま
し
た
（
図
１
）。

当
セ
ン
タ
ー
で
腎
移
植
を
受
け
た
患
者
さ
ん
の
生せ

い

着ち
ゃ
く

率

（
移
植
し
た
腎
臓
が
働
い
て
い
る
率
）
を
「
表
２
、３
」
に
示

し
ま
す
。
よ
り
良
い
成
績
を
維
持
で
き
る
理
由
は
、
当
セ
ン

タ
ー
各
部
署
が
移
植
患
者
さ
ん
の
病
状
に
対
し
、
無
駄
な
く

迅
速
に
対
応
で
き
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

入
念
な
検
査
と
、
き
め
細
か
い
ケ
ア

―
―
生
体
腎
移
植
の
実
際
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

生
体
腎
移
植
の
場
合
、
提
供
者
（
ド
ナ
ー
と
い
い
ま
す
）

は
通
常
片
方
の
腎
臓
を
提
供
し
て
も
、
も
う
一
方
の
腎
臓
だ

 血液透析 腹膜透析 (CAPD) 腎移植
腎機能 　　　　　　　　　　　　    腎機能廃絶 正常に近い

必要な手術
 シャント手術 腹膜カテーテル挿入手術 腎臓移植手術

 （局所麻酔） （主として局所麻酔） （全身麻酔）
通院回数 ３回 /週 １回 /月 １回 /1～２月

治療による自覚症状
 穿刺による痛み おなかが張る 爽快感など症状の改善

 除水による血圧低下

免疫抑制剤 不要 不要 不可欠

食事・水分制限 多い やや多い 少ない
 （蛋白・水分・塩分・カリウム・リンなど） （蛋白・水・塩分・リンなど）

旅行・出張
 制限あり 制限あり 自由

 （通院透析施設の確保） （透析液・装置の準備運搬） 
出産 困難 困難 腎機能により可能

スポーツ ほぼ自由 腹圧がかからないように注意が必要 ほぼ自由

入浴 可能 カテーテルの保護が必要 問題なし

社会復帰率 中程度 やや高い 高い

そのほかの利点 医学的ケアが常に提供される、 血液透析に比べ自由度が高い 透析による束縛からの開放感

 
日本で最も確立した治療方法

表 1　腎不全治療の比較（血液透析・腹膜透析・腎移植）

（症例数）

（年）1984 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 132000

25

20

15

10

5

0

献腎移植 生体腎移植

図 1　当センターでの腎移植数の変遷 （2013年 11月末現在）
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け
で
腎
不
全
に
な
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
の
で
す
が
、
健
常
者
か
ら
の
腎
提
供
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、「
腎
提
供
し
た
た
め
に
健
康
で
あ
っ
た
自
分
が
腎
不
全
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
け

は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
イ

ヌ
リ
ン
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
と
い
う
検
査
を
用
い
て
ド
ナ
ー
の
腎
機
能
を
正
確
に
評
価
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
検
査
結
果
が
悪
け
れ
ば
、
腎
提
供
を
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
二
つ
あ
る
腎
臓
の
う
ち
ど
ち
ら
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
か
、
と
い
う
こ
と
も
極
め
て
大

切
な
問
題
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
レ
ノ
グ
ラ
ム
と
い
う
核
医
学
検
査
と
共
に
、
Ｃ
Ｔ
検
査
を
用

い
て
両
腎
の
体
積
を
計
算
し
、
ド
ナ
ー
に
必
ず
機
能
の
良
い
ほ
う
の
腎
臓
を
残
す
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

ド
ナ
ー
か
ら
の
腎
採
取
術
は
、
当
科
で
は
03
年
以
降
、
腹ふ

く
く
う腔

鏡き
ょ
う

と
い
う
手
技
を
用
い
て
行
っ
て

い
ま
す
。
従
来
の
開
腹
手
術
と
比
べ
て
傷
が
小
さ
く
、
疼と

う
つ
う痛

や
美
容
の
面
な
ど
で
有
用
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
合
併
症
も
少
な
く
、
安
心
し
て
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ド
ナ
ー
も
腎
移
植
を
受
け
る
方
（
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
と
い
い
ま
す
）
も
、
腎
移
植
前
に
は
必
ず
全

身
に
活
動
性
感
染
症
や
悪
性
疾
患
が
な
い
か
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
は

腎
移
植
術
後
、
必
ず
免
疫
抑
制
剤
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
手
術
前
に
前
記
の
よ
う

な
病
気
が
あ
れ
ば
、
手
術
後
の
免
疫
抑
制
状
態
で
は
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
手
術
後
起
こ
り
う
る
合
併
症
を
考
慮
し
て
、
手
術
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
科
を

受
診
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
虫
歯
一
本
ま
で
き
っ
ち
り
治
療
を
受
け
て
か
ら
手
術
に
臨
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。
手
術
前
に
十
分
な
検
査
を
行
う
こ
と
で
、
腎
移
植
が
よ
り
安
全
に
施
行
で
き
、

良
好
な
成
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

                    1984～1993年               1994～2003年              2004年～2013年

 １年 94.9 97.2 99.2

 3年 94.9 91.6 96.3

 5年 86.8 91.6 94.9

 10年 72.8 84.5

 15年 64.4 76.6

 20年 53.1

表2　生体腎移植施行年別の生着率 （%）（10年ごとの成績）
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ま
た
、
手
術
後
も
ド
ナ
ー
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
と
も
に
定
期
的
な
通
院
を
い
た
だ
き
、
全
身
状
態

を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
院
内
に
Ｈ
Ｌ
Ａ
や
リ
ン
パ
球
ク
ロ
ス
マ
ッ
チ
テ
ス
ト
が
で
き
る
移
植
検

査
セ
ン
タ
ー
を
も
つ
全
国
で
も
数
少
な
い
施
設
で
す
（
４
５
９
ペ
ー
ジ
参
照
）。
拒
絶
反
応

が
疑
わ
れ
た
場
合
、検
査
セ
ン
タ
ー
や
病
理
科
と
協
力
し
て
、迅
速
に
検
査
・
治
療
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
免
疫
抑
制
状
態
に
あ
る
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
に
対
し
て
は
感
染
症
や
悪
性
疾
患
が

な
い
か
定
期
的
に
検
診
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

増
え
る
ハ
イ
リ
ス
ク
腎
移
植
や
先
行
的
腎
移
植
、
そ
の
成
績
は
？
 ・・・・

近
年
は
ド
ナ
ー
が
Ａ
型
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
が
Ｏ
型
と
い
う
よ
う
な
血
液
型
不
適
合
腎
移

植
（
図
２
）
や
、
非
血
縁
者
（
つ
ま
り
、
あ
か
の
他
人
）
で
あ
る
夫
婦
間
移
植
（
図
２
）、

高
齢
者
間
移
植
、
２
次
移
植
（
２
回
目
の
移
植
）、
小
児
移
植
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
ハ
イ

リ
ス
ク
移
植
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

検
査
や
技
術
、
免
疫
抑
制
剤
な
ど
の
改
良
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
手
術
も
極
め
て
安
全
に

施
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
血
液
型
不
適
合
の
場
合
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
10
年
生
着
率
は
96
・
４
％
、
夫
婦
間
移
植
の
10
年
生
着
率
は
96
・
２
％
で
し
た
。

こ
れ
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
移
植
と
並
ん
で
増
加
傾
向
に
あ
る
の
が
、
先
行
的
腎
移
植
と
い
う

も
の
で
す
。
以
前
は
腎
不
全
に
な
っ
た
場
合
、
ま
ず
透
析
療
法
を
受
け
て
そ
の
後
、
腎
移

植
を
受
け
る
と
い
う
段
取
り
が
一
般
的
で
し
た
が
、
最
近
は
腎
不
全
と
診
断
さ
れ
た
後
、
透

析
療
法
を
経
ず
に
腎
移
植
を
受
け
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

血液型不適合
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図 2　当センター生体腎移植に占める血液型不適合移植、夫婦間移植の割合
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と
く
に
糖
尿
病
や
高
血
圧
が
原
因
で
腎
不
全
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
生
命
予
後
を
改
善
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

提
供
増
加
が
望
ま
れ
る
献
腎
移
植
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳
死
の
方
や
心
臓
死
の
方
か
ら
の
ご
厚
意
で
腎
臓
を
提
供
い
た
だ
く
移
植
で
す
。
献
腎
移
植
の

場
合
も
免
疫
抑
制
剤
の
改
良
な
ど
に
よ
り
治
療
成
績
（
表
３
）
は
改
善
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
問
題
点
は
そ
の
待
機
期
間
に
あ
り
ま
す
。
献
腎
移
植
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん

は
当
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
移
植
施
設
を
通
じ
て
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
い
た
だ
く

の
で
す
が
、
登
録
後
、
腎
移
植
ま
で
の
待
機
期
間
が
現
在
約
15
年
で
す
。

現
在
当
セ
ン
タ
ー
で
献
腎
移
植
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
は
約
１
０
０
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
年
間
２
〜
３
人
の
患
者
さ
ん
に
し
か
献
腎
移
植
を
行
え
て
い
ま
せ
ん
。

全
国
的
に
臓
器
提
供
の
増
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
期
生
着
を
め
ざ
し
て
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

さ
ま
ざ
ま
な
検
査
、
技
術
、
免
疫
抑
制
剤
の
改
良
に
よ
り
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
患
者
さ
ん
で
あ
っ

て
も
拒
絶
反
応
を
起
こ
さ
ず
に
移
植
し
た
腎
臓
を
長
期
に
保
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
腎
移
植
は
進
歩
し
た
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

で
も
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
腎
移
植
患
者
さ
ん
に
毎
日
欠
か
さ
ず
免
疫
抑
制
剤
を
内
服
し
て
い

た
だ
く
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
ら
普
段
の
患
者
さ
ん
の
取
り
組
み
、
そ
れ
に
対
す
る
私
た
ち
ス
タ
ッ

フ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
こ
そ
が
、
長
期
生
着
率
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

症例数にばらつきがあるため年代別成績とした

                    1984～1989年               1990～1999年              2000年～2013年

 １年 87.5 97.5 90.9

 3年 87.5 94.9 90.9

 5年 87.5 89.7 90.9

 10年 87.5 81.8 90.9

 15年 62.5 62.7

 20年 42.9 47.0

表 3　献腎移植施行年別の生着率 （%）（年代別成績）



第
16
章　

な
る
ほ
ど
！　

医
療
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ



な
る
ほ
ど
！　

医
療
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

406

第
１6
章

大
災
害
時
は
速
や
か
に
救
命
医
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２
０
０
７
年
４
月
、
当
セ
ン
タ
ー
内
に
障
が
い
者
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

３
階
建
て
の
こ
の
施
設
に
は
、
理
学
療
法
（
Ｐ
Ｔ
）、
作
業
療
法
（
Ｏ
Ｔ
）、
言
語
療
法
（
Ｓ
Ｔ
）

を
行
う
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
室
、
集
団
療
法
を
行
う
た
め
の
広
い
体
育
館
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
外
来
、
義
肢
装
具
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

平
時
に
は
、
こ
こ
で
多
く
の
患
者
さ
ん
が
社
会
復
帰
を
め
ざ
し
て
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

大
規
模
災
害
時
に
は
災
害
棟
に
切
り
替
わ
り
、
災
害
拠
点
病
院
支
援
施
設
と
し
て
被
災
者
の
受
け

入
れ
や
初
期
治
療
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

約
４
０
０
人
収
容
可
、
ヘ
リ
搬
送
も
考
慮
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
階
に
は
災
害
対
策
本
部
や
災
害
時
現
地
指
揮
所
と
い
っ
た
災
害
時
の
本
部
機
能
の
要
所
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
（
緊
急
度
に
基
づ
い
た
患
者
選
別
）
ゾ
ー
ン
も
１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
置
か
れ
ま
す
。

２
階
の
訓
練
室
と
３
階
の
体
育
館
は
災
害
時
臨
時
病
棟
と
し
て
利
用
さ
れ
、
重
症
、
中
等
症
の

傷
病
者
を
約
４
０
０
人
ま
で
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

救
命
医
療
を
効
率
よ
く
行
う
た
め
に
、
医
療
機
器
は
も
と
よ
り
医
療
ガ
ス
や
ベ
ッ
ド
配
置
も
工

夫
さ
れ
、
手
術
室
や
ヘ
リ
搬
送
を
考
慮
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
受

水
槽
や
自
家
発
電
装
置
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

災害棟とは？
救急診療科副部長　久

く ぼ

保 範
のりあき

明
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災
害
物
品
備
蓄
倉
庫
や
Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
核
・
生
物
・
化
学
物
質
）
災
害
関
連
備
蓄
倉
庫
も
こ
の
災
害

棟
内
に
複
数
あ
り
、
災
害
時
に
速
や
か
に
医
療
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
14
年
度
か
ら
は
災
害
医
療
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
、
大
阪
府
内
の
災
害

医
療
情
報
が
こ
こ
で
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

写真１　災害時臨時病棟①

写真３　災害物品備蓄倉庫

写真２　災害時臨時病棟②

写真４　NBC関連備蓄倉庫
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医
学
の
進
歩
に
欠
か
せ
な
い
臨
床
研
究
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

病
気
の
診
断
法
や
治
療
法
は
長
い
時
間
を
か
け
て
進
歩
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
ま
だ
ま
だ

完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
診
断
や
治
療
の
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
は
医
学

の
進
歩
・
発
展
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
の
研
究
を
「
臨
床
研
究
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
臨
床
研
究
を
当
セ
ン
タ
ー
で
は
年
間
２
０
０
例
以
上
実
施
し
て
い
ま
す
。
臨
床
研
究
支
援
セ
ン

タ
ー
は
そ
の
臨
床
研
究
の
円
滑
な
推
進
、
研
究
管
理
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
研
究
は
患
者
さ

ん
の
協
力
が
な
く
て
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
臨
床
研
究
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
病
院
と
利
害
関
係
の
な
い
人
を
委
員
に
加
え
た
委
員
会
で
審
議
を
し
て
い

ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
臨
床
研
究
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
安
全
性
に
問
題
が
な
い
か
、
科
学
的
・
倫
理

的
に
問
題
が
な
い
か
、
ま
た
、
研
究
が
始
ま
っ
た
後
も
定
期
的
に
実
施
状
況
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、

副
作
用
が
起
こ
っ
た
と
き
な
ど
は
随
時
報
告
を
受
け
、
そ
の
臨
床
研

究
を
続
け
て
良
い
か
を
検
討
し
ま
す
。
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
は

そ
の
資
料
な
ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
臨
床
研
究
へ
の
参
加
を
お
願
い
す
る
際
に
は
、
説

明
文
書
に
よ
る
医
療
者
か
ら
の
説
明
と
、
患
者
さ
ん
の
同
意
が
必

要
で
す
。
内
容
が
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
表
現
で
あ

る
か
、
研
究
実
施
計
画
書
に
沿
っ
て
必
要
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て

い
る
か
な
ど
を
委
員
会
で
審
議
す
る
前
に
入
念
に
確
認
し
て
い
ま

す
。
医
学
の
進
歩
に
つ
な
が
る
臨
床
研
究
に
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

臨床研究支援センターって、
何をするところ？

臨床研究支援センター長　武
たけ

田
だ

 伸
しんいち

一

臨床研究支援センター臨床研究室長兼治験推進室長　大
おおやま

山 典
のり

子
こ

写真　臨床研究支援センター
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効
果
の
ほ
か
副
作
用
の
情
報
な
ど
も
提
供
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

薬
は
正
し
い
飲
み
方
で
飲
む
と
病
気
を
治
し
て
く
れ
ま
す
が
（
期
待
し
た
効
果
）、
間
違
っ
た
飲

み
方
を
す
る
と
毒
に
も
な
り
ま
す
。
正
し
い
飲
み
方
を
し
て
い
て
も
、期
待
し
な
い
効
果
（
副
作
用
）

が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ほ
か
の
薬
と
一
緒
に
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
薬
の
効
果
が
強
く
出
た
り
、
逆
に
弱
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
相
互
作
用
）。

製
薬
会
社
が
発
売
前
に
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
が
飲
ん
で
み
て

初
め
て
分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
医
薬
品
情
報
室
で
は

こ
の
よ
う
な
薬
の
「
効
果
」「
副
作
用
」「
相
互
作
用
」
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
製
薬
会
社
や
文
献
か
ら
集
め
、
整
理

し
て
薬
剤
師
・
医
師
・
看
護
師
・
患
者
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
院
内
外
の
医
療
関
係
者
や
患
者
さ
ん
か
ら
の

薬
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
も
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
医
薬
品
情
報
室
は
Ｄ
Ｉ
（
ド
ラ
ッ
グ
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
室
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
医
薬
品

に
関
す
る
多
く
の
情
報
を
集
約
し
、
医
療
関
係
者
な
ど
に

そ
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

医薬品情報室は、
こうしてお役に立っています

副薬局長　藤
ふじ

田
た

 敬
けい

子
こ
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院
内
救
急
の
治
療
・
看
護
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
日
本
集
中
治
療
医
学
会
は
こ
う
定
義
し
て
い
ま
す
。「
内
科
系
、
外
科
系
を
問
わ
ず
呼

吸
、
循
環
、
代
謝
そ
の
ほ
か
の
重
篤
な
急
性
機
能
不
全
の
患
者
を
収
容
し
強
力
か
つ
集
中
的
に
治

療
看
護
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
効
果
を
期
待
す
る
部
門
で
あ
る
」

当
セ
ン
タ
ー
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
内
科
・
外
科
を
問
わ
ず
院
内
で
急
性
の
機
能
不
全
に
陥
っ
た
、
あ
る

い
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
患
者
さ
ん
を
収
容
し
、
24
時
間
体
制
で
集
中
的
に
治
療
・
看
護
を
行
う
、

い
わ
ば
〝
院
内
救
急
〞
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
機
器
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
人
工
呼
吸
器
、
血
液
浄
化
装
置
、
経け

い

皮ひ

的て
き

心
肺
補
助
装
置
な
ど
の
生
命
維
持
装
置

や
生
理
機
能
情
報
監
視
装
置
な
ど
高
度
な
医
療
機
器
を
使
用
し
て
、
重
症
患
者
さ
ん
に
対
す
る
集

中
治
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
の
管
理
に
は
医
師
、
看
護
師
は
も
と
よ
り
、
臨
床

工
学
技
士
の
役
割
が
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
機
器
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

１
．
人
工
呼
吸
器
（
写
真
１
）

人
工
呼
吸
器
は
①
脳
の
障
害
や
呼
吸
筋
の
障
害
、
全
身
麻
酔
な
ど
に
よ
り
、
自
分
で
は
十
分
な

呼
吸
が
行
え
な
く
な
っ
た
場
合
②
肺
炎
な
ど
の
肺
の
障
害
で
酸
素
マ
ス
ク
な
ど
で
は
血
液
が
十
分

に
酸
素
化
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
不
十
分
と
な
っ
た
り
し
た
場
合
③
呼
吸
に

多
大
な
労
力
を
必
要
と
す
る
場
合
―
―
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

24 時間体制の
集中治療部（ＩＣＵ）

集中治療部長　平
ひら

尾
お

 収
おさむ
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主
に
口
か
ら
気
管
に
管
を
挿
入
し
、
人
工
呼
吸
器
に
接
続
し
ま
す
。
管
を
使
わ
ず
に
、
マ
ス
ク

を
ぴ
っ
た
り
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
て
人
工
呼
吸
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

２
．
血
液
浄
化
装
置
（
写
真
２
）

血
液
浄
化
と
は
、
体
液
の
是
正
、
病
因
物
質
の
除
去
を
目
的
と
す
る
治
療
法
で
血
液
透
析
を
は

じ
め
、
血け

っ

漿し
ょ
う

交
換
、
吸
着
療
法
な
ど
の
体
外
循
環
治
療
で
す
。

こ
れ
は
本
来
、
腎
臓
や
肝
臓
が
主
に
そ
の
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
臓
器
が
機
能

不
全
に
陥
っ
た
り
、
機
能
不
全
で
な
く
と
も
そ
の
処
理
能
力
を
超
え
る
状
態
に
な
っ
た
り
し
た
場

合
に
使
用
し
ま
す
。

３
．
経
皮
的
心
肺
補
助
装
置
（
写
真
３
）

一
般
的
に
遠
心
ポ
ン
プ
と
膜
型
人
工
肺
を
用
い
た
閉
鎖
回
路
の
人
工
心
肺
装
置
に
よ
り
、
主
に

大だ
い
た
い腿

動
静
脈
経
由
で
心
肺
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

心
臓
と
肺
の
両
方
を
補
助
す
る
の
で
、
心
不
全
・
呼
吸
不

全
の
両
方
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
長
期
間
使
え
る

も
の
で
は
な
い
た
め
、
回
復
の
見
込
め
る
急
性
疾
患
が
適
応

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
血
栓
・
空
気
塞そ

く
せ
ん栓

・
出
血
・
足
の
血
行
悪
化
・
感

染
・
脈
管
の
損
傷
な
ど
装
着
中
の
合
併
症
も
多
く
、
装
着
中

は
注
意
深
い
観
察
が
必
要
で
す
。

写真１　人工呼吸器写真２　血液浄化装置

写真３　経皮的心肺補助装置
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最
先
端
機
器
を
導
入
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２
０
１
２
年
６
月
に
当
セ
ン
タ
ー
で
最
初
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
内
視
鏡
下
前
立
腺
全
摘
手
術
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
初
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
脳
神
経
外
科
の
手
術
室
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
①
手

狭
②
脳
神
経
外
科
緊
急
手
術
の
施
行
困
難
③
機
器
の
出
し
入
れ
が
煩
雑
―
―
と
い
う
理
由
で
新
手
術

室
の
増
設
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
手
術
室
内
の
看
護
師
・
医
師
の
休
憩
室
を
壊
し
て
、
13

年
６
月
に
当
セ
ン
タ
ー
13
番
目
の
手
術
室
が
完
成
し
ま
し
た
。
２
部
屋
の
休
憩
室
を
手
術
室
に
改
造

し
た
た
め
、室
内
に
太
い
柱
の
あ
る
珍
し
い
手
術
室
で
す
（
写
真
）。
部
屋
の
壁
は
淡
い
ピ
ン
ク
色
で
、

明
る
い
雰
囲
気
の
手
術
室
で
す
。
隣
に
９
番
手
術
室
が
あ
り
、
13
と
９
と
い
う
数
字
が
並
ぶ
こ
と
を

避
け
る
た
め
、
壁
の
色
に
ち
な
み
「
さ
く
ら
」
と
い
う
手
術
室
名
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
手
術
室
に
は
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
外
科
手
術
シ
ス
テ
ム
の
三
つ
の
大
き
な
機
器
、

サ
ー
ジ
ャ
ン
コ
ン
ソ
ー
ル
、
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
カ
ー
ト
、
そ
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
カ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
術
室
は
泌
尿
器
科
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
前
立
腺
全
摘
手
術
だ
け

で
な
く
、
消
化
器
外
科
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
直
腸
・
結
腸
切
除
術
に
も
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
腎
臓
や
膀
胱
の
手
術
、
子
宮
や
卵
巣
の
手
術
に

も
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
井
照
明
や
無
影
灯
は
、
従

来
の
蛍
光
灯
や
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
天
井
照
明
や
無
影
灯
に
切

り
替
わ
っ
て
消
費
電
力
が
減
り
、
交
換
の
手
間
も
省
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。麻
酔
器
、生
体
モ
ニ
タ
ー
、手
術
台
な
ど
も
最
先
端
の
機
器
が
導
入
さ
れ
、

よ
り
一
層
安
全
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ロボット支援手術室とは？
麻酔科主任部長　西

にしむら

村 信
しん

哉
や

写真　ロボット支援手術室
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繊
細
な
操
作
で
切
除
・
吻ふ

ん
ご
う合

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

手
術
室
の
「
さ
く
ら
ル
ー
ム
」
に
あ
るdaV

inci

と
い
う
器
械
が
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
行
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
い
っ
て
も
ス
イ
ッ
チ
を
押
せ
ば
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
動
的
に
手
術
を
し
て
く
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
の
体
内
に
挿
入
さ
れ
た
鉗か

ん

子し

と
い
う
器
械
を
、
術
者
が
モ
ニ
タ
ー
を

見
な
が
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
遠
隔
操
作
を
し
な
が
ら
、
患
部
を
取

り
除
い
た
り
、
吻
合
操
作
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

写
真
の
よ
う
に
術
者
は
左
の
奥
の
コ
ン
ソ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
で
３

Ｄ
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
器
械
を
操
作
し
て
い
ま
す
。
術
者
は
拡

大
さ
れ
た
き
れ
い
な
画
像
を
見
な
が
ら
、
人
間
以
上
に
可
動
域
の

広
い
器
械
を
使
う
の
で
繊
細
な
手
術
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
体
内

に
は
滅
菌
さ
れ
た
器
械
し
か
入
ら
な
い
の
で
、
極
め
て
清
潔
に
手

術
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

当
院
で
は
泌
尿
器
科
で
こ
の
ロ
ボ
ッ

ト
を
使
っ
て
前
立
腺
全
摘
術
（
保
険
収

載
済
み
）
や
、
腎
が
ん
に
対
す
る
腎
部

分
切
除
術
、
膀
胱
が
ん
に
対
す
る
膀
胱

全
摘
術
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
消
化
器

外
科
で
も
大
腸
が
ん
手
術
に
使
用
し
て

い
ま
す
。

ロボット手術とは？
診療局長　山

やまぐち

口 誓
せい

司
じ

写真１　手術室の風景

写真２　 サージャンコーソールで
手術を行っている術者

写真３　 ペイシェントカートと助
手（手術している現場）
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外
科
手
術
＆
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
い
う
言
葉
は
、
二
つ
以
上
の
異
質
の
も
の
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
指
し
、

私
た
ち
は
外
科
手
術
と
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
を
行
っ
て

い
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
は
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
に
よ
る
大
動
脈
瘤り

ゅ
う

の
治
療
で
す
（
１
０
２
ペ
ー
ジ
参
照
）。

今
後
増
え
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
経け

い

カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
置ち

換か
ん

術じ
ゅ
つ

（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
、
95
ペ
ー
ジ

参
照
）
で
す
。
ま
た
脳
神
経
外
科
領
域
や
整
形
外
科
領
域
で
も
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
を
行
う
の

に
適
し
た
疾
患
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
を
す
る
た
め
に

は
、
清
潔
で
全
身
麻
酔
が
可
能
な
手
術
室
の
中
に
、
自

由
自
在
に
動
く
透
視
装
置
（
Ｘ
線
で
カ
テ
ー
テ
ル
が
映

る
装
置
）
や
Ｃ
Ｔ
装
置
、
Ｘ
線
が
通
る
手
術
台
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
最
新
の
手
術
を
行
う
こ
と
で
、
出
血
量

を
減
ら
し
、
手
術
時
間
を
短
く
し
て
患
者
さ
ん
の
身
体

的
負
担
を
軽
減
し
、
手
術
の
リ
ス
ク
を
下
げ
、
入
院
期

間
を
短
く
す
る
な
ど
、
患
者
さ
ん
に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
生
じ
ま
す
。

患者さん本位の
ハイブリッド手術室

心臓血管外科主任部長　白
しら

川
かわ

 幸
ゆき

俊
とし

写真　当センターのハイブリッド手術室
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放
射
線
科
医
は
診
断
と
治
療
に
分
か
れ
ま
す
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

放
射
線
科
と
聞
い
て
ま
ず
皆
さ
ん
が
思
い
浮
か
べ
る
の
は
Ｘ
線
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
る
放
射
線

技
師
だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
放
射
線
科
医
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ

う
か
？

放
射
線
科
の
仕
事
は
「
診
断
」
と
「
治
療
」
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。
診
断
は
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ

Ｉ
と
い
っ
た
検
査
、
Ｘ
線
撮
影
な
ど
の
画
像
診
断
で
、
治
療
は
が
ん
な
ど
の
放
射
線
治
療
で
す
。

そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
の
医
師
が
い
ま
す
。
放
射
線
診
断
専
門
医
と
放
射
線
治
療
専
門
医
で
す
。

放
射
線
治
療
専
門
医
は
文
字
通
り
、
が
ん
の
放
射
線
治
療
の
専
門
家
で
す
。
治
療
の
副
作
用
な

ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
ど
こ
の
部
位
に
ど
れ
だ
け
の
放
射
線
量
を
ど
の
よ
う
に
当
て
る
か
と
い
っ

た
治
療
の
計
画
を
立
て
た
り
、
治
療
中
の
経
過
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
す
。

放
射
線
診
断
専
門
医
（
画
像
診
断
専
門
医
） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

国
内
の
放
射
線
科
医
の
じ
つ
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
放
射
線
診
断
専
門
医
で
、
主
な
仕
事
は

「
読ど

く
え
い影

」
で
す
。
読
影
と
は
放
射
線
技
師
が
撮
っ
て
く
れ
た
Ｘ
線
写
真
や
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
核
医
学

検
査
な
ど
の
画
像
を
見
て
診
断
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
病
気
の
診
断
は
、そ
の
人
の
体
質
や
遺
伝
、

環
境
因
子
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
合
わ
せ
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
画
像
の
読
影
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
画
像
診
断
が
診
療
に
占
め
る
割
合
は
大
き
く
、
各
診
療
科
の
医
師
か
ら
画
像

診
断
の
専
門
家
と
し
て
の
意
見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
そ
こ
で
画
像
診
断
専
門

医
は
「
医
師
の
た
め
の
医
師
（D

octor's　

doctor
）」
と
呼
ば
れ
た
り
も
し
ま
す
。

放射線科医って、
何をする人？
画像診断科主任部長　川

かわもと

本 誠
せいいち

一
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画
像
診
断
は
、
た
だ
装
置
に
任
せ
て
撮
影
し
て
い
れ
ば
、
診
断
可
能
な
写
真
が
撮
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
造
影
剤
と
い
う
薬
を
使
っ
て
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
撮
影
を
す
る
場
合
に
、

造
影
剤
の
量
、
撮
影
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
撮
影
回
数
な
ど
が
適
切
で
な
い
と
、
診
断
可
能
な
写
真
は

撮
れ
ま
せ
ん
。
目
的
に
応
じ
て
適
切
な
撮
影
計
画
を
立
て
る
こ
と
も
、
放
射
線
科
診
断
医
の
大
事

な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
専
門
家
と
し
て
各
科
の
医
師
に
画
像
診
断
の
進
め
方
に
つ
い
て
助

言
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
細
い
管
を
血
管
の
中
に
入
れ
て
血
管
の
様
子
を
撮
影
す
る
血

管
造
影
と
い
う
検
査
も
、
放
射
線
科
診
断
医
の
仕
事
で
す
。
こ
の
血
管
造
影
の
手
技
を
応
用
し
て
、

が
ん
に
栄
養
を
送
る
動
脈
に
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
直
接
抗
が
ん
剤
を
入
れ
た
り
、
詰
め
物
を
し
て
が

ん
を
兵
糧
攻
め
に
し
た
り
、
外
傷
や
消
化
管
出
血
な
ど
の
出
血
を
止
め
た
り
す
る
Ｉ
Ｖ
Ｒ
（
イ
ン

タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
ー
）
と
い
う
治
療
的
診
療
分
野
も
放
射
線
診
断
専
門
医
が
行
っ

て
い
ま
す
。
近
年
、
こ
の
領
域
は
放
射
線
科
の
３
番
目
の
専
門
分
野
（
Ｉ
Ｖ
Ｒ
専
門
医
）
と
し
て

大
き
く
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

放
射
線
診
断
専
門
医
は
直
接
、
患
者
さ
ん
に
か
か
わ
る
こ
と
が
少
な
く
、
皆
さ
ん
に
は
な
じ
み

が
薄
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
画
像
診
断
の
専
門
家
と
し
て
各
診
療
科
の
医
師
か
ら
頼
ら

れ
る
存
在
な
の
で
す
。
日
本
の
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
診
断
装
置
の
普
及
率
は
世
界
一
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
画
像
診
断
専
門
医
の
数
は
必
ず
し
も
こ
れ
を
充
足
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
そ
の
病
院
に
放
射
線
科
医
が
い
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
病
院
が
良
い
病
院
か
ど
う
か
の
判

断
材
料
の
一
つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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長
足
の
進
化
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

近
年
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
Ｉ
Ｔ
の
進
歩
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
医
療
の
分
野
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
医
用
画
像
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、描
出
が
困
難
だ
っ
た
人
の
体
の「
機

能
」
や
「
代
謝
」
を
画
像
化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
手
術
で
体
を
開
け
る
こ
と
な
く
が
ん
に
栄
養
を
与
え
る
血
管
を
ふ
さ
ぎ
、
狭
く
な
っ
た

血
管
を
広
げ
る
な
ど
診
断
技
術
と
治
療
技
術
が
融
合
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
患
者

さ
ん
が
体
へ
の
少
な
い
負
担
で
安
全
に
検
査
や
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

―
そ
ん
な
時
代
が

幕
を
開
け
た
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
よ
く
受
診
す
る
検
査
、
と
く
に
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、

そ
し
て
が
ん
診
療
で
期
待
さ
れ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
に
つ
い
て
最
新
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
検
査
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｘ
線
の
利
用
法
と
し
て
最
も
進
化
し
た
の
が
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
で
す
。
最
新
の
装
置
で
は
、
造
影

剤
を
注
入
し
な
が
ら
高
速
撮
影
す
る
と
、
が
ん
な
ど
の
疾
患
を
は
じ
め
動
脈
や
静
脈
の
様
子
が
映

し
出
さ
れ
ま
す
。
手
術
前
な
ど
に
そ
れ
ら
を
立
体
化
（
３
Ｄ
／
写
真
１
）
し
、
手
術
計
画
や
手
術

中
の
道
標
（
道
し
る
べ
）
と
し
て
安
全
な
治
療
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
心
臓
が
動
く
様
子
を
立
体

的
に
観
察
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
、
四
次
元
（
４
Ｄ
）
検
査
の
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

画像診断の "今

"

医療技術部長　船
ふなはし

橋 正
まさ

夫
お

画像診断科技師長　安
あ べ

部 勝
かつひと

人
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磁
石
の
力
や
性
質
を
利
用
し
て
体
内
の
様
子
を
調
べ
る
の
が
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
す
。
放
射
線
を
使

わ
な
い
の
で
被
ば
く
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
造
影
剤
を
使
う
こ
と
な
く
心
臓
や
血
管
の
形

態
を
描
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真
２
）。
と
く
に
近
年
で
は
、
脳
梗
塞
の
診
断
は
も
と
よ
り
、

脳
虚
血
の
検
出
に
有
用
な
脳
酸
素
代
謝
、
脳
機
能
を
解
明
す
る
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
、

臓
器
の
機
能
や
代
謝
を
画
像
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
は
、
が
ん
細
胞
が
正
常
細
胞
に
比
べ
て
多
く
の
ブ
ド
ウ
糖
を
取
り
込
む
こ
と
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
糖
と
微
量
な
放
射
線
を
放
出
す
る
フ
ッ
素
１
８
１
を
足
し
合
わ
せ
て
体

内
に
投
与
し
、
体
内
で
ブ
ド
ウ
糖
が
代
謝
さ
れ
る
様
子
を
画
像
化
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ

と
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
Ｃ
Ｔ
が
一
体
型
と
な
っ
た
装
置
で
、
一
度
の
撮
影
で
全
身
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
（
写

真
３
）
と
Ｃ
Ｔ
画
像
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ

画
像
で
は
、
が
ん
の
大
き
さ

や
「
ど
れ
ほ
ど
活
発
か
」
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
Ｃ
Ｔ

画
像
と
合
わ
せ
て
診
断
す
る

こ
と
で
、
そ
の
詳
細
な
位
置

や
範
囲
が
鮮
明
に
描
出
で
き

ま
す
。

が
ん 

肺
血
管 

写真２　ＭＲＩ画像（心臓） 写真１　ＣＴ３Ｄ画像

写真３　ＰＥＴ
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感
染
症
を
扱
う
微
生
物
検
査
室
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

病
院
の
臨
床
検
査
部
門
に
属
す
る
検
査
室
で
、
感
染
症
の
原
因
菌
を
特
定
し
、
そ
の
病
原
菌
に

有
効
な
抗
菌
薬
を
検
索
す
る
こ
と
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

微
生
物
検
査
室
は
臨
床
検
査
技
師
と
い
う
国
家
資
格
を
取
得
し
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
臨
床
検
査
技
師
は
血
液
や
尿
の
成
分
を
調
べ
る
検
体
検
査
や
心
電
図
検
査
、
超
音
波
検
査

な
ど
を
行
う
生
理
検
査
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
い
ま
す
が
、
感
染
症
に
特
化
し
た
知
識
と

技
術
を
持
っ
た
人
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
が
微
生
物
検
査
室
な
の
で
す
。

微
生
物
検
査
室
で
扱
う
感
染
症
の
中
で
も
と
く
に
重
要
な
感
染
症
で
あ
る
食
中
毒
に
関
し
て
、

原
因
微
生
物
と
予
防
方
法
を
臨
床
検
査
技
師
の
立
場
で
紹
介
し
ま
す
。

食
中
毒
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

食
中
毒
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
辞
書
を
引
く
と
、
こ
の
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

「
有
毒
物
質
の
含
ま
れ
た
飲
食
物
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
中
毒
症
状
」。
原
因
と
な
る

有
毒
物
質
は
毒
キ
ノ
コ
や
フ
グ
毒
な
ど
の
自
然
毒
か
ら
、
エ
タ
ノ
ー
ル
や
農
薬
な
ど
の
化
学
物
質
、

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
微
生
物
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
病
原
微
生
物
に
よ
る
食
中
毒
は
発
生
件
数
の
90
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
堺
市

や
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
で
の
集
団
食
中
毒
な
ど
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
、

皆
さ
ん
の
記
憶
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
事
例
は
、
腸
管
出
血
性
（
病
原
性
）
大
腸
菌
と
呼
ば
れ
る
細
菌
が
原
因
の
食
中
毒

微生物検査室の仕事
――年中無休の食中毒

臨床検査科主任　藤
ふじわら

原 守
まもる
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で
し
た
。

「
表
」
に
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
微
生
物
の
名
前
と
特
徴
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
大

き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
や
病
原
性
大
腸
菌
な

ど
の
細
菌
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

い
ず
れ
も
人
間
の
目
に
は
見
え
な
い
小
さ
な
微
生
物
で
す
が
、
非
常
に
速
く
増
殖
し
、
ほ

ん
の
少
し
体
に
入
っ
た
だ
け
で
も
中
毒
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
は
同
じ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
構
造
や
増
え
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
点

で
、
ま
っ
た
く
の
別
の
生
き
物
で
す
。
こ
の
た
め
、
抗
生
物
質
は
細
菌
に
は
効
果
が
あ
り
ま

す
が
、
ウ
イ
ル
ス
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

年
中
、
食
中
毒
の
危
険
―
夏
の
細
菌
、
冬
の
ウ
イ
ル
ス
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

微
生
物
が
原
因
と
な
る
食
中
毒
は
、
自
然
毒
や
化
学
物
質
が
原
因
の
食
中
毒
と
は
異
な
り
、

流
行
期
と
い
う
も
の
が
存
在
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
で
別
々
の
季
節
に
流
行

す
る
と
い
う
特
徴
も
見
ら
れ
ま
す
（
図
）。

夏
場
は
、
細
菌
性
の
食
中
毒
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
こ
の
原
因
は
、
温
度
・
湿
度
の
上
昇

で
す
。
細
菌
は
、
高
温
多
湿
（
気
温
25
度
以
上
、
湿
度
70
％
以
上
）
で
増
殖
速
度
が
上
が
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
の
夏
は
、
細
菌
に
と
っ
て
最
高
の
季
節
な
の
で
す
。

逆
に
冬
場
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
の
食
中
毒
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
多
く

が
低
温
・
低
湿
（
気
温
15
〜
18
度
以
下
、
湿
度
40
％
以
下
）
を
好
む
た
め
で
す
。
冬
場
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
の
も
こ
の
た
め
で
す
。

◎＝高頻度の症状、○＝低頻度の症状

微生物名 原因となる食べ物 潜伏期間 水様便 血便 粘液便 発熱 嘔吐 吐き気 腹痛
O157 肉類（加工食肉）、水耕野菜 ２～８日 ○ ◎  ○ ○  ◎
そのほかの病原性大腸菌 肉類（加工食肉）、水耕野菜 1～数日 ◎  ○ ○ ○ ○ ○
カンピロバクター属 鶏肉、肉類、鶏卵 1～10日 ○ ○ ○ ○ ○  ○
サルモネラ属 鶏卵、肉類 １～５日 ○ ○ ○ ◎ ○  ○
黄色ブドウ球菌 弁当など（調理者を介して） 1～５時間 ◎    ◎ ○ ○
腸炎ビブリオ 生食魚介類 12～24時間 ○ ○  ○ ◎  ◎
セレウス菌 米などの穀物 1～１６時間 ○    ○ ○ ○
ポツリヌス菌 缶詰、瓶詰、蜂蜜 １８時間前後     ○ ○
ウェルシュ菌 大量調理で食前不加熱 8～22時間 ○    ○  ○
赤痢菌 飲料水 １～５日 ○ ◎ ◎ ○   ○
コレラ菌 飲料水、魚介の生食 1～５日 ○    ○  
ノロウイルス 食物、糞便、吐しゃ物 １～３日 ○   ○ ○  ○
ロタウイルス 食物、糞便、吐しゃ物 1～３日目 ◎    ○  ○

症状
表　食中毒の原因と症状
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細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
で
流
行
の
時
期
が
あ
り
、
夏
と
冬
で
す
み
分
け
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
が
、
こ
れ

ら
が
原
因
で
食
中
毒
を
発
症
す
る
人
間
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
で
は
一
年
中
、
食
中
毒
は
流
行
し

て
い
て
、
わ
た
し
た
ち
は
「
年
中
無
休
」
で
食
中
毒
の
危
険
に
直
面
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
す
。

こ
う
し
て
防
ぐ
！ 

食
中
毒
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

微
生
物
に
よ
る
食
中
毒
は
、
季
節
に
よ
っ
て
原
因
が
異
な
る
の
で
す
か
ら
、
予
防
す
る
に
は
季

節
ご
と
に
対
策
を
と
れ
ば
い
い
の
で
す
。

夏
場
は
細
菌
が
原
因
と
な
る
の
で
、
口
に
入
れ
る
食
べ
物
に
付
着
し
て
（
中
に
含
ま
れ
て
）
い

る
細
菌
の
数
を
減
ら
し
ま
す
。

対
策
は
、
牛
肉
や
鶏
肉
な
ど
を
生
の
ま
ま
食
べ
な
い
、
肉
や
魚
の
調
理
の
際
に
は
十
分
加
熱
す

る
（
75
度
、
１
分
）、
室
温
に
放
置
し
た
食
べ
物
を
口
に
入
れ
な
い
、
料
理
を
す
る
前
に
は
し
っ
か

り
手
を
洗
い
細
菌
を
洗
い
落
す
―
―
な
ど
で
す
。

冬
場
は
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
食
中
毒
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
食
物
に
付
着
し
た
（
中
に

含
ま
れ
る
）
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
に
加
え
て
、
周
囲
の
感
染
者
か
ら
排
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
も
含
ま
れ
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
手
や
喉
な
ど
に
付
着
し
、
そ
の
後
、
食
物
と
と
も
に
体

内
に
取
り
込
ま
れ
て
食
中
毒
を
発
症
し
ま
す
。

予
防
方
法
と
し
て
は
、
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
の
生
食
を
避
け
る
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
手
洗
い

や
う
が
い
を
す
る
、
家
の
中
の
湿
度
を
高
め
に
保
つ

―
な
ど
が
有
効
で
す
。

食
中
毒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

（発生件数）

ウイルス

国立感染症研究所　
感染症発生動向調査を一部改編

細菌

冬 冬夏

１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月（２０１３年）（発生月）

図　微生物による食中毒発生件数（2012年）
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自
然
毒
や
化
学
物
質
が
原
因
の
食
中
毒
で
は
、
原
因
物
質
の
摂
取
後
す
ぐ
に
症
状
が
現
れ
る
こ

と
が
多
く
、
下
痢
で
は
な
く
神
経
症
状
や
激
し
い
嘔お

う

吐と

が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
出
た
場
合
は
直
ち
に
病
院
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
原
因
物
質
に
よ
っ
て
治
療
・
処
置
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
原
因
と
思
わ
れ
る
物
質

を
医
師
や
看
護
師
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

微
生
物
が
原
因
の
食
中
毒
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
下
痢
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。
原
因
病
原

体
に
よ
っ
て
は
、
腹
痛
や
発
熱
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

下
痢
症
状
が
現
れ
た
場
合
は
、
脱
水
に
気
を
つ
け
て
、
水
分
を
十
分
取
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
こ
の
際
の
注
意
点
で
す
が
、
腸
管
の
運
動
を
抑
制
す
る
下
痢
止
め
薬
の
使
用
は
避
け
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
薬
の
効
果
に
よ
っ
て
、
病
原
菌
や
病
原
菌
の
作
り
出
す
毒
素
が
腸
管
内
に
停
滞
す
る

時
間
が
長
く
な
り
、
毒
素
の
体
内
吸
収
を
促
進
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

病
原
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
、
周
囲
の
人
た
ち
に
伝
染
す
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
本
人
の
症
状
を

和
ら
げ
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲
へ
の
感
染
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
い
ち
早
く
病
院
で
診

察
を
受
け
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。
診
察
の
際
に
は
、
数
日
間
の
食
事
に
関
し
て
、
で
き
る
限
り

医
師
に
伝
え
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
感
染
症
の
専
門
医
に
よ
る
最
適
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
微

生
物
検
査
室
の
メ
ン
バ
ー
も
、
陰
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
る

と
、
う
れ
し
い
で
す
。
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「
持
参
薬
」
っ
て
何
で
し
ょ
う
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

持
参
薬
と
は
、
患
者
さ
ん
が
普
段
使
っ
て
い
て
入
院
時
に
持
っ
て
来
ら
れ
る
薬
の
こ
と
で
す
。

種
類
別
に
挙
げ
る
と
、
錠
剤
・
カ
プ
セ
ル
剤
・
水
薬
な
ど
の
内
服
薬
、
貼
り
薬
・
塗
り
薬
・
目
薬

な
ど
の
外
用
薬
、
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
・
ホ
ル
モ
ン
剤
な
ど
の
注
射
薬
が
あ
り
ま
す
。

入
院
患
者
さ
ん
の
約
70
％
が
普
段
、
何
ら
か
の
薬
を
使
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近

は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
を
使
う
機
会
が
増
え
て
い
る
た
め
、
医
療
関
係
者
も

薬
の
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
は
何
に
効
く
薬
か
ピ
ン
と
こ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

薬
の
使
い
方
に
は
注
意
が
必
要
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

薬
の
規
格
（
錠
剤
、
カ
プ
セ
ル
や
貼
付
剤
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
薬
の
成
分
量
）
に
は
い
ろ
い

ろ
あ
っ
て
、
使
い
方
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
同
じ
成
分
で
も
含
ま
れ
る
量
が
違
う
と
、
１
週

間
に
１
回
、
２
週
間
に
１
回
、
１
か
月
に
１
回
使
用
す
る
薬
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
３
日
間
連
続
使
用
し
た
後
休
薬
す
る
も
の
、
３
日
に
１
回
使
用
す
る
も
の
、
あ
る
い
は

１
週
間
単
位
の
投
与
量
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
曜
日
を
決
め
て
使
用
す
る
も
の
な
ど
も
あ
り
、

使
用
す
る
と
き
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
内
服
の
錠
剤
に
も
普
通
の
錠
剤
、
口
腔
内
崩
壊
錠
（
Ｏ

Ｄ
錠
）、
舌
下
錠
、
バ
ッ
カ
ル
錠
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

飲
み
合
わ
せ
な
ど
も
要
注
意
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

複
数
の
病
院
や
診
療
所
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
街
の
薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス

持参薬の管理と服薬指導
薬局長　室

むろ

井
い

 政
まさ

子
こ
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ト
ア
な
ど
で
市
販
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
）
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
買
っ
て
飲
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

複
数
の
病
院
や
診
療
所
で
薬
を
処
方
し
て
も
ら
っ
て
い
る
場
合
、
お
薬
手
帳
を
そ
れ
ぞ
れ
の
と

こ
ろ
で
提
示
し
な
け
れ
ば
、
相
互
作
用
（
飲
み
合
わ
せ
）
の
あ
る
薬
や
、
よ
く
似
た
成
分
の
薬
が

処
方
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
薬
手
帳
は
、
患
者
さ
ん
に
処
方
さ
れ
た
薬
の
名
前
や
飲
む
量
、

回
数
、
飲
み
方
、
注
意
す
る
こ
と
な
ど
を
記
録
す
る
た
め
の
手
帳
で
す
。
災
害
や
事
故
、
旅
先
で

の
容
体
の
急
変
な
ど
、
緊
急
の
場
合
に
も
医
師
の
判
断
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
薬
に
よ
っ
て
は
市
販
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
食
べ
物
や
飲
み
物
と
相
互
作
用
を
引
き
起

こ
す
も
の
も
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
飲
み
続
け
て
い
る
こ
と
が
時
々

見
ら
れ
ま
す
。

病
棟
薬
剤
師
が
行
う
持
参
薬
管
理
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

病
棟
に
い
る
薬
剤
師
は
、
患
者
さ
ん
が
入
院
さ
れ
た
と
き
に
、
紹
介
状
や
お
薬
手
帳
を
参
考
に
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
含
め
た
全
て
の
持
参
薬
や
市
販
薬
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
確
認
を

し
ま
す
。
同
時
に
副
作
用
歴
や
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
薬
に
対
す
る
疑
問
や
不
安
な
点
に
つ
い
て
も
お

伺
い
し
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
服
用
量
や
服
用
方
法
、
継
続
し
て
服
薬
す
る
か
ど
う
か
、
ほ
か
の
薬
に
変
え
る

か
ど
う
か
、
一
時
的
に
中
止
す
る
薬
が
あ
る
か
ど
う
か
、
な
ど
に
つ
い
て
主
治
医
と
調
整
し
ま
す
。

「
服
薬
指
導
」
っ
て
何
で
し
ょ
う
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

使
用
す
る
薬
が
決
定
し
た
ら
、
薬
剤
師
が
入
院
患
者
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
直
接
伺
い
、
服
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用
薬
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
適
正
に
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
応
じ
た
服
薬
指
導
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
．
高
齢
の
患
者
さ
ん
の
場
合

高
齢
の
患
者
さ
ん
は
、
だ
ん
だ
ん
と
嚥え

ん

下げ

困
難
（
薬
が
飲
み
込
み
に
く
く
な
る
）
な
状
況
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
錠
剤
を
溶
か
し
て
飲
む
方
法
「
簡
易
懸
濁
法
」
や
、

服
薬
補
助
剤
で
飲
み
や
す
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
散
薬
へ
の
処
方
変
更
の
ご
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

ま
た
、
肝
臓
や
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
た
り
、
体
内
の
水
分
量
が
少
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る

た
め
、
副
作
用
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
の
で
、
頻
繁
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

２
．
小
児
の
患
者
さ
ん
の
場
合

小
児
の
患
者
さ
ん
に
は
服
薬
す
る
目
的
や
用
法
・
用
量
な
ど
に
つ
い
て
、
年
齢
に
応
じ
た
説
明

を
し
て
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
味
や
量
、
ざ
ら
つ
き
感
な
ど
に
よ
っ
て
服
薬
を
拒
否
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
服
薬
補
助
剤
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
な
が
ら
、
適
正
な
服
薬
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

３
．
が
ん
の
患
者
さ
ん
の
場
合

使
用
す
る
薬
に
よ
っ
て
は
副
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
副
作
用
に
つ
い
て

は
あ
ら
か
じ
め
十
分
説
明
し
ま
す
。

手話や筆談でお薬の説明や相談が
　　　　　　　必要な方は、
　　　　　　　お気軽にご利用ください

当センター薬局には
聴覚障がい者の薬剤師が勤務しています

まずは薬局窓口で薬剤師をお呼びください
なお、業務の都合で不在となる時間もありますのでご了承ください

図　聴覚障がいの患者さんの場合
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ま
た
、
事
前
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
副
作
用
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

４
．
聴
覚
障
が
い
の
患
者
さ
ん
の
場
合

当
セ
ン
タ
ー
の
薬
局
に
は
聴
覚
障
が
い
の
薬
剤
師
が
い
ま
す
の
で
、
手
話
や
筆
談
で
薬
の
説
明

や
ご
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
）。

５
．
視
覚
障
が
い
の
患
者
さ
ん
の
場
合

点
字
薬
袋
の
使
用
な
ど
に
よ
り
、
正
し
く
服
薬
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
向
上
の
た
め
に
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
と
は
、
患
者
さ
ん
が
積
極
的
に
治
療
方
針
の
決
定
に
参
加
し
、
そ
れ
に
し
た

が
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
薬
物
療
法
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
、
患
者
さ
ん
が

ど
れ
だ
け
薬
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

薬
剤
師
は
患
者
さ
ん
が
薬
を
服
用
す
る
目
的
や
服
用
上
の
注
意
事
項
を
正
し
く
理
解
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
が
向
上
す
る
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
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周
術
期
管
理
チ
ー
ム
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中
央
手
術
室
に
は
13
の
手
術
室
が
あ
り
、
16
人
の
麻
酔
科
医
、
54
人
の
手
術
室
看
護
師
、
８
人

の
臨
床
工
学
技
士
（
Ｍ
Ｅ
）、お
よ
び
薬
剤
師
、放
射
線
技
師
か
ら
成
る
チ
ー
ム
（
周
術
期
管
理
チ
ー

ム
）
で
あ
な
た
の
手
術
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
取
り
違
え
、
手
術
部
位
の
取
り

間
違
え
が
な
い
よ
う
に
何
重
も
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
麻
酔
や
手
術
が
安
全
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
２
０
０
９
年
に
定

め
た
外
科
安
全
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
使
っ
て
い
ま
す
。
麻
酔
導
入
前
、
手
術
開
始
前
、
手
術
室
退
室
前

に
手
を
止
め
て
、
外
科
系
医
師
、
麻
酔
科
医
、
手
術
室
看
護
師
で
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
確
認
し
ま
す
。

手
術
中
の
患
者
さ
ん
を
チ
ー
ム
一
丸
で
守
る
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お
な
か
の
手
術
の
主
流
は
、
お
な
か
を
大
き
く
開
け
る
手
術
（
開
腹
手
術
）
か
ら
内
視
鏡
を
使
っ

て
小
さ
い
傷
で
行
う
手
術
（
腹ふ

く
く
う腔

鏡き
ょ
う

手
術
）
へ
移
っ
て
き
て
い
ま
す
。
腹
腔
鏡
手
術
は
お
な
か
を

ガ
ス
で
膨
ら
ま
せ
て
行
う
た
め
、
昔
は
半
身
麻
酔
（
脊
髄
く
も
膜
下
麻
酔
）
で
行
っ
て
い
た
手
術

で
も
全
身
麻
酔
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

全
身
麻
酔
中
は
意
識
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
手
術
中
に
咳せ

き

を
し
て
体
が
動
く
と
危
険
な
の
で
咳
を

し
な
く
す
る
よ
う
に
筋
肉
を
弛し

緩か
ん

す
る
薬
（
筋
弛
緩
薬
）
を
使
用
し
ま
す
。
全
身
麻
酔
は
、
意
識

を
失
わ
せ
て
呼
吸
も
止
め
て「
ほ
っ
て
お
け
ば
死
ん
で
し
ま
う
」と
い
う
危
険
な
行
為
な
わ
け
で
す
。

そ
の
間
、
人
工
呼
吸
を
行
い
患
者
さ
ん
の
命
を
守
っ
て
い
る
の
が
麻
酔
科
医
で
す
。

意
識
の
な
い
患
者
さ
ん
の
安
全
な
術
中
管
理
を
行
う
た
め
に
は
、
生
体
モ
ニ
タ
ー
（
血
圧
、
心

一丸となって守る、手術の安全
――周

しゅうじゅつ

術期
き

管理チームの仕事
麻酔科主任部長　西

にしむら

村 信
しん

哉
や

集中治療部長　平
ひら

尾
お

 収
おさむ
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電
図
、体
温
、呼
吸
パ
タ
ー
ン
、酸
素
濃
度
、麻
酔
薬
濃
度
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
）
が
必
要
で
す
。

酸
素
や
麻
酔
ガ
ス
を
流
し
、
人
工
呼
吸
を
行
う
装
置
が
麻
酔
器
で
す
。

生
体
モ
ニ
タ
ー
や
麻
酔
器
は
Ｍ
Ｅ
の
手
で
保
守
点
検
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
が
故

障
す
れ
ば
命
に
か
か
わ
り
ま
す
の
で
、
Ｍ
Ｅ
の
役
割
は
重
要
で
す
。
ま
た
、
最
近
施
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
の
点
検
や
準
備
も
Ｍ
Ｅ
が
行
っ
て
い
ま
す
。

手
術
室
看
護
師
は
清
潔
な
ガ
ウ
ン
を
着
用
し
、
外
科
医
が
必
要
と
す
る
メ
ス
や
鉗か

ん

子し

か
ら
内
視
鏡
に
至
る

ま
で
清
潔
手
術
器
具
の
受
け
渡
し
を
し
ま
す
。
手
術
に
よ
る
負
担
で
具
合
の
悪
い
反
応
が
出
な
い
よ
う
に
、

ま
た
長
時
間
同
じ
体
位
を
保
つ
た
め
褥じ

ょ
く

瘡そ
う

（
床
ず
れ
）
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。

手
術
が
終
了
す
れ
ば
、
手
術
部
位
の
確
認
の
た
め
の
Ｘ
線
写
真
を
撮
影
し
ま
す
。
こ
の
撮
影
は

放
射
線
技
師
が
手
術
室
に
来
て
行
い
ま
す
。
手
術
、
麻
酔
に
必
要
な
麻
酔
薬
・
局
所
麻
酔
薬
・
血

管
作
動
薬
な
ど
の
薬
剤
は
、
薬
剤
師
が
患
者
さ
ん
ご
と
に
カ
ー
ト
で
準
備
し
ま
す
。
手
術
室
で
の

麻
薬
管
理
も
薬
剤
師
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

繰
り
返
し
ま
す
。
手
術
は
外
科
医
が
行
い
ま
す
が
、
手
術
室
で
は
麻
酔
科
医
、
手
術
室
看
護
師
、

臨
床
工
学
技
士
、
薬
剤
師
、
放
射
線
技
師
か
ら
成
る
周
術
期
管
理
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
、
あ

な
た
の
手
術
中
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
の
で
す
（
図
）。

術
後
の
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
の
集
中
治
療
部
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
で
は
、
年
間
８
０
４
件
（
２
０
１
２
年
）
の
入
室
が
あ
り
、

大
手
術
後
の
患
者
さ
ん
が
90
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
は
集
中
治
療
専
門
医
や
麻
酔
科
専
門

医
が
常
駐
し
て
お
り
、
手
術
か
ら
引
き
続
い
て
術
後
の
患
者
さ
ん
の
回
復
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

麻
酔
科
医

手
術
室
看
護
師

臨
床
工
学
技
士

薬
剤
師

放
射
線
技
師

メ
デ
ィ
カ
ル
さ
ん

手術侵襲

手術患者

図　チームで守る手術の安全（術中管理）
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般
病
棟
よ
り
も
多
い
看
護
師
、臨
床
工
学
技
士
も
患
者
さ
ん
の
回
復
の
た
め
に
従
事
し
て
い
ま
す
（
写
真
）。

当
該
疾
患
以
外
の
疾
患
を
発
症
し
た
際
に
も
、
併
発
し
た
疾
患
の
専
門
医
が
す
ぐ
に
駆
け
つ
け

て
く
れ
る
こ
と
は
、
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
す
。

術
後
の
中
で
も
、
集
中
治
療
を
要
す
る
こ
と
が
多
い
病
態
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

【
心
臓
血
管
外
科
の
術
後
】

人
工
心
肺
を
使
っ
て
心
臓
の
拍
動
を
一
時
的
に
止
め
る
よ
う
な
手
術
の
場
合
、
術
中
か
ら
気
管

挿
管
・
人
工
呼
吸
が
行
わ
れ
、
麻
酔
が
効
い
て
い
る
状
態
で
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
し
ま
す
。
人
工
心
肺

中
は
低
体
温
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ま
ず
体
を
温
め
た
後
、
心
不
全
や
大
き
な
出
血
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
か
ら
麻
酔
の
薬
を
中
止
し
ま
す
。

無
事
麻
酔
か
ら
覚
醒
し
た
ら
、呼
吸
の
状
態
を
確
認
し
、可
能
で
あ
れ
ば
人
工
呼
吸
か
ら
離
脱
し
ま
す
。

早
期
の
合
併
症
と
し
て
、
出
血
や
、
出
血
し
た
血
液
が
心
臓
を
圧
迫
す
る
心
タ
ン
ポ
ナ
ー
デ
、

心
不
全
、
不
整
脈
、
血
栓
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
兆
候
が
な
い
か
ど
う
か
、
起
こ
っ
た

と
し
て
も
早
期
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
集
中
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
脳
外
科
手
術
後
】

ほ
と
ん
ど
は
手
術
室
で
麻
酔
か
ら
覚
醒
し
た
後
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
し
て
き
ま
す
。脳
を
治
療
す
る
た
め
に
、

頭
蓋
骨
を
切
開
す
る
開
頭
術
の
後
は
、意
識
低
下
や
け
い
れ
ん
が
起
こ
ら
な
い
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

こ
れ
ら
の
合
併
症
が
見
ら
れ
た
ら
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
を
行
っ
た
後
、
再
手
術
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
意
識

レ
ベ
ル
低
下
や
け
い
れ
ん
が
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
気
管
挿
管
・
人
工
呼
吸
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
胸
腔
外
科
の
術
後
】

手
術
室
で
麻
酔
か
ら
覚
醒
し
た
後
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
し
て
く
る
場
合
が
多
い
で
す
。
肺
を
切
除

写真　ICUカンファレンス



第
１7
章

病
院
を
支
え
る
中
央
部
門

431

す
る
よ
う
な
術
式
の
場
合
、
術
後
の
呼
吸
不
全
や
出
血
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
痛
み
が
強
い
場
合

が
多
い
の
で
、
積
極
的
に
鎮
痛
を
行
い
ま
す
。

【
腹
部
外
科
手
術
後
】

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
術
式
と
し
て
、
食
道
が
ん
の
手
術
が
あ
り
ま
す
。
術
後
は

痰た
ん

が
多
い
う
え
に
痰
を
出
す
機
能
が
低
下
す
る
た
め
、
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
積
極

的
に
呼
吸
理
学
療
法
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
理
学
療
法
士
も
治
療
に
参
加
し
、

術
後
の
早
期
回
復
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
腎
臓
移
植
の
術
後
】

手
術
室
で
麻
酔
か
ら
覚
醒
し
た
後
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
し
て
く
る
場
合
が
多
い
で
す
。
術
後
は
、

移
植
腎
の
機
能
低
下
が
な
い
か
ど
う
か
を
注
意
深
く
観
察
し
て
い
ま
す
。
輸
液
、
電
解
質
管
理
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

【
耳
鼻
咽
喉
科
・
歯
科
口
腔
外
科
の
術
後
】

口
・
喉
・
気
管
の
手
術
が
行
わ
れ
た
場
合
、
窒
息
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
術
式
に
よ
っ
て
は
、
手

術
室
か
ら
気
管
挿
管
・
人
工
呼
吸
が
行
わ
れ
、
麻
酔
が
効
い
て
い
る
状
態
で
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
し
ま
す
。

窒
息
の
危
険
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
麻
酔
を
止
め
て
人
工
呼
吸
を
中
止
し
、
気
管
に
入
っ
て

い
る
管
を
抜
き
ま
す
。
窒
息
の
危
険
が
続
く
場
合
に
は
、
気
管
切
開
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
手
術
を
す
る
科
の
医
師
以
外
に
も
、
麻
酔
科
医
、
集
中
治
療
医
、
看
護
師
、
臨

床
工
学
技
士
、理
学
療
法
士
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
て
患
者
さ
ん
の
術
中
・
術
後
の
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
。
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
リ
ハ
ビ
リ
）
と
は
、
障
害
を
も
っ
た
人
が
も
う
一
度
、
元
の
生

活
に
回
復
し
て
い
く
過
程
を
指
し
て
い
ま
す
。
病
院
で
行
わ
れ
る
治
療
全
体
も
そ
の
過
程
に
あ
り
、

全
て
の
病
院
職
員
が
リ
ハ
ビ
リ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

そ
れ
で
は
医
療
の
中
で
の
リ
ハ
ビ
リ
科
の
役
割
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

病
気
や
け
が
で
入
院
す
る
と
、
安
静
か
ら
始
ま
り
、
栄
養
や
薬
、
手
術
な
ど
の
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
ほ
と
ん
ど
の
対
応
が
受
身
の
治
療
で
す
。
患
者
さ
ん
は
自
ら
動
く
こ
と
が
少

な
く
な
り
、「
廃は

い
よ
う用

症
候
群
」
と
呼
ば
れ
る
身
体
機
能
の
低
下
が
重
な
っ
て
、
生
活
を
す
る
う
え
で

の
障
害
を
多
く
抱
え
て
し
ま
い
ま
す
。

も
う
一
度
生
活
を
始
め
る
の
に
欠
け
て
い
た
の
は
何
か
？
―
―
そ
れ
が
運
動
だ
と
分
か
り
、
運

動
を
治
療
の
手
段
と
し
て
加
え
る
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
リ
ハ
ビ
リ
が
生
ま
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

私
た
ち
リ
ハ
ビ
リ
科
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
患
者
さ
ん
が
生
活
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
活
動
性
を

獲
得
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
患
者
さ
ん
自
身
が
受
け
身
で
な
く
、
自

ら
働
き
掛
け
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
に
は
３
種
類
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

病
院
で
行
わ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
種
類
に
は
三
つ
あ
り
、
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
療

法
士
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
理
学
療
法
士
は
座
る
、
立
つ
、
歩
く
な
ど
の
基
本
的
な
動
作
の
障
害
を
中
心
に
活
動

あなたのリハビリ、支えます！
――セラピストの仕事

リハビリテーション科技師長　大
おおたに

谷 直
なおひろ

寛
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し
ま
す
。
ま
た
、
作
業
療
法
士
は
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
の
活
動
を
作
業
と
し
て
捉
え
、
応
用
的
な
動

作
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
言
語
聴
覚
士
は
、
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
食
べ

る
と
い
う
摂
食
・
嚥え

ん

下げ

機
能
の
障
害
に
対
処
し
ま
す
。

一
人
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
三
つ
の
療
法
を
行
う
際
に
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
密
に
連
携
し
あ
っ
て

活
動
し
ま
す
。

発
症
直
後
か
ら
回
復
期
ま
で
携
わ
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

私
た
ち
の
病
院
の
特
徴
は
、
救
急
医
療
か
ら
成
る
高
度
急
性
期
病
床
、
多
く
の
専
門
医
療
部
門

か
ら
成
る
急
性
期
病
床
、
さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
科
の
回
復
期
病
床
ま
で
あ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
中
で
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
発
症
直
後
か
ら
回
復
期
ま
で
の
病
期
を
連
続
し
て
担
当
で
き
ま
す
。

連
続
し
て
み
て
い
く
疾
患
は
主
に
身
体
機
能
に
著
し
く
障
害
を
伴
い
や
す
い
脳
血
管
障
害
、
脊
髄

損
傷
、
頭
部
外
傷
、
重
度
の
骨
折
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を
と
く
に
リ
ハ
ビ
リ
科
の
重
点
疾
患
と
し

て
考
え
、
発
症
後
３
日
以
内
か
ら
担
当
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
科
に
は
回
復
期
病
床
に
当
た
る
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
と
障
害
者
施
設
等
一
般
病
棟
が
あ
り

ま
す
。
前
者
で
は
脳
血
管
障
害
に
よ
る
片か

た

麻ま
ひ痺

患
者
さ
ん
を
中
心
に
、
後
者
で
は
大
阪
府
の
政
策
的
な
医
療
対

象
で
あ
る
脊
髄
損
傷
、頭
部
外
傷
、神
経
難
病
の
患
者
さ
ん
が
入
院
し
、リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い
ま
す
（
表
１
）。

連
携
か
ら
生
ま
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
効
果
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
リ
ハ
ビ
リ
を
効
率
良
く
行
う
た
め
の
重
要
な
条
件
と
し
て
、
医
師
・

看
護
師
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
な
ど
多
職
種
間
の
連
携
が
あ
り
ま
す
。
一
日
の
中
で
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
の
時

脳血管
障害

83 19 24 87 24 237

26 13 17 57 320207

脊髄
損傷

頭部
外傷

重度の
骨折等

神経
難病

その
他 合計区分

回復期リハビリ
テーション病棟

障害者施設等
一般病棟

理学療法
作業療法
言語聴覚療法運動

手術 安静入
院

栄養 薬

表1　リハビリテーション科病棟の新患依頼人数 　
　　　（2013年 11月～2014年 10月）

図1　 医療の中のリハビリ
テーション



病
院
を
支
え
る
中
央
部
門

434

第
１7
章

間
帯
だ
け
が
リ
ハ
ビ
リ
で
は
な
い
の
で
す
。
連
携
し
な
が
ら
病
院
職
員
全
員
が
患
者
さ
ん
の
生
活

能
力
を
高
め
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
で
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
リ
ハ
ビ
リ

科
で
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
チ
ー
ム
編
成
し
て
各
病
棟
や
診
療
科
に
専
属
配
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
一

般
病
棟
の
年
間
新
患
依
頼
数
の
約
85
％
を
こ
の
チ
ー
ム
内
で
担
当
し
て
い
ま
す
（
表
２
）。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
病
棟
側
と
の
連
携
が
強
ま
り
、
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
も
迅
速
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
連
携
の
輪
に
は
患
者
さ
ん
や
家
族
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

病
気
や
け
が
の
後
の
生
活
づ
く
り
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
害
を
抱
え
、
思
っ
た
よ
う
に
動
け
ず
、
今
ま
で
の
身
体
感
と
は
異
な
っ

た
状
態
で
生
活
す
る
の
は
大
変
で
す
。
こ
の
状
況
下
で
も
う
一
度
動
き
を
学
ん
で
生
活
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
が
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
役
割
で
す
。

で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
科
の
重
点
疾
患
を
含
む
重
要
な
疾
患
に
つ
い
て
順
次
、
特
徴
的
な
問
題
と
か

か
わ
り
方
を
説
明
し
ま
す
。

１
．
高
度
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
継
続

(1)
脳
損
傷

脳
血
管
障
害
や
頭
部
外
傷
に
よ
る
脳
損
傷
で
は
、
損
傷
し
た
脳
の
反
対
側
の
手
足
に
運
動
や
感

覚
の
麻
痺
を
起
こ
し
片
麻
痺
と
呼
ば
れ
る
障
害
を
呈
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
患
者
さ
ん
が
救
急
搬
送
さ
れ
る
と
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
急
性
期
治
療
と
同
時
に
平
均
３

日
以
内
の
早
期
か
ら
担
当
し
、
回
復
期
の
病
棟
ま
で
重
点
的
に
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
し
ま
す
。
脳
機

能
の
回
復
の
た
め
に
は
少
し
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
運
動
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
で
す
。

            グループ別チーム編成 医師 PT※1 OT※2 ST※3            年間新患依頼
  （人） （人） （人） （人） （人） ％
 神経内科・脳神経外科  3   581 18.0
 救急診療科  2   430 13.3
 心臓内科・心臓外科  2   466 14.5
一般病棟 がん疾患  3   628 19.5
 整形外科     560 17.4
 精神科  8   78 2.4
 その他の診療科     479 14.9
 一般病棟合計  18 4 3 3222 100%
回復期リハビリテーション病棟  8 7 3 238
障害者施設等一般病棟  4 3 1 320
　　　　　　　　　　　　全体総合計 7 30 14 7 3780

※1 PT：理学療法士　　※2 OT：作業療法士　　※3 ST：言語聴覚士

表2　グループ別チーム編成と新患依頼人数 （2013年11月～2014年10月）
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ま
た
脳
損
傷
の
後
、
意
識
や
運
動
に
障
害
が
残
ら
な
く
て
も
、
退
院
後
、
仕
事
や
学
業
に
つ
い

て
い
け
な
い
な
ど
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
一
つ
の
こ
と
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
ら
れ
な
い
、
頼
ま
れ
た
こ
と
や
約
束
を
忘
れ
る
、

指
示
さ
れ
な
け
れ
ば
行
動
で
き
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
く
一
つ
の
こ
と
に
こ
だ
わ
る
、
な
ど
の

変
化
を
起
こ
す
場
合
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
高こ

う

次じ

脳の
う

機き

能の
う

（
運
動
や
感
覚
機
能
で
は
説
明
で
き
な
い
言
語
・
動
作
・
認
知
に
か
か

わ
る
脳
機
能
全
て
を
指
す
）
の
障
害
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
２
）。

リ
ハ
ビ
リ
科
で
は
、
受
傷
や
発
症
の
状
況
に
よ
り
入
院
当
初
か
ら
高
次
脳
機
能
の
評
価
を
行
い

ま
す
。
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
記
憶
や
注
意
機
能
に
対
し
て
訓
練
を
実
施
し
、
身
体
同
様
、
認

知
機
能
の
賦ふ

活か
つ

や
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
高
次
脳
機
能
回
診
を
実
施
し
、
状
況
に
合
っ

た
リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
な
ど
を
チ
ー
ム
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
大
阪
府
高
次
脳
機
能
障
が
い
及
び
そ
の
関
連
障
害
に
関
す
る
支
援
普
及
事
業
」
に
参
画

し
、「
高
次
脳
機
能
障
が
い
支
援
拠
点
機
関
・
医
療
部
門
」
と
し
て
、
入
院
中
の
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
地

域
へ
の
移
行
支
援
ま
で
を
一
貫
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

(2)
脊
髄
損
傷

脊
髄
は
、
主
に
脳
か
ら
の
命
令
を
筋
肉
に
伝
え
る
運
動
神
経
と
、
痛
み
や
触
覚
な
ど
の
体
の
感
覚
を
脳

に
伝
え
る
感
覚
神
経
か
ら
成
り
ま
す
。
外
傷
に
よ
り
強
い
衝
撃
を
脊
髄
に
受
け
る
と
、
場
所
に
よ
っ
て
障

害
の
重
症
度
は
異
な
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
損
傷
部
位
よ
り
下
に
運
動
と
感
覚
の
麻
痺
が
出
ま
す
。

障
害
の
程
度
に
関
し
て
は
、
運
動
お
よ
び
感
覚
神
経
の
伝
達
が
ま
っ
た
く
消
失
す
る
完
全
型
か
ら
、

損
傷
部
位
に
一
部
機
能
が
残
存
す
る
不
完
全
型
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
運
動
や
感
覚
の
障
害
だ
け
で

さっき、何て言われたっけ？

課題を終わらせるのに、すごく
時間がかかるようになった、
途中でやめてしまう

何も、やる気がおこらない

物音が気になって、落ち着かない

すぐに、眠くなる。
疲れやすくなった

人の話を聞いていても、何を言って
いるのか、内容が分からない、
ついていけない

何しに、ここに来たんだろう？

図 2　高次脳機能障害の問題
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は
な
く
排
尿
、
排
便
、
呼
吸
、
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
障
害
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脊
髄
損
傷
の
リ
ハ
ビ
リ
で
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
い
か
に
早
期
か
ら
運
動
を
開
始
す
る
か
で
す
。

ま
ず
ベ
ッ
ド
か
ら
離
れ
て
起
き
だ
す
こ
と
（
離り

床し
ょ
う

）
を
心
が
け
、
車
い
す
に
座
る
こ
と
か
ら
、
で

き
れ
ば
立り

つ

位い

を
と
る
よ
う
に
し
ま
す
（
写
真
１
、２
、３
）。
離
床
が
遅
れ
る
と
筋
力
低
下
や
関
節
拘こ

う

縮し
ゃ
く

、
起
立
性
低
血
圧
、
褥じ

ょ
く

瘡そ
う

（
床
ず
れ
）
を
引
き
起
こ
す
か
ら
で
す
。

次
に
損
傷
を
受
け
て
い
な
い
筋
力
や
関
節
の
柔
軟
性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
脊
髄
損
傷
に
な

る
と
生
活
様
式
が
か
な
り
変
わ
る
た
め
、
残
存
し
て
い
る
機
能
を
最
大
限
に
使
用
し
て
、
起
居
や

移
動
の
動
作
、
食
事
や
排
泄
、
着
替
え
の
動
作
な
ど
を
練
習
し
ま
す
。

ま
た
、
障
害
に
応
じ
た
住
宅
改
修
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
こ
と
を
医
師
・

看
護
師
・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
共
に
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

(3)
重
度
の
四し

し肢
外
傷
（
多
部
位
骨
折
、
複
雑
骨
折
、
感
染
の
併
発
）

当
セ
ン
タ
ー
に
は
重
症
の
四
肢
外
傷
患
者
さ
ん
が
入
院
し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早
期
か
ら
活

動
が
再
開
で
き
る
よ
う
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
早
期
か
ら
の
運
動
は
仕

方
を
間
違
う
と
さ
ら
に
損
傷
を
強
め
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

動
か
し
て
は
い
け
な
い
期
間
、
工
夫
す
れ
ば
動
か
せ
る
場
合
、
方
向
に
よ
っ
て
は
動
か
し
て
も

良
い
場
合
な
ど
、
明
確
な
判
断
が
必
要
で
す
。
手
術
例
と
保
存
的
治
療
例
の
ど
ち
ら
も
、
主
治
医

と
綿
密
に
相
談
し
て
余
計
な
安
静
期
間
を
避
け
る
た
め
の
運
動
方
法
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

２
．
が
ん
患
者
さ
ん
を
支
え
る
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
が
ん
は
発
症
の
確
率
が
高
い
病
気
と
な
り
ま
し
た
。
が
ん
の
治
療

に
は
手
術
、
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
治
療
で
も
、
身
体
を
消
耗
し

写真１　リハビリテーション室

写真３　 頸髄損傷患者さん
の立位練習

写真２　 頸髄損傷患者さんの
車いす移乗
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な
が
ら
行
わ
れ
、
必
ず
体
力
は
低
下
し
ま
す
。

治
療
中
、
い
か
に
体
力
を
落
と
さ
な
い
か
が
在
宅
生
活
を
営
め
る
か
ど
う
か
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

セ
ラ
ピ
ス
ト
は
、
患
者
さ
ん
が
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
、
苦
痛
を
少
な
く
し
て
運
動
で
き
る

機
会
を
つ
く
り
、
体
力
を
少
し
で
も
高
め
る
よ
う
支
え
ま
す
。

現
在
、
が
ん
で
入
院
す
る
全
患
者
さ
ん
の
18
％
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
25
％
ま
で
増
や

し
て
対
応
す
る
予
定
で
す
。

３
．
手
術
の
翌
日
か
ら
始
ま
る
リ
ハ
ビ
リ

手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
は
早
期
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
手
術
翌
日
に
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
て
動
き
出
す

こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
離
床
が
う
ま
く
い
く
と
、
術
後
合
併
症
が
予
防
で
き
、
体
力
低
下
を

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
、
早
期
退
院
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
離
床
の
お
手
伝
い
す
る
の
も
セ
ラ
ピ
ス
ト
で
す
。
現
在
、
外
科
や
心
臓
外
科
、
整
形
外
科

の
予
定
手
術
患
者
さ
ん
の
ほ
ぼ
全
員
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
（
表
３
）。

４
．
寝
た
き
り
は
怖
い
廃
用
症
候
群

ど
ん
な
病
気
や
け
が
で
も
、
動
か
な
い
こ
と
で
身
体
の
活
動
量
は
減
少
し
、
徐
々
に
筋
力
や
持

久
性
、
柔
軟
性
、
協
調
性
な
ど
の
運
動
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
本
来
は
こ
の
変
化
も
身
体
の
正
常

反
応
で
す
が
、
極
端
な
場
合
は
病
的
と
な
り
廃
用
症
候
群
と
い
う
病
名
に
な
り
ま
す
。

「
寝
て
い
る
の
が
楽
」
と
ば
か
り
に
過
ご
す
と
、
そ
の
う
ち
本
当
に
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
廃
用
症
候
群
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
第
一
で
す
が
、
が
ん
疾
患
、
感
染
症
、
心
疾

患
、
呼
吸
器
疾
患
な
ど
で
や
む
な
く
発
症
し
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
病
状
を
慎
重
に
読
み
取
っ

て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
動
け
る
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

がん 大腸 胃 乳腺 肝臓 食道 膵臓 その他 合計

外科 143 117 21 28 22 22 31 384

心臓血管
 大動脈瘤

心臓血管
外科

 

101 56 52 8 2 8 13 240

骨関節 膝関節 股関節 腰部 頸部 骨折 　　その他  合計

整形外科 169 155 94 44 52 　　　　45  559

虚血性
心疾患

心臓
弁膜症

   弁膜症+
虚血性
心疾患

弁膜症+
大動脈瘤

末梢
動脈疾患 その他 合計

表 3　外科・心臓血管外科・整形外科から手術目的で依頼された患者数
　 （2013年 11月～2014年 10月） 
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病
気
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ａ
さ
ん
（
70
歳
代
）
は
糖
尿
病
で
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
し
な
が
ら
、子
ど
も
と
の
同
居
を
断
っ
て
、

一
人
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
突
然
脳
梗
塞
を
発
症
し
て
緊
急
入
院
と
な
り
、
後
遺

症
で
左
麻ま

ひ痺
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
宅
に
帰
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
い
の
で
す
が
、
帰
る
に
は
、
誰
か
に
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
や

日
々
の
食
事
準
備
、
買
い
物
、
お
風
呂
の
介
助
を
し
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
一
人
で
は
立

ち
上
が
り
が
難
し
い
の
で
、
ベ
ッ
ド
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
は
、
病
院
の
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
介
護
保
険
を
申
請
し
、
要
介
護
３

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
決
め
、
か
か
り
つ
け
医
と
訪
問
看
護
師
の
訪
問

を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
自
宅
で
療
養
生
活
を
送
る
環
境
を
整
え
て
、
住
み
慣
れ
た
わ
が
家
に
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
は
、
よ
い
相
談
員
と
巡
り
会
え
た
こ
と
で
、
病
気
や
障
が
い
が
残
っ
て
も
自
宅
で
の
生

活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
つ
で
も
こ
の
よ
う
に
う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
病
気
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
日
頃

か
ら
在
宅
療
養
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
（
図
１
） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

か
か
り
つ
け
医
と
は
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
最
初
に
診
察
を
受
け
、
相
談
が
で
き
る
地
域
の

お
医
者
さ
ん
の
こ
と
で
す
。
日
常
的
な
診
療
の
ほ
か
に
も
、
家
族
一
人
ひ
と
り
の
病
気
の
予
防
や
、

備えあれば憂いなし！
「在宅準備はお済みですか」

患者総合支援センター副所長　春
はるおか

岡 登
と し こ

志子

９階東病棟看護師長　玉
たまもり

森 道
みち

子
こ
　患者総合支援センター総括主査　岡

おかもと

本 みどり
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健
康
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
て
く
れ
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
は
皆
さ
ん
の
近
く
に
い
て
、
ど
ん
な
病
気
で
も
、
い
つ
で
も
診
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、皆
さ
ん
の
疑
問
に
も
丁
寧
に
対
応
し
、納
得
の
い
く
治
療
方
針
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
入
院
や
精
密
検
査
、
高
度
の
専
門
治
療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
症
状
に
応
じ
て
ふ

さ
わ
し
い
医
療
機
関
、
専
門
医
に
紹
介
を
し
て
く
れ
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
と
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
で
き
ま
す
。
待
ち
時
間
も
比
較

的
短
く
、
受
診
の
手
続
き
も
簡
単
で
、
健
康
の
不
安
に
対
し
て
も
気
軽
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る

家
族
全
員
の
心
強
い
味
方
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
は
、
次
に
挙
げ
る
ポ
イ
ン
ト
を
目
安
に
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

話
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
、
信
頼
感
が
あ
る
、
相
性
が
良
い
、
こ
れ
ま
で
の
病
気
の
こ
と
な
ど
を

詳
し
く
聞
い
て
く
れ
る
、
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
具
合
の
悪
い
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
診
て
く
れ
る
、

分
か
り
や
す
い
言
葉
で
話
し
て
く
れ
る
、
診
断
が
つ
か
な
い
と
き
は
、「
分
か
ら
な
い
」
と
言
い
、

専
門
医
を
紹
介
し
て
く
れ
る
―
―
な
ど
で
す
。

あ
な
た
と
家
族
が
地
域
で
健
康
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

介
護
保
険
が
利
用
で
き
る
方

☆
65
歳
以
上
で
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
で
常
に
介
護
が
必
要
な
方
（
要
介
護
者
）

家
事
や
身
支
度
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
方
（
要
支
援
者
）

急性期医療や高度な専門医療を依頼

症状安定経過観察を依頼

かかりつけ医の中で
当センターの医師と共同で
診察・指導にあたっていた
だける地域の医師を登録医
といいます

かかりつけ医
いつでも
どこでも
なんでも

まず診てもらえる
相談できる！
あなたのお医者さん

かかりつけ医は地域医療連携室でご相談ください

図 1　かかりつけ医をもちましょう
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☆
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
、
老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
以
下
の
病
気
（
16
種
類
の
特
定
疾
病
、

表
１
）
に
よ
り
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方

介
護
保
険
を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
（
図
２
） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ま
ず
は
市
区
町
村
役
所
の
介
護
保
険
課
や
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
要
介
護
認
定
を
受
け
ま
す
。
申
請
か
ら
認

定
ま
で
１
か
月
近
く
要
し
ま
す
。
認
定
後
も
状
況
に
応
じ
て
区

分
変
更
が
で
き
ま
す
。

要
支
援
の
人
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
、
要
介
護
の
人

は
介
護
保
険
事
業
所
と
契
約
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
表
２
）。

た
だ
し
、
介
護
度
に
よ
っ
て
利
用
限
度
額
が
あ
り
、
１
割
の

自
己
負
担
が
必
要
で
す
。 

（
２
０
１
５
年
4
月
時
点
）

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

右
記
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
が
よ

り
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
の
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
利
用
す
る
た
め
に
も
、
申
請

は
早
め
に
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

末期がん

関節リウマチ

筋萎縮性側索硬化症

後縦靭帯骨化症

骨折を伴う骨粗しょう症

初老期における認知症

パーキンソン病

脊髄小脳変性症

脊柱管狭窄症

早老症

多系統萎縮症

糖尿病性神経障害・腎症・網膜症

脳血管疾患

閉塞性動脈硬化症

慢性閉塞性肺疾患

両側の膝関節・股関節に著しい変形を伴う変形関節症

表1　老化が原因とされる16種類の病気

利用者

市区町村の窓口

要介護認定

自立

介護保険外の市区町村サービス 介護予防事業 介護予防サービス 介護サービス

要支援1～2

介護予防ケアプラン ケアプランの作成（ケアマネージャー）

要介護1～5 介護サービスが必
要と判定された人

介護予防サービス
が必要な人

本人または家族、
ケアマネージャーが申請

申請書類を提出

認定調査
調査員による訪問調査

１次判定　コンピューターによる判定 2次判定　介護認定調査会による判定

主治医意見書
主治医がいない場合は窓口に相談

図２　介護サービスの利用手続き
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見
直
さ
れ
る
在
宅
療
養
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

40
年
ほ
ど
前
は
８
割
の
方
が
自
宅
で
最
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
８
割
の
方

が
病
院
で
最
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
人
生
の
最
後
は
自
分
ら
し
く
、
自
宅

で
過
ご
し
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
き
て
お
り
、
医
療
者
も
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

家
族
と
過
ご
す
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
、
在
宅
療
養
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
退
院
後
も
自
宅
で
医
療
を
継
続
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
酸
素
吸

入
や
痰た

ん

の
吸
引
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
、
点
滴
や
胃
ろ
う
の
管
理
な
ど
が
あ
る
場
合
は
訪
問
診

療
や
訪
問
看
護
を
受
け
、
日
常
生
活
の
援
助
や
家
事
援
助
が
必
要
な
場
合
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
で
、
安
心
で
安
全
な
生
活
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

在
宅
療
養
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
方
や
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
全
て
の
年
代
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

在
宅
療
養
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

病
状
が
安
定
し
医
師
か
ら「
そ
ろ
そ
ろ
退
院
で
す
」と
言
わ
れ
て「
こ
ん
な
状
態
で
家
に
帰
っ

て
大
丈
夫
な
の
？
」
と
戸
惑
っ
て
い
る
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
入
院
中
の
ケ

ア
を
自
宅
で
継
続
す
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
、
介
護
力
の
不
足
か
ら
、
自
宅
で
の
療
養
が
厳

し
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
在
宅
で
利
用
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、

患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
に
、
退
院
後
の
安
心
し
た
療
養
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
っ
て
い
た

サービス利用内容

自宅

福祉用具の貸与

福祉用具購入費支給

住宅改修費支給

手すり、スロープ、歩行器、歩行補助杖、車イス、特殊寝台、床ずれ防止用具、
体位変換機、認知症老人徘徊感知機器、自動排泄処理装置（要介護４・５）

腰掛け便座、入浴補助用具（入浴用イス、手すり、すのこなど）、
自動排泄処理装置の交換可能部品、簡易浴槽、移動用リフトのつり具

①手すりの取り付け  ②段差の解消  ③滑りの防止、移動の円滑化などのため
の床・通路面の材料の変更  ④開き戸から引き戸などへの扉の取り換え
⑤和式から洋式への便器の取り換えなど

1割負担

年間10万円まで購入
（1割　自己負担）
利用限度額は20万円
（1割　自己負担）

そのほかのサービス

訪問介護・訪問入浴介護・訪問看護・訪問リハビリ・居宅療養管理指導・夜間対応型訪問介護定期巡回・随時対応型訪問介護看護など

通所 通所介護 ( デイサービス )・通所リハビリテーション ( デイケア )・短期入所生活介護 ( ショートステイ )・認知症対応型通所介護など

入所
通所・訪問・泊り
などの複合型

老人保健施設・特別養護老人ホーム・認知症対応型共同生活介護 ( グループホーム )・小規模特別養護老人ホームなど

小規模多機能型居宅介護、複合型サービス（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）

表2　介護保険のサービス



病
院
を
支
え
る
中
央
部
門

442

第
１7
章

だ
い
て
い
ま
す
。

在
宅
医
探
し
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

在
宅
で
療
養
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
、
訪
問
診
療
を
し
て
く
れ
る
在
宅
医
（
か
か
り
つ

け
医
）
を
も
つ
と
安
心
で
す
。
一
般
に
往
診
と
は
、
通
院
で
き
な
い
患
者
さ
ん
の
求
め
に
応

じ
て
緊
急
的
に
診
察
を
す
る
こ
と
で
す
が
、
訪
問
診
療
で
は
定
期
的
に
訪
問
し
診
察
し
ま
す
。

医
療
処
置
が
多
い
場
合
な
ど
は
と
く
に
在
宅
医
（
か
か
り
つ
け
医
）
が
必
要
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
訪
問
看
護
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
退
院
し
て
か
ら
容
態
が
急
変
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」「
薬
を
間
違
え
ず
に
き
ち
ん
と
飲

め
る
か
し
ら
？
」「
一
人
で
も
自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
の
？
」「
吸
引
や
、
点
滴
の
管
理

な
ど
、
療
養
生
活
を
考
え
る
と
、
と
て
も
心
配
。
ど
う
し
よ
う
？
」
な
ど
の
不
安
は
、
訪
問

看
護
師
さ
ん
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

訪
問
看
護
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
在
宅
療
養
に
関
す
る
心
配
や
不
安
が
軽
減
す
る
だ
け
で

な
く
、
病
状
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
介
護
保
険
を
利
用
す
れ
ば
、
費
用
は
１
割

負
担
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
病
状
に
よ
り
医
療
保
険
の
利

用
も
可
能
で
す
。

退
院
前
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

退
院
が
決
ま
る
と
入
院
中
に
、
患
者
さ
ん
と
家
族
、
主
治
医
・
看
護
師
・
患
者
相
談
支
援

かかりつけ医
定期的に訪問診療し緊急時などに対応します

ケアマネージャー
どのような在宅サービスが必要か計画を立てます

訪問看護師
在宅医と連携し療養の世話や医療処置を行います ホームヘルパー

訪問して日常生活の介護や家事の援助を行います

福祉用具貸与
ベッド・車椅子・歩行器など

訪問リハビリ

図３　在宅サービスにかかわるメンバー
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セ
ン
タ
ー
職
員
・
在
宅
医
・
訪
問
看
護
師
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
、
患
者
さ
ん
に
か
か
わ
る

メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に
会
し
て
、
在
宅
療
養
に
向
け
た
会
議
（
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
を
開
き
ま
す
（
図

３
）。病

院
で
行
っ
て
い
る
医
療
や
看
護
を
そ
の
ま
ま
在
宅
療
養
に
当
て
は
め
る
の
で
は
な
く
、
で
き

る
限
り
シ
ン
プ
ル
に
、
か
つ
患
者
さ
ん
の
生
活
や
環
境
に
合
わ
せ
た
医
療
や
看
護
が
で
き
る
よ
う

に
ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
が
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
家
族
の
介
護
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
支
援
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

「
病
気
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
」「
最
期
は
自
宅
で
看
取
り
た
い
」
―
―

そ
ん
な
思
い
が
あ
れ
ば
在
宅
療
養
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
時
に
な
っ
て
困
ら
な
い
よ
う
に
、
普
段
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
や
介
護
保
険
の
申
請
な
ど
、

在
宅
準
備
を
進
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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病
院
を
包
む
網
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

病
院
に
は
、
建
物
を
す
っ
ぽ
り
包
む
大
き
な
網
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
病
院
の
要
所
要

所
に
結
び
目
が
あ
り
、
結
び
目
を
つ
な
ぐ
線
は
壁
の
後
ろ
や
天
井
裏
に
隠
れ
て
い
ま
す
。
病
院
の

活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
の
網
は
、
何
で
し
ょ
う
？

そ
れ
は
、
病
院
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
同
士
を
つ
な
い
で
情
報
を
伝
え
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

す
（
写
真
１
）。
院
内
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
上
を
ひ
っ
き
り

な
し
に
信
号
が
流
れ
て
い
ま
す
。

情
報
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

さ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
伝
え
る
「
情
報
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。「
敵
情
を
報
知
す
る
」
か
ら

つ
く
ら
れ
た
「
情
報
」
と
い
う
言
葉
は
、「
伝
え
る
こ
と
で
、
受
け
手
の
知
識
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
が
ら
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
代
社
会
で
は
、な
に
を
す
る
に
も
、「
人
」
と
「
も
の
」
と
「
お
金
」
に
加
え
て
「
情
報
」
が
要
り
、

情
報
を
必
要
な
場
所
に
素
早
く
確
実
に
伝
え
る
し
く
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
医
療
の
世
界
も
同
じ

こ
と
で
、情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
病
院
の
大
事
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
基
盤
構
造
）
で
す
。

情
報
を
届
け
る
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
情
報
を
０ゼ

ロ

と
１
が
並
ん
だ
デ
ジ
タ
ル
信
号
と
し
て
処
理
し
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
信
号
を
別
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
送
る
と
き
に
は
、
パ
ケ
ッ
ト
（
小
包
）
と
い
う
か
た
ま
り

情報ネットワークが支える
現代の医療
医療情報部長　森

もり

 隆
たか

比
ひ こ

古
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に
分
け
、
宛
先
を
つ
け
て
送
り
出
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
そ
れ
ら
を
目
的
地
に
適
切
な
経
路
で
届

け
ま
す
。

電
話
線
を
使
っ
て
デ
ジ
タ
ル
信
号
を
伝
え
る
昔
の
装
置
は
、
毎
秒
３
０
０
個
の
０
か
１
を
伝
え

る
も
の
で
、
毎
秒
１
２
０
０
個
送
る
装
置
を
使
っ
た
と
き
は
、
速
さ
に
感
動
し
た
も
の
で
す
。

現
代
の
病
院
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
部
を
流
れ
る
０
と
１
は
、
毎
秒
数
千
万
個
か
ら

一
億
個
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
量
の
信
号
の
流
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
素
早
く

正
確
に
目
的
地
に
届
け
る
の
が
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
大
の
任
務
で
す
。

情
報
を
守
る
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
つ
な
ぐ
機
器
や
使
う
人
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
不
法
な
侵
入
を
防
ぐ

「
認に

ん

証し
ょ
う

」
と
い
う
し
く
み
が
あ
り
ま
す
。
入
り
口
に
門
番
が
立
ち
、
身
分
証
明
書
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

病
院
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
も
、
と
く
に
電
子
カ
ル
テ
や
医
事
会
計
の
情
報
を
扱
う

診
療
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
個
人
の
体
や
病
気
の
情
報
が
流
れ
ま
す
か
ら
、
内
容
が
漏
れ
な
い

よ
う
、
厳
重
な
保
護
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の
病
院
の
診
療
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
国
際
規
準
に

基
づ
く
厳
密
な
接
続
機
器
の
認
証
と
、
非
接
触
型
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
た

利
用
者
の
認
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
診
療
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
要
な
部
分
は
、
１
台
が
故
障
し
て
も
ほ
か
の
機
器
が
自
動

的
に
交
代
す
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
、
無
線
通
信
に
は
高
度
な
暗
号
化
が
さ
れ
ま
す
。
漏
れ
た
り
、

消
え
た
り
、
改
変
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
情
報
を
大
切
に
保
護
し
て
い
る

写真１　 情報ネットワークの中核部のネット
ワーク機器、光ファイバー（上の細
い線）とメタルケーブル（太い線）
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の
で
す
。

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
３
本
の
柱
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

私
た
ち
の
病
院
の
診
療
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
、
医
事
会
計
シ
ス

テ
ム
、
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
３
本
柱
に
、
画
像
診
断
や
臨
床
検
査
、
薬
剤
な
ど
の
情
報
を
扱

う
60
余
り
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
連
携
し
、
病
棟
や
外
来
な
ど
の
診
療
系
パ
ソ
コ
ン
と
病
院
情
報
シ

ス
テ
ム
（
写
真
２
、３
）
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
、
電
子
カ
ル
テ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

電
子
カ
ル
テ
は
、
診
療
の
記
録
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
デ
ジ
タ
ル
信
号
と
し
て
保
存
し
た
も
の

で
す
。
紙
の
カ
ル
テ
と
違
っ
て
、
院
内
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
診
療
の
内
容
や
経
過
を
見
た
り
記

載
し
た
り
で
き
ま
す
。
検
査
や
処
方
を
は
じ
め
、
診
療
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
指
示
や
予
約
も
電
子

カ
ル
テ
に
記
録
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
病
院
で
は
、
診
療
の
工
程
を
標
準
化
し
、
科
学
的
に
管
理
す
る
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
も

電
子
カ
ル
テ
上
に
実
現
し
、
活
用
し
て
い
ま
す
。
な
お
、「
改
ざ
ん
」
を
防
ぐ
た
め
に
、
電
子
カ
ル

テ
は
内
容
を
書
き
換
え
る
と
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
う
変
え
た
か
の
記
録
が
残
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

患
者
さ
ん
が
抱
え
る
問
題
点
ご
と
に
整
理
し
た
記
録
で
科
学
的
に
治
療
を
進
め
よ
う
と
、
ア
メ

リ
カ
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
Ｌ
・
ウ
ィ
ー
ド
医
師
が
、
現
在
の
カ
ル
テ
の
基
本
形
と
な
っ
て
い
る
「
問

題
指
向
型
」
の
診
療
記
録
を
提
唱
し
、
ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
の
「
は
し
り
」
と
も
い
う
べ
き
診
療

写真２　 病院情報システムの基幹のコン
ピューター（サーバー）群と、
情報を保存するディスク装置
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記
録
シ
ス
テ
ム
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
作
っ
た
の
は
１
９
６
０
年
代
の
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
、
電
子
カ
ル
テ
は
、
医
療
の
安
全
確
保
と
効
率
化
、
医
療
チ
ー
ム
の

情
報
共
有
に
世
界
中
で
貢
献
し
て
い
ま
す
。

医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
と
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
の
主
な
仕
事
は
、
診
療
報
酬
の
請
求
に
か
か
わ
る
処
理
で
す
。
以
前
は
紙

に
印
字
し
て
タ
ク
シ
ー
で
運
ん
で
い
た
請
求
明
細
書
は
、
い
ま
で
は
、
病
院
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

か
ら
支
払
基
金
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
暗
号
化
し
て
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
な
ど
の
業
務
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
別
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
取
り
込
み
、
検
索

や
集
計
が
業
務
シ
ス
テ
ム
に
負
荷
を
か
け
ず
に
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
、
デ
ー
タ
の
倉

庫
で
あ
る
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
（
Ｄ
Ｗ
Ｈ
）
で
す
。
私
た
ち
の
病
院
で
は
、
２
種
類
の
Ｄ
Ｗ
Ｈ

を
診
療
統
計
や
臨
床
指
標
の
算
出
、
臨
床
研
究
な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・

私
た
ち
の
病
院
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
い
で
情
報
を
発
信
し
た
り
交
換
し
た
り
す
る

た
め
に
、
診
療
系
と
は
別
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か

ら
発
信
さ
れ
る
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
病
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
に
は
、
病
院
の
あ
ら
ま
し
、
診
療

科
や
部
門
の
特
色
、
ス
タ
ッ
フ
紹
介
や
診
療
実
績
、
病
院
の
行
事
や
地
図
な
ど
、
健
康
管
理
や
受

診
に
役
立
つ
情
報
が
掲
載
さ
れ
、
一
日
お
よ
そ
１
２
０
０
人
が
ご
覧
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
病

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
一
度
「
府
立
急
性
期
」
で
検
索
し
、
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

写真３　 病院情報システムのサーバー群の背
面。ネットワークケーブルがサー
バーを情報システムにつないでいる
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か
な
め
は
情
報
共
有
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

最
近
の
医
療
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
者
が
知
識
と
技
術
を
持
ち
寄
る
「
チ
ー
ム
医
療
」
で
効

果
と
安
全
性
を
高
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
チ
ー
ム
医
療
は
、
メ
ン
バ
ー
が
患
者
さ
ん
の
病
状
や

治
療
計
画
の
情
報
を
共
有
し
な
く
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
情
報
共
有
が
チ
ー
ム
医
療
の
前
提
で

す
。
チ
ー
ム
医
療
を
施
設
間
に
広
げ
た
の
が
医
療
連
携
で
、
や
は
り
か
な
め
は
情
報
共
有
で
す
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
技
術
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
き
っ
ち
り
保
護
し
な
が

ら
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、人
と
人
と
を
つ
な
い
で
今
後
も
情
報
の
共
有
を
進
め
、

医
療
を
支
え
て
ゆ
く
の
で
す
。
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２
０
０
３
年
、
現
在
の
名
称
に
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
は
、
遊
郭
の
健
康
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
駆く

黴ば
い
い
ん院

と
し
て
明
治
初
期
に
設
立
さ
れ
た
起

源
を
も
っ
て
い
ま
す
。
明
治
中
期
か
ら
難
波
に
あ
っ
た
大
阪
府
立
難
波
病
院
が
、
大
正
年
間
に
現
在

地
の
住
吉
村
（
現
・
大
阪
市
住
吉
区
）
に
移
築
さ
れ
、
そ
の
後
多
く
の
自
治
体
病
院
と
ほ
ぼ
同
時
期

の
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
１
月
に
、
大
阪
府
立
病
院
と
改
称
し
て
総
合
病
院
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
度
に
は
創
立
60
年
を
迎
え
ま
す
。
本
書
の
発
行
は
そ
の
記
念
事
業
の

一
つ
で
す
。

03
年
に
、
大
阪
府
立
病
院
か
ら
大
阪
府
立
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
改
称
し
、
06
年
か

ら
地
方
独
立
行
政
法
人
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
幾
度
も
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
16
年
度
は
、
住
吉
市
民
病
院
と
の
機
能
統
合
を
は
じ
め
、
手
術
室
、

内
視
鏡
室
、
化
学
療
法
室
の
大
幅
な
拡
張
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
床
数
も
お
お
よ
そ
１
０
０

床
増
加
し
て
８
６
７
床
と
な
り
、
当
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
大
き
な
発
展
の
年
と
な
り
ま
す
。

め
ざ
す
は
「
府
民
の
安
心
拠
点
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

本
章
で
は
、
現
在
の
当
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
て
い
る
特
徴
あ
る
医
療
施
策
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
府
立
の
病
院
と
し
て
の
主
な
広
域
的
機
能
は
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
府
が

ん
診
療
拠
点
病
院
、
地
域
医
療
支
援
病
院
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
障
が
い
者
医
療
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
す
。

ま
た
、
府
の
医
療
行
政
の
司
令
塔
と
し
て
大
阪
府
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
が
、
府
内
唯
一
の

大阪府立急性期・総合医療センターは、
こんな病院です

院長　吉
よしおか

岡 敏
としはる

治
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基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
災
害
医
療
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
、
そ
し
て
難
病
治
療
拠

点
と
し
て
大
阪
難
病
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
の
合
わ
せ
て
３
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
医
師
の
卒
後
教
育
を
担
う
病
院
と
し
て
、
卒
後
臨
床
研
修
評
価
機
構
の
認
定
を
受
け
、
ま

た
看
護
師
や
薬
剤
師
な
ど
あ
ら
ゆ
る
職
種
の
医
療
界
の
人
材
を
年
間
延
べ
お
よ
そ
１
万
人
（
１
日
お
よ

そ
40
人
）
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
医
師
不
足
の
著
し
い
診
療
科
の
医
師
を
府
内
に
確
保
す
る
た
め
、
府

か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
大
阪
府
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と
併
せ
て
、
教
育
病
院
と
し
て
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
を
基
本
に
、
５
疾
患
（
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患
）、

４
事
業
（
救
急
医
療
、
災
害
医
療
、
周
産
期
医
療
、
小
児
救
急
を
含
む
小
児
医
療
）
お
よ
び
在
宅

医
療
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
医
療
に
お
い
て
府
民
の

安
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
病
院
を
め
ざ
し
て
、
一
層
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
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「
世
界
に
一
つ
」
が
二
つ
も
！
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
の
「
高
度
」
は
全
国
に
31
あ
る
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
異
な
り
、
何
と
世
界

に
一
つ
だ
け
し
か
な
い
も
の
が
二
つ
も
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
イ
ー
ア
ー
ル
（H

ybrid ER

）
で
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
は
、
二
つ

以
上
の
異
質
の
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
目
的
を
成
す
も
の
を
い
い
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
と
は
ガ
ソ
リ
ン
と
電
気
で
動
く
自
動
車
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
最
初
に
搬
入
さ
れ
る
診
察
室
に
、
Ｃ
Ｔ
検
査
診
断
装

置
と
血
管
造
影
機
器
、
そ
し
て
手
術
が
で
き
る
照
明
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
救
急
搬
送
患
者
さ

ん
に
対
し
て
、
場
所
を
移
動
す
る
こ
と
な
く
診
断
と
治
療
が
ほ
ぼ
同
時
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
災
害
時
無
線
患
者
管
理
シ
ス
テ
ム
（
ス
リ
ー
ス
パ
イ
ダ
ー
ズ
、3SPiders

）
で
す
。
地

震
や
列
車
事
故
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
診
察
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
現
場

か
ら
無
線
機
や
電
話
な
ど
の
通
信
手
段
を
使
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
情
報
を
災
害
対
策
本
部
に
伝
達

し
、
本
部
で
そ
れ
を
黒
板
な
ど
に
記
載
し
て
、
ど
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
が
ど
こ
に
、
ど
れ
く
ら
い

い
る
か
を
把
握
し
て
い
ま
し
た
。

ス
リ
ー
ス
パ
イ
ダ
ー
ス
は
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
と
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
、
専
用
の
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
を
簡
素
化
し
ま
し
た（
詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
救
急
診
療
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

こ
の
よ
う
に
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
も
の
が
あ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
日
本
全
国
で
、
こ
こ

だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
や
が
て
世
界
が
私
た
ち
に
追
い
つ
い
て
、
一
つ
だ
け
の
も
の
が
な
く
な
っ

た
と
き
は
…
…
、
ま
た
考
え
て
つ
く
り
ま
す
！

高度救命救急センター
高度救命救急センター長　救急診療科主任部長　藤

ふじ

見
み

 聡
さとし
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頼
れ
る
総
合
病
院
と
は
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
は
国
指
定
の
が
ん
拠
点
病
院
と
し
て
、
①
専
門
的
診
療
機
能
な
ら
び
に
高
度
先
進

医
療
や
新
薬
治
験
を
含
め
た
質
の
高
い
医
療
、
②
が
ん
医
療
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
実
施
体
制
、

③
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
収
集
・
提
供
体
制
、
の
維
持
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
た
が
ん
患
者
さ
ん
は
２
０
１
4
年
の
１
年
間
で
３
４
０
２
人
で
す
。

大
阪
市
の
よ
う
な
大
都
会
に
は
、
指
定
要
件
を
満
た
す
病
院
が
多
数
存
在
し
ま
す
。
が
ん
が
見

つ
か
っ
た
ら
、
ど
こ
の
病
院
に
か
か
る
か
が
大
き
な
関
心
事
と
な
り
ま
す
が
、
自
分
で
調
べ
て
も

分
か
ら
な
い
の
が
普
通
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
発
信
さ
れ
て
い
る
情
報
の
多
く
は
一
面
的
で
、

間
違
い
や
嘘
も
よ
く
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
さ
れ
る
の
が
一
番
で
す
。
そ
し
て
患
者
さ
ん
が
通
い
や
す
い

所
に
「
頼
れ
る
病
院
」
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

が
ん
の
治
療
成
績
は
患
者
さ
ん
の
全
身
状
態
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
が
ん
以
外
に
大
き
な
病
気
が

な
く
治
療
に
制
限
が
か
か
ら
な
い
患
者
さ
ん
が
多
い
と
、治
療
成
績
は
当
然
上
が
り
ま
す
。
し
か
し
、

脳
血
管
障
害
、
心
疾
患
、
腎
機
能
障
害
な
ど
の
合
併
症
を
お
持
ち
の
患
者
さ
ん
の
リ
ス
ク
は
当
然

高
く
な
り
、
ま
た
、
が
ん
の
治
療
過
程
や
治
療
後
の
経
過
観
察
過
程
で
ほ
か
の
重
篤
な
病
気
に
か

か
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

病
院
と
し
て
先
進
的
な
が
ん
医
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、
年
齢
や
複
合
疾
患
の
有
無
な
ど
個
々
の
全

身
状
態
に
応
じ
て
最
も
適
切
な
方
法
で
対
処
で
き
る
、緊
急
事
態
に
も
対
応
で
き
る
―
―
そ
れ
こ
そ
が
「
頼

れ
る
総
合
病
院
」
で
す
。
が
ん
診
療
で
は
先
進
的
な
が
ん
医
療
と
総
合
的
な
医
療
が
常
に
一
体
で
す
。

地域がん診療連携拠点病院
副院長　岩

いわ

瀬
せ

 和
かず

裕
ひろ
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受
診
可
能
な
医
療
機
関
を
知
ら
せ
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
阪
府
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
府
民
か
ら
の
電
話
に
よ
る
医
療
機
関
の
問
い
合
わ
せ
に

対
し
て
、
大
阪
府
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
今
ど
こ
の
病
院
、
ど
こ
の
診
療
所
に
受

診
で
き
る
か
を
伝
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
阪
府
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
約
２
７
０
の
救
急
医
療
機
関
を
含
む
約
５
５
０
の
病

院
と
約
８
５
０
０
の
診
療
所
の
情
報
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
大
阪
府
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー

タ
ー
関
西
（
株
）
が
大
阪
府
の
委
託
を
受
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
大
阪
府
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
専
属
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
13
人
が

在
籍
し
、
平
日
の
日
中
は
２
人
、
土
曜
の
日
中
は
３
人
、
休
日
の
日
中
は
４
人
、
夜
間
は
３
人
体

制
で
24
時
間
３
６
５
日
、府
民
か
ら
の
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
（
平

日
平
均
２
０
０
件
、
休
日
は
４
０
０
件
）
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
大
阪
府
医
師
会
館
に
あ

り
ま
し
た
が
、
２
０
１
３
年
４
月
に
当
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
あ
る

に
大
阪
府
立
病
院
機
構
に
移
転
し
ま
し
た
。
15
年
か
ら
は
、
災
害

医
療
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
近
接
し
た
部
屋
で
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
運
営
を
行
う
予
定
で
す
。

大
阪
府
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
府
民
の

ペ
ー
ジ
も
多
く
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

大阪府救急医療情報センター
高度救命救急センター長　救急診療科主任部長　藤

ふじ

見
み

 聡
さとし

写真　センター内部
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分
娩
に
救
急
対
応
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

産
科
・
小
児
科
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
含
む
新
生
児
医
療
病
棟
を
含
む
）
を
備
え
、
周
産
期
の
比
較
的

高
度
な
医
療
行
為
を
行
う
医
療
機
関
を
選
ん
で
、
大
阪
府
が
指
定
し
て
い
る
施
設
で
す
。
大
阪
府

に
は
18
か
所
の
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
早
産
児
の
場
合
、
妊
娠
30
週
以
降
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

大
阪
府
で
は
、産
婦
人
科
施
設
の
間
で
緊
急
患
者
の
紹
介
や
搬
送
を
助
け
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｏ

Ｇ
Ｃ
Ｓ
）
が
全
国
に
先
駆
け
て
25
年
前
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
設
立
時
か
ら
産
婦
人
科
の
救
急
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
施
設
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
分
娩
予
定
の
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ほ
か
の
産
科
医
院
や
病
院
で
分
娩
を
予

定
し
て
い
た
方
で
も
、
何
ら
か
の
経
過
異
常
の
場
合
に
は
、
Ｏ
Ｇ
Ｃ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
当
セ

ン
タ
ー
で
の
救
急
対
応
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
妊
婦
さ
ん
は
、
妊
娠
、
分
娩
が
正
常
に
進
み
ま
す
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
が
地
域
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
機
会
は
あ
ま
り
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
お
産
は
突
然
状
態
が
変
化
し
て
、
集
中
的
な
対
応
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
万
一
の
場
合
に
備
え
て
体
制
を
整
え
て
い
る
の
が
、
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
な
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
リ
ス
ク
を
抱
え
た
妊
婦
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分
は
何
の
問
題
も
な
い
と

思
っ
て
い
る
方
に
も
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に
備
え
て
安
心
の
分
娩
を
提
供
す
る
、
そ
れ
が
当
セ

ン
タ
ー
が
目
指
し
て
い
る
お
産
で
す
。

地域周産期母子医療センター
産婦人科主任部長　竹

たけむら

村 昌
まさひこ

彦

当センター産婦人
科のロゴマーク
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災
害
時
に
お
け
る
命
の
砦と

り
で

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
は
大
阪
府
で
唯
一
の
基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
で
す
。
こ
こ
で
は
災
害
時
の
医
療

機
関
の
中
心
的
役
割
を
担
う
「
災
害
拠
点
病
院
」
と
「
基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
の
被
災
地
で
は
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
損

な
わ
れ
、
病
院
の
診
療
業
務
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
の
教
訓
か
ら
国
は
病
院
に
対

し
て
建
物
の
耐
震
化
、
自
家
発
電
機
や
受
水
槽
の
設
置
な
ど
を
呼
び
か
け
、
災
害
に
強
い
病
院
づ

く
り
の
指
針
を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
地
域
の
中
心
的
な
病
院
が
『
災
害
拠
点
病
院
』
で
す
。
近
隣
地
域
の

患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
一
手
に
担
う
、
い
わ
ば
災
害
時
に
お
け
る
命
の
砦
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

大
阪
府
内
で
は
18
施
設
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
」
は
各
都
道
府
県
に
原
則
１
施
設
指
定
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ば
災
害

医
療
の
カ
ナ
メ
で
す
。

大
規
模
災
害
の
際
に
は
必
ず
近
隣
府
県
か
ら
の
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
自
治
体

を
超
え
た
医
療
機
関
に
お
け
る
ス
タ
ッ
フ
、
資
材
の
受
援
・
支
援
調
整
を
行
う
こ
と
が
大
き
な
役

割
で
す
。

ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
は
臨
時
病
床
（
災
害
棟
）
４
０
０
床
を
備
え
、災
害
派
遣
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

の
隊
員
32
人
を
擁
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
1
月
に
は
大
阪
府
災
害
対
策
本
部
の
直
轄
部
門
と

し
て
災
害
医
療
を
調
整
す
る
た
め
の
「
大
阪
府
災
害
医
療
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
当
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
豊
富
な
対
応
力
は
、
災
害
時
に
課
せ
ら
れ
る
責
務
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

基幹災害医療センター
救急診療科診療主任　松

まつ

田
だ

 宏
ひろ

樹
き
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災
害
時
、
多
く
の
命
を
救
う
司
令
塔
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発
生
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
、
大
阪
市
内
で
も
広
範
囲
で

浸
水
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
災
害
医
療
体
制
の
一
層
の
充
実
が
必
要
で
す
。

大
規
模
災
害
時
に
は
被
災
状
況
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
、
的
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、
災
害
医
療

の
専
門
チ
ー
ム
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
受
け
入
れ
病
院
な
ど
の
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
投
入
に
つ
い
て
、
災

害
医
療
に
関
す
る
専
門
的
見
地
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
大
阪
府
災
害
対
策
本
部
と
連
携
し
な
が
ら
災
害
時
の
司
令
塔
機
能
を
も
つ
災
害
医

療
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
災
害
拠
点
病
院
支
援
施
設
で
あ
る
障
が
い
者
医

療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
１
階
に
、
２
０
１
４
年
度
中
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
通
常
回
線
が
機
能
し
て
い
な
い
場
合
は
衛
星
回
線
）
や
救
急

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
、
防
災
無
線
な
ど
の
通
信
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
、
大
阪
府
内
の
ど
の
病
院
に

ど
ん
な
医
療
ニ
ー
ズ
が
必
要
で
あ
る
か
を
把
握
し
、
ど
れ
く
ら
い
の
医
療
資
源
を
投
入
す
る
か
を

一
括
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（Inform

ation and Com
m
unication T

echnology

）
を
駆
使
し
た
情

報
ツ
ー
ル
が
必
要
で
、
当
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
府
が
開
発
し
た
災
害
時
無
線
患
者
管
理
シ
ス
テ
ム
も

設
置
し
ま
す
。
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
多
数
の
傷
病
者
が
発
生
す
る
事
件
、
事
故
な
ど
で
も
積
極

的
に
情
報
を
収
集
し
、
災
害
現
場
に
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

当
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
目
標
は
、
適
切
な
患
者
を
適
切
な
時
期
に
適
切
な
場
所
に
搬
送

す
る
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
災
害
時
に
よ
り
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
で
す
。

災害医療コントロールセンター
救急診療科副部長　久

く ぼ

保 範
のりあき

明
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か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、
良
質
の
医
療
提
供
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地
域
医
療
支
援
病
院
と
は
、
医
療
法
で
制
度
化
さ
れ
た
医
療
機
関
の
機
能
区
分
の
一
つ
で
、
地
域
の

「
か
か
り
つ
け
医
」と
連
携
し
て
、救
急
医
療
や
高
度
な
専
門
医
療
を
提
供
す
る
病
院
で
す
。当
セ
ン
タ
ー

は
２
０
０
８
年
12
月
に
大
阪
府
か
ら
こ
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。
地
域
支
援
病
院
に
は
次
の
要
件
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
①
紹
介
患
者
さ
ん
に
対
し
て
医
療
を
提
供
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
②
病
院
の
設

備
、
医
療
機
器
な
ど
を
、
地
域
の
医
療
従
事
者
の
診
察
の
た
め
に
共
同
利
用
し
て
い
る
③
24
時
間
の
救

急
医
療
を
提
供
す
る
体
制
が
あ
る
④
地
域
の
医
療
従
事
者
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
が
行
わ

れ
て
い
る
⑤
病
床
数
が
２
０
０
床
以
上
あ
る
―
こ
と
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
急
性
期
の
医
療
や
、
高
度
な
専
門
医
療

を
行
う
た
め
に
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進

め
、か
か
り
つ
け
医
と
の
二
人
主
治
医
制
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ま
ず
、
か
か
り
つ
け
医
と
ご
相

談
の
う
え
、
予
約
を
取
っ
て
来
院
す
れ
ば
、
待
ち
時
間
も
少
な

く
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
ま
す
。
ま
た
、
症
状
が
安
定

し
経
過
観
察
と
な
っ
た
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
ま

す
。
疾
患
や
病
態
に
よ
っ
て
は
定
期
的
に
か
か
り
つ
け
医
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
長
期
に
わ
た
っ
て
経
過
を
見
ま
す
。
医
療

連
携
は
、
地
域
の
医
療
を
役
割
分
担
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
に

効
率
的
で
質
の
良
い
医
療
を
提
供
す
る
し
く
み
で
す
。

地域医療支援病院
患者総合支援センター副所長　春

はるおか

岡 登
と し こ

志子

急性期医療や高度な専門知識を依頼

地域支援病院

◆救急対応

◆入院ベッドの
　開放

◆検査の依頼

地域医療機関

大阪府立急性期・
総合医療センター かかりつけ医

◆地域の医療従事者に対する研修の実施

症状安定経過観察を依頼

図　地域医療の連携
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迅
速
に
組
織
適
合
検
査
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
臓
器
を
提
供
し
て
も
よ
い
と
い
う
人
と
臓
器
を
提
供
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
人
の
橋
渡
し
を
す
る
日
本
で
唯
一
の
組
織
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
全
国
の
脳

死
移
植
希
望
者
の
血
液
を
保
管
し
、
い
つ
で
も
交こ

う

叉さ

試
験
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

心
臓
移
植
、
肺
移
植
、
肝
腎
同
時
移
植
な
ど
の
脳
死
移
植
に
対
応
す
る
た
め
、
東
京
女
子
医
科

大
学
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
、
当
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
赤
十
字
病
院
の
四
施
設
が
同
一
の
血
液

を
保
管
し
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
腎
移
植
に
つ
い
て
は
大
阪
府

お
よ
び
奈
良
県
の
希
望
者
（
約
８
０
０
人
）
の
血
液
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
域
の
特
定
移
植
検
査
セ
ン
タ
ー
は
当
セ
ン
タ
ー
を
含
め
全
国
で
17
か
所
あ
り
、
24
時
間

３
６
５
日
、
組
織
適
合
検
査
が
可
能
で
す
。
そ
の
組
織
適
合
検
査

に
は
自
己
と
非
自
己
を
区
別
す
る
目
印
で
あ
る
Ｈ
Ｌ
Ａ
（
ヒ
ト
白

血
球
抗
原
）
型
判
定
と
リ
ン
パ
球
交
叉
試
験
が
あ
り
ま
す
。
臓
器

移
植
希
望
者
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
と
臓
器
提
供
者
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
を
調
べ
て

型
が
一
致
す
る
ほ
ど
拒
絶
反
応
が
起
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、選
択
さ
れ
た
移
植
希
望
者
の
リ
ン
パ
球
交
叉
試
験
を
行
い
、

提
供
者
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
に
対
す
る
抗
体
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
査

し
ま
す
。
結
果
が
陽
性
（
移
植
希
望
者
が
提
供
者
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
に
対
す

る
抗
体
を
も
っ
て
い
る
）
の
場
合
は
拒
絶
反
応
が
起
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
感
染
症
な
ど
の
移
植
関
連
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日本臓器移植ネットワーク
特定移植検査センター

臨床検査科主任部長　岡
おか

田
だ

 倫
のりゆき

之

肝臓

腎臓

肺

心臓

膵臓

小腸

眼球 薬や手術で治せない
ほど臓器が壊れてし
まったり、動かなく
なったりしたとき、
ほかの方の臓器と交
換することで、元気
な体を取り戻す治療
法です

図　臓器移植
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難
病
の
拠
点
病
院
は
府
域
唯
一
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
９
７
２
年
、
当
時
の
厚
生
省
は
難
病
対
策
要
綱
を
公
表
し
、
難
病
対
策
を
開
始
し
ま
し
た
。

大
阪
府
で
は
翌
73
年
に
特
定
疾
患
研
究
会
（
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
私
が
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て

い
ま
す
）
を
設
立
し
、
難
病
対
策
に
着
手
し
ま
し
た
。

93
年
か
ら
運
営
主
体
が
大
阪
難
病
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
、

府
の
難
病
事
業
の
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
98
年
に
は
厚
生
労
働
省
の
医
療
施
設
整
備
事
業
に

伴
い
、
府
域
唯
一
の
難
病
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
、
責
務
は
一
段
と
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
11
月
に
は
当
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
と
な
り
、
日
本
難
病
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
会

学
術
集
会
を
大
阪
で
開
催
し
ま
し
た
。
難
病
は
厚
労
省
の
定
義
で
は
、
治
療
方
法
に
乏
し
く
、
後

遺
症
を
多
く
残
し
、療
養
生
活
上
、本
人
や
家
族
へ
の
負
担
の
多
大
な
る
疾
患
群
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

難
病
支
援
の
法
制
化
に
伴
い
、
15
年
１
月
か
ら
難
病
支
援
が
全
国
的

に
は
大
き
く
変
わ
る
予
定
で
す
。
し
か
し
、
難
病
対
策
に
力
を
入
れ
て
き

た
大
阪
府
で
は
、
変
わ
り
な
く
全
力
で
対
応
し
ま
す
。
地
域
の
保
健
所
と

協
力
し
て
、
難
病
患
者
さ
ん
の
療
養
環
境
の
向
上
の
た
め
の
よ
り
良
い
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
引
き
続
き
図
り
ま
す
。
ま
た
、
療
養
相
談
に
面
接

や
電
話
で
応
じ
る
と
と
も
に
、
府
域
で
実
施
中
の
神
経
難
病
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
で
支
援
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
大
阪
府
立
急
性
期
・
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
神
経
内
科
医
２
人
（
兼
務
）、
看
護
師
（
難
病
医
療
専
門
員
）

２
人
で
す
。
困
り
ご
と
・
不
明
な
点
な
ど
何
な
り
と
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大阪難病医療情報センター
神経内科主任部長　狭

はざ

間
ま

 敬
たかのり

憲

写真　 第１回日本難病医療ネット
ワーク学会学術集会
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三
者
連
携
で
社
会
復
帰
へ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
医
療
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
障
が
い
者
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
障
が
い
者
自
立
セ
ン
タ
ー
と
障
が
い
者
自
立
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ
科
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
自
立
セ
ン
タ
ー
は
、
回

復
期
を
経
た
後
の
入
所
ま
た
は
通
所
で
訓
練
し
て
い
ま
す
。
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身
体
障
害
者

福
祉
手
帳
の
審
査
や
福
祉
関
連
の
相
談
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
科
を
含
め
た
三

者
が
連
携
し
て
い
る
典
型
的
な
例
が
高こ

う

次じ

脳の
う

機き

能の
う

障
害
で
す
。
実
際
の
患
者
さ
ん
で
説
明
し
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
で
脳
に
傷
を
受
け
た
患
者
さ
ん
が
、
三
次
救
急
で
あ
る
当
医
療
セ
ン
タ
ー
に
運

ば
れ
ま
す
。
救
急
診
療
科
で
治
療
を
受
け
、
後
遺
症
が
残
っ
た
患
者
さ
ん
に
リ
ハ
ビ
リ
科
病
棟
で

リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。
病
棟
で
は
家
庭
生
活
や
社
会
生
活
に
適
応
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
は
難

し
い
た
め
自
立
セ
ン
タ
ー
へ
移
り
ま
す
。
自
立
セ
ン
タ
ー
で
の
一
定
期
間
の
訓
練
後
、
リ
ハ
ビ
リ

科
外
来
と
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
、
復
職
で
き
る
と
き
は
企
業

側
に
症
状
を
説
明
し
て
職
場
や
業
務
内
容
の
変
更
を
勧
め
ま
す
。
新
し

い
職
場
を
望
む
方
に
は
各
種
事
業
所
を
紹
介
し
就
職
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
児
童
・
生
徒
の
場
合
は
学
校
と
連
携
し
復
学
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
各
施
設
の
役
割
を
利
用
し
、
福
祉
と
医
療
を
有

効
活
用
し
て
患
者
さ
ん
の
治
療
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

全
国
で
も
唯
一
の
、
文
字
通
り
急
性
期
集
中
治
療
か
ら
社
会
復
帰
の
支

援
ま
で
一
貫
し
た
体
制
が
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

障がい者医療・
リハビリテーションセンター

リハビリテーション科主任部長　渡
わたなべ

邉 学
まなぶ

大阪府立急性期・  
総合医療センター  

障がい者医療・
リハビリテーションセンター
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大
阪
府
最
大
の
研
修
医
教
育
病
院
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

当
セ
ン
タ
ー
は
大
阪
府
内
で
最
も
多
く
の
研
修
医
を
育
て
て
い
る
、
厚
生
労
働
省
指
定
の
教
育

病
院
で
す
。
毎
年
、
基
本
的
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
20
人
（
自
治
医
大
卒
業
者
２
人
を
含
む
）、
小

児
科
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
人
、
産
婦
人
科
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
人
の
計
24
人
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
の
た
す
き
掛
け
連
携
教
育
シ
ス
テ
ム
に
乗
っ
た
２
人
と
歯

科
研
修
医
の
１
人
を
加
え
る
と
総
勢
27
人
と
な
り
ま
す
。

２
０
０
４
年
４
月
に
始
ま
っ
た
新
臨
床
研
修
制
度
は
、
途
中
軽
度
見
直
し
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、

10
年
を
超
え
て
定
着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
が
で
き
、
全
人
的
医
療
を
実
行

す
る
こ
と
の
で
き
る
臨
床
医
が
、
社
会
が
求
め
る
医
師
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
２
年
の
研
修
生
活
を
送
っ
た
医
者
の
卵
は
、
３
年
目
に
は
ど
こ
に
出
し
て
も
恥

ず
か
し
く
な
い
能
力
を
身
に
つ
け
て
日
本
全
国
、
い
や
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。

研
修
病
院
を
第
三
者
評
価
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
卒
後
臨
床
研
修
評
価
機
構
は
07
年
10
月
に
発
足
し
て
以
来
、
全
国
の
多
く
の
臨
床

研
修
病
院
を
評
価
し
、
病
院
の
改
善
活
動
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
機
構
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
研
修
病
院
の
一

種
の
ス
テ
ー
タ
ス
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
病
院
が
こ

の
機
構
か
ら
初
め
て
第
三
者
評
価
を
受
け
た
の
が
08
年
7
月

で
現
在
４
年
の
認
定
証
を
得
て
い
ま
す
（
写
真
）。

卒後臨床研修評価機構認定病院
副院長　総合内科主任部長　谷

たに

尾
お

 吉
よしろう

郎

写真　
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章

こ
ん
な
仕
事
も
し
て
い
ま
す

463

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
推
進
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
前
か
ら
は
、
そ
の
仕
事
を
想
像
す
る
の
は
、
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
若
手
の
医
師
が
一
人
前
に
な
っ
て
未
来
の
医
療
を
担
う
人
材
に
育
つ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
阪
の
基
幹
病
院
の
医
師
確
保
を
図
る
の
が
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

の
仕
事
で
す
。

大
阪
で
は
高
度
で
先
進
的
な
医
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
需
要
に
対
し
て
医
師
の

足
り
な
い
分
野
も
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
大
阪
の
大
学
病
院
や
基
幹
病
院
で
高
度
な
医
療

技
術
を
研
修
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
り
、
研
修
費
用
を
支
援
し
た
り
、
さ
ら
に
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
5
年
現
在
、
救
急
専
門
医
育
成
コ
ー
ス
、
周
産
期
コ
ー
ス
（
産
科
）、
周
産
期
コ
ー
ス
（
新

生
児
科
）、
放
射
線
科
コ
ー
ス
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
コ
ー
ス
の
４
研
修
コ
ー
ス
（
５
診
療
科
）

を
設
け
て
い
ま
す
。
研
修
を
実
施
す
る
た
め
に
、
大
阪
の
５
大
学
（
大
阪
大
学
、
大
阪
医
科
大
学
、

大
阪
市
立
大
学
、
関
西
医
科
大
学
、
近
畿
大
学
）
お
よ
び
基
幹
病
院
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
が
支
援
す
る
対
象
は
大
阪
府
立
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
大
阪

府
内
で
勤
務
す
る
医
師
で
、
そ
の
運
営
は
大
阪
府
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
は
登

録
制
で
、
原
則
的
に
無
料
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
詳
し
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
右
側
の
バ
ナ
ー
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.gh.opho.jp/hospital/division/om

scc.php

大阪府医療人キャリアセンター
大阪府医療人キャリアセンター長　腎臓・高血圧内科部長　勝

しょう

二
じ

 達
たつ

也
や
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当
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス

JR環状線

ニュートラム
　南港ポートタウン線

天王寺

大阪府立急性期・
総合医療センター

南港通

長居公園通

【 市バス 】
　あべの橋（天王寺）より「住吉車庫前」行き、「浅香」行き
　「おりおの橋」行き１５分
　府立総合医療センター下車すぐ
　地下鉄 玉出駅、住之江公園駅からも直通バスあり
【 JR 】
　JR阪和線長居駅より徒歩１２分
【 地下鉄 】
　地下鉄長居駅より徒歩１５分
【 南海電鉄 】
　南海高野線帝塚山駅より徒歩１０分
【 阪堺電車 】
　上町線帝塚山４丁目駅より徒歩１０分

　あべの筋播磨町交差点と千躰交差点の間の
　「府立総合医療センター」交差点から東にお進みください。

大和川大和川

中百舌鳥

難
波

恵
美
須
町

堺 宿
院

堺
東

玉
出

阪
堺
電
車

上
町
線

地
下
鉄
四
つ
橋
線

南
海
高
野
線

南
海
高
野
線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

あ
べ
の
筋

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

阪
堺
電
車
阪
堺
線

南
海
本
線

新
今
宮 天

王
寺

駅
前

帝
塚
山

住
吉
東

住
吉
大
社

帝
塚
山

４
丁
目

三
国

　

ケ
丘

住
之
江
公
園

な
か
も
ず

長
居

長
居

Ｎ

電車やバスでお越しの方

お車でお越しの場合

当センターへのアクセス



D  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　53

E  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＥＧＦＲ遺伝子変異・・・・・・・・・　306
ＥＭＬ４－ＡＬＫ融合遺伝子 　306

F  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＦＤＧ－ＰＥＴ検査・・・・　316, 317
ＦＩＳＨ法・・・・・・・・・・・・・・・・・　335

H  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＨＢＶ‐ＤＮＡ量・・・・・・・・・・　359
ＨｂＡ１ｃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・　69
ＨＥＲ２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　345

I  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＩＣＵ ( 集中治療部 ) ・・・　410, 429
ＩＭＲＴ・・・・・・・・・・・・・・　310, 383
ｉＰＳ万能細胞・・・・・・・・・・・・・　332
ＩＶＲ（インターベンショナル・
ラジオロジー）・・・・・・・・・・・・・・　417

K  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
Ｋ－ｒａｓ遺伝子・・・・・・・・・・・　307

M  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＭＲＩ検査・・・・・・・・・・・・・・・・・　419

N  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＮＡＳＨ ( ナッシュ ) ・・・・・・・・　210
ＮＩＣＵ（新生児集中治療室） 　180

O  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
Ｏ１５７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　179
ＯＧＣＳ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　35

P  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＰＣＲ法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　335
ＰＤ（腹膜透析）・・・・・・・　224, 226
ＰＥＴ、ＰＥＴ／ＣＴ 　316, 318, 419
ＰＦＡＰＡ症候群・・・・・・・・・・・　175

R  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ｒｔ－ＰＡ静注療法・・・・・・・・・・　29

S  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＳＣＵ (Stroke Care Unit、脳卒中ケ
アユニット ) ・・・・・・・・・・・・・　29, 30
Staging Care Unit（ＳＣＵ） ・・・　54

V  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＶＭＡＴ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　310

X  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
Ｘ線ＣＴ装置・・・・・・・・・・・・・・・　418
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腰椎すべり症・・・・・・・・・・・・・・・　233
腰椎椎間板ヘルニア・・・・・・・・・　230
腰椎変性側彎症・・・・・・・・・・・・・　233
腰痛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　364
腰部脊柱管狭窄症・・・・・・・・・・・　230
予防接種(子どもの感染症) ・・・　190
予防内服 ( 輸入感染症 ) ・・・・・・　193

ら  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ラジオ波焼灼術 ( 肝がん ) ・・・・　362
ラミクタール® ・・・・・・・・・・・・・　119
卵巣がん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　139

り  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
理学療法士・・・・・・・・・・・・・・・・・　432
リケッチア症・・・・・・・・・・・・・・・　194
リハビリテーション・・・・　286, 432
リバビリン・・・・・・・・・・・・・・・・・　357
流行期（食中毒）・・・・・・・・・・・・　421
流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　185
粒子線治療・・・・・・・・・・・・・・・・・　383
良性腫瘍・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　310
緑内障・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　252
緑内障手術・・・・・・・・・・・・・・・・・　259
臨床研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　408
臨床研究支援センター・・・・・・・　408
臨床検査技師・・・・・・・・・・・・・・・　314
臨床工学技士（ＭＥ）・・・・・・・・　428

れ  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
レシピエント・・・・・・・・・・・・・・・　402
レシピエントコーディネーター
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　396

ろ  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ロイコトリエン受容体拮抗薬 　207
瘻孔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　110
ロボット支援手術室・・・・・・・・・　412
ロボット支援腹腔鏡下腎部分切除術
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　372
ロボット手術・・・・・・・・・・　366, 413
ロボット直腸がん手術・・・・・・・　352

わ  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ワーファリン・・・・・・・・・・・・・・・・　94
ワクチン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　190
ワトソンとクリック・・・・・・・・・　332

A  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　22, 38

B  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
Ｂ型肝炎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　160
Ｂ型肝炎ウイルス（ＨＢＶ）・・・　358
ＢＣＧ接種部位の発赤・・・・・・・　173
ＢＮＰ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　89
ＢＲＣＡ１遺伝子・・・・・・・・・・・　306

C  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
Ｃ型肝炎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　161
Ｃ型肝炎ウイルス（ＨＣＶ）・・・　356
Ｃ型慢性肝炎・・・・・・・・・・・・・・・　356
ＣＣＵ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　25
ＣＨＡＤＳ２・・・・・・・・・・・・・・・・　86
ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患） 　200
ＣＴ検査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　351
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放射線療法、放射線治療
・・・・　149, 326, 350, 351, 364, 416
房水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　252
蜂巣織炎 ( ほうそうしきえん ) 　186
訪問看護師・・・・・・・・・・・・・・・・・　438
訪問診療・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　442
歩行時の下肢のしびれや痛み 　107
母子感染・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　161
ポジショニング (ＮＩＣＵ) ・・・　180
ポジトロン核種・・・・・・・・・・・・・　316
勃起神経・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　368
発作性上室性頻拍症・・・・・・・・・・　84
ポリープ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　349
ホルモン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　384
ホルモン療法（乳がん治療）・・・　149
本態性高血圧・・・・・・・・・・・・・・・・　72

ま  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
麻疹 ( はしか ) ・・・・・・・・・・・・・・　185
麻酔科医・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　428
麻酔器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　429
末梢性めまい・・・・・・・・・・　260, 261
末梢動脈疾患・・・・・・・・・・・・・・・　104
マラリア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　195
慢性気管支炎・・・・・・・・・・・・・・・　200
慢性腎臓病・・・・・・・・・・・・・・・・・　220
慢性副鼻腔炎・・・・・・・・・・・・・・・　266
慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ） 　200

み  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
右季肋部痛 ( みぎきろくぶつう ) 　214
水ぼうそう ( 水痘 ) ・・・・・　185, 268

む  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
むくみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・　88, 157
無痛分娩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　137
胸の真ん中が痛む・・・・・・・・・・・　343

め  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
迷走神経刺激療法・・・・・・・・・・・　119
メッシュ ( 性器脱 ) ・・・・・・・・・・　146
メトトレキサート・・・・・・・・・・・　245
メニエール病・・・・・・・・・・・・・・・　265
めまい・・・・・・・・・・・・・　83, 114, 260
めまい以外の随伴症状・・・・・・・　262
免疫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　244
免疫調節剤・・・・・・・・・・・・　109, 110
免疫抑制剤・・・・・・・・・・・・・・・・・　404

も  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
網膜光凝固術・・・・・・・・・・・・・・・　258
物取られ妄想・・・・・・・・・・・・・・・　284

や  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
薬剤師・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　428
薬剤の副作用・・・・・・・・・・・・・・・　187
薬物治療（抗がん剤治療）・・・・　326
やけど・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　44

ゆ  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
輸入感染症・・・・・・・・・・・・・・・・・　192

よ  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
要介護者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　439
要支援者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　439
ヨウ素・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　384
腰椎固定術・・・・・・・・・・・・・・・・・　233
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病棟薬剤師・・・・・・・・・・・・・・・・・　425
病理医・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　312
病理診断・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　312
昼寝 ( 健康づくり ) ・・・・・・・・・・　278
貧血・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　348

ふ  ―――――――――――――――――― ――――――――――――――――――
ＦＩＳＨ（フィッシュ）法・・・　335
風疹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　185
夫婦間移植・・・・・・・・・・・・・・・・・　403
腹圧性尿失禁・・・・・・・・・・・・・・・　144
腹腔鏡下胃内手術・・・・・・・・・・・　338
腹腔鏡手術、腹腔鏡下手術
 　35, 140, 219, 336, 350, 371, 428
腹腔鏡内視鏡共同手術・・・・・・・　339
腹腔鏡補助下手術・・・・・・・・・・・　336
腹腔内化学療法・・・・・・・・・・・・・　345
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